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はじめに
このたびは、ビークルシリアルバスアナライザ SB5000 シリーズ (SB5310/SB5710、以降
SB5000 と略します ) をお買い上げいただきましてありがとうございます。このユーザー
ズマニュアルは、SB5000 の機能、操作方法、取り扱い上の注意などを説明したものです。
ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになったあとは大切に保存してください。ご使用中に操作がわからなくなったと
きなどにきっとお役に立ちます。なお、SB5000 のマニュアルとして、このマニュアル
を含め、次のものがあります。あわせてお読みください。

マニュアル名 マニュアルNo 内容
SB5000 シリーズ 
ビークルシリアルバスアナライザ 
ユーザーズマニュアル

IM701361-01 本書です。SB5000 シリーズの通信機能
を除く全機能と、その操作方法について
説明しています。

SB5000 シリーズ 
ビークルシリアルバスアナライザ 
通信インタフェース 
ユーザーズマニュアル (CD 内 )

IM701361-17 SB5000 シリーズの通信インタフェース
の機能について、その操作方法を説明し
ています。

DL9000 シリーズ ディジタルオシロ
スコープ /SB5000 シリーズ ビーク
ルシリアルバスアナライザ 
電源解析機能ユーザーズマニュアル

IM701310-61 オプションの電源解析の各機能と操作に
ついて説明しています。

ご注意
・	このマニュアル IM	701361-01	3 版は、ファームウエアバージョン 4.40 以降

のビークルシリアルバスアナライザ SB5000 に対応しています。
	 最新のファームウエアバージョンでない場合は、このマニュアルに記載のすべての機

能をお使いいただくことができません。
 お使いの製品のファームウエアバージョンは、オーバビュー画面でご確認ください。

オーバビュー画面を表示する操作方法については、このマニュアルの 19.4 節をご覧
ください。バージョンアップの方法やファームウエアバージョンに関する情報につい
ては、下記の Web ページをご覧ください。
 http://www.yokogawa.co.jp/tm/Bu/SB5000/

・ 本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。
また、実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

・ 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきの
ことがありましたら、お手数ですが、お買い求め先か、当社支社・支店・営業所まで
ご連絡ください。

・ 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
・ 保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき、ご理解のうえ

大切に保存してください。

商標
・ Microsoft、Internet Explorer、MS-DOS、Windows、Windows NT、Windows 2000、

Windows Me および Windows XP は、米国 Microsoft Corporation の、米国およびそ
の他の国における登録商標または商標です。

・ Adobe、Acrobat、および PostScript は、アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
・ CANdb と CANdb++ は Vector Informatik 社の 登録商標です。
・ 本文中の各社の登録商標または商標には、TM、® マークは表示していません。
・ その他、本文中に使われている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。

3rd Edition: April 2009(YK)
All Rights Reserved, Copyright © 2008 Yokogawa Electric Corporation
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梱包内容の確認

梱包箱を開けたら、ご使用前に以下のことを確認してください。万一、お届けした品の
間違いや品不足、または外観に異常が認められる場合は、お買い求め先にご連絡くださ
い。

SB5000 本体
お買い求めいただいた製品が、ご注文どおりであることを確認してください。ご参考ま
でに、下表に MODEL( 形名 )、SUFFIX( 仕様コード )、および仕様内容を記載します。

  

MODEL 仕様コード 仕様内容
701351 SB5310 ビークルシリアルバスアナライザ、4 チャネル + ロ

ジック 8 ビット、5GS/s、1GHz、最大 6.25MW/CH
701361 SB5710 ビークルシリアルバスアナライザ、4 チャネル + ロ

ジック 32 ビット、5GS/s、1GHz、最大 6.25MW/CH
電源コード -M ・ 電源コード ( 部品番号 A1006WD、UL/CSA 規格適合、PSE

適合 )
・ 3 極 -2 極変換アダプタ ( 部品番号 A1253JZ、PSE 適合 ) 

日本国内でのみ使用可
・ 最大定格電圧　125V

ヘルプ -HE
-HJ
-HC
-HK

英語ヘルプ
日本語ヘルプ
中国語ヘルプ
韓国語ヘルプ

付加仕様
( オプション )

/B5
/P4
/C8*1

/C9*1

/C10*1

/C12*1

/G2*2

/G4*2

内蔵プリンタ
背面パネルプローブパワー
内蔵 HDD ＋イーサネットインタフェース
内蔵 HDD ＋ LXI 対応イーサネットインタフェース (LXI オプ
ション )
イーサネットインタフェース
LXI 対応イーサネットインタフェース (LXI オプション )
ユーザー定義演算
電源解析機能

*1 /C8、/C9、/C10、/C12 オプションの同時指定はできません。
*2 /G2 と /G4 オプションの同時指定はできません。/G4 には /G2 が含まれます。
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No.( 計器番号 )
お買い求め先にご連絡いただく際には、この番号もご連絡ください。

付属品
次の付属品が添付されています。品不足や損傷がないことを確認してください。

プリンタ用ロール紙*1
B9850NX　1本

3極-2極変換
アダプタ
A1253JZ A1006WD

M(日本国内でのみ使用可)

電源コード

ソフトケース
B8081HG

通信インタフェース
ユーザーズマニュアル*3
B8081RF(CD)

前面パネル保護カバー
B8080EM

500MHzパッシブプローブPB500
701943　4本

*1 /B5オプション付きの場合に付属されます。
*2 /G4オプション付きの場合に付属されます。
*3 冊子のマニュアルIM701361-17をご購入いただけます。最寄りの担当営業または代理店

にご連絡ください。

底面脚用ゴム(4個)
(A9088ZMを2枚)

マニュアル一式
・ 本書
・ 電源解析機能用ユーザーズマニュアル*2
・ その他

梱包内容の確認
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アクセサリ ( 別売 )
別売アクセサリとして、次のものがあります。アクセサリについてのお問い合わせやご注
文は、お買い求め先までご連絡ください。

品名 形名 備考
横河専用プローブインタフェース付き

アクティブプローブ PBA2500 701913 DC ～ 2.5GHz 帯域、100kW、0.9pF
PBA1500 701914 DC ～ 1.5GHz 帯域、100kW、0.9pF
PBA1000 701912 DC ～ 1GHz 帯域、100kW、0.9pF

差動プローブ PBD2000 701923 DC ～ 2GHz 帯域、50kW、1.1pF
PBDH1000 701924 DC ～ 1GHz 帯域、1MW、最大± 35V

電流プローブ PBC100 701928 DC ～ 100MHz 帯域、30Arms

PBC050 701929 DC ～ 50MHz 帯域、30Arms

パッシブプローブ PB500 701943 DC ～ 500MHz 帯域、10MW
50W 系パッシブプローブ

抵抗プローブ PBL5000 701974 DC ～ 5GHz 帯域、500W/1kW、0.25pF/0.4pF、
SMA-BNC 変換アダプタ付

DC ブロック 701975 50W 入力用、SMA、30MHz ～ 6GHz
高電圧パッシブプローブ

100：1 プローブ 701944 DC ～ 400MHz 帯域、1000Vrms、長さ 1.2m
701945 DC ～ 250MHz 帯域、1000Vrms、長さ 3m

ロジックプローブ 701980 1MW、トグル周波数 100MHz、8 ビット
701981 10kW、トグル周波数 250MHz、8 ビット
701988 1MW、トグル周波数 100MHz、8 ビット
701989 100kW、トグル周波数 250MHz、8 ビット

FET プローブ 700939 900MHz 帯域、2.5MW、1.8pF
差動プローブ 700924 DC ～ 100MHz 帯域、最大± 1400V

700925 DC ～ 15MHz 帯域、最大± 500V
701920 DC ～ 500MHz 帯域、最大 ( 同相入力 ) ± 30V
701921 DC ～ 100MHz 帯域、最大± 700V
701922 DC ～ 200MHz 帯域、最大 ( 同相入力 ) ± 60V

電流プローブ 701932 DC ～ 100MHz 帯域、30Arms

701933 DC ～ 50MHz 帯域、30Arms

デスキュー調整信号源 701935 約 0 ～ 5V、約 -100 ～ 0mA、約 15kHz
GO/NO-GO 専用ケーブル 366973 －
ラックマウント用キット 701983-01 EIA 用

701983-02 JIS 用

補用品 ( 別売 )
別売補用品として、次のものがあります。補用品についてのお問い合わせやご注文は、
お買い求め先までご連絡ください。

品名 部品番号 販売単位 備考
プリンタ用ロール紙 B9850NX 5 感熱紙、111mm × 30m

梱包内容の確認
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本機器を安全にご使用いただくために

本機器は IEC 規格保護クラス I ( 保護接地端子付き ) の製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため、本機器の操作にあたっては下記の安全注
意事項を必ずお守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると、本
機器の保護機能が損なわれることがあります。なお、これらの注意に反したご使用によ
り生じた障害については、YOKOGAWA は責任と保証を負いかねます。

本機器には、次のようなシンボルマークを使用しています。
 “取扱注意” ( 人体および機器を保護するために、ユーザーズマニュアルやサービ

スマニュアルを参照する必要がある場所に付いています。) “

 保護接地、または保護接地端子

 接地、または機能接地端子 ( 保護接地端子として使用しないでください。)

 交流

 直流

 ON( 電源 )

 OFF( 電源 )

 スタンバイ

 ON( 電源 ) の状態

 OFF( 電源 ) の状態
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次の注意事項をお守りください。取扱者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがあります。

	 警　　告
電源
供給電源の電圧が、本機器の定格電源電圧に合っていて、付属の電源コードの最
大定格電圧以下であることを確認したうえで、電源コードを接続してください。

電源コードとプラグ
感電や火災防止のため、電源コードおよび 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内での
み使用可 ) は、当社から供給されたものを必ずご使用ください。主電源プラグは、
保護接地端子を備えた電源コンセントにだけ接続してください。保護接地線を備
えていない延長用コードを使用すると、保護動作が無効になります。

保護接地
感電防止のため、本機器の電源を入れる前に、必ず保護接地をしてください。本
機器に付属の電源コードは接地線のある 3 極電源コードです。したがって、保護
接地端子のある 3 極電源コンセントを使用してください。また、3 極 -2 極変換ア
ダプタ ( 日本国内でのみ使用可 ) を使用する場合には、保護接地端子に変換アダプ
タの接地線を確実に接続してください。

保護接地の必要性
本機器の内部または外部の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外さ
ないでください。どの場合も本機器が危険な状態になります。

保護機能の欠陥
保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠陥があると思われるときは、本機器
を動作させないでください。また本機器を動作させる前に、保護機能に欠陥がな
いか確認するようにしてください。

ガス中での使用
可燃性、爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、本機器を動作させないでくだ
さい。そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。

ケースの取り外し
当社のサービスマン以外はケースを外さないでください。本機器内には高電圧の
箇所があり、危険です。

外部接続
確実に保護接地をしてから、測定対象や外部制御回路への接続をしてください。
また、回路に手を触れる場合は、その回路の電源を切って、電圧が発生していな
いことを確認してください。
感電や事故防止のため、プローブおよび入力コネクタのグランドを測定対象の接
地電位 ( グランド ) に接続してください。

使用環境に制限があります。ご注意ください。

	 注　　意
本製品はクラスＡ ( 工業環境用）の製品です。家庭環境においては、無線妨害を生
ずることがあり、その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となるこ
とがあります。

本機器を安全にご使用いただくために
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廃電気電子機器指令

 廃電気電子機器指令 (2002/96/EC)
 ( この指令は EU 圏内のみで有効です。)
 この製品は WEEE 指令 (2002/96/EC) マーキング要求に準拠します。このマークは、

この電気電子製品を一般家庭廃棄物として廃棄してはならないことを示します。

 製品カテゴリー
 WEEE 指令の付属書 1 に示される製品タイプに準拠して、この製品は “監視及び

制御装置” の製品として分類されます。

 EU 圏内で製品を廃棄する場合は、お近くの横河ヨーロッパ・オフィスまでご連
絡ください。家庭廃棄物では処分しないでください。
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このマニュアルで使用している記号と表記法

注記
このマニュアルでは、注記を以下のようなシンボルで区別しています。

 本機器で使用しているシンボルマークで、人体への危険や機器の損
傷の恐れがあることを示すとともに、その内容についてユーザーズ
マニュアルを参照する必要があることを示します。ユーザーズマニュ
アルでは、その参照ページに目印として、 「警告」「注意」の用語といっ
しょに使用しています。

	 警　　告 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに、その危険を避けるための注意事項が記載されています。

	 注　　意	 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害
のみが発生する危険があるときに、それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note  本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

操作説明のページで使用している表記法
第 3 ～ 19 章で操作説明をしているページでは、説明内容を区別するために、次のよう
な表記法を使用しています。

	 操　　作 数字で示す順序で各操作をしてください。ここでは、初めて操作を
することを前提に手順を説明しています。したがって設定内容を変
更する場合は、すべての操作を必要としない場合があります。

	 解　　説 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。ここ
では、機能そのものについては詳しく説明していない場合がありま
す。その場合の機能については、第 2 章をご覧ください。

文字の表記法
太文字の操作キー名とソフトキー名
操作対象になるパネル上の操作キーの文字や、画面に表示されるソフトキー / メニューの文字を
示します。

SHIFT+ 操作キー
SHIFT キーを押して、SHIFT キーのインジケータを点灯させてから、操作キーを押すという意味
です。押した操作キーの上に紫色で記されている項目の設定メニューが画面に表示されます。

単位
k 「1000」の意味です。使用例：100kS/s( サンプルレート )
K 「1024」の意味です。使用例：720K バイト ( ファイルのデータサイズ )
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を付ける節：3.3 ～ 3.6、6.4、17.1 ～ 17.4を付ける節：3.3 ～ 3.6、6.4、17.1 ～ 17.4
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第 1章	 各部の名称と働き

1.1	 トップパネル / フロントパネル / リアパネル

トップパネル

  

内蔵プリンタ
表示内容を印刷することができます。
ロール紙のセット方法→13.1節
プリントアウト操作→13.2節

フロントパネル

ESC
RESET SET

SNAP CLEAR

SNAP

M k m
7 8 9 BS

u n p
4 5 6 CLEAR

1 2 3 EXP

0 + -

D E F X

A B C

MENU
PRINT

FILE

SYSTEM

SHIFT

MEASURE DISPLAY

CURSOR WINDOW 1

SERIAL
BUS

PARAM WINDOW 2
ACCUM

INTENSITY

ZOOM

DISP 1

ZOOM 1

DISP 2

ZOOM 2

MAG SETUP

HELP

HISTORY CLEAR

HISTORY

VERTICAL

CH 1

CH 2

CH 3

M 1

M 2

M 3

POSITION
PUSH FINE

SCALE

CH 4 M 4

FINE

LOGIC

ACQ

ACQUIRE/HORIZONTAL

PUSH

TRIG’ D

TRIGGER

WIDTH EVENT
INTERVAL

SOURCE

CH  4

1 M 20 pF 150 Vrms CATI  50 5 Vrms, 10 Vpk

EYE DIAGRAM

CH  3CH  2CH  1

SEARCH

SERIAL
BUS

DECODE
ANALYSIS

TRIG MODE
HOLD OFF

ACQ COUNT ACTION 

LEVEL
COUPLING

EDGE
STATE

SETUP

FORM

SAMPLING
LENGTH

POSITION
DELAY

T DIV

START STOP

液晶画面
表示内容の説明→9章

ESCキー

ソフトキー
設定時に画面に表示されるソフトキーメニューで、
項目を選択するときに使用します。

操作キー/ノブ

ソフトキーメニューや
ポップアップメニュー
を消去するときに使用
します。

PCカードにデータを保存するときに
使用します。→14.1節

解説→1-3ページ

プローブ補償調整用信号
出力端子(1kHz/1Vp-p)

機能接地端子

電源スイッチ
→3.3節

プローブを位相補正すると
き、グランド線を接続します。

プローブの位相補正用信号を
出力します。
プローブの位相補正方法
→3.5節

ロータリノブ

PCカードスロット

設定値の変更やカー
ソルの移動操作で使
用します。

USBプリンタ/USBキーボード/USBマウス/
USBストレージを接続するときに使用し
ます。→4.3節、13.3節

周辺機器接続用USBコネクタ

測定入力端子-プローブインタフェース端子
アナログ信号を観測するときにプローブを接続
します。→3.4節
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リアパネル

WARNING 警告
Do not operate without reading safety precautions in user’s manual.
安全にご私用していただくために、取扱説明書に記載の注意事項を必ずお守りください。

CAUTION 注意
Protect the instrument from vibration or shock when power is ON
(especially for internal hard disk type).
故障を防ぐために、電源投入中は、振動/衝撃を避けてください。（特にハードディスク内蔵機種）

PROBE POWER (±12 V DC      )

VIDEO OUT
(XGA)

TRIG IN TRIG OUT

USB GO/NOGO

ETHERNET
100BASE-TX

ACT LINK

LOGIC PROBE

A B C D

N200

MAIN POWER

OFF ON

100 - 120/220 - 240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

ETHERNET
100BASE-TX

電源コネクタ　→3.3節

主電源スイッチ→3.3節

PC接続用USBコネクタ

本機器の表示画像を外部のディスプレイで
表示するときに使用します。→17.3節

ビデオ信号出力端子

ネットワークに接続するときに使用します。
→16.1節

イーサネットポート(オプション)

GO/NO-GO判定出力信号を出力します。→17.4節
GO/NO-GO出力コネクタ

当社製のFETプローブや電流プローブに電源を
供給するときに使用します。→3.4節

プローブパワー端子(オプション)

外部にトリガ信号を
出力するときに使用し
ます。→17.2節

トリガ出力端子

外部からトリガ信号を
入力するときに使用し
ます。→17.1節

外部トリガ入力端子

USBインタフェースを持つPC(パーソナルコンピュータ)
に接続するときに使用します。
→通信インタフェースユーザーズマニュアル IM701361-17

PCカードにデータを保存
するときに使用します。
→14.1節

PCカードスロット

ロジック信号入力用ポート
ロジック信号を観測するときにロジックプローブ
を接続します。→3.6節
・ SB5310
 POD Aを装備
・ SB5710
 POD A、POD B、POD C、POD Dを装備

LXI オプション (/C9、/C12) の場合の
表記

1.1　トップパネル /フロントパネル /リアパネル
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1.2	 操作キー / ノブ

垂直軸 / チャネル / 演算
CH1 ～ CH4 キー	►6.1 ～ 6.13	、9.6 節
アナログ信号入力チャネルの表示の ON/OFF、垂直ポジション、カップリング、プロー
ブの種類、オフセット電圧、帯域制限、垂直軸の拡大 / 縮小、リニアスケーリング、信
号ラベル名を設定するメニューが表示されます。また、SCALE ノブを操作する前にこの
キーを押すことにより、SCALE ノブの操作対象チャネルが選択されます。各 CH キーは、
そのチャネルの表示が ON のときに点灯します。

M1 ～ M4 キー	►10 章、15 章
波形演算を設定したり、リファレンス波形に関する設定をします。各 M キーは、そのチャ
ネルの表示が ON のときに点灯します。

LOGIC キー	►6.15 ～ 6.19、9.6 節
ロジック信号の表示 ( グルーピング、表示順、バス表示、ステート表示 )、スキュー調整、
スレショルドレベル、ラベル名などを設定するメニューが表示されます。このキーを押
してから POSITION ノブを操作すると、ロジック信号の垂直方向の表示位置を設定でき
ます。また、このキーを押してから SCALE ノブを操作すると、ロジック信号の垂直方向
の表示サイズを設定できます。

POSITION ノブ	►6.3 節
電圧レンジを変更したときの中心位置を変更できます。プッシュスイッチ付きのノブで
す。ノブを押して設定分解能を切り替えられます。ノブを押して Fine を点灯させると設
定分解能が細かくなります。

SCALE ノブ	►6.7 節
垂直軸感度を設定できます。このノブを回す前に CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 キーを押して、
対象波形を選択しておきます。信号の取り込みストップ中に設定を変更した場合は、信
号の取り込みを再スタートしたときに設定が有効になります。
プッシュスイッチ付きのノブです。ノブを押して設定分解能を切り替えられます。ノブ
を押して Fine を点灯させると設定分解能が細かくなります。

信号取込 / 水平軸
ACQ キー	►8.1、8.2 節
信号の取り込み方法を設定するメニューが表示されます。

START/STOP キー	►4.7 節
トリガモードに応じて、信号の取り込みがスタート / ストップされます。信号の取り込
み中はキーが点灯します。

TRIG	MODE/HOLD	OFF キー	►7.1、7.4、8.8 ～ 8.16 節
トリガモード、ホールドオフを設定するメニューが表示されます。SHIFT キーを押して
から MODE キーを押すと、アクションオントリガに関するメニューが表示されます。

SAMPLING/LENGTH キー	►8.3 ～ 8.6 節
レコード長、等価時間サンプリング、インタリーブ、インタポレートを設定するメニュー
が表示されます。

POSITION/DELAY キー	►7.2、7.3 節
トリガポジション、トリガディレイを設定するメニューが表示されます。

EDGE/STATE キー	►7.13 ～ 7.16 節
Edge/State トリガを設定するメニューが表示されます。
以下に説明する SERIAL BUS キー、WIDTH キー、EVENT INTERVAL キーを含めて 4 つの
中から、どれかひとつのキーを押すことによりトリガの種類を選択します。押されたキー
が点灯して、選択されていることを示します。

WIDTH キー	►7.17 ～ 7.19 節
Width トリガを設定します。



1-4 IM 701361-01 

1.2　操作キー /ノブ

SERIAL	BUS キー	►7.6 ～ 7.12 節
シリアルバストリガを設定するメニューが表示されます。

EVENT	INTERVAL キー	►7.20 節
イベントトリガを設定するメニューが表示されます。

SOURCE キー►7 章
トリガの対象となるソースを設定するメニューが表示されます。

LEVEL/COUPLING キー	►7.5 節
トリガカップリング、HF リジェクション、Window コンパレータなどを設定するメニュー
が表示されます。

T/DIV ノブ	►6.8 節
時間軸スケールを設定します。信号の取り込みストップ中に設定を変更した場合、取り
込みを再スタートしたときに、有効になります。

解析 / 画面表示 / 画面イメージの印刷 / データの保存 / ヒストリ波形 / その他

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

テンキー

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

SERIAL	BUS エリアの SETUP キー	►5 章
シリアルバス信号のオートセットアップや、トリガ / 解析 / 検索の詳細設定のメニュー
が表示されます。

解析
CURSOR キー	►11.6 節
カーソル測定をするときのメニューが表示されます。

PARAM キー	►11.1 ～ 11.3 節
波形パラメータの自動測定、統計処理をするときのメニューが表示されます。

SHIFT+PARAM キー (EYE	DIAGRAM)	►11.4、11.5 節
SHIFT キーを押してから PARAM キーを押すと、アイダイアグラムとテレコムテストの
メニューが表示されます。

WINDOW	1 キー、WINDOW	2 キー	►11.7 ～ 11.17 節
シリアルバス信号の解析、XY 表示、FFT 解析、波形パラメータのヒストグラム / リスト
などの設定メニューが表示されます。表示が ON のときはキーが点灯します。

画面表示
FORM キー	►9.2 ～ 9.5、9.8 節
画面表示に関するメニューが表示されます。

SHIFT+	FORM キー (ACCUM)	►8.7 節
SHIFT キーを押してから FORM キーを押すと、波形の重ね描き ( アキュムレート ) 表示
に関するメニューが表示されます。

INTENSITY キー	►8.7 節
アキュムレート表示で階調モードが輝度階調のときに、このキーを押して輝度を変えら
れます。
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ZOOM	1 キー、ZOOM	2 キー	►9.1、11.18 ～ 11.27 節
波形のズーム表示とデータ検索に関するメニューが表示されます。

SHIFT+ZOOM	1 キー (DISP	1)、SHIFT+ZOOM	2 キー (DISP	2)	►9.1 節
SHIFT キーを押してから ZOOM キーを押すと、Zoom 波形の配置に関するメニューが表
示されます。

MAG ノブ	►9.1 節
ズーム表示時に、このノブを回すと対象となる垂直 / 水平軸の拡大率を指定できます。

画面イメージの印刷 / データの保存 / ヒストリ波形 / その他
RESET キー
数値入力を初期値 ( デフォルト値 ) に戻します。

SET キー
ロータリノブで選択したメニューの項目を確定します。

矢印キー ( 	キー )
左右の矢印キーで数値入力の桁 ( カーソル ) を左右に移動します。
上下の矢印キーで数値を入力します。

テンキー
数値やファイル名などを入力するときに使用します。

PRINT キー	►13.2 ～ 13.4、14.9 節	
画面イメージデータの印刷を実行します。

SHIFT+PRINT キー (MENU)	►13.2 ～ 13.4、14.9 節
SHIFT キーを押してから PRINT キーを押すと、画面イメージデータを内蔵プリンタ、
USB プリンタへ印刷するときのメニューが表示されます。

FILE キー	►14.4 ～ 14.8、14.10 ～ 14.13 節
PC カードや USB メモリなどへ各種データを保存 / 呼び出しするとき、またはファイル
操作のメニューが表示されます。

SYSTEM キー	►3.7、4.8、14.14 節、16 章、18 章、19 章
キャリブレーション、ネットワーク、PC との接続方法、日付時刻、メッセージ言語、クリッ
ク音、セルフテスト、ストレージメディアのフォーマットに関するメニューが表示され
ます。
システム情報 ( オプションの有無、ファームウエアのバージョン ) を表示します。

SHIFT キー
一度押すとキーが点灯し、各キーの上に表記されている紫色の文字の機能が有効になり
ます。もう一度押すとその状態が解除されます。

SETUP キー	►4.4、4.5 節
各設定値を工場出荷時の値に戻すイニシャライズ、入力信号に応じた値に自動的に設定
するオートセットアップや設定情報のストア / リコールなどのメニューが表示されます。
/G4 オプション付きの製品では、電源解析機能に関するメニュー が表示されます。
電源解析機能については、電源解析機能ユーザーズマニュアル IM701310-61 をご覧くだ
さい。

HISTORY キー	►12 章
ヒストリメモリ機能を使って、波形を表示したり検索するときのメニューが表示されま
す。

SHIFT+HISTORY キー (HISTORY	CLEAR)	►12.1 節
SHIFT キーを押してから HISTORY キーを押すと、表示しているヒストリ波形をクリアし
ます。

1.2　操作キー /ノブ
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1.3	 画面表示

通常のアナログ信号波形表示画面

Stopped ：停止 Pre... ：プリデータ取得中
Running ：取り込み中 Post... ：ポストデータ取得中
Waiting for trigger ：トリガ待ち

表示レコード長

アクイジションモード
サンプルレート

信号の取り込み状態

T/div(4.2節)

入力チャネルの状態
 カップリング
 スケール
 プローブ減衰比

トリガの種類

トリガポジション

演算/リファレンス波形の状態

信号の取り込み回数

トリガポジションマーク
グランドレベルマーク

トリガソース、Polarity
トリガレベル

垂直ポジションマーク

トリガカップリング、HFリジェクション、
ヒステリシス、トリガディレイ

アクイジションモードの表示
Normal ：  ノーマルモード
Envelope： エンベロープモード
Average：  アベレージモード

Note
本機器の液晶画面には、全画素中に数点の欠陥が含まれる場合があります。
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1.3　画面表示

ズーム波形を表示しているときの画面

通常波形のT/div

ズーム波形Z1のズーム位置

Z2のT/div

通常のアナログ波形
エリア

ズーム波形
エリア

Z1のT/div

Z1波形エリア Z2波形エリア

Z1のV/div

通常波形の
表示レコード長

ズーム波形Z2のズーム位置Z1のX軸方向
ズーム範囲

Z1のY軸方向
ズーム範囲

Z2のV/div
垂直方向へのズーム
をしていないときは、
表示なし

解析結果を表示しているときの画面

解析結果

WINDOW1(解析画面1)
エリア

WINDOW2(解析画面2)
エリア

波形パラメータの
測定値

XY波形のX軸スケール

XY波形のY軸スケール
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1.3　画面表示

ロジック信号表示画面

トリガの種類
トリガソース、
Polarity

通常のアナログ波形
エリア

ロジック信号
エリア

トリガソースの
マーク

グループの表示

バス表示-16進

バス表示-2進

ビット表示

ステート表示のとき「State」と表示

グループの
表示順
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2.1	 システム構成とブロック図

システム構成

測定対象
パーソナルコンピュータ(PC)

USBプリンタ

USBキーボード

内蔵プリンタ(オプション)
画面イメージ印刷

外部トリガ入力

ビデオ信号出力(XGA)
トリガ出力
GO/NO-GO出力

画面イメージデータ

入力

USB 周辺機器用
インタフェース

USBインタフェース
イーサネットインタフェース(オプション)

USBマウス

入力

外部の
USBデバイス

USB周辺機器用インタフェース

PCカード

波形データ
設定データ
画面イメージデータ

波形データ/設定データ
画面イメージデータ
ポリゴン図形

波形データ
設定データ
画面イメージデータ

測定入力端子へ

ロジック
信号

アナログ
信号

ロジック信号入力ポートへ

ロジックプローブ

ブロック図

  

CH1
アナログ信号

ロジック信号

外部トリガ入力

ATT
プリ
アンプ

クロスポイント
SW A/D

1次
データ
処理
回路

アクイジション
メモリ

データ
処理
メモリ

カラーLCD

2次
データ
処理
回路

トリガ回路 タイムベース

トリガ出力

（オプション）

CH2

CH3

CH4

1次メモリ

表示
メモリ

表示
処理回路 内蔵プリンタ

（オプション）

ビデオ出力

CPU

USB
Peripheral

USB

制御部

PCカード
(前面)

PCカード
(背面)

GO/NO-GO出力

イーサネット

Keyboard

POD A バッファ

POD B バッファ

POD C バッファ

POD D バッファ

サンプラ

1次
データ
処理
回路

8

8

8

8

(SB5310は、POD Aだけ)

信号の流れ
フロントパネルの測定入力端子に入力されたアナログ信号は、まず垂直軸回路である減
衰器 (ATT)、プリアンプに与えられます。減衰器とプリアンプでは、入力カップリング、
電圧軸感度 (Scale) およびオフセット電圧などの設定に従って、各入力信号の振幅が調整
され、調整された各入力信号は、クロスポイント SW に与えられます。クロスポイント
SW に入力された信号はインタリーブ設定に従って、各 A/D 変換器に与えられます。
A/D 変換器では、与えられた電圧レベルをディジタル値に変換します。ディジタルデー
タは１次データ処理回路により、時間軸設定に合ったサンプルレートで 1 次メモリに書
き込まれます。

リアパネルのロジック信号入力ポートに、ロジックプローブを介して入力されたロジッ
ク信号は、設定されたスレショルドレベルで 2 値化され、サンプラにより A/D 変換器に
同期したサンプルレートで 1 次メモリに書き込まれます。

トリガが発生すると、1 次メモリに書き込まれたデータは、アクイジションメモリに転
送されます。アクイジションメモリに転送されたデータは、2 次データ処理回路で波形
表示データに変換されたあと波形処理回路に転送され、表示メモリに記憶されます。表
示メモリに記憶されたデータを使って、液晶画面に波形が表示されます。

第 2章	 機能説明
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2.2	 チャネルと表示波形

本機器で表示できる波形は以下の 4 種類です。
・ アナログ信号入力波形
・ 演算波形
・ リファレンス波形
・ ロジック信号入力波形
リファレンス波形は、アナログ信号入力波形、演算波形、過去に保存したアナログ信号
入力 / 演算波形から選択された波形です。
また、本機器には以下のチャネルがあります。

・ アナログ信号入力チャネル (CH1 ～ CH4)
・ 演算チャネル (M1 ～ M4)

チャネルごとに波形を割り当てることにより、割り当てられた波形が表示されます。
チャネルの種類によって、以下のように割り当ることができる波形が異なります。
アナログ信号入力チャネル ：現在取り込んでいるアナログ信号波形、演算波形
演算チャネル     ：演算波形、リファレンス波形

Note
アナログ信号入力チャネルに演算波形を割り当てた場合、MATH5 ～ MATH8 と表示されます。

アナログ信号入力波形
アナログ信号入力チャネルに入力される測定対象波形です。

演算波形
アナログ信号入力波形やリファレンス波形を使って演算した波形です。
CH1 ～ CH4 のメニューで設定できる演算式のソース 1 は、設定しているアナログ信号
入力チャネルの入力波形に固定です。また、CH1 ～ CH4 のメニューで演算を設定した
場合は、演算に設定したチャネルのデータは、演算値になります。
演算の種類については、2-25 ページをご覧ください。

Note
演算した結果を別の演算式のソースとして使いたい場合は、CH1 ～ CH4 のメニューで演算式
を設定し、その結果 (CH1 ～ CH4) を別の演算式のソースとして設定してください。

リファレンス波形
アナログ信号入力波形、他の演算波形、過去に保存したアナログ信号入力 / 演算波形の
どれかを選択して表示できます。選択した波形のヒストリ情報も読み込みます。
また、ヒストリ波形から別途指定した波形だけを表示したり、すべてのヒストリ波形を
重ね書きすることもできます。
ヒストリ波形とは、アクイジションメモリに記憶されている過去の波形です。
ヒストリ波形の詳細については 12 章をご覧ください。

ロジック信号入力波形
本機器のロジック信号入力用ポートに入力される測定対象のロジック信号波形です。入
力用ポートは本機器のリアパネルにあります。ロジック信号は、リファレンス波形の対
象になりません。波形演算は D/A 変換が可能です。ロジック信号測定機能の説明につい
ては、2.5 節の「ロジック信号の表示とトリガ」をご覧ください。
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2.3	 垂直軸 / 水平軸

信号 ( ロジック信号は 2.5 節参照 ) を観測しやすいように、波形の表示振幅を調整するの
が垂直軸感度の設定です。垂直軸感度は、画面に表示されるグリッド 1 つ (1div) に対す
る電圧値 (V/div) または電流値 (A/div) で設定できます。
減衰率が違うアッテネータ ( 減衰器 ) とプリアンプの増幅率を切り替えることによって、
たとえば「1V/div → 2V/div → 5V/div」のようにステップ的に電圧軸感度が変わります。

 

1div＝1.00V 1div＝0.500V

「1.00V/div」を「0.500V/div」にすると

垂直ポジション
マーク

グランドレベル
マーク

Note
垂直軸感度設定と測定分解能
精度よく電圧を測定するには、入力信号をできるだけ大きい振幅で測定するように垂直軸感度
を設定します。
本機器では、8 ビットの A/D 変換器を使用し、250 レベル (LSB) の分解能で入力信号をサンプ
リングします。また、画面ではグリッドの 1div あたり 25 レベルで波形を表示します。
有効データ範囲
上記のように 250 レベルの出力を 25 レベル /1div で表示するので、本機器の有効データ範囲
は画面中心から± 5div です。ただし、データ ( 信号 ) 取り込みストップ後に垂直軸のポジショ
ンを移動した場合は、移動した分だけ有効データ範囲も移動します。

波形の垂直ポジション　►操作説明は 6.3 節
本機器では演算チャネルを含めて 8 チャネルの波形を表示できるので、波形が重なって
表示され、見にくくなることがあります。このような場合、見やすくなるように垂直軸
方向に± 4div の範囲で表示位置 ( 垂直ポジション ) を移動できます。垂直軸感度は、垂
直ポジション ( のマーク ) を中心に切り替わります。

  

Position  2.00div

Position  －3.00div

Position  0.00div

垂直ポジション
マーク
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入力カップリング　►操作説明は 6.4 節
交流信号の振幅だけを観測したいときは、アナログ信号から直流成分を取り除いたほう
が観測しやすくなります。また、グランドレベルをチェックしたりアナログ信号の DC
成分と AC 成分のすべてを観測したいときがあります。このようなときは、入力結合 ( カッ
プリング ) の設定を変えます。この設定を変えることで、アナログ信号を垂直軸 ( 電圧軸 )
回路に入力するときの結合方式が切り替わります。入力カップリングは、次の中から選
択できます。

AC1MW
コンデンサを介してアナログ信号を垂直軸回路のアッテネータ ( 減衰器 ) に結合します。
アナログ信号の DC 成分をカットして交流信号の振幅だけを観測したいときに、この設
定にします。

DC1MW
アナログ信号を垂直軸回路のアッテネータ ( 減衰器 ) に直接結合します。垂直入力信号
の DC 成分と AC 成分のすべてを観測したいときに、この設定にします。

DC50W
上記 DC1MW と同様ですが、入力インピーダンスが 50W になります。最大入力電圧が小
さくなります。ご注意ください。

GND
垂直軸回路のアッテネータにアナログ信号を結合させないで、グランドを結合します。
この設定にすると、グランドレベルを画面で確認できます。

 
垂直軸
回路

入力端子

1MΩ

垂直軸
回路

入力端子

DC1MΩ

垂直軸
回路

入力端子

50Ω

DC50Ω

垂直軸
回路

入力端子

1MΩ

AC1MΩ GND

プローブの減衰比 / 電流 - 電圧換算比　►操作説明は 6.6 節
通常、被測定回路と測定入力端子の接続にはプローブを使用します。プローブを使用す
ると、次の利点があります。

・ 被測定回路の電圧や電流を乱さない。
・ 信号をひずみなく入力できる。
・ 本機器の測定電圧範囲を広くできる。

本機器には、「500MHz パッシブプローブ」が付属されています。付属のプローブは、測
定電圧信号を 1/10 に減衰して入力します。プローブを使用するときは、測定電圧がそ
のまま読み取れるように、プローブの減衰比と本機器の減衰比設定を合わせる必要があ
ります。付属品の 500MHz パッシブプローブ ( 電圧プローブ ) を本機器に接続すると、
自動認識され、減衰比が 10：1 に設定されます。
本機器では、電圧プローブ用として「10：1」のほかに、「1：1」「100：1」「1000：1」、
電流プローブ用として「1A：1V」「10A：1V」「100A：1V」の設定があります。プロー
ブを使用するときは、そのプローブの減衰比に合わせて、減衰比を設定してください。

ロジック信号を測定するときのロジックプローブの接続方法については、3.6 節をご覧
ください。

2.3　垂直軸 /水平軸
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オフセット電圧　►操作説明は 6.2 節
所定の電圧に乗っているアナログ信号を観測する場合、オフセット電圧で所定の電圧を
差し引くことにより、信号の変化だけをより高い垂直軸感度で観測できます。
通常、オフセット電圧は、カーソル測定値、波形パラメータの自動測定値および演算値
には影響しません。ただし、設定操作で Offset Cancel を ON にする (6.10 節参照 ) と、カー
ソル測定値、波形パラメータの自動測定値および演算値を、オフセット電圧分差し引い
て測定できます。

  

1.00V/div
Offset  0.00V
Position  0.00div

1.00V/div
Offset  －2.00V
Position  0.00div

0.500V/div
Offset  －2.00V
Position  0.00div

Offset Cancelが
OFFの場合

Offset Cancelが
ONの場合

垂直ポジション
マーク

グランドレベル
マーク

波形の反転表示
波形の Position を中心にして、波形を反転表示します。反転表示は表示だけを反転させ
ているため、測定値は変わりません。反転表示を ON/OFF しても、波形パラメータの自
動測定値や演算などには影響しません。

帯域制限　►操作説明は 6.5 節
アナログ信号に対して、設定周波数以上の帯域制限をチャネルごとに設定できます。
設定した周波数以上のノイズ成分を除去した信号を観測できます。周波数は、FULL/
200MHz/20MHz/8MHz/4MHz/2MHz/1MHz/500kHz/250kHz/125kHz/62.5kHz/32kHz/
16kHz/8kHz から選択できます。

水平軸 ( 時間軸 )
時間軸設定　►操作説明は 6.8 節
時間軸のスケール (T/div) は、グリッド 1 つ (1div) あたりの時間で設定します。設定範囲
は「500ps/div ～ 50s/div」です。波形を表示する時間は、水平軸の表示範囲が 10div なので、

「T/div × 10」です。

  

1div＝500µs

10div＝5ms 10div＝10ms

1div＝1ms

2.3　垂直軸 /水平軸



2-6 IM 701361-01 

設定レコード長 / 時間軸設定 / サンプルレート / 表示レコード長の関係
設定したアクイジションメモリのレコード長 ( 設定レコード長 ) に対して、時間軸設定
を変えると、サンプルレートや表示レコード長が変わります。詳細な関係は、付録 1 を
ご覧ください。

時間軸設定とロールモード表示
トリガモードが Auto または Auto Level のときに、時間軸を 100ms/div より長い設定に
すると、トリガにより表示波形を更新 ( 更新モード ) するのではなく、新しいデータを
取り込むと最も古いデータを消し、波形が画面の右から左に流れるように表示するロー
ルモード表示になります。このロールモード表示では、ペンレコーダに記録するように
波形が観測でき、低い周波数の信号や変化の遅い信号の観測に有効です。
アクイジションモードがアベレージのときはロールモードになりません。

* トリガモードをシングルにしたときもロールモード表示になりますが、トリガがかかると表
示波形は停止します。

  

2.3　垂直軸 /水平軸
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2.4	 トリガ

トリガは波形を画面に表示するきっかけになるものです。設定されたトリガ条件が成立
して、波形を画面に表示する状態になることを「トリガがかかる」といいます。

トリガソース / トリガスロープ / トリガレベル
トリガソース
設定されたトリガ条件の対象となる信号をトリガソースといいます。

トリガスロープ
低いレベルから高いレベルになる ( 立ち上がり )、または高いレベルから低いレベルにな
る ( 立ち下がり ) というような信号の動きをスロープといいます。トリガでは、トリガソー
スのスロープをトリガ成立条件の 1 つとし、このときのスロープをトリガスロープとい
います。

エッジ
トリガソースのスロープがトリガレベルを通過した時点 ( トリガヒステリシスを設定し
ている場合は、ヒステリシス分のレベルを通過した時点 ) をエッジといいます。

トリガレベル
トリガソースが、あるレベルを通過したときトリガがかかるという場合、このレベルを
トリガレベルといいます。
エッジトリガ ( 後述参照 ) のようなシンプルなトリガでは、トリガソースのレベルが、
あらかじめ設定したトリガレベルを通過すると、トリガがかかります。

  

トリガレベル

立ち上がり(　)の場合、
ここでトリガがかかる(エッジ)

トリガソース

トリガタイプ ( トリガの種類 )　►操作説明は 7.6 ～ 7.20 節
本機器のトリガには、大きく分けて「Edge/State」、「Width」、「Enhanced」の 3 種類が
あります。また、「Event Interval」を設定することにより、トリガ条件の成立周期や、2
つのトリガの時間間隔でトリガをかけることもできます。

Edge/State トリガ
Edge/State トリガには、次の 4 種類のトリガがあります。

・	 Edge
 トリガソースのエッジ ( 立ち上がりまたは立ち下がり ) でトリガがかかります。トリ

ガソースは、各測定入力信号 / 外部トリガ信号 / 本機器に供給されている商用電源の
3 つの中から選択できます。商用電源の場合は立ち上がりのときだけにトリガがかか
ります。
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・	 Edge(Qual�f�ed)
 各入力信号の状態が、設定した Qualification( 必要条件 ) を満たしている間に、単一

のトリガソースのエッジでトリガをかけます。

  

L HH

CH1

CH2

Qualification：CH1＝H、CH2＝L、AND、トリガソース：CH3、立ち上がり
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

Qualification不成立 Qualification不成立Qualification成立

トリガ

・	 State
 以下のいずれかのときにトリガをかけます。

・ ステート条件が成立したとき、または不成立になったとき
・ 指定した信号 ( クロック信号 ) の立ち上がりまたは立ち下がりのタイミングでス

テート条件を確認し、正規化 ( ステート条件が成立していれば H、不成立であれば
L) して、その正規化した条件が切り替わるとき

L HH

CH1

CH2

State：CH1＝H、CH2＝L、CH3/CH4=X、AND
クロック：なし、Polarity：Enter
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

L HH

CH1

CH2

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

L HH

CH1

CH2

State：CH1＝H、CH2＝L、CH3/CH4=X、AND
クロック：なし、Polarity：Exit
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
クロック：CH3、立ち上がり、Polarity：Enter
L：ローレベル、H：ハイレベル

CH1

CH2

トリガ

CH3

State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
クロック：CH3、立ち上がり、Polarity：Exit
L：ローレベル、H：ハイレベル

正規化された条件

L HHCH1
CH2 H HL

L
L

正規化された条件

2.4　トリガ
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・	 Edge	OR
 複数のトリガソースのエッジでトリガをかけます。
 Edge OR でトリガをかける場合、トリガソースの周波数は 200MHz 以下に制限され

ます。

Width トリガ
時間幅でトリガをかけます。Width には、次の 3 種類のトリガがあります。

・	 Pulse
 単一のトリガソースのパルス幅と指定した時間との関係でトリガをかけます。

・ 指定した時間より長いパルスの終端 (More than)
・ 指定した時間より短いパルスの終端 (Less than)
・ 指定した時間 T1 より長く、T2 より短いパルスの終端 (Between)
・ 指定した時間 T1 より短いか、T2 より長いパルスの終端 (Out of range)
・ パルス幅が指定した時間を超えたときにトリガ (Time out)

   

トリガソース

More than

トリガ

ｔ

T1

ｔ＞T1

トリガソース

Less than

トリガ

ｔ

T1

ｔ＜T1

トリガソース

Between

トリガ

ｔ

T1

T1<ｔ<T2

T2

トリガソース

トリガ

ｔ

T1

ｔ＞T1

Time out

トリガソース

Out of Range

トリガ

ｔ

T1
T2

トリガｔ＜T1またはｔ＞T2

・	 Pulse(Qual�f�ed)
 各入力信号の状態が、設定した Qualification を満たしている間に、単一のトリガソー

スのパルス幅と指定した時間との関係でトリガをかけます。
 トリガのかかるタイミングは Pulse トリガと同じです。

   

L HH

CH1

CH2

State：CH1＝H、CH2＝L、AND、トリガソース：CH3, 立ち下がり, More than
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

Qualification
不成立

Qualification
不成立

Qualification
成立

t1 t2

t1>T t2>T

t3

t3>T

L

Qualification
成立

トリガ(CH3の立ち下がりエッジ
でQualificationが成立していれば
トリガがかかる)

2.4　トリガ



2-10 IM 701361-01 

・	 Pulse	State
 以下のいずれかのときにトリガをかけます。

・ ステート条件の成立または不成立の時間が、設定した判定時間との関係を満たし
ているとき

・ 指定した信号 ( クロック信号 ) の立ち上がりまたは立ち下がりのタイミングでス
テート条件を確認し正規化して、その正規化した条件の成立または不成立の時間
が、設定した時間との関係を満たしていることが最初に確認できたとき

L HH

CH1

CH2

State：CH1＝H、CH2＝L、CH3/CH4=X、AND
クロック：なし、Polarity：True、More than
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

L HH

CH1

CH2

CH1
CH2 H HL

L
L

H
H

CH1

CH2

State：CH1＝H、CH2＝L、CH3/CH4=X、AND
クロック：なし、Polarity：False、More than
L：ローレベル、H：ハイレベル

トリガ

CH1
CH2 L

H L

State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
クロック：CH3、立ち上がり、Polarity：True、More than
L：ローレベル、H：ハイレベル

ステート条件

ｔ
T1

t＞T1

L

ステート条件 ｔ
T1 t＞T1

ｔ
T1 t＞T1

State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
クロック：CH3、立ち上がり、Polarity：False、More than
L：ローレベル、H：ハイレベル

CH1

CH2

H
H

CH1
CH2 L

H L
L

トリガ

CH3

正規化された条件
ｔ
T1 t＞T1

トリガ

CH3

正規化された条件

2.4　トリガ
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Serial	Bus トリガ
・	 FlexRay
 FlexRay バス 信号を捕らえるトリガ機能です。
 FlexRay とは、FlexRay Consortium が策定した車載 LAN 通信プロトコルです。
 シンボリックトリガ * も可能です。

* 当社のフリーソフト Symbol Editor で、FIBEX ファイル (.xml) を物理値 / シンボル定義ファイ
ル (.sbl) に変換してから、本機器に読み込んでトリガ条件として使用できます。フリーソフ
トは、当社の Web ページ (http://www.yokogawa.co.jp/tm/) から入手できます。Web ページ
で、ソフトの名称「Symbol Editor」を検索して、ダウンロードページにアクセスしてください。

 FIBEX(Field Bus Exchange Format) は、各ノード (ECU など ) 間でデータや情報をやりとりす
るときに使われる共通のデータベース ( フォーマット ) の一種で、FlexRay バスシステムに使
用されています。XML 言語をベースに、各ノードのコンフィグレーションやシグナル情報の
アサインなどが定義されています。ヨーロッパの自動車関連標準化団体 ASAM(Association 
for Standardisation of Automation and Measuring Systems) により規格化されています。

 FlexRay のシンボリックトリガは、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。

•	 CAN
 CAN バス信号を捕らえるトリガ機能です。
 CAN とは、Controller Area Network の略称で、ISO(International Organization for 

Standardization) にて国際的に標準化されたシリアル通信プロトコルです。
 シンボリックトリガ * も可能です。

* 当社のフリーソフト Symbol Editor で、CANdb ファイル (.dbc) を物理値 / シンボル定義ファ
イル (.sbl) に変換してから、本機器に読み込んでトリガ条件として使用できます。

 CANdb ファイル (.dbc) は、Vector Informatik 社の CANdb または CANdb++ で作成したシグ
ナル定義データベースファイルです。

•	 LIN
 LIN バス信号を捕らえるトリガ機能です。
 LIN とは、Local Interconnect Network の略称で、主に自動車などに使われるシリア

ル通信プロトコルです。

•	 UART
 UART 信号を捕らえるトリガ機能です。
 UART とは、 Universal Asynchronous Receiver-Transmitter の略で、シリアル転送方式

のデータとパラレル転送方式のデータを相互に変換するチップのことです。UART は、
一般に、EIA RS-232 のような機器間の通信接続に利用されています。

・	 I2C
 I2C バス信号を捕らえるトリガ機能です。
 5 種類のトリガモードでトリガをかけられます。
 I2C バスとは、Inter Integrated Circuit Bus の略称で、IC 間の相互通信を目的とした双

方向バスです。

・	 SPI
 SPI バス信号を捕らえるトリガ機能です。
 SPI とは、Serial Peripheral Interface の略称で、SPI バスは、IC 間通信やデータ通信な

どで広く採用されている同期式シリアルバスです。

・	 Ser�al
 シリアル (Serial) パターン信号を捕らえるトリガ機能です。
 選択したクロック信号に同期して、シリアルデータのパターンを検知します。トリガ

をかける条件として、シリアルデータのパターンを 128 ビットまで設定できます。デー
タソースを認識する期間を制御する CS 信号や、パターンを比較するタイミングを指
定するラッチソースの設定ができます。

2.4　トリガ
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Event	Interval トリガ
Edge OR トリガを除くトリガ条件をイベントとして、イベントの周期や、2 つの異なる
イベントの時間間隔 ( インターバル ) が、設定した時間条件を満たしているときにトリ
ガがかかります。時間の条件は Width トリガの時間条件と同じです。

・	 Event	Cycle
 イベントの周期と指定した時間との関係でトリガをかけます。

   

イベント

More than

t1 t2 t3
t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

Less than

Between Out of Range
トリガ

Time out

判定時間：T1

イベント

t1 t2 t3
t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1

トリガ

イベント

t1 t2 t3
T1＜t1＜T2 T2＜t2 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1、T2

イベント

t1 t2 t3
T1＜t1＜T2 T2＜t2 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1、T2

トリガ

イベント

t1 t2 t3

トリガ

判定時間：T1

T1

t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

・	 Event	Delay
 イベント 1 が成立してからイベント 2 が初めて成立するまでの時間が設定した時間の

条件を満たしたときにトリガがかかります。条件を満足していないときは、次にイベ
ント 1 が成立したときから判定し直します。

 以下は More than の場合の例です。

   

イベント 1

判定時間

トリガ

イベント 2

判定時間

インターバル時間内にイベント 2

が発生したため、次のイベント 1

から判定をやりなおす

ここから再開

More than

2.4　トリガ
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・	 Event	Sequence
 イベント 1 が成立してからイベント 2 が初めて成立するまでの時間が設定した時間の

条件を満たしたときにトリガがかかります。条件を満足していないときは、発生した
イベント 2 を無視し、 設定した時間条件が満たされているときに発生したイベント 2
でトリガをかけます。

 以下は More than の場合の例です。

   
イベント 1

判定時間

イベント 2

トリガ トリガは発生しない

More than

トリガモード　►操作説明は 7.1 節
表示波形を更新する条件を設定します。トリガモードには、次の 5 種類があります。

オートモード
一定時間 ( 約 100ms、タイムアウト時間といいます ) 内にトリガ条件が成立しないと、
表示波形を自動更新します。

オートレベルモード
オートモードと同じ動作で表示波形を更新します。
Edge トリガの場合は、タイムアウト時間を過ぎてもトリガ条件が成立しないと、トリ
ガソースの振幅を検出し、トリガレベルを自動的に振幅の中心値に変更します。

ノーマルモード
トリガ条件が成立したときだけ表示波形を更新します。トリガがかからないときは表示
波形の自動更新はしません。

シングルモード
トリガ条件が成立すると、1 回だけ表示波形を更新し信号の取り込みをストップします。
単発信号の観測に適します。

N シングルモード
設定した回数だけ、トリガ条件が成立するたびに違うメモリエリアに信号を取り込んだ
あと、取り込みをストップして、取り込んだ全信号を波形として表示します。

トリガポジション　►操作説明は 7.2 節
信号の取り込みをスタートすると、設定したトリガ条件でトリガがかかり、アクイジショ
ンメモリに取り込まれた信号が波形として表示されます。次項で説明しているトリガ
ディレイの設定が 0s のとき、トリガ条件が成立した時点とトリガポジションは一致し
ます。このトリガポジションを画面上で移動することで、トリガ点よりも前 ( プリトリ
ガ部 ) のアクイジションメモリに取り込まれた信号のデータ ( プリデータ ) と、トリガ点
よりもあと ( ポストトリガ部 ) のデータ ( ポストデータ ) の表示の割合を変えることがで
きます。

2.4　トリガ
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トリガディレイ　►操作説明は 7.3 節
通常はトリガ点の前後の波形を表示しますが、トリガディレイを設定するとトリガがか
かってから所定時間 ( 遅延時間といいます ) または指定したエッジだけ遅れて取り込ま
れた信号を波形として表示することができます。

・ By time：トリガ成立後、設定した時間まで遅延。遅延時間は 0 ～ 10s。
・ First Edge after time：トリガ成立後、設定した時間経過後に指定したエッジを検出す

るまで遅延。設定時間は 0 ～ 10s。
・ Edge Count：トリガ成立後、指定したエッジが、設定回数検出されるまで遅延。

トリガホールドオフ　►操作説明は 7.4 節
トリガホールドオフとは、一度トリガがかかってから次のトリガの検出動作を一時的に
休止することをいいます。たとえば、PCM 符号のようなパルス列信号の観測や、後述の
ヒストリメモリの機能 (2-20 ページ参照 ) を使用するとき、信号の取り込み間隔を変え
たい場合などに便利です。

トリガカップリング　►操作説明は 7.5 節
トリガソースに対しても測定アナログ信号と同様に、入力カップリングを切り替えるこ
とができます ( ロジック信号を除く )。トリガソース信号に合った入力カップリングを選
択してください。
トリガソース信号の入力カップリングには、次の 2 種類があります。

・ DC：信号を処理せずにそのままトリガソース信号にします。
・ AC：信号から DC 成分を除去した信号をトリガソース信号にします。

HF リジェクション　►操作説明は 7.5 節
トリガソースから 15kHz 以上または 20MHz 以上の高周波成分を除去するとき ON にし
ます。高周波ノイズの影響により、予期しない所でトリガがかかることを防ぎます ( ロ
ジック信号を除く )。

トリガヒステリシス　►操作説明は 7.5 節
トリガレベルに幅がないと、トリガソースにノイズが乗っているような場合、トリガが
かかるたびにトリガ点がふらつき、表示波形が安定しません。また、指定したスロープ
と逆極性のスロープでもスレショルド付近のノイズによりトリガがかかってしまうこと
もあります。このようなことを避けるために、設定したトリガレベルには所定の幅 ( ヒ
ステリシス ) を持たせています ( ロジック信号を除く )。
本機器では、「 ( ヒステリシスを狭く )」「 ( ヒステリシスを広く )」のどちらかを
選択できます。「 」に設定した場合は、ヒステリシスが広くなるため、ノイズによる
トリガ点のずれや誤ったトリガが少なくなり安定した波形表示ができます。ただし、こ
の設定ではトリガ点があいまいになったり、トリガ感度が低くなり、振幅の小さなトリ
ガソースではトリガがかかりにくくなります。ノイズがない安定した信号や振幅の小さ
な信号でトリガをかけるときは、ヒステリシスを「 」に設定します。

Window コンパレータ►操作説明は 7.5 節
波形の立ち上がり / 立ち下がり、High/Low で判定していたトリガ条件や Qualify、ステー
ト条件を、設定した範囲 (Window) に入る (IN) か入らない (OUT) で判定します。
Window コンパレータはチャネルごとに有効 / 無効の設定ができます。トリガソースな
どに設定されたチャネルの Window コンパレータの設定によって、トリガ条件などが変
わります。
たとえば、Edge トリガのソースチャネルで Window コンパレータを有効にすると、ソー
スチャネルの波形が、設定したエリアに入るか外れるかでトリガをかけることができま
す。

2.4　トリガ
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2.5	 ロジック信号の表示とトリガ

リアパネルのロジック信号用入力ポートに入力される 32 ビット (SB5310 は 8 ビット )
のロジック信号の表示とトリガの設定ができます。

ロジック信号の表示　►操作説明は 6.15 ～ 6.17 節
ロジック信号の表示を ON にすると、画面を上下に二分し、通常のアナログ波形エリア
の下側にロジック信号エリアが表示されます。

グルーピング
32 ビット (SB5310 は 8 ビット ) のロジック信号を 5 つのグループに配置できます。

表示順
グループ単位で、表示順を設定できます。

表示サイズ
ロジック信号の垂直方向の表示の大きさを設定できます。

垂直ポジション
ロジック信号エリア内で、ロジック信号の垂直方向の表示位置を設定できます。

バス表示
グループごとにバス表示できます。16 進数、2 進数、またはシンボルの表示を選択でき
ます。

ステート表示
入力されているロジック信号を表示するとき、指定したクロック信号の極性の変化点
( エッジ ) で、ロジック信号の状態を捕捉する機能です。次のクロックが発生するまで、
入力されているロジック信号が変化してもその状態を保持します。

スレショルドレベル　►操作説明は 6.18 節
ロジック信号入力用ポートごとに、ロジック信号が High/Low のどちらの状態 ( 極性 ) か
を検知するスレショルドレベルを設定できます。CMOS(5V)、CMOS(3.3V)、CMOS(2.5V)、
CMOS(1.8V)、ECL、User( 任意設定 ) の中から選択または設定できます。

スキュー調整　►操作説明は 6.19 節
他の信号に対するロジック信号の時間的ずれ ( スキュー ) を補正して、信号を観測でき
ます。

トリガタイプ　►操作説明は 7.6 ～ 7.15、7.17、7.19、7.20 節
アナログ信号と同様にロジック信号を使って、Edge トリガ、Edge(Qualified) トリガ、
State トリガ、Pulse トリガ、Pulse State トリガ、Event Cycle トリガ、Event Delay トリガ、
Event Sequence トリガを設定し、トリガをかけることができます。各トリガの機能につ
いては、2.4 節またはそれぞれの操作説明をご覧ください。
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2.6	 取り込み条件

アクイジションモード　►操作説明は 8.1 節
サンプリングデータをアクイジションメモリ (2.1 節の「信号の流れ」参照 ) に取り込む
ときに所定のデータ処理を施し、そのデータに基づいて波形を表示することができます
( ロジック信号を除く )。そのデータ処理の方法には次の 3 種類があります。

ノーマルモード
このモードでは、特別なデータ処理をしないでサンプリングデータをアクイジションメ
モリに取り込みます。

エンベロープモード
ノーマルモードやアベレージングモードでは、時間軸設定で 1div あたりの時間を長くす
ると、サンプルレート (1 秒間にアクイジションメモリにデータを取り込む回数 ) が低く
なります ( 付録 1 参照 )。しかし、エンベロープモードでは、2.5GS/s でサンプリングし
たデータから、ノーマルモード設定のサンプリング周期 ( サンプルレートの逆数 ) の半
分の時間間隔ごとに最大 / 最小値を求め、それらをペアにしてアクイジションメモリに
取り込みます。
このモードでは時間軸設定に関わらず、実質的にサンプルレートが高速のまま保持され
るので、エリアシング ( 次ページ参照 ) を回避したいときに有効です。また、グリッチ ( 幅
の狭いパルス状の信号 ) をとらえるときや変調信号のエンベロープ表示などにも有効で
す。

  包絡線

アベレージングモード
信号を何度も取り込み、同じ時点 ( トリガ点を基準にした同じ時刻 ) のサンプリングデー
タの平均値を求めることをアベレージングといいます。サンプリングデータを指数化平
均または単純平均し、そのデータをアクイジションメモリに書き込んで、波形を表示し
ます。トリガモードがオートモード、オートレベルモード、またはノーマルモードのと
きは指数化平均、シングルモードまたは N シングルモードのときは単純平均します。ラ
ンダムに乗ったノイズを除去するときなどに有効です。
指数化平均のときは減衰定数を設定します。単純平均のときは対象になるサンプリング
データの取り込み回数を設定します。

  
An＝　  {(N－1)An－1＋Xn}1

N

指数化平均
(トリガモードがオート、オートレベル、ノーマルの時)

AN＝ N

単純平均
(トリガモードがシングル、Nシングルの時)

N

n＝1
Σ  Xn

An
Xn
N

: n回目の平均値
: n回目の測定値
: 減衰定数(2～1024、2nステップ)

Xn
N

: n回目の測定値
: 取り込み回数(2～65536、2nステップ)
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高分解能モード
通常、本機器では 8 ビットの A/D 変換器でディジタル値に変換されたデータを、設定内
容に応じたデータ処理を行ったあと、8 ビットのデータとして一次メモリに保存します。
一方、アナログ信号に帯域制限かけることにより、等価的に A/D 変換器の分解能を向上
させることができます。
高分解能モードでは、一次メモリの、一データあたりの有効ビット数を 12 ビットに拡
張し、帯域制限により向上した分解能を維持したまま記録します。

レコード長　►操作説明は 8.3 節
レコード長とはアクイジションメモリに取り込まれる 1 チャネルあたりのデータ点数を
意味します。設定できるレコード長 ( 設定レコード長 ) は、2.5k ワード (2500 点 )、6.25k
ワード、12.5k ワード、25k ワード、62.5k ワード、125k ワード、250k ワード、625k ワー
ド、1.25M ワード、2.5M ワードおよび 6.25M ワードです ( 設定できる最大レコード長は、
モデルによって異なります )。
基本的には、時間軸設定を変更すると、設定されたレコード長になるようにサンプルレー
トを変更します。変更した時間軸設定などによってはレコード長を変更することもあり
ます ( 付録 1 参照 )。

サンプリングモード　►操作説明は 8.4 ～ 8.6 節
時間軸設定によっては、アナログ信号をサンプリングする方式 ( サンプリングモード )
を次のように切り替えることが可能です。ただし、サンプリングモードを変更できる時
間軸範囲は、アクイジションの設定などにより異なります。詳細については、付録 1 を
ご覧ください。

実時間サンプリングモード
時間軸設定を変えるとサンプルレートが変わり、最高 5GS/s( インタリーブモード OFF
のときは 2.5GS/s) のサンプルレートでデータをサンプリングできます。入力信号を順次
サンプリングし、アクイジションメモリにデータを取り込みます。
このモードでは、サンプリング定理 * により、サンプルレート (1 秒間のサンプル回数、
単位は S/s) の 1/2 の周波数までしか信号を正しく表示できません。したがってサンプル
レートと比較して周波数が低い信号の観測に適しています。
*  サンプルレートが入力信号の周波数に比較して低いと、信号に含まれている高周波成分が失わ

れます。このとき、ナイキストのサンプリング定理により、高周波が低い周波数に化ける現象

が発生します。これをエリアシング (aliasing) といいます。アクイジションモードをエンベロー

プにして信号を取り込むと、エリアシングを避けられます。

  

エリアシング信号 入力信号 サンプリングポイント

2.6　取り込み条件
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等価時間サンプリングモード
等価時間サンプリングモードでは、サンプルレートが最高 5GS/s( インタリーブモード
OFF のときは 2.5GS/s) を超える時間軸を設定できます ( ロジック信号を除く )。このモー
ドでは、繰り返し信号の何回かの周期で 1 つの波形を作るため、見かけ上、実際のサン
プルレートより高いサンプルレートで信号をサンプリングしたことになります。本機器
では、見かけのサンプルレートは最高 2.5TS/s まで可能です。
等価時間サンプリングモードが OFF のとき、時間軸と表示レコード長の関係で、サン
プルレートが設定可能なサンプルレートを超えるような場合は、時間軸設定とサンプル
レートに合わせて表示レコード長のほうが短くなります。
等価時間サンプリングには、トリガ点を基準に、意図的に一定時間ずつサンプリング点
をずらして、データをサンプリングするシーケンシャルサンプリングと、トリガ点から
の時間差が、ランダムにずれた点のデータをサンプリングして、トリガ点を基準に並べ
直すランダムサンプリングがあります。本機器では、トリガ点 ( トリガポジション、2.4
節参照 ) 以前の信号が観測できるランダムサンプリングを採用しています。

インタリーブモード
1 つの入力信号を 2 つの A/D 変換器で位相ををずらしてサンプリングすることで、実時
間サンプリングモードで最高 5GS/s までサンプルレートを高くすることができます ( ロ
ジック信号を除く )。
インタリーブモードと時間軸 / レコード長 / サンプルレートの関係については、付録 1
をご覧ください。

インタポレート
実際のサンプリングデータを最大 1000 倍 ( 高分解能モードのときは 2000 倍 ) に補間し
て、実質的なサンプリングレートを最大 2.5TS/s にまで上げることができます。

2.6　取り込み条件
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アクションオントリガ　►操作説明は 8.8 節
波形パラメータの自動測定値や波形の通過ゾーンで条件を判定し、条件が成立すると信
号の取り込みと同時に所定の動作を実行できます ( ロジック信号を除く )。実行させる動
作は、警告音を鳴らす、測定データや画面イメージデータを保存する、画面イメージを
印刷する、メール送信をするなどから選択できます。
アクションオントリガは、メニュー画面の「Exec」で実行します。START/STOP キーで
は実行できません。また、アクションオントリガを実行しているときは、トリガモード
はノーマルになります。

GO/NO-GO 判定　►操作説明は 8.9 ～ 8.16 節
アクションオントリガの判定条件として使われます。取り込んだ信号が判定条件に合っ
ている (GO)、合っていない (NO-GO) かを判定します ( ロジック信号を除く )。判定結果を、
リアパネルの GO/NO-GO 入出力端子から出力することもできます。また、判定結果に
より、アクションオントリガの動作を行うこともできます。
電子機器生産ラインの信号検査や、異常現象の追跡などに便利な機能です。
判定のしかたには、以下の 8 種類があります。

・ 画面上の波形ゾーン
・ 画面上の方形ゾーン
・ 画面上のポリゴン図形
 ポリゴン図形は添付のソフトウエアを使って、PC で作成します。

・ 波形パラメータの範囲
・ 周期的統計パラメータの範囲
・ FFT パラメータの範囲
・ XY 波形パラメータの範囲
・ テレコムテストアイテムの範囲

2.6　取り込み条件
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ヒストリメモリ ( ヒストリ記憶 )　►操作説明は 12 章
信号を測定しているときは、トリガがかかることによってアクイジションメモリに取り
込まれた信号が本機器の画面に表示されることで、波形としてその信号を見ることがで
きます。連続してトリガがかかり信号を取り込んでいると、異常波形を見てから測定を
ストップしても、画面上には新しい波形が表示されてしまいます。通常は、過去に戻っ
てその異常波形を表示できません。ヒストリメモリの機能を使うと、信号の取り込みを
ストップしているときに、アクイジションメモリに取り込まれている過去の信号データ
( ヒストリ波形、現在の表示波形も含む ) を表示できます。
表示方法は次の中から選択できます。

・ 任意の 1 波形だけを表示する
・ 色階調や輝度階調をつけてすべての波形を表示する
・ 階調をつけないですべての波形を表示して、指定した 1 波形だけをハイライト表示す

る
・ すべての波形の単純加算平均を表示する
また、古い波形から新しい波形、または新しい波形から古い波形へと自動的に再生する
こともできます (Replay)。
ヒストリ波形として取り込み保持できる波形数 N は、レコード長の設定によって、1 ～
2000 の範囲で変わります。取り込み保持できる波形数 N を超えた場合は、一番古いヒ
ストリ波形が消去されます。また、現在、画面に表示されている波形 ( 最新の波形 ) を 1
つ目と数え、過去の N － 1 個までの波形を表示できます。下図に N ＝ 1000 のときの例
を示します。

  

過去のトリガ1000回分の波形データを保持

Select # 0

Select # －25

現在の表示波形
(Select #＝0)

現在の表示波形よりも
過去の波形を表示
(Select # は0～－999
 の範囲で選択)

2.6　取り込み条件
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ヒストリサーチ
信号の取り込みをストップしているときに、ヒストリ波形の中から、設定した条件を満
たす波形を検索できます。

ゾーン検索　►操作説明は 12.2 ～ 12.4 節
ヒストリ波形の中から、設定した検索ゾーンを通過した波形、または通過しなかった波
形を検索できます。検索ゾーンには以下の 3 種類があります。

・	 波形ゾーン
 波形を使って画面上にゾーンを設定します。

・	 方形ゾーン
 画面上に方形のゾーンを設定します。

・	 ポリゴンゾーン
 PC で作成したポリゴン ( 多角形 ) ゾーンをロードします。

波形パラメータ検索　►操作説明は 12.5 ～ 12.7 節
ヒストリ波形の中から、設定した検索パラメータの条件を満たす波形、または満たさな
かった波形を検索できます。検索パラメータには以下の 3 種類があります。

・	 波形パラメータ
 波形パラメータの自動測定値で検索します。

・	 FFT パラメータ
 FFT 波形のマーカー測定値、指定区間の最大値または、FFT の測定値を使った演算値

で検索します。

・	 XY 波形の測定値
 XY 波形の面積または面積を利用した演算値で検索します。

2.6　取り込み条件
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2.7	 画面表示

波形のズーム　►操作説明は 9.1 節
時間軸方向または電圧軸方向に表示波形を拡大できます。この機能は、信号の取り込み
時間を長くしておいて、波形の一部を詳細に観測したいときに便利です。ズーム位置は
グリッドの div 単位で設定できます。
同時に 2 箇所までのズーム波形を表示 ( デュアルズーム ) できます。通常波形エリアを
Main、ズーム波形エリア 2 つを Z1 と Z2、解析エリアを A1、A2 としたときの通常波形
とズーム波形、解析画面の表示の組み合わせは、次のとおりです。

  

<Main>

<Main>

<Z2><Z1>

<Z1>

<Z2>

<Main>

<Z1>または<Z2>

<Z1>または<Z2>

<Main>

<Z1>または<Z2>
<A1>
または
<A2>

<Z1>または<Z2>

<A2><A1>

<Z1>

<Z2>

<A1>
または
<A2>

<Main>

<A1>
または
<A2>

<Z1>または<Z2>

<Main>

<A1>
または
<A2>

<Main>

<A1>
または
<A2>

<Z1> <Z2>

<A2><A1>

<A2><A1> <A2><A1> <A2><A1>

<Z1>または<Z2>

<Main> <Main>

<Z1> <Z2>

<Z1>

<Z2>

<A1>または<A2>

<A2><A1>

Main( 通常波形 ) と Zoom1 または Zoom2( ズーム波形 ) を同時に表示しているときは、
ズーム位置が確認できるように通常波形エリア内にズーム位置を示すズームボックスが
表示されます。ズームの中心は、このボックスの中心です。表示例については、1.3 節
の「ズーム波形を表示しているときの画面」をご覧ください。
ズーム波形エリアの表示フォーマットやトレースの ON/OFF は、Main 波形エリアとは
独立して設定できます。
電圧軸方向のズームでは、拡大する波形を一つ選択して、1.05 ～ 10 倍に拡大できます。
時間軸方向のズームでは、ズーム波形エリア内のデータ点数が 10 点になるまで拡大で
きます。
また、トリガ条件のように設定した条件を満たすポイントをズーム中心にしたり、ズー
ム中心を自動的に移動させることもできます。



2-23IM 701361-01

機
能
説
明

付

索

表示フォーマット　►操作説明は 9.2 節
画面の分割
アナログ信号入力波形や演算波形を見やすいように、画面を等分割して波形を表示でき
ます。分割の種類は次のとおりです。
Single( 分割なし )、Dual(2 分割 )、Triad(3 分割 )、Quad(4 分割 )

波形の割り付け
分割した画面のどこにどのチャネルを割り当てるかを選択できます。

・	 Auto
 表示 ON になっている波形を番号順に上から割り付けます。

・	 Manual
 表示 ON/OFF にかかわらず、任意の分割した画面に任意の波形を割り付けられます。

表示補間　►操作説明は 9.3 節
時間軸方向の 10div に一定サイズのデータがない場合は、データ間を補間して波形 ( ロ
ジック信号はパルス補間だけ ) を表示できます。

サイン補間
(sinx)/x 関数で補間データを作成し、2 点間をサインカーブで補間します。正弦波の観測
などに適します。

直線補間
2 点間を直線的に補間します。

パルス補間
2 点間を階段状に補間します。

補間「OFF」
補間をしないで、ドットで表示します。

重ね描き表示　►操作説明は 8.7 節
古い波形の表示時間を波形更新周期より長くし、古い波形を残したまま重ね描き ( アキュ
ムレート ) できます。以下の 2 つのモードがあります。

・	 Count
 指定した回数分の波形を重ね描きします。データの頻度情報によって階調をつけます。

ロジック信号には階調の変化はありません。

・	 T�me
 指定した時間分の波形を重ね描きします。データの新旧によって階調をつけます。ロ

ジック信号には階調の変化はありません。

上記モードに対して、それぞれ以下の表示方法があります。

・	 Inten
 輝度階調で表示します。

・	 Color
 色階調で表示します。

ノイズやジッタを含んだ信号や発生頻度の少ない現象を観測するときなどに便利です。
また、重ね描きした波形を保存することもできます。

2.7　画面表示
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信号ラベルの表示　►操作説明は 9.6 節
各信号に対して、ラベルを 8 文字以内で設定し表示できます。

スナップショット►操作説明は 9.7 節
スナップショット機能を使うと、更新時に消えてしまう波形を画面に一時的に保持でき
ます ( スナップショット波形 )。スナップショット波形は白色で表示され、更新された波
形と比較することができます。スナップショット波形は画面イメージデータの印刷はで
きますが、カーソル測定、波形パラメータの自動測定、ズーム、演算などの対象にはな
りません。

スナップクリア
SHIFT キーを押してから、SNAP キーを押すと、スナップショット波形をクリアできます。

半透過表示　►操作説明は 9.8 節
設定操作のときに表示されるダイアログボックスが半透過になり、下の表示が薄く見え
ます。

スケール値の表示　►操作説明は 6.12 節
各波形の垂直軸および水平軸の上下限値 ( スケール値 ) を表示できます。

2.7　画面表示
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2.8	 演算

プリスケーリング / リスケーリング　►操作説明は 10.2 ～ 10.7 節
プリスケーリングは、ソース波形を、演算する前にリニアスケーリングします。演算は
スケーリングされた値を使って行われます。
リスケーリングは、演算した結果をリニアスケーリングします。

演算波形の表示
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 に演算式を設定することにより、最大 8 個の演算波形を表示で
きます。

Through( リニアスケーリング )　►操作説明は 10.2 節
Through を設定することにより、リニアスケーリングだけができます。

加減乗算　►操作説明は 10.3 節
CH1 ～ CH4 では、そのチャネル自身の入力波形と CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 の波形間、
M1 ～ M4 では、CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 の任意の 2 波形間で、加減乗算ができます。
演算結果は CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 波形 ( 演算波形 ) になります。
加算 ( ＋ ) や減算 ( － ) は、標準信号との比較、信号の論理の確認、位相比較などに、乗算 ( × )
は電圧信号と電流信号を入力し電力波形を確認するときなどに便利な機能です。

積分　►操作説明は 10.4 節
選択した波形を積分します。設定した積分開始点を 0 とし、最終データに向かってカウ
ントアップ、先頭データに向かってカウントダウンして全領域を求めます。演算対象は
CH1 ～ CH4 では、そのチャネル自身の入力波形、M1 ～ M4 では、CH1 ～ CH4、REF1
～ REF4 です。

Delay( 位相シフト )　►操作説明は 10.5 節
波形の位相をシフトして ( ずらして )、表示できます。位相を進ませる場合はプラス、位
相を遅らせる場合はマイナスに設定します。

IIR フィルタ　►操作説明は 10.6 節
周波数の高いノイズを除去したり ( ローパスフィルタ )、周波数の低いノイズを除去 ( ハ
イパスフィルタ ) できます。
1 次または 2 次の次数を選択できます。2 次フィルタを選択すると、位相遅れは発生し
ません。

スムージング　►操作説明は 10.7 節
移動平均により、ノイズを除去した滑らかな波形を表示できます。

エッジカウント　►操作説明は 10.8 節
選択した波形のエッジをカウントします。設定したカウント開始点を 0 とし、最終デー
タに向かってカウントアップ、先頭データに向かってカウントダウンして全領域を求
めます。演算対象は CH1 ～ CH4 では、そのチャネル自身の入力波形、M1 ～ M4 では、
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 です。
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ロータリカウント　►操作説明は 10.9 節
設定したレベルを上回ったときを 1、下回ったときを 0 とし、A 相 (Source1)、B 相 (Source2)
の位相変化によりカウントアップ、カウントダウンします。設定した積分開始点を 0 とし、
最終データに向かってカウントアップ、先頭データに向かってカウントダウンして全領
域を求めます。演算対象は CH1 ～ CH4 では、そのチャネル自身の入力波形、M1 ～ M4
では、CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 です。

  

0 0

1 0

1 1

0 1

A 相 B 相

+1

+1+1

+1

-1

-1-1

-1 変化の方向

D/A 変換　►操作説明は 10.10 節
グループごとにロジック信号をディジタル / アナログ変換できます。変換した結果は
M1 ～ M4 チャネルに表示できます。

演算波形のスケール変換 ( レンジング )　►操作説明は 10.1 節
演算波形を表示するときに、通常はオートスケーリングをしていますが、マニュアルス
ケーリングも選択できます。
オートスケーリングのときは、演算波形から、画面エリアの垂直軸方向の中心ライン
(Center) のレベル *1 と感度 *2(Sensitivity) を自動的に決めて、演算波形を表示します。
マニュアルスケーリングのときは、必要に応じて Center と Sensitivity を設定できます。
*1 電圧波形の場合は電圧値になります。
*2 電圧波形の場合は 1div あたりの電圧値になります。

ユーザー定義演算 ( オプション )　►操作説明は 10.11 節
/G4 または /G2 オプション付きの本機器で有効です。
以下の演算子や定数を組み合わせて任意の演算式を定義できます。

演算子
＋、 －、*、/、ABS( 絶 対 値 )、SQRT( 平 方 根 )、LOG( 常 用 対 数 )、LN( 自 然 対 数 )、
EXP( 指数関数 )、－ ( 反転 )、P2(2 乗 )、DELAY( 位相シフト )、BIN(2 値化 )、SIN( 正弦 )、
ASIN( 逆正弦 )、COS( 余弦 )、ACOS( 逆余弦 )、TAN( 正接 )、ATAN( 逆正接 )、DIFF( 微分 )、
INTEG( 積分 )

定数
ネイピア数 (e)、円周率 (PI)、サンプルレート (fs)、Exp( 指数表示 )、波形パラメータ (Measure 
Item)、定数 (K1 ～ K4)

波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4

2.8　演算
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2.9	 解析 / 検索

カーソル測定　►操作説明は 11.6 節
アクイジションメモリに取り込まれた信号データのうち表示されている波形 ( 表示レ
コード長の範囲内 - 付録 1 参照 ) にカーソルを当てて、カーソルと波形の交点の各種測
定値を表示できます。カーソルは 6 種類あります。

水平カーソル
水平軸に平行な 2 本の破線 ( 水平カーソル ) が表示され、カーソル位置の Y 軸値を測定
できます。カーソル間のレベル差も測定できます。
カーソルの測定値を使った計算式を設定し、その結果を表示することもできます。

垂直カーソル
垂直軸に平行な 2 本の破線 ( 垂直カーソル ) が表示され、トリガポジションから各垂直
カーソルまでの時間と、垂直カーソル間の時間差と時間差の逆数を測定できます。
カーソルの測定値を使った計算式を設定し、その結果を表示することもできます。

H&V カーソル
水平カーソルと垂直カーソルを同時に表示します。

VT カーソル
垂直軸に 1 本の破線 (VT カーソル ) が表示され、トリガポジションから VT カーソルまで
の時間と、VT カーソルの位置の測定値を表示します。
カーソルの測定値を使った計算式を設定し、その結果を表示することもできます。
ロジック信号にも VT カーソルを適用できます。カーソルがある位置の各グループの値
を表示します。

マーカーカーソル
選択した波形上に 4 つのマーカーが表示され、各マーカーのレベル、トリガポジション
からの時間およびマーカー間のレベル差や時間差を測定できます。
マーカーの測定値を使った計算式を設定し、その結果を表示することもできます。

シリアルカーソル
垂直軸に 1 本の破線 ( シリアルカーソル ) が表示され、ビットレート、ビット長、スレショ
ルドの設定に従って、カーソル位置から波形を 2 値化した結果を表示します。
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波形パラメータの自動測定
波形パラメータの自動測定　►操作説明は 11.2 節
アクイジションメモリに取り込まれた信号データのうち表示されている波形に対して、
各種測定項目 ( 波形パラメータ ) の自動測定ができます。
自動測定した結果を最大 100000 個までファイルに保存できます。
測定項目の種類は 27 項目です。選択された項目の中から、全チャネルあわせて最大 16
項目を表示できます。また、自動測定値を使った計算式を設定し、その結果を表示する
こともできます。

統計処理　►操作説明は 11.3 節
上記の自動測定値の統計処理ができます。2 つの自動測定項目の測定値に対して、次の
5 項目を統計処理して表示できます。

・ 最大値 (Max)
・ 最小値 (Min)
・ 平均値 (Mean)
・ 標準偏差 (σ)
・ 統計処理の対象にした測定値の数 (Cnt)

統計処理には次の 3 つの方法があります。

・	 通常の統計処理
 信号を取り込みながら、最新の波形から指定した数の波形に対して統計処理します。

信号取り込みを一度ストップしてから再度スタートすると、ストップするまでの統計
処理を継続します。メニュー上の Restart を行うと、それまでの統計処理をリセット
します。

・	 1 周期ごとの測定 /測定範囲内での統計処理
 表示されている波形に対して、時間の古いデータから順次周期を求め、その周期内の

データを対象にして選択した自動測定項目を測定し、統計処理を行います。周期の求
め方は、通常の波形パラメータの Period と同じです。

・	 ヒストリ波形の統計処理
 選択した範囲のヒストリ波形を対象に自動測定し、統計処理します。古い波形から統

計処理します。

2.9　解析 / 検索
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テレコムテスト　►操作説明は 11.5 節
通信信号の解析に使われるマスクテストと、アイパターンの波形パラメータを自動測定
するテストの 2 種類があります。
測定対象は、モードが「Count」のときのアキュムレート波形です。
マスクテストでは、当社のフリーソフトを使って作成したマスクパターンを、本機器に
読み込んで、マスク部を通過した波形をカウントします。
アイパターンテストでは、アイパターンの以下の項目を測定します。

  

3σcrossing23σcrossing1 Eye Width

40％ 20％ 40％

Vtop

Vbase

3 σ
ba

se
3 σ

to
p

Ey
e 
H
ei
gh

t

T crossing2T crossing1

V crossing

Vtop 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの平均電圧
Vbase 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの平均電圧
σ top 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの標準偏差
σ base 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの標準偏差
Tcrossing1 最初の交差ポイントの平均時間値
Tcrossing2 2 番目の交差ポイントの平均時間値
Vcrossing 立ち上がりエッジと立ち下がりエッジが交差するポイントの電圧
Crossing ％ Vtop と Vbase の差に対する、アイ・パターンの立ち上がりエッジと

立ち下がりエッジが交差するレベルの大きさ
Eye Height アイ・ダイアグラムの縦軸開口の大きさ
Eye Width アイ・ダイアグラムの横軸開口の大きさ
Q Factor 高電圧レベルと低電圧レベルの両方のノイズに対するアイ・パター

ンの縦軸開口を示すアイ・ダイアグラムの、優秀さを表す数字
Jitter 最初の交差ポイント (crossing1) の時間位置における変動の大きさ
Jitter2 2 番目の交差ポイント (crossing2) の時間位置における変動の大きさ 

( ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用 )
Duty Cycle Distortion％ 中間しきい値における立ち下がりエッジの中間点と立ち上がりエッ

ジの中間点との時間差の、フル・ビット幅に対するパーセンテージ
Ext Rate dB 消光比 dB
Rise 設定したスレショルドレベルの Lower から Upper までの立ち上がり

時間
Fall 設定したスレショルドレベルの Upper から Lower までの立ち下がり

時間

2.9　解析 / 検索
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各項目は以下の計算式で求められます。

   

Vtop － Vbase

T crossing2 － T crossing1

Crossing% = 100

Duty Cycle Distortion% = 100

EyeHeight = (Vtop - 3σtop) － (Vbase + 3σbase)

EyeWidth = (T crossing2 － 3σ crossing2) － (T crossing1 ＋ 3σ crossing1)

Jitter = σ crossing1

Jitter2 = σ crossing2

QFactor = 

ExtRatedB =10 log 

V crossing － V base
Vtop - Vbase

Trising50% － Tfalling50%

σtop＋σbase
Vtop － Vdark
Vbase － Vdark

X-Y 解析　►操作説明は 11.14 節
X 軸 ( 水平軸 ) に設定した信号のレベルをとり、Y 軸 ( 垂直軸 ) に別の信号のレベルをとっ
て、2 つの入力信号のレベルの相関をみることができます。X-Y 波形と、通常の T-Y 波形 ( 時
間軸とレベルによる表示波形 ) の同時観測が可能です。
X-Y 解析する範囲を指定したり、指定した信号のレベルによって解析を実行することも
できます。
また、X-Y 解析結果をカーソルで測定したり、面積を求めることもできます。面積の求
め方は、「付録 2　波形面積の求め方」をご覧ください。
この X-Y 波形表示を使って、2 つの正弦波信号の位相角を測定できます。たとえば、2
つの正弦波を X-Y 表示したときに描かれる波形をリサージュ波形といい、その波形によ
り位相角が読みとれます。

  

位相角0°

位相角45°

位相角90°

周波数比
(X:Y) 1:1 1:2 1:3

リサージュ波形

2.9　解析 / 検索



2-31IM 701361-01

機
能
説
明

付

索

FFT 解析　►操作説明は 11.15 節
FFT( 高速フーリエ変換 ) を行い、パワースペクトラムを表示できます。
実数部のトレースと虚数部のトレースを設定できます。虚数部のトレースを設定しな
かった場合は、実数部だけで演算し、負の周波数は表示しません。
時間窓 (Time window) は、矩形 ( レクタンギュラ ) 窓 / ハニング窓 / フラットトップ窓
から選択できます。
矩形窓は衝撃波のように窓内で完全に減衰する過渡的な信号に対して有効です。ハニン
グ窓、フラットトップ窓は、窓の両端付近をなだらかに減衰させ両端を 0 レベルにし、
信号に連続性を持たせる窓で、連続的な信号に対して有効です。ハニング窓は、フラッ
トトップ窓と比較して周波数分解能が高く、フラットトップ窓は、ハニング窓と比較し
てスペクトラムのレベル確度が高いという特徴があります。解析対象が連続的な信号の
場合、用途に合せてハニング窓かフラットトップ窓のどちらかを選択してください。
FFT 点数は 2.5k/6.25k/12.5k/25k/62.5k/125k/250k 点から選択できます。FFT 範囲は、表
示ウインドウ (Main/Zoom 1/Zoom 2) で指定します。表示ウインドウのレコード長が
FFT 点数以上あるときは、データを間引いて演算します。
FFT 波形に対して、マーカーで測定したり、ピーク値を測定できます。

  

T

T

T

T

t

正弦波

時間窓 積 パワースペクトラム
矩形窓

ハニング窓

矩形窓

ハニング窓

フラットトップ窓

: W(t)＝u(t)－u(t－T)　　u(t) : ステップ関数

: W(t)＝0.5－0.5cos(2

: W(t)＝{0.54－0.46 cos(2 )}

T

Tフラット
トップ窓

t
T t

T
sin{2 (1－2t/T)}

2 (1－2t/T)

FFT 関数
FFT 演算後の複素関数を G ＝ R ＋ jI とすると、パワースペクトラムは次の式で表されます。

  (　　)10 log R
2＋I2
2

R：Real Part、I：Imaginaly Part
対数振幅(Log mag)の基準値(0dB)：1Vrms2

交流成分

(　  　　)10 log R2＋I2
直流成分

2.9　解析 / 検索
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波形パラメータのヒストグラム / トレンド / リスト表示　►操作説明は 11.16 節
選択した波形パラメータをヒストグラムまたはトレンドで表示できます。ヒストグラム
表示では、波形パラメータの平均値、標準偏差、ピーク値などを測定できます。トレン
ド表示では波形パラメータの時系列の変化を観測でき、カーソルを表示してレベルを測
定できます。
また、波形パラメータの自動測定で測定した結果をリストで表示することもできます。

アキュムレートのヒストグラム表示　►操作説明は 11.17 節
繰り返し取り込んだ信号の、指定した領域内における頻度分布をヒストグラム (Vertical、
Horizontal) で表示します。ヒストグラムに対して、平均値、標準偏差、最大値、最小値、
ピーク値、中間値などを測定したり、カーソルで X 軸の値や時間を測定することもでき
ます。これらの測定値を使って、演算をすることもできます。
ジッタなどの測定に利用できます。

信号の検索　►操作説明は 11.18 ～ 11.27 節
本機器に取り込んだアナログ信号、ロジック信号、またはシリアルバス信号の検索がで
きます。検索点を拡大表示したり、複数の検索点がある場合は選択して表示できます。

2.9　解析 / 検索
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2.10	 通信

コマンドでの通信 (USB/ イーサネット )　►操作説明は、CD「通信インタフェースユー
ザーズマニュアル」参照

USB インタフェースを標準装備、イーサネットインタフェースをオプション装備してい
ます。通信コマンドで、測定データを PC に出力してデータ解析をしたり、外部コントロー
ラで本機器を制御して波形測定ができます。

  
通信インタフェース

PCSB5000

ネットワークドライブへのデータの保存と読み込み　►操作説明は 16.3 節
内蔵ストレージメディアと同じように、ネットワーク上にある PC に、測定 / 設定デー
タを保存 / 読み込んだり、画面イメージデータを保存できます。

  

イーサネット

PC
SB5000

PC から本機器にアクセス　►操作説明は 16.6、16.7 節
ネットワーク上にある PC から本機器にアクセスして、本機器の内蔵ストレージメディ
アのファイルを取り出すことができます (FTP サーバ機能 )。
また、PC に本機器の画面を表示してモニタリングすることもできます (Web サーバ機能 )。

  

イーサネット

PC
SB5000
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2.11	 その他の便利な機能

USB キーボードでの数値 / 文字列の入力　►操作説明は 4.3 節
USB キーボードを接続して、ファイル名やコメントを入力できます。また、キーボード
のキーには、本機器のフロントパネルの各キーの機能が割り当てられているので、本機
器のキー操作と同じ操作がキーボードでできます。

  
USBキーボード

USB接続
SB5000

USB マウスでの操作　►操作説明は 4.3 節
USB マウスを接続して、本機器のキーの操作と同様の操作ができます。また、メニュー
画面の選択したい項目にマウスのポインタを移動させて、クリックすると、メニュー画
面に対応したソフトキーを押したり、SET キーを押したりするのと同様の操作ができま
す。

  

USBマウス

SB5000

イニシャライズ ( 設定の初期化 )　►操作説明は 4.4 節
各設定を初期状態に戻すことができます。ただし、一部の設定は初期化されません (4.4
節参照 )。日付 / 時刻の設定 ( 表示 ON/OFF は初期化されます ) を除くすべての設定を工
場出荷時の設定状態にするには、RESET キーを押しながら、電源を ON にします。ピッ
と音が鳴ってから RESET キーを離すと、初期化されます。

オートセットアップ　►操作説明は 4.5 節
アナログ信号に合わせ、電圧軸 / 時間軸 / トリガの設定などを自動的に設定する機能です。
入力信号がどのような信号なのかよくわからないときに便利な機能です。ただし、入力
信号によってはオートセットアップ機能が働かない場合もあります。

シリアルバスのオートセットアップ　►操作説明は 5.1 節
シリアルバス信号に合わせ、トリガ / デコード / 検索の設定などを自動的に設定する機
能です。 ただし、入力信号によってはオートセットアップ機能が働かない場合もありま
す。

画面イメージの印刷　►操作説明は 13 章、16.8 節
内蔵プリンタ ( オプション )、USB プリンタおよびネットワークプリンタ ( イーサネット
インタフェースオプション付きの場合 ) で、画面イメージを印刷できます。
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ストレージメディアへのデータの保存と読み込み　►操作説明は 14 章
本機器では、次のストレージメディアへの各種データの保存と読み込みができます。

・ PC カード ( 標準装備 )
・ 外部の USB デバイス (USB メモリ /MO ディスクドライブ / ハードディスクドライブ

など )。
・ ネットワークドライブ ( イーサネットインタフェースオプション付きの場合 )

  

PCカード
MO/ハードディスク
ドライブなど

PCSB5000

設定データ / 測定データ / 波形の保存と読み込み　►操作説明は 14.4 ～ 14.6 節
選択したストレージメディアに、設定データ、測定データ、およびスナップショット
/ アキュムレート波形の保存と読み込みができます。

画面イメージデータの保存　►操作説明は 14.9 節
選択したストレージメディアに画面イメージデータを保存できます。BMP/PNG/JPEG の
各形式で保存できるので、DTP ソフトで作成した書類に画面イメージデータを割り付け
ることができます。

解析結果の保存►操作説明は 14.10 節
選択したストレージメディアに、波形パラメータの自動測定値、Accum Histogram、
FFT 解析波形、またはシリアルバス信号の解析結果を保存できます。

2.11　その他の便利な機能
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3.1	 使用上の注意

安全にご使用いただくための注意
初めてご使用になるときは、必ず vi ～ vii ページに記載の「本機器を安全にご使用いた
だくために」をお読みください。

ケースを外さないでください
本体のケースを外さないでください。内部には高電圧部があり、たいへん危険です。内
部の点検および調整は、お買い求め先にお申しつけください。

異常の場合には
本体から煙が出ていたり変な臭いがするなど、異常な状態になったときは、直ちに電源
スイッチを OFF にするとともに、電源コードをコンセントから抜いてください。異常な
状態になったときは、お買い求め先までご連絡ください。

電源コードについて
電源コードの上に物を載せたり、電源コードが発熱物に触れないように注意してくださ
い。また、電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは、コードを引っ張
らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。コードが傷んだらお買い求め先にご連
絡ください。ご注文の際に必要な部品番号は、iv ページをご覧ください。

取り扱い上の一般的注意
上に物を置かないでください
本機器の上に、他の機器や水の入った容器などを置かないでください。故障の原因にな
ります。

入力部へ衝撃を与えないでください
入力コネクタやプローブなどに衝撃を与えると、電気的なノイズに変換されて信号が入
力されることがあります。

液晶画面を傷つけないでください
画面の液晶ディスプレイは非常に傷つきやすいので、先のとがったもので表面を傷つけ
ないように注意してください。また、絶対に振動や衝撃を与えないでください。

長時間使用しないときには
電源コードをコンセントから抜いておいてください。

第 3章	 測定を開始する前に
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持ち運ぶときは
まず、電源コードと接続ケーブルを外してください。持ち運ぶときは、取っ手を持って
移動してください。

  

汚れを取るときには
ケースや操作パネルの汚れを取るときは、電源コードをコンセントから抜いてから、柔
らかく乾いたきれいな布で軽く拭き取ってください。ベンジンやシンナーなどの薬品を
使用しないでください。変色や変形の原因になります。

3.1　使用上の注意
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3.2	 本機器を設置する

設置条件
次の条件に合う場所に設置してください。

平坦で水平な場所
正しい向きで、安定な場所に、左右前後とも水平を保って設置してください。不安定な
場所や傾いた場所に設置すると、プリンタの記録品質が悪くなることがあります。

風通しのよい場所
本機器の左側面、底面には吸気口があります。また、右側面には排気口があります。内
部の温度上昇を防ぐため、下図に従って周囲に十分なスペースをとり、これらの排気口
および吸気口をふさがないようにしてください。

	 注　　意
本機器の左側面、底面の吸気口ならびに右側面の排気口をふさぐと機器が高温に
なり破損する恐れがあります。

   

10cm以上

10cm以上

10cm以上
5cm以上

各種ケーブルを接続するときや、内蔵プリンタカバーを開閉するときは、上図のスペー
スの他に、操作に必要な十分なスペースをとってください。
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周囲温度と周囲湿度
周囲温度 5 ～ 40℃
周囲湿度 20 ～ 80％ RH( プリンタ未使用時 ) 、 ただし結露のないこと

35 ～ 80％ RH( プリンタ使用時 ) 、 ただし結露のないこと

Note
・ 精度のよい測定を行いたいときは、23 ± 5℃、55 ± 10％ RH で使用してください。
・ 温度、湿度の低い場所から高い場所に移動したり、急激な温度変化があると、結露するこ

とがあります。このようなときは、周囲の温度に 1 時間以上慣らしてから使用してください。

次のような場所には設置しないでください。
・ 直射日光の当たる場所や熱発生源の近く
・ 油煙、湯気、ほこり、腐食性ガスなどの多い場所
・ 強電磁界発生源の近く
・ 高電圧機器や動力線の近く
・ 機械的振動の多い場所
・ 不安定な場所

設置姿勢
水平または下図のようにスタンドを使って傾斜させて設置します。スタンドを使用する
ときは、ロックするまで手前に引いてください。格納するときは、スタンドを元の位置
まで戻してください。下図に示す姿勢以外で設置しないでください。

  

底面脚用ゴム
底面脚 4 箇所にすべり止め用のゴムを付けることができます。本機器には 4 個のゴムが
付属されています。

  

4箇所

3.2　本機器を設置する
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3.3	 電源を接続する

電源を接続する前に
電源を接続する前に、次の警告をお守りください。感電の危険や機器を損傷する恐れが
あります。

	 警　　告
● 供給電源の電圧が、本機器の定格電源電圧に合っていて、付属の電源コードの

最大定格電圧以下であることを確認したうえで、電源コードを接続してくださ
い。

● 本機器の主電源スイッチと電源スイッチが両方とも OFF になっていることを確
認してから、電源コードを接続してください。

● 感電や火災防止のため、電源コードおよび 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内で
のみ使用可 ) は、必ず当社が供給した本機器用のものをご使用ください。

● 感電防止のため必ず保護接地を行ってください。本機器の電源コードは、保護
接地端子のある 3 極電源コンセントに接続してください。やむを得ず、2 極電
源コンセントに接続するときは、付属の 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内での
み使用可 ) を使用して、電源コンセントの保護接地端子に変換アダプタの接地
線を確実に接続してください。

● 保護接地線のない延長用コードは使用しないでください。保護動作が無効にな
ります。

● 付属の電源コードに適合した電源コンセントを使用できず、保護接地ができな
い場合は、本機器を使用しないでください。

電源コードの接続
1.  主電源スイッチと電源スイッチが両方とも OFF であることを確認します。

2.  リアパネルの電源コネクタに、電源コードのプラグを接続します。

3.  次の条件を満たす電源コンセントに、電源コードのもう一方のプラグを接続しま
す。
電源コンセントは保護接地端子を備えた 3 極コンセントを使用してください。やむを得ず
2 極コンセントを使用するときは、付属品の 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内でのみ使用可 )
を使用して、アダプタから出ている緑色の接地線を必ず電源コンセントの保護接地端子に
接続してください。
定格電源電圧 * 100 ～ 120VAC/220 ～ 240VAC( 自動切換え）
電源電圧変動許容範囲 90 ～ 132VAC/198 ～ 264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動範囲 48 ～ 63Hz
最大消費電力 300VA
* 本機器は、100V 系と 200V 系のどちらの電源電圧でも使用できます。電源コードは、種

類によって最大定格電圧が異なります。本機器に供給される電源電圧が、付属の電源コー
ドの最大定格電圧 (iii ページ参照 ) 以下であることを確認のうえ、ご使用ください。

     

3極コンセント

電源コード
(付属品)

3極-2極変換アダプタ
(付属品：日本国内でのみ使用可)

保護接地端子
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3.3　電源を接続する

電源スイッチの ON
電源スイッチを ON にする前に確認すること

・ 本機器が正しく設置されているか : 「3.2　本機器を設置する」
・ 電源コードが正しく接続されているか : 前ページ

主電源スイッチの ON
1.  リアパネルにある電源スイッチを「ON( ｜ )」側に倒します。

     

電源スイッチの ON
2.  フロントパネルにある電源スイッチを押します。

     OFF ON

電源スイッチの OFF

	 注　　意
データ保存中または内蔵プリンタの印字中にいきなり主電源スイッチを OFF にし
たり、電源コードを抜くと、保存先のメディア (PC カード、内蔵ハードディスク、
USB ストレージなど )、内蔵プリンタユニットが故障する恐れがあります。また、
保存中のデータは保障されません。主電源スイッチは、データの保存が終了して
から、OFF にしてください。

電源スイッチの OFF
1.  フロントパネルにある電源スイッチを押します。

主電源スイッチの OFF
2.  本機器内部のファンが停止し、画面が消えたことを確認してから、リアパネルに

ある電源スイッチを「OFF( ○ )」側に倒します。



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-7IM 701361-01

付

索

電源 ON 時の動作
電源スイッチを ON にすると、自動的にセルフテストとキャリブレーションが開始され
ます。この間は約 30 秒間で、正常に終了すると通常の波形表示画面になります。

Note
・ 電源スイッチを OFF にしてから ON にするときは、10 秒以上間隔をあけてください。
・ 電源を ON にしても上記の動作が行われないとき、または波形表示画面にならないときは、

電源スイッチを OFF にしてから、次のことを確認してください。
・ 電源コードが確実に接続されているか
・ 電源コンセントに正しい電圧が来ているか→ 3-5 ページをご覧ください。
・ RESET キーを押しながら電源スイッチを ON にすると、設定内容が初期化 ( 工場出荷時

の状態に戻すこと ) されます。設定の初期化についての詳細は、「4.4　設定を初期化 ( イ
ニシャライズ ) する」をご覧ください。

 確認後に電源スイッチを ON にしても変わらない場合は、お買い求め先まで修理をお申し
つけください。

・ 起動画面が表示されるまで数秒かかることがあります。

精度のよい測定を行うには
・ 電源スイッチを ON にしてから、30 分以上のウォーミングアップをしてください。
・ ウォーミングアップ後、キャリブレーションをしてください (4.8 節参照 )。オートキャ

リブレーションを ON に設定しているときには、T/div の変更時や信号の取り込みス
タート時に自動的にキャリブレーションが実行されます。

電源 OFF 時の動作
電源スイッチを OFF にする直前の設定が記憶されます。したがって、次に電源スイッチ
を ON にすると、OFF にする直前の設定で測定が行われます。

Note
・ 設定の記憶は内部のリチウム電池で行っています。寿命は周囲温度 23℃時で約 5 年間です。

リチウム電池の電圧値が規定値以下になると、電源スイッチ ON 時に画面にメッセージ ( エ
ラー 900) が表示されます。たびたびこのメッセージが表示されるときは、速やかにリチウ
ム電池を交換する必要があります。電池の交換はお客様ではできません。お買い求め先ま
でお申しつけください。

・ フロントパネルにある電源スイッチが ON の状態で、リアパネルにある主電源スイッチを
OFF にした場合、OFF にする直前の設定情報が正しく記憶されない場合があります。次に
電源スイッチを ON にすると画面にエラーメッセージ（エラー 900) が表示されることがあ
ります。故障ではありません。電源を OFF する場合は、フロントパネルの電源スイッチを
OFF し、次にリアパネルの主電源スイッチを OFF するようにしてください。

3.3　電源を接続する
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3.4	 プローブを接続する

プローブ ( または BNC ケーブルなどの測定入力ケーブル ) は、フロントパネル下部に
ある入力端子に接続してください。本機器の入力インピーダンスは、1MW ± 1％と約
20pF の並列、または 50W ± 1.5％です。

  

	 警　　告
● 測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源を OFF にしてくださ

い。測定対象の電源を ON にしたままの状態で測定リードを接続したり、外す
ことは大変危険です。

● 最大入力電圧 / 耐電圧 / 許容サージ電圧を超えた過大入力電圧を入力しないで
ください。

● 感電を防ぐために、本体の保護接地 ( アース ) を必ず取ってください。
● 許容サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。

	 注　　意
● 本機器の入力端子の近くに、プローブインタフェース端子があります。プロー

ブを接続するときは、静電気などによりプローブインタフェース端子に過大な
電圧がかからないように注意してください。プローブインタフェース端子が損
傷する恐れがあります。

● 本機器の入力端子の近くに、プローブインタフェース端子があります。この端
子をショートしないでください。

● 1MW 入力の場合の最大入力電圧は、周波数が 1kHz 以下のときに、150Vrms で
す。これを超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数
が 1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

● 50W 入力の場合の最大入力電圧は、5Vrms または 10Vpeak です。これらのどち
らかでも超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。

接続時の注意
・ プローブを初めて接続するときは、「3.5　プローブを位相補正する」に従って、必ず

プローブの位相補正をしてください。補正しないと、平坦な周波数特性が得られない
ため、正しい測定ができません。プローブを接続するチャネルごとに、プローブを位
相補正してください。

・ プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は、本機器の入力インピーダ
ンスの影響により、正しい測定ができないことがあります。ご注意ください。
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プローブについて
標準付属品のプローブ ( 形名：701943) の仕様、プローブ位相補正後にて
項目 仕様 条件
プローブ全長 1.5 ｍ －
コネクタ形式 BNC 式 －
入力抵抗 10MW ± 2％

入力抵抗 1MW ± 1％のオシロスコープとの組
み合せにて

入力容量 約 14pF
減衰比 10：1 ± 2％以内
帯域幅 DC ～ 500MHz

( － 3dB 以内 )
立ち上がり時間 700ps 以内 (Typical 値 *)
最大入力電圧 600V(DC+ACpeak) 

または 424Vrms AC は 100kHz 以下のとき

* Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

付属品以外の電圧プローブを使う場合の注意
・ 500MHz に近い周波数を含む信号を測定するときは、周波数帯域が 500MHz 以上ある

ものを使用してください。
・ 減衰比が正しく設定されていないと、正しい測定ができません。ご使用になるプロー

ブの減衰比をご確認いただき、正しく設定してください。

プローブの減衰比 / 電圧 - 電流換算比の設定
プローブインタフェース端子に対応していないプローブを使用する場合は、6.6 節の操
作説明に従って、プローブの減衰比 / 電圧 - 電流換算比に合わせて、本機器の減衰比
/ 電圧 - 電流換算比を設定してください。設定が合っていないと、正しい測定値を表示
できません。

プローブインタフェース端子に対応したプローブの接続
・ プローブインタフェース端子に対応したプローブ * を本機器に接続すると、自動的に

プローブの種類が認識され、減衰比が設定されます。また、プローブインタフェース
からプローブに電源が供給されるため、プローブの電源ケーブルをプローブパワー端
子に接続する必要がありません。

・ プローブインタフェース端子に対応した電流プローブの場合、自動ゼロ補正 (6.14 節
参照 ) を実行できます。
* 対応しているプローブについては、v ページの「アクセサリ」をご覧ください。

FET プローブ、電流プローブ、差動プローブ、デスキュー調整信号源の接続
当社製の FET プローブ *、電流プローブ *、差動プローブ *、 またはデスキュー調整信号
源 * を使う場合、電源として本機器のリアパネルにあるプローブパワー端子 ( オプション )
をご使用ください。接続方法についての詳細は、各製品に添付されている取扱説明書を
ご覧ください。

* プローブや信号源の形名については、 v ページの「アクセサリ」をご覧ください。

	 注　　意
本機器のリアパネルにあるプローブパワー端子 ( オプション ) を、FET プローブ、
電流プローブ、差動プローブ、 またはデスキュー調整信号源の電源以外の目的で使
用しないでください。また、4 つのプローブパワー端子と 4 つのプローブインタ
フェース端子の合計電流が 1.2A を超えないように使用してください。本機器また
はプローブパワー端子に接続した機器を損傷する恐れがあります。

3.4　プローブを接続する
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プローブインタフェース端子とプローブパワー端子の使用上の注意
リアパネルのプローブパワー端子 ( オプション ) に FET プローブ、電流プローブ、差動
プローブ、またはデスキュー調整信号源を接続する場合、4 つのプローブパワー端子と
4 つのプローブインタフェース端子の合計電流が 1.2A を超えないように使用してくださ
い。本機器の電源の過電流保護回路の動作により、本機器の動作が不安定になる可能性
があります。

・ 電流プローブ (701932/701933) を使用する場合、被測定電流 ( 電流プローブで測定す
る電流 ) によって使用可能な本数が制限されます。本機器に接続できるアクティブプ
ローブの被測定電流－消費電流特性を下記に示します。

    

消
費
電
流
 (m
A)
 

-600
-500
-400
-300
-200
-100
0
100
200
300
400
500
600

-50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50

正電源、DC入力時
正電源、AC(50Hz)入力時

負電源、DC入力時
負電源、AC(50Hz)入力時

被測定電流 (A) 

・ FET プローブ (700939)、差動プローブ (700924/700925/701920/701921/701922) の消
費電流は、正負ともに最大 125mA として計算してください。

・ デスキュー調整信号源 (701935) の消費電流は、150mA( 正電源 ) として計算してください。

FlexRay バスへの接続方法
差動プローブの「－」を FlexRay バスの「BM」に、「＋」を FlexRay バスの「BP」に接
続します。

  

チャネルA

Node A Node B Node C Node D

チャネルB

ホストMCU

CC

BG BDBGBD

BP

BM

＋

－ 差動プローブ

チャネルA

チャネルB

FlexRayバス

SB5000

CAN バスへの接続方法
使用するプローブ
CAN バス信号を測定する場合は、差動プローブを使用します。
使用可能な差動プローブ 当社製 701920、701922

プローブの接続方法
・	 リセッシブの電圧レベル	＞	ドミナントの電圧レベルで表示する場合 (Recess�ve：H)

2 線式 ( 差動 ) のとき
差動プローブの「－」を CAN_High に，「＋」を CAN_Low に接続します。

1 線式 ( シングルエンド ) のとき
差動プローブの「－」を CAN_High に，「＋」を GND( 接地電位 ) に接続します。

・	 リセッシブの電圧レベル	＜	ドミナントの電圧レベルで表示する場合 (Recess�ve：L)
2 線式 ( 差動 ) のとき

差動プローブの「－」を CAN_Low に，「＋」を CAN_High に接続します。
1 線式 ( シングルエンド ) のとき *

差動プローブの「－」を GND( 接地電位 ) に，「＋」を CAN_High に接続します。
* この場合，パッシブプローブ ( 形名：700988) を CAN_High に接続して使用することができ

ます。

3.4　プローブを接続する
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3.5	 プローブを位相補正する

ブローブを使用して測定する場合には、最初に必ずプローブを位相補正してからお使い
ください。

	 注　　意
プローブ補償調整用信号出力端子に外部から電圧を印加しないでください。内部
回路を損傷する恐れがあります。

操　　作
1.  電源スイッチを ON にします。

2.  プローブを測定入力端子 ( 実際に測定信号を入力する端子 ) に接続します。

3.  プローブの先端を本機器のフロントパネルのプローブ補償調整用信号出力端子に
接続し、アース線を機能接地端子に接続します。

4.  「4.5　オートセットアップをする」の操作に従って、オートセットアップします。

5.  位相調整用穴にドライバを差し込み、可変コンデンサを回して、表示波形を正し
い方形波にします。

     

位相調整穴

プローブ補償調整用信号
出力端子

機能接地端子
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解　　説
プローブの位相補正の必要性
プローブは、使用されるオシロスコープの入力容量にほぼ合うように位相補正されてい
ます。しかし、個々のオシロスコープの各入力チャネルの入力抵抗や入力容量にはバラ
ツキがあるため、低周波信号と高周波信号での分圧比が合わなくなり、平坦な周波数特
性が得られなくなります。
プローブには高周波信号での分圧比調整用可変コンデンサ ( トリマ ) が付いています。
平坦な周波数特性を得るようにこのトリマを調整して位相補正します。
初めて使用するプローブは、必ずこの位相補正をしてください。
入力容量値がチャネルごとに異なるので、接続するチャネルを変えるときにも、必ずこ
の位相補正をする必要があります。

位相補正用信号
プローブ補償調整用信号出力端子から、次の方形波信号を出力します。
周波数 ：約 1kHz
振幅 ：約 1V

プローブの位相補正による波形の違い

  

正しい波形 過補償(高周波数領域の

利得が上がっている)

補償不足(高周波数領域の

利得が下がっている)

3.5　プローブを位相補正する
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3.6	 ロジックプローブを接続する

	 注　　意
● ロジックプローブ入力の非破壊入力電圧範囲は、701980、701981、701989 で

は± 40V(DC ＋ ACpeak) または 28Vrms、701988 では± 42V(DC ＋ ACpeak) ま
たは 29Vrms です。これらのどちらかでも超える電圧を加えると、ロジックプ
ローブおよび本機器を損傷する恐れがあります。周波数が高いときは、この電
圧以下でも損傷することがあります。周波数によるディレーティングについて
は、各ロジックプローブの取扱説明書をご覧ください。

● 1 つのポートの 8 本の入力ラインはグランド共通です。また、本機器のグラン
ドと各ポートのグランドは共通です。コモン電圧の異なる入力は接続しないで
ください。本機器本体、ロジックプローブまたは接続している機器を損傷する
恐れがあります。

● ロジックプローブのケーブルを本機器に接続するとき、または取り外すときは、
本機器の電源スイッチを OFF にしてください。

ロジック信号入力用ポート
ロジックプローブ (701980/701981/701988/701989) は、リアパネルにあるロジック信号
入力用ポート (POD A、POD B、POD C、および POD D の 4 つのコネクタ ) のどれかに
接続してください。

LOGIC PROBE

A B C D

LOGIC PROBE

A

SB5710SB5310

ロジックプローブについて
ロジックプローブ (701980/701981/701988/701989) は、本機器のロジック信号入力用
ポートに接続するためのプローブです。測定点の接続には、ご使用のプローブに適用し
た接続リードを使用してください。また、接続リードの改造はしないでください。仕様
を満足しなくなることがあります。

1 つのポート当たり 8 本のロジック入力端子があります。スレショルドレベルは、本機器のメ
ニューで選択できます (6.18 節参照 )。
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3.6　ロジックプローブを接続する

本機器で使用する場合のロジック入力仕様
項目 701981 使用時 701980 使用時
最大トグル周波数 *1 250MHz 100MHz
入力点数 32( ロジックプローブ 4 本使用時 ) 701981 に同じ
非破壊入力電圧範囲 *2 ± 40V(DC ＋ ACpeak) または 28Vrms 701981 に同じ
入力レンジ ± 10V ± 40V

最高サンプルレート 2.5GS/s( インタリーブモード OFF)
5GS/s( インタリーブモード ON) 701981 に同じ

スレショルドレベル ± 10V( 設定分解能 0.1V) ± 40V( 設定分解能 0.1V)
スレショルド確度 *1 ± (100mV ＋設定の 3％ ) 701981 に同じ
最小入力電圧 *1 500mVp-p 701981 に同じ
入力インピーダンス 
(Typical 値 )*3

約 10kW、約 9pF 約 1MW、約 10pF

スレショルドレベルのプ
リセット値

CMOS(5V) ＝ 2.5V、CMOS(3.3V) ＝ 1.6V、
CMOS(2.5V) ＝ 1.2V、CMOS(1.8V) ＝ 0.9V、
ECL ＝－ 1.3V

701981 に同じ

*1 基準動作状態 (20.12 節参照 ) でウォームアップ時間経過後
*2 周波数によるディレーティングについては、各ロジックプローブの取扱説明書をご覧ください。
*3 Typical 値は代表的または平均的な値です。その値を保証するものではありません。

項目 701989 使用時 701988 使用時
最大トグル周波数 *1 250MHz 100MHz
入力点数 32( ロジックプローブ 4 本使用時 ) 701989 に同じ
非破壊入力電圧範囲 *2 ± 40V(DC ＋ ACpeak) または 28Vrms ± 42V(DC ＋ ACpeak) また

は 29Vrms
入力レンジ ± 6V( スレショルドレベル中心 ) ± 40V

最高サンプルレート 2.5GS/s( インタリーブモード OFF)
5GS/s( インタリーブモード ON) 701989 に同じ

スレショルドレベル ± 6V( 設定分解能 0.1V) ± 40V( 設定分解能 0.1V)
スレショルド確度 *1 ± (100mV ＋設定の 3％ ) 701989 に同じ
最小入力電圧 *1 300mVp-p 500mVp-p
入力インピーダンス 
(Typical 値 )*3

約 100kW、約 3pF 約 1MW、約 10pF

スレショルドレベルのプ
リセット値

CMOS(5V) ＝ 2.5V、CMOS(3.3V) ＝ 1.6V、
CMOS(2.5V) ＝ 1.2V、CMOS(1.8V) ＝ 0.9V、
ECL ＝－ 1.3V

701989 に同じ

*1 基準動作状態 (20.12 節参照 ) でウォームアップ時間経過後
*2 周波数によるディレーティングについては、各ロジックプローブの取扱説明書をご覧ください。
*3 Typical 値は代表的または平均的な値です。その値を保証するものではありません。

接続手順
ロジックプローブの接続手順については、ロジックプローブに添付されているユーザー
ズマニュアルをご覧ください。
ロジックプローブのケーブルを本機器に接続するとき、または取り外すときは、本機器
の電源スイッチを OFF にしてください。

Note
ロジックプローブを本機器に接続していないときは、ロジックプローブ入力は “Low レベル”
になります。
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3.7	 日付 / 時刻を合わせる

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

FILE UTILITY

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  MISC	>	Date/T�me	の 順にソフトキーを押します。
日時の設定ダイアログボックスが表示されます。

     

3.  D�splayのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
・ ON：画面左上に日付と時刻が表示されます。
・ OFF：日付と時刻が表示されません。
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3.7　日付 / 時刻を合わせる

日付 / 時刻を設定する
SNTP 機能 (16.5 節参照 ) で本機器の日付 / 時刻を設定するのではなく、手作業で設定し
たい場合に、ここで設定します。

・	 日付を設定する

4.  Dateのソフトキーを押します。

5.  Yearのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブを回して、Year を設定します。

7.  同様に、Month、Day を設定します。

8.  ESCを押します。

     

・	 時刻を設定する

4.  T�meのソフトキーを押します。

5.  Hourのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブを回して、Hour を設定します。

7.  同様に、Minute、Second を設定します。

8.  ESCを押します。
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3.7　日付 / 時刻を合わせる

世界標準時との時差を設定する
4.  T�me	D�ff.のソフトキーを押します。

5.  Hourのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブを回して、世界標準時との時差を設定します。

7.  同様に、Minute を設定します。

8.  ESCを押します。

     

有効化にする
9.  Entryのソフトキーを押します。設定した日付 / 時刻 / 時差が有効になります。

Entry のソフトキー を押さないと、設定した内容は無効になります。

解　　説
日付 / 時刻
・	 日付 (Year/Month/Day)
 年は西暦で設定します。

・	 時刻 (Hour/M�nute/Second)
 時刻は 24 時制で設定します。

世界標準時との時差
世界標準時 *( グリニッジ標準時 ) と本機器を使用する地域の時差を設定します。 次の機
能に影響しないように、時差を正しく設定してください。

・ SMTP 機能でのメール送信 (16.4 節 )
・ Web サーバ機能での本機器のモニタ (16.7 節 )

* 世界標準時は、SNTP サーバから取得できます (16.5 節 )。

・	 世界標準時との時差
 － 12 時間 00 分～ 13 時間 00 分の範囲で設定します。
 たとえば、日本の標準時の場合、Time Hour を「9」、Minute を「00」に設定します。

・	 標準時の確認方法
 本機器を使用する地域の標準時を次の方法で確認してください。

・ ご自身の PC(Windows) の「日付・時刻に関する設定」でご確認ください。
・ 右記の URL でご確認ください。http://www.worldtimeserver.com/

Note
・ 本機器は、サマータイムの設定をサポートしていません。サマータイムを設定する場合は、

世界標準時との時差を設定しなおしてください。
・ 日付 / 時刻の設定値は、内蔵のリチウム電池でバックアップされるので、電源を切っても

保持されます。
・ 本機器では、うるう年のデータを持っています。
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第 4章	 基本操作

4.1	 キー / ロータリノブの操作と働き

キー操作
操作キーを押して表示される設定メニューの操作方法
CH1 と CURSOR を押したときの設定メニューを例に説明します。

1.  CH1または	CURSOR	を押します。それぞれ設定メニューが表示されます。

2.  各項目に対応するソフトキーを押します。
メニューの設定操作には、A ～ D のパターンがあります。

A： 対応するソフトキーを押すごとに、選択項目が切り替わります。

B： 対応するソフトキーを押すと、選択メニューが表示されます。
 各選択肢に対応するソフトキーを押すと、選択が確定します。

C： 対応するソフトキーを押して、ロータリノブの対象にします。
 ロータリノブを回して、数値を設定します。
 矢印キーで、桁の移動ができます。
 フロントパネルのテンキーやUSBキーボードから、数値を直接入力できます。

D： 設定メニューが2ページある場合に表示されます。
 対応するソフトキーを押すと、2/2ページの設定メニューが表示され、「Back 2/2」
 に名称が変わります。1/2ページに戻る場合は、再度対応するソフトキーを押します。
 設定メニューが3ページある場合は、
 1ページ　 2ページ　 3ページ　 1ページ 　2ページの順に設定メニューが表示されます。

A

設定メニュー

B

D ロータリノブの対象にな
ると     が      になります。

C (      または　 )

CH1を押したとき CURSORを押したとき

Note
設定メニューが複数ページある場合、電源を OFF にするまでは開いていた設定メニューを記
憶しています。そのため、別のパネルキーを押して画面を切り替えたあと、再度設定メニュー
を開くと、前回設定していたページが表示されます。
本書では、パネルキーを押すと最初の設定メニューが表示される前提で説明しています。
パネルキーを押すと表示される実際の画面と、本書の説明が異なる場合があります。

操作キー上側にある紫色文字の設定メニューの表示方法
本書の説明文では、「SHIFT+ 操作キー名 ( 紫色文字 )」という用語で、次の操作を示して
います。

1.  SHIFTを押します。SHIFT キーが点灯して、シフト状態になります。
操作キー上側にある紫色文字の設定メニューが選択できるようになります。

2.  表示させたい設定メニューの操作キーを押します。
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設定ダイアログボックスの操作方法
1.  キー操作で、設定ダイアログボックスを表示します。

2.  ロータリノブまたは矢印キーを使って、設定したい項目にカーソルを移動します。

3.  SETを押します。
設定する項目によって、SET を押したときの動作に、E ～ G のパターンがあります。

 本書の操作説明では、「ロータリノブ&SET」という用語で、操作 1 ～ 3 を示している
場合があります。

   

E： SETを押すと、選択が確定します。もう１度SETを押すと、選択が解除されます。
F： SETを押すと、ソフトキーのメニューが、関連する設定内容に変わります。

設定ダイアログボックス
ロータリノブや矢印キーを
使って、設定したい項目に
カーソルを移動します。

E

F

設定メニュー / 設定ダイアログボックスの表示を消す方法
 ESCを押します。最前面に表示されている設定メニューまたは設定ダイアログ

ボックスが画面から消えます。

Note
本書の操作説明では、設定メニューや設定ダイアログボックスの消去操作について、記載して
いない場合があります。

4.1　キー / プッシュ式 /ノブの操作と働き
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4.2	 数値 / 文字列を入力する

数値の入力
専用ノブによるダイレクト入力
次に示す専用ノブは、ノブを回すことにより、直接数値を設定できます。

・ POSITION ノブ
・ SCALE ノブ
・ T/DIV ノブ
・ MAG ノブ

  

DECODE
ANALYSIS

ロータリノブによる入力
ソフトキーで設定項目を選んだあと、ロータリノブと矢印キーで数値を変更します。本
書の操作説明では、「ロータリノブ」という用語だけで、この操作を示している場合が
あります。

  

RESET SET

設定値を初期値に戻します。

矢印キー
　左右キー：設定桁を移動します。
　上下キー：設定値を変更します。

ロータリノブ

設定値を
小さくします。

設定値を
大きくします。

ロータリノブで設定
できることを示すマーク

Note
ロータリノブで設定できる項目は、RESET キーを押すと初期値に戻ります。
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文字列の入力
ファイル名やコメントなどは、画面に表示されるキーボードで入力します。ロータリノ
ブ、SET、矢印キーでキーボードを操作して、文字列を入力します。

キーボードの操作方法
1.  ロータリノブを回して、入力したい文字にカーソルを移動します。フロントパネ

ルの矢印キーを使って、カーソルを上下左右方向にも移動できます。

2.  SETを押すと、文字が決定されます。
・ 文字列がすでに入力されている場合は、矢印のソフトキーで入力したい位置にカーソル

を移動します。
・ 数値を入力する場合は、フロントパネルのテンキーも使用できます。
・ 文字の挿入と上書きは、INS のソフトキーで切り替えます。
・ 挿入モードの場合は、カーソルが文字の間に表示されます。
・ 上書きモードの場合は、カーソルが文字と重なって表示されます。

3.  操作 1 ～ 2 を繰り返して、すべての文字を決定します。

4.  Enterのソフトキーか、フロントパネルの  キーを押すと、文字列が確定し、キー
ボードが消えます。

表示されている文字を確定します。

挿入/上書きモードを切り替えます。

入力位置の1つ前の文字を消します。

入力位置の文字を消します。

カーソルを右方向に移動します。

カーソルを左方向に移動します。

Note
・ @ は、連続して 2 個以上入力できません。
・ ファイル名の場合、大文字と小文字の区別はありません。コメントの場合は区別します。

また、MS-DOS の制限により、次のファイル名は使用できません。
 AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、COM1 ～ COM9、LPT1 ～ LPT9

4.2　数値 / 文字列を入力する
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4.3	 USB キーボード /USB マウスで操作する

USB キーボードの接続
USB キーボードを接続し、ファイル名やコメントなどを入力できます。

使用可能なキーボード
USB Human Interface Devices (HID) Class Ver1.1 準拠の次のキーボードが使用可能です。

・ USB キーボードの言語が英語の場合 ： 104 キーボード
・ USB キーボードの言語が日本語の場合 ： 109 キーボード

キーボード言語の変更
18.3 節に従って USB キーボードの言語を設定してください。

Note
・ 使用可能なキーボード以外は、接続しないでください。
・ USB ハブやマウスコネクタが付いている USB キーボードの動作は保証しません。
・ 動作の確認されている USB キーボードは、お買い求め先か、当社 CS センターにお問い合

わせください。

周辺機器接続用 USB コネクタ
USB キーボードは、フロントパネルの周辺機器接続用 USB コネクタに接続します。2 ポー
トあります。

  

ポート1

1 2 3 4

ポート2

ピン番号 信号名
1 VBUS： ＋ 5V
2 D －： － Data
3 D ＋： ＋ Data
4 GND： グランド
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接続方法
本機器に USB キーボードを接続するときは、下図のように USB ケーブルで直接接続し
てください。本機器の電源スイッチの ON/OFF にかかわらず、USB ケーブルは脱着可能
です ( ホットプラグ対応 )。USB ケーブルのタイプ A コネクタを本機器に、タイプ B コ
ネクタをキーボードに接続します。電源スイッチが ON のときには、接続後、約 6 秒後
にキーボードを認識して使用可能になります。

  
USBキーボードUSBケーブルSB5000

Note
・ 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリン

タ、USB ストレージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・ キーボードは複数台接続しないでください。キーボード、マウス、プリンタそれぞれ 1 台

づつ接続が可能です。
・ 複数の USB 機器を続けて抜き差ししないでください。ひとつの USB 機器を抜き差ししてか

ら次の USB 機器を抜き差しするまで、10 秒以上間隔を空けてください。
・ 本機器の電源を投入してからキー操作が可能になるまでの間 ( 約 20 秒～ 30 秒 ) は、USB ケー

ブルを抜かないでください。

ファイル名やコメントなどの入力
本機器の画面上にキーボードが表示されているときに、ファイル名やコメントなどを
USB キーボードから入力できます。

USB キーボードからの数値入力
本機器のメニュー画面上で、 または マークが表示されているものは、USB キーボー
ドから数値を入力できます。

  

対応するソフトキーを押してから、USBキーボードで
数値を入力します。
Enterキーを押すと、入力した数値が画面上に反映されます。

キーボードで入力した数値

4.3　USB キーボード /USB マウスで操作する
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USB マウスからの操作
USB マウスを接続して、本機器のキー操作と同様の操作ができます。また、メニュー画
面の選択したい項目にマウスのポインタを移動して、クリックすると、メニュー画面に
対応したソフトキーを押したり、SET を押したのと同様の操作ができます。

周辺機器接続用 USB コネクタ
USB マウスは、本機器のフロントパネルの周辺機器接続用 USB コネクタに接続します。
周辺機器接続用 USB コネクタの詳細については、4-5 ページをご覧ください。

使用可能な USB マウス
使用可能な USB マウスは、USB HID Class Ver.1.1 対応のマウスです。

Note
動作の確認されている USB マウスについては、お買い求め先か、当社 CS センターにお問い合
わせください。

接続方法
本機器に USB マウスを接続するときは、周辺機器接続用 USB コネクタに接続してくだ
さい。本機器の電源スイッチの ON/OFF にかかわらず、USB マウスのコネクタは抜き差
し可能です ( ホットプラグ対応 )。電源スイッチが ON のときには、接続後、約 6 秒後に
マウスを認識して、ポインタ (  ) が表示されます。

  USBマウスSB5000

Note
・ 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリン

タ、USB ストレージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・ 周辺機器接続用 USB コネクタは 2 つありますが、両方のコネクタにマウスを接続しないで

ください。

4.3　USB キーボード /USB マウスで操作する



4-8 IM 701361-01

USB マウスの操作方法
・	 設定メニューの操作 ( ソフトキーと同様の操作 )
	 設定メニュー上の項目の選択
 設定メニュー上の選択したい項目にポインタを移動して、左クリックします。
 項目選択で、さらに、選択メニューが表示される場合は、選択したい項目の枠内にポ

インタを移動して、左クリックします。
 選択した項目で、ON、OFF などの選択項目が表示される場合は、その項目の枠内に

ポインタを移動して、左クリックします。この操作で項目が切り替わります。
 ロータリノブ &SET(4-3 ページ参照 ) で項目を選択するメニューの場合は、設定した

い項目にポインタを移動して、左クリックします。再度左クリックすると、設定が確
定して、選択ダイアログボックスが閉じます。

   

この枠内で左クリックすると、
クリックするごとに選択される
項目が切り替わります。

この枠内で左クリックすると、
選択メニューが表示されます。
選択したい項目にポインタを
移動して左クリックすると、
選択が確定されます。

・	 ダイアログボックス上でのトグルボックスの項目の選択
 選択したい項目の上にポインタを移動して、左クリックします。選択した項目が選択

状態になります。選択されている項目の上で左クリックすると、非選択になります。
 ダイアログボックスを閉じる場合は、ESC キーを押します。

   

選択したい項目の上にポインタを
移動して、左クリックします。

Note
エラーダイアログボックスを閉じるには、フロントパネルの ESC キーを押します。

4.3　USB キーボード /USB マウスで操作する
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4.4	 設定を初期化 ( イニシャライズ ) する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

イニシャライズを実行する
1.  SETUPを押します。

2.  In�t�al�zeのソフトキーを押します。イニシャライズが実行されます。

     

イニシャライズの実行

イニシャライズの取り消し

イニシャライズを取り消す
3.  Undoのソフトキーを押します。イニシャライズ直前の設定に戻ります。

解　　説
設定した内容を工場出荷時の設定に戻すことができます。それまでの設定を取り消した
いときや、初めから測定をやり直すときなどに便利です。

イニシャライズ
設定を工場出荷時の設定にすることをイニシャライズするといいます。

イニシャライズできない項目
・ 日付 / 時刻の設定
・ 通信に関する設定
・ 日本語 / 英語の言語設定

イニシャライズを取り消す場合
誤ってイニシャライズしたときには、Undo のソフトキーを押すことで、イニシャライ
ズ直前の設定に戻すことができます。電源を OFF にすると、イニシャライズ直前の設定
内容は消えてしまうので、Undo 操作は無効になります。

すべての設定をイニシャライズする場合
RESET キーを押しながら電源スイッチを ON にすると、日付 / 時刻の設定 ( 表示 ON/OFF
は初期化されます ) と内部メモリにストアされた設定データを除くすべての設定が工場
出荷時の設定状態に戻ります。
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4.5	 オートセットアップをする

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

オートセットアップを実行する
1.  SETUPを押します。

2.  Auto	Setupのソフトキーを押します。オートセットアップが実行されます。
オートセットアップが実行されると自動的に信号の取り込みをスタートします。

     

オートセットアップの実行

オートセットアップの取り消し

オートセットアップを取り消す
3.  Undoのソフトキーを押します。オートセットアップ直前の設定に戻ります。
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解　　説
V/div、T/div、トリガレベルなどのキーの設定を、入力信号に適した値に自動的に設定
します。

  

オートセットアップ前 オートセットアップ後

オートセットアップ後の中心位置
オートセットアップ後の中心位置は 0V になります。

対象チャネル
全チャネルを対象にオートセットアップをします。

オートセットアップ前に表示されていた波形
オートセットアップをすると、アクイジションメモリにあるデータは上書きされ、オー
トセットアップ前に表示されていた波形は消去されます。

オートセットアップを取り消す場合
Undo のソフトキーを押すことで、オートセットアップ直前の設定に戻すことができま
す。ただし、電源を OFF にすると、オートセットアップ直前の設定内容は消えてしまう
ので、Undo 操作は無効になります。

オートセットアップが可能な信号
周波数 約 50Hz 以上
入力電圧の絶対値 最大値が約 20mV 以上 ( プローブの減衰比を 1：1 に設定したとき )
種類 繰り返し信号 ( ただし複雑でないもの )

Note
直流成分や周波数が高い成分を含む信号などの場合、オートセットアップ機能が正しく動作し
ないことがあります。

4.5　オートセットアップをする
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オートセットアップ後の設定内容
CH1 〜 CH4 関連
Select INPUT
Position 0div
Coupling DC50W 以外は DC1MW

DC50W は変更しない
BW FULL
Offset 0V
Invert OFF
M1〜M4関連
Display OFF
アクイジション関連
Mode Normal
Hireso OFF
SAMPLING/LENGTH 関連
Interp ON
Repetitive OFF
Interleave OFF
Length 125kW
トリガ関連
Mode Auto
HoldOff Min(20ns)
Delay OFF
Position 50%
Type Edge
Polarity Rise
Coupling DC
Hysteresis 小
HF Rej OFF
Window OFF
アキュムレート関連
Mode OFF
画面表示関連
Mapping Auto
Dot Connect Sine
Intensity 10(Default)
Brightness 8(Default)
ズーム関連
Zoom OFF
Main ON
カーソル関連
Display OFF
波形パラメータ関連
Display OFF
テレコムテスト関連
Display OFF
解析関連
Display OFF
入力信号に依存する項目
CH On/Off ± 7mV 以上の電圧を検知すると ON、検知しなかったら OFF
V/div ± 3.5div を超えない最も高感度のレンジを選択する
Trigger Level Center
Trigger Source 振幅 (Max-Min) が 1div 以上の入力のなかで最も周波数の低い CH
T/Div 振幅が 1div 以上の入力のなかで最も速い周波数が 2 周期以上観測できる

5ms/div 以上の最も速い掃引レンジ
FORM VT Form アクティブな CH 数に応じて 1 ～ 4 分割

4.5　オートセットアップをする
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4.6	 設定情報をストア / リコールする

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  SETUPを押します。

設定情報のストア
2.  Storeのソフトキーを押します。

3.  #1～ #12の内部メモリからストア先を選択します。#6 ～ #12 を選択するときは
Next 1/3、または Next 2/3 のソフトキーを押します。

ストアデータの詳細情報
4.	  Store	Deta�l のソフトキーを押します。Store Detail ダイアログボックスが表示さ

れます。

・	 コメントの入力

5.	  ロータリノブで Comment にカーソルを移動して、SETを押します。キーボード
が表示されます。

6.  4.2 節の操作に従って、コメントを入力し、Enterのソフトキーを押します。

・	 設定情報の上書き禁止

7.	  ロータリノブで Lock にカーソルを移動します。SETを押して、チェックマーク
を入れます。もう一度 SETを押すと、チェックマークが外れます。

ストア

コメントを入力した場合、コメ
ントを反映

ストア済みの内部メモリには、
ストアされた日付を表示

コメントの入力

設定情報の上書きを
禁止するときチェック
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設定情報のリコール
2.  Recallのソフトキーを押します。

3.  #1～ #12の内部メモリからリコールする設定データを選択します。#7 ～ #12 を
選択するときは Next 1/2 のソフトキーを押します。

     

リコール

解　　説
最大 12 個の設定データを内部メモリに保存できます。以前に保存した設定データを読
み込んで、同じ設定にすることもできます。

ストアの対象
ソフトキーメニューやロータリノブで設定した内容、チャネルの ON/OFF の状態をすべ
てストアします。

設定情報のストア
#1 ～ #12 の 12 個の内部メモリにストアできます。
すでに指定した番号の内部メモリにデータがストアされているときは、上書きされて前
の情報は消えます。ただし、ストアデータの詳細メニューでロックされている場合は、
上書きすることはできません。

設定情報のリコール
#1 ～ #12 の 12 個の内部メモリにストアされている設定情報から選択します。
設定情報をストアしたメモリだけを選択できます。

ストアデータの詳細情報
内部メモリにストアしたときの日付が表示されます。
半角英数字で 16 文字までのコメントを入力できます。入力したコメントは、Store/
Recall メニューの内部メモリ番号の下に表示されます。
Lock にチェックマークを付けた内部メモリは、上書き禁止になります。

Note
・ 設定の初期化操作をしても、ストアされた設定情報は消去されません。
・ 信号の取り込み中に設定情報をリコールすると、信号の取り込みを再スタートします。

4.6　設定情報をストア /リコールする
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4.7	 信号の取り込みを START/STOP する

操　　作

  

信号の取り込みの START/STOP
 START/STOPを押します。信号の取り込みがスタート / ストップされます。

 キーが点灯しているときが、信号の取り込み中です。

解　　説
信号の取り込みとインジケータの表示

・ START/STOP が点灯しているときは、信号を取り込み中です。画面左上に ｢Running｣
と表示します。

・ START/STOP が点灯していないときは、信号取り込み停止中です。画面左上に
｢Stopped｣ と表示します。

アクイジションモードがアベレージングモードのときの動作
・ 信号の取り込みをストップするとアベレージング処理を中止します。
・ 信号の取り込みを再びスタートすると、新たにアベレージング処理をスタートします。

アキュムレートを行っているときの START/STOP 操作
取り込みをストップすると、アキュムレートを一時的に中断します。
再スタートすると、今までの波形を消して、アキュムレートをしなおします。

Note
・ トリガモードが Single 以外では、信号の取り込みをスタートすると、それ以前にアクイジ

ションメモリに取り込んだデータは消去されます。
・ 現在表示されている波形を画面に残すスナップショット機能もあります。信号の取り込み

をストップしないで、表示を更新することができます (9.7 節参照 )。
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4.8	 キャリブレーションをする

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

FILE UTILITY

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Cal�brat�onのソフトキーを押します。

3.  Cal	Execのソフトキーを押します。キャリブレーションが実行されます。

4.  オートキャリブレーションを設定する場合は、Auto	Calのソフトキーを押して、
ON または OFF を選択します。

     

キャリブレーションの実行

オートキャリブレーションの設定

解　　説
キャリブレーション
次の項目を校正します。精度のよい測定をしたいときに実行してください。

・ 垂直軸のグランドレベル、ゲイン
・ トリガのスレショルドレベル
・ 等価時間サンプリング時の時間測定値

Note
電源スイッチを ON にしたときには、上記内容のキャリブレーションを実行します。

キャリブレーションをするときの注意
・ 電源 ON 時にキャリブレーションするときは、30 分以上ウォームアップしてから実

行してください。電源 ON 直後では、温度などによりドリフトすることがあります。
・ 5 ～ 40℃ (23 ± 5℃が望ましい ) で、温度が安定しているときに実行してください。
・ キャリブレーションをするときは、信号を入力しないでください。入力信号を印加し

た状態では正常にキャリブレーションが実行できないことがあります。

オートキャリブレーション (Auto	Cal)
電源を ON にしてから、次の時間経過後、T/div を変更して、最初に信号の取り込みを
スタートしたときに自動的にキャリブレーションを行います。

・ 3 分後
・ 10 分後
・ 30 分後
・ 1 時間後、これ以降は 1 時間ごと
信号を入力した状態でキャリブレーションが実行されたときは、信号を入力しない状態
でキャリブレーションし直すことをおすすめします。
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5.1	 シリアルバス信号のオートセットアップをする

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

シリアルバス信号を選択して、オートセットアップを実行する
シリアルバス信号を選択する
1.  SERIAL BUS の SETUPを押します。

BUS SETUP メニューとダイアログボックスが表示されます。

2  ロータリノブ	&	SETで、Setup 1 または Setup 2 タブを選択します。
Setup 1 または Setup 2 のソフトキーを押しても選択できます。

     

3.  ロータリノブ	&	SETで、Type( シリアルバス信号のタイプ ) を FlexRay ～ SPI から
選択します。

     

第 5章	 シリアルバスセットアップ
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4.  ロータリノブ	&	SETで、選択したシリアルバス信号のタイプに合わせて、それぞ
れの項目を設定します。
シリアルバス信号のタイプによって、選択できるソースが異なります。

FlexRay

LIN

I2C SPI

UART

CAN

ソースを選択し
ます。

ソースを選択し
ます。

SDA/SCL のソー
スを選択します。

ソースを選択し
ます。

ソースを選択し
ます。

線式、CS/Clock/
データのソース
を選択します。

オートセットアップを実行する
5.  ロータリノブ	&	SETで、Auto Setup Exec を選択します。

･ シリアルバス信号のオートセットアップが実行されます。Auto Setup Exec が Auto 
Setup Abort に変わります。停止したいときは、この Auto Setup Abort をロータリノ
ブ	&	SETで選択します。

・ オートセットアップを実行すると、トリガ機能と操作 2 で選択しているシリアルバスセッ
トアップ間 (Setup 1 または Setup 2) に自動的にリンクがはられます。

     

Note
シリアルバス信号のタイプに SPI を選択して、CS のソースに None を選択した場合、オートセッ
トアップは実行できません。

オートセットアップを取り消す
6.  Undoのソフトキーを押します。オートセットアップ直前の設定に戻ります。

     

5.1　シリアルバス信号のオートセットアップをする
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オートセットアップ後に設定値を変える
7.  ロータリノブ	&	SETで、各項目を変更します。

シリアルバス信号のタイプによって、変更できる項目が異なります。

FlexRay

LIN

I2C

SPI

UART

CAN

ビットレート / レベル / ヒ
ステリシス / サンプルポイ
ント / バスチャネルを設定
します。

ビットレート / レベル / ヒ
ステリシス / サンプルポイ
ント / レビジョンを設定し
ます。

SDA/SCL のソースのレベ
ル / ヒステリシスを設定
します。

ビットレート / レベル / ヒ
ステリシス / サンプルポイ
ント / 極性 / フォーマット
/ ビットオーダを設定しま
す。

ビットレート / レベル / ヒ
ステリシス / リセッシブ /
サンプルポイントを設定し
ます。

ここをチェックすると、
ビットレートを所定の範囲
で、任意に設定できます。

ここをチェックすると、
ビットレートを所定の範囲
で、任意に設定できます。

CS/Clock/ データのソースの
レベル / ヒステリシス / 極性
を設定します。

線式を3 wireにしたときは、デ
ータソースは1つなので、Data
という項目が1つ表示されま
す。

ビットオーダを設定
します。

ファームウエアバージョン
4.20以降の製品のRevision
メニュー

プルダウンメニューで、
LIN 2.0、LIN 1.3、および
Bothから選択します。

ショートカットで、トリガ / 解析 / 検索機能のメニューに進む
8.  To	SERIAL	BUS	TRIGGER～ To	SEARCHから、さらに詳細に設定する機能のソフ

トキーを押します。
それぞれの機能のメニューが表示されます。各機能の詳細な説明については、後述の解説
に記載されているそれぞれの節をご覧ください。

     

5.1　シリアルバス信号のオートセットアップをする
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トリガ機能とのリンクをはる
トリガ機能と シリアルバスセットアップ間にリンクをはる操作です。

 ロータリノブ	&	SETで、Trigger on を No Link ～ Setup 2 から選択します。
・ No Link を選択すると、 シリアルバスセットアップとのリンクが切れます。
・ Setup 1 または Setup 2 を選択すると、それぞれの設定値 ( または選択肢 ) がトリガの設

定に反映されます。

     

解　　説
FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI の各シリアルバス信号のオートセットアッ
プができます。
オートセットアップを実行して、 シリアルバス信号を認識したときは、入力信号に適し
た値が自動的にトリガ / 解析 / 検索の各機能の設定値に反映されます。

オートセットアップをするときに必要な設定項目
・	 ソース
 オートセットアップを実行する対象信号 * を、シリアルバス信号のタイプに合わせて

選択します。
FlexRay CH1 ～ CH4 から選択します。
CAN CH1 ～ CH4 から選択します。
LIN CH1 ～ CH4 と A0 ～ A7 から選択します。
UART CH1 ～ CH4 と A0 ～ A7 から選択します。
I2C SDA( シリアルデータ ) と SCL( シリアルクロック ) の各ソースを選択します。

Select 欄で Analog を選択したときは、 CH1 ～ CH4 から選択します。
Select 欄で Logic を選択したときは、 A0 ～ A7 から選択します。

SPI CS( チップセレクト )、Clock( クロック )、およびデータの各ソースを選択します。
Select 欄で Analog を選択したときは、 CH1 ～ CH4 から選択します。
Select 欄で Logic を選択したときは、 A0 ～ A7 から選択します。

* ソースとして、 A0 ～ A7 を選択したときは、スレショルドレベルを設定してください。設定
方法については、6.18 節をご覧ください。

 また、ソースとして M1 ～ M4 を選択したときは、オートセットアップは実行できません。

・	 線式
 シリアルバス信号が SPI のときだけ、線式を選択します。

3 wire Data ラインが 1 つ
4 wire Data ラインが 2 つ

オートセットアップの実行
シリアルバス信号を認識したときは、入力信号に適した値が自動的にトリガ / 解析 / 検
索の各機能の設定値 ( または選択肢 ) に反映されます。

・ Setup 1 を選択して、オートセットアップを実行したときは 、 設定したシリアルバス
信号のタイプ / ソースや検出値 ( 次ページ参照 ) が 、 解析 1(WINDOW 1 メニューの
Decode Setup) と 検索 1(ZOOM 1 メニューの Search Setup) の設定に反映されます。
同様に Setup 2 のときは、 解析 2 と検索 2(WINDOW 2 と ZOOM 2 メニューの Decode 
Setup と Search Setup) に反映されます。

 トリガ機能には、 Setup 1 のときは Setup 1 の実行結果が、 Setup 2 のときは Setup 2
の実行結果が反映されます。

 オートセットアップ / トリガ / 解析 / 検索の各機能の設定値 ( または選択肢 ) の共通
化の詳細については、5.2 節をご覧ください。

5.1　シリアルバス信号のオートセットアップをする
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・ ダイアログボックスの最下段にある「Trigger on」のボックスに、実行したオートセッ
トアップ名 (Setup 1 または Setup 2) が表示されます。

・ トリガ機能の詳細については 7 章、解析 / 検索機能の詳細については 11 章の各節を
ご覧ください。

・ シリアルバス信号を認識できないときは、エラーメッセージが表示されます。

・	 オートセットアップ後の中心位置
 オートセットアップ後の中心位置は 0V になります。

・	 オートセットアップ前に表示されていた波形
 オートセットアップをすると、アクイジションメモリにあるデータは上書きされ、オー

トセットアップ前に表示されていた波形は消去されます。

オートセットアップの取り消し
Undo のソフトキーを押すことで、オートセットアップ直前の設定に戻せます。ただし、
電源を OFF にすると、オートセットアップ直前の設定内容は消えてしまうので、Undo
操作は無効です。

初期設定になる項目 / 検出し設定される項目
オートセットアップを実行すると、下表のように初期設定または信号から検出した値に
設定されます。 下表以外の項目は、既存の設定が保持されます。
FlexRay

初期設定になる項目 モード Frame Start
ヒステリシス 0.6div
サンプルポイント 5

検出し設定される項目 ビットレート
ソースのレベル
バスチャネル

CAN
初期設定になる項目 モード SOF

ヒステリシス 0.6div
サンプルポイント 62.5%

検出し設定される項目 ビットレート
ソースのレベル
リセッシブ

LIN
初期設定になる項目 モード Break Synch

ヒステリシス 0.6div
サンプルポイント 50.0%

検出し設定される項目 ビットレート
ソースのレベル
レビジョン

UART
初期設定になる項目 モード Data( データパターンは既存の設定のまま ) 

ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品
では Every Data になります。

ヒステリシス 0.6div
サンプルポイント 50.0%

検出し設定される項目 ビットレート
ソースのレベル
極性

I2C
初期設定になる項目 モード Every Start

ヒステリシス 0.6div
Qualification 対象にしない

検出し設定される項目 SDA/SCL のソースのレベル
SPI

初期設定になる項目 ヒステリシス 0.6div
検出し設定される項目 CS/Clock/ データのソースのレベル

5.1　シリアルバス信号のオートセットアップをする
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オートセットアップが可能な信号
シリアルバス信号で下記の条件を満たしている場合に、オートセットアップが可能です。
電圧 200mV 以上の振幅 ( プローブの減衰比を 1：1 に設定したとき )
ビットレート 1200bps 以上
フレーム数 10 秒間に、少なくとも 5 フレーム以上

Note
・ プローブの減衰比が正しく設定されていないと、正しい測定ができません。オートセット

アップを実行する前にプローブの減衰比をご確認いただき、正しく設定してください。設
定操作については 6.6 節をご覧ください。

・ ソースとして、A0 ～ A7 を選択したときは、スレショルドレベルを超える電圧振幅が必要
です。設定操作については、6.18 節をご覧ください。

オートセットアップ後の設定変更
シリアルバス信号のタイプに合わせて、それぞれの項目を変更できます。設定範囲につ
いては、それぞれの参照先をご覧ください。
FlexRay ソースのビットレート / レベル / ヒステリシス、サンプルポイント、バスチャネル

→ 11.8 節の解説
CAN ソースのビットレート / レベル / ヒステリシス、リセッシブ、サンプルポイント

→ 11.9 節の解説
LIN ソースのビットレート / レベル / ヒステリシス、サンプルポイント、レビジョン

→ 11.10 節の解説
UART ソースのビットレート / レベル / ヒステリシス、サンプルポイント、極性、フォーマット、

ビットオーダ
→ 11.11 節の解説

I2C SDA/SCL のソースのレベル / ヒステリシス
→ 11.12 節の解説

SPI ビットオーダ、CS/Clock/Data のソースのレベル / ヒステリシス / 極性
→ 11.13 節の解説

トリガ / 解析 / 検索機能
トリガ / 解析 / 検索機能の操作説明については、それぞれの参照先をご覧ください。

トリガ 解析 検索
FlexRay 7.6 節 11.8 節 11.19 節
CAN 7.7 節 11.9 節 11.20 節
LIN 7.8 節 11.10 節 11.21 節
UART 7.9 節 11.11 節 11.22 節
I2C 7.10 節 11.12 節 11.23 節
SPI 7.11 節 11.13 節 11.24 節

トリガ機能とのリンク
トリガとオートセットアップ / 解析 / 検索の機能間で設定値 ( または選択肢 ) を共通にす
るには、トリガ機能と オートセットアップ間にリンクをはる必要があります。

・ オートセットアップを実行すると、Setup 1 または Setup 2 のうち、実行したほうの
オートセットアップに自動的にリンクがはられます。

・ No Link を選択してリンクを切ると、トリガと オートセットアップ / 解析 / 検索の機
能間での設定値 ( または選択肢 ) の反映はできません。 

詳細については、 5.2 節をご覧ください。

5.1　シリアルバス信号のオートセットアップをする
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5.2	 シリアルバス信号のトリガ / 解析 / 検索の設定値
の共通化

本機器は、トリガ / 解析 / 検索の各機能の設定値 ( または選択肢、以降、この節では設
定値と略します ) を共通にしています。それぞれの操作メニューで設定すると、他の機
能の同じ設定項目は同じ設定値になります。

オートセットアップ→トリガ / 解析 / 検索
・	 オートセットアップ→解析 /検索
 Setup 1 を選択して、オートセットアップを実行したときは 、 設定したシリアルバス

信号のタイプ / ソースや検出値 (5-5 ページ参照 ) が 、 解析 1(WINDOW 1 メニューの
Decode Setup) と 検索 1(ZOOM 1 メニューの Search Setup) の設定に反映されます。
同様に Setup 2 のときは、 解析 2 と検索 2(WINDOW 2 と ZOOM 2 メニューの Decode 
Setup と Search Setup) に反映されます。

・	 オートセットアップ→トリガ
・ Setup 1 を選択して、オートセットアップを実行したときは 、 設定したシリアル

バス信号のタイプ / ソースや検出値 (5-5 ページ参照 ) が 、トリガ (TRIGGER の
SERIAL BUS メニュー ) の設定に反映されます。同時に Bus Setup ダイアログボッ
クスの最下段にある「Trigger on」のボックスにオートセットアップ名「Setup 1」
が表示されます。同様に Setup 2 のときは Setup 2 のタイプ / 検出値が反映され、

「Trigger on」のボックスにオートセットアップ名「Setup 2」が表示されます。
・ 「Trigger on」のボックスを「Setup 1」にすると、オートセットアップ 1 の設定値

がトリガの設定に反映されます。同様に「Setup 2」にすると、オートセットアッ
プ 2 の設定値がトリガの設定に反映されます。

解析 1
(WINDOW 1 メニューの
Decode Setup)

検索 1
(ZOOM 1 メニューの
Search Setup)

解析 2
(WINDOW 2 メニューの
Decode Setup)

検索 2
(ZOOM 2 メニューの
Search Setup)

トリガ
(TRIGGER の SERIAL 
BUS メニュー )

オートセットアップ 2
(BUS SETUP メニューの

Setup 2)

オートセットアップ 1
(BUS SETUP メニューの

Setup 1)

Bus Setup
ダイアログボックス

解析 / 検索→	オートセットアップ / トリガ
・	 解析 / 検索→オートセットアップ
 解析 1 または検索 1 の設定を変更したときは、変更した設定値がオートセットアップ

1 の設定に反映されます。同様に解析 2 または検索 2 の設定を変更したときは、 オー
トセットアップ 2 の設定に反映されます。

・	 解析 / 検索→トリガ
・ 「Trigger on」のボックスが「Setup 1」になっているとき、解析 1 または検索 1 の

設定を変更すると、変更した設定値がトリガの設定に反映されます。解析 2 また
は検索 2 の設定を変更しても、トリガの設定には反映されません。同様に「Trigger 
on」のボックスが「Setup 2」になっているとき、解析 2 または検索 2 の設定を変
更すると、トリガの設定に反映され、 解析 1 または検索 1 の設定を変更しても、ト
リガの設定には反映されません。

・ 「Trigger on」のボックスが「No Link」になっているとき、 解析 1、2 または検索 1、
2 の設定を変更しても、トリガの設定には反映されません。
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トリガ→オートセットアップ / 解析 / 検索
・ 「Trigger on」のボックスが「Setup 1」になっているとき、トリガの設定を変更すると、

変更した設定値がオートセットアップ 1、解析 1、および検索 1 の設定に反映されま
す。オートセットアップ 2、解析 2、および検索 2 の設定には反映されません。同様
に「Trigger on」のボックスが「Setup 2」になっているとき、トリガの設定を変更す
ると、オートセットアップ 2、解析 2、および検索 2 の設定に反映され、 オートセッ
トアップ 1、解析 1、および検索 1 の設定には反映されません。

・ 「Trigger on」のボックスが「No Link」になっているとき、トリガの設定を変更しても、 
変更した設定値はオートセットアップ / 解析 / 検索のどの設定にも反映されません。

Note
「Trigger on」のボックスが「Setup 1」または「Setup 2」になっていても、シリアルバス信号

FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI 以外のトリガタイプを選択した時点で、「Trigger 
on」のボックスが「No Link」になります。具体的には、次の操作をしたときに「No Link」に
なります。

・ TRIGGER の SERIAL BUS メニューで Serial を選択したとき
・ フロントパネルの EDGE/STATE、WIDTH、または EVENT INTERVAL を押したとき

共通項目
シリアルバス信号のトリガタイプ別の共通項目を下表に示します。
トリガタイプ FlexRay CAN LIN UART I2C SPI
トリガタイプ (Type) 選択したトリガタイプのメニューに変わります。
ソース (Source) ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビットレート (Bitrate) ○ ○ ○ ○ － －
レベル (Level) ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒステリシス (Hys) ○ ○ ○ ○ ○ ○
サンプルポイント (Sample Point) ○ ○ ○ ○ － －
バスチャネル (Select CH) ○ － － － － －
リセッシブ (Recessive) － ○ － － － －
レビジョン (Revision) － － ○ － － －
極性 (Polarity/Active) － － － ○ － ○
フォーマット (Format) － － － ○ － －
ビットオーダ (Bit Order) － － － ○ － ○
パリティ (Parity) － － － ○ － －
線式 (Mode) － － － － － ○

○：共通項目、 －：項目なし

Note
設定データファイルを読み込んだとき、シリアルバスの共通設定項目への反映の方法が、ファー
ムウエアバージョンによって次のように異なります。

・ ファームウエアバージョン 4.20 よりも前の製品で保存したレベル (Level) とヒステリシス
(Hys) の設定値については、解析 1、検索 1、解析 2、および検索 2 のそれぞれの値が 設定デー
タファイルに保存されています。このファイルを 4.20 以降の製品に読み込むと、解析 1 の
値が解析 1 と検索 1 に、解析 2 の値が解析 2 と検索 2 に設定されます。

・ ファームウエアバージョン 4.20 よりも前の製品で保存した下表の設定値については、 解析
2 と検索 2 のそれぞれの値が 設定データファイルに保存されています。このファイルを 4.20
以降の製品に読み込むと、解析 2 の値が解析 2 と検索 2 に設定されます。解析 1 と検索 1
の下表の設定値は、ファームウエアバージョンにかかわらず同じ設定値です。
I2C SDC/SCL のソース
CAN ビットレート、サンプルポイント、リセッシブ、およびソース
LIN ビットレートとソース
SPI モード、ビットオーダ、CS/Clock/Data のソース

5.2　シリアルバス信号のトリガ /解析 / 検索の設定値の共通化
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6.1	 入力波形の表示を ON/OFF する

操　　作

  

表示を ON する
1.  CH1～ CH4から、表示するチャネルキーを押します。キーが点灯し、波形が表

示されます。

 チャネルに関する設定メニューが表示されます。

2  Selectのソフトキーを押して、Input を選択します。

表示を OFF する
1.  CH1～ CH4から、表示を OFF するチャネルキーを押します。

 チャネルに関する設定メニューが表示されます。

2  D�splayのソフトキーを押して、OFF を選択します。

     

解　　説
ON に設定されているチャネルキー (CH1 ～ CH4) が点灯します。
チャネルキーが消灯してる状態で、キーを一度押すと表示が ON になり、キーが点灯し
ます。
チャネルキーが点灯してる状態で、キーを続けて 2 度押すと表示が OFF になり、キーが
消灯します。

Note
・ DISPLAY メニューで、スケール値 (6.12 節 ) や信号のラベル名 (9.6 節 ) を表示することもで

きます。
・ インタリーブモード (8.5 節参照 ) が ON のときは CH2 と CH4 は表示できません。

第 6章	 垂直軸／水平軸
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6.2	 オフセット電圧を設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  ロータリノブで、オフセット値を設定します。

     

オフセット値

INPUTであることを確認
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解　　説
オフセット電圧の設定は、「AC1MW/DC1MW/DC50W/GND」すべての入力カップリング
に対して有効です。
また、アナログ信号入力波形 (Select の設定が Input) に対して設定できます。

オフセット電圧の設定範囲
電圧軸感度 (Probe ＝ 1:1) オフセット電圧設定範囲
2mV/div ～ 50mV/div 時 － 1.0V ～ 1.0V
0.1V/div ～ 0.5V/div 時 － 10.0V ～ 10.0V(DC50W のときは、－ 5.0V ～ 5.0V)
1V/div ～ 5V/div － 100.0V ～ 100.0V

設定分解能は 0.01div です。2mV/div の場合 , 設定分解能は 0.02mV です。

オフセット値のリセット
RESET キーを押すと、オフセット値が 0V になります。

Note
・ プローブの減衰比を変えたときは、変更後の減衰比で換算した電圧に変わります。
・ 電圧軸感度を変えても、オフセット電圧は変わりません。ただし、オフセット電圧が上表

の設定範囲外になるときは、その電圧軸感度の設定範囲の最大値または最小値に設定され
ます。オフセット電圧を設定し直さないで電圧軸感度を元に戻すと、元のオフセット電圧
になります。

6.2　オフセット電圧を設定する
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6.3	 波形の垂直ポジションを設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  POSITION ノブで、垂直ポジションを設定します。
POSITION ノブを押して FINE を点灯させると、細かな設定分解能で設定ができます。

解　　説
移動範囲
波形エリアの中心位置から、± 4div の範囲で移動できます。

設定分解能
0.5div(FINE のときは 0.02div)

垂直ポジションの確認方法
アナログ信号入力波形と演算波形の場合は、波形エリアの左にグランドレベルマークと
垂直ポジションマークが表示されます。

  

500mV/div、Offset：－1V、Position：0div

グランドレベル
マーク
垂直ポジション
マーク

Note
信号取り込み停止後に Position を変更したときに、測定範囲を超えるデータは、オーバーフロー
データとして扱います。オーバーフローデータは、下図のように途中で切れたような波形にな
ることがあります。
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6.4	 入力カップリングを設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Coupl�ngのソフトキーを押します。

3.  設定するカップリングのソフトキーを押して、カップリングを選択します。

     

INPUTであることを確認

Note
本機器のプローブインタフェースに対応したプローブを使っている場合は、自動的に入力カッ
プリングが設定されます。
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解　　説
入力カップリングの選択：Coupling
入力信号を垂直軸回路に結合するときの方式を次の中から選択します。

AC 入力信号の AC 成分だけを取り込み表示
DC 入力信号の DC 成分と AC 成分の全てを取り込み表示 (1MW 入力 ) 

電圧を測定する場合だけ選択可能
GND グランドレベルの確認
DC50 入力信号の DC 成分と AC 成分のすべてを取り込み表示 (50W 入力 )

入力カップリング設定と周波数特性
AC および DC 設定時の周波数特性は次のようになります。
AC に設定したときは、下図に示すように、周波数の低い信号または信号成分は取り込
まないので、ご注意ください。

  
0 dB

－3 dB

－3dB減衰点

減衰量

0 dB
－3 dB

－3dB減衰点

減衰量

AC結合時の－3dB低域減衰点
入力周波数 入力周波数

「AC」のとき 「DC」のとき

	 注　　意
● 1MW 入力の場合の最大入力電圧は、周波数が 1kHz 以下のときに、150Vrms で

す。これを超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数
が 1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

● 50W 入力の場合の最大入力電圧は、5Vrms または 10Vpeak です。これらのどち
らかでも超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。

6.4　入力カップリングを設定する
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6.5	 帯域制限を設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Bandw�dthのソフトキーを押します。

3.  設定したい帯域制限のソフトキーを押して、帯域制限を選択します。
「8M-1MHz」「500-8KHz」を選択した場合は、さらに帯域制限の選択メニューが表示されま

す。ソフトキーを押して帯域制限を選択します。

     

INPUTであることを確認

Note
帯域制限は、チャネルごとに設定します。必要なチャネルすべてについて設定してください。

解　　説
帯域制限の選択：Bandwidth
入力信号から高周波成分を除去できます。
帯域制限したときの周波数特性は、次のようになります。FULL を選択した場合は、最
大の帯域になります。

－3dB

約2MHz
FULL

約8kHz
約16kHz

約32kHz
約62.5kHz

約125kHz
約250kHz

約500kHz
約1MHz 約4MHz

約8MHz
約20MHz

約200MHz

高分解能モードのときは、FULL にしても内部的には 200MHz に制限されます。
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6.6	 プローブの減衰比を設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Probeのソフトキーを押します。

3.  設定するプローブの種類 ( 減衰比 ) のソフトキーを押して、種類 ( 減衰比 ) を設定
します。

     

ロータリノブで、減衰比
を設定できます。

解　　説
使用するプローブの種類に合わせて、チャネルごとに次の中から選びます。

Auto、1：1、10：1、100：1、1000：1、10A：1V、100A：1V
・ 1：1 ～ 1000：1 は、電圧プローブの減衰比を表します。
・ 10A：1V または 100A：1V は、電流プローブの出力電圧レートを表します。
・ Auto を選択すると、プローブインタフェースに対応したプローブが接続されている場合、自

動的にプローブに合せて減衰比を設定します。

プローブの減衰比を選択する操作で、ソフトキーによる選択操作に加えて、ロータリノ
ブで減衰比を選択できます。ロータリノブでは、次の中から選択できます。ロータリノ
ブで選択した減衰比と同じメニューが強調表示されます。

Auto、1：1、2：1、5：1、10：1、20：1、50：1、100：1、200：1、500：1、1000：1、 
1A：1V、10A：1V、100A：1V

Note
プローブの種類を正しく設定しないと、入力信号の電圧値や、スケール値を正しく表示できま
せん。たとえば、10：1 電圧プローブを使用しているのに「1：1」に設定されていると、自動
測定された波形の振幅などは実際の値の 1/10 で表示されます。
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6.7	 電圧感度 (Scale) を設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4、M1～M4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  SCALE ノブで、V/div 値を設定します。
SCALE ノブを押して FINE を点灯させると、細かな設定分解能で設定ができます。

解　　説
V/div の設定
波形を測定しやすいように、波形の表示振幅を調整するのが V/div( 電圧軸感度 ) の設定
です。画面に表示されるグリッドの 1div( ディビジョン ) に対する電圧値を設定します。

Note
・ 信号取り込みストップ中に SCALE ノブを回しても、表示されている波形は変化しません。

変更した V/div 値は、次に再スタートしたときに有効になります。
・ 信号取り込みストップ中に SCALE ノブを回しても、カーソル測定値、波形パラメータの自

動測定値は、測定したときの V/div での値になります。
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6.8	 時間軸 (T/div) を設定する

操　　作

  

 T/DIV ノブで、T/div 値を設定します。

Note
・ 取り込みストップ中に T/DIV ノブを回すと、変更した T/div 値は、画面中央上部に表示され、

再スタートしたときに有効になります。
・ T/div とサンプルレートの関係は、「付録 1　時間軸設定 / サンプルレート / レコード長の関

係」をご覧ください。

解　　説
画面に表示されるグリッドの 1div( ディビジョン ) に対する時間値で設定します。

T/div の設定範囲
500ps/div ～ 50s/div

T/div とロールモード
以下の条件のとき、T/div 設定を 100ms/div ～ 50s/div にするとロールモード表示にな
ります。

・ アクイジションモードが、アベレージ以外
・ トリガモードがオート、オートレベル、シングルのどれか
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6.9	 オートスケーリング機能を使う

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Selectのソフトキーを押して、INPUT または MATH を選択します。

INPUT のとき
3.  Auto	Scale	EXECのソフトキーを押します。

     

MATH のとき
3.  Rang�ngのソフトキーを押して、Auto を選択します。

     

解　　説
チャネルごとにオートスケーリングが設定できます。
Auto Scale EXEC のソフトキーを押してオートスケーリングを実行すると、次のように
設定されます。

V/div 垂直ポジションの位置を変えずに、波形の全振幅が見えるように表示されます。
Offset 入力カップリングが AC のとき 0V

入力カップリングが DC のとき Center ＝ (Max － Min)/2
Trig Level DC オフセット位置
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6.10	 オフセット値をキャンセルする

操　　作

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Offset	Cancelのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
チャネルごとにオフセットキャンセルの ON/OFF が設定できます。初期値は OFF です。

OFF オフセット値を演算や自動測定結果に反映しません。入力信号のオフセット電圧 ( 直流電
圧 ) を差し引かないで、波形を観測します。表示画面の垂直ポジションの位置がオフセッ
ト電圧に相当します。

ON オフセット値を演算や自動測定結果に反映します。各チャネルで設定したオフセット値
を使って、入力信号から不要なオフセット電圧 ( 直流電圧 ) を差し引いて波形を観測でき
ます。垂直ポジションの位置は 0V になります。
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6.11	 波形を反転 ( インバート ) 表示する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4、M1～M4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Invertのソフトキーを押して、ON を選択します。

     

解　　説
反転表示の対象
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 の各波形に対して、個別に反転表示できます。
垂直ポジションを中心に反転表示します。

反転表示時の注意
・ カーソル測定、波形パラメータの自動測定、演算機能は、反転する前の波形に対して

実行されます。
・ 波形を反転表示している場合でも、トリガ機能は、反転表示する前の波形に対して実

行されます。
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6.12	 スケール値表示を ON/OFF する

操　　作

  

1. CH1～ CH4、M1～M4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Scale	Valueのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

スケール値

解　　説
各チャネルの垂直軸や水平軸の上下限値 ( スケール値 ) の表示を ON/OFF できます。

Note
スケール値は、波形エリアの左側に表示されます。波形エリアの左側に表示しきれない場合は、
波形エリアの右側に表示されます。
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6.13	 スキュー調整をする

操　　作

  

1. CH1～ CH4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  ロータリノブで、信号のスキュー補正値を設定します。

     

解　　説
スキュー調整
CH1 ～ CH4 の信号間の時間的ずれ ( スキュー ) を補正して、信号を観測できます。CH1
～ CH4 のチャネルごとに補正できます。

設定範囲 － 80.00 ～ 80.00ns( 初期値：0.00ns)
設定分解能 0.01ns
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6.14	 電流プローブを自動ゼロ補正する

操　　作
プローブインタフェースに対応した電流プローブを接続してください。プロー
ブインタフェースに対応していない場合は、この操作はできません。

  

1.  CH1～ CH4のどれかを押して、プローブインタフェースに対応した電流プロー
ブが接続されているチャネルを選択します。

2.  入力カップリングが DC であることを確認します。

3.  Next	1/2のソフトキーを押します。

4.  Probe	Zero	CAL	Execのソフトキーを押します。電流プローブの自動ゼロ補正が
実行されます。

     

DCであることを
確認

解　　説
電流プローブの自動ゼロ補正
次の条件をすべて満たしているとき、電流プローブの自動ゼロ補正を実行できます。

・ プローブインタフェースに対応した電流プローブ * が本機器の測定入力端子に接続さ
れている。
* 当社の製品 PBC100( 形名：701928) または PBC050( 形名：701929) が対応しています。

・ 入力カップリングの設定が DC である (6.4 節参照 )。

Note
・ 電流プローブの取り扱いについては、ご使用の電流プローブに添付されている取扱説明書

に従ってください。
・ 電流プローブの残留オフセットが大きいと、自動ゼロ補正を実行したとき、エラーになる

場合があります。そのときは、電流プローブの残留オフセットをゼロ調整してください。
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6.15	 ロジック信号の表示を ON/OFF する / 表示順を設
定する

操　　作

  

ロジック信号表示の ON/OFF
・	 ロジック信号エリアの表示

1.  LOGICを押します。キーが点灯します。
画面が上下に二分され、下側にロジック信号エリアが表示されます。

・	 ロジック信号表示のON/OFF( グループ単位 )

2.  Selectのソフトキーを押します。

3.  Group	1～ Group	5から、表示 ON/OFF を設定するグループのソフトキーを押し
ます。

4.  D�splayのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
ON: 表示、OFF：非表示

・	 ロジック信号エリアの非表示

5.  Modeのソフトキーを押して、OFF を選択します。
操作 1 のあと、LOGIC キーを続けて 2 度押しても非表示になります。
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表示順の設定
4.  操作 3 で、グループを選択します。

5.  ロータリノブで、選択したグループの表示順を設定します。
・ メニューの上にある Order の値が表示順を示します。1 が最上位、5 が最下位です。
・ RESET を押すと表示順がリセットされます。Group1 は Order の値が 1、Group 2 は

Order の値が 2、・・・Group 5 は Order の値が 5 になります。

     

解　　説
ロジック信号の表示
・	 ロジック信号エリアの表示
 ロジック信号エリアは、画面が上下に二分され、通常のアナログ波形エリアの下側に

表示されます。

・	 ロジック信号の表示
 グループ単位でロジック信号が表示されます。グループへのロジック信号の配置設定

( グルーピング ) については、6.17 節をご覧ください。

Note
・ ロジック信号 ( ビット ) が配置されていないグループは表示されません。
・ グループに配置されていないロジック信号 ( ビット ) は表示されません。

表示順の設定
ロジック信号エリア内で、5 つのグループの表示順を設定できます。

6.15　ロジック信号の表示をON/OFF する / 表示順を設定する
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6.16	 ロジック信号の表示サイズ / 垂直ポジションを設
定する

操　　作

  

1.  LOGICを押します。

表示サイズの設定
2.  SCALE ノブで、ロジック信号の垂直方向の表示サイズを設定します。

垂直ポジションの設定
2.  POSITION ノブで、ロジック信号の垂直方向の表示位置を設定します。

解　　説
表示サイズの設定
ロジック信号の垂直方向の表示サイズを設定できます。5 段階あります。

   

表示サイズ：最小 表示サイズ：最大

ロジック信号
エリア

垂直ポジションの設定
表示しているロジック信号の最上位にある信号だけ、または最下位にある信号だけを表
示するようになるまで、垂直方向に移動できます。

   

垂直ポジションを最も
上にしているとき

垂直ポジションを最も
下にしているとき

ロジック信号
エリア

ロジック信号
エリア
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6.17	 ロジック信号のバス表示 / ステート表示 / グルー
ピングをする

操　　作

  

1.  LOGICを押します。

2.  6.15 節の操作 2､3 に従って、設定するグループを選択します。

バス表示の設定
3.  Bundleのソフトキーを押します。

4.  Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
ON：バス表示、OFF：ビット表示
ON を選択したときは、次の操作に進みます。

5.  Formatのソフトキーを押して、Hex、Bin、または Sym を選択します。
Hex：16 進表示、Bin：2 進表示、Sym：シンボル表示
Sym を選択すると、 Symbol List メニューが表示されます。操作 6 に進みます。

6.  Symbol	L�stのソフトキーを押します。
Select Symbol ダイアログボックスが表示されます。

7.  ロータリノブ&SETで、シンボルを選択します。



6-21IM 701361-01

垂
直
軸
／
水
平
軸

付

索

ステート表示の設定
3.  Stateのソフトキーを押します。

4.  Selectのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
ON：ステート表示、OFF：ステート表示せず
ON を選択したときは、次の操作に進みます。

5.  Clockのソフトキーを押します。Clock ダイアログボックスが表示されます。

6.  ロータリノブ&SETで、ステート表示するためのクロック信号を選択します。

7.  ESCを押して、前画面に戻ります。

8.  Polar�tyのソフトキーを押して、 、 、または からクロック信号の極性を選
択します。

ESC

選択されているビットにチェックマ
ークが付いています。

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

グルーピングの設定
3.  Mapp�ng のソフトキーを押します。Mapping ダイアログボックスが表示されま

す。

4.  下図の説明に従って、ビットをグループに配置します。
ビットをグループに配置すると、そのグループを示す記号 ( たとえば Group 1 のときは G1)
が、各ビット記号の上に表示されます。

グループ内の配置先の選択、ビット並びの反転、
削除などは、ソフトキーで操作します。

グループに配置するビットの選択は、ロータリノブ & 
SETで操作します。

カーソルを左方向に移動します。

カーソルを右方向に移動します。

カーソルを上方向に移動します。

カーソルを下方向に移動します。

カーソルがある位置のビットを削除します。

すべてのビットを削除します。

MSB/LSBのビット並びを反転します。

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

6.17　ロジック信号のバス表示 /ステート表示 /グルーピングをする
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解　　説
バス表示の設定
グループごとに表示されるロジック信号 ( ビット ) を、バス表示できます。バス表示に
したとき、16 進表示、2 進表示、またはシンボル * 表示にするかの選択ができます。16
進表示するときのビットの扱いについては、下記の「グルーピングの設定」をご覧くだ
さい。

* シンボルとは、X を含んだビット列をシンボリックに表現したものです。作成ツール「Symbol 
Editor」で編集した物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) を、ファイル操作で読み込むことが
できます。

   
・ 16進表示(Hex) ・ シンボル表示(Sym)

・ 2進表示(Bin)

バス表示OFF バス表示ON

ステート表示の設定
入力されているロジック信号を表示するとき、指定したクロック信号の極性の変化点
( エッジ ) で、ロジック信号の状態を捕捉する機能です。次のクロックが発生するまで、
入力されているロジック信号が変化してもその状態を保持します。
・	 クロック信号
 ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選

択できます。
・	 極性
 クロック信号の状態が、どのように変わったときに、ロジック信号の状態を検知し表

示するかを選択できます。
Low から High になったとき
High から Low になったとき
Low から High または High から Low になったとき

   クロック信号

ステート表示

入力信号

ステート表示例
高周波の繰り返しパルス

不確定領域

グルーピングの設定
・ Group 1 ～ Group 5 のグループに、ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0

～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) のロジック信号を配置できます。
・ 配置したロジック信号のうち、Mapping ダイアログボックスの最も LSB 側に近い位

置に配置された信号が LSB です。この LSB のロジック信号から MSB 側に向かって上
位桁になります。16 進法でカウントまたは表示するときは、LSB 側から MSB 側に向
かって 4 ビットずつ区切ります。

   

LSB側MSB側

16進法でカウントまたは表示するときは、LSB側から4ビットずつ区切ります。
最上位桁は、4ビットに満たない場合もあります。

Note
・ 同じビットを同じグループに複数の配置はできません。
・ 1 つのビットを複数のグループに配置できません。他のグループに配置されているビットを、

編集中のグループに配置すると、他のグループからそのビットが削除されます。

     

B5が削除された例

削除したビットよりもLSB側にあるビットが、
1つずつMSB側に移動する。

6.17　ロジック信号のバス表示 /ステート表示 /グルーピングをする
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6.18	 ロジック信号のスレショルドレベルを設定する

操　　作

  

1.  LOGICを押します。

2.  Next	1/2	>	Thresholds		>	Pod	の順にソフトキーを押します。

3.  Pod	A～ Pod	D(SB5310 は Pod	A) から、スレショルドレベルを設定するロジック
信号入力用ポートのソフトキーを押します。

4.  CMOS(5V)～ Userから、スレショルドレベルを選択します。
User を選択したときは、操作 5 に進みます。
User 以外を選択したときは、ここで操作終了です。

     

5. 	 ロータリノブで、スレショルドレベルを設定します。
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解　　説
ロジック信号入力用ポート (Pod A ～ Pod D) ごとに、スレショルドレベルを設定でき
ます。次の中から選択または設定できます。スレショルドレベルで、ロジック信号が
High/Low のどちらの状態 ( 極性 ) かを検知します。

選択肢 スレショルドレベル
CMOS(5V) 2.5V
CMOS(3.3V) 1.6V
CMOS(2.5V) 1.2V
CMOS(1.8V) 0.9V
ECL － 1.3V
User 任意設定

設定可能範囲： ロジックプローブ 701981 使用時は± 10V、ロジックプロー
ブ 701980 使用時は± 40V、

設定分解能： 0.1V

6.18　ロジック信号のスレショルドレベルを設定する
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垂
直
軸
／
水
平
軸

付

索

6.19	 アナログ波形とロジック信号の同時表示フォー
マットを変える、スキュー調整をする

操　　作

  

1.  LOGICを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

アナログ波形とロジック信号の表示比率の変更
3.  Rat�oのソフトキーを押します。

4.  1	:	3(Analog	:	Log�c)～ 3	:	1(Analog	:	Log�c)から、選択する表示比率 ( アナログ波
形エリア：ロジック信号エリア ) のソフトキーを押します。

アナログ波形同時表示の ON/OFF
5.  Analogのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

ON：アナログ波形エリアを同時表示、OFF：アナログ波形エリアを非表示
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スキュー調整
3.  ロータリノブで、ロジック信号のスキュー補正値を設定します。

     

解　　説
アナログ波形とロジック信号の表示比率の変更
アナログ波形エリアとロジック信号エリアの表示比率を、次の中から選択できます。

アナログ波形エリア : ロジック信号エリア
1 : 3
1 : 1( 初期設定 )
3 : 1

アナログ波形同時表示の ON/OFF
初期設定では、アナログ波形エリアとロジック信号エリアが同時表示されています。ロ
ジック信号だけを観測したいときに、アナログ波形エリアを非表示にして、全画面をロ
ジック信号エリアにできます。

スキュー調整
他の信号に対するロジック信号の時間的ずれ ( スキュー ) を補正して、信号を観測でき
ます。ロジック信号一括で補正します。グループごとやビットごとの補正はできません。

設定範囲 － 80.00 ～ 80.00ns( 初期値：0.00ns)
設定分解能 0.01ns

6.19　アナログ波形とロジック信号の同時表示フォーマットを変える、スキュー調整をする
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7.1	 トリガモードを設定する

操　　作

  

1.  TRIG	MODE/HOLD	OFFを押します。

2.  設定するトリガモードのソフトキーを押します。

     

解　　説
オートモード
約 100ms のタイムアウト時間内にトリガ条件が成立すると、トリガ発生ごとに表示波形を更新
します。タイムアウト時間を過ぎてもトリガ条件が成立しないときは、表示波形を自動更新し
ます。表示がロールモードになる時間軸設定のときは、ロールモード表示 (2-6 ページ参照 ) に
なります。
オートレベルモード
タイムアウト時間内にトリガがかかったとき、オートモードと同じ動作で波形を表示します。
タイムアウト時間が過ぎてもトリガがかからなかったときは、トリガソースの振幅の中央値を
検出し、トリガレベルを自動的に中央値に変更してトリガをかけ、表示波形を更新します。オー
トレベルモードは、トリガソースが CH1 ～ CH4 のときだけ有効です。それ以外では、オートモー
ドと同じ動作をします。
表示がロールモードになる時間軸設定のときは、ロールモード表示になります。
ノーマルモード
トリガ条件が成立したときだけ波形の表示を更新します。トリガがかからないときは表示を更
新しません。したがって、トリガがかからないときの波形やグランドレベルを確認したいときは、
オートモードを使用してください。
シングルモード
トリガ条件が成立すると、1 回だけ表示波形を更新し、信号の取り込みをストップします。表
示がロールモードになる時間軸設定領域では、ロールモード表示になります。トリガがかかり、
設定したレコード長のデータの取り込みが終了すると、表示波形が停止します。
Nシングルモード
設定した回数だけ、トリガ条件が成立するたびに信号を取り込んだあと、取り込みをストップ
して、取り込んだ全信号を波形として表示します。

Note
・ トリガモードの設定は、全トリガタイプに共通です。
・ 表示されている信号を取り込んだときのトリガ条件が、画面右下に表示されます。

     

第 7章	 トリガ



7-2 IM 701361-01

7.2	 トリガポジションを設定する

操　　作

  

1.  POSITION/DELAYを押します。
2.  Pos�t�onのソフトキーを押します。
3.  ロータリノブで、トリガポジションを設定します。

     

解　　説
トリガポジション
トリガポジション＝トリガ点＋トリガディレイ ( 遅延時間 )

このトリガポジションを画面のどこに表示するかを設定できます。
トリガディレイが 0s のとき、トリガ点とトリガポジションは一致します。トリガディ
レイの操作説明は、7.3 節をご覧ください。

  

遅延時間

トリガ点

T(トリガポジション)

トリガポジションの設定範囲
表示レコード長 ( 付録 1 参照 ) を 100％とし、0 ～ 100％の範囲で設定できます ( 設定分
解能は 1％ )。

トリガポジションの表示
画面上部のT マークで、トリガポジションの位置を表示しています。

Note
・ 信号の取り込みがストップしている状態で、トリガポジションを変えたときは、信号の取

り込みをスタートして波形を更新するまで設定は無効です。
・ カーソル測定時の時間測定値は、トリガポジションを基準にしているので、トリガポジショ

ンを変えると、測定値は変化します ( ロールモード表示中は除く )。
・ T/div を変えると、トリガポジションを中心に時間軸設定が変わります。
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7.3	 トリガディレイを設定する

操　　作

  

1.  POSITION/DELAYを押します。

2.  Tr�gger	Delayのソフトキーを押して、ON を設定します。

3. 	 	Delay	Typeのソフトキーを押します。

4.  選択するディレイタイプのソフトキーを押します。

     

遅延時間を設定する
By time または First edge after delay を選択した場合は、遅延時間を設定します。

5.  T�meのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブで、遅延時間を設定します。

     

By time
First edge 
after delay
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Count を設定する
Edge Count を選択した場合は、Count を設定します。

7.  Countのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、Count を設定します。

     

ソースを設定する
First edge after delay または Edge Count を選択した場合は、対象ソースを設定します。

9.  Sourceのソフトキーを押します。

10.  設定するチャネルのソフトキーを押します。

     

First edge 
after delay Edge Count

立ち上がり / 立ち下がりを選択する
First edge after delay または Edge Count を選択した場合は、立ち上がり / 立ち下がりを
選択します。

11.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

     

First edge 
after delay Edge Count

7.3　トリガディレイを設定する
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解　　説
通常は、トリガ点の前後の波形を表示しますが、トリガがかかってから所定時間経過後
の波形を観測したい場合は、トリガディレイ ( 遅延時間 ) を設定できます。

ディレイタイプ
ディレイタイプには、次の 3 種類のディレイがあります。

・	 By	t�me
 トリガ成立後、設定時間までディレイします。

・	 F�rst	edge	after	delay
 トリガ成立後、設定時間後の最初の指定エッジまでディレイします。

・	 Edge	Count
 トリガ成立後、指定エッジが指定回数成立するまでディレイします。

遅延時間

トリガ点 トリガポジション

遅延時間

トリガ点 トリガ点
① ② ③

トリガポジション トリガポジション

CH1 CH1

CH2

CH1

CH2

 

By time First edge after delay Edge Count
(トリガエッジ回数が３のときの例)

遅延時間の設定範囲
ディレイタイプ 設定範囲 設定分解能
By time 0 ～ 10s 5ps
First edge after delay 0 ～ 10s 2ns
Edge Count 1 ～ 109 1 ステップ

Note
T/div を変更しても、変更前の遅延時間が保持されます。

7.3　トリガディレイを設定する
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7.4	 ホールドオフ時間を設定する

操　　作

  

1.  TRIG	MODE/HOLD	OFFを押します。

2.  Hold	offのソフトキーを押します。

3.  ロータリノブで、ホールドオフ時間を設定します。

     

解　　説
一度トリガ条件が成立したあと、設定した期間内にトリガ条件が成立しても、トリガが
かからないようにする設定です。繰り返し周期に合わせてトリガをかけたいときなどに
有効です。

  

入力信号

繰り返し周期: T
トリガレベル

トリガソース
信号

t
ホ－ルドオフ時間 t で制限されたトリガ信号(トリガスロ－プを立ち上がりに設定した場合)

ホールドオフ時間の設定範囲
設定範囲は 20ns ～ 10.0000s( 初期値は 20ns) で、設定分解能は 5ns です。

Note
・ 等価時間サンプリングのときは、波形の更新が遅くなることがあります。このときは、ホー

ルドオフ時間を小さく設定してください。
・ ホールドオフ時間の設定を 100ms 以上にするときは、トリガモードをノーマルにしてくだ

さい。
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7.5	 トリガカップリング /HF リジェクション / トリガ
ヒステリシス /Window コンパレータを設定する

操　　作

  

トリガカップリングを設定する
1.  LEVEL/COUPLINGを押します。

2.  CHのソフトキーを押します。

3.  CH1～ CH4、EXTから、選択するチャネルのソフトキーを押します。
EXT を選択した場合は、操作 10 へ進みます。

4.  Coupl�ngのソフトキーを押して、DC または AC を選択します。

     

CH1～CH4のとき

EXTのとき

Note
トリガカップリングの設定は、全トリガタイプに共通です。

HF リジェクションを設定する
5.  HF	Reject�onのソフトキーを押します。

6.  設定する周波数のソフトキーを押します。

     

Note
HF リジェクションの設定は、全トリガタイプに共通です。
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ヒステリシスを設定する
7.  Hysteres�sのソフトキーを押して、 または を選択します。

     

Note
ヒステリシスの設定は、全トリガタイプに共通です。

Window コンパレータを設定する
8.  W�ndowのソフトキーを押して ON にします。

9.  ロータリノブを使って、ウィンドウの中心電圧と電圧幅を設定します。
･ Center/Width のソフトキーを押すと、Center( ウィンドウの中心レベル ) と Width( ウィ

ンドウ幅 ) の設定を切り替えられます。
･ トリガカップリングが DC の場合、ロータリノブの対象を Center にした状態で RESET を

押すと、Center が現在のオフセット電圧値 (6.2 節参照 ) に設定されます。
 トリガカップリングが AC の場合、0V になります。
･ ロータリノブの対象を Width にした状態で RESET を押すと、Width が 1div に相当する

電圧値に設定されます。

Windowの表示

Center
Width

Note
Window コンパレータの設定は、全トリガタイプに共通です。

減衰比を設定する (EXT のとき )
10.  Ga�nのソフトキーを押して、EXT または EXT/10 を選択します。

     

7.5　トリガカップリング /HF リジェクション /トリガヒステリシス /W�ndowコンパレータを設定する
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解　　説
入力チャネル CH1 ～ CH4、および EXT の信号に対して、 トリガカップリング、HF リジェ
クション、トリガヒステリシス、および Window コンパレータの設定ができます。

トリガカップリング
トリガカップリングを選択できます。

AC トリガソース信号から DC 成分を除去したものをトリガ信号にします。
DC トリガソース信号をそのままトリガ信号にします。

Note
トリガソースが EXT のときは、DC に固定です。

HF リジェクション
トリガソース信号から高周波成分 ( 約 15kHz 以上または 20MHz 以上の周波数成分 ) を
除去した信号をトリガ信号にするとき、15kHz または 20MHz にします。

Note
トリガソースが EXT のときは設定できません。

ヒステリシス
トリガレベルに幅を持たせて、小さな変動ではトリガがかからないようにします。

トリガレベルを中心に、約 0.3div* のヒステリシス

トリガレベルを中心に、約 1div* のヒステリシス

* 上記の数値は、おおよその値です。厳密に保証するものではありません。

Window コンパレータ
波形の立ち上がり / 立ち下がり、High/Low で判定していたトリガ条件や Qualify、ステー
ト条件を、設定した範囲 (Window) に入る (IN) か入らないか (OUT) で判定します。
Window コンパレータはチャネルごとに有効 / 無効の設定ができます。トリガソースな
どに設定されたチャネルの Window コンパレータの設定によって、トリガ条件などが変
わります。
たとえば、Edge トリガのソースチャネルで Window コンパレータを有効にすると、ソー
スチャネルの波形が、設定したエリアに入るか入らないかでトリガをかけることができ
ます。

設定項目 設定範囲 分解能
Center 画面中心から± 4div 0.01div
Width Center を中心に± 4div 0.02div

Note
Width のレベルは、表示画面の中心から± 4div を超えて設定できます。ただし、上下どちら
かのレベルが表示画面を超えると、動作が不安定になります。

7.5　トリガカップリング /HF リジェクション /トリガヒステリシス /W�ndowコンパレータを設定する
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7.6	 FlexRay バス信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	FlexRay	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Frame Start ～ Msg/Signal から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Frame Start：7-16 ページの操作 17
・ ID/Data：7-11 ページの操作 5
・ ID/Data OR：7-13 ページの操作 5
・ Error：7-14 ページの操作 5
・ Msg/Signal：7-15 ページの操作 5
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モードが	ID/Data の場合
・	 Ind�cator のトリガ条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Indicator の比較条件を Don't care ～ False から選択します。
Don't care を選択したときは、操作 9 に進みます。

6.  ロータリノブ	&	SETで、Edit を選択します。
Indicator Setup ダイアログボックスが表示されます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Payload preamble ～ Startup frame の 4 つの Indicator
のビットパターンを設定します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

・	 Frame	ID のトリガ条件を設定する

9.  ロータリノブ	&	SETで、Frame ID の比較条件を Don't care ～ Out of Range から
選択します。
Don't care を選択したときは、操作 11 に進みます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。

     
または

入力ボックス

・	 Cycle	Count	のトリガ条件を設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、Cycle Count の比較条件を Don't care ～ Out of Range か
ら選択します。
Don't care を選択したときは、操作 13 に進みます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。

     または

入力ボックス

7.6　FlexRay バス信号でトリガをかける
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・	 Data のトリガ条件を設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択

します。
Don't care を選択したときは、7-16 ページの操作 17 に進みます。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Position と Size を設定します。
操作 13 で、Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 16 に進みます。

15.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

16.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 13 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
Pos�t�on 	S�ze Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ ○ ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal ○ ○ － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range ○ ○ － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない
・ Position：比較開始点
・ Size：比較する Data のデータ長
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

7-16 ページの操作 17 に進みます。
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モードが ID/Data	OR の場合
・	 Data	def�n�t�on のトリガ条件を設定する
 比較するデータ設定のうち、共通項目を設定します。

5.  ロータリノブ	&	SETで、Position( 比較開始点 ) と Size( データ長 ) を設定します。

     

・	 ID/Data	1 〜	ID/Data	4 のトリガ条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 10 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の Setup を選択します。
ID/Data Setup ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Indicator、Frame ID、Cycle Count、および Data のトリ
ガ条件を設定します。
Indicator、Frame ID、Cycle Count、および Data のそれぞれの設定操作については、7-11
～ 7-12 ページをご覧ください。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

10.  ID/Data 2 ～ ID/Data 4 についても、操作 6 ～ 9 に従って設定します。

7-16 ページの操作 17 に進みます。
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モードが Error の場合
・	 検出ソースを選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Source を Single または Dual から選択します。

・	 エラータイプを選択する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を BSS ～ CRC から選択します。
・ すべての Error Type を OR 条件で選択できます。
・ CRC を選択したとき、CRC Calculation の項目が表示されます。

・	 ソースを割り当てる ( 操作 6で、CRC を選択したとき )
 ( 操作 5 で、Single を選択したとき )

7.  ロータリノブ	&	SETで、CRC Calculation の Source を CH A または CH B から選択
します。

 ( 操作 5 で、Dual を選択したとき )

7.  ロータリノブ	&	SETで、CRC Calculation の Source 1 と Source 2 を、それぞれ
CH A または CH B から選択します。

操作 5で、Single を選択したとき 操作 5で、Dual を選択したとき

CRC を選択したときに、
CRC Calculation の項目が表
示されます。

7-16 ページの操作 17 に進みます。
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モードが Msg/Signal の場合
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)
SBL ファイルを本機器に読み込んでから、このモードの操作をしてください。説明中に
ある Message や Signal の ダイアログボックスにある項目は一例として表示しています。

・	 設定するトリガ条件を選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Msg または Signal から選択します。
Signal を選択したときは、操作 9 に進みます。

     

・	 トリガ条件にするMessage を選択する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Message 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。

7.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージボックスを選択します。
Select Message ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージを選択します。
Select Message ダイアログボックスが閉じます。

     

メッセージボックス

・	 トリガ条件にする S�gnal を選択する

9.  ロータリノブ	&	SETで、Signal 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。

10.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルボックスを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが閉じます。

     

シグナルボックス

7.6　FlexRay バス信号でトリガをかける
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12.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、操作 17 に進みます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。
・ 前ページの操作 11 で選択した「シグナル」に単位が設定されている場合は、単位が表

示されます。

     または

入力ボックス

ソースのビットレート / トリガレベル / ヒステリシスを設定する
17.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレートを選択する
18.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 10Mbps ～ 2.5Mbps から選択します。

トリガレベル / ヒステリシスを設定する
 ( モードが Error のときの操作 5 で、Single を選択したとき )

19.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4 から選択します。

20.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

 ( モードが Error のときの操作 5 で、Dual を選択したとき )

19.  ロータリノブ	&	SETで、Source 1 と Source 2 を、それぞれ CH1 ～ CH4 から選択
します。

20.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

     

モードが Error のときの操作 5で、
Single を選択したとき

モードが Error のときの操作 5で、
Dual を選択したとき
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解　　説
FlexRay バス信号でトリガをかける機能です。下図に FlexRay バス信号のフレームフォー
マットを示します。

  
Frame ID

Payload Length

Header
CRC

Cycle
Count Data 0 Data 1 Data 2 Data n CRC CRC CRC

Reserved Bit
Payload Preamble Indicator

Null Frame Indicator
Sync Frame Indicator

Startup Frame Indicator

1 1 1 1 1

11 Bits 7 Bits 11 Bits 6 Bits 0-254 Bytes 24 Bits

Header Segment Payload Segment Trailer Segment

FlexRay Frame 5 + (0-254) + 3 bytes

Header CRC
Covered Area

モード
FlexRay トリガの種類を、Frame Start、ID/Data、ID/Data OR、Error、および Msg/Signal
の 5 つのモードから選択します。

Frame	Start モード
FlexRay バス信号のフレームの開始を検出して、トリガがかかります。

ID/Data モード
Indicator、Frame ID、Cycle Count、および Data の AND 条件でトリガがかかります。

・	 Ind�cator
 4 つの Indicator の状態をトリガ条件として設定できます。

・ 比較条件
 設定したビットパターンと入力信号の Indicator のビットパターンを比較して、選

択した比較条件を満たしたとき、Indicator のトリガ条件が成立したことになりま
す。
Don't care 対象にしない
True 設定したビットパターンと一致したとき
False 設定したビットパターンと一致しないとき

・ ビットパターン
 4 つの Indicator の ビットパターンを 次の中から選択します。

X 対象にしない (Don't care)
0

下記参照
1

 4 つの Indicator が示す情報は、次のとおりです。
Payload	preamble
0 Payload Segment にオプションベクタが存在しない。
1 Payload Segment にネットワーク管理ベクタを含む ( 静的セグメント )。 

Payload Segment にメッセージ ID を含む ( 動的セグメント )。

Null	Frame
0 Payload Segment に無効なデータを含む。
1 Payload Segment に有効なデータを含む。

Sync	Frame
0 そのフレームは同期フレームではない。
1 そのフレームは同期フレームである。

Startup	frame
0 そのフレームは スタートアップフレームではない。
1 その フレームは スタートアップフレームである。

7.6　FlexRay バス信号でトリガをかける
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・	 Frame	ID
 11 ビットの Frame ID の値をトリガ条件として設定できます。
 ・ 比較条件

 判定値と入力信号の Frame ID の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、
Frame ID のトリガ条件 が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

・ 判定値
・ 比較条件が True ～ Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 設定範囲：1 ～ 2047

・	 Cycle	Count
 6 ビットの Cycle Count の値をトリガ条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Cycle Count の値を比較して、選択した比較条件を満たした

とき、Cycle Count のトリガ条件が成立したことになります。比較条件は Frame ID
と同じです。

・ 判定値
・ 設定方法は、 Frame ID と同じです。
・ 設定範囲：0 ～ 63

・	 Data
 Data 0 ～ Data 253 の値をトリガ条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data のトリガ条件 が成立したことになります。比較条件は Frame ID と同じです。
・ 比較開始点：Position
 比較開始点を設定します。たとえば、Payload Segment の Data1 から開始すると

きは、「1」を設定します。
 設定範囲：0 ～ 253 バイト

・ データ長：Size
 Payload Segment の連続した Data を、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 8 バイト

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

    

Size: 4

Data
0

Data
1

Data
3

Data
4

Data
2

Data
6

Data
7

Data
8

Data
5

XX XX 1 2 3 4

比較開始点を5、データ長を4に設定した例

4バイトのうち、下位2バイトに1234を設定した例

Position: 5
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・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、Size と MSB/LSB の設定で決まる
データ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、Size と MSB/LSB の設定
で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。たとえば、4 バイトの Data(12345678：16 進数 ) がバス上を流れるイメー
ジは、下図のようになります。

    

Bigの場合

12 34 56 78

0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

Bit
0

Bit
31

Bit
0

Bit
31

Data 3Data 2Data 1Data 0

Data Field

Littleの場合

78 56 34 12

0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

Data 0Data 1Data 2Data 3

Data Field

・ Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

たとえば、4 バイトのデータ (12345678：16 進数 ) のビット 5 ～ビット 20 の範囲
を比較する場合は、 MSB を 20、LSB を 5 に設定します。この場合、Byte Order の
設定(Big または Little)によって、比較するビットは、下図の網掛けの部分になります。 

 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

    

Bigの場合

0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

Bit
31

Bit
0

Data 3Data 2Data 1Data 0

Littleの場合

0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

Bit
31

Bit
0

Data 0Data 1Data 2Data 3
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ID/Data	OR モード
複数の ID/Data の OR 条件で、 トリガがかかります。4 つまでの ID/Data を設定できます。

・ 各 ID/Data に対して、トリガ条件にする (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。
・ 各 ID/Data のそれぞれのトリガ条件や設定項目は、7-17 ～ 7-19 ページにかけて説明

しているものと同じです。それぞれの説明をご覧ください。

Note
モードに ID/Data OR を選択した場合、トリガ点が同じになる条件を設定してください。トリ
ガ点が異なる条件を混在して設定すると、正しい位置でトリガがかからない場合があります。

Error モード
エラーの発生を検出して、トリガがかかります。

・ 検出ソース
 検出ソースの設定が Dual のとき、FlexRay バス信号の入力先として、Source 1 と

Source 2 の検出ソースを選択できます。Single のときは 1 つです。

・ バスチャネルの割り当て
 それぞれの検出ソースに対して、FlexRay バスの CH A または CH B を割り当てます。

エラータイプが CRC エラーのときに使用されます。

・ エラータイプ
 次の中から、検出するエラータイプを選択できます。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーが 1 つでも検出されると、トリガがかかります。
CRC Header CRC または Frame CRC のエラーを検出したとき
BSS BSS エラーを検出したとき
FES FES エラーを検出したとき

Msg/Signal モード
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Message
や Signal のデータをトリガ条件にするモードです。

* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、FIBEX ファイル (.xml) を変換したものです。ファイ
ルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

 Msg/Signal モードのトリガ条件の設定内容は次のようになります。
Msg	モード

FrameID
比較条件 True 固定
判定値 sbl ファイルから読み込み

その他の条件 対象にしない
S�gnal モード

Indicator 対象にしない
Frame ID

比較条件 True に固定
判定値 sbl ファイルから読み込み

Cycle Count 対象にしない
Data

比較条件 選択した条件
比較開始点 (Position) sbl ファイルから読み込み
データ長 (Size) sbl ファイルから読み込み
判定値 設定値
Byte Order sbl ファイルから読み込み
Bit Order sbl ファイルから読み込み
Sign sbl ファイルから読み込み
MSB/LSB sbl ファイルから読み込み
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ソースのビットレート / トリガレベル / ヒステリシス
ビットレート
FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

トリガレベル
CH1 ～ CH4 ごとに、FlexRay バス信号のトリガレベルを設定できます。
トリガレベルは、、アイドルのレベルと Data_0 のレベルの間に設定してください。これ
により、トリガ回路は Data_1 と Idle を ｢H｣、Data_0 を ｢L｣ と認識できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

  FlexRay信号入力 トリガレベル

トリガヒステリシス

Data_1

Data_0 Data_0

Idle

トリガコンパレータ出力
Data_0

トリガ点
トリガ点は、トリガ条件をすべて満たした直後の BSS の立ち下がり付近です。ただし、
Error モードのトリガで、FlexRay バス信号の Header に CRC エラーがなく、Frame だけ
に CRC エラーがある場合は、FES の立ち上がり付近がトリガ点です。

Frame Startモード 

Header Segment

BSS

BSS: Byte Start Sequence
FES: Frame End SequenceTSS

F
S
S

BSS BSS BSS

Cycle
Count

8 bits1 bit 8 bits 2 bits 8 bits 8 bits
BSS BSS BSS FES

Header CRC Frame CRC

・ FrameにCRCエラーがある場合

ここでトリガ

8 bits 8 bits
BSS BSS FES

Errorモード
・ HeaderにCRCエラーがある場合

・ FESエラーがある場合

ここでトリガ

ここでトリガ

ここでトリガ
約 2 bits

8 bits 8 bits
BSS BSS BSS

・ BSSエラーがある場合

ここでトリガ
約 2 bits

例 00 パターンでエラー 例 00 パターンでエラー

Note
エラートリガの場合、内部サンプリングクロックでサンプリングするので、サンプリングク
ロックの 1 周期分のトリガジッタが発生します。1 周期は設定したビットレートでのビット幅
の 1/8 の時間です。たとえば、5Mbps のときは 25ns のジッタとなります。
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トリガ回路におけるビット化
FlexRay バスからの入力信号は、トリガコンパレータにより 2 値化されたあと、トリガ
回路の内部サンプリングクロックでサンプリングされ、Voting Window 内の多数決フィ
ルタでノイズが除去されます。

1111111111111101110011001 100110011101111111101110011000000000000000000000000000000001000110011101111

トリガコンパレータ出力

Voting Window

Voted データ

内部サンプリングクロック
グリッチ
ノイズ

1 ビットは 8 サンプリングクロック長です。Voted データの BSS の立ち下がりエッジ
でサンプリングカウンタをリセットしています。このカウンタ値が 5 になったときの
Voted データ値がビット値となり、この値を元にトリガ条件を検出します。

00 00 00 000 11 11 1 11 1 11 11 1 11 1 00 00 0 00 0 X 0 11 11 1 11 1 00 00 0 00 0 X1 1

21 43 52 3 32 54 76 18 2 43 5 76 18 2 43 5 21 43 5 76 8 1 1 32 54 6 87 1 1 32 54 6 87 1

TSS FSS BSSn byte BSSn+1

ビットストローブ
ビット値 0 0 1 1 0 1 0

Votedデータ 

サンプリング
カウンタ
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7.7	 CAN バス信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	CAN	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を SOF ～ Msg/Signal から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ SOF：7-28 ページの操作 16
・ Error Frame：7-28 ページの操作 16
・ ID Std/Data：7-24 ページの操作 5
・ ID Ext/Data：7-24 ページの操作 5
・ ID/Data OR：7-26 ページの操作 5
・ Msg/Signal：7-27 ページの操作 5
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モードが ID	Std/Data または ID	Ext/Data の場合
モードが ID Std/Data の場合を例に説明します。ID Ext/Data の場合も同様に設定できま
す。

・	 ID のビットパターンのトリガ条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、比較するビットパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でビットパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     

16進数
2進数

ビットパターンの設定
(16進数)

・	 Frame	Type のトリガ条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Frame Type の比較条件を Don't care ～ Data から選択し
ます。
Don't care または Remote を選択したときは、7-25 ページの操作 11 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、DLC を設定します。

     

・	 Data のトリガ条件を設定する

8.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。

・ Don't care を選択したときは、7-25 ページの操作 11 に進みます。
・ Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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10.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 8 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

・	 ACK のトリガ条件を設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、ACK の状態を Don't care ～ NON ACK or ACK から選択し
ます。
Don't care を選択したときは、トリガ条件になりません。

     

7-28 ページの操作 16 に進みます。

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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モードが ID/Data	OR の場合
	 ID/Data	1 〜	ID/Data	4 のトリガ条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 10 に進みます。

6.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の Setup を選択します。
ID/Data Setup ダイアログボックスが表示されます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Format を Std または Ext から選択します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、ID、Frame Type、Data、および ACK のトリガ条件を設
定します。
ID、Frame Type、Data、および ACK のそれぞれの設定操作については、7-24 ～ 7-25 ペー
ジをご覧ください。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

10.  ID/Data 2 ～ ID/Data 4 についても、操作 5 ～ 9 に従って設定します。

7-28 ページの操作 16 に進みます。

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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モードが Msg/Signal の場合
SBL ファイルを本機器に読み込んでから、このモードの操作をしてください。説明中に
ある Message や Signal の ダイアログボックスにある項目は一例として表示しています。

・	 設定するトリガ条件を選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Msg または Signal から選択します。
Signal を選択したときは、操作 10 に進みます。

     

・	 トリガ条件にするMessage を選択する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Message 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 9 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージボックスを選択します。
Select Message ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージを選択します。
Select Message ダイアログボックスが閉じます。

     

メッセージボックス

9.  Message 2 ～ Message 4 についても、操作 6 ～ 8 に従って選択します。

・	 トリガ条件にする S�gnal を選択する

10.  ロータリノブ	&	SETで、Signal 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 15 に進みます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルボックスを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが閉じます。

     

シグナルボックス

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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13.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、操作 16 に進みます。

14.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。
・ 前ページの操作 12 で選択した「シグナル」に単位が設定されている場合は、単位が表

示されます。

     または

入力ボックス

15.  Signal 2 ～ Signal 4 についても、操作 10 ～ 14 に従って設定します。

ソースのビットレート / サンプルポイント / トリガレベル / ヒステリシス / リセッ
シブ電位を設定する

16.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。
Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイントを設定する
17.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 1Mbps ～ 33.3kbps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲
で Bitrate を設定できます。

18.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

     

トリガレベル / ヒステリシス / リセッシブ電位を設定する
19.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4 から選択します。

20.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

21.  ロータリノブ	&	SETで、Recessive を H または L から選択します。

     

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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解　　説
CAN バス信号でトリガをかける機能です。CAN バス信号のフレームフォーマットにつ
いては、7-33 ページをご覧ください。

モード
CAN トリガの種類を、SOF、Error Frame、ID Std/Data、ID Ext/Data、ID/Data OR、およ
び Msg/Signal の 6 つのモードから選択します。

SOF モード
CAN バス信号のフレームの開始を検出して、トリガがかかります。

SOF：Start of Frame

Error	Frame モード
Error Frame の Error Flag がアクティブエラーフラグのとき、トリガがかかります。

ID	Std/Data モード、ID	Ext/Data モード
ID Std/Data モードは、標準フォーマットの場合の Data Frame や Remote Frame に対して、
トリガをかけるモードです。
ID Ext/Data モードは、 拡張フォーマットの場合の Data Frame や Remote Frame に対して、
トリガをかけるモードです。
ID、Frame Type、Data、および ACK の AND 条件でトリガがかかります。
ID Std/Data モードの設定内容と、 ID Ext/Data モードの設定内容は共通です。

・	 ID
 標準フォーマットの場合 は 11 ビットの、拡張フォーマットの場合は 29 ビットの ID

の ビットパターンを 16 進数または 2 進数で設定します。設定したビットパターンと 
入力信号の ID のビットパターンが一致したとき、 ID のトリガ条件が成立したことに
なります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な
されます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・	 Frame	Type
 Remote Frame と Data Frame をトリガ対象として設定できます。

・ Frame の選択
 CAN バ ス 信 号 フ レ ー ム に は、Remote Frame か Data Frame か を 識 別 す る 

RTR(Remote Transmission Request bit) があります。どちらのフレームをトリガ対
象にするかを選択します。
Don't care Remote Frame と Data Frame の両方がトリガ対象になります。
Remote Remote Frame がトリガ対象になります。
Data Frame Data Frame がトリガ対象になります。

 Don't care または Remote を選択したときは、次項の DLC や Data のトリガ条件は無視され
ます。

・ DLC(Data Length Code)
 Data Field のデータ長を設定します。設定値と入力信号の DLC の値が一致したとき、

DLC のトリガ条件 が成立したことになります。Data Frame を選択したときだけ設
定します。 

 設定範囲：0 ～ 8 バイト
 「0」のときは、次項の Data のトリガ条件は無視されます。

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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・	 Data
	 Data Field の値をトリガ条件として設定できます。Data Frame を選択したときだけ設

定します。
・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data Field の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data のトリガ条件が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

・ データパターン
 DLC で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、DLC と MSB/LSB の設定で決ま
るデータ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、DLC と MSB/LSB の設定
で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。具体例については、7-19 ページをご覧ください。

・ Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

具体例については、7-19 ページをご覧ください。 
 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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・	 ACK
 ACK スロットの状態をトリガ条件として設定できます。選択した状態と入力信号の

ACK スロットの状態が一致したとき、 ACK のトリガ条件が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
NON ACK リセッシブのとき
ACK ドミナントのとき
NON ACK or ACK リセッシブまたはドミナントのとき

ID/Data	OR モード
複数の ID Std/Data の OR 条件、または複数の ID Ext/Data の OR 条件で、トリガがかか
ります。4 つまでの ID Data を設定できます。ID Std/Data の設定内容と、 ID Ext/Data の
設定内容は共通です。

・ 各 ID/Data に対して、トリガ条件にする (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。
・ 各 ID/Data のそれぞれのトリガ条件や設定項目は、7-29 ～ 7-31 ページにかけて説明

しているものと同じです。それぞれの説明をご覧ください。

Note
モードに ID/Data OR を選択した場合、トリガ点が同じになる条件を設定してください。トリ
ガ点が異なる条件を混在して設定すると、正しい位置でトリガがかからない場合があります。

Msg/Signal モード
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Message
や Signal のデータをトリガ条件にするモードです。

* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、CANdb ファイル (.dbc) を変換したものです。ファ
イルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

 Msg/Signal モードのトリガ条件の設定内容は次のようになります。
Msg モード

ID sbl ファイルから読み込み
その他の条件 対象にしない

S�gnal モード
ID sbl ファイルから読み込み
Frame Type Data Frame に固定
Data

比較条件 選択した条件
判定値 設定値
Byte Order sbl ファイルから読み込み
Sign sbl ファイルから読み込み
MSB/LSB sbl ファイルから読み込み

ACK 対象にしない

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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ソースのビットレート / サンプルポイント / トリガレベル / ヒステリシス / リセッ
シブ電位

ビットレート
CAN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
1Mbps、500kbps、250kbps、125kbps、83.3kbps、33.3kbps

User 設定を選択した場合は、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設
定できます。

サンプルポイント
バスレベル ( リセッシブ / ドミナント ) を判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設
定分解能 3.1%) で設定できます。
本機器の CAN バス信号のトリガ回路では、入力された CAN バス信号を内部クロックで
サンプリングして、リセッシブからドミナントへの変化点を検出しています。検出され
た変化点を 0% とし、変化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過
したところを 100% として、サンプルポイントを % で設定します。

1 bit

1 bit

62.5[%]

18.8[%] 90.6[%]
サンプルポイント

サンプルポイントを62.5[%]に設定した場合

入力波形

内部クロック
でサンプリング
された波形

トリガレベル
CH1 ～ CH4 ごとに、CAN バス信号のトリガレベルを設定できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

リセッシブ電位
リセッシブ電位を次の中から選択します。どちらの設定でも論理値は、リセッシブ＝ 1、
ドミナント＝ 0 です。

H リセッシブ電位がドミナント電位より高い
L リセッシブ電位がドミナント電位より低い

7.7　CANバス信号でトリガをかける
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フレームのフォーマットとトリガ点
各フレームのフォーマットとトリガ点は、下図のとおりです。

データフレーム

 

1 11 1 1 1 4 158N (0≦N≦8) 1 1 1

ID 28-18

Arbitration Field Control Field Data Field CRC Field ACK
Data Frame

DLC
3-0 CRC

Sequence
Data

7

EOF

(1) (2) (3) (4) (5)

上記の(1)～(5)は、下記の条件のときのトリガ点です。
(1) モード: SOF
(2) モード: ID X*、 Frame(RTR): Don't care、 ACK: Don't care
(3) モード: ID X*、 Frame(RTR): Data、 Data Field: Don't care、 ACK: Don't care
(4) モード: ID X*,  Frame(RTR): Data、 Data Field: Don't care以外、 ACK: Don't care
(5) ACK: Don't care以外

  * ID X: ID Std/Data, ID Ext/Data, またはID/Data ORのとき

• 標準フォーマット

1 11 1 1 1 4 8N (0≦N≦8) 15 1 1 1 71 1 18

ID 28-18

ACK

Data Frame

ID 17-0 DLC
3-0 CRC

Sequence
EOFData

(1) (2) (3) (4) (5)

• 拡張フォーマット
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リモートフレーム

  

1 11 1 1 1 4 15 1 1 1

ID 28-18

Arbitration Field Control Field CRC Field ACK

Remote Frame

DLC
3-0 CRC

Sequence

7

EOF

(1)' (2)' (3)' (4)'

• 標準フォーマット

1 11 1 1 1 4 15 1 1 1 71 1 18

ID 28-18

ACK

Remote Frame

ID 17-0 DLC
3-0 CRC

Sequence
EOF

(1)' (2)' (3)' (4)'

• 拡張フォーマット
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上記の(1)’～(5)‘は、下記の条件のときのトリガ点です。
(1)’ モード: SOF
(2)’ モード: ID X*、 Frame(RTR): Don't care、 ACK: Don't care
(3)’ モード: ID X*、 Frame(RTR): Remote、 ACK: Don't care
(4)’  ACK: Don't care以外

  * ID X: ID Std/Data, ID Ext/Data, またはID/Data ORのとき

エラーフレーム

  

Error Frame

Data Frame or 
Remote Rrame Error Flag Error Boundary

86 ≦ Error Flag ≦ 12

Recessive

Dominant

モードがError Frameのとき、エラーフラグの
6ビット目がトリガ点になります。
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High	speed	CAN	(ISO11898) と Low	speed	CAN	(ISO11519-2)
CAN の物理層の代表的な規格として、High speed CAN (ISO11898) と Low speed CAN 
(ISO11519-2) があります。
下図のように、High speed CAN/Low speed CAN のどちらの場合でも、2 本のバス
(CAN_High と CAN_Low) の電位差によってバスのレベルを判断します。

  

0
1
2
3
4
5

バ
ス

レ
ベ

ル
[V

]

CAN_High

CAN_Low

Node n
(Max:30)Node 1

High speed CAN (ISO11898)

リセッシブ リセッシブドミナント

CANバスの物理信号

CAN_High

CAN_Low
0
1
2
3
4
5

バ
ス

レ
ベ

ル
[V

]

2.2kΩ

2.2kΩ

CAN_High

CAN_Low

Node n
(Max:20)Node 1

Low speed CAN (ISO11519-2)

リセッシブ リセッシブドミナント

CANバスの物理信号

CAN_Low

CAN_High

120Ω 120Ω

転送レート：1Mbps以下 転送レート：125kbps以下

7.7　CANバス信号でトリガをかける



ト
リ
ガ

付

索
7-35IM 701361-01

7.8	 LIN バス信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	LIN	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Break Synch ～ Error から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Break Synch：7-36 ページの操作 5
・ ID/Data：7-36 ページの操作 6
・ ID/Data OR：7-38 ページの操作 5
・ Error：7-39 ページの操作 5
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モードが Break	Synch の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Break Field のデータ長を 10 ～ 13 ビットから選択します。

     

7-39 ページの操作 11 に進みます。

モードが ID/Data の場合
・	 ID のビットパターンのトリガ条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、比較するビットパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でビットパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     

16進数
2進数

ビットパターンの設定
(16進数)

・	 Data のトリガ条件を設定する

7.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、7-39 ページの操作 11 に進みます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Size( データ長 ) を設定します。
操作 7 で、Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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10.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 7 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
	S�ze Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal ○ － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range ○ － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない

・ Size：比較する Data のデータ長
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    
16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

7-39 ページの操作 11 に進みます。

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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モードが ID/Data	OR の場合
・	 Data	def�n�t�on のトリガ条件を設定する
 比較するデータ設定のうち、共通項目を設定します。

5.  ロータリノブ	&	SETで、Size( データ長 ) を設定します。

     

・	 ID/Data	1 〜	ID/Data	4 のトリガ条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 10 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、ID/Data 1 の Setup を選択します。
ID/Data Setup ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、ID と Data のトリガ条件を設定します。
ID と Data のそれぞれの設定操作については、7-36 ～ 7-37 ページをご覧ください。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

10.  ID/Data 2 ～ ID/Data 4 についても、操作 6 ～ 9 に従って設定します。

7-36 ページの操作 11 に進みます。

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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モードが Error の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を Parity ～ Framing から選択します。

すべての Error Type を OR 条件で選択できます。

6.  Error Type が Checksum、Timeout、または Framing の場合、ロータリノブ	&	SETで、
Size( データ長 ) を設定します。

     

ファームウエアバージョン4.20以降の
製品のダイアログボックス

操作 11 に進みます。

ソースのビットレート / サンプルポイント / レビジョン / トリガレベル / ヒステリ
シスを設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。
Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイント / レビジョンを設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 19200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 20000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Revision を LIN 2.0 または LIN 1.3 から選択します。

     

トリガレベル / ヒステリシスを設定する
15.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4 と A0 ～ A7 から選択します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。
操作 15 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

     

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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解　　説
LIN バス信号でトリガをかける機能です。下図に LIN バス信号のフレームフォーマット
を示します。

  

Frame

Header

Break
Field

Synch
Field

Protected
Identifier

Field

Data 1 Data 2 Data N Checksum

Inter-byte SpacesInter-byte Space

Response

Response Space

モード
LIN トリガの種類を、Break Synch、ID/Data、ID/Data OR、および Error の 4 つのモード
から選択します。

Break	Synch モード
Break Field に続いて Synch Field を検出 (Break Field + Synch Field) したとき、トリガが
かかります。
Break Field のデータ長を次の中から選択します。
10 以上、11 以上、12 以上、13 以上

Note
LIN バスの Frame 途中で、Break Field + Synch Field を検出した場合は、その Frame を
破棄し、次に Protected Identifier Field を検出したときにトリガがかかります。

ID/Data モード
ID と Data の AND 条件でトリガがかかります。

・	 ID
 Protected Identifier Field にある 6 ビットの保護 ID(ID0 ～ ID5) のビットパターンを 16

進数または 2 進数で設定します。設定したビットパターンと 入力信号の ID のビット
パターンが一致したとき、 ID のトリガ条件 が成立したことになります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な
されます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・	 Data
 Data 1 ～ Data 8 の値をトリガ条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data のトリガ条件 が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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・ データ長：Size
 連続した Data を、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 8 バイト

Note
測定対象のバス上のデータ長と設定したデータ長が異なる場合、Checksum フィールドや次の
Break フィールドをデータとして認識し、正しい位置でトリガがかからない場合があります。

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、Size と MSB/LSB の設定で決まる
データ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、DataSize と MSB/LSB の
設定で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。具体例については、7-19 ページをご覧ください。

・ Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

具体例については、7-19 ページをご覧ください。 
 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

ID/Data	OR モード
複数の ID/Data の OR 条件で、 トリガがかかります。4 つまでの ID/Data を設定できます。

・ 各 ID/Data に対して、トリガ条件にする (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。
・ 各 ID/Data のそれぞれのトリガ条件や設定項目は、7-17 ～ 7-19 ページにかけて説明

しているものと同じです。それぞれの説明をご覧ください。

Note
モードに ID/Data OR を選択した場合、トリガ点が同じになる条件を設定してください。トリ
ガ点が異なる条件を混在して設定すると、正しい位置でトリガがかからない場合があります。

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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Error モード
エラーの発生を検出して、トリガがかかります。

・ エラータイプ
 次の中から、検出するエラータイプを選択できます。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーが 1 つでも検出されると、トリガがかかります。
Parity Protected Identifier Field の Parity 計算をして、次の式を満たさないとき、

Protected Identifier Field の Stop Bit の位置でトリガがかかります。
・Even Parity Check：ID0 xor ID1 xor ID2 xor ID4 xor P0 = 0

P0 = ID0 xor ID1 xor ID2 xor ID4
・ODD Parity Check：ID1 xor ID3 xor ID4 xor ID5 xor P1 = 1

P1 = ¬(ID1 xor ID3 xor ID4 xor ID5)
Checksum レビジョン LIN 2.0 の場合 (Enhanced Checksum)

Protected Identifier Field、全 Data Field、および Checksum 値の合計値 *1

が 0xFF でないとき、Checksum Field の Stop Bit の位置でトリガがかかりま
す。ただし、Protected Identifier Field の ID が 0x60 ～ 0x63 の場合は、Classic 
Checksum の演算結果で判定します。

レビジョン LIN 1.3 の場合 (Classic Checksum)
全 Data Field と Checksum 値の演算結果が 0xFF でないとき、Checksum Field
の Stop Bit の位置でトリガがかかります。

Synch Synch Field が 0x55 でないとき、Synch Field の Stop Bit の位置でトリガがかかり
ます。0x55 のときでも、入力信号のビットレートが、設定したビットレート ( 次
項参照 ) に対して－ 5.6% ～ 6.3% 以上ずれているとトリガがかかります。

Timeout 次の 3 つのエラーが 1 つでも検出されると、トリガがかかります。
Slave Not Responding Error、Header Timeout Error、Response Timeout Error

・Slave Not Responding Error
Break 検出のあと、次の式の時間を経過しても Frame が終了していないとき、
経過時点でトリガがかかります。

1.4 × (THeader*2 ＋ TResponse*3)
・Header Timeout Error

Break 検出のあと、次の式の時間を経過しても Header が終了していないとき、
経過時点でトリガがかかります。

1.4 × THeader*2

・Response Timeout Error
Break 検出のあと、次の式の時間を経過しても Response が終了していないとき、
経過時点でトリガがかかります。

1.4 × TResponse*3

Framing 各 Field、Data、および Checksum の Stop Bit の状態が Low レベルであることを
検出したとき、その時点でトリガがかかります。
Frame 途中での Break Field + Synch Field を検出したときも、トリガがかかるこ
とがあります。

*1 255 を超えた場合、キャリーオーバーします。
*2 公称ヘッダ長 THeader ＝ 34 × TBIT*4

*3 公称レスポンス長 TResponse ＝ 10 × (N ＋ 1) × TBIT*4      (N：データ長 )
*4 物理層で定義されている 1 ビットを送信するために必要な公称時間

Note
バス上にデータ長が異なるフレームがある場合、エラータイプに Checksum、 Timeout、また
は Framing を選択すると、正しい位置でトリガがかからない場合があります。

・ データ長：Size
 エラータイプが Checksum、Timeout、または Framing の場合、連続した Data を何

バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 8 バイト

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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ソースのビットレート / サンプルポイント / レビジョン / トリガレベル / ヒステリ
シス

ビットレート
LIN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 20000bps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設定
できます。

サンプルポイント
バスレベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の LIN バス信号のトリガ回路では、入力された LIN バス信号を内部クロックでサ
ンプリングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変
化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

レビジョン
レビジョンを次の中から選択できます。検索の種類が Error モードで、エラータイプに

「Checksum」を選択しているとき、Enhanced Checksum または Classic Checksum のど
ちらのエラーを検知するかを選択します。
LIN 2.0 保護 ID を含む Enhanced Checksum のエラーを検知します。

( ただし、ID=60(0x3c) ～ 63(0x3f) は Classic Checksum のエラーを検知します。)
LIN 1.3 Data Field だけの Classic Checksum のエラーを検知します。

トリガレベル
CH1 ～ CH4 ごとに、 LIN バス信号のトリガレベルを設定できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。

・ ソースが A0 ～ A7 のときのトリガレベルは、 6.18 節で設定したスレショルドレベル
です。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

7.8　LIN バス信号でトリガをかける
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7.9	 UART 信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	UART	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Every Data ～ Error から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Every Data：7-45 ページの操作 10
・ Data：7-45 ページの操作 5
・ Error：7-45 ページの操作 8
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モードが Data の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Size( データ長 ) を設定します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、Bit Order( ビットの読み込み方向 ) を MSB または LSB か
ら選択します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     
16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

操作 10 に進みます。

モードが Error の場合
8.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を Framing または Parity から選択します。

・ すべての Error Type を OR 条件で選択できます。
・ Source タブの Format( 操作 13 の画面参照 ) が 8bit(NonParity) に設定されているときは、

Framing だけが表示されます。

9.  Source タブの Format が 8bit + Parity または 7bit + Parity のとき、 ロータリノブ	
&	SETで、Error Type の Parity を Odd または Even から選択します。

     

SourceタブのFormatが、
8bit(NonParity)に設定されて
いるとき

SourceタブのFormatが、8bit 
+ Parityまたは7bit + Parityに
設定されているとき

操作 10 に進みます。

ソースのビットレート / サンプルポイント / フォーマット / トリガレベル / ヒステ
リシス / 極性を設定する

10.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。
Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイント / フォーマットを設定する
11.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 115200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 200000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Format を 8bit + Parity ～ 8bit(NonParity) から選択します。

     

7.9　UART 信号でトリガをかける
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トリガレベル / ヒステリシス / 極性を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4 と A0 ～ A7 から選択します。

15.  ロータリノブ	&	SETで、Level、Hys、および Polarity を設定します。
操作 14 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

      

解　　説
UART 信号でトリガをかける機能です。下図に UART 信号のデータフォーマット ( 正論
理の例 ) を示します。

  

Data
7 bits (b0 ～ b6)
8 bits (b0 ～ b7)

Parity
Bit

Stop
Bit

Start
Bit

NonParity の場合、
Parity Bit 無し

( 正論理 )

モード
UART トリガの種類を、Every Data、Data、および Error の 3 つのモードから選択します。

Every	Data モード
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)
すべてのデータの Stop Bit の位置でトリガがかかります。

Data モード
データパターンでトリガがかかります。

・ データ長：Size
 連続した Data を、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 バイト

・ 読み込み方向：Bit Order
 設定したデータパターンと入力信号のデータパターンを比較するときに、どちら側か

ら読み込むかを選択します。
MSB MSB 側からデータパターンを読み込みます。
LSB LSB 側からデータパターンを読み込みます。

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で設

定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たして

いると見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

Error モード
エラーの発生を検出して、トリガがかかります。
次の中から、検出するエラータイプを選択できます。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーが 1 つでも検出されると、トリガがかかります。
Framing Stop Bit の論理値が「0」のとき、その時点でトリガ がかかります。
Parity 受信したキャラクタの Parity エラーを検出したとき、Stop Bit の位置でトリガが

かかります。
・Odd、Even のどちらでチェックするかを選択できます。
・Parity Bit 無しの設定にしているときは、エラーは発生しません。

7.9　UART 信号でトリガをかける



ト
リ
ガ

付

索
7-47IM 701361-01

ソースのビットレート / サンプルポイント / フォーマット / トリガレベル / ヒステ
リシス / 極性

ビットレート
UART バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
115200bps、 57600bps、 38400bps、 19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 200000bps の範囲 ( 設定分解能 100bps) で設
定できます。

サンプルポイント
信号レベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の UART 信号のトリガ回路では、入力された UART 信号を内部クロックでサンプ
リングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変化点
からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

フォーマット
フォーマットを次の中から選択できます。
8bit + Parity 8 ビットのデータ＋ Parity Bit
7bit + Parity 7 ビットのデータ＋ Parity Bit
8bit(NonParity) 8 ビットのデータ (Parity Bit 無し )

トリガレベル
CH1 ～ CH4 ごとに、 UART 信号のトリガレベルを設定できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。

・ ソースが A0 ～ A7 のときのトリガレベルは、 6.18 節で設定したスレショルドレベル
です。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

極性
ビットのどちらの状態を論理 1 として認識するかを選択できます。
Pos 正論理
Neg 負論理

トリガ点
すべてのモードすべてのフォーマットで、トリガ条件を満たしたあとの Stop Bit がトリ
ガ点になります。複数のデータを指定しているときは、最後のデータの Stop Bit がトリ
ガ点になります。

  

Data
7 bits (b0 ～ b6)
8 bits (b0 ～ b7)

Parity
Bit

Stop
Bit

Start
Bit

NonParity の場合、
Parity Bit 無し

( 正論理 )

ここでトリガ

7.9　UART 信号でトリガをかける
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7.10	 I2C バス信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	I2C	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Every Start ～ Start Byte/HS Mode から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Every Start：7-51 ページの操作 10
・ ADR & DATA：7-49 ページの操作 5
・ NON  ACK：7-50 ページの操作 5
・ General Call：7-50 ページの操作 6
・ Start Byte/HS Mode：7-50 ページの操作 8
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モードが ADR	&	DATA の場合
・	 Address のトリガ条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Address のタイプを 7bit Address ～ 10bit Address から
選択します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、比較するアドレスパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でアドレスパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

     

16進数
2進数

アドレスパターンの設定
(16進数)

・	 Data のトリガ条件を設定する

7.  ロータリノブ	&	SETで、Mode の ON または OFF を選択します。
ON にするとトリガ条件になります。OFF にするとトリガ条件になりません。
OFF を選択したときは、7-51 ページの操作 10 に進みます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Condition を True または False から選択、Pos Mode を
X または Select から選択、および Position と Size の設定をします。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

7-51 ページの操作 10 に進みます。

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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モードが NON	ACK の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Ignore( 無視する Nack ビット ) を Start Byte ～ Read 

Access から選択します。
チェックした Nack はトリガ条件になりません。チェックしていない Nack のどれかを検出
したとき、トリガ条件が成立したことになります。

     

7-51 ページの操作 10 に進みます。

モードが General	Call の場合
・	 Second	Byte のトリガ条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Second Byte のフォーマットを X ～ 7bit Master Address
から選択します。
X、0000 0100、または 0000 0110 を選択したときは、7-51 ページの操作 10 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、比較するアドレスパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー
でアドレスパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

     
16進数
2進数

アドレスパターンの設定
(16進数)

・	 Data のトリガ条件を設定する
 前ページの操作 7 ～ 9 に従って設定します。

7-51 ページの操作 10 に進みます。

モードが Start	Byte/HS	Mode の場合
8.  ロータリノブ	&	SETで、Type( マスターコード ) を Start Byte または HS Mode か

ら選択します。

     

7-51 ページの操作 10 に進みます。

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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SDA/SCL/Qualification を設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

SDA のソースを設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、SDA( シリアルデータ ) の Source を選択します。

･ 操作 11 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
･ 操作 11 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

SCL のソースを設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、SCL( シリアルクロック ) の Source を選択します。

･ 操作 11 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
･ 操作 11 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

Qualification を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、Logic を AND または OR から選択します。

15.  ロータリノブ	&	SETで、SDA と SCL に選択したソース以外の各信号の状態を H、L、
または X から選択します。
操作 11 で Logic を選択したときは、Qualification を選択して表示されるダイアログボック
スで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで H、L、または X を設定します。設定したあと、

ESCを押して、前画面に戻ります。

トリガレベル / ヒステリシスを設定する
操作 11 で Analog を選択したときだけ、設定します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

17.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

操作11で、Analogを選択したとき 操作11で、Logicを選択したとき

SDAとSCLに選択したソース以外の、A0～A7 の
各信号の状態を選択できます。

SDAとSCLに選択したソース
以外の、CH1～CH4の各信号
の状態を選択できます。

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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解　　説
I2C バス信号でトリガをかける機能です。下図に I2C バス信号のデータフォーマットを示
します。

  ...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット
データバイト

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

モード
I2C トリガの種類を、Every Start、ADR & DATA、NON  ACK、General Call、および Start 
Byte/HS Mode の 5 つのモードから選択します。

Every	Start モード
スタートコンディションを検出すると、SDA 信号の立ち下がりでトリガがかかります。

   
SDA

SCL

スタートコンディション

ここでトリガ

ADR	&	DATA モード
Address と Data が一致すると、SCL 信号の 9 つ目のクロックの立ち下がりでトリガがか
かります。

   
...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

・	 Address
・ アドレスのタイプを 7bit Address、7bit + Sub Address、または 10bit Address から

選択できます。
・ アドレスパターンを 16 進数または 2 進数で設定します。設定したアドレスパター

ンと 入力信号のアドレスパターンが一致したとき、 Address のトリガ条件 が成立
したことになります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると
見なされます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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・	 Data
 データパターンをトリガ条件にする (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。

・ 比較条件
 設定したパターンと入力信号のパターンを比較して、選択した比較条件を満たし

たとき、Data のトリガ条件が成立したことになります。
True パターンが一致したとき
False パターンが一致しないとき

・ 比較開始点：Position
 Pos Mode の設定で、比較開始点を設定した点 (Select)/ 設定にかかわらない (X) か

ら選択できます。Select を選択すると、設定した分のバイト数だけスキップした
次のデータから比較します。

 設定範囲：0 ～ 9999 バイト
・ データ長：Size
 連続したデータを、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 バイト

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・	 設定例
 ここでは、データ列をバイト単位 (16 進 ) で表示し、トリガがかかる位置を示します。

図中で使用する記号は、次のとおりです。

S：スタートコンディション、P：ストップコンディション、網掛け：パターン比較対象

アドレスパターンだけでトリガ
Mode ADR ＆ DATA
Address 7bit address、A4
Data Mode：OFF

    S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

設定したアドレスパターンと一致、ここでトリガ

データパターンだけでトリガ
Mode ADR ＆ DATA
Address 対象外
Data Mode：ON、Condition：True、Size：2 bytes、データパターン：27 と AE

	 <	Pos	Mode：X	>

    
S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2. ここでトリガ
1. Size分の設定したデータパターン(27とAE)と比較、一致

アドレス＋R/Wビット

	 <	Pos	Mode：Select、	Pos�t�on：3	>

    

S 27 FE 57 27 98 99 27 PA4

3. ここでトリガ

アドレス＋R/Wビット

1. 3バイトスキップ

AE

2. Size分の設定したデータパターン(27と
AE)と比較、一致

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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NON	ACK モード
Acknowledge ビットが Nack とき (SDA 信号が H のとき ) にトリガがかかります。
スタートバイト (Start Byte)、HS モードマスターコード (HS Mode)、リードアクセスバ
イト (Read Access) の Acknowledge ビットを対象にするか、対象外 (Ignore) にするかを
選択できます。

   
...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledge (L)
Nack (H)

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

General	Call モード
ゼネラルコールアドレス (0000 0000) で、トリガがかかります。

・	 Second	Byte
 ゼネラルコールアドレスのあとのバイト (Second Byte) のアドレスパターンを、ト

リガ条件にできます。設定したパターンと入力信号のパターンが一致したとき、
Second Byte のトリガ条件が成立したことになります。

X 対象にしない
0000 0100 パターン 0000 0100 (0x04) と一致したとき
0000 0110 パターン 0000 0110 (0x06) と一致したとき
7bit Master Address 任意に設定したパターンと一致したとき

7bit Master Address を設定すると、次項のデータパターン (Data)
をトリガ条件にできます。

・	 Data
 トリガ条件や設定項目は、7-53 ページで説明しているものと同じです。それぞれの

説明をご覧ください。

・	 設定例
 ここでは、データ列をバイト単位 (16 進 ) で表示し、トリガがかかる位置を示します。

図中で使用する記号は、次のとおりです。

S：スタートコンディション、P：ストップコンディション、網掛け：パターン比較対象

ゼネラルコールアドレスだけでトリガ
Mode General Call
Second Byte X

    
S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 P00

2. ここでトリガ

アドレス＋R/Wビット

1. ゼネラルコールアドレスかを判定

Second	Byte のアドレスが「06」のパターンでトリガ
Mode General Call
Second Byte 0000 0110

    
S 06 AE 57 27 FE 98 99 27 P00

3. ここでトリガ

アドレス＋R/Wビット

1. ゼネラルコールアドレスかを判定
2. アドレスパターンが「06」かを判定

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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Second	Byte のアドレスが任意のパターンでトリガ
Mode General Call
Second Byte 7bit Master Address、アドレスパターン：1010 1011 (0xAB)
Data Mode：On、Condition：True、Size：2 bytes、データパターン：27 と AE

	 <	Pos	Mode：X	>

    

S 27AB AE 57 27 FE 98 99 P00

4. ここでトリガ

アドレス＋R/Wビット

1. ゼネラルコールアドレスかを判定
2. アドレスパターン(AB)と比較、一致

3. データパターン(27とAE)と比較、一致

	 <	Pos	Mode：Select、	Pos�t�on：3	>

    

S 27AB AE 57 27 AE 98 99 P00

5. ここでトリガ

アドレス＋R/Wビット

1. ゼネラルコールアドレスかを判定

4. データパターン(27とAE)と比較、一致
3. 3バイト分スキップ

2. アドレスパターン(AB)と比較、一致

Start	Byte/HS	Mode モード
Start Byte か HS Mode のマスタコードで、トリガがかかります。

・	 Start	Byte
 スタートバイト ( パターン：0000 0001) を検出すると、トリガがかかります。

    
...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション
アドレス＋R/Wビット
0 0 0 0 0 0 0 1
( スタートバイト)

・	 HS	Mode
 HS モード ( ハイスピードモード ) のマスタコード ( パターン：0000 1XXX) を検出す

ると、トリガがかかります。

    
...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション
アドレス＋R/Wビット
0 0 0 0 1 x x x

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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・	 設定例
 ここでは、データ列をバイト単位 (16 進 ) で表示し、トリガがかかる位置を示します。

図中で使用する記号は、次のとおりです。

S：スタートコンディション、P：ストップコンディション、網掛け：パターン比較対象

Start	Byte でトリガ
Mode Start Byte/HS Mode
Type Start byte

    
S Sr AE 57 27 FE 98 99 27 P

ここでトリガ
Sr：リスタート

01

SDA/SCL/Qualification
SDA/SCL のソース
SDA( シリアルデータ )/ SCL( シリアルクロック ) のソースを、 CH1 ～ CH4、または A0 ～
A7 から選択できます。

トリガレベル
CH1 ～ CH4 ごとに、 I2C バス信号のトリガレベルを設定できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。

・ ソースが A0 ～ A7 のときのトリガレベルは、 6.18 節で設定したスレショルドレベル
です。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

Qualification と論理
・	 必要条件
 トリガをかけるための必要条件として、SDA と SCL に選択したソース以外の各信号

の状態を H、L、または X から選択します。選択した状態と入力信号の状態が一致し
たとき、必要条件が成立したことになります。

H High レベルのとき
L Low レベルのとき
X 対象にしない (Don't care)

* High か Low かの判定レベルは、 信号が CH1 ～ CH4 のとき、上記で設定したトリガレベルで
す。A0 ～ A7 のときは、6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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・	 論理条件
 上項の必要条件と各モードで設定した I2C バス信号のトリガ条件の、論理条件を選択

できます。論理条件を満たしたとき、トリガがかかります。

AND 必要条件 と I2C バス信号のトリガ条件が、両方成立したとき
OR 必要条件のどれかが成立したときに、I2C バス信号のトリガ条件が成立したとき

   
8 91 1 8 9

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

必要条件不一致
トリガはかからない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

..........

..........

必要条件一致
ここでトリガ

.....

CH3＝L、CH4＝H、Logic＝AND

Note
I2C バス信号のトリガ条件 (SDA 信号 /SCL 信号 ) だけでトリガをかける場合は、次のように設
定します。

・ SDA と SCL に選択したソース以外の各信号の状態：X( トリガソースにしない )
・ 論理：AND

7.10　I2C バス信号でトリガをかける
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7.11	 SPI バス信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	SPI	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

線式 / ビットオーダ / データを設定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

線式 / ビットオーダを選択する
4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を 3 wire または 4 wire から選択、Bit Order を

MSB または LSB から選択します。

データのトリガ条件を設定する
5.  ロータリノブ	&	SETで、Condition を True ま た は False か ら 選 択、 お よ び

Position と Size の設定をします。

6.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
・ Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー

でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

・ 操作 4 で 4 wire を選択したときは、データを 2 つ (Data 1 と Data 2) 設定します。

     

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)
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CS/Clock/ データのソースを設定する
7.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

CS のソースを設定する
9.  ロータリノブ	&	SETで、CS( チップセレクト ) の Source を選択します。

・ 操作 8 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
・ 操作 8 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

10.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。

Clock のソースを設定する
11.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の Source を選択します。

・ 操作 8 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
・ 操作 8 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

12.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

データのソースを設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、Data の Source を選択します。

・ 前ページの操作 4 で 4 wire を選択したときは、Data 1 と Data 2 の 2 つの Source を選択
します。

・ 操作 8 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
・ 操作 8 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

トリガレベル / ヒステリシスを設定する
操作 8 で Analog を選択したときだけ、設定します。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

15.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

操作8でAnalogを選択したとき 操作8でLogicを選択したとき

前ページの操作4で3 wireを選択したときは、データソースは1つなので、
Dataという項目が1つ表示されます。

7.11　SPI バス信号でトリガをかける
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解　　説
SPI バス信号でトリガをかける機能です。下図に SPI バス信号のタイムチャートを示しま
す。

   Clock

0 1 2 3 4 5 6 (Position)

Data 1
または
Data 2

CS 
(Low Active)

線式
次の中から選択できます。
3 wire 1 つの Data ラインのデータパターンを条件にトリガをかけます。
4 wire Data 1 ラインと Data 2 ラインの 2 つのデータパターンを条件にトリガをかけます。

Data 1 と Data 2 それぞれを単独でトリガ条件にすることもできます。

ビットオーダ
データの信号の流れに合わせて、ビットオーダを選択できます。

・ 2 進数でデータパターンを設定するときは、ビットオーダの設定に関係なく、流れる
データの順でパターンを設定します。

・ 16 進数でデータパターンを設定するときは、ビットオーダの設定に従って、流れる
データの順に 4 ビットずつ区切ってパターンを設定します。

MSB MSB からデータの信号が流れているとき
LSB LSB からデータの信号が流れているとき

データ
データパターンをトリガ条件として設定できます。

・ 比較条件
 設定したパターンと入力信号のパターンを比較して、選択した比較条件を満たしたと

き、データのトリガ条件が成立したことになります。
True パターンが一致したとき
False パターンが一致しないとき

・ 比較開始点：Position
 比較開始点を設定します。たとえば CS 信号が Active になった最初のデータから開始

するときは、「0」を設定します。
 設定範囲：0 ～ 9999 バイト

・ データ長：Size
 連続したデータを、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 バイト

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で設

定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な

されます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

7.11　SPI バス信号でトリガをかける
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CS/Clock/ データ
CS( チップセレクト )/ Clock( クロック )/ データを、 CH1 ～ CH4、または A0 ～ A7 から
選択できます。

・	 CS
 CS のレベルがどちらの状態のときに、データを有効 (Active) にするかを選択できます。

H High レベルのとき
L Low レベルのとき

・	 Clock
 Clock のどちらのエッジのタイミングで、データパターンを比較するかを選択できま

す。
立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

トリガレベル
CS/Clock/ データ * が Analog(CH1 ～ CH4) のとき、ソースごとに、トリガレベルを設定
できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

トリガ点
Clock の Polarity の設定によって、次の位置になります。

   
ClockのPolarity：      のときのトリガ点

Clock
Data 1
または
Data 2

ClockのPolarity：      のときのトリガ点

設定例
ここでは、データ列をバイト単位でヘキサ表示し、トリガのかかる位置を示します。
Data 1 のパターン比較対照として A1、Data 2 のパターン比較対照として A2 を選択して
います。

網掛け：パターン比較対象

CS Active：L
Data 1 Condition：True、Position：0、Size：2 bytes、データパターン：A4 と 25
Data 2 Condition：True、Position：6、Size：2 bytes、データパターン：85 と C8

   
11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

A1

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22A2

CS

Data 1と比較、一致

Data 2と比較、一致

0 1 2 3 4 5 6 (Position)

7.11　SPI バス信号でトリガをかける
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7.12	 Serial パターン信号でトリガをかける

操　　作

  

1.  SERIAL	BUSを押します。

2.  Type	>	Ser�al	>	Setupの順にソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

トリガ条件を設定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

Clock の ON/OFF を選択する
4.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の ON または OFF を選択します。

ON または OFF を選択したときの、ビットレート、Clock ソース、CS( ステート条件）、お
よび Latch ソースの設定操作については、7-64 ～ 7-65 ページをご覧ください。
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データパターンを設定する
5.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。

・ Edit を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SET、テンキー、
およびソフトキーでデータパターンを設定します。設定したあと、ESCを押して、前画
面に戻ります。

・ パターンを増やすには、Edit を選択して表示されるダイアログボックスに入る必要があ
ります。

・ 128 ビットまでのパターンを設定できます。128 ビットを超えるデータは消えます。

ソフトキー
Bin Hex 2 進または 16 進を選択します。
← カーソルを左方向に移動します。
→ カーソルを右方向に移動します。
↑ カーソルを上方向に移動します。
↓ カーソルを下方向に移動します。
DEL 入力位置のデータを消します。
INS 挿入 / 上書きモードを切り替えます。

テンキー
0 ～ F 16 進では 0 ～ F を、2 進では 0 または 1 を入力します。
 ( 条件として設定しないときに、X を入力します。)
BS 入力位置よりも 1 つ前のデータを消します。
CLEAR 入力されているすべてのデータを消します。
 消したデータは復帰できません。

カーソルがある位置が入力位置です。

Hex 入力のとき

Bin 入力のとき 挿入位置

データはすべて消えます。
新規に入力してください。

16進数
2進数

データ /Clock/CS/Latch、Bitrate を設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

データのソースを設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、Data の Source を選択します。

・ 操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
・ 操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

7.12　Ser�al パターン信号でトリガをかける
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Clock のソースを設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の ON または OFF を選択します。

･ ON を選択したときは、操作 12 に進みます。
･ OFF を選択したときは、ビットレートを設定します。

･	 ビットレートを設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 1kbps ～ 50Mbps から選択します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

 7-65 ページの操作 20 に進みます。

･	 Clock のソースを設定する

12.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の Source を選択します。
・ 7-63 ページの操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 から選択します。
・ 7-63 ページの操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

CS を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、CS の ON または OFF を選択します。

･ ON を選択したときは、CS( ステート条件 ) を設定します。
･ OFF を選択したときは、7-65 ページの操作 18 に進みます。

･	 ステート条件を設定する

15  ロータリノブ	&	SETで、CS の Setup を選択します。
CS ダイアログボックスが表示されます。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Logic を AND または OR から選択します。

17.  ロータリノブ	&	SETで、比較するステート条件を設定します。
各信号の状態を H、L、または X から選択します。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

7.12　Ser�al パターン信号でトリガをかける
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Latch のソースを設定する
18.  ロータリノブ	&	SETで、Latch の Source を選択します。

・ 7-63 ページの操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4、または X から選択します。
・ 7-63 ページの操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7、または X から選択します。
･ X を選択したときは、操作 20 に進みます。

19.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

     

トリガレベル / ヒステリシスを設定する
7-63 ページの操作 7 で Analog を選択したときだけ、設定します。

20.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

21.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

     

解　　説
Serial パターン信号でトリガをかける機能です。

データ /Clock/CS/Latch のソース
データ /Clock/CS/Latch のソースを、 CH1 ～ CH4、または A0 ～ A7 から選択できます。

Clock
･	 Clock の ON/OFF
 選択した Clock ソースに同期して、データソースをサンプリングするかどうかを選択

できます。
ON Clock ソースに同期してサンプリングする。
OFF Clock ソースに同期しない。

・	 サンプリングのタイミング
 Clock ソースのどちらのエッジのタイミングで、データパターンをサンプリングする

かを選択できます。
立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

データパターン
データパターンをトリガ条件として設定できます。設定したパターンとサンプリングし
たデータソースのパターンを比較して一致したとき、データパターンのトリガ条件が成
立したことになります。
･ 128 ビットまでのパターンを設定できます。16 進数または 2 進数で設定します。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしている
と見なされます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

7.12　Ser�al パターン信号でトリガをかける
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ビットレート
Clock が OFF のときは、設定したビットレートでデータソースをサンプリングします。
設定範囲：1kbps ～ 50Mbps( 設定分解能 1kbps)

CS
Clock を ON にしたとき、データソースを認識する期間を CS( ステート条件 ) で制御でき
ます。
ON ステート条件を満たしているとき、認識する。
OFF 常に認識する。

･	 ステート条件
 各信号の状態を H、L、または X から選択します。選択した状態と入力信号の状態が

下記の論理条件を満たしているとき、ステート条件が成立したことになります。
H High レベルのとき
L Low レベルのとき
X 対象にしない (Don't care)
* High か Low かの判定レベルは、 信号が CH1 ～ CH4 のとき、下記で設定したトリガレベルで

す。A0 ～ A7 のときは、6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

･	 論理条件
 ステート条件の論理条件を選択できます。論理条件を満たしたとき、ステート条件が

成立したことになります。
AND すべての信号の状態が一致したとき
OR どれか 1 つでも信号の状態が一致したとき

Latch
Clock を ON にしたとき、サンプリングしたデータソースのパターンと、トリガ条件と
して設定したパターンを比較するタイミングを指定できます。ソースとして、X を選択
すると、クロックごとに比較します。
Latch ソースのどちらのエッジのタイミングで、データパターンを比較するかを選択で
きます。

立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

トリガレベル
データ /Clock/CS/Latch のソース * が Analog(CH1 ～ CH4) のとき、ソースごとに、トリ
ガレベルを設定できます。

・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき
の設定分解能は 0.02mV です。

・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ
ともできます。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

ヒステリシス
7.5 節をご覧ください。

設定例

   

Clock

Data

CS

Latch

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Dataの認識

ラッチ信号は、比較するタイミングを指定します。

トリガがかかる
ポイント

7.12　Ser�al パターン信号でトリガをかける
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7.13	 エッジトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを選択する
1.  EDGE/STATEを押します。

2.  Edgeまたは Log�c	Edgeのソフトキーを押します。
・ Edge を選択したときは、操作 3 に進みます。
・ Logic Edge を選択したときは、7-69 ページの操作 3 に進みます。

     

トリガソースがCH1～CH4またはEXTで、Windows
コンパレータがOFFのときは、ここで、ロータリノブ
を回してトリガレベルを設定できます。

CH1 ～ CH4、EXT、または LINE で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
3.  SOURCEを押します。

4.  トリガソースにする信号のソフトキーを押します。
外部信号でトリガをかけるときは EXT を、本機器の電源信号 ( 商用電源 ) でトリガをかける
ときは LINE を選択してください。

・ 外部信号 EXT でトリガをかけるときは、次の設定が必要です。
 トリガレベル / トリガスロープ / プローブの減衰比 / ホールドオフ時間 /Window コンパ

レータ ( 必要に応じて )
・ 本機器の電源信号 LINE でトリガをかけるときは、次の設定が必要です。

ホールドオフ時間

     



7-68 IM 701361-01

トリガスロープを選択する ( トリガソースが CH1 ～ CH4、EXT のとき )
5.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

トリガソースに、Window コンパレータが設定されている信号を指定している場合は、
Enter または Exit を選択します。

     

Windowコンパレータ：OFF Windowコンパレータ：ON

トリガレベルを設定する ( トリガソースが CH1 ～ CH4、EXT のとき )
6.  LEVEL/COUPLINGを押します。

7.  ロータリノブで、トリガレベルを設定します。
Window コンパレータが ON のときは、ウィンドウの中心位置の設定になります。

     

トリガレベル

減衰比を選択する ( トリガソースが EXT のとき )
8.  CH	>	EXTの順にソフトキーを押します。

9.  Ga�nのソフトキーを押して、EXT または EXT/10 を選択します。

     

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する ( トリガソースが CH1 ～ CH4 のとき )
10.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
11.  7.4 節の説明に従って、設定します。

7.13　エッジトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7 で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
3.  SOURCEを押します。

4.  Sourceのソフトキーを押します。

5.  ロータリノブ&SETで、トリガソースにするロジック信号を選択します。

6.  ESCを押して、前画面に戻ります。

極性を選択する
7.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

     

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

ESC

選択されているビットにチェックマークが付いています。

解　　説
入力信号のレベルがトリガレベルを横切ったときにトリガをかける機能です。

CH1 ～ CH4、EXT、または LINE
トリガソース
CH1 ～ CH4、EXT、および LINE から選択できます。

外部信号
リアパネルの TRIG IN 端子から入力する外部信号をトリガソースにする場合は、トリガ
ソースを EXT に設定します。

商用電源
本機器の電源である商用電源でトリガをかける場合は、トリガソースを LINE に設定し
ます。

トリガスロープ
トリガソースに設定した信号が、トリガレベルをどのように横切ったときにトリガをか
けるかを選択できます。

トリガレベル以下から以上になったときにトリガ ( 立ち上がり )
トリガレベル以上から以下になったときにトリガ ( 立ち下がり )

Enter トリガソースのレベルが設定した電圧幅に入ったときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

Exit トリガソースのレベルが設定した電圧幅から出たときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

7.13　エッジトリガをかける
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トリガレベル
・ 設定範囲は画面内 8div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のとき

の設定分解能は 0.02mV です。
・ RESET キーを押すことで、トリガレベルを現在のオフセット電圧値にリセットするこ

ともできます。

Logic	A0 ～ D7
トリガソース
ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択
できます。

極性
トリガソースに指定した信号が、High/Low のどちらの極性になったときにトリガをか
けるかを選択できます。あらかじめ設定したスレショルドレベル (6.18 節参照 ) で、ト
リガソースの High/Low の極性を検知します。

Low から High になったとき
High から Low になったとき

7.13　エッジトリガをかける
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7.14	 条件付エッジトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを設定する
1.  EDGE/STATEを押します。

2.  Edge	(Qual�f�ed)または Log�c	Edge	(Qual�f�ed)のソフトキーを押します。
・ Edge (Qualified) を選択したときは、操作 3 に進みます。
・ Logic Edge (Qualified) を選択したときは、7-73 ページの操作 3 に進みます。

     

CH1 ～ CH4、または EXT で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
3.  SOURCEを押します。

4.  Sourceのソフトキーを押します。

5.  トリガソースにする信号のソフトキーを押します。
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トリガスロープを選択する
6.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

トリガソースに、Window コンパレータが設定されている信号を指定している場合は、
Enter または Exit を選択します。

     

Windowコンパレータ：OFF Windowコンパレータ：ON

Qualification を設定する
7.  設定するチャネルのソフトキーを押して、H、L、または X を選択します。

Window コンパレータが ON の信号は、IN、OUT、または X を選択します。

     

ロジックを選択する
8.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

トリガレベルを設定する
9.  LEVEL/COUPLINGを押します。

10.  ロータリノブで、トリガレベルを設定します。
Window コンパレータが ON のときは、ウィンドウの中心位置の設定になります。

     

トリガレベル

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する ( トリガソースが CH1 ～ CH4 のとき )
11.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
12.  7.4 節の説明に従って、設定します。

7.14　条件付エッジトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7 で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
3.  SOURCEを押します。
4.  Sourceのソフトキーを押します。
5.  ロータリノブ&SETで、トリガソースにするロジック信号を選択します。
6.  ESCを押して、前画面に戻ります。

タイミングを選択する
7.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

     

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

ESC

選択されているビットにチェックマークが付いています。

Qualification を設定する
・	 パターンを設定する

8.  Patternのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブ&SETで、各ビットに H、L、または X を選択します。
ソフトキーでも選択できます。ソフトキーには、全ビットを一括して X に設定する ALL 
X(Don't care) のソフトキーがあります。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 ロジックを選択する

11.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

ESC

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

7.14　条件付エッジトリガをかける
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解　　説
入力信号のレベルが、設定した Qualification を満たしているときに、単一のトリガソー
スのエッジでトリガをかける機能です。

CH1 ～ CH4、または EXT
トリガソース
CH1 ～ CH4、および EXT から選択できます。

外部信号でトリガをかける
リアパネルの TRIG IN 端子から入力する外部信号をトリガソースにする場合は、トリガ
ソースを EXT に設定します。

トリガスロープ
トリガソースに設定した信号が、トリガレベルをどのように横切ったときにトリガをか
けるかを選択できます。

トリガレベル以下から以上になったときにトリガ ( 立ち上がり )
トリガレベル以上から以下になったときにトリガ ( 立ち下がり )

Enter トリガソースのレベルが設定した電圧幅に入ったときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

Exit トリガソースのレベルが設定した電圧幅から出たときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

Qualification
トリガを有効にする各信号の状態を、H、L または X で設定します。
H High レベルのとき
L Low レベルのとき
IN 信号のレベルが設定した電圧幅内のとき

(Window コンパレータが ON のとき )
OUT 信号のレベルが設定した電圧幅外のとき

(Window コンパレータが ON のとき )
X 対象にしない (Don't care)

ロジック
各信号の状態の AND または OR のどちらを条件にするかを選択します。
AND 設定した各信号の状態にすべて一致したとき
OR 設定した信号の状態にどれか 1 つでも一致したとき

トリガレベル
エッジトリガと同じです。7.13 節をご覧ください。

Note
トリガソースに選択されている信号は、Qualification を設定できません。

7.14　条件付エッジトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7
トリガソース
ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択
できます。

タイミング
トリガソースに指定した信号が、High/Low のどちらの極性に変化したときにトリガを
かけるかを選択できます。あらかじめ設定したスレショルドレベル (6.18 節参照 ) で、ト
リガソースの High/Low の極性を検知します。

Low から High になったとき
High から Low になったとき

Qualification
CH1 ～ CH4、または EXT の場合と同じです。7-74 ページをご覧ください。

ロジック
CH1 ～ CH4、または EXT の場合と同じです。 7-74 ページをご覧ください。

Note
・ トリガソースに選択されているビットは、Qualification を設定できません。
・ トリガソースに同期してトリガをかけるとき、トリガソースに対するパターンのセットアッ

プ時間が 1ns 以上、ホールド時間が 1ns 以上ない場合は、正しく動作しないことがあります。

設定例

   

L HH

CH1

CH2

トリガソース：CH3、
Qualification：CH1＝H、CH2＝L、その他＝X、AND

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

Qualification不成立 Qualification不成立Qualification成立

トリガ

7.14　条件付エッジトリガをかける



7-76 IM 701361-01

7.15	 ステート条件でトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを設定する
1.  EDGE/STATEを押します。

2.  Stateまたは Log�c	Stateのソフトキーを押します。
・ State を選択したときは、操作 3 に進みます。
・ Logic State を選択したときは、7-78 ページの操作 3 に進みます。

     

CH1 ～ CH4 で、トリガをかける場合
クロックソースを選択する
3.  SOURCEを押します。

4.  Clockのソフトキーを押します。

5.  クロックソースにする信号のソフトキーを押します。
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ステート条件を設定する
6.  各信号のソフトキーを押して、H、L、または X を選択します。

・ Window コンパレータが ON の信号は、IN、OUT、または X を選択します。
・ クロックソースに設定した信号は、 または を選択します。Window コンパレータが

ON の場合は、Enter または Exit を選択します。

     

WindowコンパレータONのとき

WindowコンパレータがOFFの
クロックソース

WindowコンパレータOFFのとき

Windowコンパレータが
ONのクロックソース

ロジックを選択する
7.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
8.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit を選択します。

     

レベルを設定する
9.  LEVEL/COUPLINGを押します。

10.  ロータリノブで、クロックソースの H/L、またはステート条件を検知するための
レベルを設定します。
Window コンパレータが ON のときは、ウィンドウの中心位置の設定になります。

     

レベル

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する
11.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
12.  7.4 節の説明に従って、設定します。

7.15　ステート条件でトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7 で、トリガをかける場合
クロックソースを選択する
3.  SOURCEを押します。

4.  Clock の Sourceのソフトキーを押します。

5.  ロータリノブ&SETで、クロックソースにするロジック信号を選択します。

6.  ESCを押して、前画面に戻ります。

	 ステート条件を確認するタイミングを選択する

7.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。
操作 5 で、クロックソースを選択していないときは、Polarity のソフトキーは表示されません。

     
ESC

選択されているビットにチェックマ
ークが付いています。

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

ビットごとのステート条件を設定する
・	 パターンを設定する

8.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Bit を選択します。

9.  Patternのソフトキーを押します。

10.  ロータリノブ&SETで、各ビットに H、L、または X を選択します。
ソフトキーでも選択できます。ソフトキーには、全ビットを一括して X に設定する ALL 
X(Don't care) のソフトキーがあります。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 ロジックを選択する

12.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

ESC

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

7-79 ページの操作 16 に進みます。

7.15　ステート条件でトリガをかける
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グループごとのステート条件を設定する
・	 パターンを設定する

8.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Group を選択します。

9.  Patternのソフトキーを押します。

10.  Group	1～ Group	5から、パターン設定をするグループのソフトキーを押します。

11.  Don't	careまたは Trueのソフトキーを押します。
True を選択したときは、Pattern Setup ダイアログボックスが表示されます。操作 12 に進
みます。
Don't care を選択したときは、操作 13 に進みます。

Note
ロジック信号が配置されていないグループやクロックソースに選択されたロジック
信号を含むグループは、常に Don't care です。

12.  ロータリノブ&SETで、Hex Format、Bin Format または Symbol で各ビットの状
態を設定します。

・ Pattern Format のソフトキーでも、Bin、Hex、または Sym を選択できます。
・ ソフトキーには、全ビットを一括して X に設定する ALL X(Don't care) のソフトキーがあ

ります。

Note
4 ビットごとの 2 進数値欄の中に 1 つでも「X」が設定されていると、16 進数値欄に
は「$」が表示されます。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

14.  他の Group の設定をしたいときは、操作 10 から 13 を繰り返します。

15.  パターン設定を終了したら、ESCを押して、前画面に戻ります。

ESC ESC

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
16.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit を選択します。

     

7.15　ステート条件でトリガをかける
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解　　説
次の条件のとき、トリガをかける機能です。

・ ステート条件が成立したとき、または不成立になったとき
・ 指定した信号 ( クロックソース ) の立ち上がりまたは立ち下がりのタイミングでステー

ト条件を確認し、正規化 ( ステート条件が成立していれば H、不成立であれば L) して、
その正規化された条件が切り替わるとき

CH1 ～ CH4
クロックソース
CH1 ～ CH4 の中から選択できます。クロックソースを指定しないときは、ステート条
件だけでトリガがかかります。
クロックソースを指定すると、クロックソースの立ち上がりまたは立ち下がりのタイミ
ングと、設定したステート条件の関係でトリガがかかります。

ステート条件を確認するタイミング
クロックソースに指定した信号が、どのように変化したときにステート条件を確認する
かを選択できます。

設定したレベル以下から以上になったとき ( 立ち上がり )
設定したレベル以上から以下になったとき ( 立ち下がり )

Enter クロックソースのレベルが設定した電圧幅に入ったとき 
(Window コンパレータが ON のとき )

Exit クロックソースのレベルが設定した電圧幅から出たとき 
(Window コンパレータが ON のとき )

ステート条件
各信号の状態を H、L、または X から選択します。選択した状態と入力信号の状態が下
記のロジックを満たしているとき、ステート条件が成立したことになります。
H High レベルのとき
L Low レベルのとき
IN 信号のレベルが設定した電圧幅内のとき

(Window コンパレータが ON のとき )
OUT 信号のレベルが設定した電圧幅外のとき

(Window コンパレータが ON のとき )
X 対象にしない (Don't care)

Note
クロックソースに選択されている信号は、ステート条件を設定できません。

ロジック
ステート条件の AND または OR のどちらを条件にするかを選択します。ロジックを満た
したとき、ステート条件が成立したことになります。
AND すべての信号の状態が一致したとき
OR どれか 1 つでも信号の状態が一致したとき

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化
正規化された条件がどのように変化したときにトリガをかけるかを選択します。
Enter 正規化された条件が不成立→成立になったとき
Exit 正規化された条件が成立→不成立になったとき

レベル
設定範囲は、エッジトリガのトリガレベルと同じです。7.13 節をご覧ください。

7.15　ステート条件でトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7
クロックソース
ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択
できます。クロックソースを指定しないときは、ステート条件の成立 / 不成立だけでト
リガがかかります。

	 ステート条件を確認するタイミング
 クロックソースに指定した信号が、High/Low のどちらの極性に変化したときにステー

ト条件を確認するかを選択できます。あらかじめ設定したスレショルドレベル (6.18
節参照 ) で、クロックソースの High/Low の極性を検知します。

Low から High になったときにステート条件を確認
High から Low になったときにステート条件を確認

Note
・ クロックソースに選択されているビットは、ステート条件を設定できません。
・ クロックソースに同期してステート条件を確認するとき、クロックソースに対するパター

ンのセットアップ時間が 1ns 以上、ホールド時間が 1ns 以上ない場合は、正しく動作しな
いことがあります。

ビットごとのステート条件
・	 パターン
 ステート条件にする各ビットの状態を、H、L、または X で設定します。

H High レベル
L Low レベル
X 対象にしない (Don't care)

・	 ロジック
 各ビットの状態の AND または OR のどちらを条件にするかを選択します。

AND 設定した各ビットの状態にすべて一致したとき
OR 設定したビットの状態にどれか 1 つでも一致したとき

グループごとのステート条件
・	 パターン
 ステート条件にする各ビットの状態を、グループごとに 16 進法 (Hex)、2 進法 (Bin)、

または Symbol で設定します。
・ Hex

0 ～ F 16 進設定するときのビットの扱いについては、6.17 節の解説をご覧ください。
X 対象にしない (Don't care)

・ Bin

0 Low レベル
1 High レベル
X 対象にしない (Don't care)

・ Symbol
 Symbol とは、X を含んだビット列をシンボリックに表現したものです。作成ツー

ル「Symbol Editor」で編集した物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) を、ファイル
操作で読み込むことができます。

7.15　ステート条件でトリガをかける
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・	 ロジック
 グループごとのステート条件設定の場合、ロジックは AND だけです。設定した各ビッ

トの状態にすべて一致したとき、条件成立とします。

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化
正規化された条件がどのように変化したときにトリガをかけるかを選択します。
Enter 正規化された条件が不成立から成立になったとき
Exit 正規化された条件が成立から不成立になったとき

設定例

L HH

CH1

CH2

クロックソース：なし
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：Enter

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

L HH

CH1

CH2

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

L HH

CH1

CH2

クロックソース：なし
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：Exit

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

クロックソース：CH3、
State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
Polarity：Enter

CH1

CH2

トリガ

CH3

クロックソース：CH3、
State：CH1＝H、CH2＝L、CH4=X、AND
Polarity：Exit

正規化された条件

L HHCH1
CH2 H HL

L
L

正規化された条件

7.15　ステート条件でトリガをかける
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7.16	 複数のエッジトリガの OR でトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを設定する
1.  EDGE/STATEを押します。

2.  Edge	ORのソフトキーを押します。

     

トリガスロープを設定する
3.  SOURCEを押します。

4.  設定するチャネルのソフトキーを押して、 、 、または X を選択します。
Window コンパレータを ON に設定したチャネルは、Enter、Exit または Xを選択します。

     

WindowコンパレータONのとき
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トリガレベルを設定する
5.  LEVEL/COUPLINGを押します。

6.  CHのソフトキーを押します。

7.  設定する信号のソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、トリガレベルを設定します。
Window コンパレータが ON のときは、ウィンドウの中心位置の設定になります。

     

トリガレベル

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する
9.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
10.  7.4 節の説明に従って、ホールドオフ時間を設定します。

解　　説
複数のトリガソースのエッジでトリガをかける機能です。

トリガソース
CH1 ～ CH4 から複数選択できます。

トリガスロープ
トリガソースに設定した信号が、トリガレベルをどのように横切ったときにトリガをか
けるかを選択できます。

トリガレベル以下から以上になったときにトリガ ( 立ち上がり )
トリガレベル以上から以下になったときにトリガ ( 立ち下がり )

Enter トリガソースのレベルが設定した電圧幅に入ったときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

Exit トリガソースのレベルが設定した電圧幅から出たときにトリガ 
(Window コンパレータが ON のとき )

X 対象にしない (Don't care)

トリガレベル
エッジトリガと同じです。7.13 節をご覧ください。

7.16　複数のエッジトリガのORでトリガをかける
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7.17	 パルス幅でトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを選択する
1.  WIDTHを押します。

2.  Pulseまたは Log�c	Pulseのソフトキーを押します。

時間幅モードを選択する
3.  Modeのソフトキーを押します。

4.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

判定時間を設定する
5.  ロータリノブで、判定時間を設定します。

時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     
More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

T1
T2

操作 2 で、 Pulse を選択したときは、7-86 ページの操作 6 に進みます。
操作 2 で、 Logic Pulse を選択したときは、7-87 ページの操作 6 に進みます。
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CH1 ～ CH4、または EXT で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
6.  SOURCEを押します。

7.  トリガソースにする信号のソフトキーを押します。

8.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。
Window コンパレータが ON のときは、IN または OUT を選択します。

     

トリガレベルを設定する
9.  7.13 節の説明に従って、設定します。 

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する
10.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
11.  7.4 節の説明に従って、ホールドオフ時間を設定します。

7.17　パルス幅でトリガをかける
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Logic	A0 ～ D7 で、トリガをかける場合
トリガソースを選択する
6.  SOURCEを押します。

7.  Sourceのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ&SETで、トリガソースにするロジック信号を選択します。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

極性を選択する
10.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。

     ESC

選択されているビットにチェックマ
ークが付いています。

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

解　　説
条件の成立または不成立の時間が、設定した判定時間との関係を満たしている場合に、
トリガをかける機能です。

時間幅モード
単一のトリガソースのパルス幅と、設定した時間との関係でトリガをかけます。どのよ
うなときにトリガをかけるかを選択できます。
More than パルス幅が、設定した判定時間より長くなったときで、状態が変化したときに

トリガがかかります。
Less than パルス幅が、設定した判定時間より短くなったときで、状態が変化したときに

トリガがかかります。
Between パルス幅が、設定した 2 つの判定時間のうち、T1 より長く、T2 より短くなっ

たときで、状態が変化したときにトリガがかかります。
Out of Range パルス幅が、設定した 2 つの判定時間のうち、T1 より短いか、または T2 より

長くなったときで、状態が変化したときにトリガがかかります。
Time Out パルス幅が、設定した判定時間より長くなったとき、トリガがかかります。

判定時間
設定範囲は 1.0ns ～ 10.0000s で、設定分解能は 0.5ns です。

Note
信号と信号の間隔や信号のパルス幅が 2ns 以上ないときは、正しく動作しないことがありま
す。パルス幅の確度は基準動作状態で CAL 後で± (0.2％ of 設定値＋ 1ns) です。ただし、T1
＜ Pulse ＜ T2 のときの「設定値」は T2 の値です。

7.17　パルス幅でトリガをかける
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CH1 ～ CH4、または EXT
トリガソース
CH1 ～ CH4、および EXT から選択できます。

外部信号でトリガをかける
リアパネルの TRIG IN 端子から入力する外部信号をトリガソースにする場合は、トリガ
ソースを EXT に設定します。

極性
トリガソースに設定した信号が、トリガレベルに対してどちらの極性のときに、パルス
幅と判定時間を比較するかを選択できます。
Pos High レベルのとき
Neg Low レベルのとき
IN トリガソースのレベルが設定した電圧幅に入っているとき 

(Window コンパレータが ON のとき )
OUT トリガソースのレベルが設定した電圧幅から出ているとき 

(Window コンパレータが ON のとき )

Window コンパレータとの関係
トリガソースに Window コンパレータが ON の信号を設定すると、指定した電圧幅に波
形が入っている時間、または入っていない時間でトリガをかけることができます。

   

この時間でトリガをかける (IN の場合 )

指定した
電圧幅

トリガレベル
エッジトリガと同じです。7.13 節をご覧ください。

Logic	A0 ～ D7
トリガソース
ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択
できます。

極性
High/Low のどちらの極性の時間幅を判定するかを選択できます。あらかじめ設定した
スレショルドレベル (6.18 節参照 ) で、トリガソースの High/Low の極性を検知します。

Pos High レベルのとき
Neg Low レベルのとき

7.17　パルス幅でトリガをかける
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設定例

   

トリガソース

More than

トリガ

ｔ

T1

ｔ＞T1

トリガソース

Less than

トリガ

ｔ

T1

ｔ＜T1

トリガソース

Between

トリガ

ｔ

T1

T1<ｔ<T2

T2

トリガソース

トリガ

ｔ

T1

ｔ＞T1

Time out

トリガソース

Out of Range

トリガ

ｔ

T1
T2

トリガｔ＜T1またはｔ＞T2

 More than と Time Out では、下図のようにトリガがかかる点が異なります。

   

More than
Time＝400ns

トリガ

500ns 100ns

CH1

トリガ

500ns 100ns
CH1

400ns

Time Out
Time＝400ns

7.17　パルス幅でトリガをかける
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7.18	 条件付パルス幅でトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを選択する
1.  WIDTHを押します。

2.  Pulse	(Qual�f�ed)のソフトキーを押します。

時間幅モードを選択する
3.  Modeのソフトキーを押します。

4.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

判定時間を設定する
5.  ロータリノブで、判定時間を設定します。

時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     
More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

T1
T2
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トリガソースを選択する
6.  SOURCEを押します。

7.  Sourceのソフトキーを押します。

8.  トリガソースにする信号のソフトキーを押します。

9.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。
Window コンパレータが ON のときは、IN または OUT を選択します。

     

Qualification を設定する
10.  設定するチャネルのソフトキーを押して、H、L、または X を選択します。

Window コンパレータが ON の信号は、IN、OUT、または X を選択します。

     

ロジックを選択する
11.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

トリガレベルを設定する
12.  7.13 節の説明に従って、設定します。

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する ( トリガソースが CH1 ～ CH4 のとき )
13.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
14.  7.4 節の説明に従って、設定します。

7.18　条件付パルス幅でトリガをかける
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解　　説
入力信号のレベルが、設定した Qualification を満たしているときに、単一のトリガソー
スの条件の成立または不成立の時間が、設定した判定時間との関係を満たしている場合
に、トリガをかける機能です。

時間幅モードと判定時間
パルス幅トリガと同じです。7.17 節をご覧ください。

トリガソース
CH1 ～ CH4、および EXT から選択できます。

外部信号でトリガをかける
リアパネルの TRIG IN 端子から入力する外部信号をトリガソースにする場合は、トリガ
ソースを EXT に設定します。

極性
トリガソースに設定した信号が、トリガレベルに対してどちらの極性のときに、パルス
幅と判定時間を比較するかを選択できます。
Pos High レベルのとき
Neg Low レベルのとき
IN トリガソースのレベルが設定した電圧幅に入っているとき 

(Window コンパレータが ON のとき )
OUT トリガソースのレベルが設定した電圧幅から出ているとき 

(Window コンパレータが ON のとき )

Window コンパレータとの関係
パルス幅トリガと同じです。7.17 節をご覧ください。

Qualification
トリガを有効にする各信号の状態を、H、L または X で設定します。
H High レベルのとき
L Low レベルのとき
IN 信号のレベルが設定した電圧幅に入っているとき

(Window コンパレータが ON のとき )
OUT 信号のレベルが設定した電圧幅から出ているとき

(Window コンパレータが ON のとき )
X 対象にしない (Don't care)

ロジック
各信号の状態の AND または OR のどちらを条件にするかを選択します。
AND 設定した各信号の状態にすべて一致したとき
OR 設定した信号の状態にどれか 1 つでも一致したとき

トリガレベル
エッジトリガと同じです。7.13 節をご覧ください。

Note
トリガソースに選択されている信号は、Qualification を設定できません。

7.18　条件付パルス幅でトリガをかける
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設定例

   

L HH

CH1

CH2

トリガ

CH3

CH1
CH2 H HL

L
L

Qualification
不成立

Qualification
不成立

Qualification
成立

t1 t2

t1>T t2>T

t3

t3>T

L

Qualification
成立

トリガ
(Qualificationが成立している)

トリガソース：CH3、More than
Qualification：CH1＝H、CH2＝L、その他＝X、AND

7.18　条件付パルス幅でトリガをかける
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7.19	 ステート条件成立幅でトリガをかける

操　　作

  

トリガタイプを選択する
1.  WIDTHを押します。

2.  Pulse	Stateまたは Log�c	Pulse	Stateのソフトキーを押します。

時間幅モードを選択する
3.  Modeのソフトキーを押します。

4.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

判定時間を設定する
5.  ロータリノブで、判定時間を設定します。

時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     
More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

T1
T2

操作 2 で、 Pulse State を選択したときは、7-95 ページの操作 6 に進みます。
操作 2 で、 Logic Pulse State を選択したときは、7-96 ページの操作 6 に進みます。
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クロックソースを選択する
6.  SOURCEを押します。

7.  Clockのソフトキーを押します。Clock メニューが表示されます。

8.  クロックソースにする信号のソフトキーを押します。

     

ステート条件を設定する
9.  各信号のソフトキーを押して、H、L、または X を選択します。

・ Window コンパレータが ON の信号は、IN、OUT、または X のを選択します。
・ クロックソースに設定した信号は、 または を選択します。Window コンパレータが

ON の場合は、Enter または Exit を選択します。

     

WindowコンパレータONのとき

WindowコンパレータがOFFの
クロックソース

WindowコンパレータOFFのとき

Windowコンパレータが
ONのクロックソース

ロジックを選択する
10.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
11.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit を選択します。

     

7.19　ステート条件成立幅でトリガをかける



7-96 IM 701361-01

レベルを設定する
12.  LEVEL/COUPLINGを押します。

13.  ロータリノブで、クロックソースの H/L、またはステート条件を検知するための
レベルを設定します。
Window コンパレータが ON のときは、ウィンドウの中心位置の設定になります。

     

レベル

トリガカップリング /HF リジェクション / トリガヒステリシス /Window コン
パレータを設定する
14.  7.5 節の説明に従って、設定します。

ホールドオフを設定する
15.  7.4 節の説明に従って、設定します。

Logic	A0 ～ D7 で、トリガをかける場合
クロックソースを選択する
6.  SOURCEを押します。

7.  Clock の Sourceのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ&SETで、クロックソースにするロジック信号を選択します。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

	 ステート条件を確認するタイミングを選択する

10.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。
操作 8 で、クロックソースを選択していないときは、Polarity のソフトキーは表示されません。

     
ESC

選択されているビットにチェックマ
ークが付いています。

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

7.19　ステート条件成立幅でトリガをかける
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ビットごとのステート条件を設定する
・	 パターンを設定する

11.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Bit を選択します。

12.  Patternのソフトキーを押します。

13.  ロータリノブ&SETで、各ビットに H、L、または X を選択します。
ソフトキーでも選択できます。ソフトキーには、全ビットを一括して X に設定する ALL 
X(Don't care) のソフトキーがあります。

14.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 ロジックを選択する

15.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

ESC

A0～A7、B0～B7、C0～C7、およびD0～D7
(SB5310はA0～A7)から選択

7-98 ページの操作 19 に進みます。

グループごとのステート条件を設定する
・	 パターンを設定する

11.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Group を選択します。

12.  Patternのソフトキーを押します。

13.  Group	1～ Group	5から、パターン設定をするグループのソフトキーを押します。

14.  Don't	careまたは Trueのソフトキーを押します。
True を選択したときは、Pattern Setup ダイアログボックスが表示されます。操作 15 に進
みます。
Don't care を選択したときは、操作 16 に進みます。

Note
ロジック信号が配置されていないグループやクロックソースに選択されたロジック
信号を含むグループは、常に Don't care です。

15.  ロータリノブ&SETで、Hex Format、Bin Format または Symbol で各ビットの状
態を設定します。

・ Pattern Format のソフトキーでも、Bin、Hex、または Sym を選択できます。
・ ソフトキーには、全ビットを一括して X に設定する ALL X(Don't care) のソフトキーがあ

ります。

Note
4 ビットごとの 2 進数値欄の中に 1 つでも「X」が設定されていると、16 進数値欄に
は「$」が表示されます。

16.  ESCを押して、前画面に戻ります。

17.  他の Group の設定をしたいときは、操作 13 から 16 を繰り返します。

7.19　ステート条件成立幅でトリガをかける
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18.  パターン設定を終了したら、ESCを押して、前画面に戻ります。

ESC ESC

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
19.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit を選択します。

     

解　　説
次の条件のとき、トリガをかける機能です。

・ ステート条件の成立または不成立の時間が、設定した判定時間との関係を満たしてい
るとき

・ 指定した信号 ( クロックソース ) の立ち上がりまたは立ち下がりのタイミングでステー
ト条件を確認し正規化 ( ステート条件が成立していれば H、不成立であれば L) して、
その正規化した条件の成立または不成立の時間が、設定した時間との関係を満たして
いることが最初に確認できたとき

時間幅モード
ステート条件の成立 / 不成立の時間と、設定した時間との関係でトリガをかけます。ど
のようなときにトリガをかけるかを選択できます。
More than ステート条件の成立 / 不成立の時間が、設定した判定時間より長くなったとき

で、状態が変化したときにトリガがかかります。
Less than ステート条件の成立 / 不成立の時間が、設定した判定時間より短くなったとき

で、状態が変化したときにトリガがかかります。
Between ステート条件の成立 / 不成立の時間が、設定した 2 つの判定時間のうち、T1 よ

り長く、T2 より短くなったときで、状態が変化したときにトリガがかかります。
Out of Range ステート条件の成立 / 不成立の時間が、設定した 2 つの判定時間のうち、T1 よ

り短いか、または T2 より長くなったときで、状態が変化したときにトリガが
かかります。

Time Out ステート条件の成立 / 不成立の時間が、設定した判定時間より長くなったとき、
トリガがかかります。

7.19　ステート条件成立幅でトリガをかける
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判定時間の設定
設定範囲は 1.0ns ～ 10.0000s で、設定分解能は 0.5ns です。

Note
信号と信号の間隔や信号のパルス幅が 2ns 以上ないときは、正しく動作しないことがあります。
時間幅の確度は基準動作状態で CAL 後で± (0.2％ of 設定値＋ 1ns) です。ただし、T1 ＜ Pulse
＜ T2 のときの「設定値」は T2 の値です。

CH1 ～ CH4
クロックソース /	ステート条件を確認するタイミング /	ステート条件 /	ロジッ
ク /	条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化 /	レベル
ステート条件でトリガをかけるときと同じです。7.15 節をご覧ください。

Logic	A0 ～ D7
クロックソース /	ビットごとのステート条件 /	グループごとのステート条件 /	条
件不成立→成立または条件成立→不成立の変化
ステート条件でトリガをかけるときと同じです。7.15 節をご覧ください。

設定例

L HH

CH1

CH2

モード：More than、クロックソース：なし
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：True

トリガ

CH1
CH2 H HL

L
L

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
不成立

ステート条件
不成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

ステート条件
成立

L HH

CH1

CH2

CH1
CH2 H HL

L
L

H
H

CH1

CH2

モード：More than、クロックソース：なし
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：False

トリガ

CH1
CH2 L

H L

モード：More than、クロックソース：CH3、
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：True

ステート条件

ｔ
T1

t＞T1

L

ステート条件 ｔ
T1 t＞T1

ｔ
T1 t＞T1

CH1

CH2

H
H

CH1
CH2 L

H L
L

トリガ

CH3

正規化された条件
ｔ

T1 t＞T1
トリガ

CH3

正規化された条件

モード：More than、クロックソース：CH3、
State：CH1＝H、CH2＝L、その他=X、AND
Polarity：False

7.19　ステート条件成立幅でトリガをかける
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7.20	 イベント ( 周期 / ディレイ / シーケンス ) でトリガ
をかける

操　　作

  

トリガタイプを選択する
1.  EVENT	INTERVALを押します。

2.  Typeのソフトキーを押します。

3.  Event	Cycle、Event	Delay、または Event	Sequenceのソフトキーを押します。

イベントモードを選択する
4.  Modeのソフトキーを押します。

5.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

操作 3 で、Event Cycle を選択したときは、7-101 ページの操作 9 に進みます。

トライモードを選択する
( 操作 3 で、Event Delay または Event Sequence を選択したとき )

6.  Try Mode のModeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
ON にすると、次の操作で選択する 1st または 2nd のどちらか単独でトリガがかかります。
1st、2nd イベントでトリガがかかるかを確認するときに、Try Mode を ON にします。

7.  Eventのソフトキーを押して、1st または 2nd を選択します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

ESCイベントモード

トライモード
Event Delayまたは
Event Sequenceのとき
に選択できます。
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イベントの判定時間を設定する
9.  ロータリノブで、判定時間を設定します。

時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     

More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

T1
T2

イベントタイプを選択する
10.  Typeのソフトキーを押します。

トリガタイプが Event Delay または Event Sequence のときは、1st Event と 2nd Event のそ
れぞれの Type のソフトキーを押します。

11.  選択するイベントタイプのソフトキーを押します。

Serial系を
選択したとき

Width系を
選択したとき

Edge系を
選択したとき

Logic Width系を
選択したとき

Logic Edge系を
選択したとき

操作11で、イベントタイプにWidth系またはSerial系を選択した場合は、このメニューがSetupに変わります。
・ Width系またはLogic Width系
　操作12に進みます。
・ Serial系
 Setupのソフトキーを押してから、各シリアルバスのトリガ条件を設定してください。設定操作については、

次の各節をご覧ください。
 FlexRay：7.6節、CAN：7.7節、LIN：7.8節、UART：7.9節、I2C：7.10節、SPI：7.11節、Serial：7.12節

トリガタイプ：
Event Cycle

トリガタイプ：
Event Delay、
Event Sequence

7.20　イベント ( 周期 / ディレイ /シーケンス ) でトリガをかける
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パルス幅 / 成立幅の時間幅モードと判定時間を設定する
( イベントタイプが Width 系または Logic Width 系のとき )

12.  Setup	>	Modeの順にソフトキーを押します。

13.  More	than～ T�me	Outから、選択する時間幅モードのソフトキーを押します。

14.  時間幅モードに応じて、パルス幅 / 成立幅の判定時間を設定します。

15.  ESC を押して、前画面に戻ります。

     

イベントソースを設定する
( イベントタイプが Edge 系または Logic Edge 系のとき )

16.  Sourceのソフトキーを押します。
イベントソースの設定メニューが表示されます。
( フロントパネルの SOURCEを押して表示されるメニューの Setupのソフトキーを押して
も設定メニューが表示されます。)

     

トリガタイプ：Event Cycle トリガタイプ：Event Delay、Event Sequence

( イベントタイプが Width 系または Logic Width 系のとき )

16.  フロントパネルの SOURCEを押して表示されるメニューの Setupのソフトキー
を押します。
イベントソースの設定メニューが表示されます。

     

トリガタイプ：Event Cycle トリガタイプ：Event Delay、Event Sequence

7.20　イベント ( 周期 / ディレイ /シーケンス ) でトリガをかける
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これ以降は、イベントタイプによって操作が異なります。下表の各節のソースの設定を
ご覧ください。

イベントタイプ 参照先 イベントタイプ 参照先

Edge/ 
State 系

Edge 7-67 ページの操作 4
Logic  
Edge 系

Logic Edge 7-69 ページの操作 4
Edge 
(Qualified) 7-71 ページの操作 4 Logic Edge 

(Qualified) 7-73 ページの操作 4

State 7-76 ページの操作 4 Logic State 7-78 ページの操作 4

Width 系

Pulse 7-86 ページの操作 7
Logic  
Width 系

Logic Pulse 7-87 ページの操作 7
Pulse 
(Qualified) 7-91 ページの操作 7 Logic Pulse 

State 7-96 ページの操作 7
Pulse State 7-95 ページの操作 7

解　　説
各トリガ条件の成立 (Edge OR トリガを除く ) をイベントとして、トリガをかける機能で
す。

トリガタイプ
・	 イベント周期 (Event	Cycle)
 イベントの発生周期が、設定した時間条件を満たしているときにトリガがかかります。

   

イベント

More than

t1 t2 t3
t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

Less than

Between Out of Range
トリガ

Time out

判定時間：T1

イベント

t1 t2 t3
t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1

トリガ

イベント

t1 t2 t3
T1＜t1＜T2 T2＜t2 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1、T2

イベント

t1 t2 t3
T1＜t1＜T2 T2＜t2 t3＜T1

トリガ

判定時間：T1、T2

トリガ

イベント

t1 t2 t3

トリガ

判定時間：T1

T1

t1＜T1 t2＞T1 t3＜T1

・	 イベントディレイ (Event	Delay)
 通常は、イベントの前後の波形を表示しますが、イベントが起こってから所定時間経

過後の波形を観測したい場合は、イベントディレイを設定します。
 イベント 1 が成立してからイベント 2 が初めて成立するまでの時間が設定した時間の

条件を満たしたときにトリガがかかります。イベント 1 が成立してからイベント 2 が
初めて成立するまでの時間が設定した時間の条件を満足していないときは、次にイベ
ント 1 が成立したときから判定し直します。以下は More than の場合の例です。

   

イベント 1

判定時間

トリガ

イベント 2

判定時間

ここから再開

More than

判定時間内にイベント 2 が発生したため、
次のイベント 1 から判定し直す。

7.20　イベント ( 周期 / ディレイ /シーケンス ) でトリガをかける
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・	 イベントシーケンス (Event	Sequence）
 通常は、イベントの前後の波形を表示しますが、イベントの順序を設定して波形を観

測したい場合は、イベントシーケンスを設定します。
 イベント 1 が成立してからイベント 2 が初めて成立するまでの時間が設定した時間の

条件を満たしたときにトリガがかかります。イベント 1 が成立してからイベント 2 が
初めて成立するまでの時間が設定した時間の条件を満足していないときは、発生した
イベント 2 を無視し、設定した時間条件が満たされているときに発生したイベント 2 
でトリガをかけます。以下は More than の場合の例です。

   

イベント 1

判定時間

イベント 2

トリガ トリガは発生しない

More than

判定時間内に発生した
イベント2は無視

イベントモード
・	 イベント周期のとき

More than 設定した判定時間より長い周期の終端でトリガがかかります。
Less than 設定した判定時間より短い周期の終端でトリガがかかります。
Between 設定した判定時間が T1 より長く、T2 より短い周期の終端でトリガがかかりま

す。
Out of Range 設定した判定時間が T1 より短いか、T2 より長い周期の終端でトリガがかかり

ます。
Time out 周期が設定した判定時間を超えたときにトリガがかかります。

・	 イベントディレイとイベントシーケンスのとき
More than イベント 1 が発生してからイベント 2 が発生するまでの時間が設定した時間よ

り長いときに、イベント 2 が発生したタイミングでトリガがかかります。
Less than イベント 1 が発生してからイベント 2 が発生するまでの時間が設定した時間よ

り短いときに、イベント 2 が発生したタイミングでトリガがかかります。
Between イベント 1 が発生してからイベント 2 が発生するまでの時間が設定した 2 つの

時間の T1 より長く、T2 より短いときに、イベント 2 が発生したタイミングで
トリガがかかります。

Out of Range イベント 1 が発生してからイベント 2 が発生するまでの時間が設定した 2 つの
時間の T1 より短く、T2 より長いときに、イベント 2 が発生したタイミングで
トリガがかかります。

Time out イベント 1 が発生してからイベント 2 が発生するまでの時間が設定した時間よ
り長いときに、イベント 1 が発生してから設定時間後にトリガがかかります。

トライモード
トリガタイプが Event Delay と Event Sequence のときだけの機能です。
1st イベントと 2nd イベントを組み合わせてトリガをかける前に、それぞれのイベント
単独でトリガがかかるかを確認するときに ON にします。

7.20　イベント ( 周期 / ディレイ /シーケンス ) でトリガをかける
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イベントの判定時間
・	 イベント周期のとき
 設定範囲は 1.5ns ～ 10.00s で、設定分解能は 0.5ns です。

Note
信号と信号の間隔や信号のパルス幅が 2ns 以上ないときは、正しく動作しないことがあります。
時間幅の確度は基準動作状態で CAL 後で± (0.2％ of 設定値＋ 1ns) です。ただし、T1 ＜ Pulse
＜ T2 のときの「設定値」は T2 の値です。

・	 イベントディレイとイベントシーケンスのとき
・ 1st イベントと 2nd イベントが、アナログ信号 - アナログ信号、またはロジック信

号 - ロジック信号の組み合わせ
 設定範囲は 1.5ns ～ 10.00s で、設定分解能は 0.5ns です。

・ 1st イベントと 2nd イベントが、アナログ信号 - ロジック信号混在の組み合わせ
 設定範囲は 20.0ns ～ 10.00s で、設定分解能は 0.5ns です。

Note
・ 1st イベントと 2nd イベントが、アナログ信号 - アナログ信号、またはロジック信号 - ロジッ

ク信号の場合は、信号と信号の間隔や信号のパルス幅が 2ns 以上ないとき、正しく動作し
ないことがあります。時間幅の確度は基準動作状態で CAL 後で± (0.2％ of 設定値＋ 1ns)
です。ただし、T1 ＜ Pulse ＜ T2 のときの「設定値」は T2 の値です。

・ 1st イベントと 2nd イベントが、アナログ信号 - ロジック信号混在の場合は、± (0.2％ of 
設定値＋ 10ns) です。ただし、T1 ＜ Pulse ＜ T2 のときの「設定値」は T2 の値です。

・ FlexRay、 LIN、 および UART のトリガは、イベントディレイとイベントシーケンスのイベン
トとして、1st イベントと 2nd イベントのどちらか一方しか設定できません。また、トリ
ガソースとして LINE を選択しているときも、1st イベントと 2nd イベントのどちらか一方
しか設定できません。

・ イベントトリガで、次のシリアルトリガを選択した場合、トリガ回路のトリガ出力遅延が
発生します。判定時間を設定するときは、考慮して設定してください。
FlexRay：約 30ms、LIN または UART：約 150ms

イベントタイプ
Edge OR トリガを除く各トリガをイベントとして設定します。詳細については、各トリ
ガの節をご覧ください。

イベントソース
Edge OR トリガを除く各トリガのソースをイベントソースとして設定します。詳細につ
いては、各トリガの節をご覧ください。

7.20　イベント ( 周期 / ディレイ /シーケンス ) でトリガをかける
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8.1	 アクイジションモードを設定する

操　　作

  

アクイジションモードを選択する
1.  ACQを押します。

2.  Normal 〜 Averageから、選択するモードのソフトキーを押します。」
Average を選択したときは、操作 3 に進みます。

     

指数化平均の減衰定数を設定する
( アクイジションモードが Average で、トリガモードが Auto、Auto Level、または
Normal のとき )

3.  ロータリノブで、減衰定数 (Weight) を設定します。

単純平均の取り込み回数を設定する
( アクイジションモードが Average で、トリガモードが Single のとき」)

3.  ロータリノブで、取り込み回数 (Count) を設定します。

( アクイジションモードが Average で、トリガモードが N Single のとき )

3.  Tr�g	Modeのソフトキーを押します。トリガモードのメニューが表示されます。

4.  Nのソフトキーを押して、ロータリノブの対象を N にします。

5.  ロータリノブで、取り込み回数 (N) を設定します。

トリガモードが
Auto、Auto Level、ま
たはNormalのとき

トリガモードが
Singleのとき

トリガモードが
N Singleのとき

アクイジションモード：Average

Auto
Auto Level
Normal

Single N Single

第 8章	 信号の取り込み／表示



8-2 IM 701361-01

解　　説
アクイジションモード
アクイジションモードを次の中から選択できます。初期設定は、Normal です。

・	 ノーマルモード
 特別なデータ処理を行わずにサンプリングデータをアクイジションメモリに取り込み

ます。

・	 エンベロープモード
 2.5GS/s サンプリングされたデータから、アクイジションメモリへの取り込み間隔ご

とに最大 / 最小値を求め、最大 / 最小値をアクイジションメモリに取り込み、エンベ
ロープ波形を表示します。

・	 アベレージングモード
 サンプリングデータをアベレージングしてアクイジションメモリに取り込みます。ト

リガモードの設定によって、アベレージング方法が異なります。
・ トリガモードが Auto、Auto Level、または Normal のときは指数化平均になります。

減衰定数を 2 ～ 1024 の範囲で設定します。
・ トリガモードが Single、N Single のときは単純平均になります。サンプリングデー

タの取り込み回数を 2 ～ 65536 の範囲で設定します。
・ Single のときは、アクイジションモードのメニューで取り込み回数を設定しま

す。
・ N Single のときは、トリガモードのメニューで取り込み回数を設定します。

   
An＝　  {(N－1)An－1＋Xn}1

N

指数化平均
(トリガモードがAuto/Auto Level/Normal時)

AN＝ N

単純平均
(トリガモードがSingle/N Single時)

N

n＝1
Σ  Xn

An
Xn
N

: n回目の平均値
: n回目の測定値
: 減衰定数(2～1024、2nステップ)

Xn
N

: n回目の測定値
: 取り込み回数(2～65536、2nステップ)

アベレージングするときの注意
・ アベレージングは、繰り返し信号に対してだけ有効です。
・ ロジック信号はアベレージングされません。
・ トリガが完全にかかっていない ( 同期が不完全な ) 信号は、正しくアベレージングが

できず、歪んだ波形になってしまいます。
・ アベレージングすると、ロールモードになりません。
・ START/STOP を押して取り込みを強制ストップすると、アベレージング処理は中止さ

れます。再スタートしたときは、1 回目からアベレージングされます。
・ 単純平均の場合は、指定した取り込み回数だけ信号を取り込むと、取り込みをストッ

プします。
・ アベレージングモードで信号を取り込む場合、ヒストリメモリに保持されるデータは

次のとおりです。
・ 指数化平均のとき ( トリガモードが Auto、Auto Level、Normal)
 一定時間ごとのアベレージングした結果を複数レコードに保持する。

・ 単純平均のとき ( トリガモードが Single)
 設定した取り込み回数分の信号でアベレージングした結果の波形を、ヒストリメ

モリの最新の 1 レコードに保持する。
・ 単純平均のとき ( トリガモードが N Single)
 設定した取り込み回数分の信号をヒストリメモリに保持し、それらの信号でアベ

レージングした結果の波形を、ヒストリメモリの Average メモリに保持する。
・ アベレージング可能な最大レコード長は、1.25MW です。レコード長を 1.25MW より

長く設定していても、1.25MW にしてアベレージングします。

8.1　アクイジションモードを設定する
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8.2	 高分解能モードを ON/OFF する

操　　作

  

1.  ACQを押します。

2.  H�-Res	Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
Bandwidth( 帯域制限 ) のフィルタ処理により、データの量子化ノイズが低減されるため、
8 ビットを超える高分解能なデータとして扱うことができます。通常、データは 8 ビッ
トのデータとしてアクイジションメモリに保存されるため、8 ビットを超える高分解能
なデータも 8 ビットまで分解能を下げて保存されます。高分解能モードを ON にするこ
とにより、データを 16 ビットデータ ( 有効ビット数は 12 ビット ) として保存できるよ
うになり、8 ビットを超える高分解能なデータを高分解能のまま保存できるようになり
ます。
高分解能モードを ON にすると、最大レコード長は以下のようになります。
6.25MW → 2.5MW
帯域制限が FULL のときに高分解能モードを ON にすると、自動的に 200MHz の帯域制
限になります。
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8.3	 レコード長を設定する

操　　作

  

1.  SAMPLING/LENGTHを押します。

2.  ロータリノブで、レコード長を設定します。設定したいレコード長のソフトキー
を押しても設定できます。

     

解　　説
アクイジションメモリに取り込むレコード長 ( データ数 ) を設定します。
2.5k ワード、6.25k ワード、12.5k ワード、25k ワード、62.5k ワード、125k ワード、
250k ワード、625k ワード、1.25M ワード、2.5M ワード、6.25M ワード



信
号
の
取
り
込
み
／
表
示

8-5IM 701361-01

付

索

8.4	 等価時間サンプリングモードを ON/OFF する

操　　作

  

1.  SAMPLING	/LENGTHを押します。

2.	  Repet�t�veのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
等価時間サンプリングモードでは、繰り返し信号のトリガ点を基準にして、複数周期分
のデータをサンプリングして見かけ上のサンプルレートを高くすることができます。等
価時間サンプリングモードとインタポレーションの両方が ON の場合は、サンプルレー
トが 500GS/s 未満ではインタポレーション、時間軸設定が 50ns/div 以下かつサンプル
レートが 500GS/s 以上では等価時間サンプリングモードが優先されます。
また、等価時間サンプリングモードを OFF にしても、インタポレーションが OFF で、
レコード長が 100 ポイント未満になるような時間軸設定で信号を取り込むと、自動的に
等価時間サンプリングモードでサンプリングします。

等価時間サンプリング時の注意
等価時間サンプリングのアベレージングは指数平均です。トリガモードが Single、N 
Single でも単純平均になりません。
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8.5	 インタリーブモードを ON/OFF する

操　　作

  

1.  SAMPLING/LENGTHを押します。

2.  Interleaveのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
インタリーブモードを ON にすると、使用できるチャネルが限定されますが実時間サン
プリングモードで 5GS/s の設定が可能になります。
5GS/s にしたときは、CH2 と CH4 が自動的に使用できなくなります。
インタリーブモードを ON にしたときのレコード長やサンプルレートの制限などについ
ては、「付録 1　時間軸設定 / サンプルレート / レコード長の関係」を参照してください。
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8.6	 インタポレートを ON/OFF する

操　　作

  

1.  SAMPLING/LENGTHを押します。

2.  Interpolat�onのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
実サンプリングデータを、最大 1000 倍 ( 高分解能モードの場合は 2000 倍 ) に補間して、
実質的なサンプリング速度 ( 最大 2.5TS/s) をあげる機能です。
最高サンプルレートに達したときのインタポレートと等価時間サンプリングの関係は次
のようになります。

・ インタポレートが ON、等価時間サンプリングモードが ON のとき、T/div が 50ns よ
り大きく、サンプルレートが 500GS/s 未満では、補間をします。T/div が 50ns 以下、
サンプルレートが 500GS/s 以上のときは、等価時間サンプリングをします。

・ インタポレートが ON、等価時間サンプリングモードが OFF のとき、レコード長を保
持して補間します。

・ インタポレートが OFF、等価時間サンプリングモードが ON のとき、レコード長を
1.25MW 以下にして等価時間サンプリングをします。

・ インタポレート、等価時間サンプリングモードともに OFF のとき、最高サンプルレー
トを超える場合は、レコード長を短くします。レコード長が 100W 未満になると等価
時間サンプリングをします。
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8.7	 アキュムレート表示する

操　　作

  

アキュムレートモードを設定する
1.  SHIFT+FORM(ACCUM) を押します。

2.  Accumのソフトキーを押して、ON にします。

3.  Modeのソフトキーを押して、アキュムレートモードを選択します。

     

アキュムレート回数 / 時間を設定する
4.  ロータリノブで、回数または時間を設定します。

回数 0( 無限 )
1 ～ヒストリ波形数

時間 Infinite( 無限 )
100ms ～ 1s(100ms 間隔 )
1s ～ 10s(0.2s 間隔 )
10s ～ 100s(2s 間隔 )

     

ModeがCountのとき ModeがTimeのとき

重ね描き回数 重ね描き時間



信
号
の
取
り
込
み
／
表
示

8-9IM 701361-01

付

索

階調モード (Grade) を設定する
5.  Gradeのソフトキーを押して、Color または Inten を選択します。

画面全体の輝度を変えるには、フロントパネルの INTENSITY の矢印キーを操作してくださ
い。

     

アキュムレート波形をクリアする
6.  Accum	Clearのソフトキーを押します。アキュムレート波形が消えます。

操作 2 で、Accum を ON にしているときは、 アキュムレート波形が消えた次の瞬間からア
キュムレートを開始します。

     

アキュムレート波形を保存する / 読み込む
・	 保存する

7.  Save	>	Traceの順にソフトキーを押します。
保存する波形の選択メニューが表示されます。

8.  保存する波形に対応するソフトキーを押します。

9.  保存先の内部メモリの番号のソフトキーを押します。

・	 読み込む

10.  Load/Unloadのソフトキーを押します。

11.  アキュムレート波形が保存されている内部メモリの番号のソフトキーを押しま
す。

・ すでに、別のアキュムレート波形が読み込まれているときは、新しく読み込まれたアキュ
ムレート波形で上書きします。

・ 読み込んだアキュムレート波形をアンロードする場合は、Unload のソフトキーを押しま
す。

保存 読み込み

演算波形

XY波形

全て

8.7　アキュムレート表示する
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解　　説
通常では、トリガがかかるたびに表示が更新されるため、一瞬波形が乱れた状態などを
捕らえるのは難しくなります。アキュムレート機能を使うと、設定した時間だけ取り込
んだデータの波形表示が残るため、一瞬の変化を観測することができます。

モード
・ Count
 新しい波形から指定回数分の波形を重ね描きします。

・ Time
 取り込んだ波形を設定した時間だけ表示します。表示している間、徐々に輝度を下げ

て表示します。

階調モード
・ Color
 頻度の低い方から青→緑→黄→赤→白を 15 階調に分けて色で表示します。

・ Inten
 頻度を輝度で表示します。

アキュムレート回数
モードが Count のときには、重ね描きする回数を 0 ～ヒストリ波形数の範囲で設定しま
す。0 を選ぶと、無限に重ね描きします。初期値はヒストリメモリ最大波形数です。

アキュムレート時間
モードが Time のときには、Infinite、100ms ～ 100s の範囲で時間を設定します。初期
値は 100ms です。
Infinite を選ぶと、無限に重ね描きします。

アキュムレートするときの注意
・ 波形パラメータの自動測定、GO/NO-GO 判定は、最新波形に対して実行します。
・ START/STOP キーを押して信号の取り込みを強制ストップすると、アキュムレートを

一時的に中断します。再スタートしたときは、波形をすべてクリアして最初からアキュ
ムレートします。

・ アキュムレート表示中に表示フォーマットを変更すると、以下のように動作します。
・ アキュムレート中
 画面をクリアして最初から表示します。

・ アキュムレートストップ中 (Time)
 波形はクリアされません。

・ アキュムレートストップ中 (Count)
 infinite のときは保持しているヒストリ波形数分を重ね描きします。以前と同じ画

面になるとは限りません。infinite 以外のときは、指定したヒストリ波形数分を重
ね描きします。

アキュムレート波形の保存 / 読み込み
アキュムレート波形を 4 個の内部メモリに保存できます。
保存したアキュムレート波形を読み込んで表示できます。読み込まれたアキュムレート
波形は、白で表示されます。

8.7　アキュムレート表示する
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8.8	 アクションオントリガを設定する

操　　作

  

1.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRGのソフトキーを押します。

3.  設定したいモードに対応するソフトキーを押します。

     

・ OFF
 指定回数信号を取り込みます。アクションは実行されません。

・ All Condition
 トリガがかかると信号を取り込み、指定されたアクションを実行します。指

定した回数分信号を取り込むと停止します。
・ Zone/Param
 8.10 ～ 8.15 節参照

・ Eye Diagram
 8.16 節参照
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トリガ成立時のアクションを設定する
4.  Act�onのソフトキーを押します。

5.  設定したい項目に対応するソフトキーを押し、ON または OFF を選択します。
Mail-Mode を ON にしたときは、ロータリノブで Interval を設定します。

6.  ESCを押します。画面に戻ります。

     

信号の取り込み回数を設定する
7.  ロータリノブで、信号取り込み回数を設定します。

アクションオントリガを実行する
8.  EXECのソフトキーを押すと、信号の取り込みを開始し、アクションオントリガ

を実行します。
EXEC の表示が Abort に変わります。

     

アクションオントリガを中止する
9.  Abortのソフトキーを押すか START/STOPを押すと、信号の取り込みをストップ

し、アクションオントリガを中止します。

8.8　アクションオントリガを設定する
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解　　説
モード
下記のアクションを実行するタイミングを、次の中から選択します。Exec のソフトキー
を押すと、一時的にトリガモードが Normal になりアクションを実行します。7.1 節で設
定してるトリガモードには反映されません。

・	 OFF
 ACQ Count で指定した回数だけ信号を取り込み、ストップします。
・	 All	Cond�t�on
 トリガが成立するごとに、アクションを実行します。ACQ Count で指定した回数だ

け信号を取り込み、ストップします。

・	 Zone/Parameter	(GoNogo)
 Zone または Parameter で Go/No-Go の判定をします。判定条件が成立するごとに、

アクションを実行します。条件は Zone と Parameter 混在で４個設定可能です。4 個
の条件の論理 (AND/OR) を設定できます。ACQ Count で指定した回数だけ信号を取り
込むか、条件が Nogo Count で指定した回数だけ成立すると停止します。

・	 Eye	D�agram	(GoNogo)
 FlexRay Eye Diagram または Telecom Test で Go/No-go 判定をします。判定条件が成

立するごとに、アクションを実行します。 条件は FlexRay Eye Diagram と Telecom 
Test で４個設定可能です。4 個の条件の論理 (AND/OR) を設定できます。ACQ Count
で指定した回数だけ信号を取り込むか、条件が Nogo Count で指定した回数だけ成立
すると停止します。

トリガ成立時のアクション ( 動作 )
トリガがかかるたびに次のアクションの中から、指定した動作をします。

・	 ビープ音：Buzzer
 警告音を鳴らします。

・	 画面イメージの印刷 /保存：Pr�nt
 PRINT メニューの Copy to で指定したプリンタ (Printer( 内蔵プリンタ )、USB(USB プ

リンタ )) で画面イメージを印刷したり、指定したストレージメディアに画面イメージ
データを保存します。

・	 測定データの保存：Save	to	F�le
 FILE メニューで指定した保存先に、測定データをバイナリ、アスキー、フローティン

グのいずれかの形式で保存します。保存形式は、FILE メニューのデータタイプ (14.5
節参照 ) と連動しています。

・	 メール送信：Ma�l-Mode/Interval
 指定したアドレスにメールを送信します ( イーサネットインタフェースオプション付

きのとき )。
 アドレスの設定方法は 16.4 節をご覧ください。

Note
トリガ成立時のアクションに「メール送信」を選択した場合は、メールサーバに負荷がか
からないようにメール送信回数を制限することをおすすめします。ACQ Count または Nogo 
Count(GoNogo 判定のときだけ設定可能 ) でメール送信回数の上限を設定できます。

動作の回数
・ 1 ～ 1000000
 指定した回数だけ動作を繰り返します。

・ Infinite
 信号の取り込みをストップするまで動作を繰り返します。

8.8　アクションオントリガを設定する
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アクションに Print または Save	to	File を選択したときの動作
「Print」メニューまたは「FILE」メニューの設定に従って動作します。設定方法は、「13

章　画面イメージの印刷」、「14.5　測定データを保存する / 読み込む」、または「14.9　
画面イメージデータを保存する」をご覧ください。File メニューのオートネーミング機
能が OFF のときは、Numbering で保存されます。OFF 以外のときは、指定した方法で
保存されます。

トリガモード
トリガモードは Normal になります。
7 章のトリガモードとは独立しています。

GO/NO-GO 判定
GO/NO-GO 判定条件については、8.10 ～ 8.16 節をご覧ください。

メール送信の動作
メール送信のON/OFF：Mode
Mode が ON のときに、SYSTEM メニューの Network > E-Mail Setup > Address(To 
Address/From Address) で設定したアドレスにメールを送信します。

送信間隔：Interval
設定した Interval 経過後、最初に発生したトリガのタイミングでメールを送信します。
なお、アクションオントリガ ( 判定 ) が終了 ( 強制終了 ) したときもメールを送信します。
設定できるメールの送信間隔は、次のとおりです。OFF を選択すると、トリガが発生す
るたびにメールを送信します。
OFF ～ 1440min(1min ステップ )

・	 Interval を設定した場合のメール送信例

Interval

アクションオントリガ
( 判定 ) を開始

Interval Interval

アクションオントリガ
( 判定 ) が終了 ( 強制終了 )

トリガ発生
トリガ発生

＆
メール送信

トリガ発生
＆

メール送信
メール送信トリガ

発生
トリガ

発生

8.8　アクションオントリガを設定する
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メールの送信内容
選択したアクションや判定条件によって、送信される内容が異なります。アクションが
Nogo のときの内容については 8-19 ページをご覧ください。

・	 アクションが All	Cond�t�on のとき
<Subject>  ： メールに付くサブジェクト。メールソフトによって、サブジェクト、タ

イトル、件名、題名などとして表示されます。サブジェクトの内容は次
のとおりです。カッコ内の No. は、Nogo 回数。

 All Condition Triggered Report (No.) または All Condition 
Interval Report (No.)
[Comment]  ：コメント
[Trigger Date and Time] ：トリガ時刻
[ACQ Count]  ：アクイジション回数

送信例
<Subject>  All Condition Interval Report 2
----------------------------------------------------------------- ここから本文
[Comment]  Sample-All Condition
[Trigger Date and Time] 2006/03/01 16:47:04
[ACQ Count]  1367

Note
アクションオントリガ設定時の注意

・ アクションオントリガ中は設定変更できません。
・ アベレージングは指数化平均になります。
・ 等価時間サンプリングモードが ON のときは、ヒストリ波形ごとに GO/NO-GO 判定します。

アクションに Save	to	File を選択したときの注意
・ メディアのルートディレクトリを保存先ディレクトリとして指定しないでください。

(SB5000 で使用するメディアのルートディレクトリには、最大 512 個のファイルしか保存
できません。)

・ FILE メ ニ ュ ー で、 フ ァ イ ル 名 の 取 得 方 法 ( オ ー ト ネ ー ミ ン グ 機 能：Auto Name) に
Numbering[ 通し番号 ] を選択した場合は、保存したファイル数が多くなると、ファイル作
成に時間がかかります。また、オートネーミング機能で Numbering[ 通し番号 ] を選択して
いる場合、保存されるファイル数は 1000 個までです。1000 個を超えるファイルを作成す
るときは、オートネーミング機能の設定で、Date[ 日付 ] を選択してください。

・ オートネーミング機能でデータをファイルに保存するとき、同じファイル名が同じディレ
クトリ ( 保存先 ) に存在すると、その時点で GO/NO-GO 判定が停止します。それを避ける
には、GO/NO-GO 判定をスタートする前に、新規にフォルダを作成し何も保存されていな
いフォルダを準備するか、保存先のフォルダにファイルを置かないようにしてください。

・ ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つの
ディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリスト
には、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイル
が表示されるかは、特定できません。

8.8　アクションオントリガを設定する



8-16 IM 701361-01

8.9	 GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける

操　　作

  

1.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRGのソフトキーを押します。

3．  Zone/Paramまたは Telecom	Testのソフトキーを押します。

判定ロジックを選択する
4.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

判定条件は最大４つ設定できます。この判定条件がすべて成立したとき (AND)、またはど
れかひとつが成立したとき (OR) に GO/NO-GO 判定します。

判定回数を設定する
5.  ACQ	Countのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブで、ACQ Count( 判定回数 ) を設定します。

7.  Nogo	Countのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、Nogo Count を設定します。
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判定後のアクションを選択する
9.  Act�onのソフトキーを押します。

10.  Buzzer、Pr�nt、Saveの各ソフトキーを押して、それぞれ ON または OFF を選択
します。

11.  ESCを押します。

     

判定を実行する
12.  EXECのソフトキーを押します。判定を実行します。

Abort のソフトキーに変わります。判定が終了すると、自動的に取り込みをストップします。
判定を強制終了するときは、Abort のソフトキーまたは START/STOP を押します。

     

判定を停止 / 強制終了する
13.  判定が終了すると、自動的に取り込みをストップします。

判定を強制終了するときは、Abortのソフトキーまたは START/STOPを押します。

8.9　GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける
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解　　説
GO/NO-GO で指定した判定条件を満たしたときに、アクションオントリガをかけます。
判定条件の設定方法については 8.10 節～ 8.16 節をご覧ください。

モード
以下から選択します。

・	 Zone/Param
 Zone/Param を選択した場合は、下記の判定モードごとにさらに判定条件を設定する

必要があります。8.10 ～ 8.15 節を参照してください。
Wave 波形ゾーンで GO/NO-GO 判定。設定方法は 8.10 節参照。
Rect 方形ゾーンで GO/NO-GO 判定。設定方法は 8.11 節参照。
Polygon ポリゴン波形ゾーンで GO/NO-GO 判定。設定方法は 8.12 節参照。
Parameter 波形パラメータ、XY 波形パラメータ、FFT パラメータで GO/NO-GO 判定。 

波形パラメータの設定方法は 8.13 節、FFT パラメータは 8.14 節、XY 波形パラメー
タは 8.15 節をそれぞれ参照。

・	 Eye	D�agram
 FlexRay Eye Diagram または Telecom Test の結果で GO/NO-GO 判定。設定方法は 8.16

節参照。

判定ロジック
GO/NO-GO の判定条件は最大４つ設定できます。それぞれに上記モードを個別に設定で
きます。最大 4 つ設定できる判定条件の判定ロジックを設定します。
AND 判定条件１～ 4 が、すべて成立したときに NO-GO 判定
OR 判定条件 1 ～ 4 のうち、どれかが成立したときに NO-GO 判定

判定回数
ACQ Count または Nogo Count のどちらかが指定回数に達すると、信号の取り込みをス
トップします。

・	 ACQ	Count
 信号の取り込み回数を設定します。

1 ～ 1000000 指定した回数の信号を取り込むとストップします。
Infinite(0) Abort のソフトキーまたは START/STOP で信号の取り込みをストップするまで

続けます。

・	 Nogo	Count
 NO-GO となったアクイジションが指定回数になったら、信号の取り込みをストップ

します。
1 ～ 1000 指定した回数 NO-GO 判定すると、ストップします。
Infinite(0) Abort のソフトキーまたは START/STOP で信号の取り込みをストップするまで

続けます。

判定後のアクション ( 動作 )
条件成立時のアクションには、次の 4 種類があります。

・	 ビープ音
 警告音を鳴らします。

・	 画面イメージの印刷 /保存
 PRINT メニューの Copy to で指定したプリンタ (Printer( 内蔵プリンタ )、USB(USB プ

リンタ )) で画面イメージを印刷したり、指定したストレージメディアに画面イメージ
データを保存します。

・	 測定データの保存
 FILE メニューで指定した保存先に、測定データをバイナリ、アスキー、フローティン

グのいずれかの形式で保存します。保存形式は、FILE メニューのデータタイプ (14.5
節参照 ) と連動しています。

8.9　GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける
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・	 メール送信
 指定したアドレスにメールを送信します ( イーサネットインタフェースオプション付

きの時 )。
 アドレスの設定方法は 16 章の「メール送信の設定をする」をご覧ください。

アクションに Print または Save	to	File を選択したときの動作
「Print」メニューまたは「FILE」メニューの設定に従って動作します。設定方法は、「13

章　画面イメージの印刷」、「14.5　測定データを保存する / 読み込む」、または「14.9　
画面イメージデータを保存する」をご覧ください。File メニューのオートネーミング機
能が OFF のときは、Numbering で保存されます。OFF 以外のときは、指定した方法で
保存されます。

メール送信の動作
メール送信のON/OFF
Mode が ON のときに、SYSTEM メニューの Network > E-Mail Setup > Address(To 
Address/From Address) で設定したアドレスにメールを送信します。

送信間隔
設定した Interval 経過後、最初に発生したトリガのタイミングでメールを送信します。
なお、アクションオントリガ ( 判定 ) が終了 ( 強制終了 ) したときもメールを送信します。
設定できるメールの送信間隔は、次のとおりです。OFF を選択すると、トリガが発生す
るたびにメールを送信します。
OFF ～ 1440min(1min ステップ )

・	 Interval を設定した場合のメール送信例

Interval

アクションオントリガ
( 判定 ) を開始

Interval Interval

アクションオントリガ
( 判定 ) が終了 ( 強制終了 )

トリガ発生
トリガ発生

＆
メール送信

トリガ発生
＆

メール送信
メール送信トリガ

発生
トリガ

発生

メールの送信内容
・	 アクションがNogo のとき (Interval ＝ OFF)	
<Subject> ： メールに付くサブジェクト。サブジェクトの内容は次のと

おりです。カッコ内の No. は、Nogo 回数。
    GoNogo Triggered Report (No.)
[Comment]  ：コメント
[Setup Information] ：判定条件 ( 条件番号 1 ～４の内容 )
    Logic(AND/OR
     Stop Nogo/ACQ Count(Nogo 判定をする回数 / 信号の取り込

み回数 )
[Trigger Date and Time] ：トリガ時刻
[Nogo/Exec Count] ：Nogo 回数 / 判定実行回数
[Nogo Factor]  ：Nogo になった判定条件の内容と測定値 *
* 波形パラメータの GO/NO-GO 判定のときだけ測定値も送信

8.9　GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける
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・	 アクションがNogo のとき (Interval が OFF 以外 )	
<Subject>  ： メールに付くサブジェクト。サブジェクトの内容は次のと

おりです。カッコ内の No. は、Nogo 回数。
    GoNogo Interval Report (No.)
[Comment]  ：コメント
[Setup Information] ：判定条件 ( 条件番号 1 ～４の内容 )
    Logic(AND/OR)
     Stop Nogo/ACQ Count((Nogo 判定をする回数 / 信号の取り

込み回数 )
[TimeRange]  ：スタートから現在までの時刻
[Nogo/ExecCount] ：Nogo 回数 / 判定実行回数
[EachNogoCount]  ：各判定条件の現在までの Nogo 回数 (Logic が OR のとき )
    Logic が AND のときは、なし。

送信例
Subject GoNogo Triggered Report 23
-------------------------------------------------- ここから本文
[Comment] Sample -GoNogo
[Setup Information] Select1:Rect(C1,Main) (Left:-3.0000E+00,Right:-2.5000E+00,Upper: 500.00E-03,Lower:-500.00E-03,Condition:In)
  Select2:Wave(C2,Z1)  (Range1:-5.0000E+00,Range2: 5.0000E+00,Condition:Out)
  Select3:Polygon(C3,Z2)  (Condition:In)
  Select4:Measure(Max(C4))  (Upper: 1.0000E+00,Lower:-1.0000E+00,Condition:Out)

  Logic:OR
  Stop Nogo/ACQ Count:100/100

[Trigger Date and Time] 2006/03/06 13:53:46

[Nogo/Exec Count] 23/56

[Nogo Factor] Select1:Rect(C1,Main)
  Select2:Wave(C2,Z1)
  Select3:Polygon(C3,Z2)

8.9　GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける
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Note
GO/NO-GO 判定時の注意

・ 判定結果 ( 判定回数、Nogo 回数 ) を画面に表示します。
・ 判定中は、START/STOP と Abort のソフトキー以外は無効になります。(Remote：ON のと

きには、Exec(One Shot) のソフトキーも有効です。)
・ GO/NO-GO 判定を実行するとトリガモードは Normal に自動的に変更されます。

アクションに Save	to	File を選択したときの注意
・ メディアのルートディレクトリを保存先ディレクトリとして指定しないでください。

(SB5000 で使用するメディアのルートディレクトリには、最大 512 個のファイルしか保存
できません。)

・ FILE メ ニ ュ ー で、 フ ァ イ ル 名 の 取 得 方 法 ( オ ー ト ネ ー ミ ン グ 機 能：Auto Name) に
Numbering[ 通し番号 ] を選択した場合は、保存したファイル数が多くなると、ファイル作
成に時間がかかります。また、オートネーミング機能で Numbering[ 通し番号 ] を選択して
いる場合、保存されるファイル数は 1000 個までです。1000 個を超えるファイルを作成す
るときは、オートネーミング機能の設定で、Date[ 日付 ] を選択してください。

・ オートネーミング機能でデータをファイルに保存するとき、同じファイル名が同じディレ
クトリ ( 保存先 ) に存在すると、その時点で GO/NO-GO 判定が停止します。それを避ける
には、GO/NO-GO 判定をスタートする前に、新規にフォルダを作成し何も保存されていな
いフォルダを準備するか、保存先のフォルダにファイルを置かないようにしてください。

・ ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つの
ディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリスト
には、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイル
が表示されるかは、特定できません。

アクションに Mail を選択したときの注意
・ メールサーバに負荷がかからないようにメール送信回数を制限することをおすすめします。

ACQ Count または Nogo Count(GoNogo 判定のときだけ設定可能 ) でメール送信回数の上
限を設定できます。

・ Interval が OFF のときは、画面イメージを添付できますが、Interval に時間を設定したときは、
添付できません。

8.9　GO/NO-GO 判定でアクションオントリガをかける
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8.10	 波形ゾーンの GO/NO-GO 判定条件を設定する

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param		>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を設定する
3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。
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判定モードを設定する
5.  Mode	>	WAVEの順にソフトキーを押します。

判定モードを波形ゾーンにします。

     

判定対象ウインドウを選択する
6.  W�ndowのソフトキーを押します。

7.  Ma�n～ Zoom2から、判定するウインドウのソフトキーを押します。

     

判定対象波形を選択する
8.  Traceのソフトキーを押します。

9.  判定するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

8.10　波形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定ゾーンを新規作成する
10.  Ed�t	>	New	REF	Trace	の順にソフトキーを押します。

11.  ゾーンの元となるトレースのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

12.  Whole/Partのソフトキーを押して、編集範囲を指定します。
・ 全体ゾーンを編集するときは Whole を選択し、操作 13 に進みます。
・ 部分ゾーンを編集するときは Part を選択し、操作 21 に進みます。

     

・	 全体ゾーンを編集する

13.  Upper/Lowerまたは Left/R�ghtのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向
を選択します。

14.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。

15.  操作 13、14 を繰り返して、ゾーンを編集します。

16.  Save	Zoneのソフトキーを押して、編集したゾーンの登録先の設定メニューを開
きます。

17.  #1～ #4から、ゾーンの登録先のソフトキーを押します。

18.  ESCを押して、前画面に戻ります。
部分ゾーンを編集するときは、 操作 20 に進みます。

19.  Qu�t	Ed�t	Modeのソフトキーを押して、編集モードから抜けます。
ゾーンの編集を終了するときは操作 34 へ進みます。

     
ESC

8.10　波形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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・	 部分ゾーンを編集する

20.  Whole/Partのソフトキーを押して、Part[ 部分 ] を選択します。

21.  Ed�t	Rangeのソフトキーを押して、右カーソルまたは左カーソルを選択します。

22.  ロータリノブで、部分ゾーンの右端または左端を設定します。

23.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向を選択します。

24.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。
ロータリノブを回すと、指定した範囲で波形ゾーンを作成できます。

25.  操作 21 ～ 24 を繰り返して、ゾーンを編集します。

26.  Save	Zoneのソフトキーを押して、編集したゾーンの登録先の設定メニューを開
きます。

27.  #1～ #4から、ゾーンの登録先のソフトキーを押します。

28.  ESCを押して、前画面に戻ります。

29.  Qu�t	Ed�t	Modeのソフトキーを押して、編集モードから抜けます。
ゾーンの編集を終了するときは操作 34 へ進みます。

ESC

・	 ゾーンを修正する

30.  以前に登録したゾーンを修正する場合は、Load	Zoneのソフトキーを押します。
現在使用しているゾーンを修正する場合は、操作 32 に進みます。

31.  #1～ #4から、修正するゾーンの登録元のソフトキーを押します。
操作 33 に進みます。

32.  Mod�fy	Zoneのソフトキーを押します。

33.  操作 13 ～ 29 に従って、ゾーンを修正します。

34.  編集が終わったら、ESCを押します。

     

ESC

8.10　波形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定基準を選択する
35.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

・ IN または OUT を選択すると、画面にゾーンが表示され、操作 36 と 37 のときに 判定区
間を示すカーソルが表示されます。

・ X を選択すると、 判定区間を示すカーソルは表示されず、そのゾーンは GO/NO-GO 判定
の基準として使用されません。

判定区間を設定する
36.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

37.  ロータリノブで、判定区間を設定します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 37 を繰り返します。

8.10　波形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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解　　説
基準波形を元にゾーンを作成して、波形がそのゾーンに入っているかいないかで、GO/
NO-GO を判定します。

基本波形
判定ゾーンを作るための基本となる波形を選択します。基本波形は、トレースとして表
示している CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 の中から選択できます。表示されていないトレース
は選択できません。

判定ゾーンの作成
最多で 4 つの判定ゾーンを設定できます。設定範囲は次のとおりです。

・ 上下方向の設定範囲：基本波形から± 8div
・ 左右方向の設定範囲：画面の中心から± 5div
判定条件番号 1 ～ 4 に登録された判定ゾーンで判定する対象波形は、入力信号波形 (CH1
～ CH4)、演算波形 (M1 ～ M4) の中から選択できます。画面には、Condition の設定で
IN または ON になっているゾーンが表示されます。

対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 波形の中から選択します。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定区間
時間軸の± 5div の範囲で、判定区間を限定できます。

判定基準
・ IN：対象波形が判定ゾーン内に入ったときを NO-GO とします。
・ OUT：対象波形が判定ゾーンの外にあるときを NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

8.10　波形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する



8-28 IM 701361-01

8.11	 方形ゾーンの GO/NO-GO 判定条件を設定する

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を選択する
3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。

     

判定モードを設定する
5.  Mode	>	Rectの順にソフトキーを押します。

判定モードを方形ゾーンにします。
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判定基準を選択する
6.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

・ IN または OUT を選択すると、画面に方形ゾーンが表示されます。
・ X を選択すると、 方形ゾーンは表示されず、そのゾーンは判定の基準として使用されま

せん。

     

判定ゾーンを設定する
7.  Left/R�ghtまたは Upper/Lowerのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向

を選択します。

8.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。

9.  操作 7 ～ 8 を繰り返して、ゾーンを編集します。

     

8.11　方形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定対象ウインドウを選択する
10.  W�ndowのソフトキーを押します。

11.  Ma�n～ XY2から、判定するウインドウのソフトキーを押します。

     

判定対象波形を選択する
12.  Traceのソフトキーを押します。

13.  判定するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 13 を繰り返します。

8.11　方形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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解　　説
画面上に上下左右限値を設定して方形を作成し、波形がそのゾーンに入っているかいな
いかで、GO/NO-GO を判定します。

判定ゾーン
判定条件を判定する範囲を設定します。1 つの判定ゾーンを設定できます。設定範囲は
次の通りです。

・ 左右方向の設定範囲： 画面の中心から± 5div、設定分解能：0.01div
・ 上下方向の設定範囲：画面の中心から± 4div、設定分解能：0.01div

Note
方形ゾーンは、Condition を X にするか、対象波形の表示を OFF にすると消えます。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象ウインドウ
・ Main：通常波形を対象にします。
・ Zoom1：ズームボックス 1 の波形を対象にします。
・ Zoom2：ズームボックス 2 の波形を対象にします。
・ XY1：XY ウインドウ 1 の波形を 対象にします。
・ XY2：XY ウインドウ 2 の波形を対象にします。

対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 波形の中から選択します。

判定基準
・ IN：対象波形が判定ゾーン内に入ったときを NO-GO とします。
・ OUT：対象波形が判定ゾーンの外にあるときを NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

8.11　方形ゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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8.12	 ポリゴンゾーンの GO/NO-GO 判定条件を設定す
る

操　　作

  

ポリゴン図形をロードする
ここでは、ポリゴン図形をロードする操作について、説明しています。

1.  FILEを押します。

2.  ポリゴン図形のファイルが保存されている PC カードまたは USB メモリなどの
ディレクトリを選択します。

3.  OPENのソフトキーを押します。

4.  対象のファイルを選択し、SETを押します。

5.  LOADのソフトキーを押します。

6.  Typeのソフトキーを押します。

7.  Zone	Polygonのソフトキーを押します。

8.  ロード先のゾーン番号のソフトキーを押します。

9.  Load	EXECのソフトキーを押します。
選択したファイルがロードされます。

SET
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GO/NO-GO 判定モードを設定する
10.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

11.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を選択する
12.  Selectのソフトキーを押します。

13.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。

     

判定モードを設定する
14.  Mode	>	Polygonの順にソフトキーを押します。

判定モードをポリゴンゾーンにします。

     

8.12　ポリゴンゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定対象ウインドウを選択する
15.  W�ndowのソフトキーを押します。

16.  Ma�n～ XY2から、判定するウインドウのソフトキーを押します。

     

判定対象波形を選択する
17.  Traceのソフトキーを押します。

18.  判定するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

8.12　ポリゴンゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定基準を選択する
19.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 12 ～ 19 を繰り返します。

解　　説
PC で作成したポリゴン図形をロードして、波形がポリゴン図形の範囲 ( ゾーン ) に入っ
ているかいないかで、GO/NO-GO を判定します。

ポリゴン図形のロード
ポリゴン図形をあらかじめロードしておきます。ポリゴン図形は、専用のソフトウエア
を使って PC で作成しておきます。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象ウインドウ
・ Main：通常波形を対象にします。
・ Zoom1：ズームボックス 1 の波形を対象にします。
・ Zoom2：ズームボックス 2 の波形を対象にします。
・ XY1：XY ウインドウ 1 の波形を 対象にします。
・ XY2：XY ウインドウ 2 の波形を対象にします。

対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 波形の中から選択します。

判定基準
・ IN：対象波形が判定ゾーン内に入ったときに NO-GO となります。
・ OUT：対象波形が判定ゾーン内に入っていないときに NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

8.12　ポリゴンゾーンのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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8.13	 波形パラメータの GO/NO-GO 判定条件を設定する

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を選択する
3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。
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判定モード / カテゴリを設定する
5.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

判定モードをパラメータにします。

6.  Category	>	Measureの順にソフトキーを押します。
カテゴリを波形パラメータの自動測定値にします。

     

判定対象を選択する
7.  Itemのソフトキーを押します。

8.  設定されている波形パラメータのモード (11.1 または 11.2 節参照 ) によって、メ
ニューが変わります。それぞれのメニューに合わせて、操作します。

・ モードが Basic、Continuous Statistics、または History Statistics で、Area1 または Area2
を選択したときは、操作 9 に進みます。

・ モードが Cycle Statistics で、Basic を選択したときは、操作 9 に進みます。
・ モードが Basic、Continuous Statistics、History Statistics、または Cycle Statistics で、

Calc を選択したときは、操作 11 に進みます。
・ モードが FlexRay Parameter のときは、ロータリノブ	&	SETでパラメータを選択して

から、操作 12 に進みます。

モードがBasic、Continuous Statistics、
またはHistory Statisticsのとき

モードが
Cycle Statisticsのとき

Statisticメニューは、モードが
Cycle Statistics、または
FlexRay ParameterでTypeが
BUSのときに表示されます。

Max、Min、Mean、σから統計処
理をする項目を選択します。

波形パラメータのモードによって、メニューが変わります。 モードがFlexRay Parameterのとき
11.1節で選択したテストタイプが
BUS/Receiver/Transmitterのとき、それぞ
れのタイプに応じたダイアログボックスが
表示されます。テストタイプSignal 
Integrity Votingには対応していません。

8.13　波形パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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・	 信号 / 波形パラメータを選択する

9.  選択する信号のソフトキーを押します。
・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、Log�c	のソフトキー 押して表示されるメニューで、◄Log�c

のソフトキーを押します。このとき表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	
&	SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

10.  ロータリノブ&	SETで、波形パラメータを選択します。
操作 12 に進みます。

     

ロータリノブ&SETで
ロジック信号を選択

・	 計算式を選択する

11.  ロータリノブ	&	SETで、計算式を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。
11.2 節で設定した計算式を選択します。

     

12.  ESCを押します。

判定範囲を設定する
13.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

14.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

判定基準を選択する
15.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 15 を繰り返します。

8.13　波形パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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解　　説
波形パラメータの自動測定値 (11.2 節参照 ) を使用して、設定した範囲に入っているか
いないかで、GO/NO-GO を判定します。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象
波形パラメータの各モードで測定される波形パラメータ / 計算式の値を判定対象にしま
す。

判定範囲
判定範囲を上限値 / 下限値で設定します。

判定基準
・ IN：波形パラメータの値が上限値 / 下限値内のときに NO-GO とします。
・ OUT：波形パラメータの値が上限値 / 下限値外のときに NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

Note
次の場合、操作 2(Condition のソフトキーを押す ) で表示されるソフトキーメニューに「Statistic」
が追加表示されます。また、操作 7 の Area/Calc のソフトキーは表示されません。

・ FlexRay の波形パラメータの測定で、テストタイプが BUS の場合 (11.1 節、PARAM > Mode 
= FlexRay Parameter > Type = BUS)

・ 波形パラメータの測定がサイクル統計処理の場合 (11.3 節、PARAM > Mode = Cycle 
Statistics)

Statistic のソフトキーを押して、統計処理をする項目を次の中から選択してください。
Max( 最大値 )、Min（最小値）、Mean（平均値）、σ（標準偏差）

8.13　波形パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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8.14	 FFT パラメータの GO/NO-GO 判定条件を設定する

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE	/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を選択する
3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。
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判定モード / カテゴリを設定する
5.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

判定モードをパラメータにします。

6.  Category	>	FFTの順にソフトキーを押します。
カテゴリを FFT パラメータにします。

     

判定対象の解析項目 / 計算式を選択する
・	 対象ウインドウを選択する

7.  W�ndowのソフトキーを押して、FFT1(Window1 の解析結果 ) または

 FFT2(Window2 の解析結果 ) を選択します。

     

・	 解析項目を選択する

8.  Itemのソフトキーを押します。

9.  Bas�cまたは Calcから、対象項目のソフトキーを押します。
・ Basic を選択したときは、操作 10 に進みます。
・ Calc を選択したときは、操作 11 に進みます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、解析項目を選択します。
操作 12 に進みます。

     

8.14　FFT パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する



8-42 IM 701361-01

・	 計算式を選択する

11.  ロータリノブ	&	SETで、計算式を選択します。

     

12.  ESCを押します。

判定範囲を設定する
13.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

14.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

判定基準を選択する
15.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 15 を繰り返します。

8.14　FFT パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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解　　説
FFT の解析結果 (11.15 節参照 ) を使用して、設定した範囲に入っているかいないかで、
GO/NO-GO を判定します。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象の解析項目 / 計算式
・	 対象ウインドウ
 判定するウインドウを、解析画面の FFT1(WINDOW 1 の FFT) または FFT2(WINDOW 2

の FFT) から選択します。

・	 解析項目
 判定に使用する解析項目を選択します。

・ Basic：FFT の解析結果 (Peak) を判定対象にします。
・ Calc：11.15 節で設定した計算式で求められた値を判定対象にします。

判定範囲
判定範囲を上限値 / 下限値で設定します。

判定基準
・ IN：FFT パラメータの値が上限値 / 下限値内のときに NO-GO とします。
・ OUT：FFT パラメータの値が上限値 / 下限値外のときに NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

8.14　FFT パラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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8.15	 XY 波形のパラメータの GO/NO-GO 判定条件を設
定する

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE	/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Zone/Param	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

判定条件番号を選択する
3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。

     



信
号
の
取
り
込
み
／
表
示

8-45IM 701361-01

付

索

判定モード / カテゴリを設定する
5.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

判定モードをパラメータにします。

6.  Category	>	XYの順にソフトキーを押します。
カテゴリを XY 波形のパラメータにします。

     

判定対象ウインドウを選択する
7.  W�ndowのソフトキーを押して、XY1(Window1 の XY) または XY2(Window2 の

XY) を選択します。

     

判定範囲を設定する
8.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

9.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

8.15　XY 波形のパラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定基準を選択する
10.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 10 を繰り返します。

解　　説
XY 波形の面積計算値を使用して、設定した範囲に入っているかいないかで、GO/NO-
GO を判定します。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象ウインドウ
判定するウインドウを、解析画面の XY1(WINDOW 1 の XY) または XY2(WINDOW 2 の
XY) から選択します。

判定範囲
判定範囲を上限値 / 下限値で設定します。

判定基準
・ IN：XY 波形の面積が上限値 / 下限値内のときに NO-GO とします。
・ OUT：XY 波形の面積が上限値 / 下限値外のときに NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

8.15　XY 波形のパラメータのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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8.16	 アイダイアグラムの GO/NO-GO 判定条件を設定す
る

操　　作

  

GO/NO-GO 判定モードを設定する
1.  SHIFT+TRIG	MODE	/HOLD	OFF(ACQ COUNT/ACTION) を押します。

2.  Act�on	on	TRG	>	Eye	D�agram	>	Cond�t�on	の順にソフトキーを押します。

・	 判定条件番号を選択する

3.  Selectのソフトキーを押します。

4.  設定する判定条件番号のソフトキーを押します。
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判定対象の項目を設定する
5.  Itemのソフトキーを押します。

6.  設定されているアイダイアグラムのモード (11.4 または 11.5 節参照 ) によって、
メニューが変わります。それぞれのメニューに合わせて、操作します。

・ モードが FlexRay アイダイアグラムのときは、ロータリノブ	&	SETでパラメータを選
択してから、操作 11 に進みます。

・ モードがテレコムテストで、Mask Test を選択したときは、操作 7 に進みます。Eye 
Pattern を選択したときは、操作 10 に進みます。

モードが
Telecom Testのとき

アイダイアグラムのモードによって、メニューが変わります。

モードがFlexRay Eye Diagramのとき

・	 Mask	Test の項目を選択する

7.  設定するエレメントのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、テスト項目を選択します。

 操作 11 に進みます。

     

・	 Eye	Pattern の項目を選択する

10.  ロータリノブ	&	SETで、テスト項目を選択します。

     

11.  ESCを押します。

8.16　アイダイアグラムのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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判定範囲を設定する
12.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

13.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

判定基準を選択する
14.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて判定条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 3 ～ 14 を繰り返します。

8.16　アイダイアグラムのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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解　　説
アイダイアグラムのテスト項目を使用して、その範囲内になったか、または範囲外になっ
たかで、GO/NO-GO を判定します。

判定条件の番号
判定条件を設定する判定条件の番号を選択します。1 ～ 4 番の判定条件をそれぞれ設定
できます。

判定対象
・	 FlexRay アイダイアグラムの	Mask	Test/	Eye	Pattern
 FlexRay Eye Diagram の Mast Test と Eye Pattern の項目から選択できます。項目の詳

細については、11.4 節をご覧ください。

・	 テレコムテストの	Mask	Test/	Eye	Pattern
・ Mask Test
 Element1 ～ Element4 に、Mast Test の項目から選択できます。項目の詳細につい

ては、11.5 節をご覧ください。
・ Eye Pattern
 Eye Pattern の項目から選択できます。項目の詳細については、11.5 節をご覧くだ

さい。

判定範囲
指定した判定アイテムの値について上限値 / 下限値を設定します。

判定基準
・ IN：判定対象アイテムの値が、上限値 / 下限値内のときに NO-GO とします。
・ OUT：判定対象アイテムの値が、上限値 / 下限値外のときに NO-GO とします。
・ X：GO/NO-GO 判定を行いません。

Note
Sample Point Count は補間データで計算されるため、レコード長に対応した値を表示しない場
合があります。

8.16　アイダイアグラムのGO/NO-GO 判定条件を設定する
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9.1	 波形をズームする

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

ズーム波形の表示フォーマットを選択する
1.  SHIFT+ZOOM	1(DISP 1) または SHIFT+ZOOM	2(DISP 2) を押します。

2.  Formatのソフトキーを押します。

3.  設定するフォーマットに対応するソフトキーを押します。

     

ズーム対象波形を設定する
4.  対象にする波形のソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

第 9章	 画面表示
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ズーム波形を表示する
5.  ZOOM	1または ZOOM	2を押します。

・ 操作したキーが点灯し、ズーム波形とメニューが表示されます。Zoomのソフトキーは、
ON を選択した状態になっています。

・ OFF を選択すると、通常波形だけが表示された状態になり、メニューが消えます。以降
の操作はできません。

     

メイン画面を表示する / しないを選択する
6.  Ma�nのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

ズーム方向を選択する
7.  H/Vのソフトキーを押して、ズームする方向を選択します。

H：水平方向
V：垂直方向

     

水平方向 垂直方向

9.1　波形をズームする
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波形をズームする
8.  MAGノブで、波形をズームします。

・ MAG ノブを回して波形をズームしているときのズーム率は、画面中央上部に一時的に表
示され、数秒後には消えます。

・ ズームした波形の水平軸 (T/div) や垂直軸 (V/div) の単位が、ズーム波形エリアの右上に
表示されます。

ズーム波形の
水平軸の単位

ズーム波形の
垂直軸の単位

MAGノブを回しているとき、ズーム
率を一時的に表示します。

ズーム位置を設定する
9.  ロータリノブで、ズーム位置を設定します。

     

水平方向 垂直方向

ズーム位置 ズーム位置

ズームした波形をオートスクロールする
前ページの操作 7 で、ズーム方向「H」を選択した状態から操作を説明します。

10.  Auto	Scrollのソフトキーを押します。

11.  Downまたは Upのソフトキーを押して、スクロールの速さを切り替えます。

12.  のソフトキーを押して、オートスクロールを実行または停止しま
す。

     

スクロールの速度ダウン

スクロールの速度アップ

一番古い波形に移動

過去の波形に向かってスクロール

新しい波形に向かってスクロール

最新の波形に移動

スクロール停止

9.1　波形をズームする
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ズームボックス Z1 と Z2 のリンクを設定する
13.  H/Vのソフトキーを押して、H または V を設定します。

14.  H のときは H-Pos/Z1&Z2	L�nk、V のときは Z1&Z2	L�nkのソフトキーを押して、
ON または OFF を選択します。

     

水平軸方向 垂直軸方向

垂直ズームを初期化する
15.  Traceのソフトキーを押します。

16.  初期化するチャネルに対応するソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

17.  In�t�al�ze	V-Zoomのソフトキーを押します。

     

9.1　波形をズームする
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解　　説
2 箇所のズーム波形を同時に表示 ( デュアルズーム ) できます。また、どのチャネルをズー
ム対象にするかも設定可能です。画面表示点数が 10 点以下 (FFT 波形の場合は 50 点以下 )
では、ズームはできません。

ズーム波形の表示フォーマット
波形エリアの垂直方向の表示フォーマットを、Depend on Main と、4 つのフォーマッ
ト (Single、Dual、Triad、Quad) から選択できます。

・ Depend on Main を選択すると、9.2 節で選択した表示フォーマットになります。
・ Single、Dual、Triad、Quad を選択すると、それぞれ分割なし、2 分割、3 分割、4 分

割の表示フォーマットになります。

ズーム対象波形
操作 4 で ON にしたチャネルがズームの対象になります。ALL ON を選択すると、全チャ
ネルがズーム対象になります。

ズーム率
MAG ノブで、ZOOM1 または ZOOM2 それぞれに独立した水平方向あるいは垂直方向の
ズーム率を設定できます。設定したズーム率に合わせて、ズーム波形エリアの時間軸と
垂直軸が自動的に変わります。

・ 水平方向はウインドウ内のデータ点数が 10 点になるまで、垂直方向は最大 10 倍ま
で拡大できます。

・ 水平方向の拡大は、ウインドウ内に表示されている波形すべてに適用されます。
・ 垂直方向の拡大は、ウインドウ内の指定された１波形にだけ適用されます。

ズーム位置
・ ズーム位置は、波形エリアの中心を 0div として、ズーム中心位置 ( ズームボックス

の中央 ) を－ 5 ～＋ 5div の範囲で設定できます。
・ 実線で囲まれたズームボックスが Z1、破線で囲まれたズームボックスが Z2 です。

ズームリンク
ズーム位置を設定するとき、ズームボックス Z1 と 2 の位置関係を保持するかしないか
の選択ができます。

・ H-Pos/Z1&Z2 Link
 水平方向の位置関係を保持する (ON)/ しない (OFF) を選択します。

・ Z1&Z2 Link
 垂直方向の位置関係を保持する (ON)/ しない (OFF) を選択します。

垂直ズーム初期化
垂直方向のズーム率、ズーム位置の設定を初期化できます。

9.1　波形をズームする
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9.2	 表示フォーマットを変える

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

表示フォーマットを選択する
1.  FORMを押します。フォーマットの選択メニューが表示されます。

2.  VT	Formのソフトキーを押します。

3.  S�ngle～ Quadから、選択するフォーマットのソフトキーを押します。

波形の配置を設定する
4.  Mapp�ngのソフトキーを押します。

5.  Modeのソフトキーを押して、Auto または Manual を選択します。
Manual を選択したときは、次に進みます。

6.  設定する波形のソフトキーを押します。
 M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

7.  1～ 4から、配置先を選択します。

Analog & Logic Windowのメニューで、アナログ波形エリアとロジック信号エリアの表示比率を
設定できます。機能や操作については、6.19節をご覧ください。

Mapping: Manualのとき
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解　　説
アナログ波形の表示ウインドウを何分割するかを選べます。表示フォーマットによって
各チャネルの波形が表示される位置が変わります。

表示フォーマット
Single：分割なし、Dual：2 分割、Triad：3 分割、Quad：4 分割

波形配置
・ Auto
 分割した画面の一番上から CH1、CH2、CH3、CH4、M1、M2、M3、M4 の順に配置

します。分割した画面の一番下まで配置すると、再度、一番上から配置します。表示
が OFF になっているチャネルは除いて配置します。

・ Manual
 CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 をどこに配置するかを指定します。表示フォーマットによって、

上下 8div に表示できる点数が次のように異なります (Main 画面だけを表示している
とき )。垂直軸分解能は変わりません。

 Single( )：640 点、Dual( )：320 点、Triad( )：208 点、Quad( )：160 点

9.2　表示フォーマットを変える
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9.3	 表示補間方式を設定する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1. FORMを押します。

補間方式を設定する
2.  Dot	Connectのソフトキーを押します。

3.  OFF～ S�neから、選択する補間方式のソフトキーを押します。

     

解　　説
補間方式
サンプリングデータ間をつなぎ、波形として表示するための方式を設定します。メイン、
ZOOM1 または ZOOM2 の表示レコード長が次の場合は、サンプリングデータ間を垂直
方向につなぐだけです。Pulse、Line、Sine による違いはありません。

・ 4k ワード、5k ワード
・ 10k ワード以上

表示レコード長が上記以外の場合は、設定した補間方式に従ってサンプリングデータ間
に新たに補間点が生成され、補間点を垂直軸方向につなぎます。
OFF： 補間を行いません。
Pulse：  次のデータの時間軸まで水平線を引いたあと、次のデータの垂直軸位置まで垂

直線を結んで補間します。
Line： 直線で 2 点間を補間します。
Sine： sin x/x 関数で 2 点間を補間します。

	 補間のイメージ

   

OFF SineLinePulse
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9.4	 グラティクル ( 目盛り ) を変える

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1. FORMを押します。

2.  Grat�culeのソフトキーを押します。

3.  選択するグラティクルのソフトキーを押します。

     

解　　説
次の 4 種類の中から選択できます。
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9.5	 バックライトを調整する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  FORMを押します。

2.  Next	1/2	>	Back	L�ghtの順にソフトキーを押します。

バックライトのオートオフを設定する
3.  Auto	OFFのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

Auto OFF を ON に設定した場合は、操作 4 に進みます。

4.  T�me	Outのソフトキーを押します。

5.  ロータリノブで、自動的にバックライトが消える時間を設定します。

バックライトの明るさを設定する
６.  Br�ghtnessのソフトキーを押します。

７.  ロータリノブで、バックライトの明るさを設定します。

バックライトを消灯する
８.  LCD	OFFのソフトキーを押します。バックライトが消えます。

どれかのキーを押すと、バックライトが点灯します。

解　　説
バックライトのオートオフ
設定した時間、パネルのキーを操作しないと、自動的にバックライトが消灯します。
何かキーを押すと、バックライトが点灯します。

バックライトの明るさ
バックライトの明るさを変えることができます。1( 暗い ) ～ 8( 明るい ) の範囲で設定し
ます。バックライトの明るさを暗くしたり、画面を観察する必要のないときにバックラ
イトを OFF にしておくと、バックライトの寿命が長持ちします。

バックライトの消灯
バックライトを消灯できます。バックライトが消灯した状態で何かキーを押すと、バッ
クライトが点灯します。
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9.6	 信号のラベルを設定する

操　　作

  

1.  CH1～ CH4またはM1～M4のどれかを押して、設定するチャネルを選択します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Labelのソフトキーを押します。

ラベルを表示する / しないを選択する
4.  Labelのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

ラベルを設定する
5.  Def�ne	Labelのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。

6.  4.2 節の操作に従って、ラベルを設定します。

     

解　　説
ラベル
各チャネルのラベルを 8 文字以内で設定できます。

ラベルの表示
ラベルを表示する / しないを選択できます。

Note
表示フォーマットやズームフォーマットによって、波形エリアが狭いときは、ラベルが表示さ
れないことがあります。
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9.7	 スナップショット / スナップクリアをする

操　　作

  

SNAP
SNAP CLEAR

ESC
RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

スナップショットを実行する
 SNAPを押します。スナップショットが実行されます。

スナップクリアを実行する
 SHIFT+SNAP(SNAP CLEAR) を押します。スナップショット波形が消去されます。

解　　説
スナップショット
現在表示されている波形を画面に残します。信号の取り込みをストップしないで、表示
を更新することができます。波形を比較したいときなどに便利です。

・ スナップショット波形に対して、次の操作はできません。
 カーソル測定、波形パラメータの自動測定、ズーム、演算

・ スナップショット波形をビットマップ形式でセーブしたり、ロードできます。14.9 節
をご覧ください。

スナップクリア
現在画面表示されているスナップ波形を消去します。

SNAP/SNAP	CLEAR キーが無効なとき
・ プリンタ出力中、オートセットアップ中、メディアへのアクセス中
・ GO/NO-GO 判定中、アクションオントリガ中、検索中
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9.8	 半透過表示 / 波形の表示色 / 輝度を設定する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  FORMを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

     

半透過表示を ON/OFF する
3.  Translucentのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

ON：半透過する、OFF：半透過しない
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表示色と輝度を設定する
3.  Color	Conf�gurat�onのソフトキーを押します。

・	 波形の表示色を設定する

4.  Waveformのソフトキーを押します。

5.  設定する波形のソフトキーを押します。
・ REF1 ～ REF4 を設定するときは、REF1-REF4のソフトキーを押して切り替えてから選

択します。
・ MATH1 ～ MATH4 を設定するときは、MATH1-MATH4のソフトキーを押して切り替え

てから選択します。
・ LOGIC または LOGIC(State) を設定するときは、LOGICのソフトキーを押して切り替え

てから選択します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、表示色を選択します。

7.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

・	 グリッド /ズームボックス /カーソル /マーカーの輝度を設定する

8.  Gr�d/Cursorのソフトキーを押します。

9.  Gr�d～Markerから、輝度を変える項目のソフトキーを押します。

10.  ロータリノブで、輝度を設定します。

     

9.8　半透過表示 /波形の表示色 /輝度を設定する
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解　　説
ダイアログボックスの半透過表示、波形の表示色、およびグリッド / ズームボックス / カー
ソル / マーカーの輝度を設定できます。

半透過表示
ON にすると、設定操作のときに表示されるダイアログボックスが半透過になり、下の
表示が薄く見えるようになります。

表示色と輝度
・	 波形の表示色

・ アナログ信号入力波形 CH1 ～ CH4*、リファレンス波形 REF1 ～ REF4、演算波形
MATH1 ～ MATH4、ロジック信号 LOGIC/LOGIC(State) のそれぞれの波形の表示色
を、16 色の中から選択できます。
* アナログ信号入力チャネルに演算波形を割り当ている場合は、CH1 が MATH5、CH2 が

MATH6、CH3 が MATH7、および CH4 が MATH8 に該当し、それぞれ CH1 ～ CH4 の表示
色が割り当てられます。

・ チャネルキーを押したときに表示されるメニューのタイトルバー色にも反映され
ます。

・	 グリッド /ズームボックス /カーソル /マーカーの輝度
 グリッド / ズームボックス / カーソル / マーカーの輝度を設定できます。
 設定範囲：0 ～ 31

初期化
RESET を押すことで、波形の表示色とグリッド / ズームボックス / カーソル / マーカー
の輝度のどちらも、選択している項目ごとに初期値に戻せます。

9.8　半透過表示 /波形の表示色 /輝度を設定する



演
算

10-1IM 701361-01

付

索

10.1	 演算チャネル / 演算子 / 単位 / 表示範囲を設定
する

操　　作

  

演算チャネルを選択する
1.  CH1～ CH4またはM1～M4から、演算設定をするチャネルのキーを押します。

チャネルに関する設定メニューが表示されます。
操作 4 で、Stuff Bit、DA(D/A 変換 )、または User Define( ユーザー定義演算 ) を選択する場合は、
M1～M4から選択します。

2.	 Selectのソフトキーを押して、MATH を選択します。

演算子を選択する
3.  Operat�onのソフトキーを押します。

4.  表示されるメニューから、選択する演算子のソフトキーを押します。
演算子は、Next 1/2 のソフトキーを押して表示されるメニューにもあります。

5.  選択した演算子に合わせて各節に進み、それぞれの演算の設定をします。
・ Filter( フィルタ )：10.2 節 ( リニアスケーリング )、10.5 節 ( 位相シフト )、10.6 節 (IIR フィ

ルタ )、10.7 節 ( スムージング )
 フィルタのタイプによって操作が異なるため、操作説明を分けています。

・ ＋、－、＊ ( × )：10.3 節
・ Stuff Bit( スタッフビット )：11.9 節
・ DA(D/A 変換 )：10.10 節
・ Integ( 積分 )：10.4 節
・ Edge Count( エッジカウント )：10.8 節
・ Rotary Count( ロータリカウント )：10.9 節
・ User Define( ユーザー定義演算 )：10.11 節

     

 上記のメニューは、操作 1 で M1 ～ M4 のチャネルを選択した場合です。CH1 ～ Ch4 を選択
した場合は、Next 1/2 のソフトキーはありません。

第 10章	 演算
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前ページの操作 5 で演算の設定をしたあと、チャネルに関する設定メニューに戻った状
態で、操作を続けます。

スケーリングを設定する
必要に応じて、演算結果に対するスケーリングを設定します。演算がエッジカウント、
ロータリカウント、およびユーザー定義演算の場合は、この設定はありません。

6.  Setupのソフトキーを押します。

7.  ロータリノブで、リニアスケーリング y ＝ ax ＋ b の a と b を設定します。

単位を設定する
必要に応じて、単位を設定します。

8.  Modeのソフトキーを押して、Auto または User を選択します。
Auto を選択した場合は、操作 11 に進みます。

９.  User	Un�tのソフトキーを押します。

10.  4.2 節を参照して、単位を入力し、Enterのソフトキーを押します。

11.  ESCを押します。

表示範囲を設定する
・	 演算が D/A 変換またはユーザー定義演算以外の場合

12.  Modeのソフトキーを押して、Auto または Manual を選択します。
Manual を選択したときは、次の操作に進みます。

13.  ロータリノブで、1div あたりの値と中心位置の値を設定します。

・	 演算が D/A 変換またはユーザー定義演算の場合

12.  Rang�ngのソフトキーを押します。

13.  自動でレンジングを設定する場合は、Auto	Rang�ng	Execのソフトキーを押して、
レンジングを実行します。

 手動でレンジングを設定する場合は、Rang�ngのソフトキーとロータリノブで、
1div あたりの値と中心位置の値を設定します。

中心位置の値
1divあたりの値

中心位置の値
1divあたりの値ESC

ESC

D/A 変換またはユーザー
定義演算以外の場合

D/A 変換またはユーザー
定義演算の場合

b
a

10.1　演算チャネル /演算子 / 単位 / 表示範囲を設定する
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解　　説
演算チャネル
演算設定をするチャネルを CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。

演算子
次の演算子から選択します。

・ Filter：フィルタ
 Through( リニアスケーリング )、Delay( 位相シフト )、Moving Avg( スムージング )、 

IIR Low Pass(IIR フィルタ )、IIR High Pass(IIR フィルタ )
・ +、－、*：加減乗算
・ Integ：積分
・ Edge Count：エッジカウント
・ Rotary Count：ロータリカウント
・ Stuff Bit：スタッフビット (CAN バス用 )
・ DA：ロジック信号の D/A 変換
・ ユーザー定義演算 ( オプション )

選択した演算子に合わせて、それぞれの演算の設定をします。

スケーリング
演算結果に対して、リニアスケーリング y ＝ ax ＋ b の a と b を設定します。演算がエッ
ジカウント、ロータリカウント、およびユーザー定義演算の場合は、この設定はありま
せん。

単位
演算結果に単位を設定します。スタッフビットには単位の設定はありません。

・ Auto
 初期値を使用します。演算によって変わります。

フィルタ / 加減乗算 V、A、VV、AA、VA
積分 Vs、As、VVs、AAs、VAs
エッジカウント / ロータリカウント 空欄
D/A 変換 / ユーザー定義演算 EU

・ User
 最大 4 文字までの任意の文字列を設定できます。

表示範囲 ( レンジング )
波形表示範囲を設定します。

・	 D/A	変換またはユーザー定義演算以外の場合
Auto 対象波形の V/div、演算子、オフセット値などから自動的に波形表示範囲を決めます。
Manual 1div あたりの値と、画面の中心位置の値を設定することにより、波形表示範囲を決

めます。演算によっては「V」のような単位が表示されます。演算子を変更すると、
変更した演算子に対応した Auto の表示範囲に変わります。モードは Manual のまま
です。

・	 D/A	変換またはユーザー定義演算の場合
Auto Ranging Exec 波形の全振幅が見えるように表示します。1div あたりの値と画面の中心位

置の値が、Ranging の値に反映されます。このとき、VT カーソルでは上
位 14 ビットまでを測定値として読み取ります。

Ranging 1div あたりの値と画面の中心位置の値を設定することにより、波形の表示
範囲を決めます。

10.1　演算チャネル /演算子 / 単位 / 表示範囲を設定する
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10.2	 リニアスケーリングをする

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Filter にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を設定する
3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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フィルタタイプを設定する

5.  F�lter	Typeのソフトキーを押します。

6.  Throughのソフトキーを押します。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

解　　説
設定したスケーリング係数 A とオフセット値 B から以下の演算を実行し、カーソル測定
値や波形パラメータの自動測定値をスケール変換した値で表示します。スケール変換し
た値には単位を付けることができます。
Y ＝ AX＋ B　(X は測定値、Y はリニアスケーリング結果 )

スケーリング係数 A とオフセット値 B
A、B の設定範囲 － 10.000E ＋ 30 ～＋ 10.000E ＋ 30
初期設定 A 1.0000E ＋ 00
 B 0.0000E ＋ 00

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

10.2　リニアスケーリング
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10.3	 加減乗算する

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を＋、－、または＊ ( × ) にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を選択する
3.  Source1のソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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5.  Source2のソフトキーを押します。

6.  対象とするチャネルに対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。

     

演算前のスケーリングを設定する
7.  必要に応じてソース 1、ソース 2 それぞれの Pre-Scal�ngのソフトキーを押して、

ロータリノブの対象を切り替えます。

8.  ロータリノブを回して、スケーリング y ＝ ax ＋ b の a と b を設定します。

9.  必要に応じて、操作 7 と 11 を繰り返し、Source1、Source2 それぞれに設定します。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

解　　説
指定したトレース波形の加算 / 減算 / 乗算をします。

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

演算前のスケーリング
ソースごとに、演算前の値に対して個別にスケーリングを設定できます。

10.3　加減乗算する
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10.4	 積分をする

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Integ にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を設定する
3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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演算前の入力ソースのスケーリングを設定する
5.  Pre-Scal�ngのソフトキーを押して、ロータリノブの対象を切り替えます。

6.  ロータリノブで、プレスケーリングを設定します。

     

演算基準点を設定する
7.  In�t�al	Po�ntのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブを回してイニシャルポイントを設定するか、Jump to のソフトキー
を押します。

9.  Jump to を押したときは Jump 先を選択します。Jump 先のソフトキーを押します。

     

イニシャルポイント
の設定

Jump先の選択

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

解　　説
指定したトレース波形の積分をします。

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

演算基準点
演算の基準点を設定します。

・ 設定範囲：－ 5div ～ 5div
・ div 分解能の初期値：－ 5div
以下の点を直接設定することもできます (Jump to)。
 Trig Pos( トリガポジション )、－ 5div、0div、Zoom1(Zoom1 の拡大中心位置 )、

Zoom2(Zoom2 の拡大中心位置 )

10.4　積分をする



10-10 IM 701361-01

10.5	 位相をシフトする

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Filter にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を選択する

3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され
ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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フィルタタイプを設定する

5.  F�lter	Typeのソフトキーを押します。

6.  Delayのソフトキーを押します。

     

位相をずらす時間を設定する

７.  Delayのソフトキーを押して、ロータリノブの対象を切り替えます。

8.  ロータリノブを回して、波形の位相をずらす時間を設定します。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

解　　説
対象波形の位相をずらして表示できます。

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

遅延時間
± 5div に相当する時間の範囲で設定できます。

10.5　位相をシフトする



10-12 IM 701361-01

10.6	 フィルタ (IIR フィルタ ) を設定する

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Filter にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を選択する
3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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フィルタタイプを設定する
5.  F�lter	Typeのソフトキーを押します。

6.  IIR	Low	Passまたは IIR	H�gh	Passのソフトキーを押します。

     

遮断周波数を設定する
7.  Cut	offのソフトキーを押して、ロータリノブの対象を切り替えます。

8.  ロータリノブを回して、遮断する周波数を設定します。

     

フィルタ次数を選択する
9.  F�lter	Orderのソフトキーを押して、1 または 2 を選択します。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

10.6　フィルタ (IIR フィルタ ) を設定する
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解　　説
一次のローパスフィルタと微分器を組み合わせて、Low Pass Filter、High Pass Filter を
設定できます。

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

遮断周波数の設定 (Cut	off)
1GHz 以下で設定できます。

フィルタ次数の選択：Filter	Order
指定しているフィルタタイプによって、設定が異なります。
フィルタタイプ フィルタ次数 位相の変化
High Pass 1 位相が進みます
Low Pass 1 位相が遅れます
High Pass ／ Low Pass 2 位相 0 となります。

Note
フィルタ演算 (IIR フィルタ ) では初期値が不定のため、演算の開始直後は正しく演算ができま
せん。そのため、フィルタ次数が 1 次では波形の左端、2 次では波形の両端は表示されません。

10.6　フィルタ (IIR フィルタ ) を設定する
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10.7	 波形を移動平均 ( スムージング ) する

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Filter にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

     

演算対象波形を選択する
３.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。操作 5 に進みます。

４.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
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フィルタタイプを設定する
５.  F�lter	Typeのソフトキーを押します。

6.  Mov�ng	Avgのソフトキーを押します。

     

加重点数を設定する

7.  ロータリノブで、加重移動平均の加重点数を設定します。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

解　　説
移動平均 ( スムージング )
以下の計算式に従って平均化処理をします。

   
xn=( xi + xi)/(2N×2)

n+N-1

i=n-N

n+N

i=n-N+1

(Weightの設定が2Nのとき)

加重点数
移動平均する点数を設定します。
2 ～ 128(27) の範囲で設定します。

演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操作
する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

10.7　波形を移動平均 (スムージング ) する
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10.8	 エッジをカウントする

操　　作

1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Edge Count にします。

カウント条件を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され
ます。対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。

4.  ロータリノブで、エッジ検知のスレショルドレベルを設定します。

５.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

６.  ロータリノブで、ヒステリシスを設定します。

７.  In�t�al	Po�ntのソフトキーを押します。

８.  ロータリノブで、カウント開始点を設定します。または Jump	toのソフトキーを
押して表示されるプリセットメニューから、カウント開始点を設定します。

     

プリセット
メニュー

単位と表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。
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解　　説
波形のエッジをカウントできます。

カウント条件
・	 演算対象波形

CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操
作する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

・	 検知レベル
 波形が設定したレベルを通過したときに、エッジとして検知します。

・	 極性
 波形のスロープがどちらに向かっているときに検知するかを選択します。

： 波形のスロープが立ち上がりのときに検知します。
： 波形のスロープが立ち下がりのときに検知します。

・	 ヒステリシス
 検知レベルに幅を持たせて、小さな変動では検知しないようにします。
 設定範囲 ：0.0div ～ 4.0div
 設定分解能 ：0.1div

・	 カウント開始点
 エッジをカウントする開始点を設定します。
 設定範囲 ：－ 5.00div ～ 5.00div
 設定分解能 ：0.01div
 以下の点を直接設定することもできます (Jump to)。

 Trig Pos( トリガポジション )、－ 5div、0div、Zoom1(Zoom1 の拡大中心位置 )、
Zoom2(Zoom2 の拡大中心位置 )

10.8　エッジをカウントする
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10.9	 ロータリカウントをする

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Rotary Count にします。

カウント条件を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  Source1のソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され
ます。対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。
フロントパネルの CH1 ～ CH4 の設定では、演算対象波形は、設定しているチャネル自身に
固定です。演算対象波形を選択するメニューは表示されません。

４.  ロータリノブで、A 相の判定レベルを設定します。

５.  Source2のソフトキーを 2 回押します。Source2 メニューが表示されます。

６.  CH1～ CH4、REF1-REF4から Source2 を選択し、対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。

７.  ロータリノブで、B 相の判定レベルを設定します。

８.  In�t�al	Po�ntのソフトキーを押します。

９.  ロータリノブで、カウント開始点を設定します。または Jump	toのソフトキーを
押して表示されるプリセットメニューから、カウント開始点を設定します。

プリセット
メニュー

単位と表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。
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解　　説
ロータリカウントができます。A 相と B 相の位相変化によりカウントアップとカウント
ダウンをします。

カウント条件
・	 A 相 - 演算対象波形

CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。フロントパネルの CH1 ～ CH4 から操
作する場合、演算対象波形は操作しているチャネル自身に固定です。

・	 A 相 - 判定レベル
 A 相波形が設定したレベルを上回ったときを状態 1、下回ったときを状態 0 とします。

・	 B 相 - 演算対象波形
CH1 ～ CH4、REF1 ～ REF4 から選択できます。

・	 B 相 - 判定レベル
 B 相波形が設定したレベルを上回ったときを状態 1、下回ったときを状態 0 とします。

・	 A 相と B相の位相の変化
 下図のように A 相と B 相の位相の変化 (0、1 の状態の変化 ) により、カウントアップ

とカウントダウンをします。

   

0 0

1 0

1 1

0 1

A 相 B相

+1

+1+1

+1

-1

-1-1

-1 変化の方向

・	 カウント開始点
 カウントする開始点を設定します。
 設定範囲 ：－ 5.00div ～ 5.00div
 設定分解能 ：0.01div
 以下の点を直接設定することもできます (Jump to)。

 Trig Pos( トリガポジション )、－ 5div、0div、Zoom1(Zoom1 の拡大中心位置 )、
Zoom2(Zoom2 の拡大中心位置 )

10.9　ロータリカウントをする
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10.10	ロジック信号を D/A 変換する

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を DA にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

演算対象信号を選択する
3.  Sourceのソフトキーを押します。

4.  Group	1～ Group	5から、対象にするグループのソフトキーを押します。

2 進数の表示形式を選択する
5.  B�nary	Formatのソフトキーを押します。

6.  Stra�ght	B�naryまたは Two's	Complement	 (S�gn	B�t)から、選択する表示形式の
ソフトキーを押します。
Two's Complement (Sign Bit) を選択すると、2 の補数表示になります。

     

スケーリング ( 演算結果に対して）、単位、および表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

7.  ESC を押して、前画面に戻ります。

すべてのヒストリ波形に対しての変換実行
8.  すべてのヒストリ波形に対して設定した D/A 変換する場合は、Math	on	H�story	

Execのソフトキーを押します。変換が実行され、Math on History Exec の表示が
Abort に変わります。

 変換を中止する場合は、Abortのソフトキーを押します。変換が中止され、
Abort の表示が Math on History Exec に変わります。
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解　　説
設定したグループ (6.17 節参照 ) ごとにロジック信号を D/A 変換できます。変換した結
果は M1 ～ M4 チャネルに表示できます。

演算対象信号
Group 1 ～ Group 5 に配置されているロジック信号です。

・ グループごとに変換します。
・ MSB 側を上位桁として変換します。

表示形式
2 進数の表示形式を選択できます。
Straight Binary 通常の表示形式です。たとえば 16 進数で FF の値は、2 進数では 255 にな

ります。
Two's Complement 
 (Sign Bit)

2 の補数の表示形式です。たとえば 16 進数で FF の値は、2 進数では－ 1
になります。

すべてのヒストリ波形に対しての変換実行
信号の取り込みをストップした状態で、Math	on	History	Exec のソフトキーを押すと、
対象信号のヒストリ波形すべてに対して D/A 変換します。

Note
・ 信号取り込み中は、すべてのヒストリ波形に対する D/A 変換は実行できません。
・ すべてのヒストリ波形に対する D/A 変換実行中は、画面左下に演算実行中のアイコン、画

面中央にプログレスバーが表示されます。Abort のソフトキー以外の操作は無効になります。
・ トリガモードを N Single にして、信号の取り込みをスタートすると、取り込みストップ後に、

最新の信号に対してだけ D/A 変換します。すべてのヒストリ波形に対して D/A 変換するに
は、「すべてのヒストリ波形に対しての変換実行」をしてください。

・ D/A 変換結果に影響する設定を変更した場合は、選択されているヒストリ波形に対してだ
け再演算します。

・ HISTORY の Average 表示または PARAM の History Statistics は、すべてのヒストリ波形が
存在しないと表示されません。History の Average 表示または PARAM の History Statistics
が実行されない場合は、「すべてのヒストリ波形に対しての変換実行」をしてください。

10.10　ロジック信号をD/A 変換する



演
算

10-23IM 701361-01

付

索

10.11	ユーザー定義演算をする ( オプション )

操　　作
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を User Define にします。

演算を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  Ed�tのソフトキーを押します。演算式定義ダイアログボックスが表示されます。

4.  4.2 節を参照して、演算式 (128 文字以内 ) を入力し、Enterのソフトキーを押します。
波形パラメータを入力する場合は、ダイアログボックスの Measure Item を選択して表示さ
れる波形パラメータ選択ダイアログボックスで、エリア、チャネル、パラメータを選択し
ます。

Note
波形パラメータは、以下の書式で表示されます。

・ 選択した波形パラメータの前に「P.」が付加されます。
・ 波形パラメータの対象チャネルと対象エリアが ( ) 内に表示されます。対象エリアがエリア

1 の場合は、対象エリア表示は省略されます。
 P.Max(C1)：CH1、エリア 1 の最大値
 P.Max(C1､A2)：CH1、エリア 2 の最大値

5.  ESCを押して、前画面に戻ります。

波形パラメータの設定画面 エリアの選択

CHの選択

パラメータの確定
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定数を設定する
6.  Constantのソフトキーを押します。

7.  K1～ K4のソフトキーを押して、ジョグシャトルの対象を設定する定数にします。

8.  ロータリノブで定数を設定します。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

単位と表示範囲を設定する
10.1 節の操作 6 ～ 13 に従って、操作してください。

10.  ESC を押して、前画面に戻ります。

すべてのヒストリ波形に対しての演算実行
11.  すべてのヒストリ波形に対して設定した演算を実行する場合は、Math	on	H�story	

Execのソフトキーを押します。演算が実行され、Math on History Exec の表示が
Abort に変わります。

 演算を中止する場合は、Abortのソフトキーを押します。演算が中止され、
Abort の表示が Math on History Exec に変わります。

     

10.11　ユーザー定義演算をする ( オプション )
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解　　説
ユーザー定義演算 ( オプション ) のモードでの設定操作について説明しています。

演算に使用できる波形
演算に以下の波形データを使用できます。
メニュー表記 説明
CH1 ～ CH4 チャネル波形。演算式では C1 ～ C4 と表示
REF1 ～ REF4 リファレンス波形。演算式では R1 ～ R4 と表示

演算子
以下の演算子を組み合わせて、演算式を定義できます。
メニュー表記 設定例 説明
+, -, *, / C1+C2-C3 入力値の四則演算
ABS ABS(C1) 入力値の絶対値
SQRT SQRT(C2) 入力値の平方根
LOG LOG(C1) 入力値の常用対数
LN LN(C1) 入力値の自然対数
EXP EXP(C1) 入力値の指数
P2 P2(C1) 入力値の 2 乗
- -(C1) 入力値の 0 レベルを中心に反転
SIN SIN(C1) 入力値の正弦
ASIN ASIN(C1) 入力値の逆正弦
COS COS(C1) 入力値の余弦
ACOS ACOS(C1) 入力値の逆余弦
TAN TAN(C1) 入力値の正接
ATAN ATAN(C1) 入力値の逆正接
DIFF DIFF(C1) 入力値の微分
INTEG INTEG(C1) 入力値の積分
DELAY DELAY(C1,K1) 入力値の位相シフト
BIN BIN(CH1,K1,K2) 入力値の 2 値化

定数
メニュー表記 説明
K1 ～ K4 定数

設定範囲は－ 10E+30 ～ 10E+30
M1 ～ M4 にそれぞれ K1 ～ K4 の定数を設定可能

0 ～ 9 テンキーを使って入力可能
Exp 指数入力

テンキーと組み合わせて、演算式で指数入力する場合に使用
(1E+3=1000、2.5E-3=0.0025)
演算式では演算子の EXP と区別するため「E」と表示

PI 円周率 (π)
e ネイピア数

自然対数の底 (e=2.71828・・・)
演算式上では指数の E と区別するため「eul」と表示

fs サンプルレート
演算を実行したときの本機器のサンプルレートの値
T/div やレコード長の変更に連動して値が変わります。

Measure Item 波形パラメータ値を設定可能

10.11　ユーザー定義演算をする ( オプション )
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波形パラメータ
波形パラメータの測定値を使って演算ができます。オプション (/G4) の電源解析機能を
装備している場合は、電源解析のパラメータを使うこともできます。

・ 波形パラメータは演算式では「P.」がパラメータの先頭に付加されて表示されます。
・ 測定対象波形の表示が OFF のときは、波形パラメータの値を取得できません。
・ エリアを省略した場合は、エリア 1 が対象になります。

演算式の入力例
	 DIFF、INTEG、DELAY、BIN 以外の入力例
 演算子に波形と定数を組み合わせて演算式を設定できます。

SIN(PI) 演算子に定数を入力した例
COS(C1) 演算子に波形を入力した例
ABS(C1+C2*2) 演算子に波形と定数の式を入力した例
SQRT(ABS(C1+C2*2)) 演算子に演算子を入力した例

	 DIFF、INTEG( 微分、積分 ) の入力例
 DIFF と INTEG の演算子には、波形または波形を含んだ式を入力します。

DIFF(5) 5 は定数のため設定不可
INTEG(K1+10) K1+10 は定数式のため設定不可
DIFF(C1/3) C1/3 の微分
INTEG(INTEG(C3)) C3 の 2 重積分
DIFF(DIFFC4)) C4 の 2 階微分

	 DELAY( 位相シフト ) の入力例
 DELAY は DELAY( 波形、定数 ) の形式で設定します。
 波形：位相シフトの対象波形を設定します。1 波形による単項で入力します。
 定数：シフト量を設定します。定数または定数式で入力します。

DELAY(C1,C2) 位相のシフト量が定数または定数式ではないため設定不可
DELAY(C1+C2,5) 位相シフトの対象が 1 波形の単項ではないため設定不可
DELAY(C1,5E-3) C1 の波形を 0.005 位相シフト
DELAY(C2,P.Period(C2)*2) C2 の波形を「C2 波形の 2 周期」位相をシフト

	 BIN(2 値化 ) の入力例
 BIN は BIN( 波形、定数 1、定数 2) の形式で設定します。
 波形：2 値化の対象波形を設定します。波形または波形を含む式で入力します。
 定数 1：スレショルドレベル (Level) を設定します。定数または定数式で入力します。
 定数２：ヒステリシス (Hys) を設定します。定数または定数式で入力します。

BIN(5,10,2) 対象波形が波形ではないため設定不可
BIN(C1,C2,C3) Level、Hys が定数または定数式ではないため設定不可
BIN(C1+C2) C1+C2 を Level=0、Hys=0 で 2 値化
BIN(C2,P.Mean(C2)) C2 の波形を Level=「C2 波形の平均値」、Hys=0 で 2 値化
BIN(C1,1,P.PP(C1)/10) C1 の波形を Level=1、Hys=「C1 波形の P-P 値の 1/10」で 2 値化

10.11　ユーザー定義演算をする ( オプション )
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すべてのヒストリ波形に対しての演算実行
波形の取り込みをストップした状態で、Math	on	History	Exec のソフトキーを押すと、
対象チャネルのヒストリ波形すべてに対してユーザー定義演算を実行します。

Note
・ 波形取り込み中は、すべてのヒストリ波形に対するユーザー定義演算は実行できません。
・ すべてのヒストリ波形に対するユーザー定義演算を実行中は、画面左下に演算実行中のア

イコン、画面中央にプログレスバーが表示されます。Abort のソフトキー以外の操作は無
効になります。

・ トリガモードを N Single にして、波形の取り込みをスタートすると、取り込みストップ後に、
最新の波形に対してだけユーザー定義演算を実行します。すべてのヒストリ波形に対して
ユーザー定義演算するには、「すべてのヒストリ波形に対しての演算実行」をしてください。

・ ユーザー定義演算結果に影響する設定を変更した場合は、選択されているヒストリ波形に
対してだけ再演算します。

・ HISTORY の Average 表示または PARAM の History Statistics は、すべてのヒストリ波形が
存在しないと表示されません。History の Average 表示または PARAM の History Statistics
が実行されない場合は、「すべてのヒストリ波形に対しての演算実行」をしてください。

10.11　ユーザー定義演算をする ( オプション )
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11.1	 FlexRay の波形パラメータを自動測定する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  PARAMを押します。
すでに波形パラメータが設定されているときは、波形パラメータの測定値が表示されます。

2.  Mode > FlexRay	Parameterの順にソフトキーを押します。

テストタイプを選択する
3.  Typeのソフトキーを押します。

4.  BUS～ S�gnal	 Integr�ty	Vot�ngから、選択するテストタイプのソフトキーを押し
ます。

     

 テストタイプによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ BUS：11-2 ページの操作 5
・ Receiver：11-3 ページの操作 5
・ Transmitter：11-4 ページの操作 5
・ Signal Integrity Voting：11-5 ページの操作 5

第 11章	 解析と検索
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テストタイプが BUS の場合
5.  Itemのソフトキーを押します。

BUS Test ダイアログボックスが表示されます。

測定項目を設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を BSS Interval ～ BSS-FES Interval から選択しま

す。

7.  ロータリノブ	&	SETで、測定する Frame ID を選択します。
・ ALL を選択すると、測定項目のすべてのインターバルを測定します。
・ Frame ID を指定すると、その ID 間のインターバルを測定します。

ソースのビットレート / レベル / ヒステリシス / サンプルポイントを設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、Source、Bitrate、Level、Hys、および Sample Point を設

定します。

     

Frame ID

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

11-6 ページの操作 13 に進みます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストタイプが Receiver の場合
5.  Itemのソフトキーを押します。

Receiver Test ダイアログボックスが表示されます。

測定項目を設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、RxEN タブを選択します。

RxEN のソフトキーを押しても選択できます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、BP-BM と RxEN の対象ソース、ステータスの判定レベル
を設定します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

     判定レベル

測定項目

9.  ロータリノブ	&	SETで、RxD タブを選択します。
RxD のソフトキーを押しても選択できます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、BP-BM と RxD の対象ソース、ステータスの判定レベル
を設定します。
BP-BM の 対象ソースは、操作 7 で選択したソースと共通です。

11.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

     判定レベル

測定項目

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

11-6 ページの操作 13 に進みます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストタイプが Transmitter の場合
5.  Itemのソフトキーを押します。

Transmitter Test ダイアログボックスが表示されます。

測定項目を設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、TxD タブを選択します。

TxD のソフトキーを押しても選択できます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、TxD と BP-BM の対象ソース、ステータスの判定レベル
を設定します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

     
判定レベル

測定項目

9.  ロータリノブ	&	SETで、TxEN タブを選択します。
TxEN のソフトキーを押しても選択できます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、TxEN と BP-BM の対象ソース、ステータスの判定レベル
を設定します。
BP-BM の 対象ソースは、操作 7 で選択したソースと共通です。

11.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

     
判定レベル

測定項目

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

11-6 ページの操作 13 に進みます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストタイプが Signal	Integrity	Voting の場合
5.  Setupのソフトキーを押します。

Setup ダイアログボックスが表示されます。

測定対象波形を設定し、オートセットアップを実行する
6.  ロータリノブ	&	SETで、uBusTPx (IN)、uBusTPx' (OUT)、Bitrate、および Pattern

を設定します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Auto Setup Exec を選択します。
テストの判定レベルとなるパラメータやフィルタの値が自動的に設定されます。

オートセットアップ後に設定を変更する
8.  必要に応じて、ロータリノブ	&	SETで、テストの判定レベルとなるパラメータや

フィルタの設定を変更します。

     

測定対象波形の各項目

オートセットアップの実行

パラメータやフィルタの設定

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

テスト結果の Pass/Fail 表示の有無と、測定項目を選択する
10.  Itemのソフトキーを押します。

Item ダイアログボックスが表示されます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、テスト結果の Pass/Fail 表示の有無と、測定項目を選択
します。

     

測定項目

テスト結果のPass/Fail表示の有無

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

11-6 ページの操作 13 に進みます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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測定範囲を設定する
13.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

14.  ロータリノブで、測定範囲の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     

テストタイプが BUS、Receiver、または Transmitter の場合は、操作 15 に進みます。
テストタイプが Signal Integrity Voting の場合は、操作 16 に進みます。

統計処理を実行する
15.  Stat�st�csのソフトキーを押して、統計処理の ON または OFF を選択します。

ON を選択すると、統計処理が実行されます。

     

テストタイプが BUS、Receiver、または Transmitter の場合は、ここで操作終了です。

テストレポートを表示する
16.  Reportのソフトキーを押します。

Report 画面が表示されます。

     

VT(時間軸波形)表示がOFFのとき

VT(時間軸波形)表示がONのとき

ロータリノブで、テストレポートをスク
ロールできます。

テスト結果がFailのとき、テ
ストレポートのSqと、条件
を満たさない測定項目が
赤色で表示されます。

テスト結果がFailのとき、テストレポート
のSqと、条件を満たさない測定項目が赤
色で表示されます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストレポートを保存する
17.  14.4 節の操作 5 ～ 10 に従って、ファイル名を設定します。

18.  Execのソフトキーを押します。
FILE メニューで指定した保存先に、テストレポートを CSV 形式で保存します。

     

解　　説
テストタイプ

テストタイプを BUS、Receiver、Transmitter、および Signal Integrity Voting から選択し
ます。選択したテストタイプの項目が測定され表示されます。

テストタイプが BUS の場合
測定対象波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。

ビットレート
FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択します。
10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

判定レベル
ソースのレベルが ｢H｣ か ｢L」かを判定する値を設定します。
設定範囲は± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のときの設
定分解能は 0.02mV です。

ヒステリシス
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

サンプルポイント
本機器は、ビットレートの 8 倍のサンプルレートでサンプリングしています。そのうち
の何番目をサンプリングポイントにするかを設定します。
設定範囲は 1 ～ 8 です。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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測定項目
BSS Interval、FBSS Interval、および BSS-FES Interval から選択します。選択した項目を測
定します。

・	 BSS	Interval
・ Frame ID を ALL にした場合、測定範囲のすべてのフレームについて、BSS のインター

バルを測定します。

TSS Segment

BSS

Segment

BSS

Segment

BSS BSS

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲

インターバル インターバル インターバル

TSS Segment

BSS BSS

インターバル

Segment

・ Frame ID の値を選択した場合、測定範囲の選択した 1 つのフレームについて、BSS
のインターバルを測定します。

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲
インターバル インターバル インターバル

TSS Segment

BSS BSS

Segment

BSS

・・・ TSS Segment

BSS BSS

インターバル

Segment

BSS
Frame ID = 1 Frame ID = 2 Frame ID = 1

・	 FBSS	Interval
・ Frame ID を ALL にした場合、測定範囲のすべてのフレームについて、フレームの

先頭 BSS のインターバルを測定します。

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲
インターバル インターバル

TSS Segment

BSS BSS

Segment

BSS

・・・ TSS Segment

BSS BSS

Segment

BSS

・ Frame ID の値を選択した場合、測定範囲の選択した 1 つのフレームについて、フ
レームの先頭 BSS のインターバルを測定します。

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲
インターバル

TSS Segment

BSS BSS

Segment

BSS

・・・ TSS Segment

BSS BSS

Segment

BSS

Frame ID = 1 Frame ID = 2 Frame ID = 1

・	 BSS-FES	Interval
・ Frame ID を ALL にした場合、測定範囲のすべてのフレームについて、BSS と FES

のインターバルを測定します。

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲
インターバル

Segment

FES

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

インターバル

Segment

FES

・ Frame ID の値を選択した場合、測定範囲の選択した 1 つのフレームについて、BSS
と FES のインターバルを測定します。

・・・

Time Range1 Time Range2

測定範囲

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

インターバル

Segment

FES

・・・ TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

Segment

FES

TSS Segment

BSS

Segment

BSS BSS

インターバル

Segment

FES

Frame ID = 1 Frame ID = 2 Frame ID = 1

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストタイプが Receiver の場合
コンフォーマンステスト規格 (FlexRay EPL Specification V2.1) に対応したバスドライバの
電気特性を測定できます。

測定対象波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。

判定レベル
ソースのレベルが ｢H｣ か ｢L」かを判定する値を設定します。
設定範囲は± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のときの設
定分解能は 0.02mV です。

測定項目
選択した受信特性を測定します。
BP-BMと RxEN 波形で測定

dBDRxia 動作反応時間
dBDRxai アイドル反応時間

BP-BMと RxD 波形で測定
dBDRx10 受信器遅延、負のエッジ
dBDRx01 受信器遅延、正のエッジ
dRxAsym 受信器遅延の差分 |dBDRx10 － dBDRx01|

テストタイプが Transmitter の場合
コンフォーマンステスト規格 (FlexRay EPL Specification V2.1) に対応したバスドライバの
電気特性を測定できます。

測定対象波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。

判定レベル
ソースのレベルが ｢H｣ か ｢L」かを判定する値を設定します。

・ 設定範囲は± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。たとえば、2mV/div のときの
設定分解能は 0.02mV です。

・ dBusTx10 と dBusTx01 を測定するときは、判定レベルを差動電圧の振幅に対する比
率で設定します。設定範囲は 0 ～ 100% で、設定分解能は 1％です。

測定項目
選択した送信特性を測定します。
TxD と BP-BM波形で測定

dBDTx10 送信器遅延、負のエッジ
dBusTx10 差動電圧立ち下がり時間
dBDTx01 送信器遅延、正のエッジ
dBusTx01 差動電圧立ち上がり時間
dTxAsym 送信器遅延の差分 |dBDTx10 － dBDTx01|
uBDTx TP1 での差動電圧の絶対値 (|BP － BM|、動作時 / アイドル時 )

TxEN と BP-BM波形で測定
dBDTxia アイドル状態から動作状態への伝搬遅延
dBusTxia アイドル状態から動作状態への遷移時間
dBDTxai 動作状態からアイドル状態への伝搬遅延
dBusTxai 動作状態からアイドル状態への遷移時間

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テストタイプが Signal	Integrity	Voting の場合
FlexRay コンソーシアム Physical Layer Working Group が推奨する評価方法に準じた、
FlexRay バストポロジー内の信号品質を判定するための測定ができます。 設定したパター
ンに最初に一致した信号をリアルタイムに測定します。

測定対象波形
・	 uBusTPx	(IN)
 CH1 または CH3 から選択します。測定対象となる差動電圧信号を選択します。
 ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。

・	 uBusTPx'	(OUT)
 MATH1 ～ MATH4 から選択します。上記の差動電圧信号がフィルタを通過したあと

の出力先を選択します。ここで選択したチャネルの信号が測定対象になります。フィ
ルタが OFF のときは、上記の差動電圧信号がそのまま測定対象になります。フィル
タについては、後述の「フィルタ」をご覧ください。

・	 B�trate
 FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択します。
 10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

・	 Pattern
 次の中から測定対象にするパターンを選択します。

x00010x
x11101x

x：パターン検出の対象にしない。

オートセットアップの実行
測定対象波形を設定してから、オートセットアップを実行します。判定レベルとなるパ
ラメータやフィルタの値が自動的に設定されます。このときの設定値については、次項
の「判定レベル」をご覧ください。

・ 必要に応じて、 オートセットアップ実行後に設定を変更できます。
・ 電圧軸 / 時間軸関連の各種設定が、 Signal Integrity Voting のテストに適した値になり

ます。実行前の設定内容に戻せません。
・ 入力信号によってはオートセットアップ機能が働かない場合があります。

判定レベル
測定値を判定するレベルを設定します。オートセットアップ実行後でも設定を変更でき
ます。
パラメータ 設定範囲 設定分解能 オートセットアップ実行後の設定
dBitLengthVariationMax 
( ビット幅変動の最大値 )

1 ～ 150ns 
初期値：3ns

1ns 3ns

dBitMin 
( ビット幅の最小値 )

60 ～ 400ns 
初期値：140ns

1ns 選択されているビットレートによっ
て、変わります。
10Mbps のとき、70ns
5Mbps のとき、140ns
2.5Mbps のとき、280ns

uData1Top 
(Data_1 の Top スレショ
ルドレベル )

300 ～ 900mV 
初期値：330mV

1mV 330mV

uData0Top 
(Data_0 の Top スレショ
ルドレベル )

－ 900 ～－ 300mV 
初期値：－ 330mV

1mV － 330mV

dIdleDetectionMin 
( アイドル検出最小時間 )

20 ～ 200ns
初期値：100ns

1ns 選択されているビットレートによっ
て、変わります。
10Mbps のとき、50ns
5Mbps のとき、100ns
2.5Mbps のとき、200ns

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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フィルタ
ローパスフィルタ (IIR 一次 ) のカットオフ周波数を設定し、測定対象の信号からノイズ
を除去する (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。
設定項目 設定範囲 設定分解能 オートセットアップ実行後の設定
fSIVotingCutOff 
( ローパスフィルタのカッ
トオフ周波数 )

0.01Hz ～ 1GHz 
初期値：10MHz

0.01Hz 14MHz

測定項目
・	 テスト結果を判定する項目
 選択した項目を測定します。

dBitLengthVariation ビット幅変動 ( ＝ dBitLong － dBitShort)
uBusTPx'(Top) Data_1 の Top レベル (uData1Top)、または Data_0 の Top レベル

(uData0Top)
dBitShort dBitM/N の最小値
dBitLong dBitM/N の最大値
dEdgeMax 立ち上がり / 立ち下がり時間の最大値 (dEdge01 と dEdge10 のうち、大

きいほうの値 )
dEdge10 立ち下がり時間：uData1Max(300mV) から uData0Min( － 300mV) に信

号レベルが下がるまでの時間
dEdge01 立ち上がり時間：uData0Min( － 300mV) から uData1Max(300mV) に信

号レベルが上がるまでの時間

   

dBitM/N

uData1

dEdge01

uBusTPx’

パターン              のとき (Data_1 のビット )

dEdge10

uData1Max

uData0
uData0Min

↓uData1Top

dBitM/N

uData1

dEdge10

uBusTPx’
パターン              のとき (Data_0 のビット )

dEdge01

uData1Max

uData0
uData0Min

↑uData0Top

・	 各スレショルドレベルでの時間間隔
 測定対象のパターンにあわせて、各スレショルドレベル間の時間間隔を測定します。

パターン のとき (Data_1 のビット ) パターン のとき (Data_0 のビット )
uData1 の	
スレショルド
レベル

uData0	の	
スレショルド
レベル

dB�tM/N	(uData1
と uData0 の間
の時間間隔 )

uData0	の	
スレショルド
レベル

uData1	の	
スレショルド
レベル

dB�tM/N(uData0
と uData1 の間
の時間間隔 )

300mV － 300mV dBit300/-300 － 300mV 300mV dBit300/-300

300mV － 270mV dBit300/-270 － 270mV 300mV dBit300/-270

270mV － 300mV dBit270/-300 － 300mV 270mV dBit270/-300

270mV － 240mV dBit270/-240 － 240mV 270mV dBit270/-240

240mV － 270mV dBit240/-270 － 270mV 240mV dBit240/-270

240mV － 210mV dBit240/-210 － 210mV 240mV dBit240/-210

210mV － 240mV dBit210/-240 － 240mV 210mV dBit210/-240

210mV － 180mV dBit210/-180 － 180mV 210mV dBit210/-180

180mV － 210mV dBit180/-210 － 210mV 180mV dBit180/-210

180mV － 150mV dBit180/-150 － 150mV 180mV dBit180/-150

150mV － 180mV dBit150/-180 － 180mV 150mV dBit150/-180

150mV － 150mV dBit150/-150 － 150mV 150mV dBit150/-150

180mV － 180mV dBit180/-180 － 180mV 180mV dBit180/-180

210mV － 210mV dBit210/-210 － 210mV 210mV dBit210/-210

240mV － 240mV dBit240/-240 － 240mV 240mV dBit240/-240

270mV － 270mV dBit270/-270 － 270mV 270mV dBit270/-270

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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テスト結果 (Sq：Voted	signal	quality)
測定値と判定レベルを比較し、その結果を表示する / しないを選択できます。すべての
条件を満たしたとき「Pass」、1 つでも条件を満たさないとき「Fail」を表示します。
条件は、測定対象のパターンによって、それぞれ次のようになります。

・	 パターン のとき
測定値 条件 判定レベル

dBitLengthVariation ≦ dBitLengthVariationMax
uBusTPx'(Top) ≧ uData1Top

dBitShort ≧ dBitMin
dEdgeMax ≦ dIdleDetectionMin

・	 パターン のとき
測定値 条件 判定レベル

dBitLengthVariation ≦ dBitLengthVariationMax
uBusTPx'(Top) ≦ uData0Top

dBitShort ≧ dBitMin
dEdgeMax ≦ dIdleDetectionMin

テストレポート
テスト結果と測定値 ( 前ページの測定項目の値 ) を表示します。表示例については、
11-6 ページの画面表示をご覧ください。

テストレポートの保存
テストレポートを csv 形式で保存できます。保存を実行する前に、14.4 節の操作 1 ～ 3
に従って、保存先を選択してください。

・	 データサイズ
 約 1K バイト

・	 ファイル名
 14.4 節の解説「ファイル名」と同じです。

・	 保存したデータを PCの表計算ソフトで表示した例

   

条件を満たさない測定項目
(FAIL の原因 ) にアスタリス
クが付きます。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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測定範囲
設定範囲は波形エリアの中心を 0div として、± 5div 分で、設定分解能は 0.01div です。

統計処理
テストタイプが BUS、Receiver、または Transmitter の場合、信号を取り込みながら、そ
れまで取り込んだすべての信号に対して統計処理をします。Cnt は、統計処理の対象 1
項目に対する測定値の数です。それまでに取り込んだ信号の数と同じです。
信号取り込み中または信号取り込みをストップしているときに、新たに測定項目を統計
処理の対象にすると、Cnt は 1 にリセットされます。

選択した測定項目に対して次の 5 項目を統計処理して表示します。
Max 最大値
Min 最小値
Mean 平均値
σ 標準偏差
Cnt 統計処理の対象にした測定値の数

測定項目を 3 項目以上選択した場合は、選択した項目の順で順番の早い 2 項目を表示し
ます。表示されない統計処理結果については、次の方法で読み込めます。

・ 通信機能を使って PC に読み込む。
・ 統計処理結果を波形パラメータの自動測定値として保存 (14.10 節参照 ) した後、PC

に読み込む。

テストタイプが BUS のとき
統計処理を ON にしているときは、上記のとおりそれまで取り込んだすべての信号に対
して統計処理をします。 統計処理を OFF にしているときは、表示されている波形に対
して時間の古いデータから順次インターバルを求め、それらの統計値を表示します。

11.1　FlexRay の波形パラメータを自動測定する
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11.2	 波形パラメータを自動測定する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  PARAMを押します。
すでに波形パラメータが設定されているときは、波形パラメータの測定値が表示されます。

2.  Mode > Bas�cの順にソフトキーを押します。

     

測定項目を設定する
3.  Item	のソフトキーを押します。

測定項目設定メニューとダイアログボックスが表示されます。

測定項目を設定するエリア ( 測定エリア ) を選択する
4.  Area/Calc	のソフトキーを押します。

5.  Area1または Area2のソフトキーを押して、測定エリアを選択します。
Calc を選択するときの操作は、11-17 ページの操作 25 に進みます。

測定対象波形を選択する
6.  選択する波形のソフトキーを押します。

・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、Log�c	のソフトキー 押して表示されるメニューで、◄Log�c

のソフトキーを押します。このとき表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	
SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

ロータリノブ&SETで
ロジック信号を選択
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測定項目を選択する
7.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF できます。
Copy to All Trace を選択して SETを押すと、現在の設定内容を同じエリアのすべてのトレー
ス ( ソース ) にコピーできます。

操作 6で Logic を選択したとき操作 6で CH1 ～ CH4、M1～M4を選択したとき

8.  必要に応じて、操作 6 ～ 7 を繰り返します。

・	 H�gh/Low	Mode	(H�gh と Lowの求め方 ) を設定する

9.  ロータリノブ	&	SETで、High/Low Mode を選択します。

10.  Auto、H�stogram、またはMax-M�nのソフトキーを押して、High と Low 値の求
め方を選択します。

     

・	 ディスタル値とプロキシマル値を設定する
 （Rise/Fall を求めるための測定点を設定します。)

11.  ロータリノブ	&	SETで、Rise/Fall Setup を選択します。

12.  V/%のソフトキーを押して、設定単位を V または％から選択します。
Distal と Proximal の表示単位が設定した単位に変わります。

13.  D�stalのソフトキーを押して、ロータリノブの対象にします。ロータリノブでディ
スタル値を設定します。

14.  Prox�malのソフトキーを押して、ロータリノブの対象にします。ロータリノブで
プロキシマル値を設定します。

15.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

11.2　波形パラメータを自動測定する



11-16 IM 701361-01

・	 Delay( エッジカウントと基準波形 ) を設定する

16.  ロータリノブ	&	SETで、Delay Setup を選択します。

17.  Polar�tyのソフトキーを押して、カウントするエッジのスロープを または か
ら選択します。

18  Countのソフトキーを押して、ロータリノブの対象にします。ロータリノブでエッ
ジの検知回数 ( 何回目のエッジまでをディレイ測定点にするのか ) を設定します。

19.  Referenceのソフトキーを押して、基準点を Trig Pos( トリガポジション ) または
Edge から選択します。
Trig Pos を選択したときは、操作 24 に進みます。

・	 基準点を設定する

20.  Traceのソフトキーを押します。

21.  基準波形に対応するソフトキーを押して、基準波形を設定します。

22.  Polar�tyのソフトキーを押して、基準とするエッジのスロープを または から
選択します。

23.  Countのソフトキーを押して、 ロータリノブの対象にします。 ロータリノブで
エッジの検知回数 ( 何回目のエッジを基準点にするのか ) を設定します。

24.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

11.2　波形パラメータを自動測定する
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計算式を設定する
 波形パラメータを使って計算するときだけ設定してください。

25.  Area/Calc	のメニューで、Calcのソフトキーを押します。

26.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

27.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

28.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

29.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

30.  ESCを押して、PARAM メニューに戻ります。

     

測定エリアの測定範囲を設定する
測定エリアを選択する
31.  Selectのソフトキーを押して、Area1 または Area2 を選択します。

測定対象画面を選択する
32.  W�ndowのソフトキーを押します。

33.  Ma�n～ Zoom4から、選択する画面のソフトキーを押します。

測定範囲を設定する
34.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

35.  ロータリノブで、測定範囲の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。
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しきい値 (Rise、Fall 以外の Item のしきい値 ) を設定する
36.  Threshold	Setupのソフトキーを押します。

測定対象波形を選択する
37.  測定対象波形のソフトキーを押します。

しきい値の設定方法を選択する
38  Thresholdのソフトキーを押します。

39.  Auto ～ Upper/Lower から、選択する設定方法のソフトキーを押します。
・ Auto を選択した場合、操作 40 に進みます。
・ Level/Hys を選択した場合、操作 41 に進みます。
・ Upper/Lower を選択した場合、操作 43 に進みます。

・	 Auto

40.  Center	ofのソフトキーを押して、P-P または High-Low を選択します。

・	 Level/Hys

41.  Level/Hysのソフトキーを押します。

42.  ロータリノブで、しきい値のレベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

・	 Upper/Lower

43.  Upper/Lowerのソフトキーを押します。

44  ロータリノブで、しきい値の上限値 / 下限値を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

Auto Level/Hys Upper/Lower

Level
Hys

Upper
Lower

11.2　波形パラメータを自動測定する
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解　　説
測定対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および Logic A0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択します。
ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。

測定項目
下記の 29 種類の測定項目とディレイ測定項目から選択します (( ) 内は画面表示 )。

・ 全 Area、全トレース (CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および Logic) あわせて最大 100000
個のデータを保存できます。

・ 画面に表示できるのは、全波形あわせて最大 16 個です。
・ 測定対象が Logic( ロジック信号 ) の場合の測定項目は、Freq、1/Freq、Count、+Width、

-Width、Period、Duty、ΔT、Delay です。

・	 電圧軸に関する測定項目

   

P-P

Max

Min

High

Low

＋Over

－Over

Max(Max) ：最大電圧値[V]
Min(Min) ：最小電圧値[V]
High(High) ：Highの電圧値[V]
Low(Low) ：Lowの電圧値[V]
P-P(P-P) ：P-P値(Max－Min)[V]
Hi-Low(Hi-Low) ：Highの電圧値-Lowの電圧値[V]
＋Over(＋Over) ：オーバーシュート量[％] 
 　(Max－High)/(High－Low)×100
－Over(－Over) ：アンダーシュート量[％] 
 　(Low－Min)/(High－Low)×100

Rms(Rms) ：実効値電圧[V] (1/   n)(Σ(xl2))1/2

Mean(Mean) ：平均電圧[V] (1/n)Σxl
Sdev(Sdev) ：標準偏差[V] ((Σxl2－(Σxl)2/n)/n)1/2

IntegTY(ITY) ：振幅の正負両方の面積和[Vs]

√

測定範囲

T1

周期の整数倍時間

Hys
Level:

T2

C.Rms(CRms) : 測定範囲での周期の整数倍時間の実効値[V]
C.Mean(CMean) : 測定範囲での周期の整数倍時間の平均電圧[V]
C.Sdev(CSdev) : 測定範囲での周期の整数倍時間の標準偏差[V]
C.IntegTY(CITY) : 周期ごとの振幅の正負両方の面積の平均[Vs]

MaxまたはHigh(100%、Autoのとき)
Upper(Autoのとき80%）

(Upper-Lower)/2（Autoのとき50%）

MinまたはLow(0%、Autoのとき)
Lower(Autoのとき20%)

V1(V1( ･･･ )) ：各トレースと T1( 測定範囲を決めている左側のカーソル ) の交点の電圧値
V2(V2( ･･･ )) ：各トレースと T2( 測定範囲を決めている右側のカーソル ) の交点の電圧値
ΔT(ΔT( ･･･ )) ： T1 と T2 の時間差

* ･･･には、各トレース名が入ります。たとえば CH1 の場合は C1、M1 の場合は M1、およ
びロジック信号 A0 の場合は LA0 が入ります。

11.2　波形パラメータを自動測定する
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・	 時間軸に関する測定項目

測定範囲

Hys

Freq(Freq) : 測定範囲での平均周波数[Hz]
1/Freq  : 測定範囲での平均周期[s]
Count  : エッジカウント [ 無単位]

T1 T2

Level:

MinまたはLow(0%、Autoのとき)

Count=4の場合

MaxまたはHigh(100%、Autoのとき)
Upper(Autoのとき80%)

(Upper-Lower)/2（Autoのとき50%）

Lower(Autoのとき20%）

Hys
Upper(80%)

Lower(20%）

Burst
測定範囲

Burst(Burst) ：バースト幅　[s]

測定したいバースト幅に合わせて測定範囲 (Time Range) を設定してください。

T1 T2

(Upper-Lower)/2(50%）
Level:

   

＋Width

Hys

－Width
Period

Upper(Autoのとき80%)

(Upper-Lower)/2(50%)

Lower(20%)

Rise Fall

ディスタルライン(90%)

プロキシマルライン(10%)

High(100%)

Low(0%)

Level:

＋ Width(＋ Width) ： 基準線 (Level) より上の時間幅[s]
－Width(－Width) ： 基準線 (Level) より下の時間幅[s]
Period(Period) ： 周期[s]
Duty(Duty) ： デューティ比(+Width/Period×100)[％ ]

Rise(Rise) ： 立ち上がり時間[s]
Fall(Fall) ： 立ち下がり時間[s]

・	 その他の測定項目
 Delay(Dly) ：ディレイ時間 [s]

11.2　波形パラメータを自動測定する
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ディレイの設定
トレース波形間またはトリガ点からのエッジの立ち上がりまたは立ち下がりの時間差
( 波形間ディレイ ) を測定します。
立ち上がりの場合の例 (Reference の設定が Edge のとき ) を以下に示します。

  

：  　(立ち上がり)
：N1(1～10の整数)

：  　(立ち下がり)
：N2(1～10の整数)

基準波形
(Reference)

対象波形
(Measure)

1カウント目 N1カウント目

N2カウント目1カウント目

波形間ディレイ

･Polarity
･Count

基準波形の設定例

対象波形の設定例

測定範囲

･Polarity
･Count

ディレイの基準線

・ Reference の設定により、波形間ディレイ測定の基準位置が変わります。
Edge 基準波形のエッジを基準
Trig Pos トリガポジションを基準

・ Edge Polarity で、検知するエッジのスロープを ( 立ち上がり ) か、 ( 立ち下がり )
か選択します。初期設定値は立ち上がりです。

・ Count で、何個目のエッジを検知点 ( 基準点または測定点 ) にするかを設定します。
設定範囲は 1 ～ 10 の整数です。初期設定は 1 です。

・ 検知点の電圧レベルはディレイの基準線です。
・ ディレイの基準線は、しきい値の設定によって次のように異なります。

Auto P-P 値または Hi-Lo 値の 50％
Level/Hys 設定したしきい値のレベル
Upper/Lower (Upper － Lower)/2

・ 測定値を表示するときの測定アイテム名は「Dly」です。

High/Low の求め方
測定項目の High/Low/Hi-Low および Rise/Fall 時間などの測定における 100％レベル
(High)、0％レベル (Low) の求め方を選択できます。
Auto
測定範囲内で、測定対象波形の電圧レベル頻度に基づき、リンギングやスパイクなどの影響を
考慮して、振幅の高い方のレベルを High、低い方のレベルを Low の値とします。方形波やパル
ス波形を測定するときは、この方法が適します。

H�stgram
振幅の高い方の Histogram の最大頻度のレベルを High、低い方の Histogram の最大頻度のレベ
ルを Low とします。矩形波のように最大頻度が突出している波形を測定するときは、この方法
が適します。

MAX-MIN
測定範囲における最大値 (MAX) を High、最小値 (MIN) を Low の値とします。正弦波やのこぎ
り波などの測定に適します。リンギングやスパイクがある波形の測定には適しません。

11.2　波形パラメータを自動測定する
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測定範囲
設定範囲は波形エリアの中心を 0div として、± 5div 分で、設定分解能は 0.01div です。

しきい値
しきい値には、以下の設定方法があります。
Auto しきい値を P-P または High-Low から求め、自動的に設定します。
Level/Hys ロータリノブで設定します。
Upper/Lower ロータリノブで設定します。

* しきい値を設定する波形は、 CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。

波形パラメータの自動測定時の注意
・ 測定不可能な場合は、測定値を「＊＊＊＊＊」で表示します。
・ 振幅が小さい波形の場合、正しく測定できないことがあります。
・ 測定範囲内に 2 周期以上の波形がある場合は、時間軸パラメータ ( ＋ Width、－

Width、Period、Duty) は先頭の 1 周期について測定します。
・ 自動測定を中止する場合は、Mode を OFF にしてください。その時点で処理が中止さ

れます。

11.2　波形パラメータを自動測定する
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11.3	 波形パラメータの測定値を統計処理する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

通常の統計処理を設定する
1.  PARAMを押します。

2.  Mode > Cont�nuous	Stat�st�cs > Itemの順にソフトキーを押します。

3.  11.2 節の波形パラメータの自動測定の操作 4 ～ 24 に従って、測定項目を設定し
ます。

4.  ESCを押して、PARAM メニューに戻ります。

5.  ロータリノブで、Count( 統計演算する回数 ) を設定します。

 他の項目の設定については、11.2 節の操作 25 以降をご覧ください。

統計処理を実行する
6.  START/STOPを押して信号の取り込みをスタートすると、Count に設定した回数

分の統計処理を繰り返し実行します。
・ 統計結果をクリアしたときからの統計処理をするときは、Restartのソフトキーを押しま

す。
・ 信号の取り込みがスタートしているときに、 START/STOPを押して信号の取り込みをス

トップすると、統計処理は停止し、そのときまでの統計値を表示します。

Count

・ 11.2節の波形パラメータの自動測定
の操作4～24に従って、測定項目を
設定します。

・ ESCを押して、　PARAMメニューに
戻ります。
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サイクル統計処理を設定する
1.  PARAMを押します。

2.  Mode > Cycle	Stat�st�cs > Itemの順にソフトキーを押します。

3.  11.2 節の波形パラメータの自動測定の操作 4 ～ 24 に従って、測定項目を設定し
ます。
ただし、11.2 節の操作 4 と 5 の Area/Calc のメニューの代わりに、測定項目を設定するか
(Basic)、計算式を設定するか (Calc) の選択メニューが表示されます。

4.  ESCを押して、PARAM メニューに戻ります。

5.  Cycle	Traceのソフトキーを押します。

6.  選択する波形のソフトキーを押します。
・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、Log�c	のソフトキー 押して表示されるメニューで、◄Log�c

のソフトキーを押します。このとき表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	
SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

 他の項目の設定については、11.2 節の操作 25 以降をご覧ください。

統計処理を実行する
7.  EXECのソフトキーを押します。

統計処理が実行されます。
EXEC の文字が Abort に変わります。測定 / 統計処理を中止するときは Abortのソフトキー
を押します。測定 / 統計処理が中止され、Abort の文字が EXEC に変わります。

・ 11.2節の波形パラメータの自動測定
の操作4～24に従って、測定項目を
設定します。

・ ESCを押して、　PARAMメニューに
戻ります。

11.3　波形パラメータの測定値を統計処理する
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ヒストリデータの統計処理を設定する
1.  PARAMを押します。

2.  Mode > H�story	Stat�st�cs > Itemの順にソフトキーを押します。

3.  11.2 節の波形パラメータの自動測定の操作 4 ～ 24 に従って、測定項目を設定し
ます。

4.  ESCを押して、PARAM メニューに戻ります。

 他の項目の設定は、波形パラメータの自動測定と同じです (11.2 節の操作 10 以降を
参照 )。
ただし、11.2 節の操作 31 ～ 35 で設定している測定範囲の操作メニューが代わります。Range 
Setup のソフトキーを押すと表示されるメニューで、Area1 と Area2 の測定範囲を設定してくだ
さい。

統計処理を実行する
5.  EXECのソフトキーを押します。

統計処理が実行されます。
EXEC の文字が Abort に変わります。測定 / 統計処理を中止するときは Abortのソフトキー
を押します。測定 / 統計処理が中止され、Abort の文字が EXEC に変わります。

・ 11.2節の波形パラメータの自動測定
の操作4～24に従って、測定項目を
設定します。

・ ESCを押して、　PARAMメニューに
戻ります。

11.3　波形パラメータの測定値を統計処理する
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解　　説
統計処理には、通常の統計処理、サイクル統計処理、ヒストリデータの統計処理の 3 種
類があります。
11.2 節の波形パラメータの自動測定と同じ測定項目に対して統計処理を行います。選択
した自動測定項目の測定値に対して次の 5 項目を統計処理して表示します。たとえば、
自動測定項目に CH1 の P-P を選択した場合は、CH1 の P-P 値の最大値、最小値、平均値、
標準偏差などの統計値と、これらの統計処理の対象にした測定値の数を画面の下部に表
示します。
Max 最大値
Min 最小値
Mean 平均値
σ 標準偏差
Cnt 統計処理の対象にした測定値の数

表示できる統計処理結果は、自動測定項目のうち 2 項目だけです。自動測定項目を 3 項
目以上選択した場合は、番号の小さいチャネルから自動測定項目選択メニューの順 (Max、
Min ････、ΔT、Delay) で順番の早い 2 項目を表示します。
例 1： CH1：Max、High、CH2：Max、Min、CH3：Max、Min を選択したとき表示されるのは、

CH1：Max、CH1：High
例 2： CH1：Max、CH2：Max、Min、CH3：Max、Min を選択したとき表示されるのは、

CH1：Max、CH2：Max

表示されない統計処理結果については、次の方法で読み込むことができます。
・ 通信機能を使って PC に読み込む。
・ 統計処理結果を波形パラメータの自動測定値として保存 (14.10 節参照 ) した後、PC

に読み込む。

通常の統計処理
信号を取り込みながら、それまで取り込んだすべての信号波形に対して統計処理をしま
す。Cnt は、統計処理の対象 1 項目に対する測定値の数です。それまでに取り込んだ信
号の数と同じです。信号取り込み中または取り込みをストップしているときに、新たに
自動測定項目を統計処理の対象にすると、Cnt は 1 にリセットされます。

サイクル統計処理
表示されている波形に対して、時間の古いデータから順次周期を求め、その周期内のデー
タを対象にして選択した自動測定項目を測定し、統計処理をします。周期の求め方は通
常の波形パラメータの Period と同じです。指定した信号の周期をすべての測定対象の波
形に適用します。
次のパラメータは測定項目として選択できません。
 Freq( 平均周波数 )、1/Freq( 平均周期 )、Count( エッジカウント )、ΔT、Delay

ヒストリデータの統計処理
ヒストリメモリ機能を使って取り込んだ信号波形を対象に自動測定項目を測定し、統
計処理をします。時間の古い波形から統計処理をします。統計処理をする波形は、
ShowMap で表示されている波形です。

統計処理時の注意
統計処理実行中は、基本的に「Abort」のソフトキー以外は無効です。通常の統計処理
のときは、「START/STOP 」キーが有効です。

11.3　波形パラメータの測定値を統計処理する
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11.4	 FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテ
ストとアイパターン測定 )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  SHIFT+PARAM(EYE DIAGRAM) を押します。
EYE DIAGRAM メニューが表示されます。
すでに測定項目が設定されているときは、測定値が表示されます。

2.  Mode > FlexRay	Eye	D�agramの順にソフトキーを押します。

     

測定対象の FlexRay 波形のビットレート / レベル / ヒステリシスを設定する
3.  Setup	>	Traceの順にソフトキーを押します。

4.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

5.  B�trateのソフトキーを押します。

6.  10Mbps～ 2.5Mbpsから、選択するビットレートのソフトキーを押します。

7.  Level/Hysのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、Eye 波形を描くときのエッジの判定レベル / ヒステリシスを設
定します。

・ ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。
・ 11-30 ページのテストモードが「Cycle」のとき、この設定が有効になります。

Level
Hys
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ダイアグラム ( マスクパターン ) を設定する
9.  D�agramのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

OFF を選択した場合は、ダイアグラムの表示が消えます。
ON を選択して、以降の操作をしてください。

マスク形状を選択する
10.  Selectのソフトキーを押します。

11.  TxD	D�agramまたは RxD	D�agramから、マスク形状を選択します。

マスクパターンを設定する
12.  Ed�t	D�agramのソフトキーを押します。

・	 頂点を選択する

13.  Vertex	Po�ntのソフトキーを押します。
ロータリノブで設定できることを示すマークが表示されます。

14.  ロータリノブで、設定する頂点を選択します。

15.  Vertex	Po�ntのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
OFF を選択した場合は、選択した頂点のダイアグラムの表示が消えます。
ON を選択して、以降の操作をしてください。

・	 基準点からの時間を設定する

16.  Hor�zontalのソフトキーを押します。

17.  ロータリノブで、選択した頂点の基準点からの時間を設定します。
・	 基準点からの電圧レベルを設定する

18.  Vert�calのソフトキーを押します。

19.  ロータリノブで、選択した頂点の基準点からの電圧レベルを設定します。
・	 基準点を設定する

20.  Reference	Po�ntのソフトキーを押します。

21.  ロータリノブで、マスクパターンの基準点を設定します。
・ 基準点は、画面の中心を 0div とし、中心からの距離を設定します。
・ ダイアグラムもいっしょに移動します。

・	 設定を初期値にする

 Reset	D�agramのソフトキーを押します。設定したマスクパターンの値が初期値
になります。
初期値になった値は、初期値にする前の値に戻せません。

画面中心からの距離

Z1波形エリア Vertical

Horizontal

ズームボックスZ1

基準点(0, 0)
Reference Point

11.4　FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテストとアイパターン測定 )
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22.  ESCを押します。

時間軸波形 (VT) を ON/OFF する
23.  必要に応じて、VTのソフトキーを押して、 時間軸波形を ON または OFF にします。

OFF にすると、時間軸波形が消えて、Z1 波形エリアだけが拡大表示されます。

24.  ESCを押して、EYE DIAGRAM メニューに戻ります。

測定項目を選択する
25.  Itemのソフトキーを押します。

26.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。
ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF できます。

     

ファームウエアバージョン4.20以降の製品の
ダイアログボックス

スレショルドレベルを設定する
27.  ロータリノブ	&	SETで、Set Threshold Levels を選択します。

28.  V/%のソフトキーを押して、レベルの単位を V または % から選択します。
・ V：操作 30 と 32 で、± 10div の範囲でレベルを設定できます。単位は設定されている

条件によって変わります。
・ %：操作 30 と 32 で、0 ～ 100％の範囲でレベルを設定できます。Vtop と Vbase の差分

を 100％としています。

29.  Upperのソフトキー押します。

30.  ロータリノブで、高レベル側のスレショルドレベルを設定します。

31.  Lowerのソフトキー押します。

32.  ロータリノブで、低レベル側のスレショルドレベルを設定します。

      

33.  ESCを 2 回押して、EYE DIAGRAM メニューに戻ります。

11.4　FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテストとアイパターン測定 )
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テストモードを選択して実行する
34.  Test	Modeのソフトキーを押して、Cycle または Cont. を選択します。

・ Cycle を選択したときは、操作 35 に進みます。
・ Cont. を選択したときは、操作 39 に進みます。

・	 Eye 波形の表示と選択した項目の測定をする
 信号の取り込みをストップした状態で、測定します。

35.  ロータリノブで、FlexRay 波形のパルス数を設定します。

36.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

37.  ロータリノブで、測定範囲の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

38.  Execのソフトキーを押します。
Eye 波形を作成し表示します。また選択した項目を測定します。

     

ダイアグラム
( マスクパターン )

Eye 波形

設定したパルス数分の FlexRay
波形から、Eye 波形を作成

・	 時間軸ズーム波形の表示と選択した項目の測定をする
 信号の取り込みをストップする必要はありません。

39.  ロータリノブで、FlexRay 波形のアキュムレート回数を設定します。

40.  Adjustのソフトキーを押します。
時間軸ズーム波形を表示します。また選択した項目を測定します。

     

ズームボックスZ1

ズーム

設定したアキュムレート回数分の同一時点の FlexRay
波形を拡大し、時間軸ズーム波形として表示

時間軸ズーム波形

11.4　FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテストとアイパターン測定 )
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解　　説
FlexRay シリアルバスのマスクテストとアイパターン測定ができます。EYE DIAGRAM メ
ニューに入ると、初期状態では、自動的に時間軸波形と Z1 波形エリアが表示されます。 
Z1 波形エリアには、ダイアグラム表示されています。

FlexRay 波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
ただし、スナップショット波形は測定できません。

ビットレート
FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択します。
10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

判定レベル
Eye 波形を描画するときのエッジの判定レベルの値を設定します。
設定範囲は± 100V で、設定分解能は 0.1V です

ヒステリシス
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

マスク形状
次の中から選択します。

・ TxD Diagram：送信側
・ RxD Diagram：受信側

マスクパターン
Z1 波形エリアに表示されているマスクパターンを編集します。 Z1 波形エリアは、選択
したビットレートの逆数を計算し、波形の 1 周期が表示されるような時間軸に設定され
ます。
・	 頂点
 マスクパターンの頂点を選択し、表示 / 非表示を設定することでマスクパターンの形

状を変えられます。設定範囲は 1 ～ 12 です。

   

基準点(0, 0)
Reference Point

1

2
3 4

5

6

7

8
910

11

12

2
3 4

5

7

8
910

11

12

数字は頂点の番号(画面には表示されません。)

12個の頂点をすべて表示 1と6の頂点を非表示(OFF)にし、10角形を表示

基準点(0, 0)
Reference Point

・	 基準点からの時間
 選択した頂点の基準点からの時間を設定します。設定範囲は 0 ～ 500ns で、設定分

解能は 100ps です。

・	 基準点からの電圧レベル
 選択した頂点の基準点からの電圧レベルを設定します。設定範囲は± 8V 分で、設定

分解能は 2mV です。

・	 基準点
 マスクパターンの基準点 ( エッジポイントの最初の位置 ) を、画面の中心からの距離

で設定します。
 設定範囲は± 5div で、設定分解能は 0.01div です。

11.4　FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテストとアイパターン測定 )
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・	 初期ダイアグラム
 選択したビットレートごとの初期形状に戻ります。

測定項目
次の中から選択します。
・マスクテスト

Wave Count アクイジション回数に対するエラー回数
Wave Count % アクイジション回数に対するエラー率 (％ )
Sample Point Count サンプルデータ数に対するエラー数 / 総数の表示
Sample Point Count % サンプルデータ数に対するエラー率の表示 (％ )

・アイパターン測定 定義や計算式については、2.9 節の「テレコムテスト」の項目をご覧
ください。

Crossing ％ Vtop と Vbase の差に対する、アイ・パターンの立ち上がりエッジと
立ち下がりエッジが交差するレベルの大きさ

Eye Height アイ・ダイアグラムの縦軸開口の大きさ
Eye Width アイ・ダイアグラムの横軸開口の大きさ
Q Factor 高電圧レベルと低電圧レベルの両方のノイズに対するアイ・パターン

の縦軸開口を示すアイ・ダイアグラムの、優秀さを表す数字
Jitter 最初の交差ポイント (crossing1) の時間位置における変動の大きさ
Jitter2 2 番目の交差ポイント (crossing2) の時間位置における変動の大きさ 

( ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用 )
Duty Cycle Distortion％ 中間しきい値における立ち下がりエッジの中間点と立ち上がりエッジ

の中間点との時間差の、フル・ビット幅に対するパーセンテージ
Vtop 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの平均電圧
Vbase 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの平均電圧
σ top 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの標準偏差
σ base 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの標準偏差
Tcrossing1 最初の交差ポイントの平均時間値
Tcrossing2 2 番目の交差ポイントの平均時間値
Vcrossing 立ち上がりエッジと立ち下がりエッジが交差するポイントの電圧
Rise 設定したスレショルドレベルの Lower から Upper までの立ち上がり

時間
Fall 設定したスレショルドレベルの Upper から Lower までの立ち下がり

時間

スレショルドレベル ( 高レベルと低レベル ) の設定
スレショルドレベルを百分率または物理量で設定します。スレショルドレベルの設定は、
アイパターンの測定項目のうち、Rise と Fall を測定するときに適用される要素です。
% 0 ～ 100％の範囲でレベルを設定できます。Vtop と Vbase の差分を 100％としています。
V ± 10div の範囲でレベルを設定できます。単位は設定されている条件によって変わります。

テストモード
次の中から選択します。

・ Cycle

 コンフォーマンステスト規格 (FlexRay EPL Comformance Test Specification V2.1) に対
応したバスドライバの電気特性をテストできます。

 設定したパルス数分の FlexRay 波形から、Eye 波形を作成し表示します。また選択し
た項目を測定します。

 設定範囲は 1 ～ 5000 です。
・ Cont.
 設定したアキュムレート ( 重ね描き ) 回数分の同一時点の FlexRay 波形を拡大し、時

間軸ズーム波形として表示します。また選択した項目を測定します。
 設定範囲は Infinite(0)、1 ～ 60 です。

11.4　FlexRay アイダイアグラムを測定する ( マスクテストとアイパターン測定 )
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11.5	 テレコムテストをする ( マスクテストとアイパ
ターン測定 )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  SHIFT+PARAM(EYE DIAGRAM) を押します。
EYE DIAGRAM メニューが表示されます。
すでに測定項目が設定されているときは、測定値が表示されます。

2.  Mode > Telecom	Testの順にソフトキーを押します。

     

測定対象波形 / ウインドウ / 測定範囲を設定する
3.  Traceのソフトキーを押します。

4.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

5.  Range	Setup > W�ndowの順にソフトキーを押します。

6.  Ma�n～ Zoom2から、選択するウインドウのソフトキーを押します。

7.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、測定範囲の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。
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測定項目を選択する
10.  Itemのソフトキーを押します。

11.  Mask	Testまたは Eye	Patternのソフトキーを押します。
・ Mask Test を選択したときは、操作 12 に進みます。
・ Eye Pattern を選択したときは、操作 14 に進みます。

     

マスクテストの項目を選択する
12.  Element1～ Element4から、選択するエレメントのソフトキーを押します。

13.  ロータリノブ	&	SETで、テスト項目を選択します。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF できます。
・ Copy to All Page を選択して SETを押すと、操作 12 で選択したエレメントと同じ状態を

すべてのエレメントにコピーできます。

      

 11-35 ページの操作 25 に進みます。

アイパターン測定の項目を選択する
14.  ロータリノブ	&	SETで、測定項目を選択します。

ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF できます。

     

ファームウエアバージョン4.20以降の製品の
ダイアログボックス

11.5　テレコムテストをする ( マスクテストとアイパターン測定 )
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・	 スレショルドレベルを設定する

15.  ロータリノブ	&	SETで、Set Threshold Levels を選択します。

16.  V/%のソフトキーを押して、レベルの単位を V または % から選択します。
・ V：操作 18 と 20 で、± 10div の範囲でレベルを設定できます。単位は設定されている

条件によって変わります。
・ %：操作 18 と 20 で、0 ～ 100％の範囲でレベルを設定できます。Vtop と Vbase の差分

を 100％としています。

17.  Upperのソフトキー押します。

18.  ロータリノブで、高レベル側のスレショルドレベルを設定します。

19.  Lowerのソフトキー押します。

20.  ロータリノブで、低レベル側のスレショルドレベルを設定します。

21.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

・	 ダークレベルを設定する

22.  ロータリノブ	&	SETで、Set Vdark(for Ext Rate) を選択します。

23.  ロータリノブで、ダークレベル ( ゼロライトレベル ) を設定します。

24.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

25.  ESCを押して、EYE DIAGRAM メニューに戻ります。

アキュムレートカウントを設定する
26.  Accum	Countのソフトキーを押します。

27.  ロータリノブで、アキュムレートカウントを設定します。

マスクの表示を ON/OFF する
28.  必要に応じて、Maskのソフトキーを押して、 Mask 画像を ON または OFF にしま

す。

     

11.5　テレコムテストをする ( マスクテストとアイパターン測定 )
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解　　説
テレコムテスト ( マスクテストとアイパターン測定 ) を実行し、結果を表示できます。
マスクテストは、PC で作成した 4 つのマスク ( エレメント ) に対して、対象トレースが
エレメント内に入った場合にエラーと判断します。PC で作成したマスクのパターンを
読み込む操作については、14.7 節をご覧ください。

測定対象波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。

測定対象ウインドウ
Main、Z1、　または Z2 から選択できます。

測定範囲
設定範囲は波形エリアの中心を 0div として、± 5div 分で、設定分解能は 0.01div です。

測定項目
次の中から選択します。
・マスクテスト

Wave Count アクイジション回数に対するエラー回数
Wave Count % アクイジション回数に対するエラー率 (％ )
Sample Point Count サンプルデータ数に対するエラー数 / 総数
Sample Point Count % サンプルデータ数に対するエラー率 (％ )

・アイパターン測定 定義や計算式については、2.9 節の「テレコムテスト」の項目をご覧
ください。

Crossing ％ Vtop と Vbase の差に対する、アイ・パターンの立ち上がりエッジと
立ち下がりエッジが交差するレベルの大きさ

Eye Height アイ・ダイアグラムの縦軸開口の大きさ
Eye Width アイ・ダイアグラムの横軸開口の大きさ
Q Factor 高電圧レベルと低電圧レベルの両方のノイズに対するアイ・パターン

の縦軸開口を示すアイ・ダイアグラムの、優秀さを表す数字
Jitter 最初の交差ポイント (crossing1) の時間位置における変動の大きさ
Jitter2 2 番目の交差ポイント (crossing2) の時間位置における変動の大きさ 

( ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用 )
Duty Cycle Distortion％ 中間しきい値における立ち下がりエッジの中間点と立ち上がりエッジ

の中間点との時間差の、フル・ビット幅に対するパーセンテージ
Vtop 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの平均電圧
Vbase 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの平均電圧
σ top 垂直ヒストグラムのトップ・ピークの標準偏差
σ base 垂直ヒストグラムのボトム・ピークの標準偏差
Tcrossing1 最初の交差ポイントの平均時間値
Tcrossing2 2 番目の交差ポイントの平均時間値
Vcrossing 立ち上がりエッジと立ち下がりエッジが交差するポイントの電圧
Ext Rate dB 消光比 dB
Rise 設定したスレショルドレベルの Lower から Upper までの立ち上がり

時間
Fall 設定したスレショルドレベルの Upper から Lower までの立ち下がり

時間

スレショルドレベル ( 高レベルと低レベル )
スレショルドレベルを百分率または物理量のどちらかで設定します。スレショルドレベ
ルの設定は、アイパターンの測定項目のうち、Rise(Lower レベルから Upper レベルにな
るまでの時間 ) と Fall(Upper レベルから Lower レベルになるまでの時間 ) を測定すると
きに適用される要素です。
V ± 10div の範囲でレベルを設定できます。単位は設定されている条件によって変わります。
% 0 ～ 100％の範囲でレベルを設定できます。Vtop と Vbase の差分を 100％としています。

11.5　テレコムテストをする ( マスクテストとアイパターン測定 )
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ダークレベル
ダークレベル ( ゼロライトレベル ) を設定します。ダークレベルの設定は、アイパター
ンの測定項目のうち、Ext Rate dB( 消光比 dB) を測定するときに適用される要素です。
± 10div の範囲でレベルを設定できます。単位は設定されている条件によって変わりま
す。

アキュムレートカウント
取り込んだ信号の重ね描き回数を設定します。アキュムレートの機能については、
8.7 節をご覧ください。

マスクの表示
PC で作成したマスク画像を、表示する (ON) か表示しない (OFF) かを選択できます。

テレコムテスト時の注意
・ テレコムテストを実行すると、対象波形以外の波形は以下の表示になります。

・ 表示補間方式 (9.3 節参照 ) が OFF のとき、波形は表示されません。
・ 表示補間方式が OFF 以外のとき、波形は低い輝度で表示されます。

・ GO/NOGO またはヒストリサーチを実行しているときは、マスクテストは実行できま
せん。

・ テレコムテストを ON にする ( 設定メニューを開く ) と、アキュムレートも ON にな
ります。アキュムレートのモードは Count になります。

Note
Sample Point Count は補間データで計算されるため、レコード長に対応した値を表示しない場
合があります。

11.5　テレコムテストをする ( マスクテストとアイパターン測定 )
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11.6	 カーソルで測定する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  CURSORを押します。
カーソルが表示されます。

カーソルの種類を選択する
2.  Typeのソフトキーを押します。

3.  Vert�cal～ Ser�alから、選択するカーソルの種類のソフトキーを押します。

     

 カーソルによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Vertical( 垂直カーソル )：11-39 ページの操作 4
・ Horizontal( 水平カーソル )：11-40 ページの操作 4
・ H&V( 水平＆垂直カーソル )：11-42 ページの操作 4
・ VT(VT カーソル )：11-44 ページの操作 4
・ Marker( マーカーカーソル )：11-46 ページの操作 4
・ Serial( シリアルカーソル )：11-48 ページの操作 4
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垂直カーソルの場合
測定項目を選択する
4 .	 Itemのソフトキーを押します。

・	 基本測定項目を選択する

5.  Bas�cのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、測定する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

・	 計算式を設定する ( カーソル測定値を使って計算するとき )

7.  Calcのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

11.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

Basicのとき

Calcのとき

カーソルを移動する
13.  T1	/T2のソフトキーを押します。

14.  ロータリノブで、T1 カーソル /T2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

ジャンプ先を選択する
15.  Jumpのソフトキーを押します。

16.  To	Zoom1または To	Zoom2のソフトキーを押して、ジャンプ先のズームウイン
ドウを選択します。

     T1
T2

11.6　カーソルで測定する
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水平カーソルの場合
測定項目を選択する
4 .	 Itemのソフトキーを押します。

・	 基本測定項目を選択する

5.  Bas�cのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、測定する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

・	 計算式を設定する ( カーソル測定値を使って計算するとき )

7.  Calcのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

11.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

Basicのとき

Calcのとき

測定対象波形を選択する
13.  Traceのソフトキーを押します。

14.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

11.6　カーソルで測定する
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カーソルを移動する
15.  H1	/H2のソフトキーを押します。

16.  ロータリノブで、H1 カーソル /H2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

ジャンプ先を選択する
17.  Jumpのソフトキーを押します。

18.  To	Zoom1または To	Zoom2のソフトキーを押して、ジャンプ先のズームウイン
ドウを選択します。

     H1
H2

11.6　カーソルで測定する
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H&V カーソルの場合
測定項目を選択する
4 .	 Itemのソフトキーを押します。

・	 基本測定項目を選択する

5.  Bas�cのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、測定する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

・	 計算式を設定する ( カーソル測定値を使って計算するとき )

7.  Calcのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。
Calc1 と Calc2 は X 軸値を使った計算式、Calc3 と Calc4 は Y 軸値を使った計算式を設定で
きます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

11.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

Calc3/Calc4：Y軸値を使った計算式
Calc1/Calc2：X軸値を使った計算式

Calcのとき

Basicのとき

測定対象波形を選択する
13.  Traceのソフトキーを押します。

14.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

11.6　カーソルで測定する
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カーソルを移動する
・	 垂直カーソルを移動する

15.  T1/T2のソフトキーを押します。

16.  ロータリノブで、T1 カーソル /T2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

・	 水平カーソルを移動する

17.  H1/H2のソフトキーを押します。

18.  ロータリノブで、H1 カーソル /H2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

ジャンプ先を選択する
19.  Jumpのソフトキーを押します。

20.  To	Zoom1または To	Zoom2のソフトキーを押して、ジャンプ先のズームウイン
ドウを選択します。

     

T1
T2

H1
H2

11.6　カーソルで測定する
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VT カーソルの場合
測定項目を選択する
4 .	 Itemのソフトキーを押します。

・	 基本測定項目を選択する

5.  Bas�cのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、測定する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

・	 計算式を設定する ( カーソル測定値を使って計算するとき )

7.  Calcのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

11.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。
Basicのとき

Calcのとき

ロジック信号の記数法 / 読み取り方向を選択する
13.  Log�c	Setupのソフトキーを押します。

14.  Selectのソフトキーを押します。

15.  Group	1～ Group	5から、設定するグループのソフトキーを押します。

16.  Formatのソフトキーを押して、記数法を Bin または Hex から選択します。

17.  B�t	Orderのソフトキーを押して、ビットデータの読み取り方向を MSB または
LSB から選択します。

18.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

11.6　カーソルで測定する
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カーソルを移動する
19.  ロータリノブで、カーソルを移動します。

     

ジャンプ先を選択する
20.  Jumpのソフトキーを押します。

21.  To	Zoom1または To	Zoom2のソフトキーを押して、ジャンプ先のズームウイン
ドウを選択します。

     

11.6　カーソルで測定する
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マーカーカーソルの場合
マーカーフォームを選択する
4 .	 Marker	Formのソフトキーを押して、Mark または Line を選択します。

測定項目を選択する
5 .	 Itemのソフトキーを押します。

・	 基本測定項目を選択する

6.  マーカーごとに測定項目を設定できます。MC1～MC4から設定するマーカーの
ソフトキーを押します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、測定する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

・	 計算式の設定 ( カーソル測定値を使って計算するとき )

8.  Calcのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

10.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
・	 ロータリノブ	&	SETで、Measure Item を選択して表示されるメニューで、測定項目の選

択もできます。
・ テンキーで数字を入力できます。

12.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

マーカーフォームの選択

測定項目の選択

Markのとき

Lineのとき

マーカーを表示

マーカーの代わりに
ラインマーカーを表示

Basicのとき

Calcのとき

11.6　カーソルで測定する
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マーカーを選択する
14.  Selectのソフトキーを押します。

15.  MC1～MC4から設定するマーカーのソフトキーを押します。
ここで選択したマーカーに対して、測定対象波形の選択、カーソルの移動、およびジャン
プ先の選択の設定操作をします。

     

・	 測定対象波形を選択する

16.  Traceのソフトキーを押します。

17.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

・	 マーカーを移動する

18.  ロータリノブで、マーカーを移動します。

     

マーカー
の位置

・	 ジャンプ先を選択する

19.  Jumpのソフトキーを押します。

20.  To	Zoom1または To	Zoom2のソフトキーを押して、ジャンプ先のズームウイン
ドウを選択します。

     

11.6　カーソルで測定する
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シリアルカーソルの場合
シリアルカーソルを選択する
4.  Selectのソフトキーを押し、SC1 または SC2 を選択します。

シリアルカーソルは SC1 と SC2 のカーソルを設定できます。

5.  Setupのソフトキーを押します。

測定対象波形を選択する
6.  Traceのソフトキーを押します。

7.  選択する波形のソフトキーを押します。
・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、◄Log�cのソフトキーを押します。このとき表示されるダイア

ログボックスで、ロータリノブ	&	SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

8.  Level/Hysのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブで、しきい値のレベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

11.  Act�veのソフトキーを押して、H または L を選択します。

Level
Hys

ESC

ビットレート / ビットカウントを設定する
12.  B�trateのソフトキーを押します。

13.  ロータリノブで、 ビットレートを 1bps ～ 1Gbps の範囲で定します。

14.  B�t	Countのソフトキーを押します。

15.  ロータリノブで、ビットカウントを 1 ～ 128 の範囲で設定します。

     

11.6　カーソルで測定する
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記数法 / ビットオーダを選択する
16.  B�n/Hexのソフトキーを押して、Bin または Hex を選択します。

17.  B�t	Orderのソフトキーを押して、MSB または LSB を選択します。

18.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

トラッキングモードを選択する
19.  Track�ng	Modeのソフトキーを押します。

20.  OFF～ Zoom1から、選択する トラッキングモード のソフトキーを押します。

     

カーソルを移動する
21.  ロータリノブで、カーソルを移動します。

 ←または→ のソフトキーでもカーソルを移動できます。移動スパンは、操作 12 ～ 15 で設
定した ビットレート / ビットカウントによって変わります。

     

カーソルの位置

11.6　カーソルで測定する
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解　　説
測定対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および Logic A0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) から選択します。

ただし、スナップショット波形や最新波形以外のアキュムレート波形は測定できません。
ロジック信号 (Logic) には、VT カーソルだけを適用できます。

カーソルの種類と測定項目
・	 垂直 (V) カーソル
 カーソル位置の X 軸の値を測定します。

T1 T1 カーソルの X 軸値
T2 T2 カーソルの X 軸値
ΔT T1 カーソルと T2 カーソルの X 軸値の差
1/ΔT T1 カーソルと T2 カーソルの X 軸値の差の逆数

・	 水平 (H) カーソル
 カーソル位置の Y 軸の値を測定します。

V1 V1 カーソルの Y 軸値
V2 V2 カーソルの Y 軸値
ΔV V1 カーソルと V2 カーソルの Y 軸値の差

・	 水平＆垂直 (H&V) カーソル
 カーソル位置の X 軸の値と Y 軸の値を測定します。
 X 軸

T1 T1 カーソルの X 軸値
T2 T2 カーソルの X 軸値
ΔT T1 カーソルと T2 カーソルの X 軸値の差
1/ΔT T1 カーソルと T2 カーソルの X 軸値の差の逆数

 Y 軸
V1 V1 カーソルの Y 軸値
V2 V2 カーソルの Y 軸値
ΔV V1 カーソルと V2 カーソルの Y 軸値の差

・	 垂直時間 (VT) カーソル
 トリガポジションから VT カーソルまでの時間と、VT カーソル位置の選択された波形

データの値を測定します。
 ・ CH1 ～ CH4

V(CH1) CH1 の Y 軸値
V(CH2) CH2 の Y 軸値
V(CH3) CH3 の Y 軸値
V(CH4) CH4 の Y 軸値
V(M1) M1 の Y 軸値
V(M2) M2 の Y 軸値
V(M3) M3 の Y 軸値
V(M4) M4 の Y 軸値
T X 軸値

・ Logic A0 ～ D7 (SB5310 は A0 ～ A7)
V(LG1) ロジック Group 1 の Y 軸値
V(LG2) ロジック Group 2 の Y 軸値
V(LG3) ロジック Group 3 の Y 軸値
V(LG4) ロジック Group 4 の Y 軸値
V(LG5) ロジック Group 5 の Y 軸値
T X 軸値

11.6　カーソルで測定する



11-51IM 701361-01

解
析
と
検
索

付

索

・	 マーカーカーソル
 カーソルは波形データ上を移動します。指定したカーソル位置の値を測定します。

MC1( マーカー 1) ～ MC4( マーカー 4) は、別々の波形に設定可能です。
T1 MC1 の X 軸 ( 水平軸 ) 値
T1-T2 MC1 と MC2 の X 軸値の差
T1-T3 MC1 と MC3 の X 軸値の差
T1-T4 MC1 と MC4 の X 軸値の差
V1 MC1 の Y 軸 ( 垂直軸 ) 値
V1-V2 MC1 と MC2 の Y 軸値の差
V1-V3 MC1 と MC3 の Y 軸値の差
V1-V4 MC1 と MC4 の Y 軸値の差

・	 シリアルカーソル
 シリアルカーソルの位置を基点に、設定したビットレートで波形のシリアルパターン

(1、0) を検索します。検索する範囲は表示範囲 (10div) 内です。1、0 を判定するしき
い値の設定や、しきい値に対して H、L のどちらを 1 にするかの選択ができます。シ
リアルカーソルには、SC1 と SC2 の 2 本のカーソルがあります。2 本を同時に表示で
きませんが、シリアルパターンは同時に表示できます。

カーソルの移動範囲
・	 H カーソル、H&VカーソルのHカーソル
 波形エリアの中心を 0div として、－ 4 ～＋ 4div の範囲で設定できます。設定ステッ

プは、0.01div です。

・	 V カーソル、H&Vカーソルの Vカーソル、マーカーカーソル、VTカーソル、Ser�al カー
ソル

 波形エリアの中心を 0div として、－ 5 ～＋ 5div の範囲で設定できます。設定ステッ
プは、0.01div です。ズームウインドウが表示されている場合、カーソルがズームウ
インドウ内に入ると、分解能はズームウインドウの 0.01div になります。

シリアルカーソル表示フォーマット
シリアルカーソルで測定する場合は、次の項目を設定します。ロジック信号の場合は VT
カーソルのときに、グループごとに設定できます。

・	 カーソル測定値の記数法の選択
 カーソル測定値を表示するときの記数法を選択します。

Bin 2 進法で表示
Hex 16 進法で表示

・	 ビットデータの読み込み方向
 信号の流れに合せて、ビットの読み込み方向を選択できます。

MSB First MSB から入力データの信号が流れているときに選択します。
LSB First LSB から入力データの信号が流れているときに選択します。

   

Data

10

LSB Firstのとき、46E
MSB Firstのとき、762

1 1 0 1 1 0 0 0 1 0

・	 非表示ビットの扱い
・ 2 進法では、そのビットに「x」を表示します。
・ 16 進法では、そのビットそのものが存在しないものとして、値を表示します。

11.6　カーソルで測定する
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シリアルカーソルのトラッキングモード
カーソルがズーム範囲から外れた場合の処理を設定します。
OFF カーソルがズーム範囲を外れても、ズームウインドウは追従しません。
Zoom1/Zoom2 カーソルが Zoom1 または Zoom2 のズーム範囲を外れると、Zoom1 または

Zoom2 の中心位置がカーソルの位置になるようにスクロールします。

カーソルのジャンプ：Cursor	Jump
ズーム波形エリアの中央にカーソルをジャンプできます。ジャンプのしかたは、次のと
おりです。

・	 垂直カーソル、水平カーソル、H&Vカーソル、VTカーソル、マーカーカーソル
To Zoom1 選択されているカーソルを Zoom1 画面にジャンプ
To Zoom2 選択されているカーソルを Zoom2 画面にジャンプ

・	 シリアルカーソル
← / → ビットカウントで設定したビット長ごとに、指定方向にジャンプ

カーソル測定時の注意
・ 時間軸の測定値は、トリガポジションを基準にしています。
・ 測定不可能なデータがあるときは、測定値を「＊＊＊」で表示します。
・ メイン、ZOOM1 または ZOOM2 の表示レコード長が 10k ワード未満 (4k、5k 以外 ) で、

Dot Connect が OFF 以外の場合、サンプリングデータ間を補間して表示しています。
そのため、垂直カーソルの位置にサンプリングデータがないことがあります。

 マーカーの場合は、サンプリングデータ上を移動するため、必ずサンプリングデータ
を読むことができます。

・ シリアルカーソルでは、サンプルレート (S/s)/ ビットレート (bit/s) が 1M を超えると、
測定結果は全ビット X になります。

11.6　カーソルで測定する
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11.7	 解析タイプを選択する、解析結果を表示 / 保存す
る	

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  WINDOW	1またはWINDOW	2を押します。
WINDOW メニューが表示されます。

解析タイプを選択する
2.  Typeのソフトキーを押します。

3.  表示されるメニューから、選択する解析タイプのソフトキーを押します。

4.  選択した解析タイプに合わせて各節に進み、それぞれの解析の設定をします。
・ FlexRay：11.8 節
・ CAN：11.9 節
・ LIN：11.10 節
・ UART：11.11 節
・ I2C：11.12 節
・ SPI：11.13 節
・ XY：11.14 節
・ FFT：11.15 節
・ Harmonics：オプションの電源解析機能です。オプションマニュアル IM 701310-61 をご

覧ください。
・ Wave Parameter：11.16 節
・ Accum Histogram：11.17 節
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前ページの操作 4 で解析の設定をしたあと、WINDOW メニューに戻った状態で、操作
を続けます。

解析結果を表示する
FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI の解析結果の表示の扱いについて、説明し
ます。その他の解析タイプについては、それぞれの節をご覧ください。

FlexRay*/CAN*/LIN/UART/I2C/SPI の場合
* 解析タイプが FlexRay/CAN で、WINDOW メニューにある Window Type に Trend を選択した

ときは、11-56 ページの操作 5 に進みます。
 (FlexRay の Window Type メニューは、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用で

きます。)

･	 スクロールの設定をする

5.  L�st	Setupのソフトキーを押します。

6.  Scroll	D�rect�onのソフトキーを押して、V( 垂直方向 ) または H( 水平方向 ) を選
択します。

7.  Modeのソフトキーを押して、Simple( 簡易表示 ) または Detail( 詳細表示 ) を選
択します。

8.  1～ 10000から、垂直方向へのスクロール量 ( 何番ずつスクロールするか ) のソ
フトキーを押します。

9.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

･	 時間軸波形 /デコード ( 復号 )/ リストの表示ON/OFF を選択する

10.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

11.  VTのソフトキーを押して、時間軸波形表示の ON または OFF を選択します。

12.  Decodeのソフトキーを押して、デコード表示の ON または OFF を選択します。

13.  L�stのソフトキーを押して、リスト表示の ON または OFF を選択します。

14.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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解析タイプが FlexRay/CAN/LIN のときは操作 15 に、UART/I2C/SPI のときは操作 19 に進
みます。

･	 ズームリンク /フィールドジャンプを選択する
 (FlexRay/CAN/LIN のとき )

15.  Zoom	L�nk/F�eld	Jump	>	Zoom	L�nkの順にソフトキーを押します。

16.  OFF～ Zoom2から、リンクを張るズーム波形エリアのソフトキーを押します。
OFF を選択したときは、フィールドジャンプのメニューは表示されません。

17.  表示されるメニューから、ジャンプ先のフィールドのソフトキーを押します。
Zoom1 または Zoom2 を選択した場合、Scroll Direction に V を選択してロータリノブを回
すと、リストのハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 )
が移動します。さらに、Field Jump のソフトキーを押すと、ハイライト表示されたフレー
ム内の対応するフィールドの先頭にズーム位置が移動します。

FlexRayのとき CANのとき LINのとき

･	 ズームリンクを選択する
 (UART/I2C/SPI のとき )

18.  Zoom	L�nkのソフトキーを押します。

19.  OFF～ Zoom2から、リンクを張るズーム波形エリアのソフトキーを押します。
Zoom1 または Zoom2 を選択した場合、Scroll Direction に V を選択してロータリノブを回
すと、リストのハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 )
が移動します。

     

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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FlexRay/CAN で、Window	Type が Trend の場合
(FlexRay の Trend メニューは、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)

･	 時間軸波形 /トレンドの表示ON/OFF を選択する

5.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

6.  VTのソフトキーを押して、時間軸波形表示の ON または OFF を選択します。

7.  Trendのソフトキーを押して、トレンド表示の ON または OFF を選択します。

・	 トレンドの縦軸スケールを設定する
	 ファームウエアバージョン 4.20 より前の製品の場合

8.  Modeのソフトキーを押して、Auto または Manual を選択します。
・ Auto を選択したときは、本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) に設

定されている最大値 / 最小値が、縦軸スケールの上限値 / 下限値になります。
・ Manual を選択したときは、操作 10 に進みます。

	 ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品の場合

8.  Auto	Scale	Execのソフトキーを押すと、縦軸スケールを自動的に設定します。

9.  RESETを押すと、本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) に設
定されている最大値 / 最小値が、縦軸スケールの上限値 / 下限値になります。

10.  縦軸スケールを任意に設定したい場合は、ロータリノブで、表示の Upper( 上限値 )
と Lower( 下限値 ) を設定します。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 垂直カーソルを表示して、カーソルで測定する

12.  D�splayのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

13.  T1	/T2のソフトキーを押します。

14.  ロータリノブで、T1 カーソル /T2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

Upper
Lower

Upper
Lower

T1
T2

ESC

FlexRay
またはCAN

ファームウエアバージョン4.20
より前の製品のメニュー

ファームウエアバージョン4.20
以降の製品のメニュー

RESET

パネルの

解析結果を保存する
FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI などのシリアスバスのリストを保存するに
は、14.10 節のデータタイプで「Serial Bus」を選択してください。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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解　　説
解析タイプ

・ FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI の信号に対して、解析します。
・ XY、FFT、Harmonics*、Wave Parameter、および Accum Histogram の項目について、

解析します。
* オプションの電源解析機能です。オプションマニュアル IM 701310-61 をご覧ください。

解析対象
次のデータを解析できます。

・ 波形データ
 信号の取り込みをスタート / ストップしているときのどちらでも解析できます。信号

の取り込みをスタートしているときは、表示波形と同期して解析結果が更新されます。
 また、ヒストリメモリに保存された波形データ (HISTORY メニュー > Select で選択し

たレコード No. の波形データ ) も解析対象です。
・ ロードしたアクイジションデータ (ACQ データ )

解析結果の表示
次ページから、FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI の各信号の解析結果の
内容について説明します。XY、FFT、Harmonics、Wave Parameter、および Accum 
Histogram の項目については、11-53 ページに示したそれぞれの節をご覧ください。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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FlexRay
・	 解析可能フレーム数
 最大 600 フレーム分 ( 解析基準点前後 300 フレーム )

・	 解析対象セグメント
 Header Segment、Payload Segment、Trailer Segment
・	 簡易表示 (S�mple)

No. 解析番号
ID/Message Frame ID の 10 進数表示 / シンボル表示
Data (Hex)/Data Data の 16 進数表示 / 物理値表示

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりもあとは、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 299 ～ 300 までの範囲で最大 600 フレーム表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のフレームがハイライト表示されます。

Time(ms) トリガポジションからフレームの先頭までの時間を ms で表示します。
S/D フレームの種類を表示します。S：Static Frame、D：Dynamic Frame
IND HeaderSegment の 4 つの Indicator の状態を、次の順にビットのパターンで表

示します。 
Payload preamble indicator、Null frame indicator、Sync frame indicator、
Startup frame indicator

ID/Message 11 ビットの Frame ID の値を 10 進数で表示します。「 FlexRay to Value*」を有
効 (ON) にすると、シンボル表示になります。

PLEN Payload Segment のデータ長を 10 進数で表示します。
CC Cycle count の値を 10 進数で表示します。
Data (Hex)/ 
Signal Data

Payload Segment の Data 0 ～ Data n（n ＝ 0...253 バイト） までを 16 進数で表
示します。「 FlexRay to Value*」を有効 (ON) にすると、シンボルと物理値表示
になります。

Information 次のエラー情報を表示します。1 つのフレームで複数のエラーを検出した場合、
下記の順に優先順位が高いエラーを 1 つだけ表示します。 
BSS Error：BSS が未検出、FES Error：FES が未検出、Header CRC Error：
Header CRC 不正値、CRC Error：CRC 不正値 

* 「FlexRay to Value」の設定操作については、11.8 節をご覧ください。

詳細表示

詳細表示- シンボル表示

簡易表示

簡易表示 - シンボル表示

・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各フィールドの値をデコードして、それぞれの色で表示します。

Indicator 黄色 (Yellow)
Frame ID 淡緑色 (Light Green)
Payload 桃色 (Pink)
Header CRC 淡青色 (Light Blue)
Cycle Count 橙色 (Orange)
Data 青緑色 (Cyan)
CRC 淡青色 (Light Blue)
BSS 灰色 (Gray) の塗りつぶし
Error 赤色 (Red)

・ BSS Error、 
FES Error

エラーが発生したフィールドに「BSS Error」または「FES 
Error」の文字を黒色で、背景は赤色で表示。

・ Header CRC Error、
CRC Error

エラーが発生したフィールドの文字を黒色で、背景は赤
色で表示。

Note
本機器は、ノイズを除去するフィルタ機能 (Voting 処理 ) を搭載しています。そのためデコー
ド表示は、入力信号よりも右に 3/8 ビット程度ずれます。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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CAN
・	 解析可能フレーム数
 最大 3000 フレーム分 ( 解析基準点前後 1500 フレーム )

・	 解析対象フレーム
リモートフレーム ID の値、Data の値、CRC の値、ACK の有無を検出します。
データフレーム ID の値、CRC の値、ACK の有無を検出します。
エラーフレーム エラーフラグを検出します。
オーバーロードフレーム オーバーロードフラグを検出します。

・	 簡易表示 (S�mple)
No. 解析番号
Frame フレームの種類
ID/Message ID の 16 進数表示 / シンボル表示
Data Data の 16 進数表示 / 物理値表示
Ack ACK スロットの状態

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりも後は、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 1499 ～ 1500 までの範囲で最大 3000 フレーム表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のフレームがハイライト表示されます

Frame フレームの種類を示します。解析できるフレームは、データフレーム (Data)、リ
モートフレーム (Remote)、エラーフレーム (Error)、およびオーバーロードフレー
ム (Over load) の 4 種類です。

Time(ms) トリガポジションからフレームの先頭までの時間を ms で表示します。
ID/Message 標準フォーマット (11 ビット ) または拡張フォーマット (29 ビット ) の ID の値を

16 進数で表示します。「 CAN to Value*」を有効 (ON) にすると、シンボル表示に
なります。

DLC 有効バイト数を 16 進数表示します。
Data(Bin)/ 
Signal

フレームの種類がデータフレームの場合だけ、Data を 2 進数で表示します。1 バ
イトごとに改行されて表示されます。「 CAN to Value*」を有効 (ON) にすると、
シンボル表示になります。

Data フレームの種類がデータフレームの場合だけ、Data を 16 進数で表示します。1
バイトごとに改行されて表示されます。 「 CAN to Value*」を有効 (ON) にすると、
物理値表示になります。

CRC CRC シーケンスを 16 進数で表示します。フレームの種類がデータフレームまた
はリモートフレームの場合に表示されます。

Ack ACK が検出された場合は「Y」、ACK が検出されなかった場合は「N」になります。
* 「CAN to Value」の設定操作については、11.9 節をご覧ください。

簡易表示

簡易表示 - シンボル表示

詳細表示

詳細表示 - シンボル表示

・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各フィールドの値をデコードして、それぞれの色で表示します。

ID 淡緑色 (Light Green)
DLC 桃色 (Pink)
Data 青緑色 (Cyan)
CRC シーケンス 淡青色 (Light Blue)
アラームフレーム 赤色 (Red)
オーバーロードフレーム 緑色 (Green)
フレームの背景 灰色 (Gray)
スタッフビット 灰色 (Gray) の塗りつぶし

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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LIN
・	 解析可能フレーム数
 最大 3000 フレーム分 ( 解析基準点前後 1500 フレーム )

・	 解析対象フィールド
 Break、Synch、ID、Data、Checksum

・	 簡易表示 (S�mple)
No. 解析番号
ID ID の 16 進数表示
Data Data の 16 進数表示
Checksum Checksum の 16 進数表示

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりも後は、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 1499 ～ 1500 までの範囲で最大 3000 フレーム表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のフレームがハイライト表示されます。

Time(ms) トリガポジションからフレームの先頭までの時間を ms で表示します。
ID ID の値を 16 進数で表示します。
ID-Field ID の値をパリティ (2 ビット ) を含めて 16 進数で表示します。
Data(Bin) Data を 2 進数で表示します。1 バイトごとに改行されて表示されます。
Data Data を 16 進数で表示します。1 バイトごとに改行されて表示されます。
Checksum Checksum の値を 16 進数で表示します。
Information それぞれの情報を検出して、次の文字を表示します。WakeUp 信号を検出した場

合は、WakeUp を表示します。1 つのフレームで複数のエラーを検出した場合、
下記の順に優先順位が高いエラーを 1 つだけ表示します。
Timeout Error、 Framing Error 、Checksum Error、 Synch Error、Parity Error

詳細表示

簡易表示

・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各フィールドの値をデコードして、それぞれの色で表示します。

Break 橙色 (Orange)
Synch 桃色 (Pink)
ID 淡緑色 (Light Green)
Data 青緑色 (Cyan)
Checksum 淡青色 (Light Blue)
WakeUp 緑色 (Green)
Start Bit 灰色 (Gray) の塗りつぶし
Stop Bit 灰色 (Gray) の塗りつぶし
Error 赤色 (Red)

・ Timeout Error エラーが発生した区間の連結ラインを赤色の太線で表示。
・ Framing Error エラーが発生したフィールドに「Framing Error」の文字を黒

色で、背景は赤色で表示。Checksum Error/Synch Error/Parity 
Error よりも優先して表示される。

・ Checksum Error、
Synch Error、
Parity Error

エラーが発生した Synch/ID/Checksum のフィールドの文字
を黒色で、背景は赤色で表示。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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UART
・	 解析可能データ数
 最大 3000 バイト分 ( 解析基準点前後 1500 バイト )

・	 解析対象フィールド
	 Data

・	 簡易表示 (S�mple)
No. 解析番号
Data/ASCII Data の 16 進数表示 /ASCII 表示
Information Error を表示

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりも後は、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 1499 ～ 1500 までの範囲で最大 3000 データ表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のデータがハイライト表示されます。

Time(ms) トリガポジションからバイトの先頭までの時間を ms で表示します。
Size 表示モードのグルーピングを ON にしたときだけ、Data のバイト数を表示します。
Data(Bin) Data を 2 進数で表示します。
Data/ASCII Data を 16 進数で表示します。表示モードを「ASCII」にすると、　ASCII 表示にな

ります。
Information 次のエラー情報を表示します。1 つのデータで複数のエラーを検出した場合、下

記の順に優先順位が高いエラーを 1 つだけ表示します。
Framing Error、Parity Error

簡易表示 簡易表示 - グルーピングON

詳細表示 詳細表示 - グルーピングON

詳細表示 - ASCII

簡易表示 - ASCII

・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各フィールドの値をデコードして、それぞれの色で表示します。

Data 青緑色 (Cyan)
Parity 黄色 (Yellow)
Start Bit 灰色 (Gray) の塗りつぶし
Stop Bit 灰色 (Gray) の塗りつぶし
Error 赤色 (Red)

・ Framing Error エラーが発生したフィールドに「Framing Error」の文
字を黒色で、背景は赤色で表示。Parity Error よりも優
先して表示される。

・ Parity Error エラーが発生したフィールドの文字を黒色で、背景は
赤色で表示。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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I2C
・	 解析可能データ数
 最大 40000 バイト分 ( 解析基準点前後 20000 バイト )

・	 簡易表示 (S�mple)
No. 解析番号
S/P データの状態を表示します。S：スタートコンディション、P：ストップコンディ

ション
Hex Data の 16 進数表示
Form アドレス / データ
R/W 信号の種類
ACK Acknowledge ビットの状態

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりも後は、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 19999 ～ 20000 までの範囲で最大 40000 データ表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のデータがハイライト表示されます。

S/P データの状態を表示します。S：スタートコンディション、P：ストップコンディ
ション

Time(ms) トリガポジションからバイトの先頭までの時間を ms で表示します。
Binary Data を 2 進数で表示します。
Hex Data を 16 進数で表示します。
Form アドレスかデータかを表示します。A：アドレス、D：データ
R/W 信号の種類を表示します。R：Read、W：Write
ACK Acknowledge が検出された場合は「1」、Acknowledge が検出されなかった場合

は「0」になります。
Info データのタイプを表示します。

簡易表示

詳細表示

Time(ms) の表示時間について

    

...

...

SDA

SCL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
Trigger Positionから、データまたは
アドレスの1ビット目の立ち上がり
までの時間を表示

Trigger Position

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各データをデコードして、それぞれの色で表示します。ソースが CH1 ～ CH4 または

M1 ～ M4 のときに適用できます。
Adr 淡緑色 (Light Green) の 16 進数の値
Data 青緑色 (Cyan) の 16 進数の値
R/W 桃色 (Pink)
Ack 黄色 (Yellow)
General Call 緑色 (Green)
Start Byte 橙色 (Orange)
HS Mode 橙色 (Orange)

SPI
・	 解析可能データ数
 最大 40000 バイト分 ( 解析基準点前後 20000 バイト )

・	 簡易表示 (S�mple)
No. 解析番号
Data 1(H) Data 1 の 16 進数表示
Data 2(H) Data 2 の 16 進数表示
CS CS のステータスを示します。

 それぞれの説明は、「・詳細表示」をご覧ください。

・	 詳細表示 (Deta�l)
No. 解析番号。解析基準点 (Reference Point) よりも前は、No. － 1、No. － 2、・・・、

解析基準点よりも後は、No.0、No.1、No.2、・・・となります。解析結果数は、
－ 19999 ～ 20000 までの範囲で最大 40000 データ表示できます。 
RESET キーを押すと、No. 0 のデータがハイライト表示されます。

Time(ms) トリガポジションからバイトの先頭までの時間を ms で表示します。
Data 1(B) Data 1 を 2 進数で表示します。
Data 1(H) Data 1 を 16 進数で表示します。
Data 2(B) Data 2 を 2 進数で表示します。
Data 2(H) Data 2 を 16 進数で表示します。
CS CS のステータスを示します。
S/P アクティブ期間を示します。S: 開始位置、P：終了位置

簡易表示

詳細表示

・	 デコード ( 復号 ) 表示
 各データをデコードして、それぞれの色で表示します。ソースが CH1 ～ CH4 または

M1 ～ M4 のときに適用できます。
Data 青緑色 (Cyan) の 16 進数の値
グループの背景 灰色 (Gray)

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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・	 表示例
 解析条件を変えて解析したときの例を以下に示します。

   

Clock

Data1

Data2

CS

Start Point

0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ビットの読み込み方向：MSB First

解析条件　Clock(CH1)= 、CS(CH4)=L のとき
項目 表示
解析番号 (No.) 0
Data 1 の 16 進数表示 08
Data 2 の 16 進数表示 E4
CS 信号のステータス
解析条件　Clock(CH1)= 、CS(CH4)=H のとき
項目 表示
解析番号 (No.) 0
Data 1 の 16 進数表示 D8
Data 2 の 16 進数表示 3D
CS 信号のステータス H

Note
CS に H → L または L → H に切り替わる変化点がないとき、入出力データは解析されません。

ズームリンク
次の中から選択します。
OFF ズームリンク機能を無効にします。
Zoom1 Zoom1 にリンクします。
Zoom2 Zoom2 にリンクします。

初期設定は、WINDOW 1 では Zoom1、WINDOW 2 では Zoom2 です。Zoom1 または
Zoom2 を選択した場合、解析結果のリストで任意のバイトを選択する ( ハイライト表示
させる ) と、そのバイトの先頭に Zoom1 または Zoom2 のズーム位置 ( ズームボックス
の中心 ) が移動します。逆に、Zoom1 または Zoom2 のズーム位置を変更すると、解析
結果リストのハイライト表示が Zoom1 または Zoom2 のズームボックス内に表示され
ているバイトに移動します。

フィールドジャンプ
解析タイプが FlexRay/CAN/LIN のとき、ズームリンク機能が有効の場合、解析結果のリ
ストでハイライト表示されたフレームの指定したフィールドの先頭にズーム位置をジャ
ンプさせることができます。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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解析結果の保存
ストレージメディアに解析結果 ( 簡易表示 (Simple) と詳細表示 (Detail) のデータ ) を CSV
形式で保存できます。拡張子は .csv です。
FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI などのシリアスバスの解析結果を保存する
には、14.10 節のデータタイプで「Serial Bus」を選択してください。
表示されるそれぞれのリストに準じたフォーマットで保存されます。

保存対象
14.10 節のデータタイプで「Serial Bus」を選択したときに表示されるメニューで、保存
対象を Ana1 または Ana2 から選択します。
Ana1 WINDOW 1 キーを押して表示されるメニューで設定した条件で求められた解析結果を保

存対象にします。
Ana2 WINDOW 2 キーを押して表示されるメニューで設定した条件で求められた解析結果を保

存対象にします。

データサイズ
FlexRay ( 解析結果のフレーム数＋ 4) × 170 [ バイト ]
CAN ( 解析結果のフレーム数＋ 4) × 155 [ バイト ]
LIN ( 解析結果のフレーム数＋ 4) × 170 [ バイト ]
UART ( 解析結果のフレーム数＋ 4) × 40 [ バイト ]
I2C ( 解析結果のバイト数＋ 4) × 65 [ バイト ]
SPI ( 解析結果のバイト数＋ 4) × 79 [ バイト ]

* データサイズは参考値です。厳密に保証するものではありません。データを保存する際の目
安としてご利用ください。

11.7　解析タイプを選択する、解析結果を表示 /保存する	
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11.8	 FlexRay バス信号を解析する

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを FlexRay にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

シグナルを選択する
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)

3.  ロータリノブ	&	SETで、FlexRay to Value の ON または OFF を選択します。
OFF を選択したときは、操作 7 に進みます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Select Signal を選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。
物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) が読み込まれていない場合、エラーになります。

5.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。

6.  ESCを押して、Select Signal ダイアログボックスを閉じます。

ビットレート / サンプルポイント / バスチャネルを選択する
7.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 10Mbps ～ 2.5Mbps から選択します。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 1 ～ 8 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、バスチャネルを CH A または CH B から選択します。

ソースを設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。

11.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

解析基準点を設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 14 に進みます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

14.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

Manualを選択する
と表示されます。

ONを選択すると表
示されます。

Reference Pointのメニューは、
Window TypeがListのときに表
示されます。
(FlexRayの Window Typeメニ
ューは、ファームウエアバージョ
ン4.20以降の製品に適用でき
ます。)

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。
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解　　説
Signal
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Signal に
合致した場合、その Signal のシンボルが表示されます。

・ 整数型 (Integer) と浮動小数点型 (Float、32 ビットと 64 ビット ) の両方のデータタイ
プに対応しています。

・ FlexRay バス信号の特定の Cycle Count の Signal を解析できます。
* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、FIBEX ファイル (.xml) を変換したものです。ファイ

ルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

ビットレート
FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択します。
10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

サンプルポイント
本機器は、ビットレートの 8 倍のサンプルレートでサンプリングしています。そのうち
の何番目をサンプリングポイントにするかを設定します。
設定範囲は 1 ～ 8 です。

バスチャネル
FlexRay バスの CH A または CH B から選択します。

ソース
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択できます。

・	レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベルを設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

・	ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

フレーム1 フレーム2 フレーム3 フレーム4

Reference Point(A) (B) (C)

(A)： No. 0のフレーム→フレーム2 (フレーム1がNo. -1、フレーム3がNo. 1、フレーム4がNo. 2)
(B)： No. 0のフレーム→フレーム2 (フレーム1がNo. -1、フレーム3がNo. 1、フレーム4がNo. 2)
(C)： No. 0のフレーム→フレーム3 (フレーム1がNo. -2、フレーム2がNo. -1、フレーム4がNo. 1)

・・・・・・

解析基準点(Reference Point)の位置によって、解析結果リストのNo. 0のフレームは下記のようになります。

11.8　FlexRay バス信号を解析する
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11.9	 CAN バス信号を解析する

操　　作
この節では、10.1 節で選択した演算子と 11.7 節で選択した解析タイプに従い、CAN の
演算と解析の設定操作について説明します。

解析する
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを CAN にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

シグナルを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、CAN to Value の ON または OFF を選択します。

OFF を選択したときは、操作 7 に進みます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Select Signal を選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。
物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) が読み込まれていない場合、エラーになります。

5.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。

6.  ESCを押して、Select Signal ダイアログボックスを閉じます。

ビットレート / サンプルポイントを設定する
7.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 1Mbps ～ 33.3kbps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲
で Bitrate を設定できます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

ソースを設定する
9.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。

10.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

11.  ロータリノブ	&	SETで、Recessive を H または L から選択します。

解析基準点を設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 14 に進みます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

14.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

Manualを選択する
と表示されます。

ONを選択すると表
示されます。

Reference Pointのメニューは、
Window TypeがListのときに表
示されます。

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。
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スタッフビット演算をする
1.  10.1 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、演算子を Stuff Bit にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。

演算対象波形を選択する
3.  Sourceのソフトキーを押します。演算対象波形を選択するメニューが表示され

ます。

4.  対象とする波形に対応するソフトキーを押します。
REF1 ～ REF4 を選択する場合は、REF1-REF4 のソフトキーを押して切り替えてから選択し
ます。

ビットレート / サンプルポイントを設定する
5.  Rate/Sampleのソフトキーを押します。

6.  B�trateのソフトキーを押します。

7.  1Mbps～ 33.3kbps、または Userから、選択する Bitrate のソフトキーを押します。
User を選択したときは、このときだけ表示される B�trateのソフトキーを押して、ロータリ
ノブで、 10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲で Bitrate を設定できます。

8.  Sample	Po�ntのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

バスレベルを設定する
11.  Recess�veのソフトキーを押して、H または L を選択します。

12.  Level/Hysのソフトキーを押します。

13.  ロータリノブで、判定レベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

14.  ESC を押して、前画面に戻ります。

     

Level
Hys

11.9　CANバス信号を解析する
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すべてのヒストリ波形に対しての演算実行
15.  すべてのヒストリ波形に対して設定した演算を実行する場合は、Math	on	H�story	

Execのソフトキーを押します。演算が実行され、Math on History Exec の表示が
Abort に変わります。

 演算を中止する場合は、Abortのソフトキーを押します。演算が中止され、
Abort の表示が Math on History Exec に変わります。

     

解　　説
解析

Signal
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Signal に
合致した場合、その Signal のシンボルが表示されます。整数型 (Integer) と浮動小数点
型 (Float、32 ビットと 64 ビット ) の両方のデータタイプに対応しています。

* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、CANdb ファイル (.dbc) を変換したものです。ファ
イルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

ビットレート
CAN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
1Mbps、500kbps、250kbps、125kbps、83.3kbps、33.3kbps

User 設定を選択した場合は、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設
定できます。

サンプルポイント
バスレベル ( リセッシブ / ドミナント ) を判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設
定分解能 3.1%) で設定できます。
本機器の CAN バス信号のトリガ回路では、入力された CAN バス信号を内部クロックで
サンプリングして、リセッシブからドミナントへの変化点を検出しています。検出され
た変化点を 0% とし、変化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過
したところを 100% として、サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明
図をご覧ください。

ソース
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベルを設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

11.9　CANバス信号を解析する
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・	 リセッシブ電位
 リセッシブ電位を次の中から選択します。どちらの設定でも論理値は、リセッシブ＝

1、ドミナント＝ 0 です。
H リセッシブ電位がドミナント電位より高い
L リセッシブ電位がドミナント電位より低い

解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

解析基準点と解析結果リストの No. については、11-67 ページの説明図をご覧ください。

スタッフビット演算
CAN 通信では、Start of Frame ～ CRC シーケンスの間で、同一レベルが 5 ビット連続し
た場合、次のビット (6 ビット目 ) に、前の連続した 5 ビットとは逆の論理値のビット ( ス
タッフビット ) を挿入します。
本機器では、CAN バス信号の波形の中から、スタッフビットを抽出し、MATH 波形とし
て表示することができます。

  
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6CANバス信号波形

スタッフビット
演算波形

スタッフビット スタッフビット

演算対象波形
CH1 ～ CH4、または REF1 ～ REF4 から選択します。

ビットレート / サンプルポイント /	バスレベル
「解析」のビットレート / サンプルポイント / ソースと同じです。前ページをご覧くださ

い。

11.9　CANバス信号を解析する
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11.10	LIN バス信号を解析する

解　　析
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを LIN にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

ビットレート / サンプルポイント / レビジョンを設定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 19200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 20000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

5.  ロータリノブ	&	SETで、Revision を LIN 2.0 または LIN 1.3 から選択します。
ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品では、 プルダウンメニューで、LIN 2.0、LIN 1.3、
および Both から選択します。

ソースを設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 か

ら選択します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。
操作 6 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

解析基準点を設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

    

Manualを選択する
と表示されます。

ファームウエアバージョン4.20以降
の製品のRevisionメニュー

プルダウンメニューで、
LIN 2.0、LIN 1.3、および
Bothから選択します。

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。
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解　　説
ビットレート
LIN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 20000bps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設定
できます。

サンプルポイント
バスレベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の LIN バス信号のトリガ回路では、入力された LIN バス信号を内部クロックでサ
ンプリングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変
化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

レビジョン
レビジョンを次の中から選択できます。Enhanced Checksum または Classic Checksum
のどちらのエラーを検知するかを選択します。エラーの詳細については、7-42 ページを
ご覧ください。
LIN 2.0 保護 ID を含む Enhanced Checksum のエラーを検知します。

( ただし、ID=60(0x3c) ～ 63(0x3f) は Classic Checksum のエラーを検知します。)
LIN 1.3 Data Field だけの Classic Checksum のエラーを検知します。
Both LIN 2.0 と LIN 1.3 の両方の Checksum エラーを検知したとき、エラーとします。どちら

かだけの場合は、エラーになりません
( ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)

ソース
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

解析基準点と解析結果リストの No. については、11-67 ページの説明図をご覧ください。

11.10　LIN バス信号を解析する
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11.11	UART 信号を解析する

解　　析
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを UART にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

ビットレート / サンプルポイント / フォーマット / ビットオーダ / パリティを設
定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 115200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 200000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

5.  ロータリノブ	&	SETで、Format を 8bit + Parity ～ 8bit(NonParity) から選択します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、Bit Order を MSB または LSB から選択します。

7.  Format が 8bit + Parity または 7bit + Parity のとき、 ロータリノブ	&	SETで、
Parity を Even または Odd から選択します。

ソースを設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 か

ら選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、Level、Hys、および Polarity を設定します。
操作 8 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

解析基準点を設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 12 に進みます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

解析結果の表示モードを設定する
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)
12.  ロータリノブ	&	SETで、Decode Format を Hex または ASCII から選択します。
13.  ロータリノブ	&	SETで、Grouping の ON または OFF を選択します。

OFF を選択したときは、操作 15 に進みます。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Byte Space を設定します。
15.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

Manualを選択する
と表示されます。

ONを選択すると表
示されます。

8bit + Parityまたは
7bit + Parityを選択
すると表示されます。

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。
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解　　説
ビットレート
UART バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
115200bps、 57600bps、 38400bps、 19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 200000bps の範囲 ( 設定分解能 100bps) で設
定できます。

サンプルポイント
信号レベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の UART 信号のトリガ回路では、入力された UART 信号を内部クロックでサンプ
リングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変化点
からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

フォーマット
フォーマットを次の中から選択できます。
8bit + Parity 8 ビットのデータ＋ Parity Bit
7bit + Parity 7 ビットのデータ＋ Parity Bit
8bit(NonParity) 8 ビットのデータ (Parity Bit 無し )

ビットオーダ
入力信号のデータパターンを、どちら側から読み込むかを選択します。
MSB MSB 側からデータパターンを読み込みます。
LSB LSB 側からデータパターンを読み込みます。

パリティ
Parity Bit を Even( 偶数 ) または Odd( 奇数 ) に設定します

ソース
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

・	 極性
 ビットのどちらの状態を論理 1 として認識するかを選択できます。

Pos 正論理
Neg 負論理

11.11　UART 信号を解析する
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解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

バイト1 バイト2 バイト3 バイト4

Reference Point(A) (B) (C)

(A)： No. 0のバイト→バイト1 (バイト2がNo. 1、バイト3がNo. 2、・・・)
(B)： No. 0のバイト→バイト1 (バイト2がNo. 1、バイト3がNo. 2、・・・)
(C)： No. 0のバイト→バイト2 (バイト1がNo. -1、バイト3がNo. 1、バイト4がNo. 2、・・・)

・・・・・・

解析基準点(Reference Point)の位置によって、解析結果リストのNo. 0のバイトは下記のようになります。

解析結果の表示モード
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)

・ Data の表示フォーマットを、16 進数 (Hex) または ASCII から選択できます。
・ ASCII の場合、LF のようなコントロールコードの場合は、コード名 (LF) を表示し

ます。
・ Data が 16 進数の 7F 以上の場合、ASCII を選択していても 16 進数で表示します。

・ 設定したバイトスペース (Byte Space) の時間未満の Data を、1 つのまとまったグルー
プデータとして表示する (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。

・ バイトスペース (Byte Space) の時間
設定範囲 (UART 信号のデータフォーマットのビット数＋ 2 ビット ) の時間～ 100ms

上記の「2 ビット」は、 Start Bit と Stop Bit のビット数です。
たとえば データフォーマット が 8bit + Parity の場合、次の時間になります。
Data(8) ＋ Parity Bit(1) ＋ Start Bit(1) ＋ Stop Bit(1) ＝ 11 ビット分の時間

設定分解能 1bps の時間
初期値 (UART 信号のデータフォーマットのビット数＋ 2 ビット ) の時間

11.11　UART 信号を解析する
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11.12	I2C バス信号を解析する

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを I2C にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

3.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

SDA のソースを設定する
4.  ロータリノブ	&	SETで、SDA の Source を選択します。

･ 操作 3 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
･ 操作 3 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

5.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。
操作 3 で、 Logic を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

SCL のソースを設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、SCL の Source を選択します。

･ 操作 3 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
･ 操作 3 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。
操作 3 で、 Logic を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

解析基準点を設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

Manualを選択する
と表示されます。

操作3で、Analogを選択したとき 操作3で、Logicを選択したとき

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。
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解　　説
SDA/SCL のソース
SDA( シリアルデータ )/ SCL( シリアルクロック ) のソースを、 CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、
および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設

定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

バイト1S Pバイト2 バイト5S バイト6バイト3 バイト4

Reference Point(A) (B) (D)(C)

(A)： No. 0のバイト→バイト1 (バイト2がNo. 1、バイト3がNo. 2、・・・)
(B)： No. 0のバイト→バイト1 (バイト2がNo. 1、バイト3がNo. 2、・・・)
(C)： No. 0のバイト→バイト2 (バイト1がNo. -1、バイト3がNo. 1、バイト4がNo. 2、・・・)
(D)： No. 0のバイト→バイト5 (バイト1がNo. -4、・・・、バイト4がNo. -1、バイト6がNo. 1、・・・)

・・・・・・

解析基準点(Reference Point)の位置によって、解析結果リストのNo. 0のバイトは下記のようになります。

S：スタートコンディション、P：ストップコンディション

11.12　I2C バス信号を解析する
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11.13	SPI バス信号を解析する

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを SPI にします。

2.  Decode	Setupのソフトキーを押します。
Decode Setup ダイアログボックスが表示されます。

線式 / ビットオーダを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Setup タブを選択します。

Setup のソフトキーを押しても選択できます。

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を 3 wire または 4 wire から選択、Bit Order を
MSB または LSB から選択します。

フィールドサイズ / 有効ビット範囲を設定する
5.  ロータリノブ	&	SETで、Field Size を 4 ～ 32bit の範囲で設定してから、Enable 

MSB/LSB を設定します。

Clock のアイドル時間を選択する
6.  操作 11 で CS の Source に None を選択した場合、ロータリノブ	&	SETで、Idle 

Time(Clock のアイドル時間 ) を 10ns ～ 1ms の範囲で設定します。Don't	careに
チェックマークを付けると、アイドル時間の設定値にかかわらず、画面左端から
解析します。

解析基準点を設定する
7.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を TrigPos または Manual から選択します。

TrigPos を選択したときは、操作 9 に進みます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、解析基準点を± 5.00div の範囲で設定します。

     

Manualを選択する
と表示されます。

操作11でCSにNoneを選択
すると表示されます。

MSB
LSB

CS/Clock/ データのソースを設定する
9.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

・	 CS のソースを設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、CS( チップセレクト ) の Source を選択します。
・ 操作 10 で Analog を選択したときは、None、CH1 ～ CH4、および M1 ～ M4 から選択

します。
・ 操作 10 で Logic を選択したときは、None または A0 ～ A7 から選択します。
・ CS の Source に None を選択した場合、操作 3 と 6 で、Clock のアイドル時間を設定します。

そのあと、操作 13 に進みます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。
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・	 Clock のソースを設定する

13.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の Source を選択します。
・ 前ページの操作 10 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選

択します。
・ 前ページの操作 10 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

・	 データのソースを設定する

15.  ロータリノブ	&	SETで、Data の Source を選択します。
・ 前ページの操作 4 で 4 wire を選択したときは、Data 1 と Data 2 の 2 つの Source を選択

します。
・ 前ページの操作 10 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選

択します。
・ 前ページの操作 10 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
前ページの操作 10 で Analog を選択したときだけ、設定します。

17.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

18.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

19.  ESCを押して、前画面に戻ります。

前ページの操作10で、
Analogを選択したとき

前ページの操作10で、
Logicを選択したとき

前ページの操作4で3 wireを選択したときは、データソースは1つなので、
Dataという項目が1つ表示されます。

20.  ESCを押して、前画面に戻ります。

解析結果を表示する
11.7 節の操作 5 ～ 19 に従って、操作してください。

解　　説
解析は、クロック信号 (Clock) に同期して、フィールドサイズ (Field Size) と有効ビット
範囲 (Enable MSB/LSB) で指定したビット単位で行われます。

線式
次の中から選択できます。
3 wire 1 つの Data ラインのデータを解析します。
4 wire Data 1 ラインと Data 2 ラインの 2 つのデータを解析します。

ビットオーダ
データの信号の流れに合わせて、ビットオーダを選択できます。
MSB MSB からデータの信号が流れているとき
LSB LSB からデータの信号が流れているとき

11.13　SPI バス信号を解析する
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フィールドサイズ
フィールドサイズを設定できます。
設定範囲は 4 ～ 32 ビットです。

有効ビットの範囲
フィールドサイズの有効ビットの範囲を指定できます。左側の入力ボックスが MSB、右
側の入力ボックスが LSB です。
有効ビット以外のデータは解析されません。

Clock のアイドル時間
CS の Source に None を選択した場合、設定したアイドル時間以上経過後の最初のクロッ
クをデータ開始点とします。Don't care を選択した場合は、アイドル時間の設定値にか
かわらず、画面左端から解析します。

   
クロック信号(Clock)

最初の　またはアイドル時間

CS/Clock/ データ
CS( チップセレクト )/ Clock( クロック )/ データを、 None*1、CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、
および A0 ～ A7 から選択できます。

*1 None は CS にだけ選択できます。CS に None を選択した場合、Idle Time からデータ開始点
を決定します。

・	 CS
 CS のレベルがどちらの状態のときに、データを解析するかを選択できます。

H High レベルのとき
L Low レベルのとき

・	 Clock
 Clock のどちらのエッジのタイミングで、データのステータスを判定するかを選択で

きます。
立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

・	 Data	1、Data	2
 データのステータスのどちらを 1(Active)、0 にするかを選択できます。

H 設定したレベル以上のとき 1、レベル未満のとき 0
L 設定したレベル以下のとき 1、レベルを超えたとき 0

レベル
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、判定レベル *2 を設定できます。
設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たとえば、
2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

*2 Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

ヒステリシス
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

解析基準点
解析基準点を次の中から選択します。
Trig Pos トリガポジションを解析基準点に設定します。
Manual 手動で解析基準点を設定します。設定範囲：± 5.00div、設定分解能：0.01div

解析基準点と解析結果リストの No. については、11-78 ページの説明図をご覧ください。

解析例
11-146 ページをご覧ください。

11.13　SPI バス信号を解析する
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11.14	XY 表示で、測定した波形間の位相を見る

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを XY にします。

X 軸の波形を選択する
2.  X	Traceのソフトキーを押します。

3.  X Trace にする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

Y 軸の波形を選択する
4.  Y	Traceのソフトキーを押します。

5.  Y Trace にする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

対象範囲を設定する
6.  Range	/Gateのソフトキーを押します。

7.  Ma�n～ Zoom2から、 対象範囲を設定するウィンドウのソフトキーを押します。

8.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブで、開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     T1
T2
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ゲートチャネルを設定する
10.  Gate	CHのソフトキーを押します。

11.  Gate CH にする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
OFF を選択したときは、操作 15 に進みます。

12.  Act�ve	Levelのソフトキーを押して、H または L を選択します。

13.  Level/Hysのソフトキーを押します。

14.  ロータリノブで、Active の判定レベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

15.  ESCを押します。

     

Level
Hys

時間軸波形表示の ON/OFF を選択する、解析機能を選択する
16.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

17.  VTのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

18.  ESCを押します。

19.  Measureのソフトキーを押します。

20.  OFF～ Integ	XYから、選択する解析機能のソフトキーを押します。
OFF を選択したときは、ここで操作終了です。
Cursor を選択したときは、操作 21 に進みます。
Integ XY を選択したときは、操作 25 に進みます。

     

11.14　XY 表示で、測定した波形間の位相を見る
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カーソルで解析する
21.  X1/X2のソフトキーを押します。

22.  ロータリノブで、X1 カーソル /X2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

23.  Y1/Y2のソフトキーを押します。

24.  ロータリノブで、Y1 カーソル /Y2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

面積演算する
25.  Loopのソフトキーを押して、Open または Close を選択します。

26.  Polar�tyのソフトキーを押して、CW または CCW を選択します。

    X1
X2

Y1
Y2

カーソル解析(Cursor) 面積演算(Integ XY)

解　　説
X 軸 /Y 軸の波形
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択できます。

対象範囲
対象ウインドウを Main、Zoom1、Zoom2 から選択できます。
選択したウィンドウ内で、対象範囲を設定します。
設定範囲は、± 5.00div です。

ゲートチャネル
選択したゲートチャネルの信号が判定レベル以上または以下のときに XY 表示します。

・	 アクティブレベル
 判定レベルに対して、どちらのときに XY 表示するかを選択します。

H 判定レベル以上
L 判定レベル以下

・	 判定レベル /ヒステリシス
 H/L を判定するレベルとヒステリシスを設定します。

解析機能
OFF
解析しません。
Cursor
X 軸、Y 軸のそれぞれ 2 本のカーソルを同時に使用できます。
X1/X2： X1 と X2 カーソルの X 軸の値を測定します。設定範囲 ± 4.div、設定分解能 0.01div
Y1/Y2： Y1 と Y2 カーソルの Y 軸の値を測定します。設定範囲 ± 4.div、設定分解能 0.01div
Integ	XY
XY 波形における面積の総和を求めます。詳細は付録 2 をご覧ください。
Loop：  面積の求め方を、Open( 台形の総和 ) または Close( 三角形の総和 ) から選択します。
Polarity： 正にする方向を、CW( 時計回り ) または CCW( 反時計回り ) から選択します。

11.14　XY 表示で、測定した波形間の位相を見る
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11.15	FFT 解析をする

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを FFT にします。

FFT 点数を選択する、実数部 / 虚数部の波形を選択する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  ロータリノブで、FFT 点数を 2.5k ～ 250k から 選択します。

4.  Real	Partのソフトキーを押します。

5.  Real Part にする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

6.  Imag	Partのソフトキーを押します。

7.  Imag Part にする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
虚数部の波形を選択しないときは、X のソフトキーを押します。

FFT点数

対象範囲 / 時間窓 / 最大値保持を設定する
8.  Ma�n～ Zoom2から、 対象範囲のソフトキーを押します。

9.  W�ndowのソフトキーを押します。

10.  Rect～ Flat	topから、選択する時間窓のソフトキーを押します。

11.  Max	Holdのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。
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時間軸波形表示の ON/OFF を選択する、基準位置を選択する
13.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

14.  VTのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

15.  Ref	Pos�t�onのソフトキーを押します。

16.  ロータリノブで、基準位置を設定します。

     

縦軸 / 横軸を設定する
17.  Verticalの Scaleのソフトキーを押して、Auto または Manual を選択します。

Auto を選択したときは、操作 20 に進みます。

18.  Ref/Sensのソフトキーを押します。

19.  ロータリノブで、Ref( 中心となるレベル )/Sens( 感度 ) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

20.  Horizontalの Scaleのソフトキーを押します。

21.  Auto～ Left/R�ghtから、選択する横軸設定のソフトキーを押します。
・ Auto を選択したときは、操作 26 に進みます。
・ Center/Span を選択したときは、操作 22 に進みます。
・ Left/Right を選択したときは、操作 24 に進みます。

22.  Center/Spanのソフトキーを押します。

23.  ロータリノブで、Center( 中心 )/Span( 表示範囲の幅 ) を設定します。
操作 26 に進みます。

24.  Left/R�ghtのソフトキーを押します。 

25.  ロータリノブで、Left( 左端 )/Right( 右端 ) を設定します。

26.  ESCを押します。前画面に戻ります。

Center
Span

Left
Right

Ref
Sens

Center/Spanを
選択したとき

Left/Rightを選
択したとき

11.15　FFT 解析をする
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解析機能を設定する
27.  Measureのソフトキーを押します。

28.  OFF～ Peakから、選択する解析機能のソフトキーを押します。
Marker または Peak を選択したときは、操作 29 に進みます。
OFF を選択したときは、ここで操作終了です。

     

解析項目を選択する
29.  Itemのソフトキーを押します。

・	 基本解析項目を選択する

30.  Bas�cのソフトキーを押します。

31.  ロータリノブ	&	SETで、解析する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

     

Marker

Peak

11.15　FFT 解析をする
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・	 計算式を設定する

32.  Calcのソフトキーを押します。

33.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

34.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

35.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
テンキーで数字を入力できます。

36.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

37.  ESCを押して、前画面に戻ります。

操作 28 で、Marker を選択したときは、操作 38 に進みます。
操作 28 で、Peak を選択したときは、操作 42 に進みます。

Marker

Peak

マーカーで解析する (Measure に Marker を選択した場合 )
38.  F1	Pos�t�onのソフトキーを押します。

39.  ロータリノブで、F1 カーソルを移動します。

40.  F2	Pos�t�onのソフトキーを押します。

41.  ロータリノブで、F2 カーソルを移動します。

Peak の解析範囲を設定する (Measure に Peak を選択した場合 )
42.  Peak1のソフトキーを押します。

43.  ロータリノブで、Peak1 の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

44.  Peak2のソフトキーを押します。

45.  ロータリノブで、Peak2 の開始点 (T1)/ 終了点 (T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     
T1
T2

T1
T2

Markerを選択したとき Peakを選択したとき

11.15　FFT 解析をする
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解　　説
FFT 点数
2.5k、6.25k、12.5k、25k、62.5k、125k、250k から選択できます。

実数部の波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 から選択します。

虚数部の波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、X から選択します。

対象範囲
FFT 解析する範囲を、Main、Zoom1、または Zoom2 から選択します。

時間窓
FFT 演算する時間窓を選択します。
Rect：矩形、Hanning：ハニング、Flat top：フラットトップ

最大値保持
演算開始から現在までの各周波数の最大値を保持・表示するかどうかを選択します。

基準位置
縦軸の基準位置を設定します。設定範囲は、± 4.00div です。

縦軸
Auto 自動的に軸を設定します。
Manual 手動で軸を設定します。

横軸
Auto 自動的に中心点とスパンを設定します。
Center/Span 手動で軸の中心値とスパンを設定します。
Left /Right 手動で軸の左端と右端を設定します。

解析項目
OFF
解析しません。
Marker
2 個のマーカー (F1：X マーカー、F2：＋マーカー ) 位置を設定し、マーカーがある位置の FFT 値 ( 周
波数とレベル ) とマーカー間の差分を測定します。

FFT 値 - 周波数 F(F1)、F(F2)
FFT 値 - レベル V(F1)、V(F2)
マーカー間の差分 ΔF = F(F1) － F(F2)

ΔV = V(F1) － V(F2)
F1 Position/F2 Position マーカーの位置をそれぞれ設定します。
設定範囲 ± 5.00div

Peak
周波数軸 ( 横軸 ) に対して 2 つの範囲を設定し、その 2 つの範囲内での FFT 値 ( 周波数とレベル )
のピーク値 (P1、P2) とピーク値間の差分を測定します。

FFT 値 - 周波数 Freq(Peak1)、Freq(Peak2)
FFT 値 - レベル V(Peak1)、V(Peak2)
ピーク値間の差分 ΔFreq = Freq(Peak1) － Freq(Peak2)

ΔV = V(Peak1) － V(Peak2)
Peak1/Peak2 2 つの範囲をそれぞれ設定します。
設定範囲 ± 5.00div

11.15　FFT 解析をする
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解析項目の選択肢と、解析結果を表示するときの名称の対照表

解析項目の選択肢 解析結果を表示するときの名称
Marker

FFT 値 - 周波数 F(F1) F1
F(F2) F2

FFT 値 - レベル V(F1) V1
V(F2) V2

マーカー間の差分 ΔF ΔF
ΔV ΔV

Peak
FFT 値 - 周波数 Freq(Peak1) Freq(P1)

Freq(Peak2) Freq(P2)
FFT 値 - レベル V(Peak1) V(P1)

V(Peak2) V(P2)
ピーク値間の差分 ΔFreq ΔPeak(Hz)

ΔV ΔPeak(V)

11.15　FFT 解析をする
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11.16	自動測定した波形パラメータのヒストグラム / ト
レンド / リストを表示する

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを Wave Parameter にします。

表示モードを選択する
2.  Modeのソフトキーを押します。

3.  H�stogram～ L�stから、選択する表示モードのソフトキーを押します。

     

 表示モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Histogram：11-92 ページの操作 4
・ Trend：11-95 ページの操作 4
・ List：11-96 ページの操作 4
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ヒストグラムを表示する
表示対象を選択する
4.  Itemのソフトキーを押します。

5.  設定されている波形パラメータのモード (11.1 または 11.2 節参照 ) によって、メ
ニューが変わります。それぞれのメニューに合わせて、操作します。

・ モードが Basic、Continuous Statistics、または History Statistics で、Area1 または Area2
を選択したときは、操作 6 に進みます。

・ モードが Cycle Statistics で、Basic を選択したときは、操作 6 に進みます。
・ モードが Basic、Continuous Statistics、History Statistics、または Cycle Statistics で、

Calc を選択したときは、操作 8 に進みます。
・ モードが FlexRay Parameter のときは、ロータリノブ	&	SETでパラメータを選択してから、

操作 9 に進みます。

モードがBasic、Continuous Statistics、
またはHistory Statisticsのとき

モードが
Cycle Statisticsのとき

波形パラメータのモードによって、メニューが変わります。 モードがFlexRay Parameterのとき
11.1節で選択したテストタイプが
BUS/Receiver/Transmitterのとき、それぞ
れのタイプに応じたダイアログボックスが
表示されます。テストタイプSignal 
Integrity Votingには対応していません。

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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・	 信号 / 波形パラメータを選択する

6.  選択する信号のソフトキーを押します。
・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、Log�c	のソフトキー 押して表示されるメニューで、◄Log�c

のソフトキーを押します。このとき表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	
SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

7.  ロータリノブ&	SETで、波形パラメータを選択します。
操作 9 に進みます。

     

ロータリノブ&SETで
ロジック信号を選択

・	 計算式を選択する

8.  ロータリノブ	&	SETで、計算式を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。
11.2 節で設定した計算式を選択します。

     

9.  ESCを押します。

時間軸波形表示の ON/OFF を選択する、解析機能を選択する
10.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

11.  VTのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

12.  ESCを押します。

13.  Measureのソフトキーを押します。

14.  OFF～ Paramから、選択する解析機能のソフトキーを押します。
OFF を選択したときは、ここで操作終了です。
Cursor を選択したときは、操作 15 に進みます。
Param を選択したときは、操作 20 に進みます。

     

ESC

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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カーソルで解析する
15. 	 Itemのソフトキーを押します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、解析する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

17.  ESCを押して、前画面に戻ります。 

18.  Cursorのソフトキーを押します。

19.  ロータリノブで、C1 カーソル /C2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

パラメータで解析する
20. 	 Itemのソフトキーを押します。

21.  ロータリノブ	&	SETで、パラメータを選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

22.  ESCを押して、前画面に戻ります。

C1
C2

カーソル解析(Cursor) パラメータ測定(Param)

ESC

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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トレンドを表示する
表示対象を選択する
4.  11-92 ～ 11-93 ページの操作 4 ～ 9 に従って、表示対象を選択します。

時間軸波形表示の ON/OFF を選択する、表示範囲を設定する
5.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

6.  VTのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

7.  Auto	Scale	EXECのソフトキーを押すと、自動的に表示範囲を設定します。
自動設定された表示範囲が、Upper/Lower と H Span メニューに反映されます。

8.  Upper/Lowerのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブで、Upper( 上限値 )/Lower( 下限値 ) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

10.  H	Spanのソフトキーを押します。

11.  ロータリノブで、横軸の表示点数を設定します。

12.  ESCを押します。

Upper
Lower

波形パラメータのモードが、下表のモード
のとき、H Spanが◄H Rangeのソフトキー
になるので、次の操作をしてください。
・ ◄H Rangeのソフトキーを押します。
・ Main～Zoom2から、選択する波形エリ

アのソフトキーを押します。

モード
Cycle Staticsのとき
FlexRay ParameterのBUS Testで、
StatisticsがOFFのとき

カーソルで解析する
13.  Measureのソフトキーを押します。

14.  OFFまたは Cursorのソフトキーを押して、解析機能を選択します。
OFF を選択したときは、ここで操作終了です。
Cursor を選択したときは、操作 15 に進みます。

     

15.  11-94 ページの操作 15 ～ 19 に従って、カーソルで解析します。

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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リストを表示する
スクロール方向を選択する、リストの種類を選択する
4.  Scrollのソフトキーを押して、V( 垂直方向 ) または H( 水平方向 ) を選択します。

・ V：ロータリノブまたは上下矢印キーでリストを上下にスクロールできます。
・ H：ロータリノブまたは左右矢印キーでリストを左右にスクロールできます。

5.  Setupのソフトキーを押します。

6.  Modeのソフトキーを押して、Trend( トレンド ) または Statistic( 統計値 ) を選択
します。

7.  1～ 10000から、垂直方向へのスクロール量 ( 何番ずつスクロールするか ) のソ
フトキーを押します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

リストの種類

スクロール量

Trend(トレンド)のとき

Statistic(統計値)のとき

波形パラメータ(測定項目)
測定回数

リスト表示では、波形パラメータ
ごとに最大値または最小値を示
すマークが表示されます。

最小値を示すマーク

最大値を示すマーク

Current: ・ 波形パラメータのModeがBasicまたはContinuous 
Statisticsのとき、現在表示している波形の測定値

  ・ 波形パラメータのModeがHistory Statisticsまたは
Cycle Statisticsのとき、最後の波形の測定値

Max: 最大値
Min: 最小値
Mean: 平均値
σ: 標準偏差
Cnt: 統計処理の対象にした測定値の数

統計項目

時間軸波形表示の ON/OFF を選択する
9.  11-93 ページの操作 10 ～ 12 に従って、 時間軸波形表示の ON/OFF を選択します。

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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選択されている項目での最大値 / 最小値、またはリスト中の最新 / 最古のデー
タにジャンプする
10.  Jumpのソフトキーを押します。

11.  Latest～M�nから、ジャンプ先のソフトキーを押します。
ジャンプ先のデータがハイライト表示になります。

・ Latest：リスト中の最新のデータ
・ Oldest：リスト中の最も古いデータ
・ Max：リスト中の、選択されている項目での最大値
・ Min：リスト中の、選択されている項目での最小値

     

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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解　　説
表示モード
次の中から選択できます。
Histogram 結果のヒストグラムを表示します。
Trend 結果のトレンドを表示します。
List 結果のリストを表示します。波形パラメータの自動測定で選択されているアイテ

ムが、全て表示されます。

表示対象の測定項目
波形パラメータの測定項目から、表示対象を選択できます。

トレンドの表示点数 (H	Span)
トレンド表示のときに設定します。最新の測定結果から、指定した回数分の測定値をト
レンド表示します。最大値は 100000( 選択されている項目数 ) です。

Auto	Scale の実行
トレンドの場合、Auto Scale を実行すると、Upper/Lower、H Span は以下のようになり
ます。
Upper/Lower 波形パラメータの Max と Min の差が、波形エリアの 80％になるように設定

されます。
H Span Auto Scale が実行される前に測定した波形パラメータをすべて表示するよう

に設定されます。 
波形パラメータの自動測定のモードが Basic または Continuous Statistics の場
合、測定した波形パラメータ数が 100 以下のときは、100 に設定されます。

表示対象の波形エリア
トレンドの場合、波形パラメータのモードが次のモードのとき、表示対象の波形エリア
を Main、Zoom1、または Zoom2 から選択します。
Cycle Statics のとき
FlexRay Parameter の BUS Test で、Statistics が OFF のとき

解析機能
OFF
解析しません。
Param
パラメーターを選択できます。

Mean 平均値
σ ヒストグラムの標準偏差
Peak ヒストグラムのピーク値
Integ ± σ 測定値が± σ に入る割合 (％ )
Integ ± 3σ 測定値が± 3σ に入る割合 (％ )

3

PeakMean
Cursor	(H�stogram、Trend)

C1 C1 カーソルの測定値を表示
C2 C2 カーソルの測定値を表示
ΔC C1 カーソルと C2 カーソルの測定値の差分

11.16　自動測定した波形パラメータのヒストグラム /トレンド /リストを表示する
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11.17	指 定 領 域 の 頻 度 分 布 を 表 示 す る (Accum	
Histogram)

操　　作
1.  11.7 節の操作 1 ～ 4 に従って操作し、解析タイプを Accum Histogram にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。

対象軸を選択する
3.  Modeのソフトキーを押して、V または H を選択します。

V に設定すると縦軸に対するヒストグラムを表示します。H に設定すると横軸に対するヒス
トグラムを表示します。

表示対象の波形を選択する
4.  Traceのソフトキーを押します。

5.  頻度分布を表示する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

対象範囲を設定する
6.  Ma�n～ Zoom2から、 対象範囲を設定するウィンドウのソフトキーを押します。

7.  Upper/Lowerのソフトキーを押します。

8.  ロータリノブで、対象範囲の Upper( 上端 )/Lower( 下端 ) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

9.  Left/R�ghtのソフトキーを押します。

10.  ロータリノブで、対象範囲の Left( 左端 )/Right( 右端 ) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

Upper
Lower

Left
Right
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時間軸波形表示の ON/OFF を選択する、解析機能を選択する
12.  D�splay	Setupのソフトキーを押します。

13.  VTのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

14.  ESCを押します。

15.  Measureのソフトキーを押します。

16.  OFF～ Paramから、選択する解析機能のソフトキーを押します。
OFF を選択したときは、ここで操作終了です。
Cursor を選択したときは、操作 17 に進みます。
Param を選択したときは、操作 28 に進みます。

     
ESC

カーソルで解析する
17.  Itemのソフトキーを押します。

・	 基本解析項目を選択する

18.  Bas�cのソフトキーを押します。

19.  ロータリノブ	&	SETで、解析する項目を選択します。
・ ALL ON を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に ON にできます。
・ ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

     

11.17　指定領域の頻度分布を表示する (Accum	H�stogram)
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・	 計算式を設定する

20.  Calcのソフトキーを押します。

21.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

22.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

23.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
テンキーで数字を入力できます。

24.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

25.  ESCを押して、前画面に戻ります。

･	 カーソルを移動する

26.  Cursorのソフトキーを押します。

27.  ロータリノブで、C1 カーソル /C2 カーソルを移動します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     

C1
C2

11.17　指定領域の頻度分布を表示する (Accum	H�stogram)
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パラメータで解析する
28.  Itemのソフトキーを押します。

・	 パラメータを選択する

29.  Area1または Area2から、パラメータを設定するエリアのソフトキーを押します。

30.  ロータリノブ	&	SETで、パラメータを選択します。
ALL OFF を選択して SETを押すと、すべての項目を一度に OFF にできます。

     

・	 計算式を設定する

31.  Calcのソフトキーを押します。

32.  ロータリノブ	&	SETで、計算式番号を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。

33.  ロータリノブ	&	SETで、選択した計算式番号の数式欄を選択します。
計算式を入力するダイアログボックスが表示されます。

34.  ロータリノブ	&	SETで、関数や演算子を選択します。
テンキーで数字を入力できます。

35.  計算式の入力が終わったら、Enterのソフトキーをを押します。入力した内容を
キャンセルするときは ESCを押します。
計算式番号の選択画面に戻ります。

36.  ESCを押して、前画面に戻ります。

･	 エリアを設定する

37.  Area1のソフトキーを押します。

38.  ロータリノブで、Area1 の範囲 (T1/T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

39.  Area2のソフトキーを押します。

40.  ロータリノブで、Area2 の範囲 (T1/T2) を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     T1
T2

T1
T2

11.17　指定領域の頻度分布を表示する (Accum	H�stogram)
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解　　説
対象軸
ヒストグラムを作る対象の軸を選択します。
V 縦軸
H 横軸

表示対象の波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 から選択します。

対象範囲
対象のウィンドウを、MAIN、Zoom1、または Zoom2 から選択できます。
Upper/Lower
ヒストグラム化する領域の指定用ボックスについて、横軸の範囲を設定します。設定範囲は ±
4div です。
Left/R�ght
ヒストグラム化する領域の指定用ボックスについて、縦軸の範囲を設定します。設定範囲は±
4div です。

   

Upper

Lower

RightLeft

この範囲のヒストグラムを表示します。

解析機能
OFF
解析しません。
Cursor
Mode が H のときは、2 本の縦カーソルを移動し、カーソル位置の縦軸の値を測定します。
Mode が V のときは、2 本の横カーソルを移動し、カーソル位置の横軸の値を測定します。
Param
パラメータを選択できます。

Peak Point ピーク値
Max Point 最大値
Min Point 最小値
Median 中央値 *
Mean 平均値
σ ヒストグラムの標準偏差
Rms 実効値
Integ ± σ ± σ に入る割合 (%)
Integ ± 2σ ± 2σ に入る割合 (%)
Integ ± 3σ ± 3σ に入る割合 (%)
* サンプル点を最小値から最大値に順に並べ直し、最小点から数えて、総サンプル数 /2 番目の

値

   

3

PeakMean

2

MaxMin

11.17　指定領域の頻度分布を表示する (Accum	H�stogram)
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11.18	検索タイプ / スキップモードを選択する、検索を
実行し結果を表示する

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2

DISP 1
MAGINTENSITY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  ZOOM1または ZOOM2を押します。
ZOOM メニューが表示されます。

2.  H/Vのソフトキーを押して、H を選択します。

検索タイプを選択する
3.  Setup	>	Search	Type の順にソフトキーを押します。

Search Type メニューが表示されます。

4.  表示されるメニューから、選択する検索タイプのソフトキーを押します。

5.  選択した検索タイプに合わせて各節に進み、それぞれの検索の設定をします。
・ FlexRay：11.19 節
・ CAN：11.20 節
・ LIN：11.21 節
・ UART：11.22 節
・ I2C：11.23 節
・ SPI：11.24 節
・ Serial：11.25 節
・ Edge、Edge (Qualified)、State、Width：11.26 節
・ Logic*：11.27 節

* Logic には、 Logic Edge、 Logic Edge (Qualified)、Logic State、Logic Width の 4 種類
があります。
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前ページの操作 5 で検索の設定をしたあと、Search Type メニューに戻った状態で、操
作を続けます。

検索開始点を設定する
6.  検索タイプが、Edge、Width、Logic Edge、 および Logic Edge (Qualified) のとき、

Start	Po�ntのソフトキーを押します。
・ FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、SPI、および Serial のときは、Start Point のメニュー

は表示されますが、そのソフトキーを押さなくても、 Start Point がロータリノブの設定
対象になっています。

・ Edge (Qualified)、State、Logic State、および Logic Width のときは、Start Point のメニュー
は表示されませんが、 Start Point がロータリノブの設定対象になっています。

7.  ロータリノブで、検索開始点を設定します。

Edge、Width、Logic Edge、 
またはLogic Edge (Qualified)
のとき

Edge (Qualified)、State、Logic 
State、またはLogic Width
のとき

FlexRay、CAN、LIN、UART、
I2C、SPI、またはSerialのとき

スキップモードを選択する
 必要に応じて、スキップモードを選択します。
 FlexRay、LIN、および UART には、スキップモードの機能はありません。

8.  Sk�p	Modeのソフトキーを押します。

9.  OFF～ Dec�mat�onから、選択する Skip Mode のソフトキーを押します。

10.  ロータリノブで、スキップする時間または検索回数を設定します。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

スキップ時間（Hold Off)または
スキップ回数(Decimation)

11.18　検索タイプ /スキップモードを選択する、検索を実行し結果を表示する
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検索を実行する
12.  Execのソフトキーを押します。検索条件を満たす部分がズーム画面に表示され

ます。
Exec のソフトキーが Abort に変わります。検索を停止したいときは、この Abortのソフト
キーを押します。

検索結果を表示する
13.  ロータリノブで、検索番号を選択します。

検索番号の箇所の波形が、ズーム波形エリアに表示されます。

検索マークの表示 ON/OFF
14.  Pattern#/Markのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     検索番号

検索マーク      の表示ON/OFF
波形上のどの位置が検索された箇所(検索点)なのかがわかるように、メイン画面とズ
ーム画面の上端に検索マークを表示できます。検索番号と一致する点の検索マークは
、ハイライト表示になります。

解　　説
表示されている波形の、ある条件を満たす部分を検索し、拡大表示します。

検索タイプ
・ シリアルバスの信号 (FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、SPI、および Serial) に対して

検索します。
・ アナログ信号に対して、Edge、Edge (Qualified)、State、および Width の条件を設定して、

検索します。
・ ロジック信号に対して、Logic Edge、 Logic Edge (Qualified)、Logic State、および

Logic Width の 条件を設定して、検索します。

検索開始点
 設定範囲は± 5.00 div で、設定分解能は 0.01div です。

スキップモード
 検索条件成立位置 ( 検索点 ) を検索後、設定した時間または設定した回数分ずつ、検

索をスキップします。
OFF 検索点をすべて検索します。
Hold Off 設定した時間、検索をスキップします。 

設定範囲：0.1ns ～ 1.00000s( 有効数字 6 桁 )、 設定分解能：0.1ns
Decimation 設定した回数分、検索点をスキップします。 

設定範囲：1 ～ 9999 回

検索結果の表示
検索点に番号が付けられます。1 個目に「0」、2 個目に「1」････というように順番に番
号が付けられます。

・ 検索番号の最大値は 4999 です。
・ 選択した検索番号の箇所の波形をズーム波形エリアに表示できます。

11.18　検索タイプ /スキップモードを選択する、検索を実行し結果を表示する
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11.19	FlexRay バス信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを FlexRay にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

     

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Frame Start ～ Msg/Signal から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Frame Start：11-112 ページの操作 17
・ ID/Data：11-108 ページの操作 5
・ Error：11-110 ページの操作 5
・ Msg/Signal：11-111 ページの操作 5
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モードが	ID/Data の場合
・	 Ind�cator の検索条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Indicator の比較条件を Don't care ～ False から選択します。
Don't care を選択したときは、操作 9 に進みます。

6.  ロータリノブ	&	SETで、Edit を選択します。
Indicator Setup ダイアログボックスが表示されます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Payload preamble ～ Startup frame の 4 つの Indicator
のビットパターンを設定します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

・	 Frame	ID の検索条件を設定する

9.  ロータリノブ	&	SETで、Frame ID の比較条件を Don't care ～ Out of Range から
選択します。
Don't care を選択したときは、操作 11 に進みます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。

     
または

入力ボックス

・	 Cycle	Count	の検索条件を設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、Cycle Count の比較条件を Don't care ～ Out of Range か
ら選択します。
Don't care を選択したときは、操作 13 に進みます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。

     または

入力ボックス

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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・	 Data の検索条件を設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択

します。
Don't care を選択したときは、11-112 ページの操作 17 に進みます。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Position と Size を設定します。
操作 13 で、Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 16 に進みます。

15.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
データパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

16.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 13 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
Pos�t�on 	S�ze Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ ○ ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal ○ ○ － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range ○ ○ － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない
・ Position：比較開始点
・ Size：比較する Data のデータ長
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    
16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

11-112 ページの操作 17 に進みます。

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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モードが Error の場合
・	 エラータイプを選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を BSS ～ CRC から選択します。
・ すべての Error Type を OR 条件で選択できます。
・ CRC を選択したとき、CRC Calculation の項目が表示されます。

・	 ソースを割り当てる ( 操作 5で、CRC を選択したとき )

6.  ロータリノブ	&	SETで、CRC Calculation の Source を CH A または CH B から選択
します。

     
CRC を選択したときに、
CRC Calculation の項目が表
示されます。

11-112 ページの操作 17 に進みます。

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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モードが Msg/Signal の場合
SBL ファイルを本機器に読み込んでから、このモードの操作をしてください。説明中に
ある Message や Signal の ダイアログボックスにある項目は一例として表示しています。

・	 設定する検索条件を選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Msg または Signal から選択します。
Signal を選択したときは、操作 10 に進みます。

     

・	 検索条件にするMessage を選択する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Message の ON または OFF を選択します。
ON にすると検索条件になります。OFF にすると検索条件になりません。
OFF を選択したときは、11-112 ページの操作 17 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージボックスを選択します。
Select Message ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージを選択します。
Select Message ダイアログボックスが閉じます。

     

メッセージボックス

 11-112 ページの操作 17 に進みます。

・	 検索条件にする S�gnal を選択する

9.  ロータリノブ	&	SETで、Signal 1 の ON または OFF を選択します。
ON にすると検索条件になります。OFF にすると検索条件になりません。
OFF を選択したときは、11-112 ページの操作 17 に進みます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルボックスを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが閉じます。

     

シグナルボックス

11.19　FlexRay バス信号を検索する



11-112 IM 701361-01

12.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、操作 17 に進みます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。
・ 前ページの操作 11 で選択した「シグナル」に単位が設定されている場合は、単位が表

示されます。

     または

入力ボックス

操作 17 に進みます。

ビットレート / サンプルポイント / レベル / ヒステリシスを設定する
17.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイントを選択する
18.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 10Mbps ～ 2.5Mbps から選択します。

19.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 1 ～ 8 から選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
20.  ロータリノブ	&	SETで、Source を CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択します。

21.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

     

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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解　　説
FlexRay バス信号を検索する機能です。 FlexRay バス信号のフレームフォーマットについ
ては、7.6 節の「解説」をご覧ください。

モード
FlexRay 検索の種類を、Frame Start、ID/Data、Error、および Msg/Signal の 4 つのモー
ドから選択します。

Frame	Start モード
FlexRay バス信号のフレームの開始点を検索します。

ID/Data モード
Indicator、Frame ID、Cycle Count、および Data の AND 条件で検索します。

・	 Ind�cator
 4 つの Indicator の状態を検索条件として設定できます。

・ 比較条件
 設定したビットパターンと入力信号の Indicator のビットパターンを比較して、選

択した比較条件を満たしたとき、Indicator の検索条件が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 設定したビットパターンと一致したとき
False 設定したビットパターンと一致しないとき

・ ビットパターン
 4 つの Indicator の ビットパターンを 次の中から選択します。

X 対象にしない (Don't care)
0

下記参照
1

 4 つの Indicator が示す情報は、次のとおりです。
Payload	preamble
0 Payload Segment にオプションベクタが存在しない。
1 Payload Segment にネットワーク管理ベクタを含む ( 静的セグメント )。 

Payload Segment にメッセージ ID を含む ( 動的セグメント )。

Null	Frame
0 Payload Segment に無効なデータを含む。
1 Payload Segment に有効なデータを含む。

Sync	Frame
0 そのフレームは同期フレームではない。
1 そのフレームは同期フレームである。

Startup	frame
0 そのフレームは スタートアップフレームではない。
1 その フレームは スタートアップフレームである。

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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・	 Frame	ID
 11 ビットの Frame ID の値を検索条件として設定できます。
 ・ 比較条件

 判定値と入力信号の Frame ID の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、
Frame ID の検索条件 が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

・ 判定値
・ 比較条件が True ～ Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 設定範囲：1 ～ 2047

・	 Cycle	Count
 6 ビットの Cycle Count の値を検索条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Cycle Count の値を比較して、選択した比較条件を満たしたと

き、Cycle Count の検索条件が成立したことになります。比較条件は Frame ID と
同じです。

・ 判定値
・ 設定方法は、 Frame ID と同じです。
・ 設定範囲：0 ～ 63

・	 Data
 Data 0 ～ Data 253 の値を検索条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data の検索条件 が成立したことになります。比較条件は Frame ID と同じです。
・ 比較開始点：Position
 比較開始点を設定します。たとえば、Payload Segment の Data1 から開始すると

きは、「1」を設定します。
 設定範囲：0 ～ 253 バイト

・ データ長：Size
 Payload Segment の連続した Data を、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 8 バイト

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

    

Size: 4

Data
0

Data
1

Data
3

Data
4

Data
2

Data
6

Data
7

Data
8

Data
5

XX XX 1 2 3 4

比較開始点を5、データ長を4に設定した例

4バイトのうち、下位2バイトに1234を設定した例

Position: 5
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・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、Size と MSB/LSB の設定で決まる
データ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、Size と MSB/LSB の設定
で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ 読み込み方式：Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。具体例については、7-19 ページをご覧ください。

・ 符号：Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ 最上位 / 最下位のビットの位置：MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

具体例については、7-19 ページをご覧ください。 
 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

Error モード
エラーの発生点を検索します。

・ 検索ソース
 FlexRay バス信号の入力先を選択します。

・ バスチャネルの割り当て
 ソースに対して、FlexRay バスの CH A または CH B を割り当てます。エラータイプが

CRC エラーのときに使用されます。

・ エラータイプ
 次の中から、エラータイプを選択できます。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーすべてを検索します。
CRC Header CRC または Frame CRC のエラーを検出したとき
BSS BSS エラーを検出したとき
FES FES エラーを検出したとき

Msg/Signal モード
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Message
や Signal のデータを検索条件にするモードです。 整数型 (Integer) と浮動小数点型 (Float、
32 ビットと 64 ビット ) の両方のデータタイプに対応しています。Msg/Signal モードの
検索条件の設定内容は、トリガ条件と同じです。7.6 節の解説をご覧ください。

* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、FIBEX ファイル (.xml) を変換したものです。ファイ
ルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

11.19　FlexRay バス信号を検索する
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ビットレート / サンプルポイント / レベル / ヒステリシス
ビットレート
FlexRay バス信号の転送レートを次の中から選択します。
10Mbps、5Mbps、2.5Mbps

サンプルポイント
本機器は、ビットレートの 8 倍のサンプルレートでサンプリングしています。サンプリ
ングされたデータは、フィルタ機能でノイズを除去し 2 値化されます。その 2 値化され
たデータのサンプルポイント ( ビットストローブポイント ) を設定します。
設定範囲は 1 ～ 8 です。

バスチャネル
CH A または CH B から選択します。

ソース
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベルを設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

検索点
検索条件と一致したフィールドの最終点が、検索点になります。

Frame Startモード 

ID/Dataモード 

Header Segment

BSS

BSS: Byte Start Sequence
FES: Frame End SequenceTSS

F
S
S

BSS BSS BSS

Cycle
Count

8 bits1 bit 8 bits 2 bits 8 bits 8 bits
BSS BSS BSS FES

Header CRC Frame CRC

・ FrameにCRCエラーがある場合

検索点

8 bits 8 bits
BSS BSS FES

Errorモード
・ HeaderにCRCエラーがある場合

・ FESエラーがある場合

検索点

検索点

検索点

検索点

8 bits 8 bits
BSS BSS BSS

・ BSSエラーがある場合

検索点

例 00 パターンでエラー 例 00 パターンでエラー

Frame ID

Payload Length

Header
CRC

Cycle
Count Data 0 Data 1 Data 2 Data n CRC CRC CRC

Frame Indicator

1 1 1 1 1

・・・・・・・・・・・・
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11.20	CAN バス信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを CAN にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

     

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を SOF ～ Msg/Signal から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ SOF：11-121 ページの操作 14
・ Error Frame：11-121 ページの操作 14
・ ID Std/Data：11-118 ページの操作 5
・ ID Ext/Data：11-118 ページの操作 5
・ Msg/Signal：11-120 ページの操作 5
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モードが ID	Std/Data または ID	Ext/Data の場合
モードが ID Std/Data の場合を例に説明します。ID Ext/Data の場合も同様に設定できま
す。

・	 ID のビットパターンの検索条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、比較するビットパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
ビットパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

     

16進数
2進数

ビットパターンの設定
(16進数)

・	 Frame	Type の検索条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Frame Type の比較条件を Don't care ～ Data から選択し
ます。
Don't care または Remote を選択したときは、11-119 ページの操作 11 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、DLC を設定します。

     

・	 Data の検索条件を設定する

8.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。

・ Don't care を選択したときは、11-119 ページの操作 11 に進みます。
・ Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
データパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

11.20　CANバス信号を検索する
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10.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 8 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

・	 ACK の検索条件を設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、ACK の状態を Don't care ～ NON ACK or ACK から選択し
ます。
Don't care を選択したときは、検索条件になりません。

     

11-121 ページの操作 14 に進みます。

11.20　CANバス信号を検索する
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モードが Msg/Signal の場合
SBL ファイルを本機器に読み込んでから、このモードの操作をしてください。説明中に
ある Message や Signal の ダイアログボックスにある項目は一例として表示しています。

・	 設定する検索条件を選択する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Msg または Signal から選択します。
Signal を選択したときは、操作 10 に進みます。

     

・	 検索条件にするMessage を選択する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Message の ON または OFF を選択します。
ON にすると検索条件になります。OFF にすると検索条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 14 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージボックスを選択します。
Select Message ダイアログボックスが表示されます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、メッセージを選択します。
Select Message ダイアログボックスが閉じます。

     

メッセージボックス

 操作 14 に進みます。

・	 検索条件にする S�gnal を選択する

9.  ロータリノブ	&	SETで、Signal 1 の ON または OFF を選択します。
ON にすると検索条件になります。OFF にすると検索条件になりません。
OFF を選択したときは、操作 14 に進みます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルボックスを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが表示されます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、シグナルを選択します。
Select Signal ダイアログボックスが閉じます。

     

シグナルボックス

11.20　CANバス信号を検索する
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12.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、操作 14 に進みます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、判定値を入力ボックスに設定します。
・ True ～ Less/Equal を選択したときは、判定値を 1 つ設定します。
・ Between または Out of Range を選択したときは、判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定し

ます。 左側の入力ボックスに下限値を、右側に上限値を設定します。
・ 前ページの操作 11 で選択した「シグナル」に単位が設定されている場合は、単位が表

示されます。

     または

入力ボックス

ビットレート / サンプルポイント / レベル / ヒステリシス / リセッシブ電位を設定
する

14.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。
Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイントを設定する
15.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 1Mbps ～ 33.3kbps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲
で Bitrate を設定できます。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

     

レベル / ヒステリシス / リセッシブ電位を設定する
17.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択し

ます。

18.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。

19.  ロータリノブ	&	SETで、Recessive を H または L から選択します。

     

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.20　CANバス信号を検索する
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解　　説
CAN バス信号を検索する機能です。CAN バス信号のフレームフォーマットについては、
7.7 節の「解説」をご覧ください。

モード
CAN 検索の種類を、SOF、Error Frame、ID Std/Data、ID Ext/Data、および Msg/Signal
の 5 つのモードから選択します。

SOF モード
CAN バス信号のフレームの開始点を検索します。

SOF：Start of Frame

Error	Frame モード
Error Frame の Error Flag がアクティブエラーフラグのとき、発生点を検索します。

ID	Std/Data モード、ID	Ext/Data モード
ID Std/Data モードは、標準フォーマットの場合の Data Frame や Remote Frame に対して、
検索するモードです。
ID Ext/Data モードは、 拡張フォーマットの場合の Data Frame や Remote Frame に対して、
検索するモードです。
ID、Frame Type、Data、および ACK の AND 条件で検索します。
ID Std/Data モードの設定内容と、 ID Ext/Data モードの設定内容は共通です。

・	 ID
 標準フォーマットの場合 は 11 ビットの、拡張フォーマットの場合は 29 ビットの ID

の ビットパターンを 16 進数または 2 進数で設定します。設定したビットパターンと 
入力信号の ID のビットパターンが一致したとき、 ID の検索条件が成立したことにな
ります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な
されます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・	 Frame	Type
 Remote Frame と Data Frame を検索対象として設定できます。

・ Frame の選択
 CAN バ ス 信 号 フ レ ー ム に は、Remote Frame か Data Frame か を 識 別 す る 

RTR(Remote Transmission Request bit) があります。どちらのフレームを検索対象
にするかを選択します。
Don't care Remote Frame と Data Frame の両方が検索対象になります。
Remote Remote Frame が検索対象になります。
Data Frame Data Frame が検索対象になります。

 Don't care または Remote を選択したときは、次項の DLC や Data の検索条件は無視されます。

・ DLC(Data Length Code)
 Data Field のデータ長を設定します。設定値と入力信号の DLC の値が一致したとき、

DLC の検索条件 が成立したことになります。Data Frame を選択したときだけ設定
します。 

 設定範囲：0 ～ 8 バイト
 「0」のときは、次項の Data の検索条件は無視されます。

11.20　CANバス信号を検索する
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・	 Data
	 Data Field の値を検索条件として設定できます。Data Frame を選択したときだけ設定

します。
・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data Field の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data の検索条件が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

・ データパターン
 DLC で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、DLC と MSB/LSB の設定で決ま
るデータ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、DLC と MSB/LSB の設定
で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ 読み込み方式：Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。具体例については、7-19 ページをご覧ください。

・ 符号：Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ 最上位 / 最下位のビットの位置：MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

具体例については、7-19 ページをご覧ください。 
 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

11.20　CANバス信号を検索する
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・	 ACK
 ACK スロットの状態を検索条件として設定できます。選択した状態と入力信号の ACK

スロットの状態が一致したとき、 ACK の検索条件が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
NON ACK リセッシブのとき
ACK ドミナントのとき
NON ACK or ACK リセッシブまたはドミナントのとき

Msg/Signal モード
本機器に読み込んだ物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl)* に収納されている、Message
や Signal のデータを検索条件にするモードです。整数型 (Integer) と浮動小数点型 (Float、
32 ビットと 64 ビット ) の両方のデータタイプに対応しています。Msg/Signal モードの
検索条件の設定内容は、トリガ条件と同じです。7.7 節の解説をご覧ください。

* 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) は、CANdb ファイル (.dbc) を変換したものです。ファ
イルの読み込み操作については、14.8 節をご覧ください。

ビットレート / サンプルポイント / レベル / ヒステリシス / リセッシブ電位
ビットレート
CAN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
1Mbps、500kbps、250kbps、125kbps、83.3kbps、33.3kbps

User 設定を選択した場合は、10.0kbps ～ 1.000Mbps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設
定できます。

サンプルポイント
バスレベル ( リセッシブ / ドミナント ) を判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設
定分解能 3.1%) で設定できます。
本機器の CAN バス信号のトリガ回路では、入力された CAN バス信号を内部クロックで
サンプリングして、リセッシブからドミナントへの変化点を検出しています。検出され
た変化点を 0% とし、変化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過
したところを 100% として、サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明
図をご覧ください。

ソース
CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベルを設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

・	 リセッシブ電位
 リセッシブ電位を次の中から選択します。どちらの設定でも論理値は、リセッシブ＝

1、ドミナント＝ 0 です。
H リセッシブ電位がドミナント電位より高い
L リセッシブ電位がドミナント電位より低い

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。トリガ点については、7.7 節の「解説」を
ご覧ください。

11.20　CANバス信号を検索する
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11.21	LIN バス信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを LIN にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

     

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Break Synch ～ Error から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Break Synch：11-126 ページの操作 5
・ ID/Data：11-126 ページの操作 6
・ Error：11-128 ページの操作 5
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モードが Break	Synch の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Break Field のデータ長を 10 ～ 13 ビットから選択します。

     

11-128 ページの操作 11 に進みます。

モードが ID/Data の場合
・	 ID のビットパターンの検索条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、比較するビットパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
ビットパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

     

16進数
2進数

ビットパターンの設定
(16進数)

・	 Data の検索条件を設定する

7.  ロータリノブ	&	SETで、Data の比較条件を Don't care ～ Out of Range から選択
します。
Don't care を選択したときは、11-128 ページの操作 11 に進みます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Size( データ長 ) を設定します。
操作 7 で、Greater ～ Out of Range を選択したときは、操作 10 に進みます。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
データパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

11.21　LIN バス信号を検索する
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10.  ロータリノブ	&	SETで、比較する Data をそれぞれの入力ボックスに設定します。
操作 7 で選択した比較条件に従って、それぞれの項目を設定します。

比較条件 設定項目
	S�ze Deta�l Data(Dec) Byte	Order S�gn MSB/LSB

True、 False ○ ○ － － － －
Greater/Equal、 
Less/Equal ○ － ○ *1 ○ ○ ○

Between、  
Out of Range ○ － ○ *2 ○ ○ ○

○：設定する、 －：設定しない

・ Size：比較する Data のデータ長
・ Detail：データパターン (16 進数または 2 進数 )
・ Data(Dec)：判定値 (10 進数 )

*1 判定値を 1 つ設定する。
*2 判定の範囲 ( 判定値を 2 つ ) を設定する。左側の入力ボックスに下限値を、右側に上

限値を設定する。
・ Byte Order：読み込み方式
・ Sign：符号
・ MSB/LSB：最上位 / 最下位のビットの位置
 左側の入力ボックスに MSB を、右側に LSB を設定する。

	 True、	False の場合

    
16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

	 Greater/Equal、Less/Equal の場合

    

	 Between、	Out	of	Range の場合

    

11-128 ページの操作 11 に進みます。

11.21　LIN バス信号を検索する
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モードが Error の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を Parity ～ Framing から選択します。

すべての Error Type を OR 条件で選択できます。

     

操作 11 に進みます。

ビットレート / サンプルポイント / レビジョン / レベル / ヒステリシスを設定する
11.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイント / レビジョンを設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 19200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 20000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Revision を LIN 2.0 または LIN 1.3 から選択します。
ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品では、 プルダウンメニューで、LIN 2.0、LIN 1.3、
および Both から選択します。

     

ファームウエアバージョン4.20以降
の製品のRevisionメニュー

プルダウンメニューで、
LIN 2.0、LIN 1.3、および
Bothから選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
15.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0

～ A7 から選択します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Level と Hys を設定します。
操作 15 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

     

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.21　LIN バス信号を検索する
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解　　説
LIN バス信号を検索する機能です。LIN バス信号のフレームフォーマットについては、7.8
節の「解説」をご覧ください。

モード
LIN 検索の種類を、Break Synch、ID/Data、および Error の 3 つのモードから選択します。

Break	Synch モード
Break Field に続いて Synch Field を検出 (Break Field + Synch Field) したとき、その点を
検索します。
Break Field のデータ長を次の中から選択します。
10 以上、11 以上、12 以上、13 以上

ID/Data モード
ID と Data の AND 条件で検索します。

・	 ID
 Protected Identifier Field にある 6 ビットの保護 ID(ID0 ～ ID5) のビットパターンを 16

進数または 2 進数で設定します。設定したビットパターンと 入力信号の ID のビット
パターンが一致したとき、 ID の検索条件 が成立したことになります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な
されます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・	 Data
 Data 1 ～ Data 8 の値を検索条件として設定できます。

・ 比較条件
 判定値と入力信号の Data の値を比較して、選択した比較条件を満たしたとき、

Data の検索条件 が成立したことになります。
Don't care 対象にしない
True 判定値と一致したとき
False 判定値と一致しないとき
Greater/Equal 判定値以上のとき
Less/Equal 判定値以下のとき
Between 判定範囲内のとき ( 判定値を含む )
Out of Range 判定範囲外のとき ( 判定値を除く )

・ データ長：Size
 検索する Data の長さを設定します。
 設定範囲：1 ～ 8 バイト

11.21　LIN バス信号を検索する
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・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で

設定します。比較条件が True または False のときだけ有効です。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると

見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

・ 判定値：Data(Dec)
・ 比較条件が Greater/Equal または Less/Equal の場合は、判定値を 1 つ設定します。
・ 比較条件が Between または Out of Range の場合は、判定範囲を設定する必要

があるため、判定値を 2 つ設定します。下限値≦上限値になるように自動的に
調整されます。

・ 比較条件が True または False の場合は、データパターンを判定値として使用し
ます。

・ 設定範囲
 10 進数で設定します。

符号が付かないとき 
(Unsign)

0 ～ 9E ＋ 18
ただし、設定可能な最大値は、Size と MSB/LSB の設定で決まる
データ長とビット位置によって制限されます。

符号が付くとき 
(Sign)

－ 9E ＋ 18 ～ 9E ＋ 18 
ただし、設定可能な最小値 / 最大値は、DataSize と MSB/LSB の
設定で決まるデータ長とビット位置によって制限されます。

 設定値は、7 桁を超えると指数で表示されます ( 例：1234567E ＋ 10)。

・ 読み込み方式：Byte Order
 Data の読み込み方式をビッグエンディアン (Big)/ リトルエンディアン (Little) から

選択します。具体例については、7-19 ページをご覧ください。

・ 符号：Sign
 Data に符号を付ける (Sign)/ 付けない (Unsign) を選択します。
 符号が付くときと付かないときで、Data の判定値の設定範囲が変わります。

・ 最上位 / 最下位のビットの位置：MSB/LSB
 比較する Data の最上位ビット (MSB )/ 最下位ビット (LSB) の位置を設定します。 

具体例については、7-19 ページをご覧ください。 
 設定範囲：0 ～ ( データ長のバイト数× 8 － 1)、最大値は 63 です。

Error モード
エラーの発生点を検索します。
検出するエラータイプを選択できます。エラータイプの詳細については、7-42 ページを
ご覧ください。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーすべてを検索します。

11.21　LIN バス信号を検索する
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ビットレート / サンプルポイント / レビジョン / レベル / ヒステリシス
ビットレート
LIN バス信号の転送レートを次の中から選択できます。
19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 20000bps の範囲 ( 設定分解能 0.1kbps) で設定
できます。

サンプルポイント
バスレベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の LIN バス信号のトリガ回路では、入力された LIN バス信号を内部クロックでサ
ンプリングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変
化点からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

レビジョン
レビジョンを次の中から選択できます。検索の種類が Error モードで、エラータイプに

「Checksum」を選択しているとき、Enhanced Checksum または Classic Checksum のど
ちらのエラーを検知するかを選択します。
LIN 2.0 保護 ID を含む Enhanced Checksum のエラーを検知します。

( ただし、ID=60(0x3c) ～ 63(0x3f) は Classic Checksum のエラーを検知します。)
LIN 1.3 Data Field だけの Classic Checksum のエラーを検知します。
Both LIN 2.0 と LIN 1.3 の両方の Checksum エラーを検知したとき、エラーとします。どちら

かだけの場合は、エラーになりません。
( ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)

ソース
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

検索点
Break	Synch/ID/Data モード
下記に例を示します。

検索点
　モード：Break Synch

Break  Field Synch  Field Protected Identifier

フレーム先頭

Data 1 Data 2 Data N Checksum

検索点
　モード：ID/Data (Don't care)

検索点
　モード：ID/Data

Error モード
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。7.8 節の「解説」をご覧ください。

11.21　LIN バス信号を検索する
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11.22	UART 信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを UART にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

     

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Every Data ～ Error から選択します。

     

 モードによって、次の操作番号に進んでください。
・ Every Data：操作 10
・ Data：操作 5
・ Error：操作 8

モードが Data の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Size( データ長 ) を設定します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、Bit Order( ビットの読み込み方向 ) を MSB または LSB か
ら選択します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
データパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

     
16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

操作 10 に進みます。
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モードが Error の場合
8.  ロータリノブ	&	SETで、Error Type を Framing または Parity から選択します。

・ すべての Error Type を OR 条件で選択できます。
・ Source タブの Format( 操作 13 の画面参照 ) が 8bit(NonParity) に設定されているときは、

Framing だけが表示されます。

9.  Source タブの Format が 8bit + Parity または 7bit + Parity のとき、 ロータリノブ	
&	SETで、Error Type の Parity を Odd または Even から選択します。

     

SourceタブのFormatが、
8bit(NonParity)に設定されて
いるとき

SourceタブのFormatが、8bit 
+ Parityまたは7bit + Parityに
設定されているとき

操作 10 に進みます。

ビットレート / サンプルポイント / フォーマット / レベル / ヒステリシス / 極性を
設定する

10.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。
Source のソフトキーを押しても選択できます。

ビットレート / サンプルポイント / フォーマットを設定する
11.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 115200bps ～ 1200bps から選択します。

Userにチェックマークを付けると、 ロータリノブ	&	SETで、1000bps ～ 200000bps の範囲
で Bitrate を設定できます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、Sample Point を 18.8 ～ 90.6% の範囲で設定します。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Format を 8bit + Parity ～ 8bit(NonParity) から選択します。

     

レベル / ヒステリシス / 極性を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、設定する Source を CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0

～ A7 から選択します。

15.  ロータリノブ	&	SETで、Level、Hys、および Polarity を設定します。
操作 14 で A0 ～ A7 を選択したときは、 Level と Hys の設定はありません。

      

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.22　UART 信号を検索する



11-134 IM 701361-01

解　　説
UART 信号を検索する機能です。UART 信号のデータフォーマットについては、7.9 節の「解
説」をご覧ください。

モード
UART 検索の種類を、　Every Data、Data、および Error の 3 つのモードから選択します。

Every	Data モード
( この機能は、ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品に適用できます。)
すべてのデータの Stop Bit の位置を検索します。

Data モード
データパターンを検索します。

・ データ長：Size
 連続した Data を、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 バイト

・ 読み込み方向：Bit Order
 設定したデータパターンと入力信号のデータパターンを比較するときに、どちら側か

ら読み込むかを選択します。
MSB MSB 側からデータパターンを読み込みます。
LSB LSB 側からデータパターンを読み込みます。

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で設

定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たして

いると見なされます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

Error モード
エラーの発生点を検索します。
次の中から、検出するエラータイプを選択できます。

・ 複数のエラータイプを選択できます。
・ 選択したエラーすべてを検索します。
Framing Stop Bit の論理値が「0」の位置を検索します。
Parity 受信したキャラクタの Parity エラーを検出したとき、Stop Bit の位置を検索します。

・Odd、Even のどちらでチェックするかを選択できます。
・Parity Bit 無しの設定にしているときは、エラーは発生しません。

11.22　UART 信号を検索する
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ビットレート / サンプルポイント / フォーマット / レベル / ヒステリシス / 極性
ビットレート
UART 信号の転送レートを次の中から選択できます。
115200bps、 57600bps、 38400bps、 19200bps、9600bps、4800bps、2400bps、1200bps

User 設定を選択した場合は、1000bps ～ 200000bps の範囲 ( 設定分解能 100bps) で設
定できます。

サンプルポイント
信号レベルを判定するポイントを 18.8 ～ 90.6[%] の範囲 ( 設定分解能 3.1%) で設定でき
ます。
本機器の UART 信号のトリガ回路では、入力された UART 信号を内部クロックでサンプ
リングして、レベルの変化点を検出しています。検出された変化点を 0% とし、変化点
からビットタイム ( 設定したビットレートの逆数 ) が経過したところを 100% として、
サンプルポイントを % で設定します。 7-32 ページの説明図をご覧ください。

フォーマット
フォーマットを次の中から選択できます。
8bit + Parity 8 ビットのデータ＋ Parity Bit
7bit + Parity 7 ビットのデータ＋ Parity Bit
8bit(NonParity) 8 ビットのデータ (Parity Bit 無し )

ソース
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

・	 極性
 ビットのどちらの状態を論理 1 として認識するかを選択できます。

Pos 正論理
Neg 負論理

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。7.9 節の「解説」をご覧ください。

11.22　UART 信号を検索する
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11.23	I2C バス信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを I2C にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

モードを選択する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

     

4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を Every Start ～ Start Byte/HS Mode から選択します。

     

 モードによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Every Start：11-139 ページの操作 10
・ ADR & DATA：11-137 ページの操作 5
・ NON  ACK：11-138 ページの操作 5
・ General Call：11-138 ページの操作 6
・ Start Byte/HS Mode：11-138 ページの操作 8
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モードが ADR	&	DATA の場合
・	 Address の検索条件を設定する

5.  ロータリノブ	&	SETで、Address のタイプを 7bit Address ～ 10bit Address から
選択します。

6.  ロータリノブ	&	SETで、比較するアドレスパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
アドレスパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     

16進数
2進数

アドレスパターンの設定
(16進数)

・	 Data の検索条件を設定する

7.  ロータリノブ	&	SETで、Mode の ON または OFF を選択します。
ON にすると検索条件になります。OFF にすると検索条件になりません。
OFF を選択したときは、11-139 ページの操作 10 に進みます。

8.  ロータリノブ	&	SETで、Condition を True または False から選択、Pos Mode を
X または Select から選択、および Position と Size の設定をします。

9.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
データパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻り
ます。

     

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

11-139 ページの操作 10 に進みます。

11.23　I2C バス信号を検索する
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モードが NON	ACK の場合
5.  ロータリノブ	&	SETで、Ignore( 無視する Nack ビット ) を Start Byte ～ Read 

Access から選択します。
チェックした Nack は検索条件になりません。チェックしていない Nack のどれかを検出し
たとき、検索条件が成立したことになります。

     

11-139 ページの操作 10 に進みます。

モードが General	Call の場合
・	 Second	Byte の検索条件を設定する

6.  ロータリノブ	&	SETで、Second Byte のフォーマットを X ～ 7bit Master Address
から選択します。
X、0000 0100、または 0000 0110 を選択したときは、11-139 ページの操作 10 に進みます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、比較するアドレスパターンを設定します。
Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで
アドレスパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に戻
ります。

     
16進数
2進数

アドレスパターンの設定
(16進数)

・	 Data の検索条件を設定する
 前ページの操作 7 ～ 9 に従って設定します。

11-139 ページの操作 10 に進みます。

モードが Start	Byte/HS	Mode の場合
8.  ロータリノブ	&	SETで、Type( マスターコード ) を Start Byte または HS Mode か

ら選択します。

     

11-139 ページの操作 10 に進みます。

11.23　I2C バス信号を検索する
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SDA/SCL/Qualification を設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

11.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

SDA のソースを設定する
12.  ロータリノブ	&	SETで、SDA( シリアルデータ ) の Source を選択します。

･ 操作 11 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択します。
･ 操作 11 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

SCL のソースを設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、SCL( シリアルクロック ) の Source を選択します。

･ 操作 11 で、Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択します。
･ 操作 11 で、Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

Qualification を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、Logic を AND または OR から選択します。

15.  ロータリノブ	&	SETで、SDA と SCL に選択したソース以外の各信号の状態を H、L、
または X から選択します。
操作 11 で Logic を選択したときは、Qualification を選択して表示されるダイアログボック
スで、ロータリノブ	&	SETとソフトキーで H、L、または X を設定します。設定したあと、
ESCを押して、前画面に戻ります。

レベル / ヒステリシスを設定する
操作 11 で Analog を選択したときだけ、設定します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

17.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

操作11で、Analogを選択したとき 操作11で、Logicを選択したとき

SDAとSCLに選択したソース以外の、A0～A7 の
各信号の状態を選択できます。

SDAとSCLに選択したソース
以外の、CH1～CH4とM1～
M4の各信号の状態を選択
できます。

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.23　I2C バス信号を検索する
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解　　説
I2C バス信号を検索する機能です。I2C バス信号のデータフォーマットについては、7.10
節の「解説」をご覧ください。

モード
I2C 検索の種類を、Every Start、ADR & DATA、NON  ACK、General Call、および Start 
Byte/HS Mode の 5 つのモードから選択します。

Address
・ アドレスのタイプを 7bit Address、7bit + Sub Address、または 10bit Address から選

択できます。
・ アドレスパターンを 16 進数または 2 進数で設定します。設定したアドレスパターン

と 入力信号のアドレスパターンが一致したとき、 Address の検索条件 が成立したこと
になります。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な
されます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

Data
データパターンを検索条件にする (ON)/ しない (OFF) の選択ができます。

・ 比較条件
 設定したパターンと入力信号のパターンを比較して、選択した比較条件を満たしたと

き、Data の検索条件が成立したことになります。
True パターンが一致したとき
False パターンが一致しないとき

・ 比較開始点：Position
 Pos Mode の設定で、比較開始点を設定した点 (Select)/ 設定にかかわらない (X) から

選択できます。Select を選択すると、設定した分のバイト数だけスキップした次のデー
タから比較します。

 設定範囲：0 ～ 9999 バイト

・ データ長：Size
 連続したデータを、何バイト分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 バイト

・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で設

定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な

されます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

11.23　I2C バス信号を検索する
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SDA/SCL/Qualification
SDA/SCL のソース
SDA( シリアルデータ )/ SCL( シリアルクロック ) のソースを、 CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、
および A0 ～ A7 から選択できます。

・	 レベル
 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、信号レベルが 0 か 1 かを判定するレベル * を設

定します。
 設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たと

えば、2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。
* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 ヒステリシス
 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
 設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
 トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

Qualification と論理
・	 必要条件
 検索するための必要条件として、SDA と SCL に選択したソース以外の各信号の状態

を H、L、または X から選択します。選択した状態と入力信号の状態が一致したとき、
必要条件が成立したことになります。

H High レベルのとき
L Low レベルのとき
X 対象にしない (Don't care)

* High か Low かの判定レベルは、 信号が CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 のとき、上記で設定したレ
ベルです。A0 ～ A7 のときは、6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

・	 論理条件
 上項の必要条件と各モードで設定した I2C バス信号の検索条件の、論理条件を選択で

きます。論理条件を満たした点を検索します。

AND 必要条件 と I2C バス信号の検索条件が、両方成立したとき
OR 必要条件のどれかが成立したときに、I2C バス信号の検索条件が成立したとき

   
8 91 1 8 9

I2Cバス信号の
検索条件成立

必要条件不一致
検索点にならない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号の
検索条件成立

..........

..........

必要条件一致
検索点検索点として表示される

.....

CH3＝L、CH4＝H、Logic＝AND

Note
I2C バス信号の検索条件 (SDA 信号 /SCL 信号 ) だけで、検索する場合は、次のように設定します。

・ SDA と SCL に選択したソース以外の各信号の状態：X( ソースにしない )
・ 論理：AND

11.23　I2C バス信号を検索する



11-142 IM 701361-01

検索点
モードよって、次のようになります。

  

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット
データバイト

検索点
1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション
アドレス＋R/Wビット

・ Mode：Every Start
　トリガ点と同様に、SDA信号の立ち下がりが検索点になります。

・ Mode：Every Start以外 
　設定した条件に一致したあとのAcknowledgeビットの立ち上がりが検索点になります。
　下記は、Mode：ADR & DATAの場合の例ですが、他のサーチモードの場合も同様です。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット
データバイト

検索点

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション
アドレス＋R/Wビット

11.23　I2C バス信号を検索する
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11.24	SPI バス信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを SPI にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

線式 / ビットオーダ / データを設定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

線式 / ビットオーダを選択する
4.  ロータリノブ	&	SETで、Mode を 3 wire または 4 wire から選択、Bit Order を

MSB または LSB から選択します。

     操作11でCSにNoneを選択
すると表示されます。

データの検索条件を設定する
5.  ロータリノブ	&	SETで、Field Size を 4 ～ 32bit の範囲で設定してから、Enable 

MSB/LSB を設定します。

6.  次ページの操作 11 で CS の Source に None を選択した場合、ロータリノブ	&	
SETで、Idle Time(Clock のアイドル時間 ) を 10ns ～ 1ms の範囲で設定します。
Don't	careにチェックマークを付けると、アイドル時間の設定値にかかわらず、
画面左端から解析します。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Condition を True ま た は False か ら 選 択、 お よ び
Position と Size の設定をします。

8.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。
・ Detail を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SETとソフトキー

でデータパターンを設定することもできます。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

・ 操作 4 で 4 wire を選択したときは、データを 2 つ (Data 1 と Data 2) 設定します。

     

16進数
2進数

データパターンの設定
(16進数)

各フィールドのデータパターンを1行ごとに表示
(4フィールドある場合の表示例)

64ビットを超える場合、先頭
から64bit分を表示
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CS/Clock/ データのソースを設定する
9.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

10.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

CS のソースを設定する
11.  ロータリノブ	&	SETで、CS( チップセレクト ) の Source を選択します。

・ 操作 10 で Analog を選択したときは、None、CH1 ～ CH4、および M1 ～ M4 から選択
します。

・ 操作 10 で Logic を選択したときは、 None または A0 ～ A7 から選択します。

12.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。

Clock のソースを設定する
13.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の Source を選択します。

・ 操作 10 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
・ 操作 10 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

14.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

データのソースを設定する
15.  ロータリノブ	&	SETで、Data の Source を選択します。

・ 前ページの操作 4 で 4 wire を選択したときは、Data 1 と Data 2 の 2 つの Source を選択
します。

・ 操作 10 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 または M1 ～ M4 から選択します。
・ 操作 10 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
操作 10 で Analog を選択したときだけ、設定します。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

17.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

操作10でAnalogを選択したとき 操作10でLogicを選択したとき

前ページの操作4で3 wireを選択したときは、データソースは1つなので、
Dataという項目が1つ表示されます。

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.24　SPI バス信号を検索する
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解　　説
SPI バス信号を検索する機能です。SPI バス信号のタイムチャートについては、7.11 節の

「解説」をご覧ください。

線式
次の中から選択できます。
3 wire 1 つの Data ラインのデータパターンを条件に検索します。
4 wire Data 1 ラインと Data 2 ラインの 2 つのデータパターンを条件に検索します。Data 

1 と Data 2 それぞれを単独で検索条件にすることもできます。

ビットオーダ
データの信号の流れに合わせて、ビットオーダを選択できます。

・ 2 進数でデータパターンを設定するときは、ビットオーダの設定に関係なく、流れる
データの順でパターンを設定します。

・ 16 進数でデータパターンを設定するときは、ビットオーダの設定に従って、流れる
データの順に 4 ビットずつ区切ってパターンを設定します。

MSB MSB からデータの信号が流れているとき
LSB LSB からデータの信号が流れているとき

フィールドサイズ
フィールドサイズを設定できます。
設定範囲は 4 ～ 32 ビットです。

有効ビットの範囲
フィールドサイズの有効ビットの範囲を指定できます。左側の入力ボックスが MSB、右
側の入力ボックスが LSB です。
有効ビット以外のデータは検索されません。

Clock のアイドル時間
CS の Source に None を選択した場合、設定したアイドル時間以上経過後の最初のクロッ
クをデータ開始点とします。Don't care を選択した場合は、アイドル時間の設定値にか
かわらず、画面左端から検索します。

   
クロック信号(Clock)

最初の　またはアイドル時間

データ
データパターンを検索条件として設定できます。

・ 比較条件
 設定したパターンと入力信号のパターンを比較して、選択した比較条件を満たしたと

き、データの検索条件が成立したことになります。
True パターンが一致したとき
False パターンが一致しないとき

・ 比較開始点：Position
 比較開始点を設定します。たとえばデータ開始点の最初のデータから開始するときは、

「0」を設定します。
 設定範囲：0 ～ 9999 フィールド

・ データ長：Size
 連続したデータを、何フィールド分比較するかを設定します。
 設定範囲：1 ～ 4 フィールド
 フィールドサイズを 32 ビットに設定し、データ長を 4 フィールドに設定すると、

128 ビットのデータを比較できます。
・ データパターン
 Size で設定した長さのデータに対して、データパターンを 16 進数または 2 進数で設

定します。
・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしていると見な

されます。
・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

11.24　SPI バス信号を検索する
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CS/Clock/ データ
CS( チップセレクト )/ Clock( クロック )/ データを、 None*1、CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、
および A0 ～ A7 から選択できます。

*1 None は CS にだけ選択できます。CS に None を選択した場合、Idle Time からデータ開始点
を決定します。

・	 CS
 CS のレベルがどちらの状態のときに、データを有効 (Active) にするかを選択できます。

H High レベルのとき
L Low レベルのとき

・	 Clock
 Clock のどちらのエッジのタイミングで、データパターンを比較するかを選択できます。

立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

レベル
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、判定レベル *2 を設定できます。
設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たとえば、
2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

*2 Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

ヒステリシス
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。トリガ点については、7.11 節の「解説」を
ご覧ください。

解析 / 検索例
下図の信号について解析 / 検索を実行すると、フィールドサイズ (Field Size) と有効ビッ
ト範囲 (Enable MSB/LSB) の設定により、下表のように解析 / 検索します。

   

データ出力信号(Data1)

データ入力信号(Data2)

クロック信号(Clock)

チップセレクト信号(CS)

S P

S： スタートコンディション
P： ストップコンディション

1 1 0 0 1 0 0 0

1 0 1 0 1 1 1 1

7 6 5 4 3 2 1 0
MSB LSB

	 解析 / 検索の条件
データ区間：8 ビット、ビットオーダー：MSB First

解析条件 解析結果
Field Size Enable MSB/LSB Data1 Data2 CS
4bit 3 ～ 0

(4bit)
C, 8 A, F L
解析：
検索：

データ区間を 4bit 単位で 2 回解析します。
比較開始フィールドから 4bit を検索します。

6bit 5 ～ 0
(6bit)

3, 2 2, B L
解析：

検索：

データ区間を 6bit 単位で 1 回解析します。(2bit,4bit
でデコード )
比較開始フィールドから 6bit を検索します。

8bit 5 ～ 0
(6bit)

0, 8 2, F L
解析：

検索：

データ区間を 8bit 単位で下位 6bit を 1 回解析します。
(2bit,4bit でデコード )
比較開始フィールドから 8bit 中下位 6bit を検索しま
す。

12bit 解析 / 検索しません。

11.24　SPI バス信号を検索する
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11.25	Serial パターン信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを Serial にします。

2.  Setupのソフトキーを押します。
Setup ダイアログボックスが表示されます。

検索条件を設定する
3.  ロータリノブ	&	SETで、Condition タブを選択します。

Condition のソフトキーを押しても選択できます。

Clock の ON/OFF を選択する
4.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の ON または OFF を選択します。

ビットレート、Clock ソース、CS( ステート条件）、および Latch ソースの設定操作については、
11-149 ～ 11-150 ページをご覧ください。
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データパターンを設定する
5.  ロータリノブ	&	SETで、比較するデータパターンを設定します。

・ Edit を選択して表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	&	SET、テンキー、お
よびソフトキーでデータパターンを設定します。設定したあと、ESCを押して、前画面
に戻ります。

・ パターンを増やすには、Edit を選択して表示されるダイアログボックスに入る必要があ
ります。

・ 128 ビットまでのパターンを設定できます。128 ビットを超えるデータは消えます。

ソフトキー
Bin Hex 2 進または 16 進を選択します。
← カーソルを左方向に移動します。
→ カーソルを右方向に移動します。
↑ カーソルを上方向に移動します。
↓ カーソルを下方向に移動します。
DEL 入力位置のデータを消します。
INS 挿入 / 上書きモードを切り替えます。

テンキー
0 ～ F 16 進では 0 ～ F を、2 進では 0 または 1 を入力します。
 ( 条件として設定しないときに、X を入力します。)
BS 入力位置よりも 1 つ前のデータを消します。
CLEAR 入力されているすべてのデータを消します。
 消したデータは復帰できません。

カーソルがある位置が入力位置です。

Hex 入力のとき

Bin 入力のとき 挿入位置

データはすべて消えます。
新規に入力してください。

16進数
2進数

データ /Clock/CS/Latch、Bitrate を設定する
6.  ロータリノブ	&	SETで、Source タブを選択します。

Source のソフトキーを押しても選択できます。

7.  ロータリノブ	&	SETで、Select を Analog または Logic から選択します。

データのソースを設定する
8.  ロータリノブ	&	SETで、Data の Source を選択します。

・ 操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択します。
・ 操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

9.  ロータリノブ	&	SETで、Active を H または L から選択します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

11.25　Ser�al パターン信号を検索する
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Clock のソースを設定する
10.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の ON または OFF を選択します。

･ ON を選択したときは、操作 12 に進みます。
･ OFF を選択したときは、ビットレートを設定します。

･	 ビットレートを設定する

11.  ロータリノブ	&	SETで、Bitrate を 1bps ～ 1Gbps から設定します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

 11-150 ページの操作 20 に進みます。

･	 Clock のソースを設定する

12.  ロータリノブ	&	SETで、Clock の Source を選択します。
・ 11-148 ページの操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択

します。
・ 11-148 ページの操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7 から選択します。

13.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

     

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

CS を設定する
14.  ロータリノブ	&	SETで、CS の ON または OFF を選択します。

･ ON を選択したときは、CS( ステート条件 ) を設定します。
･ OFF を選択したときは、11-150 ページの操作 18 に進みます。

･	 ステート条件を設定する

15  ロータリノブ	&	SETで、CS の Setup を選択します。
CS ダイアログボックスが表示されます。

16.  ロータリノブ	&	SETで、Logic を AND または OR から選択します。

17.  ロータリノブ	&	SETで、比較するステート条件を設定します。
各信号の状態を H、L、または X から選択します。設定したあと、ESCを押して、前画面に
戻ります。

操作7でAnalogを選択したとき 操作7でLogicを選択したとき

11.25　Ser�al パターン信号を検索する
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Latch のソースを設定する
18.  ロータリノブ	&	SETで、Latch の Source を選択します。

・ 11-148 ページの操作 7 で Analog を選択したときは、CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および X
から選択します。

・ 11-148 ページの操作 7 で Logic を選択したときは、A0 ～ A7、または X から選択します。
･ X を選択したときは、操作 20 に進みます。

19.  ロータリノブ	&	SETで、Polarity を または から選択します。

     

レベル / ヒステリシスを設定する
11-148 ページの操作 7 で Analog を選択したときだけ、設定します。

20.  ロータリノブ	&	SETで、Level/Hys の Setup を選択します。
Level/Hys ダイアログボックスが表示されます。

21.  ロータリノブ	&	SETで、各ソースの Level と Hys を設定します。

     

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

解　　説
Serial パターン信号を検索する機能です。

データ /Clock/CS/Latch のソース
データ /Clock/CS/Latch のソースを、 CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、および A0 ～ A7 から選択
できます。

Clock
･	 Clock の ON/OFF
 選択した Clock ソースに同期して、データソースをサンプリングするかどうかを選択

できます。
ON Clock ソースに同期してサンプリングする。
OFF Clock ソースに同期しない。

・	 サンプリングのタイミング
 Clock ソースのどちらのエッジのタイミングで、データパターンをサンプリングする

かを選択できます。
立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

11.25　Ser�al パターン信号を検索する
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データパターン
データパターンを検索条件として設定できます。設定したパターンとサンプリングした
データソースのパターンを比較して一致したとき、データパターンの検索条件が成立し
たことになります。
･ 128 ビットまでのパターンを設定できます。16 進数または 2 進数で設定します。

・ パターンに X を設定すると、対応するビットの状態にかかわらず条件を満たしている
と見なされます。

・ 2 進のパターンに 1 つでも X があると、対応する 16 進の表示は「$」になります。

ビットレート
Clock が OFF のときは、設定したビットレートでデータソースをサンプリングします。
設定範囲：1bps ～ 1Gbps

CS
Clock を ON にしたとき、データソースを認識する期間を CS( ステート条件 ) で制御でき
ます。
ON ステート条件を満たしているとき、認識する。
OFF 常に認識する。

･	 ステート条件
 各信号の状態を H、L、または X から選択します。選択した状態と入力信号の状態が

下記の論理条件を満たしているとき、ステート条件が成立したことになります。
H High レベルのとき
L Low レベルのとき
X 対象にしない (Don't care)
* High か Low かの判定レベルは、 信号が CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 のとき、下記で設定したレ

ベルです。A0 ～ A7 のときは、6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

･	 論理条件
 ステート条件の論理条件を選択できます。論理条件を満たしたとき、ステート条件が

成立したことになります。
AND すべての信号の状態が一致したとき
OR どれか 1 つでも信号の状態が一致したとき

Latch
Clock を ON にしたとき、サンプリングしたデータソースのパターンと、検索条件とし
て設定したパターンを比較するタイミングを指定できます。ソースとして、X を選択す
ると、クロックごとに比較します。
Latch ソースのどちらのエッジのタイミングで、データパターンを比較するかを選択で
きます。

立ち上がりのとき
立ち下がりのとき

11.25　Ser�al パターン信号を検索する
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レベル
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、判定レベル * を設定できます。
設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たとえば、
2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

* Logic(A0 ～ A7) のときは、 6.18 節で設定したスレショルドレベルです。

ヒステリシス
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。トリガ点については、7.12 節の「解説」の
設定例をご覧ください。

11.25　Ser�al パターン信号を検索する
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11.26	アナログ信号を検索する

解　　説
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを Edge、Edge (Qualified)、

State、または Width にします。

検索タイプによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Edge：このページの操作 2
・ Edge (Qualified)：11-154 ページの操作 2
・ State：11-155 ページの操作 2
・ Width：11-156 ページの操作 2

Edge の場合
検索対象波形 / スロープを選択する
2.  Sourceのソフトキーを押します。

3.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

4.  Polar�tyのソフトキーを押して、 、 どちらかを選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
5.  Level/Hysのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブで、スロープエッジの判定レベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

    

Level
Hys

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。
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Edge	(Qualified) の場合
検索対象波形 / スロープを選択する
2.  Sourceのソフトキーを押します。

3.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

4.  Polar�tyのソフトキーを押して、 、 を選択します。

     

Qualification を設定する
5.  Qual�f�cat�onのソフトキーを押します。

6.  設定する波形のソフトキーを押して、ステータスを選択します。
・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ 操作 3 で検索対象波形に選択されている波形は表示されません。
・ H：High、L：Low、X：対象にしない

7.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

レベル / ヒステリシスを設定する
9.  Level/Hysのソフトキーを押します。

10.  設定する波形のソフトキーを押して、ロータリノブで 極性やステータス の判定
レベル / ヒステリシスを設定します。

・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

ESC
Level
Hys

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.26　アナログ信号を検索する
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State の場合
クロックソース /ステート条件 / ロジックを設定する
2.  Stateのソフトキーを押します。

3.  Clockのソフトキーを押します。

4.  クロックソースにする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

5.  設定する波形のソフトキーを押して、ステータスを選択します。
・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ 操作 4 でクロックソースに選択されている場合は、スロープを選択します。
・ H：High、L：Low、X：対象にしない

6.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

7.  ESCを押して、前画面に戻ります。

クロックソースに
CH1を選択した例

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
8.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit どちらかを選択します。

レベル / ヒステリシスを設定する
9.  Level/Hysのソフトキーを押します。

10.  設定する波形のソフトキーを押して、ロータリノブで ステータス の判定レベル
/ ヒステリシスを設定します。

・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

Level
Hys

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.26　アナログ信号を検索する
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Width の場合
Width タイプ / 時間幅モード / 判定時間を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  Pulse～ Stateから、 選択する Width タイプのソフトキーを押します。

4.  Modeのソフトキーを押します。

5.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブで、判定時間を設定します。
時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

7.  ESCを押して、前画面に戻ります。

More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

T1
T2

操作 3 で選択した Width タイプによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Pulse を選択したときは、このページの操作 8 に進みます。
・ Pulse (Qualified) を選択したときは、11-157 ページの操作 8 に進みます。
・ State を選択したときは、11-158 ページの操作 8 に進みます。

Width タイプが Pulse のとき
・	 検索対象波形 /極性を選択する

8.  Source/Polのソフトキーを押します。

9.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

10.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 レベル / ヒステリシスを設定する

12.  Level/Hysのソフトキーを押します。

13.  ロータリノブで、極性の判定レベル / ヒステリシスを設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

     
ESC

Level
Hys

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.26　アナログ信号を検索する
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解
析
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Width タイプが Pulse	(Qualified) のとき
・	 検索対象波形 /極性を選択する

8.  Source/Polのソフトキーを押します。

9.  選択する波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

10.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。

11.  ESCを押して、前画面に戻ります。

・	 Qual�f�cat�on を設定する

12.  Qual�f�cat�onのソフトキーを押します。

13.  設定する波形のソフトキーを押して、ステータスを選択します。
・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ 操作 9 で検索対象波形に選択されている波形は表示されません。
・ H：High、L：Low、X：対象にしない

14.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

15.  ESCを押して、前画面に戻ります。

ESC

・	 レベル / ヒステリシスを設定する

16.  Level/Hysのソフトキーを押します。

17.  設定する波形のソフトキーを押して、ロータリノブで 極性やステータス の判定
レベル / ヒステリシスを設定します。

・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

18.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.26　アナログ信号を検索する
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Width タイプが State のとき
・	 クロックソース /ステート条件 /ロジックを設定する

8.  Stateのソフトキーを押します。

9.  Clockのソフトキーを押します。

10.  クロックソースにする波形のソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

11.  設定する波形のソフトキーを押して、ステータスを選択します。
・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ 操作 9 でクロックソースに選択されている場合は、スロープを選択します。
・ H：High、L：Low、X：対象にしない

12.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

クロックソースに
CH1を選択した例

・	 条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する

14.  Polar�tyのソフトキーを押して、True または False を選択します。

・	 レベル / ヒステリシスを設定する

15.  Level/Hysのソフトキーを押します。

16.  設定する波形のソフトキーを押して、ロータリノブで ステータス の判定レベル
/ ヒステリシスを設定します。

・ M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから設定します。
・ ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

17.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

Level
Hys

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.26　アナログ信号を検索する
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解　　説
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 のアナログ信号を検索する機能です。

検索タイプ
以下の検索タイプがあります。各検索タイプの検索条件は各トリガタイプのトリガ条件
と同様です。詳細は 7.13 ～ 7.15 節、および 7.17 ～ 7.19 節をご覧ください。

・	 Edge
 指定した波形のスロープの立ち上がり / 立ち下がりで、あるレベルを通過する位置を

検索します。

・	 Edge(Qual�f�ed)
 Qualification を満たしている間に、指定した波形のスロープの立ち上がり / 立ち下が

りで、あるレベルを通過する位置を検索します。

・	 State
 各波形のステータスの論理和 (AND)/ 論理積 (OR) が成立 / 不成立の位置を検索します。

・	 W�dth
 指定した波形のパルス幅が一定の条件を満たしている位置を検索します。条件には、

次の 5 種類があります。
More than 指定した時間より長いパルスの終端を検索します。
Less than 指定した時間より短いパルスの終端を検索します。
Between 指定した時間 T1 より長く、T2 より短いパルスの終端を検索します。
Out of Range 指定した時間 T1 より短いか、T2 より長いパルスの終端を検索します。
Time Out パルス幅が指定した時間を超えた位置を検索します。

 パルス幅 (Width) に対して、さらに以下の 3 種類の条件が加わります。
Pulse 指定した波形のパルス幅と指定した時間との関係で検索します。
Pulse(Qualified) Qualification を満たしている間に、指定した波形のパルス幅と指定した時間

との関係で検索します。
State 以下のどちらかの位置を検索します。

･ ステート条件の成立 / 不成立の時間が、指定した時間との関係を満たした
位置

･ 指定したクロックソースの立ち上がり / 立ち下がりのタイミングでステー
ト条件を確認し正規化 ( ステート条件が成立していれば H、不成立であれ
ば L) して、その正規化した条件の成立 / 不成立の時間が、指定した時間
との関係を満たしていることが最初に確認できた位置

レベル
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、判定レベルを設定できます。
設定範囲は垂直ポジションを中心に± 10div 分で、設定分解能は 0.01div です。 たとえば、
2mV/div のときの設定分解能は 0.02mV です。

ヒステリシス
CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 に対して、 設定します。
設定範囲は 0.0 ～ 4.0div で、設定分解能は 0.1div です。
トリガの Hysteresis と は、0.6div と 1.0div に対応します。

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。トリガ点については、7.13 ～ 7.15 節、お
よび 7.17 ～ 7.19 節をご覧ください。

11.26　アナログ信号を検索する
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11.27	ロジック信号を検索する

操　　作
1.  11.18 節の操作 1 ～ 5 に従って操作し、検索タイプを Logic Edge、 Logic Edge 

(Qualified)、Logic State、または Logic Width にします。

検索タイプによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Logic Edge：このページの操作 2
・ Logic Edge (Qualified)：11-161 ページの操作 2
・ Logic State：11-162 ページの操作 2
・ Logic Width：11-164 ページの操作 2

Logic	Edge の場合
検索対象信号 / 極性を選択する
2.  Sourceのソフトキーを押します。

3.  7-69 ページの操作 5、6 に従って、検索する信号を選択します。

4.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

    
7-69ページの操
作5、6に従って、
検索する信号を
選択します。

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。
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Logic	Edge	(Qualified) の場合
検索対象信号 / 極性を選択する
2.  Sourceのソフトキーを押します。

3.  7-69 ページの操作 5、6 に従って、検索する信号を選択します。

4.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

     
7-69ページの操
作5、6に従って、
検索する信号を
選択します。

Qualification を設定する
5.  Qual�f�cat�onのソフトキーを押します。

6.  7-78 ページの操作 10 に従って、各ビットに H、L、X を選択します。

7.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

8.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

7-78ページの操
作10に従って、
各ビットにH、L、
Xを設定します。

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.27　ロジック信号を検索する
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Logic	State の場合
クロックソースを選択する
2.  Clockのソフトキーを押します。

3.  7-78 ページの操作 5 に従って、クロックソースを選択します。

4.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

5.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     
7-78ページの操
作5に従って、ク
ロックソースを
設定します。

ビットごとにステート条件を設定する
6.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Bit を選択します。

7.  Stateのソフトキーを押します。

8.  7-78 ページの操作 10 に従って、パターンを設定します。

9.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

10.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

7-78ページの操
作10に従って、
パターンを設定
します。

操作 17 に進みます。

グループごとにステート条件を設定する
6.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Group を選択します。

7.  Stateのソフトキーを押します。

8.  Group	1～ Group	5から、ステート条件設定をするグループのソフトキーを押し
ます。

9.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

10.  Don't	care～ Out	of	Rangeから、設定するコンディションのソフトキーを押し
ます。

・ Don't care を選択したときは、操作 13 に進みます。
・ True または False を選択したときは、Pattern Setup ダイアログボックスが表示されます。

操作 11 に進みます。
・ Greater/Equal、Less/Equal、Between、または Out of Range を選択したときは、判定値

を設定します。操作 12 に進みます。

Note
ロジック信号が配置されていないグループやクロックソースに選択されたロジック
信号を含むグループは、常に Don't care( 対象にしない ) です。

11.27　ロジック信号を検索する
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11.  7-79 ページの操作 12 に従って、パターンを設定します。操作 13 に進みます。

12.  ロータリノブで、判定値を設定します。
操作 10 で、コンディションを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの判
定値を設定します。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

14.  他の Group の設定をしたいときは、操作 8 ～ 13 を繰り返します。

15.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

16.  ESCを押して、前画面に戻ります。

条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する
17.  Polar�tyのソフトキーを押して、Enter または Exit を選択します。

ESC

ESC

ロジック信号が配置されていないグル
ープやクロックソースに選択されたロ
ジック信号を含むグループは、常に
Don't care(対象にしない)です。
     マークが付いたGroupのソフトキー
を押すと、さらにメニューが展開され
ます。

TrueまたはFalse
 7-79ページの操作12に従っ

て、パターンを設定します。

Don’t care
 設定操作はありません。

Greater/EqualまたはLess/Equal
 ロータリノブで、判定値(Data)を

設定します。

BetweenまたはOut of Range
 ロータリノブで、2つの判定値

(Data1とData2)を設定します。

検索を実行する
11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.27　ロジック信号を検索する
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Logic	Width の場合
Width タイプ / 時間幅モード / 判定時間を設定する
2.  Setupのソフトキーを押します。

3.  Pulse～ Stateから、 選択する Width タイプのソフトキーを押します。

4.  Modeのソフトキーを押します。

5.  More	than～ T�me	Outから、選択するモードのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブで、判定時間を設定します。
時間幅モードを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの時間を設定します。
ロータリノブの対象をソフトキーで切り替えて設定してください。

7.  ESCを押して、前画面に戻ります。

More than、
Less than、
Time Out
のとき

Between、
Out of Range
のとき

操作 3 で選択した Width タイプによって、次の各ページの操作番号に進んでください。
・ Pulse を選択したときは、このページの操作 8 に進みます。
・ Pulse (Qualified) を選択したときは、11-165 ページの操作 8 に進みます。
・ State を選択したときは、11-166 ページの操作 8 に進みます。

Width タイプが Pulse のとき
・	 検索対象信号 /極性を選択する

8.  Sourceのソフトキーを押します。

9.  7-69 ページの操作 5、6 に従って、検索する信号を選択します。

10.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。

     7-69ページの操
作5、6に従って、
検索する信号を
選択します。

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.27　ロジック信号を検索する
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Width タイプが Pulse	(Qualified) のとき
・	 検索対象信号 /極性を選択する

8.  Sourceのソフトキーを押します。

9.  7-69 ページの操作 5、6 に従って、検索する信号を選択します。

10.  Polar�tyのソフトキーを押して、Pos または Neg を選択します。

・	 Qual�f�cat�on を設定する

11.  Qual�f�cat�onのソフトキーを押します。

12.  7-78 ページの操作 10 に従って、各ビットに H、L、X を選択します。

13.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

14.  ESCを押して、前画面に戻ります。

7-69ページの操
作5、6に従って、
検索する信号を
選択します。

7-78ページの操
作10に従って、
各ビットにH、L、
Xを設定します。

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.27　ロジック信号を検索する
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Width タイプが State のとき
・	 ビットごとにステート条件を設定する

8.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Bit を選択します。

9.  Stateのソフトキーを押します。

10.  Clockのソフトキーを押します。

11.  7-78 ページの操作 5 に従って、クロックソースを選択します。

12.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

14.  Patternのソフトキーを押します。State ダイアログボックスが表示されます。

15.  7-78 ページの操作 10、11 に従って、パターンを設定します。

16.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

17.  ESCを押して、前画面に戻ります。

ESC7-78ページの操
作5に従って、ク
ロックソースを
設定します。

7-78ページの操
作10、11に従っ
て、パターンを
設定します。

操作 23 に進みます。

･	 グループごとにステート条件を設定する

8.  Sett�ng	byのソフトキーを押して、Group を選択します。

9.  Stateのソフトキーを押します。

10.  Clockのソフトキーを押します。

11.  7-78 ページの操作 5 に従って、クロックソースを選択します。

12.  Polar�tyのソフトキーを押して、 または を選択します。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     
7-78ページの操
作5に従って、ク
ロックソースを
設定します。

11.27　ロジック信号を検索する
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14.  Group	1～ Group	5から、ステート条件設定をするグループのソフトキーを押し
ます。

15.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

16.  Don't	care～ Out	of	Rangeから、設定するコンディションのソフトキーを押し
ます。

・ Don't care を選択したときは、操作 17 に進みます。
・ True または False を選択したときは、Pattern Setup ダイアログボックスが表示されます。

操作 17 に進みます。
・ Greater/Equal、Less/Equal、Between、または Out of Range を選択したときは、判定値

を設定します。操作 18 に進みます。
Note

ロジック信号が配置されていないグループやクロックソースに選択されたロジック
信号を含むグループは、常に Don't care( 対象にしない ) です。

17.  7-79 ページの操作 12 に従って、パターンを設定します。操作 19 に進みます。

18.  ロータリノブで、判定値を設定します。
操作 20 で、コンディションを Between または Out of Range に設定した場合は、2 つの判
定値を設定します。

19.  ESCを押して、前画面に戻ります。

20.  他の Group の設定をしたいときは、操作 14 ～ 19 を繰り返します。

21.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

22.  ESCを押して、前画面に戻ります。

ロジック信号が配置されていないグループやクロックソースに選択されたロジック信号
を含むグループは、常にDon't care(対象にしない)です。    マークが付いたGroupのソフト
キーを押すと、さらにメニューが展開されます。

TrueまたはFalse
 7-79ページの操作12に従っ

て、パターンを設定します。

Don’t care
 設定操作はありません。

Greater/EqualまたはLess/Equal
 ロータリノブで、判定値(Data)を

設定します。

BetweenまたはOut of Range
 ロータリノブで、2つの判定値

(Data1とData2)を設定します。

ESC

・	 条件不成立→成立または条件成立→不成立の変化を選択する

23.  Polar�tyのソフトキーを押して、True または False を選択します。

     

・	 検索を実行する
 11.18 節の操作 6 ～ 14 に従って、操作してください。

11.27　ロジック信号を検索する
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解　　説
ビット A0 ～ A7、B0 ～ B7、C0 ～ C7、および D0 ～ D7(SB5310 は A0 ～ A7) のロジッ
ク信号を検索する機能です。

検索タイプ
以下の検索タイプがあります。検索条件は各トリガタイプと同様です。詳細は 7.13 ～ 7.15
節、7.17 節、および 7.19 節をご覧ください。

・	 Log�c	Edge
 指定したビットが選択した極性 (High/Low) になる位置を検索します。

・	 Log�c	Edge	(Qual�f�ed)
 Qualification を満たしている間に、指定したロジック信号が選択した極性 (High/Low)

になる位置を検索します。

・	 Log�c	State
 各ビットのステータスの論理和 (AND)/ 論理積 (OR) が成立 / 不成立の位置を検索しま

す。

・	 Log�c	W�dth
 指定したビットのパルス幅が一定の条件を満たしている点を検索します。条件には、

次の 5 種類があります。

More than 指定した時間より長いパルスの終端を検索します。
Less than 指定した時間より短いパルスの終端を検索します。
Between 指定した時間 T1 より長く、T2 より短いパルスの終端を検索します。
Out of Range 指定した時間 T1 より短いか、T2 より長いパルスの終端を検索します。
Time Out パルス幅が指定した時間を超えた位置を検索します。

 パルス幅 (Width) に対して、さらに以下の 3 種類の条件が加わります。

Pulse 指定したビットのパルス幅と指定した時間との関係で検索します。
Pulse (Qualified) Qualification を満たしている間に、指定したビットのパルス幅と指定した時

間との関係で検索します。
State* 以下のどちらかの位置を検索します。

・ ステート条件の成立 / 不成立の時間が、指定した時間との関係を満たした
位置

・ 指定したロジック信号 ( クロックソース ) の極性が変化したタイミングで
ステート条件を確認し正規化 ( ステート条件が成立していれば H、不成立
であれば L) して、その正規化した条件の成立 / 不成立の時間が、指定し
た時間との関係を満たしていることが最初に確認できた位置

* グループごとのステート条件の設定の場合、グループ単位で各ビットの状態を次の中から選
択できます。

Don't care 対象にしない
True パターン成立
False パターン不成立
Greater/Equal 判定値以上
Less/Equal 判定値以下
Between 判定値 Data1 と Data2 の範囲内
Out of Range 判定値 Data1 より小さいか、Data2 より大きい

レベル
ロジック信号の極性を判定するときのレベルは、6.18 節で設定したスレショルドレベル
です。

検索点
検索点の位置は、トリガ点と同じ位置です。トリガ点については、7.13 ～ 7.15 節、7.17
節、および 7.19 節をご覧ください。

11.27　ロジック信号を検索する
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12.1	 ヒストリ波形を表示する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  HISTORYを押します。

 信号取り込み中に HISTORY を押すと、信号取り込みはストップします。

表示するヒストリ波形を設定する
2.  Start/Endのソフトキーを押して、ロータリノブの対象を Start または End にし

ます。

3.  ロータリノブで、表示するヒストリ波形の最初のレコード No. または最終レコー
ド No. を設定します。

     

表示モードを選択する
4.  H�story	Modeのソフトキーを押します。

5.  設定するヒストリ波形の表示モードのソフトキーを押します。

     
指定された1波形を表示
ハイライト表示以外のヒストリ波形をハーフトーン
で重ね描き表示
ヒストリ波形をデータの発生頻度によって輝度を変えて
重ね描き表示

ヒストリ波形をデータの発生頻度によって色を変えて
重ね描き表示

第 12章	 ヒストリ波形の表示／検索
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ハイライト波形を選択する
6.  #/Avgのソフトキーを押します。

7.  Select	#または Averageを選択して、ハイライト表示する波形に対応するソフト
キーを押します。
Select # を選択した場合はヒストリ番号を選択します。
Average を選択した場合は表示しているヒストリ波形の平均値がハイライト表示されます。

8.  操作 7 で、Select # を選択した場合は、Selectのソフトキーを押します。

9.  ロータリノブで、ハイライト表示する波形のレコード No. を入力します。

     

Select #のとき

ヒストリ波形を再生する
10.  Replayのソフトキーを押します。

11.  Downまたは Upのソフトキーを押して、表示スピードを切り替えます。

12.  ロータリノブで、再生する最初のヒストリ波形を選択します。波形番号はメニュー
上部に表示されます (Select#)。

 のソフトキーを押すと最も古いヒストリ波形が選択されます。
 のソフトキーを押すと最新のヒストリ波形が選択されます。

13.  	のソフトキーを押すと古い波形に向って再生をはじめます。
	のソフトキーを押すと最新の波形に向って再生をはじめます。
 のソフトキーを押すと再生を停止します。

14.  ESCを押して、ひとつ前のメニューに戻ります。

     

波形切り替え速度ダウン

波形切り替え速度アップ

一番古い波形に移動

過去の波形に向かって再生

新しい波形に向かって再生

最新の波形に移動

再生ストップ

Note
・ 再生中に または のソフトキーを押すと、最も古いヒストリ波形または最も新しいヒス

トリ波形にジャンプして再生を続けます。再生方向は、ジャンプする前と同じです。
・ 再生中に再生スピードを変えることもできます。
・ Average モードで取り込まれた信号の場合は、再生できません。

12.1　ヒストリ波形を表示する
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タイムスタンプ一覧を表示する
15.  Show	Mapのソフトキーを押します。

16.  ロータリノブ&	SETで、表示する波形を選択します。
ESCを押すと、一覧が消えます。

     

ヒストリメモリをクリアする
17.  SHIFT+HISTORY(HISTORY CLEAR) を押します。

信号取り込み中のときは、ただちにクリアします。信号取り込みをストップしているときは、
信号取り込みをスタートしたときにクリアします。

Note
信号取り込み中は、タイムスタンプ一覧の表示とヒストリメモリクリア以外は操作できません。

解　　説
表示モード
ONE 選択されたレコード No. の波形だけを表示します。
All Half tone ハイライト波形以外は中間色で表示して、選択されたすべての波形を重ね描きし

ます。
All Inten データの発生頻度を輝度で表現して、選択された全ての波形を重ね描きします。
All Color データの発生頻度を色を変えて表示し、選択されたすべての波形を重ね描きしま

す。

ハイライト波形
Select # 指定したヒストリ番号の波形
Average 平均値

表示波形
設定範囲は 0 ～－ ( 信号の取り込み回数－ 1) です。最新の波形をレコード No.0 として、
過去の波形を－ 1、－ 2、－ 3 のように番号 付けしています。表示したい波形の番号を
指定します。レコード長によって、保持できる波形数が異なります。
レコード長 波形数
2.5kW 2000
6.25kW 1000
12.5kW 500
25kW 250
62.5kW 120
125kW 60
250kW 30
625kW 10
1.25MW 5
2.5MW 2
6.25MW 1

* インタリーブ、高分解能モードの ON/OFF で、波形数は変わりません。

12.1　ヒストリ波形を表示する
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リプレイ
指定した波形から古い波形または新しい波形を順に表示していきます。

タイムスタンプの一覧
・ アクイジションメモリに取り込まれた波形データの番号と、トリガ時刻を一覧表示で

きます。
・ 一画面に 75 データ分の情報が表示されます。ロータリノブで表示するデータをスク

ロールできます。

ヒストリメモリのクリア
・ アクイジションメモリのすべての波形を消去します。
・ 1 度消去した波形を復元させることはできません。

・	 ヒストリメモリ機能設定時の注意
・ アベレージングモード、ロールモード、等価時間サンプリングモードのときは、

表示更新周期ごとに信号を取り込みます。
・ トリガモードが Single のときにアベレージングモードや等価時間サンプリング

モードで信号を取り込むと、1 つの波形を完成するまでに複数の信号を取り込みま
すが、ヒストリメモリに保存されるのは完成した波形だけです。

・ 波形の取り込みを停止したときは、それまでに完全に取り込まれた波形だけを表
示します。

・ トリガモードが Single 以外のときは、波形の取り込み条件を操作して波形の取り
込みをスタートすると、操作前のヒストリメモリに保持されたデータはクリアさ
れます。

 信号の取り込み条件の詳細は、4.7 節をご覧ください。

・	 ヒストリメモリ機能を使ってデータを呼び出すときの注意
・ ヒストリメモリのメニューを表示すると信号の取り込みがストップします。信号

の取り込み中は、ヒストリ波形を表示できません。
・ ヒストリメモリのメニューを表示しているときでも、信号の取り込みをスタート

できます。ただし、取り込み中はヒストリメモリの機能の設定を変えられません。
・ 最後のレコード (End) ≦ Select # ≦ 最初のレコード (Start) を保持するように、設

定が制限されます。
・ 指定したストレージメディアから測定データを読み込むと、それまでのヒストリ

波形は消去され、読み込んだ測定データは常にヒストリメモリのレコード No.0 の
場所に呼び出されます。複数の波形が保存されている測定データのファイルを読
み込んだときは、最新波形を 0 として順次、－ 1、－ 2 ････の順番に入ります。

・ 演算や波形パラメータの自動測定は、Select # で指定したレコード No. の波形に対
して行われます。取り込みを再開してヒストリメモリの内容を書きかえない限り、
古いデータの解析ができます。アベレージ表示 (Ave) の場合は、アベレージ波形に
対して解析します。

・ 電源を OFF にすると、ヒストリ波形は消失します。

12.1　ヒストリ波形を表示する
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12.2	 ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒス
トリサーチ )

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  HISTORYを押します。

検索論理を選択する
2.  Searchのソフトキーを押します。

3.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
4.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

5.  Selectのソフトキーを押します。

6.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。
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検索モードを設定する
7.  Mode	>	WAVEの順にソフトキーを押します。

検索モードを波形ゾーンにします。

     

検索対象ウインドウを選択する
8.  W�ndowのソフトキーを押します。

9.  Ma�n～ Zoom2から、検索するウインドウのソフトキーを押します。

     

検索対象波形を選択する
10.  Traceのソフトキーを押します。

11.  検索するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

12.2　ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒストリサーチ )
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検索ゾーンを新規作成する
12.  Ed�t	>	New	REF	Traceの順にソフトキーを押します。

13.  ゾーンの元となるトレースのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

14.  Whole/Partのソフトキーを押して、編集範囲を指定します。
・ 全体ゾーンを編集するときは Whole を選択し、操作 15 に進みます。
・ 部分ゾーンを編集するときは Part を選択し、操作 23 に進みます。

     

・	 全体ゾーンを編集する

15.  Upper/Lowerまたは Left/R�ghtのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向
を選択します。

16.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。

17.  操作 15 ～ 16 を繰り返して、ゾーンを編集します。

18.  Save	Zoneのソフトキーを押して、編集したゾーンの登録先の設定メニューを開
きます。

19.  #1～ #4から、ゾーンの登録先のソフトキーを押します。

20.  ESCを押して、前画面に戻ります。
部分ゾーンを編集するときは、 操作 22 に進みます。

21.  Qu�t	Ed�t	Modeのソフトキーを押して、編集モードから抜けます。
ゾーンの編集を終了するときは操作 36 へ進みます。

     
ESC

12.2　ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒストリサーチ )
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・	 部分ゾーンを編集する

22.  Whole/Partのソフトキーを押して、Part[ 部分 ] を選択します。

23.  Ed�t	Rangeのソフトキーを押して、右カーソルまたは左カーソルを選択します。

24.  ロータリノブで、部分ゾーンの右端または左端を設定します。

25.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向を選択します。

26.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。
ロータリノブを回すと、指定した範囲で波形ゾーンを作成できます。

27.  操作 22 ～ 26 を繰り返して、ゾーンを編集します。

28.  Save	Zoneのソフトキーを押して、編集したゾーンの登録先の設定メニューを開
きます。

29. 	 #1～ #4から、ゾーンの登録先のソフトキーを押します。

30.  ESCを押して、前画面に戻ります。

31.  Qu�t	Ed�t	Modeのソフトキーを押して、編集モードから抜けます。
ゾーンの編集を終了するときは操作 36 へ進みます。

ESC

・	 ゾーンを修正する

32.  以前に登録したゾーンを修正する場合は、Load	Zoneのソフトキーを押します。
現在使用しているゾーンを修正する場合は、操作 34 に進みます。

33.  #1～ #4から、修正するゾーンの登録元のソフトキーを押します。
操作 35 に進みます。

34.  Mod�fy	Zoneのソフトキーを押します。

35.  操作 15 ～操作 31 に従って、ゾーンを修正します。

36.  編集が終わったら、ESCを押します。

     
ESC

12.2　ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒストリサーチ )
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検索基準を選択する
37.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

・ IN または OUT を選択すると、画面にゾーンが表示され、操作 38 と 39 のときに 検索区
間を示すカーソルが表示されます。

・ X を選択すると、 検索区間を示すカーソルは表示されず、そのゾーンは検索の基準とし
て使用されません。

検索区間を設定する
38.  T�me	Rangeのソフトキーを押します。
39.  ロータリノブで、検索区間を設定します。

     

検索開始点
検索終了点

必要に応じて検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 5 ～ 39 を繰り返します。

40.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

検索を実行する / 停止する
41.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

42.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

12.2　ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒストリサーチ )
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検索をリセットする
43.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

解　　説
基準波形を元にゾーンを作成して、波形がそのゾーンに入っているかいないかで、波形
を検索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 の波形の中から選択します。

検索ゾーン
検索する範囲を設定します。

・ 上下方向の設定範囲：基本波形から± 8div
・ 左右方向の設定範囲：画面の中心から± 5div
検索条件番号 1 ～ 4 に登録された検索ゾーンで検索する対象波形は、入力信号波形 (CH1
～ CH4)、演算波形 (M1 ～ M4) の中から選択できます。画面には、Condition の設定で
有効になっているゾーンが表示されます。

検索区間
初期設定では、時間軸の表示枠の± 5div が検索範囲ですが、範囲を限定することができ
ます。検索区間に対する考え方は、カーソル測定におけるカーソル表示位置の設定範囲
に対する考え方と同様です。

検索基準
・ IN： 検索ゾーン内に入るヒストリ波形を検索します。
・ OUT：検索ゾーンから外れるヒストリ波形を検索します。
・ X：検索の対象にしません。

Note
Search のソフトキーを押すと表示されるソフトキーメニューの Search Quit (Zone Clear) ソフ
トキーを押すと、検索ゾーンがクリアされ、HISTORY キーのトップメニューに戻ります。

12.2　ヒストリ波形を波形ゾーンで検索する (Wave	ヒストリサーチ )
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12.3	 ヒストリ波形を方形ゾーンで検索する (RECT	ヒス
トリサーチ )

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1. HISTORYを押します。

検索論理を選択する
2.  Searchのソフトキーを押します。

3.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
4.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

5.  Selectのソフトキーを押します。

6.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。
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検索モードを設定する
7.  Mode	>	Rectの順にソフトキーを押します。

検索モードを方形ゾーンにします。

     

検索対象ウインドウを選択する
8.  W�ndowのソフトキーを押します。

9.  Ma�n～ XY2から、検索するウインドウのソフトキーを押します。

     

検索対象波形を選択する
10.  Traceのソフトキーを押します。

11.  検索するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

12.3　ヒストリ波形を方形ゾーンで検索する (RECT	ヒストリサーチ )
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検索基準を選択する
12.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

・ IN または OUT を選択すると、画面に方形ゾーンが表示されます。
・ X を選択すると、 方形ゾーンは表示されず、そのゾーンは検索の基準として使用されま

せん。

     

検索ゾーンを設定する
13.  Left/R�ghtまたは Upper/Lowerのソフトキーを押して、ゾーンを設定する方向

を選択します。

14.  ロータリノブで、ゾーンを作成します。

15.  操作 13 ～ 14 を繰り返して、ゾーンを編集します。

     

方形の上端
方形の下端

方形の左端
方形の右端

必要に応じて、検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 5 ～ 15 を繰り返します。

16.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

     

12.3　ヒストリ波形を方形ゾーンで検索する (RECT	ヒストリサーチ )



12-14 IM 701361-01

検索を実行する / 停止する
17.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

18.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

検索をリセットする
19.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

12.3　ヒストリ波形を方形ゾーンで検索する (RECT	ヒストリサーチ )
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解　　説
画面上に上下左右限値を設定して方形を作成し、波形がそのゾーンに入っているかいな
いかで、波形を検索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象ウインドウ
・ Main：通常波形を対象にします。
・ Zoom1：ズームボックス 1 の波形を対象にします。
・ Zoom2：ズームボックス 2 の波形を対象にします。
・ XY1：XY ウインドウ 1 の波形を 対象にします。
・ XY2：XY ウインドウ 2 の波形を対象にします。

検索対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 の波形の中から選択します。

検索ゾーン
検索する範囲を設定します。

・ 左右方向の設定範囲： 画面の中心から± 5div、設定分解能：0.01div
・ 上下方向の設定範囲：画面の中心から± 4div、設定分解能：0.01div
検索条件番号 1 ～ 4 に登録された検索ゾーンで検索する対象波形は、入力信号波形 (CH1
～ CH4)、演算波形 (M1 ～ M4) の中から選択できます。画面には、Condition の設定で
有効になっているゾーンが表示されます。

検索基準
・ IN：検索ゾーン内に入っているヒストリ波形を検索します。
・ OUT：検索ゾーンの外にあるヒストリ波形を検索します。
・ X：検索の対象にしません。

12.3　ヒストリ波形を方形ゾーンで検索する (RECT	ヒストリサーチ )
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12.4	 ヒストリ波形をポリゴンゾーンで検索する
(POLYGON	ヒストリサーチ )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

ポリゴン図形をロードする
ここでは、ポリゴン図形をロードする操作について、説明しています。

1.  FILEを押します。

2.  ポリゴン図形のファイルが保存されている PC カードまたは USB メモリなどの
ディレクトリを選択します。

3.  OPENのソフトキーを押します。

4.  対象のファイルを選択し、SETを押します。

5.  LOADのソフトキーを押します。

6.  Typeのソフトキーを押します。

7.  Zone	Polygonのソフトキーを押します。

8.  ロード先のゾーン番号のソフトキーを押します。

9.  Load	EXECのソフトキーを押します。
選択したファイルがロードされます。

SET
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10.  HISTORYを押します。

検索論理を選択する
11.  Searchのソフトキーを押します。
12.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
13.  Cond�t�onのソフトキーを押します。
14.  Selectのソフトキーを押します。
15.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。

     

検索モードを設定する
16.  Mode	>	Polygonの順にソフトキーを押します。

検索モードをポリゴンゾーンにします。

     

12.4　ヒストリ波形をポリゴンゾーンで検索する (POLYGON	ヒストリサーチ )
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検索対象ウインドウを選択する
17.  W�ndowのソフトキーを押します。

18.  Ma�n～ XY2から、検索するウインドウのソフトキーを押します。

     

検索対象波形を選択する
19.  Traceのソフトキーを押します。

20.  検索するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を設定するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。

     

検索基準を選択する
21.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

22.  ESCを押して、ヒストリサーチのメニューに戻ります。

     

必要に応じて、検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 14 ～ 22 を繰り返します。

23.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

12.4　ヒストリ波形をポリゴンゾーンで検索する (POLYGON	ヒストリサーチ )
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検索を実行する / 停止する
24.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

25.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

検索をリセットする
26.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

12.4　ヒストリ波形をポリゴンゾーンで検索する (POLYGON	ヒストリサーチ )
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解　　説
PC で作成したポリゴン図形をロードして、波形がポリゴン図形の範囲 ( ゾーン ) に入っ
ているかいないかで、波形を検索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象ウインドウ
・ Main：通常波形を対象にします。
・ Zoom1：ズームボックス 1 の波形を対象にします。
・ Zoom2：ズームボックス 2 の波形を対象にします。
・ XY1：XY ウインドウ 1 の波形を 対象にします。
・ XY2：XY ウインドウ 2 の波形を対象にします。

検索対象波形
CH1 ～ CH4、M1 ～ M4 の波形の中から選択します。

検索基準
・ IN：検索ゾーン内に入っているヒストリ波形を検索します。
・ OUT：検索ゾーンの外にあるヒストリ波形を検索します。
・ X：検索の対象にしません。

12.4　ヒストリ波形をポリゴンゾーンで検索する (POLYGON	ヒストリサーチ )
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12.5	 ヒストリ波形を波形パラメータで検索する
(MEASURE	ヒストリサーチ )

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  HISTORYを押します。

検索論理を選択する
2.  Searchのソフトキーを押します。

3.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
4.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

5.  Selectのソフトキーを押します。

6.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。
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検索モード / カテゴリを設定する
7.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

検索モードをパラメータにします。

8.  Category	>	Measureの順にソフトキーを押します。
カテゴリを波形パラメータにします。

     

検索対象を選択する
9.  Itemのソフトキーを押します。

10.  設定されている波形パラメータのモード (11.1 または 11.2 節参照 ) によって、メ
ニューが変わります。それぞれのメニューに合わせて、操作します。

・ モードが Basic、Continuous Statistics、または History Statistics で、Area1 または Area2
を選択したときは、操作 11 に進みます。

・ モードが Cycle Statistics で、Basic を選択したときは、操作 11 に進みます。
・ モードが Basic、Continuous Statistics、History Statistics、または Cycle Statistics で、

Calc を選択したときは、操作 13 に進みます。
・ モードが FlexRay Parameter のときは、ロータリノブ	&	SETでパラメータを選択して

から、操作 14 に進みます。

モードがBasic、Continuous Statistics、
またはHistory Statisticsのとき

モードが
Cycle Statisticsのとき

Statisticメニューは、モードが
Cycle Statistics、または
FlexRay ParameterでTypeが
BUSのときに表示されます。

Max、Min、Mean、σから統計処
理をする項目を選択します。

波形パラメータのモードによって、メニューが変わります。 モードがFlexRay Parameterのとき
11.1節で選択したテストタイプが
BUS/Receiver/Transmitterのとき、それぞ
れのタイプに応じたダイアログボックスが
表示されます。テストタイプSignal 
Integrity Votingには対応していません。

12.5　ヒストリ波形を波形パラメータで検索する (MEASURE	ヒストリサーチ )
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・	 信号 / 波形パラメータを選択する

11.  選択する信号のソフトキーを押します。
・ M1 ～ M4 を選択するときは、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから選択します。
・ Logic を選択するときは、Log�c	のソフトキー 押して表示されるメニューで、◄Log�c

のソフトキーを押します。このとき表示されるダイアログボックスで、ロータリノブ	
&	SETでロジック信号を選択してから、ESCを押します。

12.  ロータリノブ&	SETで、波形パラメータを選択します。
操作 14 に進みます。

     

ロータリノブ&SETで
ロジック信号を選択

・	 計算式を選択する

13.  ロータリノブ	&	SETで、計算式を Calc 1 ～ Calc 4 から選択します。
11.2 節で設定した計算式を選択します。

     

14.  ESCを押します。

検索する波形パラメータの上限値 / 下限値を設定する
15.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。
16.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

検索基準を選択する
17.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて、検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 5 ～ 17 を繰り返します。

18.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

12.5　ヒストリ波形を波形パラメータで検索する (MEASURE	ヒストリサーチ )
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検索を実行する / 停止する
19.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

20.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

検索をリセットする
21.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

解　　説
波形パラメータの自動測定値 (11.2 節参照 ) を使用して、設定した範囲に入っているか
入っていないかで、波形を検索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象のエリア / 計算式
・ Area1 または Area2：波形パラメータの値を検索対象にします。
・ Calc：11.2 節で設定した計算式で求められた値を検索対象にします。

12.5　ヒストリ波形を波形パラメータで検索する (MEASURE	ヒストリサーチ )
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測定項目
設定されている波形パラメータのモードによって、選択できる測定項目が変わります。

・ 波形パラメータのモードが FlexRay Parameter のとき
 11.1 節の解説をご覧ください。

・ 波形パラメータのモードが Basic、Continuous Statistics、History Statistics、または
Cycle Statistics のとき

 11.2 節の解説をご覧ください。

検索する波形パラメータの上限値 / 下限値
上限値 / 下限値の設定範囲：－ 1.0E ＋ 31 ～ 1.0E ＋ 31

検索基準
・ IN：波形パラメータの値が上限値 / 下限値内のヒストリ波形を検索します。
・ OUT：波形パラメータの値が上限値 / 下限値外のヒストリ波形を検索します。
・ X：検索の対象にしません。

Note
次の場合、操作 4(Condition のソフトキーを押す ) で表示されるソフトキーメニューに「Statistic」
が追加表示されます。また、操作 9 の Area/Calc のソフトキーは表示されません。

・ FlexRay の波形パラメータの測定で、テストタイプが BUS の場合 (11.1 節、PARAM > Mode 
= FlexRay Parameter > Type = BUS)

・ 波形パラメータの測定がサイクル統計処理の場合 (11.3 節、PARAM > Mode = Cycle 
Statistics)

Statistic のソフトキーを押して、統計処理をする項目を次の中から選択してください。
Max( 最大値 )、Min（最小値）、Mean（平均値）、σ（標準偏差）

12.5　ヒストリ波形を波形パラメータで検索する (MEASURE	ヒストリサーチ )
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12.6	 ヒストリ波形を FFT パラメータで検索する (FFT	
ヒストリサーチ )

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  HISTORYを押します。

検索論理を選択する
2.  Searchのソフトキーを押します。

3.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
4.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

5.  Selectのソフトキーを押します。

6.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。
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検索モード / カテゴリを設定する
7.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

検索モードをパラメータにします。

8.  Category	>	FFTの順にソフトキーを押します。
カテゴリを FFT パラメータにします。

     

検索対象の解析項目 / 計算式を選択する
・	 対象ウインドウを選択する

9.  W�ndowのソフトキーを押して、FFT1(Window1 の解析結果 ) または

 FFT2(Window2 の解析結果 ) を選択します。

     

・	 解析項目を選択する

10.  Itemのソフトキーを押します。

11.  Bas�cまたは Calcから、対象項目のソフトキーを押します。
・ Basic を選択したときは、操作 12 に進みます。
・ Calc を選択したときは、操作 13 に進みます。

12.  ロータリノブ	&	SETで、解析項目を選択します。
操作 14 に進みます。

     

12.6　ヒストリ波形を FFT パラメータで検索する (FFT	ヒストリサーチ )
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・	 計算式を選択する

13.  ロータリノブ	&	SETで、計算式を選択します。

     

14.  ESCを押します。

検索する FFT パラメータの上限値 / 下限値を設定する
15.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

16.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

検索基準を選択する
17.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

18.  ESCを押して、ヒストリサーチのメニューに戻ります。

     

必要に応じて、検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 5 ～ 18 を繰り返します。

19.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

12.6　ヒストリ波形を FFT パラメータで検索する (FFT	ヒストリサーチ )
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検索を実行する / 停止する
20.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

21.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

検索をリセットする
22.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

12.6　ヒストリ波形を FFT パラメータで検索する (FFT	ヒストリサーチ )
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解　　説
FFT の解析結果 (11.15 節参照 ) を使用して、設定した範囲に入っているかいないかで、
波形を検索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象の解析項目 / 計算式
・	 対象ウインドウ
 検索するウインドウを、解析画面の FFT1(WINDOW 1 の FFT) または FFT2(WINDOW 2

の FFT) から選択します。
・	 解析項目
 検索に使用する解析項目を選択します。

・ Basic：FFT の解析結果 (Peak) を検索対象にします。
・ Calc：11.15 節で設定した計算式で求められた値を検索対象にします。

検索する FFT パラメータの上限値 / 下限値
上限値 / 下限値の設定範囲：－ 1.0E ＋ 31 ～ 1.0E ＋ 31

検索基準
IN：FFT パラメータの値が上限値 / 下限値内のヒストリ波形を検索します。
OUT：FFT パラメータの値が上限値 / 下限値外のヒストリ波形を検索します。
X：検索の対象にしません。

12.6　ヒストリ波形を FFT パラメータで検索する (FFT	ヒストリサーチ )
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12.7	 ヒストリ波形を XY 波形のパラメータで検索する
(XY	ヒストリサーチ )

操　　作

  CURSOR

PARAM

WINDOW 1

WINDOW 2

SETUP

ACCUM

ZOOM 1

ZOOM 2
DISP 2 HISTORY  CLEAR

DISP 1
MAGINTENSITY

SETUP

HELP

HISTORY

MEASURE

FORM

ZOOM

EYE DIAGRAM

SEARCHDECODE
ANALYSIS

DISPLAYSERIAL
BUS

1.  HISTORYを押します。

検索論理を選択する
2.  Searchのソフトキーを押します。

3.  Log�cのソフトキーを押して、AND または OR を選択します。

     

検索条件番号を選択する
4.  Cond�t�onのソフトキーを押します。

5.  Selectのソフトキーを押します。

6.  検索条件を設定する条件番号のソフトキーを押します。
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検索モード / カテゴリを設定する
7.  Mode	>	Parameterの順にソフトキーを押します。

検索モードをパラメータにします。

8.  Category	>	XYの順にソフトキーを押します。
カテゴリを XY 波形のパラメータにします。

     

検索対象ウインドウを選択する
9.  W�ndowのソフトキーを押して、XY1(Window1 の XY) または XY2(Window2 の

XY) を選択します。

     

検索する XY 波形パラメータの上限値 / 下限値を設定する
10.  Upper/Lowerのソフトキーを押して、範囲を設定する項目を選択します。

11.  ロータリノブで、上限値と下限値を設定します。

     

12.7　ヒストリ波形を XY波形のパラメータで検索する (XY	ヒストリサーチ )
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検索基準を選択する
12.  Cond�t�onのソフトキーを押して、IN、OUT、X から選択します。

     

必要に応じて、検索条件番号 1 ～ 4 に対して、操作 5 ～ 12 を繰り返します。

13.  ESCを押して、検索実行メニューに戻ります。

検索を実行する / 停止する
14.  Search	Execのソフトキーを押します。検索が開始されます。

Search	Execのソフトキーが Search	Abortのソフトキーに変わります。

15.  Search	Abortのソフトキーを押します。検索を停止します。

     

検索をリセットする
16.  Search	Resetのソフトキーを押します。検索条件がすべてリセットされます。

     

12.7　ヒストリ波形を XY波形のパラメータで検索する (XY	ヒストリサーチ )
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解　　説
XY 波形の面積計算値を使用して、設定した範囲に入っているかいないかで、波形を検
索します。

検索論理
・ AND：検索条件番号 1 ～ 4 の条件が、すべて成立しているヒストリ波形を検索
・ OR：検索条件番号 1 ～ 4 の条件のうち、どれかが成立しているヒストリ波形を検索

検索条件の番号
検索条件を設定する検索条件番号を選択します。1 ～ 4 番の検索条件をそれぞれ設定で
きます。

検索対象ウインドウ
検索するウインドウを、解析画面の XY1(WINDOW 1 の XY) または XY2(WINDOW 2 の
XY) から選択します。

検索する FFT パラメータの上限値 / 下限値
上限値 / 下限値の設定範囲：－ 1.0E ＋ 31 ～ 1.0E ＋ 31

検索基準
IN：XY 波形の面積が上限値 / 下限値内のヒストリ波形を検索します。
OUT：XY 波形の面積がが上限値 / 下限値外のヒストリ波形を検索します。
X：検索の対象にしません。

12.7　ヒストリ波形を XY波形のパラメータで検索する (XY	ヒストリサーチ )
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13.1	 内蔵プリンタ ( オプション ) にロール紙を取り付
ける

プリンタ用ロール紙
当社専用のロール紙を使います。これ以外の紙は使用しないでください。初めてお使い
になるときは、付属品のものを使用してください。ロール紙がなくなったときは、お買
い求め先か、当社支社・支店・営業所までご注文ください。

部品番号： B9850NX
仕様： 感熱紙、30m
販売単位： 5 巻

ロール紙の取り扱い
このロール紙は、熱化学反応で発色する感熱紙です。次の点にご注意ください。

保存上の注意
使用する感熱紙は、70℃くらいから徐々に発色します。未使用、記録済みを問わず、熱・
湿気・光・薬品などの影響を受けますので、次の点に注意する必要があります。

・ 乾燥した冷暗所に保管してください。
・ 開封後は、できるだけ早くお使いください。
・ 可塑剤を含んだプラスチックフィルム ( 塩化ビニル製フィルム、セロテープなど ) を

長期間接触させると、可塑剤の影響で記録部が退色します。たとえば、ホルダーに入
れて保存するときは、ポリプロピレン製のホルダーをご使用ください。

・ 記録紙を糊付けするときは、アルコール、エーテルなどの有機溶剤の入った糊は使用
しないでください。発色の原因になります。

・ 長期にわたって保存する場合は、コピーをとることをおすすめします。感熱紙の性質
上、記録部が退色する可能性があります。

使用上の注意
・ ロール紙は、当社が供給する純正品を必ずご使用ください。
・ 汗ばんだ手で触れると、指紋が付いたり記録がぼけることがあります。
・ 表面を固いもので強くこすると、摩擦熱で発色することがあります。
・ 薬品・油などが接触すると、発色したり記録が消えることがあります。

第 13章	 画面イメージの印刷
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ロール紙を取り付ける
1.  ロック解除レバーを「OPEN」の矢印の方向に押しながら、プリンタカバーの左

側にある取っ手を持ち上げ、プリンタカバーを開きます。

    

プリンタカバー取っ手

ロック解除レバー

2.  手前右側にあるリリースアームを、「MAN FEED」の位置に移動します。ロール紙
の内側 ( つるつるしていない方 ) が上になるようにしてロール紙を持ち、ロール
紙収納スペースの左側にある可動ホルダーを左側に押しながら、芯を右側のホル
ダーにセットし、可動ホルダーを離します。

    

リリースアーム可動ホルダー

3.  ローラと黒色のガイドの隙間にロール紙の先端を均一に挿入し、ローラの上側か
らロール紙の先端が 10cm くらい出るまで、紙送りノブを奥に回します。

    
MAN FEED 紙送りノブを回す

ロール紙

リリースアーム

ガイドローラ

13.1　内蔵プリンタ ( オプション ) にロール紙を取り付ける
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4.  リリースアームを「FREE」の位置に移動して、ロール紙のたわみやゆがみを調
整してから、リリースアームを「HOLD」位置に移動します。「FREE」や「MAN 
FEED」位置にあるままでは、プリンタ出力実行時にエラーメッセージが表示され、
プリントできません

    

FREE

HOLD

5.  プリンタカバーを奥から手前に倒し、カバーを閉じます。そのとき、ロール紙の
先端がプリンタカバーの紙挿出口から出るようにします。カバーを閉じるときは、
カチッと音がするまで、しっかり押してください

    

Note
プリンタカバーを閉じるときは、必ずリリースアームを HOLD の位置にしてください。

13.1　内蔵プリンタ ( オプション ) にロール紙を取り付ける
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13.2	 内蔵プリンタ ( オプション ) で印刷する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SHIFT+PRINT(MENU) を押します。

プリンタを選択する
2.  Copy	toのソフトキーを押します。

3.  Bu�lt-�n	Pr�nterのソフトキーを押します。

     

出力形式を設定する
4.  H�gh	Resoのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

印刷を実行する
5.  PRINTを押します。

内蔵プリンタに画面イメージが印刷されます。
印刷を中止する場合は、印刷中に再度、PRINT を押します。

印刷実行中は、画面左下に が表示されます。

解　　説
出力形式
High Reso の設定によって、以下のドット数で印刷します。
ON：  2048 × 768 でモノクロ印刷
OFF： 1024 × 768(XGA サイズ ) でモノクロ印刷
High Reso の ON/OFF によって印刷サイズは変わりません。ON にすると横方向の解像
度が 2 倍になります。
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13.3	 USB プリンタで印刷する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  本機器と USB プリンタを、USB ケーブルで接続します。

プリンタを選択する
2.  SHIFT+PRINT(MENU) を押します。

3.  Copy	toのソフトキーを押します。

4.  USB	Pr�nterのソフトキーを押します。

    

接続されているプリンタを設定する
5.  Pr�nterのソフトキーを押します。

6.  接続されているプリンタのソフトキーを押します。

カラーを設定する
7.  Colorのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

印刷を実行する
8.  PRINTを押します。

USB プリンタに画面イメージが印刷されます。
印刷を中止する場合は、印刷中に再度、PRINT を押します。

印刷実行中は、画面左下に が表示されます。
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解　　説
USB インタフェースを使って USB プリンタに画面イメージを印刷できます。

USB 周辺機器接続端子
本機器に USB プリンタを接続する場合は、USB ケーブルを使って USB 周辺機器接続端
子に接続します。USB 周辺機器接続端子は、2 ポートあります。

  

ポート1

1 2 3 4

ポート2

ピン番号 信号名
1 VBUS： ＋ 5V
2 D － ： － Data
3 D ＋ ： ＋ Data
4 GND： グランド

使用可能なプリンタ
USB Printer Class Ver.1.0 準拠の USB プリンタが使用可能です。

Note
・ 使用可能なプリンタ以外は、接続しないでください。
・ 動作が確認されている USB プリンタについては、お買い求め先か、当社 CS センターにお

問い合わせください。

接続方法
本機器に USB プリンタを接続するときは、下記のように USB ケーブルで直接接続して
ください。本機器の電源スイッチの ON/OFF にかかわらず、USB ケーブルは脱着可能で
す ( ホットプラグ対応 )。USB ケーブルのタイプ A コネクタを本機器に、タイプ B コネ
クタをプリンタに接続します。電源スイッチが ON のときには、接続後、プリンタを認
識して使用可能になります。

  USB接続

USBプリンタ

SB5000

Note
・ プリンタを接続するときは、ハブを介さずに直接接続してください。
・ 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリン

タ、USB ストレージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・ 周辺機器接続用 USB コネクタにプリンタを複数台接続しないでください。
・ プリンタ出力中に、プリンタ電源を OFF にしたり、USB ケーブルを抜いたりすることは、

絶対にしないでください。
・ 本機器の電源投入後からキー操作が可能になるまでの間 ( 約 20 ～ 30 秒 ) は、USB ケーブ

ルを抜き差ししないでください。

13.3　USB プリンタで印刷する
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カラー
次の中から選択します。
ON： 画面と同じイメージでカラー印刷します。( ただし背景色なし、グリッドなどは

黒で印刷されます。)
OFF： 内蔵プリンタで印刷したときと同じイメージで印刷します。

USB プリンタで印刷するときの注意
・ プリンタによっては正しく印刷されない場合があります。動作が確認されている USB

プリンタをご使用ください。
・ PC に接続されている USB プリンタでの印刷もできます。14.9 節で、画面イメージデー

タをストレージメディアに保存して、そのデータを PC で読み込み、印刷します。

Note
本機器側では、USB プリンタの用紙切れ / プリンタエラーを認識できないことがあります。エ
ラーが発生した場合は、再度、PRINT を押して印刷を停止してください。

13.3　USB プリンタで印刷する
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13.4	 ネットワークプリンタで印刷する ( オプション )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  本機器をネットワークに接続します。詳細は、16.1 節をご覧ください。

プリンタを選択する
2.  SHIFT+PRINT(MENU) を押します。

3.  Copy	toのソフトキーを押します。

4.  Network	Pr�nterのソフトキーを押します。

    

接続されているプリンタを設定する
5.  Pr�nterのソフトキーを押します。

6.  接続しているプリンタに対応するソフトキーを押します。

カラーを設定する ( カラープリンタの場合 )
7.  Colorのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

印刷を実行する
8.  PRINTを押します。

ネットワークプリンタに画面イメージが印刷されます。
印刷を中止する場合は、印刷中に再度、PRINT を押します。

印刷実行中は、画面左下に が表示されます。

解　　説
イーサネットオプション (/C8 または /C10) が装着されている場合に有効です。
ネットワークプリンタで画面イメージを印刷できます。

ネットワークプリンタへの接続
16.8 節に従って、あらかじめネットワークプリンタを設定しておく必要があります。

使用可能なプリンタ
以下のプリンタに接続できます。
 HP Inkjet プリンタ
 HP Laser プリンタ ( モノクロ )
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14.1	 フラッシュ ATA メモリカードについて

使用可能な PC カード
本機器では、フラッシュ ATA カード (PC カード TYPE II) とコンパクトフラッシュ ( PC カー
ド TYPE II 用アダプタを使用 ) をご使用いただけます。また、一部のフラッシュ ATA カー
ド型の HDD カードも使用できます。
詳細は、お買い求め先か、当社 CS センター・支社・支店・営業所にお問い合わせください。

Note
PC カードを PC( パーソナルコンピュータ ) で使用する場合は、PC カードに対応した PC をお
使いください。また、PC の機種によっては、上記 PC カードが正常に動作しない場合がありま
す。あらかじめご確認ください。

PC カードの挿入方法
PC カードの表面が上になるように PC カードドライブに挿入します。
PC カードドライブは本機器のフロントパネルとリアパネルにあります。

PC カードの取り出し方法
PC カードにアクセスしていないことを確認してから、PC カードドライブ脇の PC カー
ド取り出しボタンを押します。

  

イジェクトボタン

おもて面

	 注　　意
● PC カードを頻繁に抜き差し (1 秒以内に抜き差し ) すると本機器が故障する恐れ

があります。
● PC カードへのアクセス中に PC カードを取り出すと、PC カード上のデータが壊

れる恐れがあります。

PC カードの一般的な取り扱い上の注意
PC カードの一般的な取り扱い上の注意は、ご使用の PC カードに添付されている取扱説
明書に従ってください。

第 14章	 データの保存／読み込み
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14.2	 USB ポートに USB ストレージメディアを接続す
る

本機器の USB ポートに USB ストレージメディアを接続するときは、下記のように USB
ケーブルで直接接続してください。本機器の電源スイッチの ON/OFF に関わらず、USB
ケーブルはいつでも抜き差し可能です ( ホットプラグ対応 )。USB ケーブルのタイプ A
コネクタを本機器に、タイプ B コネクタをキーボードに接続します。電源スイッチが
ON のときには、接続後に USB ストレージを認識して使用可能になります。

  USBストレージメディア

USBケーブル

SB5000

Note
・ USB ストレージメディアを接続するときは、USB ハブを介さずに直接接続してください。
・ 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリン

タ、USB ストレージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・ 複数の USB 機器を連続的に抜き差ししないでください。抜き差しするときは、10 秒以上間

隔を空けてください。
・ 本機器の電源投入後からキー操作が可能になるまでに間 ( 約 20 ～ 30 秒 ) は、USB ケーブ

ルを抜き差ししないでください。
・ USB Mass  Storage Class Ver1.1 に対応した USB ストレージを使用できます。
・ 本機器で扱えるストレージメディアの数は、PC カードと USB ストレージメディアを合わせ

て最大 4 つまでです。メディアがパーティションで仕切られているときは、個々のパーティ
ションを別のメディアとして扱うため、パーティション数を含めて最大 4 つまでです。

接続されている USB ストレージメディアの確認
 FILEを押します。使用できるメディアが表示されます。
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14.3	 ネットワークドライブに接続する

ネットワークドライブに本機器を接続して、設定データ / 測定データ / 解析データ / 画
面イメージデータなどを保存したり、データを読み出すことができます。
ネットワークドライブへの接続方法については、16.3 節をご覧ください。
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14.4	 設定データを保存する / 読み込む

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

設定データを保存する
1. FILEを押します。

保存先のメディア / ディレクトリを選択する
2.  ロータリノブで、保存先のメディアを選択します。

3.  Openのソフトキーを押して、メディアを確定します。
メディア内のディレクトリに保存する場合は、上記操作と同様にディレクトリを選択し、
Openのソフトキーを押して、ディレクトリを確定します。
File List ウインドウの左上の Path=...... に、選択したメディア / ディレクトリが表示されます。
UP のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻ります。
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データタイプを選択する
4.  Save	>	Data	Type	>	Setupの順にソフトキーを押します。

データタイプを設定データにします。

     

ファイル名を設定する
5.  Auto	Nameのソフトキーを押します。

6.  OFF～ Dateから、選択するオートネーミング機能のソフトキーを押します。
Date を選択すると、保存した日付がファイル名になります。Numbering を選択した場合は、
設定したファイル名のあとに通し番号が自動的につけられます。
Date を選択した場合は、操作 10 へ進みます。

7.  F�le	Nameのソフトキーを押します。

8.  4.2 節の操作に従って、ファイル名を入力します。

9.  Enterを押します。入力したファイル名が確定します。

10.  ESCを押します。

14.4　設定データを保存する /読み込む
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コメントを設定する
11.  Commentのソフトキーを押します。

12.  4.2 節の操作に従って、コメントを 160 文字以内で入力し、Enter を押します。

13.  ESCを押して、前画面に戻ります。

     

保存を実行する
14.  Save	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリへの保存が実行されます。同時に Save EXEC ソフト
キーの名称が、Save Abort に変わります。
保存実行中は、画面左下にメディアアクセスのアイコンが表示されます。

保存を中止する
15.  Save	Abortのソフトキーを押します。

保存が中止されます。同時に Save Abort ソフトキーの名称が、Save EXEC に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
 ファイルリストに表示されるファイル形式を指定できます。必要に応じて設定してく

ださい。

16.  File List ダイアログボックスを表示している画面で、D�splay	F�lterのソフトキー
を押します。

17.  表示したいファイルタイプの拡張子を選択し、対応するソフトキーを押します。
自分でファイルタイプを指定する場合は、User	Defのソフトキーを押します。

18.  F�lterのソフトキーを押します。

19.  4.2 節の操作に従って、ファイルタイプを入力し、Enter を押します。

Use Defを選択した場合

14.4　設定データを保存する /読み込む
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設定データを読み込む
1. FILEを押します。

2.  Up、Openのソフトキーとロータリノブでロードするファイルを選択します。

3.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

4.  Loadのソフトキーを押します。

     

SET

読み込みを実行する
5.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。

読み込みを中止する
6.  Load	Abortのソフトキーを押します。

読み込みが中止されます。同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

14.4　設定データを保存する /読み込む
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解　　説
保存対象の設定情報
保存時の設定情報を保存できます。ただし、日付・時刻、通信の設定情報は保存されま
せん。

保存に必要なバイト数
約 64K バイト

ストレージメディアとディレクトリ
保存 / 読み込み可能なメディアが File List ウインドウに表示されます。

	 ストレージメディアの表示例
 [Storage Card]： PC カード
 [HD]：  内蔵ハードディスク ( オプション )
 [Network]：  ネットークドライブ ( イーサネットインタフェースオプション時 )
 [Flash Mem]：  内部メモリ
 [USB Storage]： USB ストレージ

ファイル名
ファイル名 / ディレクトリ名として使用できる文字数は、入力した文字の先頭から 64
文字までです。ただし、次の条件に従います。

・ 使用できる文字の種類は、画面上に表示されるキーボードの文字のうち、0 ～ 9、A ～ Z、 
a ～ z、_、－、=、(、)、{、}、[、]、#、$、%、&、~、!、`、@ です。

* @ は、連続して 2 つ以上入力できません。
・ MS-DOS の制限により次の文字列は使用できません ( 完全一致の場合、使用不可）。
 AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、LPT1、LPT2、LPT3、LPT4、LPT5、LPT6、LPT7、

LPT8、LPT9、COM1、COM2、COM3、COM4、COM5、COM6、COM7、COM8、
COM9

・ フルパス名 ( ルートディレクトリからの絶対パス名 ) が 260 文字以内となるようにし
てください。260 文字を超えると、ファイル操作 ( 保存、コピー、ファイル名変更、ディ
レクトリ作成など）実行時にエラーになります。

 フルパス名： 操作対象がディレクトリのときは、ディレクトリ名までを指します。
      操作対象がファイルのときは、ファイル名までを指します。

・ 画面上に表示されるキーボードの入力欄に表示される文字列の長さは 36 文字までで
す。

ファイル名のオートネーミング機能を使用すると、さらに次の条件が加わります。
・ オートネーミングで Numbering( 通し番号）を選択した場合は、ファイル名として入

力した文字の先頭から 5 文字に、通し番号 3 文字を付加した、8 文字のファイル名に
なります。

・ オートネーミングで Date( 日付 / 時刻）を選択した場合は、ファイル名として入力し
た文字は使用されません。Date の情報だけのファイル名になります。

14.4　設定データを保存する /読み込む
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オートネーミング機能
次の 3 種類の中から選びます。
OFF： File Name で指定した名前が付けられます。
Numbering： 自動的に 000 ～ 999 までの 3 桁の番号が付いたファイルとして保存され

ます。その番号の前に共通名 ( 最大 5 文字、File Name で指定 ) を付けら
れます。

Date： 日付と時刻を元に、下図に示すように 8 文字 (0 ～ 9、A ～ Z の 36 進数 )
のファイル名が付けられます。(File Name で指定したファイル名は無視さ
れます。)

       

年 月 日 時

100ms単位の時刻
0ms=0000、100ms=0001、…、59分59秒900ms=0RRZ

0時=0、…、9時=9、10時=A、…、23時=N
1日=1、…、10日=A、…、31日=V

1月=1、…、10月=A、11月=B、12月=C
2000年=0、…、2010年=A、…、2035年=Z

コメント
160 文字までのコメントを付加して保存できます。コメントは付けなくてもかまいませ
ん。すべての文字 ( スペース含む ) を使用できます。

データを保存するときの注意
ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つ
のディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイル
リストには、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ
/ ファイルが表示されるかは、特定できません。

設定データの拡張子
拡張子「.set」が、自動的に付きます。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
表示するファイルの種類を指定できます。

＊ .set： 設定情報 (Setup) ファイルだけを表示します。
＊ .wdf： 波形ファイル (ACQ Memory) だけを表示します。
＊ .csv： csv ファイルだけを表示します。
＊ .bmp： ビットマップ・ファイルだけを表示します。
User Def： 任意に設定した内容のファイルを表示します。
 「＊」または「？」のワイルドカード文字も使えます。
＊ . ＊： メディア / ディレクトリ内のすべてのファイルを表示します。

Note
・ 保存 / 読み込み中に Abort キー以外のキーを押すと、エラーになります。
・ データ取り込み中は、保存 / 読み込みできません。
・ PC などで、拡張子を違うものに変更すると、読み込みできなくなります。
・ 「Path」欄に表示できる文字列の長さは 36 文字までです。
・ ファイルに保存されている設定情報を読み込むと、各キーの設定情報が、読み込まれた設

定情報に変わり、元に戻せません。読み込みをする前に、現状の設定情報を保存してから、
ファイルに保存されている設定情報を読み込まれることをおすすめします。

・ 日付・時刻、通信、メニュー言語、メッセージ言語、USB キーボードの言語の設定情報は
保存されません。したがって、ファイルに保存されている設定情報を読み込んでも、これ
らの設定情報は変わりません。

・ 設定データファイルを読み込んだとき、シリアルバスの共通設定項目への反映の方法が、
ファームウエアバージョン 4.20 以降の製品から変わりました。詳細については、5.2 節を
ご覧ください。

14.4　設定データを保存する /読み込む
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14.5	 測定データを保存する / 読み込む

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

測定データを保存する
1. FILEを押します。

保存先のメディア / ディレクトリを選択する
2.  ロータリノブで、保存先のメディアを選択します。

3.  Openのソフトキーを押して、メディアを確定します。
メディア内のディレクトリに保存する場合は、上記操作と同様にディレクトリを選択し、
Openのソフトキーを押して、ディレクトリを確定します。
File List ウインドウの左上の Path=...... に、選択したメディア / ディレクトリが表示されます。
UP のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻ります。
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データタイプを選択する
4.  Save	>	Data	Typeの順にソフトキーを押します。

5.  ACQ	Memory、ASCII、または Floatから、選択するデータタイプのソフトキーを
押します。

Note
ACQ Memoy は保存 / 読み込み可能、ASCII および Float は保存だけ可能です。

     

保存する波形を選択する
6.  Sourceのソフトキーを押します。

7.  保存するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を指定する場合は、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから指定します。
操作 5 で、ACQ Memory または ASCII を選択したときだけ、LOGIC が表示されます。

     

ヒストリ波形を選択する
8.  H�storyのソフトキーを押して、ヒストリメモリのデータ全てを保存 (ALL) するか、

表示されている 1 波形だけを保存 (ONE) するかを選択します。

     

14.5　測定データを保存する /読み込む
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操作 5 で ASCII を選択したときは、操作 9 に進みます。それ以外は操作 13 に進みます。

保存の範囲と、圧縮して保存 / 間引いて保存を選択する
	 ( 操作 5で、ASCII を選択したとき )

9.  Compress�on	&	Range	のソフトキーを押します。

10.  Ma�n、Z1、または Z2から、保存する波形のソフトキーを押します。

11.  データを圧縮して保存するときは、P-Pのソフトキーを押します。データを間引
いて保存するときは、Dec�mのソフトキーを押します。
操作 7 で LOGIC を選択したときだけ、Decim の代わりに「State」が表示されます。この
State を選択すると、ステートデータ (14-15 ページ参照 ) が保存されます。

12.  ESCを押して、前画面に戻ります。

 操作 15 に進みます。

圧縮して保存 / 間引いて保存を選択する
	 ( 操作 5で、ASCII を選択していないとき )

13.  Compress�onのソフトキーを押します。

14.  データを圧縮して保存するときは、P-Pのソフトキーを押します。データを間引
いて保存するときは、Dec�mのソフトキーを押します。
操作 7 で LOGIC を選択したときだけ、Decim は表示されません。

15.  ロータリノブで、圧縮後または間引き後のレコード長を設定します。設定したレ
コード長になるようにデータを圧縮または間引いて保存します。

     

ESC

操作7で、LOGICを選択したときだけ、
Decimの代わりにStateが表示されま
す。

操作7で、LOGICを選択したときだけ、
Decimは表示されません。

操作5で、ASCIIを選択したとき

操作5で、ASCIIを選択していないとき

14.5　測定データを保存する /読み込む
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ファイル名 / コメントを設定する
16.  14.4 節の操作 5 ～ 13 に従って、ファイル名 / コメントを設定します。

保存を実行する
17.  Save	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリへの保存が実行されます。同時に Save EXEC ソフト
キーの名称が、Save Abort に変わります。
保存実行中は、画面左下にファイルアクセスのアイコン表示されます .

保存を中止する
18.  Save	Abortのソフトキーを押します。

保存が中止されます。同時に Save Abort ソフトキーの名称が、Save EXEC に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
19.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

測定データを読み込む
1. FILEを押します。

2.  Up、Openのソフトキーとロータリノブでロードするファイルを選択します。

3.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

4.  Loadのソフトキーを押します。

     

SET

読み込み先を選択する
5.  測定データを読み込むリファレンス波形番号またはアクイジションメモリ (ACQ 

Memory) を選択します。
・ リファレンス波形番号を選択した場合は、測定データはリファレンス波形として読み込

まれます。
・ LOGIC または ALL で保存したデータを読み込むときは、ACQ Memory を選択してくださ

い。

読み込みを実行する
6.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。

読み込みの中止
7.  Load	Abortのソフトキーを押します。

読み込みが中止されます。同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

14.5　測定データを保存する /読み込む
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解　　説
データタイプ
・	 ACQ	Memory

・ アクイジションメモリに取り込まれたサンプリングデータが、バイナリ形式で保
存されます。

・ 保存したデータを本機器に読み込んで、波形を表示したり数値データを求めるこ
とができます。

・ 当社のアプリケーションソフトウエア Xviewer を使って、パーソナルコンピュー
タでの波形解析ができます。詳細はお買い求め先にお問い合わせください。体験
版が当社 Web ページに掲載されています。

・ 拡張子は .wdf です。

・	 ASCII
・ アクイジションメモリに取り込まれたサンプリングデータが、設定レンジで単位

換算された ASCII 形式で保存されます。パーソナルコンピュータで波形を解析する
ときに使用できます。

・ 本機器に読み込むことはできません。
・ 拡張子は .csv です。

・	 Float
・ アクイジションメモリに取り込まれたサンプリングデータが、設定レンジで単位

換算された 32 ビットの IEEE のフローティング形式で保存されます。パーソナルコ
ンピュータで波形を解析するときに使用できます。

・ データの並びは、リトルエンディアン ( インテル形式 ) です。
・ 本機器に読み込むことはできません。
・ 拡張子は .fld です。

データサイズ
レコード長 125k ワード、CH1 ～ CH4、LOGIC の測定データを保存、ヒストリ波形 1 の
条件で次のようになります。
データタイプ 拡張子 データサイズ ( バイト )
ACQ Memory .wdf 約 1.5 ～ 2M((125k ワード＋ 12) × 4 チャネル×ヒストリ波形数× 2

＋ 150K+LOGIC のデータサイズ *)
*   ステート (6.17 節参照 )OFF のとき (125k ワード＋ 12) × 2、ステー

ト ON のとき (125k ワード＋ 12) × 4
ASCII .csv 15 ～ 20M
Float .fld 約 2M(((125k ワード＋ 12) × 4) ×ヒストリ波形数× 4)

保存対象の波形
・ すべての波形か、CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、LOGIC のうち、選択した表示波形を保存

できます。ただし、LOGIC は ACQ Memory または ASCII のデータタイプのときだけ
保存可能です。

・ 保存される波形の垂直軸、水平軸、トリガの設定情報も保存されます。
・ ヒストリメモリ機能で取り込んだ波形は、ヒストリデータのすべてを保存するか、現

在表示されている 1 波形だけを保存するかを選択できます。ヒストリメモリのデータ
を検索した結果だけを保存することもできます。ヒストリメモリのデータ検索につい
ては、12 章をご覧ください。

・ すべての波形を選択した場合、CH1 ～ CH4、M1 ～ M4、LOGIC のうち表示されてい
る波形を保存します。ただし、インタリーブモードのときは、CH2 または CH4 をソー
スにした演算波形は保存できません。

14.5　測定データを保存する /読み込む
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データを間引いて保存 (Decim)
データを間引いて保存します。
データを間引いて保存したデータは、本機器に読み込むときに、アクイジションメモリ
には読み込めません。
LOGIC の測定データには対応していません。保存する波形の選択で「ALL」を選択して
いるときは、LOGIC の測定データは P-P 圧縮されます。

データを圧縮して保存 (P-P)
測定データを P-P 圧縮して保存するか、圧縮しないで保存するかの選択ができます。
圧縮して保存したデータは、本機器に読み込むときに、アクイジションメモリには読み
込めません。

圧縮サイズ
以下から圧縮サイズを選択します。
2.5k、6.25k、12.5k、62.5k、125k、250k、625k、1.25M、2.5M、6.25M
レコード長と圧縮サイズが同じときは、圧縮しないで保存します。

ロジック信号のステートデータ
保存対象がロジック信号で、データタイプを ASCII にした場合、指定したクロック信号
の変化点 ( エッジ ) で捕捉したロジック信号の状態を、データとして保存します。

   

A0
B0
B1

例　クロック：A0、データ：B0と B1、極性：
1 0 2 1 3 保存され

るデータ

ストレージメディアとディレクトリ
保存 / 読み込み可能なメディアが File List ウインドウに表示されます。

	 ストレージメディアの表示例
 14.4 節の解説「ストレージメディアの表示例」と同じです。

ファイル名 / コメント
14.4 節の解説「ファイル名」「コメント」と同じです。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

Note
・ 保存 / 読み込み中に Abort キー以外のキーを押すと、エラーになります。
 測定データを読み込んだ場合、アキュムレートの設定は、常に OFF になります。

・ PC などで、保存したデータの拡張子を違うものに変更すると、読み込みできなくなります。
・ ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つの

ディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリスト
には、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイル
が表示されるかは、特定できません。

14.5　測定データを保存する /読み込む
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複数レコードを保存する場合のデータ形式
ヒストリメモリなど、複数レコードを保存する場合、次のデータ形式で保存します。

ASCII形式：レコード間にCR＋LFが入ります。
<ヘッダ>
CH1の測定データ1-1、 CH2の測定データ1-1、 CH3の測定データ1-1、･････、 [CR＋LF]
CH1の測定データ1-2、 CH2の測定データ1-2、 CH3の測定データ1-2、･････、 [CR＋LF]

CH1の測定データ1-m、 CH2の測定データ1-m、 CH3の測定データ1-m、･････、 [CR＋LF]
[CR＋LF]
CH1の測定データ2-1、 CH2の測定データ2-1、 CH3の測定データ2-1、･････、 [CR＋LF]
CH1の測定データ2-2、 CH2の測定データ2-2、 CH3の測定データ2-2、･････、 [CR＋LF]

CH1の測定データ2-n、 CH2の測定データ2-n、 CH3の測定データ2-n、･････、 [CR＋LF]
[CR＋LF]

レコード1

レコード2

Float形式：チャネルごとにまとめて保存されます。

CH1のレコード1の測定データ
CH1のレコード2の測定データ

CH1のレコードNの測定データ
CH2のレコード1の測定データ
CH2のレコード2の測定データ

CH2のレコードNの測定データ

測定データの読み込み
ストレージメディアや内部メモリに、保存した測定データを読み込んで、表示すること
ができます。読み込み先はリファレンス波形かアクイジションメモリです。Source を
ALL または LOGIC で保存したデータは、リファレンス波形として読み込むことはできま
せん。また、圧縮して保存したデータは、アクイジションメモリに読み込むことはでき
ません。
アクイジションメモリに読み込まれたデータは、波形の取り込みを開始すると上書きさ
れます。

14.5　測定データを保存する /読み込む



14-17IM 701361-01

デ
ー
タ
の
保
存
／
読
み
込
み

付

索

14.6	 アキュムレート / スナップショット波形を保存す
る / 読み込む

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

波形を保存する
1.  FILEを押します。

保存先のメディア / ディレクトリを選択する
2.  ロータリノブで、保存先のメディアを選択します。

3.  Openのソフトキーを押して、メディアを確定します。
メディア内のディレクトリに保存する場合は、上記操作と同様にディレクトリを選択し、
Openのソフトキーを押して、ディレクトリを確定します。
File List ウインドウの左上の Path=...... に、選択したメディア / ディレクトリが表示されます。
UP のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻ります。
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データタイプを選択する
4.  Save	>	Data	Type	>	D�sp	Memoryの順にソフトキーを押します。

データタイプを表示波形にします。

     

保存する波形を選択する
5.  Sourceのソフトキーを押します。

6.  保存するチャネルのソフトキーを押します。
M1 ～ M4 を指定する場合は、M1-M4のソフトキーを押して切り替えてから指定します。
XY 表示の波形を保存する場合は、XY1-XY2のソフトキーを押し切り替えてから指定しま
す。
ALL のときだけロジック信号も保存されます。

     

14.6　アキュムレート /スナップショット波形を保存する /読み込む
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ファイル名 / コメントを設定する
7.  14.4 節の操作 5 ～ 13 に従って、ファイル名 / コメントを設定します。

保存を実行する
8.  Save	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリへの保存が実行されます。同時に Save EXEC ソフト
キーの名称が、Save Abort に変わります。
保存実行中は、画面左下にファイルアクセスのアイコン表示されます .

保存を中止する
9.  Save	Abortのソフトキーを押します。

保存が中止されます。同時に Save Abort ソフトキーの名称が、Save EXEC に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
10.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

波形を読み込む
1.  FILEを押します。

2.  Up、Openのソフトキーとロータリノブでロードするファイルを選択します。

3.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

4.  Loadのソフトキーを押します。

     

SET

読み込みを実行する
5.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。
画面にロードした波形が白く表示されます。

読み込みを中止する
6.  Load	Abortのソフトキーを押します。

読み込みが中止されます。同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

波形をアンロードする
7.  ロードした波形をアンロードする場合は、フロントパネルの SHIFT+FORM	

(ACCUM) を押して、Load/Unloadのソフトキー押します。

 表示されたメニューの Unloadのソフトキーを押します。画面から波形が消えま
す。

14.6　アキュムレート /スナップショット波形を保存する /読み込む
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解　　説
ストレージメディアとディレクトリ
保存 / 読み込み可能なメディアが File List ウインドウに表示されます。

	 ストレージメディアの表示例
 14.4 節の解説「ストレージメディアの表示例」と同じです。

ファイル名 / コメント
14.4 節の解説「ファイル名」「コメント」と同じです。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

Note
・ 保存 / 読み込み中に Abort キー以外のキーを押すと、エラーになります。
・ 測定データを読み込んだ場合、アキュムレートの設定は、常に OFF になります。
・ PC などで、保存したデータの拡張子を違うものに変更すると、読み込みできなくなります。
・ ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つの

ディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリスト
には、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイル
が表示されるかは、特定できません。

14.6　アキュムレート /スナップショット波形を保存する /読み込む
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14.7	 波形ゾーン / ポリゴンゾーン / マスクパターンを
保存する / 読み込む

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

ゾーンを保存する
1.  FILEを押します。

保存先のメディア / ディレクトリを選択する
2.  ロータリノブで、保存先のメディアを選択します。

3.  Openのソフトキーを押して、メディアを確定します。
メディア内のディレクトリに保存する場合は、上記操作と同様にディレクトリを選択し、
Openのソフトキーを押して、ディレクトリを確定します。
File List ウインドウの左上の Path=...... に、選択したメディア / ディレクトリが表示されます。
UP のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻ります。
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データタイプを設定する
4.  Save	>	Data	Type	>	Next	1/2	>	Zone	Waveの順にソフトキーを押します。

データタイプをゾーンにします。

     

保存するゾーンを選択する
5.  Zoneのソフトキーを押します。

6.  保存するゾーン番号のソフトキーを押して、保存するゾーンを選択します。

     

ファイル名 / コメントを設定する
7.  14.4 節の操作 5 ～ 13 に従って、ファイル名 / コメントを設定します。

保存を実行する
8.  Save	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリへの保存が実行されます。同時に Save EXEC ソフト
キーの名称が、Save Abort に変わります。
保存実行中は、画面左下にファイルアクセスのアイコン表示されます .

保存を中止する
9.  Save	Abortのソフトキーを押します。

保存が中止されます。同時に Save Abort ソフトキーの名称が、Save EXEC に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
10.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

14.7　波形ゾーン /ポリゴンゾーン /マスクパターンを保存する /読み込む
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波形ゾーンを読み込む
1.  FILEを押します。

2.  Up、Openのソフトキーとロータリノブでロードするファイルを選択します。

3.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

4.  Loadのソフトキーを押します。

     

SET

読み込み先を選択する
5.  読み込むゾーン番号のソフトキーを押します。

読み込みを実行する
6.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。

読み込みを中止する
7.  Load	Abortのソフトキーを押します。

読み込みが中止されます。同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

ポリゴンゾーン、マスクパターンを読み込む
1.  上記の「波形ゾーンを読み込む」と同様にロードするファイルを選択します。

2.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

3.  Loadのソフトキーを押します。

     

SET

14.7　波形ゾーン /ポリゴンゾーン /マスクパターンを保存する /読み込む
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データの種類を選択する
4.  Typeのソフトキーを押します。

5.  Zone	PolygonまたはMaskから、選択するデータの種類のソフトキーを押します。

6.  操作 5 で Zone Polygon を選択した場合は、ゾーン番号を選択します。

     

Maskの場合Zone Polygonの場合

読み込みを実行する
7.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。

読み込みを中止する
8.  Load	Abortのソフトキーを押します。読み込みが中止されます。

同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

解　　説
GO/NO-GO 判定やヒストリ波形の検索、ズーム＆サーチで使う波形ゾーンを保存、読み
込むことができます。波形ゾーンは Zone1 ～ Zone4 に保存されます。

保存可能なゾーン
波形ゾーン

読み込み可能なゾーン
波形ゾーン、ポリゴンゾーン、またはマスクパターン

データの拡張子
波形ゾーン：.ZWF
マスクパターンまたはポリゴンゾーン：.MSK

Note
保存中に Abort キー以外のキーを押すと、エラーになります。

14.7　波形ゾーン /ポリゴンゾーン /マスクパターンを保存する /読み込む
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14.8	 SBL ファイルを読み込む

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  FILEを押します。

2.  Up、Openのソフトキーとロータリノブでロードするファイルを選択します。
拡張子 .sbl のファイルを選択します。

3.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

4.  Loadのソフトキーを押します。

読み込みを実行する
5.  Load	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリから、選択したファイルの読み込みが実行されます。
同時に Load EXEC ソフトキーの名称が、Load Abort に変わります。

     

SET

読み込みを中止する
6.  Load	Abortのソフトキーを押します。読み込みが中止されます。

同時に Load Abort ソフトキーの名称が、Load EXEC に変わります。

解　　説
ロジック信号のパターンを、シンボル名に置き換えて表示するための定義ファイル (.sbl)*
を読み込むことができます。

* .sbl ファイルは、CANdb ファイル (.dbc) を、当社のフリーソフト「Symbol Editor」で変換 /
編集した物理値 / シンボル定義ファイルです。 フリーソフト Symbol Editor は、当社の Web
ページ (http://www.yokogawa.co.jp/tm/) から入手できます。 

 CANdb ファイル (.dbc) は、Vector Informatik 社の CANdb または CANdb++ で作成したシグ
ナル定義データベースファイルです。
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14.9	 画面イメージデータを保存する

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SHIFT+PRINT(MENU) を押します。

2.  Copy	to	>	F�leの順にソフトキーを押します。

     

データ形式を選択する
3.  Formatのソフトキーを押します。

4.  BMP～ JPEGから、選択するデータ形式のソフトキーを押します。
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カラーモードを選択する
5.  Colorのソフトキーを押します。

6.  Monochrome～Gray	Scaleから、選択するカラーモードのソフトキーを押します。

     

保存先を選択する
7.  F�le	Pathのソフトキーを押します。

8.  保存するメディアやディレクトリをロータリノブで選択し、Openのソフトキー
を押します。
Up のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻れます。

9.  ESCを押します。

     

ファイル名を設定する
10.  14.4 節の操作 5 ～ 10 に従って、ファイル名を設定します。

保存を実行する
11.  保存したい画面が表示されているときに、PRINTを押します。

指定した保存先に、画面イメージデータが保存されます。

14.9　画面イメージデータを保存する
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解　　説
指定したストレージメディアに、画面イメージデータを保存できます。
ストレージメディアは、PC カード、外部の USB デバイス、内蔵ハードディスク ( オプショ
ン )、ネットワークドライブ ( イーサネットインタフェースオプション時 ) から選択でき
ます。ネットワークドライブへの保存についての詳細は、16.3 節をご覧ください。

データ形式と拡張子
次の形式のデータを、指定したストレージメディアに保存できます。自動的につけられ
る拡張子と、データサイズ ( 参考値 ) を次に示します。
データ形式 拡張子 データサイズ *1

BMP .bmp 約 100K バイト ( 約 1.6M バイト )*2

PNG .png 約 11K バイト ( 約 52K バイト )*2

JPG .jpg 約 255K バイト *3

*1：Monochrome のとき
*2：(　) 内のファイルサイズは True Color のとき
*3：JPG 形式で保存すると、すべてほぼ同じデータサイズになります。

カラーモード
カラーモードの選択ができます。
True Color カラー 65536 色で出力されます。
True Color(Reverse) 画面の背景はカラー出力しません。
Gray Scale 濃淡 32 段階で出力されます。
Monochrome  白黒で出力されます。JPG 形式のときは、このモードを選択できません。

保存先
保存可能なストレージメディアが、File List ウィンドウに表示されます。

ストレージメディアの表示例
14.4 節の解説「ストレージメディアの表示例」と同じです。

ファイル名
14.4 節の解説「ファイル名」と同じです。

Note
ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つのディ
レクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリストには、
2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイルが表示さ
れるかは、特定できません。

14.9　画面イメージデータを保存する
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14.10	解析結果を保存する

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  FILEを押します。

保存先のメディア / ディレクトリの選択
2.  ロータリノブで、保存先のメディアを選択します。

3.  Openのソフトキーを押して、メディアを確定します。
メディア内のディレクトリに保存する場合は、上記操作と同様にディレクトリを選択し、
Openのソフトキーを押して、ディレクトリを確定します。
File List ウインドウの左上の Path=...... に、選択したメディア / ディレクトリが表示されます。
UP のソフトキーを押すと、一つ上のディレクトリに戻ります。
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データタイプを選択する
4.  Save	>	Data	Type	>	Next	1/2の順にソフトキーを押します。

5.  Wave	Parameter、Accum	H�stogram、または FFTから、選択するデータタイプ
のソフトキーを押します。

・ Harmonics は電源解析機能 ( オプション ) の高調波の演算結果を保存するときに選択し
ます。オプションマニュアル IM 701310-61 をご覧ください。

・ Serial Bus は FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、および SPI のシリアルバスの解析結果を
保存するときに選択します。11.7 節をご覧ください。

オプションマニュアルIM 701310-61
をご覧ください。

11.7節をご覧ください。

ファイル名を設定する
6.  14.4 節の操作 5 ～ 10 に従って、ファイル名を設定します。

保存を実行する
7.  Save	EXECのソフトキーを押します。

Path ＝ ...... に表示されたディレクトリへの保存が実行されます。同時に Save EXEC ソフト
キーの名称が、Save Abort に変わります。
保存実行中は、画面左下にファイルアクセスのアイコン表示されます .

保存を中止する
8.  Save	Abortのソフトキーを押します。

保存が中止されます。同時に Save Abort ソフトキーの名称が、Save EXEC に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
9.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

14.10　解析結果を保存する
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解　　説
指定したストレージメディアに、解析結果を CSV 形式で保存します。拡張子は .csv です。
CSV 形式のデータは、カンマで区切られたテキストベースのファイルです。表計算やデー
タベースのアプリケーション間でデータ変換するための共通データ形式の 1 つです。
ストレージメディアは、PC カード、USB 接続デバイス、ネットワークドライブ ( イーサ
ネットインタフェースオプション時 ) から選択できます。

データタイプ
次の 3 つのデータタイプから選択します。
Wave Parameter： 波形パラメータの自動測定で指定したアイテムの測定結果を保存

します。(11.2 節、11.3 節参照 )
Accum Histogram： 指定領域の頻度分布をヒストグラム化した結果を保存します。

(11.17 節参照 )
FFT： FFT 解析の結果を保存します。(11.15 節参照 )

Wave	Parameter
保存を実行した時点からさかのぼって、最大 (100000/ON にしているアイテム数 ) 回分
のデータを保存します。

・	 データサイズ
 データサイズ ( バイト ) ＝測定項目数× 15 ×ヒストリ波形数

・	 出力例
Analysis Type WaveParameter
Model Name SB5000
Model Version *.**
 Rms(C1) Mean(C1) Sdev(C1) ITY(C1) CRms(C1) CMean(C1) CSdev(C1) Dly(C1) Calc1(A2)
 V V V Vs V V V s
:Max 7.12E-01 5.05E-03 7.12E-01 5.05E-05 7.12E-01 5.33E-03 7.12E-01 1.13E-03 1.13E+00
:Min 7.10E-01 -4.44E-03 7.10E-01 -4.44E-05 7.10E-01 -4.46E-03 7.10E-01 -8.99E-04 1.08E+00

:Mean 7.11E-01 1.07E-03 7.11E-01 1.07E-05 7.11E-01 1.05E-03 7.11E-01 3.44E-04 1.10E+00
:Sigma 2.47E-04 2.04E-03 2.48E-04 2.04E-05 3.42E-04 2.11E-03 3.42E-04 9.68E-04 8.23E-03
:Cnt 134 134 134 134 134 134 134 134 134

7021 7.11E-01 2.29E-03 7.11E-01 2.29E-05 7.12E-01 2.33E-03 7.12E-01 1.11E-03 1.10E+00
7031 7.11E-01 1.43E-03 7.11E-01 1.43E-05 7.11E-01 1.41E-03 7.11E-01 1.11E-03 1.11E+00
7040 7.11E-01 3.51E-03 7.11E-01 3.51E-05 7.11E-01 3.01E-03 7.11E-01 1.11E-03 1.10E+00
7050 7.11E-01 1.73E-03 7.11E-01 1.73E-05 7.12E-01 1.86E-03 7.12E-01 1.11E-03 1.11E+00
7059 7.11E-01 1.80E-03 7.11E-01 1.80E-05 7.11E-01 1.99E-03 7.11E-01 -8.86E-04 1.11E+00
7069 7.11E-01 1.15E-03 7.11E-01 1.15E-05 7.11E-01 1.13E-03 7.11E-01 1.11E-03 1.10E+00
7078 7.11E-01 1.45E-04 7.11E-01 1.45E-06 7.11E-01 -1.77E-04 7.11E-01 -8.82E-04 1.12E+00
7088 7.11E-01 2.98E-03 7.11E-01 2.98E-05 7.11E-01 3.18E-03 7.11E-01 1.11E-03 1.10E+00
7098 7.11E-01 3.27E-03 7.11E-01 3.27E-05 7.10E-01 3.69E-03 7.10E-01 -8.92E-04 1.09E+00
7107 7.11E-01 3.12E-03 7.11E-01 3.12E-05 7.11E-01 2.92E-03 7.11E-01 -8.83E-04 1.12E+00

14.10　解析結果を保存する
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Accum	Histogram
Holyzontal モードの時は最大 640 個、Vertical モード時は 800 個分のデータを保存します。

・	 データサイズ
 データサイズ ( バイト ) ＝解析数× 15

・	 出力例
Analysis Type AccumHistogram
Model Name SB5000
Model Version *.**
 8
150
 9
154
 6
154
 8
156
 9
153

FFT
最大 250K 点分のデータを保存します。

・	 データサイズ
 データサイズ ( バイト ) ＝データ点数× 15

・	 出力例
Analysis Type FFT
Model Name SB5000
Model Version *.**
 -3.10E+01
 -5.43E+01
 -4.16E+01
 -6.69E+01
 -4.80E+01
 -5.26E+01
 -6.39E+01
 -5.11E+01
 -5.17E+01
 -5.87E+01

保存対象
Ana1、Ana2 から選択します。

ファイル名
14.4 節の解説「ファイル名」と同じです。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

14.10　解析結果を保存する
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14.11	ファイルの属性を変更する / ファイルを消去する

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1. FILEを押します。

ファイルを選択する
2.  14.4 節の操作 2、3 に従って、メディア / ディレクトリを選択します。

3.  ロータリノブで、ファイルを選択します。
全てのファイルを選択するときは Select All のソフトキーを押します。選択を解除するとき
は RESET を押してください。



14-34 IM 701361-01

ファイルの属性を変更する
4.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。

ファイル操作に関するメニューが表示されます。

5.  Protectのソフトキーを押します。

     SET

リストの Attr. の項目が RW( 読み出し / 書き込みが可能 ) または RA( 書き込み不可 ) に変わ
ります。
Protect ソフトキーの名称が、Abort に変わります。

属性変更を中止する
6.  Abortのソフトキーを押します。

属性変更が中止されます。同時に Abort ソフトキーの名称が、Protect に変わります。

ファイルを削除する
7.  Deleteのソフトキーを押します。

確認のメッセージが表示されます。

8.  ロータリノブで OK または Cancel を選択して、SETを押します。
OK を選択するとファイルが削除されます。
Delete ソフトキーの名称が、Abort に変わります。

     

ファイル削除を中止する
9.  Abortのソフトキーを押します。

ファイル削除が中止されます。同時に Abort ソフトキーの名称が、Delete に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
10.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

14.11　ファイルの属性を変更する /ファイルを消去する
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解　　説
メディアとディレクトリ
保存 / 読み込み可能なメディアが File List ダイアログボックスに表示されます。

	 ストレージメディアの表示例
 14.4 節の解説「ストレージメディアの表示例」と同じです。

ファイル属性の変更 (Net	Drive は除く )
ファイルごとにファイルの属性を、次の中から選択できます。

・	 RW
 読み出し / 書き込みが可能です。

・	 RA
 読み出しが可能です。書き込みはできません。消去もできません。

消去するファイル
反転表示している、すべてのファイルを消去できます。消去するファイルを選択する方
法として、次の 2 つの方法があります。

・	 ファイルを 1つずつ選択：Set
 Set のソフトキーを押して、ファイルを１つずつ選択します。

・	 ファイルを一括して選択：Select	All
 Select All のソフトキーで、一括してファイルを選択します。
 ファイルまたはディレクトリを選択して Select All のソフトキーを押すと、選択した

ファイルまたはディレクトリが含まれているディレクトリ内のすべてのファイルと
ディレクトリが選択できます。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

Note
・ 消去されたデータは回復できません。消去するファイルを間違えないようにしてください。
・ 複数ファイルを消去実行中にエラーが発生したときは、エラー発生後のファイルは消去さ

れません。
・ ディレクトリの属性は、変更できません。

14.11　ファイルの属性を変更する /ファイルを消去する
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14.12	ファイルをコピーする / 移動する

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  FILEを押します。

ファイルを選択する
2.  14.4 節の操作 2、3 に従って、メディア / ディレクトリを選択します。

3.  ロータリノブで、ファイルを選択します。
全てのファイルを選択するときは Select All のソフトキーを押します。
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4.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

     

SET

ファイルのコピー / 移動先を設定する
5.  Copy/Moveのソフトキーを押します。

6.  操作 2 と同様にメディア / ディレクトリを選択します。
ファイルリストを最新の情報にするには Updateのソフトキーを押します。

ファイルをコピー / 移動する
7.  CopyまたはMoveのソフトキーを押します。

操作 3 で選択したファイルがコピーまたは移動します。
Copy または Move のソフトキーの名称が Abort に変わります。

ファイルのコピー / 移動を中止する
8.	 Abortのソフトキーを押します。

ファイルのコピー / 移動を中止します。同時に Abort ソフトキーの名称が、Copy または
Move に変わります。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
9.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

14.12　ファイルをコピーする /移動する
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解　　説
コピー / 移動対象のファイル
反転表示しているファイルをコピーまたは移動できます。コピー / 移動するファイルを
選択する方法として、次の 2 つの方法があります。

・	 ファイルを 1つずつ選択
 Set のソフトキーを押して、ファイルを１つずつ選択します。

・	 ファイルを一括して選択
 Select All のソフトキーで、一括してファイルを選択します。
 ファイルまたはディレクトリを選択して Select All のソフトキーを押すと、選択した

ファイルまたはディレクトリが含まれているディレクトリ内のすべてのファイルと
ディレクトリが選択できます。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

Note
・ 複数ファイルのコピー / 移動実行中にエラーが発生したときは、エラー発生後のファイル

はコピー / 移動されません。
・ コピー / 移動先に同一名のファイルがあるときは、コピー / 移動はできません。
・ コピー / 移動実行直後にコピー / 移動先のディレクトリを変更して、同一ファイルをコピー

/ 移動することはできません。コピーしたいファイルを選択し直してから、コピーをしてく
ださい。

・ ファイルリストに表示されるディレクトリ数 / ファイル数は、合計 2500 までです。1 つの
ディレクトリ内のディレクトリ数とファイル数の合計が 2500 を超えると、ファイルリスト
には、2500 個のディレクトリ / ファイルが表示されますが、どのディレクトリ / ファイル
が表示されるかは、特定できません。

14.12　ファイルをコピーする /移動する
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14.13	ストレージメディアのディレクトリ名 / ファイル
名を変更する / ディレクトリを作成する

	 注　　意
アクセスインジケータが点滅中は、メディア ( ディスク ) を取り出したり、電源を
OFF にしないでください。メディアが損傷したり、メディア上のデータが壊れる
恐れがあります。

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

ストレージメディアのディレクトリ名 / ファイル名を変える
1.  FILEを押します。

メディア / ディレクトリを選択する
2.  14.4 節の操作 2、3 に従って、メディア / ディレクトリ、対象ファイルを選択します。

記憶メディアのディレクトリ名 / ファイル名を変更する (Net	Drive は除く )
3.  ロータリノブで、ディレクトリ名 / ファイル名を選択します。

4.  Selectのソフトキーを押すか、SETを押します。
ファイル操作に関するメニューが表示されます。

5.  Renameのソフトキーを押します。
キーボードが表示され、キーボードの入力欄に選択したディレクトリ名 / ファイル名が表
示されます。

6.  4.2 節の操作に従って、ディレクトリ名 / ファイル名を入力します。

SET
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ディレクトリを作る
1. FILEを押します。

メディア / ディレクトリの選択
2.  14.4 節の操作 2、3 に従って、メディア / ディレクトリを選択します。

ディレクトリの作成
3.  Openのソフトキーを押します。

ディレクトリは開いているメディア / ディレクトリの下に作られます。

4.  New	D�rのソフトキーを押します。
キーボードが表示されます。

5.  4.2 節の操作に従って、ディレクトリ名を入力します。

     

File	List ダイアログボックスに表示するファイルを指定する
6.  14.4 節の操作 16 ～ 19 に従って、表示するファイルを指定します。

14.13　ストレージメディアのディレクトリ名 /ファイル名を変更する /ディレクトリを作成する
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解　　説
メディアとディレクトリ
保存 / 読み込み可能なメディアが File List ダイアログボックスに表示されます。

	 ストレージメディアの表示例
 14.4 節の解説「ストレージメディアの表示例」と同じです。

ストレージメディアのディレクトリ名 / ファイル名の変更
ファイル名 / ディレクトリ名として使用できる文字数は、入力した文字の先頭から 64
文字までです。ただし、次の条件に従います。

・ 使用できる文字の種類は、画面上に表示されるキーボードの文字のうち、0 ～ 9、A ～ Z、 
a ～ z、_、－、=、(、)、{、}、[、]、#、$、%、&、~、!、`、@ です。

* @ は、連続して 2 つ以上入力できません。
• MS-DOS の制限により次の文字列は使用できません ( 完全一致の場合、使用不可）。
 AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、LPT1、LPT2、LPT3、LPT4、LPT5、LPT6、LPT7、

LPT8、LPT9、COM1、COM2、COM3、COM4、COM5、COM6、COM7、COM8、
COM9

• フルパス名 ( ルートディレクトリからの絶対パス名 ) が 260 文字以内となるようにし
てください。260 文字を超えると、ファイル操作 ( 保存、コピー、ファイル名変更、

　ディレクトリ作成など）実行時にエラーになります。
　フルパス名： 操作対象がディレクトリのときは、ディレクトリ名までを指します。
　   操作対象がファイルのときは、ファイル名までを指します。
• 画面上に表示されるキーボードの入力欄に表示される文字列の長さは 36 文字までで

す。

ディレクトリの作成
メディア内にディレクトリを新しく作成できます。ディレクトリを新しく作成するとき
のディレクトリ名の付け方は、上記をご覧ください。

File	List ダイアログボックスに表示するファイルの指定
14.4 節の解説「File List ダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じです。

Note
・ ディレクトリの属性は、変更できません。
・ 同一ディレクトリ内に同一名のファイルがあるときは、ファイル名の変更はできません。
・ 同一ディレクトリ内に同一名のディレクトリがあるときは、ディレクトリの作成はできま

せん。
・ 本機器で認識できるメディア数は、最大 26 です。

14.13　ストレージメディアのディレクトリ名 /ファイル名を変更する /ディレクトリを作成する
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14.14	USB ポートを使って PC と接続する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Next	1/2	>	USB	Funct�on	の順にソフトキーを押します。

3.  TMC	&	Mass～Mass	Storageから、選択する通信機能のソフトキーを押します。

4.  設定を有効にするために本機器を再起動します。
本機器の電源スイッチを OFF にしてから、10 秒以上待ったあとに ON にしてください。
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解　　説
USB ポートを使って本機器と PC を接続し、PC から本機器をコントロールできます。

USB 通信機能
・	 TMC

・ USB TMC(Test and Measurement Class) を使用して、PC と通信ができます。
・ USB TMC の機能を使用するには、当社の USB TMC 用ドライバを PC にインストー

ルする必要があります。
・ 当社以外の USB TMC 用ドライバ ( またはソフトウエア ) は、使用しないでください。

・	 Mass	Storage
・ PC から本機器を USB Mass Storage として機能させます。
・ USB TMC 用ドライバを PC にインストールする必要はありません。

・	 TMC	&	Mass	Storage
・ USB TMC と USB Mass Storage の両方で通信ができます。
・ USB TMC の機能を使用するには、前記の TMC を選択したときと同じように当社の

USB TMC 用ドライバを PC にインストールする必要があります。
・ 当社以外の USB TMC 用ドライバ ( またはソフトウエア ) は、使用しないでください。

Note
・ 当社の USB TMC 用ドライバの入手方法については、お買い求め先にお問い合わせいただく

か、下記の当社 Web サイトから USB ドライバ提供ページにアクセスし、USB TMC 用ドラ
イバをダウンロードしてください。
 http://www.yokogawa.co.jp/tm/F-SOFT/

・ TMC、Mass Storage、および TMC & Mass Storage の設定を有効にするには、本機器を再起
動する必要があります。本機器の電源スイッチを OFF にしてから、10 秒以上待ったあとに
ON にしてください。

・ リモートコントロール ( 通信コマンドを使ってのコントロール ) のポートとして USB ポー
トを使用する場合は、TMC または TMC & Mass Storage の設定を有効にしてください。リモー
トコントロールのポートを選択する操作については、本機器の通信インタフェースユーザー
ズマニュアル IM701361-17 をご覧ください。

・ Mass Storage または TMC & Mass Storage の設定が有効な状態で、本機器と PC を接続して
いるときは、本機器でのキー操作ではファイル操作ができません。通信コマンドでのファ
イル制御もできません。PC からの接続を切り離すか、TMC の設定を有効にしてから、本機
器と PC を接続してください。

14.14　USB ポートを使って PCと接続する
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第 15章	 リファレンス波形の表示

15.1	 リファレンス波形の表示を ON/OFF する

操　　作

  

表示を ON にする
1.  M1～M4のどれかを押して、設定する波形を選択します。キーが点灯して波形

が表示されます。

2.  Selectのソフトキーを押して、REF を選択します。

     

表示を OFF にする
1.  M1～M4から、表示を OFF する波形のキーを押します。

2.  D�splayのソフトキーを押して、OFF を選択します。

解　　説
入力チャネルのヒストリ波形、演算波形、内部メモリに保存した波形を、１～ 4 のリファ
レンス波形として表示できます。
表示したリファレンス波形のデータを使って、演算することもできます。
リファレンス波形を ON にすると、リファレンス番号に対応する番号の演算波形は表示
できません。

リファレンス波形は、本機器の電源を OFF にしても、内部メモリにバックアップされま
す。次に電源を投入すると、再表示されます。バックアップされたデータをすべて削除
する場合、Reset キーを押しながら、電源を ON にしてください。

Note
・ ヒストリ波形は、最新波形だけがバックアップされます。
・ レコード長が 125kW を超える波形はバックアップされません。
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15.2	 保存したデータをリファレンス波形として表示す
る

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Loadのソフトキーを押します。

3.  ロードする波形に対応するソフトキーを押します。

     

ヒストリモードを選択する
4.  H�story	Modeのソフトキーを押します

5.  以下のどれかのソフトキーを押します。
ONE：次の手順で選択したハイライト波形だけを表示
All Half Tone：ハイライト波形以外を中間色で表示
All Inten：データの発生頻度を輝度で表示
All Color：データの発生頻度を色で表示
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ハイライト波形を選択する
6.  操作 5. で ONE または All Halftone を選択した場合、ハイライト波形を選択します。
・	#/Avgのソフトキーを押して、Select#( ヒストリ番号 ) または Average( 平均値 ) のどち

らかを選択します。
・ ヒストリ番号でハイライト波形を選択する場合、ロータリノブでヒストリ番号を選択し

ます。

     

15.2　保存したデータをリファレンス波形として表示する
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15.3	 波形を反転 ( インバート ) 表示する

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Invertのソフトキーを押します。
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15.4	 データを保存する

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Saveのソフトキーを押します。

4.  内部メモリ #1～ #4のどれかのソフトキーを押します。
選択した内部メモリにリファレンス波形が保存されます。

     

Note
1.25MW を超える波形を保存するときは、1.25MW に P-P 圧縮して保存します。
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15.5	 スケール値、ラベルを表示する

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

スケール値を表示する
3.  Scale	Valueのソフトキーを押して、ＯＮまたは OFF を選択します。

     

ラベルの表示
4.  Labelのソフトキーを押します

5.  Labelのソフトキーを押して、ＯＮまたは OFF を選択します。

6.  Def�ne	Labelのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。

7.  4.2 節の操作に従って、ラベルの内容を入力します。
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15.6	 ヒストリ波形を自動的に表示する

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Replayのソフトキーを押します。ヒストリ波形を自動的に表示するメニューが
表示されます。

3.   または  のソフトキーを押して、ヒストリ波形を自動的に表示します。

     

波形切り替え速度ダウン

波形切り替え速度アップ

一番古い波形に移動

過去の波形に向かって再生

新しい波形に向かって再生

最新の波形に移動

再生ストップ

解　　説
ヒストリ波形を 1 波形ずつ順に表示します。
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15.7	 ロードした波形の取り込み時刻を表示する

操　　作

  

1.  リファレンス波形を表示するM1～M4のどれかを押します。

2.  Next	1/2のソフトキーを押します。

3.  Show	Mapのソフトキーを押します。

     

レコードNo. 時刻(時：分：秒)
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第 16章	 イーサネット通信 ( オプション )

16.1	 本機器をネットワークに接続する

イーサネットインタフェース ( オプション ) の仕様
本機器のリアパネルには、100BASE-TX ポートがあります。
項目 仕様
通信ポート数 1
電気・機械的仕様 IEEE802.3 準拠
伝送方式 Ethernet(100BASE-TX/10BASE-T)
伝送速度 最大 100Mbps
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス DHCP、DNS、MicroSoft ネットワークファイル共有クライアント / サーバ
コネクタ形状 RJ-45 コネクタ

USB

GO/NOGO

A

B

C

ETHERNET
100BASE-TX

12    V    DC        )

MODELSUFFIXNO.

YOKOGAWA

ACT

LINK

N200

Made in Japan

LOGIC PROBE

n user’s manual.

n power is ON

RJ-45モジュラジャック

ETHERNET 100BASE-TXポート

ACT LED
パケットの送受信が正常に行われて
いるときに点滅します。

LINK LED
本機器のポートと接続先の機器との
リンクが確立し，相互に通信可能な
状態にあるときに点灯します。

ETHERNET
100BASE-TX

ACT LINK

ETHERNET
100BASE-TX

ACT LINK
No Auto-MDIX

LXI オプション (/C9、
/C12) の場合の表記

接続するときに必要なもの
接続ケーブル
接続には、必ず次のケーブルのどちらかを使用してください。

・ UTP(Unshielded Twisted-Pair) ケーブル ( カテゴリ 5 以上 )
・ STP(Shielded Twisted-Pair) ケーブル ( カテゴリ 5 以上 )
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16.1　本機器をネットワークに接続する

接続方法
ネットワーク上の PC と接続する場合
1.  本機器の電源を OFF にします。

2.  リアパネルにある ETHERNET 100BASE-TX 端子に、UTP( または STP) ケーブルの
片方のコネクタを接続します。

3.  UTP( または STP) ケーブルのもう一方のコネクタをハブ / ルータに接続します。

4.  本機器の電源を ON にします。

     

100BASE-TX対応の変換器(ハブやルータ)

UTPケーブルまたはSTPケーブル
(いずれもストレートケーブル)

PC
SB5000

PC と 1 対 1 で接続する場合
1.  本機器と PC の電源を OFF にします。

2.  リアパネルにある ETHERNET 100BASE-TX 端子に、UTP( または STP) ケーブルの
片方のコネクタを接続します。

3.  UTP( または STP) ケーブルのもう一方のコネクタをハブ / ルータに接続します。

4.  同様に PC とハブ / ルータを接続します。

5.  本機器の電源を ON にします。

     

100BASE-TX対応の変換器(ハブやルータ)

UTPケーブルまたはSTPケーブル
(いずれもストレートケーブル)

PC
SB5000

Note
・ PC と 1 対 1 で接続する場合は、PC 側にネットワークカード (10BASE-T/100BASE-TX 自動

切り替えのもの ) が必要です。
・ UTP ケーブルまたは STP ケーブル ( いずれもストレートケーブル ) を使用するときは、必ず

カテゴリ 5 以上のものを使用してください。
・ ハブ / ルータを使用せずに本機器と PC を直接接続することは避けてください。直接接続で

の通信では、動作を保証できません。
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16.2	 TCP/IP の設定をする

操　　作
LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Network	>	TCP/IP	Setup	の順にソフトキーを押します。
TCP/IP の設定メニューが表示されます。

     

DHCP を ON/OFF する
3.  DHCPのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

DHCP を OFF にした場合は、操作 4 に進みます。
DHCP を ON にした場合は、IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウエイを
設定する必要はありません。

・ DNS を設定する場合は、操作 10 に進みます。
・ DNS を設定しない場合は、ネットワークケーブルの接続を確認して、本機器の電源を入

れなおしてください。IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウエイが自動
的に設定されます。
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16.2　TCP/IP の設定をする

IP アドレスを設定する
 DHCP を OFF に設定した場合は、IP アドレスを設定します。

4.  IP	Addressのソフトキーを押します。

5.  4.2 節の操作に従って、IP アドレスを 0 ～ 255 の数値で設定します。

サブネットマスクを設定する
 DHCP を OFF に設定した場合は、サブネットマスクを設定します。

6.  Net	Maskのソフトキーを押します。

7.  4.2 節の操作に従って、サブネットマスクを 0 ～ 255 の数値で設定します。

デフォルトゲートウエイを設定する
 DHCP を OFF に設定した場合は、デフォルトゲートウエイを設定します。

8.  Gate	wayのソフトキーを押します。

9.  4.2 節の操作に従って、デフォルトゲートウエイを 0 ～ 255 の数値で設定します。

     

DNS、WINS を設定する
10.  Name	Resolut�onのソフトキーを押します。

DNS、WINS の設定メニューが表示されます。

11.  Host	Nameのソフトキーを押します。
本機器のホスト名を設定する画面が表示されます。

12.  4.2 節の操作に従って、本機器のホスト名を設定します。
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16.2　TCP/IP の設定をする

・	 WINS を使用する場合

13.  WINS1のソフトキーを押します。
WINS アドレスを設定する画面が表示されます。

14.  4.2 節の操作に従って、WINS のプライマリアドレスを設定します。

15.  同様にして、WINS のセカンダリアドレスを設定します。

・	 DNS を使用する場合

16.  DNS1のソフトキーを押します。
DNS アドレスを設定する画面が表示されます。

17.  4.2 節の操作に従って、DNS のプライマリアドレスを設定します。

18.  同様にして、DNS のセカンダリアドレスを設定します。

19.  Doma�n	Nameのソフトキーを押します。
ドメイン名を設定する画面が表示されます。

20.  4.2 節の操作に従って、ドメイン名を設定します。

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

設定内容を確認する
21.  Conf�gurat�onのソフトキーを押します。設定内容が表示されます。

ESCを押すと設定内容が消えます。
MAC アドレスは、Physical Address の文字の右側に表示されている数値です。

     

Bind を実行する
22.  設定内容を有効にするために、B�ndのソフトキーを押します。
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16.2　TCP/IP の設定をする

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Network	>	Setup	の順にソフトキーを押します。
TCP/IP の設定メニューが表示されます。

     

ネットワーク設定モードを選択する
3.  Modeのソフトキーを押して、Manual または Auto を選択します。

Mode を Manual にした場合は、操作 4 に進みます。
Mode を Auto にした場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウエイ
を設定する必要はありません。 

・ DNS を設定する場合は、操作 10 に進みます。
・ DNS を設定しない場合は、ネットワークケーブルの接続を確認して、本機器の電源を入

れなおしてください。IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウエイが自動
的に設定されます。

IP アドレスを設定する
 Mode を Manual に設定した場合は、IP アドレスを設定します。

4.  IP	Addressのソフトキーを押します。

5.  4.2 節の操作に従って、IP アドレスを 0 ～ 255 の数値で設定します。

サブネットマスクを設定する
 Mode を Manual に設定した場合は、サブネットマスクを設定します。

6.  Net	Maskのソフトキーを押します。

7.  4.2 節の操作に従って、サブネットマスクを 0 ～ 255 の数値で設定します。
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16.2　TCP/IP の設定をする

デフォルトゲートウエイを設定する
 Mode を Manual に設定した場合は、デフォルトゲートウエイを設定します。

8.  Gate	wayのソフトキーを押します。

9.  4.2 節の操作に従って、デフォルトゲートウエイを 0 ～ 255 の数値で設定します。

     

DNS、WINS を設定する
10.  Name	Resolut�onのソフトキーを押します。

DNS、WINS の設定メニューが表示されます。

11.  NetBIOS	Nameのソフトキーを押します。
本機器の NetBIOS 名を設定する画面が表示されます。

12.  4.2 節の操作に従って、本機器の NetBIOS 名を設定します。
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16.2　TCP/IP の設定をする

・	 WINS を使用する場合

13.  WINS1のソフトキーを押します。
WINS アドレスを設定する画面が表示されます。

14.  4.2 節の操作に従って、WINS のプライマリアドレスを設定します。

15.  同様にして、WINS のセカンダリアドレスを設定します。

・	 DNS を使用する場合

16.  DNS1のソフトキーを押します。
DNS アドレスを設定する画面が表示されます。

17.  4.2 節の操作に従って、DNS のプライマリアドレスを設定します。

18.  同様にして、DNS のセカンダリアドレスを設定します。

19.  Doma�n	Nameのソフトキーを押します。
ドメイン名を設定する画面が表示されます。

20.  4.2 節の操作に従って、ドメイン名を設定します。

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

設定内容を確認する
21.  Conf�gurat�onのソフトキーを押します。設定内容が表示されます。

ESCを押すと設定内容が消えます。
MAC アドレスは、Physical Address の文字の右側に表示されている数値です。

     

Bind を実行する
22.  設定内容を有効にするために、B�ndのソフトキーを押します。
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16.2　TCP/IP の設定をする

解　　説
LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合、本機器のイーサネット通信機能を利用するため
には、以下の TCP/IP の設定が必要です。 LXI オプション (/C9、/C12) の場合、ネットワー
ク設定モードを Auto に設定すると、 自動的に割り当てられます。

・ IP アドレス
・ サブネットマスク
・ デフォルトゲートウエイ

IP アドレス (Internet	Protocol	Address)：IP	Address
本機器に割り当てる IP アドレスを設定します。デフォルトは「0.0.0.0」です。
IP アドレスは、インターネットやイントラネットなどの IP ネットワークに接続された
コンピュータ 1 台 1 台に割り振られた識別番号です。「192.168.111.24」のように、0 ～
255 の数値を 4 つ「.」で区切って並べた形式で表記される 32 ビットの数値で設定します。
IP アドレスは、ネットワーク管理者から取得してください。DHCP を使用できる環境では、
自動設定できます。

サブネットマスク：Net	Mask
IP アドレスからサブネットのネットワークアドレスを求めるときに使用するマスク値を
設定します。デフォルトは「0.0.0.0」です。
インターネットのような巨大な TCP/IP ネットワークは、複数の小さなネットワーク ( サ
ブネット ) に分割されて管理されています。IP アドレスのうち何ビットをネットワーク
を識別するためのネットワークアドレスに使用するかを定義した 32 ビットの数値をサ
ブネットマスクといいます。ネットワークアドレス以外の部分が、ネットワーク内の個々
のコンピュータを識別するホストアドレスです。
サブネットマスクの設定値は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。DHCP を
使用できる環境では、自動設定できます。

デフォルトゲートウエイ：Gate	Way
他のネットワークの機器と通信をするときに使用するゲートウエイ ( デフォルトゲート
ウエイ ) の IP アドレスを設定します。デフォルトは「0.0.0.0」です。
デフォルトゲートウエイには、複数のネットワークと通信をするときに、データの受け
渡しをスムーズに行われるように制御する機能があります。
デフォルトゲートウエイの設定値は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。
DHCP を使用できる環境では、自動設定できます。

DHCP(Dynamic	Host	Configuration	Protocol)：DHCP-LXI オプションなし (/
C8、/C10) の場合
DHCP は、インターネットに接続するコンピュータに、一時的に必要な情報を割り当て
るプロトコルです。DHCP を ON にすると、次の情報が自動的に割り当てられます。

・ IP アドレス
・ サブネットマスク
・ デフォルトゲートウエイ
・ DNS
・ WINS
・ ドメイン名

DHCP を使用するには、ネットワーク上に DHCP サーバが必要です。DHCP を使えるか
どうかは、ネットワーク管理者にお問い合わせください。
DHCP を ON に設定すると、電源を投入したり Bind を実行するたびに異なる情報が割り
当てられることがあります。PC から本機器に接続する場合は、本機器の電源の投入ご
とまたは Bind ごとに、PC で本機器の IP アドレスなどの設定を確認する必要があります。
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16.2　TCP/IP の設定をする

ネットワーク設定モード：Mode-LXI オプション (/C9、/C12) の場合
LXI インタフェースオプションは、DHCP を設定することなく、自動的に IP を割り当て
られるプロトコルです。ネットワーク設定モードを Auto に設定すると、次の情報が自
動的に割り当てられます。

・ IP アドレス
・ サブネットマスク
・ デフォルトゲートウエイ
・ DNS
・ WINS
・ ドメイン名

ネットワーク設定モードを Auto に設定すると、電源を投入したり Bind を実行するたび
に異なる情報が割り当てられることがあります。PC から本機器に接続する場合は、本
機器の電源の投入ごとまたは Bind ごとに、PC で本機器の IP アドレスなどの設定を確認
する必要があります。

DNS(Domain	Name	System)
DNS は、ホスト名 / ドメイン名というインターネット上の名前と IP アドレスを対応させ
るシステムです。(AAA.BBBBB.co.jp の場合、AAA がホスト名、BBBBB.co.jp がドメイン
名です。) 数値の羅列である IP アドレスではなく、ホスト名 / ドメイン名を指定してネッ
トワークにアクセスできます。
接続先のホスト名を IP アドレスではなく、名前で指定できます。
ドメイン名の設定、DNS サーバのアドレス設定 ( デフォルトは「0.0.0.0」) の設定を行い
ます。設定の詳細は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

・	 DNS サーバ：DNS1/DNS2
 DNS サーバのアドレスは、プライマリ ( 第一優先 ) とセカンダリ ( 第二優先 ) の 2 つ

まで設定できます。プライマリの DNS サーバへの問い合わせに失敗したとき、自動
的にセカンダリの DNS サーバで、ホスト名 + ドメイン名と IP アドレスの対応を検索
します。

・	 ドメイン名：Doma�nName
 DNS サーバに問い合わせるとき、ホスト名に付加する情報です。

WINS(Windows	Internet	Name	Service）	
WINS は、Windows 環境のネットワーク上で、コンピュータの NetBIOS 名と IP アドレ
スを関連付けるサービスです。WINS を使うことにより、セグメントの異なるネットワー
クに接続できます。
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16.2　TCP/IP の設定をする

Note
・ イーサネットに関する設定を変更した場合は、Bind を実行してください。

・	 PC の TCP/IP 設定
 PC 側でも、IP アドレスなどの通信設定を行う必要があります。通信設定は、PC に実装さ

れたイーサネットインタフェースごとに設定します。ここでは、PC と SB5000 を接続する
ためのイーサネットインタフェースに対する設定について説明します。

 DHCP サーバで、IP アドレスなどを自動取得する場合には、[TCP/IP のプロパティ ]-[IP アド
レスの設定 ] で、[IP アドレスを自動的に取得 ] を選択します。

 PC と SB5000 を 1 対 1 でイーサネット接続をする場合には、たとえば、次表に示すように
設定します。

 設定内容の詳細は、システムまたはネットワークの管理者にご確認ください。

設定項目 設定値 備考
IP アドレス ( 例 ) 192.168.0.128 PC 用の IP アドレス
サブネットマスク ( 例 ) 255.255.255.0 測定 500/ 測定 700 のサブネットマスク設定と同

じ値に設定
ゲートウエイ 0.0.0.0( 初期値 )
DNS 設定 使わない
WINS 設定 使わない

 以下は、Windows 2000 で設定する場合について説明しています。Windows XP などその他
の OS の場合は、それぞれの環境に従って設定してください。
1. [ スタート ] メニューから [ 設定 ]-[ コントロールパネル ] を選択し、コントロールパネ

ルフォルダを開きます。
2. [ ネットワークとダイヤルアップ ] アイコンをダブルクリックします。
3. [ ローカルエリア接続 ] を右クリックして、プロパティを選択します。
4. インターネットプロトコル (TCP/IP) を選択したのち、[ プロパティ ] ボタンをクリックし、

TCP/IP プロパティ設定ダイアログボックスを表示します。

       

5. 前ページの表に従って、IP アドレスなどの各項目を設定し、[OK] ボタンをクリックしま
す。
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MAC アドレス
MAC アドレスとは、イーサネット機器 1 台 1 台にあらかじめ設定されている固有 ( 唯一 )
のアドレスです。ネットワーク上で、イーサネット機器を物理的に識別するために必要
です。MAC アドレスを元にノードからノードへのデータの転送が行われます。
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16.3	 ネットワークドライブに測定 / 設定 / 画面イメー
ジデータを保存する / 読み込む

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	Net	Dr�ve	Setup	の順にソフトキーを押します。
Net Drive 設定メニューが表示されます。

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Cl�ent	Setup	>	Net	Dr�ve	Setupの順にソフトキーを押します。
Net Drive 設定メニューが表示されます。

     

LXIオプションなし LXIオプション付き LXIオプション付き

接続するネットワークドライブを設定する
3.  F�le	Serverのソフトキーを押します。

ファイルサーバのサーバ名を設定する画面が表示されます。

4.  4.2 節の操作に従って、ファイルサーバのサーバ名を入力します。
IP アドレスでの設定はできません。

5.  Share	Folderのソフトキーを押します。
共有フォルダ名を設定する画面が表示されます。

6.  4.2 節の操作に従って、フォルダ名を入力します。

ユーザー名 / パスワードを設定する
7.  User	Nameのソフトキーを押します。

ユーザー名を入力する画面が表示されます。

8.  4..2 節の操作に従って、ユーザー名を 30 文字以内で入力します。

9.  Passwordのソフトキーを押します。
パスワードを入力する画面が表示されます。

10.  4.2 節の操作に従って、ユーザー名に対応するパスワードを 30 文字以内で入力し
ます。
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16.3　ネットワークドライブに測定 /設定 / 画面イメージデータを保存する /読み込む

     

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

ネットワークドライブに接続する / 切断する
11.  Connectのソフトキーを押します。

ネットワークドライブに接続します。
D�sconnectのソフトキーを押すと、接続が切断されます。

     

画面イメージを保存する、測定 / 設定データを保存する / 読み込む
・	 画面イメージデータを保存する

12.  SHIFT+PRINT(MENU) を押します。

13.  File Path の設定のとき、 ロータリノブで、 ネットワークドライブを選択します。
13.8 節の操作と同様です。

・	 測定データ /設定データを保存する /読み込む

12.  FILEを押します。

13.  ロータリノブで、ネットワークドライブを選択します。

 以後の操作は、13.4 節と 13.5 節の操作と同様です。
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16.3　ネットワークドライブに測定 /設定 / 画面イメージデータを保存する /読み込む

解　　説
PC カードドライブと同様に、イーサネット経由でネットワーク上のドライブに画面イ
メージデータ、測定データ、設定データを保存できます。

ファイルサーバ
測定 / 設定データを保存するネットワーク上のファイルサーバ ( ファイルサーバ機能が
動作している PC) のホスト名を入力します。IP アドレスでの設定はできません。

ユーザー名
ユーザー名を 30 文字以内で設定します。
使用できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。

パスワード
ユーザー名に対応するパスワードを 30 文字以内で設定します。
使用できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。

Note
・ 接続する PC 上で、共有サービスを動作させておく必要があります。
・ この機能を使用するときは、あらかじめ、16.2 節で TCP/IP の設定を行っておいてください。
・ 電源を ON にすると、ファイルサーバへの接続を復元します。
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16.4	 メール送信の設定をする (SMTP クライアント機
能 )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR
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D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3
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1.  SYSTEMを押します。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	E-Ma�l	Setupの順にソフトキーを押します。
メールを送信するための設定メニューが表示されます。

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Cl�ent	Setup	>	E-Ma�l	Setupの順にソフトキーを押します。
メールを送信するための設定メニューが表示されます。

メールサーバを設定する
3.  Ma�l	Serverのソフトキーを押します。

4.  メールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

   

操作 3

操作 5

操作 7

操作 8

操作 9

操作 19

操作 20

LXIオプションなし LXIオプション付き LXIオプション付き

メールアドレスを設定する
5.  Addressのソフトキーを押します。

6.  To	Addressおよび From	Addressのソフトキーを押して、送信先と送信元のメー
ルアドレスを入力します。

     

コメントを設定する
7.  必要に応じて、Commentのソフトキーを押して、コメントを入力します。
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16.4　メール送信の設定をする (SMTP クライアント機能 )

画面イメージの添付の有無を選択する
8.  Attached	Image のソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

ユーザー認証を設定する
9.  POP3	before	SMTPのソフトキーを押します。

ユーザー認証の設定メニューが表示されます。

10.  Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。
ON を選択したときは、操作 11 に進みます。OFF を選択したときは、操作 19 に進みます。

11.  Typeのソフトキーを押して、U/P または APOP を選択します。

12.  POP3	Serverのソフトキーを押します。

13.  POP3 サーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

14.  User	Nameのソフトキーを押します。
ユーザー名を入力する画面が表示されます。

15.  ユーザー名を 30 文字以内で入力します。

16.  Passwordのソフトキーを押します。
パスワードを入力する画面が表示されます。

17.  ユーザー名に対応するパスワードを 30 文字以内で入力します。

18.  ESCを押します。前画面に戻ります。

     

タイムアウトを設定する
19.  ロータリノブを回して、Time Out を設定します。

メールを送信する
20.  Execのソフトキーを押します。設定したアドレスにメールが送信されます。

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。
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16.4　メール送信の設定をする (SMTP クライアント機能 )

解　　説
ネットワーク上の指定したメールアドレスに、アクションオントリガや GO/NO-GO 判
定のアクションとして、トリガ時刻などの情報をメールで送信できます。

メールサーバ
ネットワーク上のメールサーバの IP アドレスを指定します。WINS/DNS を使用できる環
境では、IP アドレスの代わりに名前 (NetBIOS 名 / ドメイン名 ) で指定することもできます。

メールアドレス
To Address ： ネットワーク上のメールの送信先のアドレスを、100 文字以内で複数設定

できます。アドレスは、カンマで区切ってください。
From Address ： 送信元のアドレスを 40 文字以内で設定します。何も設定しないときは、

送信先のアドレスが設定されます。

コメント
送信されるメールの一行目に記述される内容です。必要に応じて入力してください。コ
メントは 100 文字以内で入力できます。

画面イメージの添付
メール送信時の画面イメージをメールに添付できます。

・ ファイルフォーマット：PNG
・ ファイル名：DL_image[ 日時 ].png( 例：DL Image0802171158.png → 2008 年 2 月

17 日 11 時 58 分のデータ )
・ 解像度：XGA(1024 × 768 ドット )
・ ファイルサイズ ( 目安 )

・ 通常画面：約 50K バイト
・ 最大 *：約 1.6M バイト
 * カラー情報が多い画面のとき

ユーザー認証
メール送信前に、POP3 のユーザー認証を行います。

・	 モード
 ON ：メール送信前にユーザー認証を行う
 OFF ：メール送信前にユーザー認証を行わない

・	 暗号化のタイプ
 U/P ：認証データを平文で送信する
 APOP：認証データを暗号化して送信する

・	 サーバ名
 POP3 サーバのホスト名または IP アドレスを 30 文字以内で設定します。

・	 ユーザー名
 本機器から POP3 サーバにアクセスするときに必要なユーザー名を 30 文字以内で設

定します。

・	 パスワード
 本機器から POP3 サーバにアクセスするときに必要なパスワードを 30 文字以内で設

定します。

タイムアウト
送受信時のタイムアウト時間を設定します。設定範囲は 1 ～ 60s( 初期値：15s、1s ステッ
プ ) です。
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16.4　メール送信の設定をする (SMTP クライアント機能 )

メールの送信
Address で指定したメールアドレスに、メールを送信します。Attached Image が ON の
ときは、Exec 実行時に表示されていた画面イメージが添付されます。

Note
・ メール送信機能を使用するときは、あらかじめ、16.2 節で TCP/IP の設定をしておいてくだ

さい。
・ 本機器では、POP3 サーバのユーザー認証方法として、平文認証 (U/P) と暗号認証 (APOP*)

をサポートしています。
* APOP は、MD5 アルゴリズム (RSA Data Security、 Inc. MD5 Message Digest Algorithm)

を使用しています。



16-20 IM 701361-01

16.5	 SNTP を使って日付 / 時刻を設定する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	Net	T�me	Adjust	Setup	の順にソフトキーを押します。
SNTP を使って時刻調整するための設定メニューが表示されます。

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Cl�ent	Setup	>	Net	T�me	Adjust	Setup	の順にソフトキーを押します。
SNTP を使って時刻調整するための設定メニューが表示されます。

3.  T�me	Serverのソフトキーを押しす。
NTP サーバ /SNTP サーバのホスト名、IP アドレスを設定する画面が表示されます。

4.  NTP サーバ /SNTP サーバのホスト名または IP アドレスを設定します。

5.  Power	On	Execのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

6.  ロータリノブで、Time Out( タイムアウト時間 ) を 1 ～ 60(s) の範囲で入力します。

7.  日付時刻を設定する場合は、Execのソフトキーを押します。
指定した NTP サーバ /SNTP サーバから情報を取得して、本機器の日付 / 時刻を設定します。

     

LXIオプションなし LXIオプション付き LXIオプション付き

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

解　　説
ネットワーク上の NTP サーバ /SNTP サーバから時刻情報を取得して、本機器の日付 / 時
刻を設定します。
Power On Exec が ON の場合、本機器の電源を ON にしたときに、ネットワークに接続
されている NTP サーバ /SNTP サーバから日付 / 時刻情報を取得します。

Note
世界標準時 ( グリニッジ標準時 ) との時差が正しく設定されている必要があります。
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16.6	 PC から本機器にアクセスする (File	Server)

操　　作
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1.  SYSTEMを押します。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	F�le/Web	Server	Setup	>	Typeの順にソフトキーを押します。
Type メニューが表示されます。

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Server	Setup	>	Typeの順にソフトキーを押します。
Type メニューが表示されます。

ファイルサーバ機能を選択する、認証機能の有効 (ON)/ 無効 (OFF) を選択する
3.  M�crosoft	Networkまたは FTPから、選択するファイルサーバ機能のソフトキー

を押します。

4.  Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

本機器に接続するためのユーザー名/パスワードを設定する(ModeがONのとき)
5.  User	Nameのソフトキーを押します。

ユーザー名を入力する画面が表示されます。

6.  ユーザー名を 30 文字以内で入力します。

7.  Passwordのソフトキーを押します。
パスワードを入力する画面が表示されます。

8.  ユーザー名に対応するパスワードを 15 文字以内で入力します。

操作 3 で、FTP を選択した場合は、操作 9 に進みます。
操作 3 で、Microsoft Network を選択した場合は、操作 10 に進みます。

匿名ログインの許可 (ON)/ 不許可 (OFF) を選択する (FTP サーバのときだけ )
9.  Allow	Anonymousのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

設定内容を有効にする
10.  Entryのソフトキーを押します。

設定した内容が有効になります。
Entry を押さないと、設定した内容は有効になりません。

共有フォルダを確認する
11.  Shared	Infoのソフトキーを押します。

共有設定されているストレージメディア名とフォルダ名が一覧表示されます。

12.  ESCを押すと、一覧表示が閉じます。
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16.6　PC から本機器にアクセスする (F�le	Server)

共有フォルダの確認

LXIオプションなし LXIオプション付き

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

解　　説
イーサネット経由で、ネットワーク上の PC から、本機器の内部メモリ / 内蔵ハードディ
スク ( オプション ) にアクセスできます。

ファイルサーバ機能
次の中から選択できます。

・ Microsoft Network：PC に搭載されている Microsoft Network の機能を使用して、PC
から本機器の内部メモリ / 内蔵ハードディスク ( オプション ) にアクセスできます。

・ FTP：FTP クライアントソフトを使用して、PC から本機器の内部メモリ / 内蔵ハード
ディスク ( オプション ) にアクセスできます。

認証の有効 / 無効
PC から本機器にアクセスしたときに、認証するか / しないかを設定します。OFF に設定
すると、ユーザー名とパスワードを入力しないで、本機器にアクセスできます。

ユーザー名
PC から本機器にアクセするときに必要なユーザー名を 30 文字以内で設定します。使用
できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。

パスワード
PC から本機器にアクセするときに必要なパスワード名を 15 文字以内で設定します。使
用できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。
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16.6　PC から本機器にアクセスする (F�le	Server)

匿名ログインの許可 / 不許可
ファイルサーバ機能に FTP を選択したときだけ、設定する機能です。本機器へのログイ
ンを、匿名 (Anonymous) ユーザーに許可するかどうかを設定できます。

・ ON：匿名ログインを許可します。ファイル操作は、読み込みだけ可能です。
・ OFF：匿名ログインは不許可です。

ファイルサーバ機能の設定内容と、ログインの可否の対応表を、下記に示します。

設定内容
ファイルサーバ機能 Microsoft Network FTP
認証の有効 / 無効 無効 有効 無効 有効
ユーザー名 / パスワード 不要 要 不要 要
匿名ログイン許可 / 不許可 － － 不許可 許可 不許可 許可
ログインの可否
ユーザーログイン可否 可 可 可 可 可 可
匿名ログイン可否 可 否 否 可 否 可
匿名だけのログイン可否 否 否 否 否 否 可 *
( 他のユーザー名は、すべて否 )

*  ユーザー名とパスワードの両方が設定されていないときだけ、匿名だけのログインが可能で
す。

設定内容の有効化
Entry を押さないと、設定した内容は有効になりません。

共有フォルダ
Microsoft Network と FTP のどちらのファイルサーバ機能にも、同じ共有フォルダが提
供されます。

Note
・ Microsoft Network サーバ機能を使用して本機器にアクセするためには、PC の OS が

Microsoft Windows XP Home Edition または Professional である必要があります。
 ただし、下記のセキュリティ更新プログラム (MS05-011) がインストールされている場合は、

ファイルリストの表示に時間がかかったり、SB5000 のファイルを PC にコピーできないな
どの障害が起きます。
 提供パッチ：Windows XP 用セキュリティ更新プログラム (KB885250)、
 公開日付：2005 年 2 月 7 日、バージョン：885250

 障害を回避するためには、Microsoft カスタマー情報センターにお問い合わせいただき、下
記の修正プログラムを PC にインストールしてください。
 修正プログラム
 文書番号：895900、最終更新日：2005 年 6 月 1 日、リビジョン：2.0

 上記の内容は、FTP サーバ機能には関係ありません。
・ 本機器の FTP サーバ機能では、認証方法として平文認証と暗号認証をサポートしています。

暗号認証の方式は、OTP*(One Time Password) を採用しています。フリーの FTP クライア
ントソフトとしては、FFFTP が暗号認証をサポートしています。
* OTP は、MD5 アルゴリズム (RSA Data Security, Inc. MD5 Message Digest Algorithm) を

使用しています。
・ 本機器の Microsoft Network サーバ機能を同時に利用できるのは、3 クライアントまでです。

FTP サーバ機能も同時に利用できるのは、3 クライアントまでです。
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16.7	 PC で本機器をモニタする / 設定を変更する (Web	
Server)

操　　作
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1.  SYSTEMを押します。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	F�le/Web	Server	Setup	>	Type	>	Web	の順にソフトキーを押します。
Certification メニューが表示されます。

LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Server	Setup	>	Type	>	Web	の順にソフトキーを押します。
Certification メニューが表示されます。

Web サーバ機能を選択する、認証機能の有効 (ON)/ 無効 (OFF) を選択する
3.  Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

本機器に接続するためのユーザー名/パスワードを設定する(ModeがONのとき)
4.  User	Nameのソフトキーを押します。

ユーザー名を入力する画面が表示されます。

5.  ユーザー名を 30 文字以内で入力します。

6.  Passwordのソフトキーを押します。
パスワードを入力する画面が表示されます。

7.  ユーザー名に対応するパスワードを 15 文字以内で入力します。

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

設定内容を有効にする
8.  Entryのソフトキーを押します。

 設定した内容が有効になります。
Entry を押さないと、設定した内容は有効になりません。

  

LXIオプションなし LXIオプション付き
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16.7　PC で本機器をモニタする /設定を変更する (Web	Server)

PC から接続する
 ネットワークに接続している PC のブラウザを起動します。

ブラウザのアドレスに「http://xxx.xxx.xxx.xxx/」(xxx.xxx.xxx.xxx は SB5000 の IP アドレス )
と入力します。
SB5000 で認証を有効にしている場合は、ユーザー名とパスワードを入力するダイアログが
表示されます。操作 4 ～ 7 で入力したユーザー名とパスワードを入力してください。

LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

ブラウザを閉じる 画面更新開始
設定した更新レートで
自動的に画面を更新します。

画面更新の停止

画面更新レートの設定
クリックすると、画面更新レートの
設定メニューが開きます。
2s、5s、10s、30s、60s から任意の
更新レートを選択します。

画面イメージのキャプチャ
フルスクリーンで画面
キャプチャします。

SB5000 の測定を開始

SB5000 の測定を停止

手動の画面更新
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16.7　PC で本機器をモニタする /設定を変更する (Web	Server)

LXI オプション (/C9、/C12) の場合
本機器の Web サーバへの接続が成功すると、接続した SB5000 のトップページが表示さ
れます。

LXI コンソーシアムのサイトへのリンク

接続状態の表示 /非表示の設定

通信設定
セキュリティ設定
モニタ機能

当社Webサイトのトップページ
および製品ページへのリンク

形名
メーカ名
シリアルナンバー
製品名
LXI のクラス名
LXI のバージョン
ホスト名
MACアドレス
TCP/IP アドレス
ファームウエアバージョン
VISA リソース文字列

・	 TCP/IP 設定
 Web サーバウインドウ内の「LAN Configuration」の文字をクリックすると、TCP/IP

設定ページが表示されます。

本体側に設定を送信します。
変更した設定を元に戻します。

TCP/IP の設定

セキュリティ設定で
ユーザー名とパス
ワードを入力し、認
証をONに設定して
登録した場合、TCP/IP
の設定を変更すると
きは、登録したユー
ザー名とパスワード
を入力します。

 ウインドウ内には、現在の TCP/IP の設定が表示されています。画面上で設定内容を
変更できます。変更後に Submit ボタンを押すと、設定内容が SB5000 に送信されます。
Reset ボタンを押すと、変更内容をリセットします。
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16.7　PC で本機器をモニタする /設定を変更する (Web	Server)

・	 セキュリティ設定
 Web サーバウインドウ内の「Security」の文字をクリックすると、セキュリティ設定

ページが表示されます。

   

設定を登録します。
変更した設定を元に戻します。

古いパスワード
新しいパスワード
新しいパスワード
の再入力
認証の設定
　ON：認証する
　OFF：認証しない

ユーザー名

 ウインドウ内には、現在のセキュリティ設定が表示されています。画面上で設定内容
を変更できます。変更後に Registration ボタンを押すと、設定内容が SB5000 に送信
されます。Reset ボタンを押すと、変更内容をリセットします。

・	 モニタ機能
 Web サーバウインドウ内の「Instrument Monitor」の文字をクリックすると、リモー

トモニタが表示されます。

ブラウザを閉じる 画面更新開始
設定した更新レートで
自動的に画面を更新します。

画面更新の停止

画面更新レートの設定
クリックすると、画面更新レートの
設定メニューが開きます。
2s、5s、10s、30s、60s から任意の
更新レートを選択します。

画面イメージのキャプチャ
フルスクリーンで画面
キャプチャします。

SB5000 の測定を開始

SB5000 の測定を停止

手動の画面更新

接続状態の表示 /非表示
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16.7　PC で本機器をモニタする /設定を変更する (Web	Server)

	 接続状態の表示 /非表示
チェックすると、 SB5000 の画面上で、接続状態を示すアイコンが黄色で点滅します。

   

「Device Identify」をチェック「Device Identify」にチェックなし

接続状態を示すアイコン 黄色で点滅

・	 リンク
 Web サーバウインドウ内の「Link」の文字をクリックすると、当社 Web サイトのトッ

プページおよび製品ページへのリンクが表示されます。

  

当社グローバルサイト ( 英語 ) にリンクしています。

当社日本国内サイトにリンクしています。

解　　説
イーサネット経由で、ネットワーク上の PC から、本機器の画面を表示し、測定のスター
ト / ストップができます。また、表示した画面表示を更新したり、画面イメージをキャ
プチャすることもできます。

認証の有効 / 無効
PC から本機器にアクセスしたときに、認証するか / しないかを設定します。OFF に設定
すると、ユーザー名とパスワードを入力しないで、本機器にアクセスできます。

ユーザー名
PC から本機器にアクセするときに必要なユーザー名を 30 文字以内で設定します。使用
できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。

パスワード
PC から本機器にアクセするときに必要なパスワード名を 15 文字以内で設定します。使
用できる文字は、キーボード中のすべての ASCII 文字です。

設定内容の有効化
Entry を押さないと、設定した内容は有効になりません。
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16.7　PC で本機器をモニタする /設定を変更する (Web	Server)

推奨 OS とブラウザ
OS WebBrowser
Windows XP Professional Internet Explorer 6.0、Firefox2.0
Windows 2000 Internet Explorer 6.0、Firefox2.0
Macintosh OS/X(10.4.8) Safari(2.0.4)

PC との接続方法
Web サーバ機能を使って PC から SB5000 に接続する場合は、ハブまたはルータを経由
してネットワークに接続してください。PC と SB5000 を 1 対 1 で接続しないでください。

Note
・ Web サーバ機能をご利用の際は、Adobe 社の Flash® Player（バージョン 8 以降）が必要です。
 当 Web サイトにアクセスすると、自動的に最新の Flash Player をダウンロードします。
 ダウンロードが始まらない場合は、Adobe のサイトから最新の Flash Player を入手してく

ださい。
・ フルスクリーンキャプチャ機能を使用する場合は、ブラウザのポップアップブロック機能

を無効にしてください。
・ 本機器がプリント中、ファイル操作中は、Web サーバ機能を使用できません。
・ PC で Mass Storage または TMC & Mass Storage の設定が有効な状態で、本機器と PC を接

続しているときは、Web サーバ機能を使用できません。
 PC からの接続を切り離すか、TMC の設定を有効にしたあと、SB5000 を立ち上げ直してく

ださい。
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16.8	 ネットワークプリンタを設定する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

	 LXI オプションなし (/C8、/C10) の場合

2.  Network	>	Net	Pr�nt	Setup	の順にソフトキーを押します。
	 LXI オプション (/C9、/C12) の場合

2.  Network	>	Cl�ent	Setup	>	Net	Pr�nt	Setup	の順にソフトキーを押します。

プリンタサーバのサーバ名と共有名を設定する
3.  Pr�nt	Serverのソフトキーを押します。

プリンタサーバのサーバ名を設定するダイアログボックスが表示されます。

4.  プリンタサーバのサーバ名を設定します。

5.  Share	Nameのソフトキーを押します。
プリンタサーバの共有名を設定するダイアログボックスが表示されます。

6.  プリンタサーバの共有名を設定します。

ネットワークプリンタに接続するためのユーザー名 / パスワードを設定する
7.  User	Nameのソフトキーを押します。

ユーザー名を入力する画面が表示されます。

8.  ユーザー名を 30 文字以内で入力します。

9.  Passwordのソフトキーを押します。
パスワードを入力する画面が表示されます。

10.  ユーザー名に対応するパスワードを 30 文字以内で入力します。

実際に SB5000 の画面イメージをプリントアウトする場合は、13.4 節をご覧ください。

Note
キーボード ( ソフトキーボード ) の操作方法については、4.2 節をご覧ください。

     

LXIオプションなし LXIオプション付き LXIオプション付き
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解　　説
Windows OS を搭載した PC に接続し、共有設定されたプリンタを使ってプリントアウ
トできます。
以下に接続図を示します。

PC
プリンタ

USBまたは
イーサネット

ネットワーク

SB5000

PC の OS は、以下を推奨します。
 Windows 2000
 Windows XP Professional

Note
ネットワークプリンタを使用するには、PC でプリンタを共有設定する必要があります。
PC を共有プリンタに設定する方法を Windows XP Professional を例に説明します。

・ [ スタート ] メニューから [ 設定 ] の [ プリンタと FAX] を選択します。
・ 共有するプリンタのアイコンを右クリックし、[ 共有 ] タグをクリックします。
 共有できるプリンタは、以下のプリンタです。

 HP Inkjet プリンタ
 HP Laser プリンタ ( モノクロ )

・ [ このプリンタを共有する ] のラジオボタンを ON にします。
・ 共有名を入力します (SB5000 の「Share Name」には、この共有名を入力 )。
・ 「OK」をクリック。

16.8　ネットワークプリンタを設定する
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16.9	 イーサネットインタフェースの有無を確認する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Overv�ewのソフトキーを押します。
オーバビュー画面が表示されます。

     

解　　説
イーサネットインタフェースの有無を確認できます。

イーサネットインタフェースの有無
オーバビュー画面に Ether(/C10)、HDD+Ether(/C8)、LXI compliant Ethernet(/C12)、ま
たは HDD+LXI compliant Ethernet(/C9) が表示されます。
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16.10	ファイアウォールを設定する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。SYSTEM メニューが表示されます。

2.  Network	>	F�rewall	Setup	の順にソフトキーを押します。

ファイアウォールの有効 (ON)/ 無効 (OFF) を選択する
3.  Modeのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

各種機能の許可 (Allow)/ 不許可 (Block) を選択する
•	 サーバ機能

4.  M�crosoft	Networkのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

5.  FTPのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

6.  Controlのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

7.  Webのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

•	 クライアント機能

8.  Cl�entのソフトキーを押します。

9 .	 E-Ma�lのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

10.  Net	Dr�ve/Pr�ntのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

11.  Net	T�me	Adjustのソフトキーを押して、Allow または Block を選択します。

LXIオプションなし LXIオプション付き
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16.10　ファイアウォールを設定する

解　　説
ネットワーク上の他の機器から本機器へのアクセスや、本機器から他の機器へのアクセ
スをブロックできます。

ファイアウォールの有効 / 無効
ON 次項 ( 各種機能の許可 / 不許可 ) の設定で、Block を選択している機能にファイア

ウォールが設定され、アクセスがブロックされます。また、ping などの ICMP メッ
セージもブロックされます。

OFF 次項の設定にかかわらず、アクセスできます。使用しているポートは次のとおり
です。

 使用ポート一覧

ポート サービス 機能種別 [Cl�ent/Server]
21/tcp File Transfer [Control] Client、Server
25/tcp Simple Mail Transfer Client
53/udp Domain Name Server Client
67/udp Bootstrap Protocol Server Client
80/tcp World Wide Web HTTP Server Server
110/tcp Post Office Protocol Version3 Client
111/tcp VXI-11 RPC Server
111/udp VXI-11 RPC Server
123/udp Network Time Protocol Client
137/udp NETBIOS Name Service Client、Server
138/udp NETBIOS Datagram Service Client、Server
139/tcp NETBIOS Session Service Client
445/tcp Microsoft-DS Server
10001/tcp Control Server Server
10240/tcp VXI-11 Core Port Server
10250/tcp VXI-11 Abort Port Server

各種機能の許可 / 不許可
イーサネット通信で使用している機能ごとに、ファイアウォールを設定できます。

・ Microsoft Network
 Microsoft Network クライアント機能を使用しての本機器へのアクセスを、許可 / 不

許可の選択ができます。
・ FTP
 FTP クライアント機能を使用しての本機器へのアクセスを、許可 / 不許可の選択がで

きます。
・ Control(Device が Network または VXI-11 のとき )
 リモートコントロールクライアント機能を使用しての本機器へのアクセスを、許可

/ 不許可の選択ができます。
・ Web
 Web クライアント機能を使用しての本機器へのアクセスを、許可 / 不許可の選択が

できます。
・ Net Drive/Print
 本機器のネットワークドライブから Microsoft NetWork サーバへのアクセスを、許可

/ 不許可の選択ができます。
・ Net Time Adjust
 本機器から NTP サーバや SNTP サーバへのアクセスを、許可 / 不許可の選択ができます。

・ E-Mail
 本機器から SMTP サーバや POP サーバへのアクセスを、許可 / 不許可の選択ができ

ます。

Note
FTP 機能での「許可」の制限
クライアントからは、Passive モードでの本機器へのアクセスはできません。
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16.11	イーサネット通信の全設定を初期値に戻す (LXI オ
プション (/C9、/C12) の場合のみ )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Networkのソフトキーを押します。
TCP/IP の設定メニューが表示されます。

  イーサネット通信の全設定を初期値に戻す
3.  LAN	Resetのソフトキーを押します。

確認のメッセージが表示されます。

4.	  ロータリノブで OK または Cancel を選択して、SETを押します。
OK を選択するとイーサネット通信の全設定が初期値に戻ります。
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16.11　イーサネット通信の全設定を初期値に戻す (LXI オプション (/C9、/C12) の場合のみ )

解　　説
LXI オプション (/C9、/C12) の SB5000 では、イーサネット通信の全設定を初期値に戻せ
ます。

初期値一覧
設定項目 初期値
TCP/IP-Setup

Mode Auto
Name Resolution

NetBIOS Name tmmachine
WINS1 0.0.0.0
WINS2 0.0.0.0
DNS1 0.0.0.0
DNS2 0.0.0.0

Client Setup
E-Mail Setup

Mail Server blank
Address blank
Comment blank
Attached Image OFF
POP3 before SMTP

　 Mode OFF
Time Out 15s

Net Drive Setup
File Server blank
Share Folder blank
User Name blank
Password blank

Net Print Setup
Print Server blank
Share Name blank
User Name blank
Password blank

Net Time Adjust Setup
Time Server blank
Power On Exec OFF
Time Out 15s

Server Setup
Type Microsoft Network
Microsoft Network

Mode ON
User Name blank
Password blank

FTP
Mode ON
User Name blank
Password blank
Allow Anonymous OFF

Web
Mode OFF
User Name blank
Password blank

Firewall Setup
Mode OFF
Microsoft Network Block
FTP Block
Control Block
Web Block
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17.1	 外部トリガ入力 (TRIG	IN)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機
器を損傷する恐れがあります。

外部トリガ入力端子
外部信号をトリガソースにするときに使用します (7.13 節参照 )。

   

TRIG IN

項目 仕様
コネクタ形式 BNC
最大入力電圧 ± 40V(DC ＋ ACpeak) または 28Vrms、周波数が 10kHz 以下のとき
入力周波数帯域 DC ～ 100MHz
入力インピーダンス 約 1MW、約 18pF
トリガ感度 0.1VP-P
トリガレベル ± 2V( 設定分解能 5mV)

第 17章	 リアパネル入出力
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17.2	 トリガ出力 (TRIG	OUT)

	 注　　意
TRIG OUT 端子に外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷する恐
れがあります。

外部トリガ出力端子
トリガがかかったときに TTL レベルの信号を出力します。通常は High で、トリガがか
かると Low になります。

   
TRIG OUT

項目 仕様
コネクタ形式 BNC
出力レベル 5V TTL
論理 トリガ成立時に立ち下がり、アクイジション終了時に立ち上がる
出力遅延時間 50ns 以内
出力保持時間 Low レベル：50ns Minimum、High レベル：50ns Minimum

トリガ出力の回路図 / タイミングチャート

   

＋5V

47Ω

LS06相当
470Ω

0.1µF

TRIG OUT

   

トリガ発生(トリガポジションの時間)

トリガ出力

内部トリガ

出力保持時間

出力遅延時間

ローレベル / ハイレベルの保持時間

   

H

L
トリガ出力

ポスト時間

トリガ発生トリガ発生

プリ ポストポスト プリ
波形取り込み

トリガ トリガ
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17.3	 RGB ビデオ信号出力 (RGB	VIDEO	OUT)

	 注　　意
● 本機器およびモニタの電源を OFF にしてから接続してください。
● VIDEO OUT 端子をショートしたり、外部から電圧を加えたりしないでください。

本機器を損傷する恐れがあります。

ビデオ信号出力端子
ビデオ信号出力により、本機器の画面をモニタに表示することができます。接続できる
モニタは、XGA を表示できるマルチシンクモニタです。

   

VIDEO  OUT 
(XGA)

項目 仕様
コネクタ形式 D-SUB 15 ピン
出力形式 アナログ RGB 出力
出力解像度 1024 × 768 ドット / 約 60HzVsync

   
6

11

15

15

10

D-Sub 15ピンレセプタクル

ピンNo. 信号名 仕様
1 赤 0.7Vp-p
2 緑 0.7Vp-p
3 青 0.7Vp-p
4 －
5 －
6 GND
7 GND
8 GND
9 －
10 GND
11 －
12 －
13 水平同期信号 約 36.4kHz、TTL 正論理 
14 垂直同期信号 約 60Hz、TTL 正論理 
15 －

モニタとの接続方法
1.  本機器およびモニタの電源を OFF にします。

2.  本機器とモニタをアナログ RGB ケーブルで接続します。

3.  本機器およびモニタの電源を ON にします。
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17.4	 GO/NO-GO 信号出力

SB5000 で GO/NO-GO 判定した結果を外部に出力できます。

出力端子
モジュラジャック (RJ-12) を使用しています。ケーブルは別売のアクセサリ 366973 をご
使用ください。

   6 1

1
ピン番号 信号名

2
3
4
5
6

NC(未接続)

GO OUT(負論理)

GO/NO-GO

NO-GO OUT(負論理)

本体側コネクタ

GND
NC(未接続)

NC(未接続)

 入出力レベル：TTL(0 ～ 5V)

GO/NO-GO 出力信号

	 注　　意
● 「NO-GO OUT」出力ピンおよび「GO OUT」出力ピンに、外部から電圧を加えな

いでください。本機器を損傷する恐れがあります。
● GO/NO-GO 判定信号出力を外部に接続するときは、誤って他の信号ピンを接続

しないでください。誤接続は、本機器や接続された他の機器を損傷する恐れが
あります。

● GO/NO-GO 出力端子に、誤って USB ケーブルを挿入しないでください。本機器
を損傷する恐れがあります。

外部機器との接続には、別売アクセサリの GO/NO-GO 専用ケーブル ( 形名：366973) を
お使いください。
なお、GO/NO-GO 専用ケーブル ( 形名：366973) は、本機器の GO/NO-GO 判定以外の
目的では、使用しないでください。

1

6

約1.5m

RJ-12モジュラジャック

本機器リアパネルの
GO/NO-GO出力コネクタへ

バラ線になっているので
必要に応じて加工してください。

ピン番号 信号名 論理
3
4
5

GO OUT
NO-GO OUT

負論理
負論理

GND

線の色
白
緑
青

GO/NO-GO専用ケーブル(形名：366973)の仕様
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NO-GO	OUT 信号
判定結果が「NO-GO」( 否 ) の判定のときに、出力信号レベル (TTL レベル ) がハイレベル (H)
から、一時的にローレベル (L) になります。

GO	OUT 信号
判定結果が「GO」( 合 ) 判定のときに、出力信号レベル (TTL レベル ) がハイレベル (H) から、
一時的にローレベルになります。

信号出力部回路図

   

GO OUT
NO-GO OUT

5V

100Ω

4.7kΩ

100pF

GO/NO-GO 出力タイミング

   

波形取込 波形取込

結果
判定 判定

結果
NO-GO OUT
GO OUT

出力タイミング
EXEC

5µs
以上

次の判定が受け付けられる状態になるまで
Lowのままです。
条件成立時の動作を設定しているときは、
その動作が終了するまで時間が延長され
ます。

17.4　GO/NO-GO 信号出力
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18.1	 メッセージ言語 / メニュー言語 / フォントサイズ
を変える、クリック音を ON/OFF する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  MISCのソフトキーを押します。

     

メッセージ言語の選択
3.  Messageのソフトキーを押します。Message メニューが表示されます。

4.  ENG、JPN、CHN、または KORから言語を選択し、対応するソフトキーを押します。

     

メニュー言語 / フォントサイズの選択
・	 メニュー言語の選択

3.  Menuのソフトキーを押します。Menu メニューが表示されます。

4.  ENG、JPN、CHN、または KORから言語を選択し、対応するソフトキーを押します。

・	 フォントサイズの選択

5.  Menu	Font	S�zeのソフトキーを押して、Small または Large を選択します。
メニューの英数字のフォントサイズが変わります。

     

第 18章	 その他の操作
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クリック音の ON/OFF
3.  Cl�ck	Soundのソフトキーを押して、ON または OFF を選択します。

     

解　　説
メッセージ言語の選択
エラーが発生したときや HELP キーを押したときには、メッセージが表示されます。こ
の言語を英語 (ENG)、日本語 (JPN)、中国語 (CHN)、および韓国語 (KOR) から選択できます。
メッセージのコードはどの言語も同じです。メッセージについては、19.2 節をご覧くだ
さい。

メニュー言語の選択
メニューの言語を英語 (ENG)、日本語 (JPN)、中国語 (CHN)、および韓国語 (KOR) から選
択できます。

フォントサイズの選択
メニューの英数字のフォントサイズを Small( 小 ) または Large( 大 ) から選択できます。
メニュー言語に英語以外の言語を選択している場合でも、英数字フォントサイズは変更
できます。

クリック音の ON/OFF
ロータリノブを回したときに、クリック音を鳴らす (ON) か鳴らさない (OFF) かを選択
できます。初期値は ON です。

18.1　メッセージ言語 /メニュー言語 /フォントサイズを変える、クリック音をON/OFF する
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18.2	 設定情報を一覧表示する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Next	1/2	>	Setup	Informat�on	の順にソフトキーを押します。
設定情報の一覧表が表示されます。

3.  ロータリノブを回して、表示させたい一覧表の Page を選択します。

解　　説
設定情報の一覧表示ができます。複数ページの画面に設定情報の一覧表が表示されます。
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18.3	 USB キーボードの言語を変える

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  MISCのソフトキーを押します。

3.  USB	Keyboardのソフトキーを押して、ENG( 英語 ) または JPN( 日本語 ) を選択し
ます。

     

解　　説
USB キーボードからファイル名やコメントなどを入力する (4.3 節参照 ) ときの USB キー
ボードの言語を選択します。

USB Human Interface Devices (HID) Class Ver1.1 準拠の次のキーボードが使用可能です。
・ USB キーボードの言語が英語の場合 ： 104 キーボード
・ USB キーボードの言語が日本語の場合 ： 109 キーボード
104 キーボードのキーに割り当てられている SB5000 の各キーについては、付録 3 をご
覧ください。
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19.1	 故障 ? ちょっと調べてみてください

異常時の対処方法
・ 画面にメッセージが表示されているときは、次ページ以降をお読みください。
・ サービスが必要なとき、または対処方法どおりにしても正常に動作しないときは、お

買い求め先まで修理をお申しつけください。

電源が入らない

画面に何も表示されない

画面の表示がおかしい

キー操作ができない

トリガがかからない

測定値がおかしい

内蔵プリンタに
出力できない

指定したメディアに
データがセーブできない

通信インタフェースに
よる設定・動作制御がで
きない

定格の範囲外の電源を使用している

バックライトがOFFになっている

画面の色が不適当

システムが異常である

キーが故障している

トリガの設定が適当でない

十分なウォーミングアップをして
いない

キャリブレーションされていない

プローブの位相が補正されていない

プローブの減衰比が正しくない

オフセット電圧が加わっている

それ以外

プリンタヘッドが傷んだまたは消耗し
た

メディアが初期化されていない

メディアの空き容量がない

プログラムで引用している本機器の
アドレスが、設定したアドレスと異
なっている

電気的・機械的仕様に合った使い方
をしていない

正しい電源を使用してください。

どれかのキーを押してください。

電源OFF後、RESETキーを押しながら、
電源をONにしてください。

電源を再投入してください。

キーテストをしてください。
異常のときはサービスが必要です。

トリガ条件を正しく設定してください。

電源ON後、30分間ウォーミングアップ
を行ってください。

キャリブレーションをしてください。

正しく位相補正をしてください。

正しい値に設定してください。

オフセット電圧を0Vにしてください。

キャリブレーションをしてください。
それでも測定値がおかしいときは、
サービスが必要です。

サービスが必要です。

初期化してください。

不要なファイルを消すか、新しいメ
ディアを使用してください。

プログラムと本機器のアドレスを同じ
にしてください。

仕様に合った方法で使用してください。

内　　容 考えられる原因 対処方法 参照節

3.3

9.8

4.4

3.3

19.3

7章

－

4.8

3.5

6.6

6.10

4.8

－

19.6

－

別冊通信
インタフェース
ユーザーズ
マニュアル
(IM 701361-17)

第 19章	 トラブルシューティングと保守・点検
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19.2	 各種メッセージと対処方法

メッセージ
使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明し
ます。なお、メッセージは日本語 / 英語のどちらでも表示することができます (18.1 節
参照 )。対処方法でサービスが必要なときは、お買い求め先まで修理をお申し付けくだ
さい。

以下のメッセージ以外にも通信関連のメッセージがあります。これらは別冊の通信イン
タフェースユーザーズマニュアル (IM 701361-17) に記載してあります。

インフォメーション
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
51 RESET キーを押しながら電源を投入したので、設定

をすべて初期化しました。
Turned on pressing the RESET key.  All the settings 
will be initialized.

4.4

52 ソフトウエアのバージョンアップに伴い、設定をす
べて初期化しました。

Firmware is updated. All the settings are initialized. －

53 プリントを中止しました。 Hardcopy is aborted. －
54 ファイル処理を中止しました。 File access is aborted. －
55 アクションオントリガを中止しました。 Action-on-trigger is aborted. 8.8
56 サーチを中止しました。 Search aborted. －
57 サーチを実行しましたが、条件と一致するレコード

は見つかりませんでした。
Search execution is completed, but no record was 
found that matched the conditions.

－

58 サーチを実行しましたが、条件と一致するパターン
は見つかりませんでした。

Search execution is completed, but no record was 
found that matched the pattern.

－

59 統計メジャー処理を中止しました。 Statistical measurement is aborted. 11 章
62 該当するフィールドは見つかりませんでした。 The corresponding field was not found. －
63 アクションオントリガを終了しました。 Action-on-trigger is completed. 8.8
64 通信によりリモート状態になっています。

ローカル状態にするには、CLEAR キーを押して下さ
い。

The instrument is set to remote mode by the 
communication control.
Press the CLEAR key tochange to local mode.

－

65 通信によりローカルロックアウトされています。
キー操作をするには、通信からロックアウトを解除
してください。

Local lockout is set by the communication control.
To operate using the keys, release the lockout using 
the communication control.

－

66 ファームウェアをアップデートします。よろしいで
すか？

【注意】処理が完了するまで 5 分ほどかかります。そ
の間、電源を切らないでください。完了すると自動
的に再起動します。
なお、セットアップを初期化する場合があるので、
現在のセットアップを保存しておくことをお勧めし
ます。

Firmware will be updated. Do you want to proceed?
Note: It will take approx. 5 minutes. Please DO NOT 
power off the unit until the completion. Once the 
procedure is completed, the unit will reboot itself. We 
recommend you to save the setups before updating 
the firmware.

－

67 ファームウェアをアップデートしています。
【注意】電源を切らないでください。処理が完了する

と自動的に再起動します。

Updating Firmware.
Note: Please DO NOT power off the unit. Once the 
procedure is completed, the unit will reboot itself.

－

68 ファームウェアをアップデートしました。
再起動します。

Firmware is updated. Will be rebooted. －

69 シリアルバスの入力波形を認識することが出来ませ
んでした。

Any serial bus signal can not be detected. 5.1

70 シリアルバスの自動設定を中止しました。 Serial bus automatic setting was aborted. 5.1
71 物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) がロードされて

いません。
The symbol/physical value file(.sbl) has not been 
loaded.

14.8

72 ロジック設定とシンボル定義のビット数が違います。
物理値 / シンボル定義ファイル (.sbl) を確認してくだ
さい。

A contradiction in bit numbers of logic setting and 
symbol definition was detected. Check the symbol/
physical value file(.sbl).

－

73 入力電圧レベルと減衰比を確認してください。 Check the input voltage level and attenuation ratio. 5.1
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ファイルエラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
500 データがメディアの残り容量より大きいためセーブ

できません。
不要なファイルを消すか新しいメディアを使用して
ください。

Data size larger than remaining capacity in media.
Delete unnecessary files or use other media.

14 章

501 対象ファイルがありません。
ファイル名を確認してください。

File does not exist.
Check the file name.

14 章

502 対象パスが存在しないかメディアが入っていません。
パス名、メディアを確認してください。

Assigned path does not exist or no media.
Check the path name and media.

14 章

503 メディアが書き込み禁止になっています。
メディアのライトプロテクトを解除してください。

Writing prohibited in the media.
Unlock write protection of the media.

14 章

504 メディアの空き容量が不足しています。
不要なファイルを消すか新しいメディアを使用して
ください。

Insufficient remaining capacity in media.
Delete unnecessary files or use other media.

14 章

505 このファイルは互換性がないためロードできません。
ファイル、もしくは製品のソフトウエアバージョン、
モデル名を確認してください。

File not compatible.
Check the file, firmware version of the unit or model 
name of the unit.

－

506 セーブ対象となるデータがありません。
セーブデータの有無を確認してください。

Save data do not exist.
Check the content to be saved.

－

507 セーブ対象となるデータがありません。
セーブデータの有無を確認してください。

Save data do not exist.
Check the content to be saved.

－

508 ファイルをオープンできません。
他のプロセスからオープンされている可能性がある
ので、時間を置いて再度確認してください。
それでもだめなときはサービスが必要です。

Unable to open file.
The may be opened by other process.  Try to open 
file later. If the problem still exist, service may be 
necessary.

16 章

509 アクセス拒否されました。
対象ファイル、フォルダが使用中か、または属性を
チェックしてください。

Access denied. 14 章

510 ファイルシステムが異常です。
サービスが必要です。

File system error.
Service is required.

－

511 メディアが異常です。
サービスが必要です。

Media error.
Service is required.

－

512 ディレクトリが削除できません。 Directory can not be deleted. 14 章
513 このファイルまたはディレクトリを他のメディアに

移動できません。
別のメディアで再確認してください。それでもだめ
なときはサービスが必要です。

File or Directory can not be moved to other media.
If the problem occurs on other media, service may be 
required.

14 章

514 ディレクトリエントリが存在しません。 Directory entry does not exist. －
515 メディアが異常です。

サービスが必要です。
Media error.
Service is required.

－

516 メディアが異常です。
サービスが必要です。

Media error.
Service is required.

－

517 ファイルの終端です。 End of the file. －
518 ファイルまたはディレクトリがすでに存在していま

す。
対象ファイル、ディレクトリを削除するかカレント
パスを変更してください。

The same file or directory name exist.
Remove the file/directory or change the current path.

14 章

519 Copy、Move 対象が Read Only 属性です。 Target file of Move or Copy has a read only property. 14 章

520 対象パスが存在しないかメディアが入っていません。
パス名、メディアを確認してください。

Assigned path does not exist or no media.
Check the path name and media.

14 章

521 コピー・移動先のフォルダが、コピー・移動元のフォ
ルダと同じかサブフォルダです。
コピー・移動先のフォルダを変更してください。

Destination folder assigned to Copy / Move is the 
same as the origin or sub folder.
Change the destination folder.

14 章

522 ファイル名が入力されていません。
ファイル名を入力してください。

No file name.
Type in file name.

14 章

523 オートファイル名の作成に失敗しました。
オートネームの種類を変更するか、オートファイル
名を変更してください。

Auto file name failure.
Change the type of auto file name or change the 
header of the auto name.

14 章

524 オートファイル名の作成に失敗しました。
オートネームの種類を変更するか、オートファイル
名を変更してください。

Auto file name failure.
Change the type of auto file name or change the 
header of the auto name.

14 章

525 ファイル名またはパス名が不適当です。
ファイル名またはパス名を確認してください。

Improper file or path name.
Check file/path name.

14 章

19.2　各種メッセージと対処方法
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コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
526 ファイルが壊れています。

ファイルを確認してください。
File is disintegrated.
Check the file.

－

527 ファイルシステムが異常です。
サービスが必要です。

File system error.
Service is required.

－

528 ファイル名が正しくありません。
禁止文字が含まれています。
別の名前に変更してください。

Illegal file name.
The name contains prohibited characters.
Change it to a different name.

14 章

529 ファイル名が正しくありません。
ファイルシステムの予約語です。
別の名前に変更してください。

Illegal file name.
The name is reserved by the system.
Change it to a different name. 

14 章

530 マスクデータの頂点データ数が最大値を超えたため、
ロードできませんでした。
マスクデータを再定義する必要があります。

Load failure. Number of vortex exceeded the 
maximum.
Redefine the mask data. 

－

531 処理が失敗しました。
他のプロセスからオープンされている可能性がある
ので、時間を置いて再度確認してください。
それでもだめなときはサービスが必要です。

Unable to open file.
The may be opened by other process.  Try to open 
file later.  If the problem still exist, service may be 
necessary.

－

532 圧縮レコード長が現在のレコード長を超えているた
め、セーブできませんでした。
圧縮レコード長を変更し、再度実行してください。

Unable to save. Compressed record size exceeded 
current record size.
Change the compressed record size and execute 
again.

－

533 対象パスが存在しません。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Assigned path does not exist.
Check the network setting and configuration.

16 章

534 対象ファイルが存在しません。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Assigned path does not exist.
Check the network setting and configuration.

16 章

535 アクセス拒否されました。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Assigned path does not exist.
Check the network setting and configuration.

16 章

539 ロジック波形を Ref にロードできません。 Unable to load a logic waveform to the reference 
waveform.

15.2 節

540 ロジック波形が含まれるファイルはロードできませ
ん。

Unable to load a file containing logic waveforms. 14.5 節

プリンタエラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
550 プリンタエラーが発生しました。

プリンタの状態を確認してください。
Printer error.
Confirm the printer status.

－

551 プリンタが検出できません。
プリンタの電源を ON にしてください。
コネクタの接続を確認してください。

Cannot detect printer.
Turn ON the printer.
Check connections.

－

552 通信エラーが発生しました。
ケーブルの接続とプリンタの電源を確認してくださ
い。

Communication error.
Check all connections and make sure all devices are 
on.

－

553 用紙が正しくセットされていません。
用紙を正しくセットしてください。

Paper not loaded correctly.
Set the paper correctly.

13.1

554 プリンタの温度が異常です。
直ちに電源を切ってください。

Printer over heat.
Power off immediately.

－

555 リリースアームを「HOLD」位置にしてください。 Move the release arm to the "HOLD" position. 13.1
556 プリンタが内蔵されていないモデルです。

オプションのプリンタがあるかどうか、仕様を確認
してください。

No built-in printer on this model.
Check the specifications to see whether or not the 
optional printer is provided.

iii ページ

557 イメージの作成に失敗しました。作業用メモリが足
りない可能性があります。
サービスが必要です。

Image creation failure. Working memory space may 
be insufficient.
Maintenance service is required.

－

19.2　各種メッセージと対処方法
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ネットワークエラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
600 ネットワークパラメータの設定が正しくありません。

ネットワークパラメータの設定を確認してください。
Invalid network parameter settings.
Check the network parameters.

16 章

601 サーバに接続できません。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Unable to connect to the server.
Check the network settings and configuration.

16 章

602 ファイルサーバの設定が正しくありません。
ファイルサーバの設定を確認してください。

Invalid file server settings.
Check the file server settings.

16 章

603 ファイアウォールの設定が正しくありません。
ファイアウォールの設定を確認してください。

Invalid fire wall settings.
Check the fire wall settings.

16 章

実行エラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
650 スタート中です。

ストップしてから再度実行してください。
Running.
Stop and execute again.

4.7

651 ファイル処理中です。
ファイル処理を中止するか、終了するまで待ってか
ら再度実行してください。

Accessing file.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

－

652 プリント処理中です。
プリント処理を中止するか、終了するまで待ってか
ら再度実行してください。

Printing.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

－

653 アクションオントリガ実行中です。
アクションオントリガを中止するか、終了するまで
待ってから再度実行してください。

Processing action-on-trigger.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

8.8

654 ズームサーチ実行中です。
ズームサーチを中止するか、終了するまで待ってか
ら再度実行してください。

Processing zoom search.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

11.18

655 オートスクロール実行中です。
オートスクロールを中止するか、終了するまで待っ
てから再度実行してください。

Processing auto scroll.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

－

656 ヒストリサーチ実行中です。
ヒストリサーチを中止するか、終了するまで待って
から再度実行してください。

Processing history search.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

12 章

657 ヒストリリプレイ実行中です。
ヒストリリプレイを中止するか、終了するまで待っ
てから再度実行してください。

Processing history replay.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

12 章

658 統計メジャー実行中です。
統計メジャーを中止するか、終了するまで待ってか
ら再度実行してください。

Processing statistical measurement.
Abort or wait until it is completed, and execute again.

11.3

660 ゾーン編集中です。
編集を終了してください。

Zone edit in process.
Terminate editing.

8 章

661 セルフテスト実行中です。
終了するまでお待ちください。

Processing self test.
Wait until it is completed.

－

662 トリガモード N Single にてアクイジション中です。
アクイジションをストップするか、終了するまで待っ
てから再度実行してください。

Acquisition in process in N Single trigger mode.
Press Start/Stop key or wait until the process is 
completed.

7 章

663 復元対象となるデータが存在しません。
イニシャライズやオートセットアップを実行すると
有効となります。

Retrievable settings does not exist.
The settings is created by either Initialize or Auto 
Setup.

－

664 統計メジャーの実行に失敗しました。
波形データが存在しない可能性があります。Cycle 
Statistics 選択時は、周期が認識できない設定である
可能性があります。

Failed to execute statistical measurement. 
Waveform data may not exist.  In Cycle statistic mode, 
improper setting may result in failure to recognize 
the cycle.

11.3

665 検索対象となるデータが存在しません。
解析を実行してから、再度実行してください。

Search target data does not exist.
The search after analysis is completed.

－

666 アクションの設定が正しくありません。
ファイルセーブの対象となるデータは Waveform グ
ループもしくは Analysis グループのいずれかのデー
タタイプです。ファイルメニューより設定してくだ
さい。

Improper action setting.
The saved data type is either Waveform group or 
Analysis group.  This can be assigned from File menu.

14 章

667 対象となるデータがありません。 Retrievable data not found. －
669 メール送信中です。

終了するまでお待ちください。
Sending E-Mail.
Wait until it is completed.

－

19.2　各種メッセージと対処方法
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コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
670 該当するフィールドは見つかりませんでした。 The corresponding field was not found. －
674 ロック中なのでストアできません。Store Detail にし

てロックを解除してください。
Cannnot store because the data is locked.
Release the lock through Store Detail.

4.6

675 シリアルバス解析 / トリガの自動設定中です。 
終了するまでお待ちください。

Serial bus automatic setting is in progress.  
Please wait.

5.1

設定エラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
800 日付・時刻の設定が正しくありません。 Improper Date/Time setting. 3.7
801 波形を表示していないときは設定できません。

波形を表示してください。
Not allowed unless waveforms are shown.
Display waveforms.

6 章

802 ソースとなる波形が存在しません。
ソースとなる波形を表示してください。

Source waveforms do not exist.
Display source waveforms.

8 章

803 編集対象となるゾーン波形が存在しません。 Zone waveforms do not exist. 8 章
804 演算式が正しくありません。 Illegal expression. 10 章
805 テレコムテストモードのときは設定できません。

テレコムテストモードを OFF にしてください。
Not allowed in Telecom test mode.
Turn off the Telecom test mode.

11.5

806 ロジックグループのビットの割り当てが不正です。 Invalid bit assignment in the logic group. 6.17 節
807 トリガ条件を有効にできません。

クロックソースを他のグループに設定するか、グルー
プにビットを割り当ててください。

Unable to enable the trigger conditions.
Set the clock source to another group or assign bits 
to the group.

6.17, 7.15, 
7.19 節

808 PARAM が FlexRay-SignalIntegrityVoting の時は選択
できません。

Cannot be selected when PARAM is set to FlexRay-
SignalIntegrityVoting.

8.13, 11.16, 
12.5 節

システムエラー
コード 日本語メッセージおよび対処方法 英語メッセージおよび対処方法 節
900 設定データがバックアップできませんでした。初期

化します。
バックアップ用電池が消耗している可能性がありま
す。電池の交換はサービスが必要です。

Failed to backup setup data.Initializing will be 
executed.
Backup battery may be low.  Maintenance service is 
required to replace the back-up battery.

19.7

901 冷却ファンが停止しています。直ちに電源を切って
ください。
サービスが必要です。

Fan stopped.  Power off immediately.
Maintenance service is required.

19.7

902 バックアップ電池が消耗しました。
電池の交換はサービスが必要です。

Backup battery is low.
Maintenance service is required to replace the back-
up battery.

19.7

903 キャリブレーションを失敗しました。
入力をはずしてから再度実行してください。
それでも失敗するときは、サービスが必要です。

Calibration failure.
Disconnect the input and execute again.
If it fails again, service is necessary.

－

904 不正コマンドが発行されました。 Invalid Command. －

19.2　各種メッセージと対処方法
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19.3	 自己診断 ( セルフテスト ) をする

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

セルフテストメニューの表示
1.  SYSTEMを押します。

2.  Self	Test	>	Test	Item	の順にソフトキーを押します。

3.  セルフテストをする項目のソフトキーを押します。

     

メモリテストの実行
4.  操作 3 で、Memory を選択します。

5.  Typeのソフトキーを押します。

6.  テストを実行するメモリのソフトキーを押します。

7.  Test	Execのソフトキーを押します。メモリテストが実行されます。
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プリンタ /PC カード / 内蔵 HDD/ 確度 (Accuracy) テストの実行
4.  操作 3 で、Printer、PCCard、HDD、Accuracy のいずれかを選択します。

5.  Test	Execのソフトキーを押します。それぞれのテストが実行されます。

Note
PC カードドライブのテストをする場合は、テストを実行する前に PC カードを装着してくださ
い。

パネルキーのテスト
4.  操作 3 で、Key Board を選択します。

5.  Test	Execのソフトキーを押します。パネルキーのテスト画面が表示されます。

6.  操作キーを押すと、画面上の押したキーに対応する表示が反転表示されます。

7.  すべてのキーを押すか、ESCを 2 度続けて押します。キーテストが終了します。

ソフトキーのテスト
4.  操作 3 で、Key Board を選択します。

5.  Soft	Keyのソフトキーを押します。

6.  ロータリノブ & SETで、キーボード上の文字が正しく入力されることを確認しま
す。

     

Note
テスト項目のうち Accuracy はサービス用のテストアイテムです。

19.3　自己診断 ( セルフテスト ) をする
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解　　説
メモリテスト：Memory
内部の CPU ボードの RAM/ROM が正常かどうかをテストします。「Success」が表示さ
れれば正常です。
エラーの場合は、「Fail」が表示されます。

プリンタテスト：Printer
オプションの内蔵プリンタが正常かどうかをテストします。濃淡が正しく印字されれば
正常です。エラーの場合は、正しく印字されません

PC カード：PC	Card
PC カードスロットが正常かどうかテストします。エラーの場合は、テスト実行後、「Fail」
が表示されます。

内蔵ハードディスクドライブ (/C8 オプション )：HDD
内蔵ハードディスクドライブが正常かどうかをテストします。エラーの場合は、テスト
実行後、「Fail」が表示されます。

キーテスト：Key	Board
フロントパネルの操作キーが正常かどうかテストします。押したキーの名称が反転表示
されれば正常です。

ソフトキーテスト：Key	Board
ソフトキーボードで正常に入力できるかをテストします。選択した文字が入力できれば
正常です。

確度テスト：Accuracy
システムの自動校正の結果が表示されます。エラーの場合は、「Fail」が表示されます。

セルフテストでエラーとなった場合
下記の操作をしても、エラーになる場合は、お買い求め先までご連絡ください。

・ 再度、セルフテストを数回実行する。
・ テスト対象メディアが挿入されているか確認する。
・ 内蔵プリンタに紙が正しくセットされているか、また、紙がつまっていないか確認す

る (13.1 節 )。

19.3　自己診断 ( セルフテスト ) をする
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19.4	 システムの状態を確認する ( オーバビュー )

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Overv�ewのソフトキーを押します。
オーバビュー画面が表示されます。
どれかのキーを押すと、オーバビュー画面が消えます。

     

解　　説
操作手順に示したような画面で、次のような内容を確認できます。

Model 形名
Record Length レコード長
Sampe Rate 最高サンプルレート
Serial No. シリアルナンバー
Option オプション ( 装着されているオプションを表示 )
Default Language デフォルト言語
Software Version ファームウエアのバージョン No.
Linkage Date ファームウエアバージョンの日付
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19.5	 内部メモリ / 内蔵ハードディスクのデータを一括
消去する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Nest	1/2	>	Storage	Manager	>	Sure	Delete	Execの順にソフトキーを押します。
データを消去するかを確認するメッセージが表示されます。

3.  ロータリノブ	&	SETで、OK または Cancel を選択します。
OK を選択すると、内部メモリ、内蔵ハードディスクのすべてのデータが消去されます。消
去中は、Sure Delete Exec のソフトキーの名称が Abort に変わります。

     

データ消去の中止
4.  Abortのソフトキーを押します。

データ消去が中止されます。同時に Abort ソフトキーの名称が、Sure Delete Exec に変わり
ます。

解　　説
内部メモリと内蔵ハードディスクのデータをすべて消去する機能です。必要なデータは、
PC カードなどに保存してください。

Note
内蔵ハードディスクのデータを消去する場合、約 2 時間 40 分かかります。
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19.6	 内部メモリ / 内蔵ハードディスクをフォーマット
する

操　　作

  

RESET SET

7 8 9 BS PRINT

FILE

SHIFT

SYSTEMEXP

CLEAR

M MENU

D E F X

k m

u n p
4 5 6

1 2 3

0 +/-
CA B

1.  SYSTEMを押します。

2.  Nest	1/2	>	Storage	Managerの順にソフトキーを押します。

3.  Internal	Memまたは Internal	HDDのソフトキーを押します。
フォーマットするかを確認するメッセージが表示されます。

4.  ロータリノブ	& SETで、OK または Cancel を選択します。
OK を選択すると、内部メモリまたは内蔵ハードディスクをフォーマットします。

     

解　　説
内部メモリまたは内蔵ハードディスクをフォーマットします。必要なデータは、PC カー
ドなどに保存してください。
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19.7	 交換推奨部品

保証書に記載の保証期間・保証規定に基づき、当社は本機器を保証しております。
保証規定により、以下の部品は 3 年保証対象外です。部品交換は、お買い求め先までお
申し付けください。

部品名称 寿命
内蔵プリンタ 通常の使用状態で、プリンタ用ロール紙 ( 部品番号：B9850NX)120 巻相当
液晶バックライト 通常の使用状態で、約 25000 時間

部品名称 保証期間
内蔵ハードディスク ご購入後 1 年 ( ただし、データについては保証対象外です。)

以下の部品は摩耗部品です。下記の周期での交換をお奨めします。部品交換は、お買い
求め先までお申し付けください。
部品名称 推奨交換周期
冷却ファン 3 年
バックアップ電池 ( リチウムバッテリ ) 5 年
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20.1	 モデル

項目 仕様
モデル名 ( 形名 ) 最高サンプルレート 周波数帯域 最大レコード長 入力端子

SB5310(701351)
SB5710(701361)

5GS/s
5GS/s

1GHz
1GHz

6.25MW
6.25MW

アナログ 4ch ＋ロジック 8 ビット
アナログ 4ch ＋ロジック 32 ビット

20.2	 測定入力部

アナログ信号入力
項目 仕様
入力チャネル数 4(CH1 ～ CH4)
入力カップリング設定 AC、DC、GND、DC50W
入力コネクタ BNC コネクタ
入力インピーダンス 1MW ± 1.0％ 約 20pF (PB500 パッシブプローブ使用時 10MW ± 2.0％ 約 14pF)

50W ± 1.5％
電圧軸感度設定範囲 1MW 入力時： 2mV/div ～ 5V/div(1-2-5 ステップ )

50W 入力時： 2mV/div ～ 500mV/div(1-2-5 ステップ )
最大入力電圧 1MW 入力時 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )：150Vrms CAT I

50W 入力時： 5Vrms 以下 または 10Vpeak 以下、どちらも超えない
こと。

DC オフセット最大設定範囲
( プローブの減衰比を 1：1
に設定したとき )

1MW 入力時
2mV/div ～ 50mV/div： ± 1V
100mV/div ～ 500mV/div： ± 10V
1V/div ～ 5V/div： ± 100V

50W 入力時
2mV/div ～ 50mV/div： ± 1V
100mV/div ～ 500mV/div： ± 5V

垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 1MW 入力時： ± (1.5％ of 8div ＋オフセット電圧確度 )

50W 入力時： ± (1.5％ of 8div ＋オフセット電圧確度 )
オフセット電圧確度 *1 2mV/div ～ 50mV/div： ± (1％ of 設定値＋ 0.2mV)

100mV/div ～ 500mV/div： ± (1％ of 設定値＋ 2mV)
1V/div ～ 5V/div： ± (1％ of 設定値＋ 20mV)

電圧定在波比 (VSWR) 周波数帯域内 1.5 以下 (Typical 値 *4)
周波数特性 *1*2

( 振幅が± 2div 相当の正弦
波を入力したときの－ 3dB
減衰点 )

50W 入力時
0.5V/div ～ 10mV/div： DC ～ 1GHz
5mV/div： DC ～ 750MHz
2mV/div： DC ～ 600MHz

1MW 入力時 (PB500 使用時、プローブ先端から規定 )
5V/div ～ 10mV/div： DC ～ 500MHz
5mV/div ～ 2mV/div： DC ～ 400MHz

AC 結合時の－ 3dB 低域減衰点 10Hz 以下 ( 付属の 10：1 プローブ使用時 1Hz 以下 )
チャネル間スキュー
( 同一設定条件時 )

1ns 以下

残留ノイズレベル *3 0.4mVrms または 0.05div rms のどちらか大きい方 (Typical 値 *4)
チャネル間アイソレーション
( 同一電圧軸感度 )

1GHz にて－ 30dB(Typical 値 *4)

A/D 変換分解能 8bits(25LSB/div)
最大 12bits( 高分解能モード時 )

プローブの減衰比設定 1：1、10：1、100：1、1000：1、10A：1V、100A：1V
( ロータリノブでだけ設定可能な減衰比　2：1、5：1、20：1、50：1、200：1、500：1、1A：1V)

第 20章	 仕様
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項目 仕様
帯域制限 チャネルごとに、FULL、200MHz、20MHz、8MHz、4MHz、2MHz、1MHz、500kHz、250kHz、

125kHz、62.5kHz、32kHz、16kHz、8kHz から選択が可能
アナログフィルタ (200MHz、20MHz) とディジタルフィルタ (IIR+FIR) を組合わせて実現

最高サンプルレート 実時間サンプリングモード
インタリーブモード ON 時： 5GS/s
インタリーブモード OFF 時： 2.5GS/s

等価時間サンプリングモード： 2.5TS/s
最大レコード長 6.25MW
最高アクイジションレート レコード長 1.25MW 時 60 波形 / 秒 / チャネル

レコード長 12.5kW 時 9,000 波形 / 秒 / チャネル
レコード長 2.5kW 時 25,000 波形 / 秒 / チャネル

N シングル時のデットタイ
ム *5

400ns 以下 (1 チャネルあたり 250 万波形 / 秒相当 )

*1 基準動作状態 (20-17 ページ参照 ) で、30 分のウォームアップ時間経過後、キャリブレーションを実行し、タイムベースを内
部クロックにして測定した値

*2 繰り返し現象の場合の値
 単発の周波数帯域は、DC ～サンプリング周波数 /2.5、または 繰り返し現象の周波数帯域 のどちらか小さい方
*3 入力部を短絡、アクイジションモードをノーマル、インタリーブモードを OFF、アキュムレートを OFF、およびプローブの

減衰比を 1：1 に設定したとき
*4 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
*5 チャネル数の増減によるアクイジションレートの変化なし

ロジック信号入力
項目 仕様
入力点数 SB5310： 

SB5710：
8( ロジックプローブ 1 本使用 ) 
32( ロジックプローブ４本使用 )

最高サンプルレート インタリーブモード ON 時： 
インタリーブモード OFF 時：

5GS/s 
2.5GS/s

最大レコード長 6.25MW
最高アクイジションレート レコード長 1.25MW 時： 

レコード長 12.5kW 時： 
レコード長 2.5kW 時：

60 波形 / 秒 / 入力点 
9,000 波形 / 秒 / 入力点 
25,000 波形 / 秒 / 入力点

Ｎシングル時のデッドタイ
ム *1

400ns 以下 (1 入力点あたり 250 万波形 / 秒相当 )

使用可能なロジックプロー
ブ (8 ビット入力 )

701980 701981 701988 701989

最大トグル周波数 *2 100MHz 250MHz 100MHz 250MHz
非破壊入力電圧範囲 ± 40V(DC+ACpeak) 

または 28Vrms
± 40V(DC+ACpeak) 
または 28Vrms

± 42V(DC+ACpeak) 
または 29Vrms

± 40V(DC+ACpeak) 
または 28Vrms

周波数によるディレーティングについては、各ロジックプローブの取扱説明書をご覧ください。
最小入力電圧 500mVp-p 500mVp-p 500mVp-p 300mVp-p
入力レンジ ± 40V ± 10V ± 40V ± 6V( スレショルドレベ

ル中心 )
スレショルドレベル 8 ビット共通設定
最小パルス幅 5ns 2ns 5ns 2ns
入力インピーダンス 
(Typical 値 )*3

約 1MW、約 10pF 約 10kW、約 9pF 約 1MW、約 10pF 約 100kW、約 3pF

ヒステリシス電圧 
(Typical 値 )*3

約 80mV 約 50mV 約 100mV 約 100mV

*1 入力点数の増減によるアクイジションレートの変化なし
*2 基準動作状態 (20-17 ページ参照 ) で、30 分のウォームアップ時間経過後
*3 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

20.2　測定入力部



20-3IM 701361-01

仕
様

付

索

20.3	 トリガ部

項目 仕様
トリガモード オート、オートレベル、ノーマル、シングル、N シングル
トリガソース *1 CH1 ～ CH4： 各入力端子に入力される信号

LINE： 接続された商用電源信号 (Edge トリガのみ使用可能 )
EXT： TRIG IN 端子から入力される信号
A0 ～ A7、B0 ～ B7、： 
C0 ～ C7、D0 ～ D7*2

ロジック信号入力用ポートの各端子に入力される信号

トリガカップリング CH1 ～ CH4： DC/AC
EXT： DC

HF リジェクション トリガソースに対する帯域制限
(OFF、15kHz(DC ～約 15kHz)、20MHz(DC ～約 20MHz)) の選択 (CH1 ～ CH4)

トリガヒステリシス トリガレベルのヒステリシス幅の選択 (CH1 ～ CH4)
High： トリガレベルを中心に約 1.0div のヒステリシスをかける
Low： トリガレベルを中心に約 0.3div のヒステリシスをかける

トリガレベル設定範囲 CH1 ～ CH4： 画面の中心から± 4div
EXT： ± 2V(1:1 プローブ使用時 )、± 20V(10:1 プローブ使用時 )

トリガレベル設定分解能 CH1 ～ CH4： 0.01div
EXT： 5mV(1:1 プローブ使用時 )、50mV(10:1 プローブ使用時 )

トリガレベル確度 CH1 ～ CH4*3： ± (0.2div ＋トリガレベルの 10％ )
EXT*4： ± (50mV ＋トリガレベルの 10％ )

ロジックスレッショルドレ
ベル

701980 使用時： ± 40V( 設定分解能 0.1V)
701981 使用時： ± 10V( 設定分解能 0.1V)

ロジックスレッショルドレ
ベル確度 *3

± (100mV+ 設定の 3%)

ロジック設定済みスレッ
ショルド

CMOS(5V) ＝ 2.5V、CMOS(3.3V) ＝ 1.6V、CMOS(2.5V) ＝ 1.2V、CMOS(1.8V) ＝ 0.9V、ECL ＝－ 1.3V

Window コンパレータ CH1 ～ CH4 の各 CH ごとに設定可能
Center： 画面の中心から± 4div
Width： Center を中心に± 4div

外部トリガのプローブの減
衰比設定

1：1、10：1

トリガ感度
CH1 ～ CH4*3： 1divP-P DC ～ 1GHz 時
EXT*4： 100mVP-P DC ～ 100MHz 時
ただし Edge OR*3： 1divP-P DC ～ 50MHz 時

トリガポジション 表示レコード長を 100％とし、0.1％分解能で設定可能
トリガディレイ By time： トリガ成立後、設定時間までディレイ

0 ～ 10s、最小設定分解能 5ps( サンプルレートによる )
First edge after delay： トリガ成立後、設定時間後の最初の指定エッジまでディレイ

0 ～ 10s、設定分解能 2ns
Edge Count： トリガ成立後、指定エッジが設定回数成立までディレイ

1 ～ 10E9、１ステップ
ホールドオフ時間設定範囲 20ns ～ 10s、設定分解能 5ns
トリガスロープ 立ち上がり、立ち下がり

*1 トリガソースになるかどうかは、 トリガの種類によって異なります。詳細は、次ページのトリガタイプ、または 20.7 節のシ
リアルバス信号の仕様をご覧ください。

*2 モデルによって装備されているロジック信号入力ポートが異なります。SB5310 は A0 ～ A7、SB5710 は A0 ～ D7 までを使用
できます。

*3 基準動作状態 (20-17 ページ参照 ) でウォームアップ時間経過後、キャリブレーション実行直後
*4 基準動作状態でウォームアップ時間経過後
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項目 仕様
トリガタイプ

Edge/State CH1 ～ CH4 の信号を対象
Edge： 単一トリガソースのエッジでトリガ
Edge(Qualified)： Qualification( 必要条件 ) 成立中に、単一トリガソースのエッジで

トリガ
Edge OR： 複数トリガソースのエッジ条件の OR でトリガ (Max 50MHz)
State： ステート条件成立時の ENTER/EXIT でトリガ

PodA ～ PodD*1 の信号を対象
Logic Edge： 単一トリガソースのエッジでトリガ
Logic Edge(Qualified)： Qualification 成立中に、単一トリガソースのエッジでトリガ
Logic State： ステート条件成立時の ENTER/EXIT でトリガ

Width CH1 ～ CH4 の信号を対象
Pulse： 単一トリガソースの幅でトリガ
Pulse(Qualified)： Qualification 成立中に、単一トリガソースの幅でトリガ
Pulse State： ステート条件成立時の幅でトリガ

PodA ～ PodD*1 の信号を対象
Logic Pulse： 単一トリガソースの幅でトリガ
Logic Pulse State： ステート条件成立時の幅でトリガ

時間幅設定モード
More than： 条件成立時間が T1 より長いときで、条件が変化したときにトリ

ガ
Less than： 条件成立時間が T1 より短いときで、条件が変化したときにトリ

ガ
Between： 条件成立時間が T1 より長く T2 より短いときで、条件が変化し

たときにトリガ
Out of Range： 条件成立時間が T1 より短い、または T2 より長いときで、条件

が変化したときにトリガ
Time out： 条件成立時間が T1 を超えたときにトリガ

設定時間 (T1、T2)： 1ns ～ 10s、設定分解能 500ps
時間確度： ± (0.2% of 設定値 +1ns)

Event Interval Event： FlexRay*2*3、CAN*2、LIN*2*3、UART*2*3、I2C*2、SPI*2、Serial 
pattern*2、 
Edge、Edge(Qualified)、State、Pulse、Pulse(Qualified)、 Pulse 
State、 
Logic Edge、Logic Edge(Qualifed)、Logic State、Logic Pulse、
Logic Pulse State 
(Edge OR 以外は Event として選択可能 )

Event Cycle： イベントの周期が設定時間範囲内のときトリガ
Event Delay： イベント 1 成立後、初めてのイベント２成立の時間間隔が設定時

間範囲内のときトリガ
Event Sequence： イベント 1 成立後、設定時間範囲内の初めてのイベント２成立の

ときトリガ
時間幅設定モード： Width の「時間幅設定モード」と同じ
設定時間 (T1、T2) と時間確度

Event Cycle の場合
設定時間 1.5ns ～ 10s、設定分解能 500ps
時間確度 ± (0.2% of 設定値 + 1ns)

Event Delay または Event Sequence の場合
イベント 1 イベント 2 設定時間 時間確度 *4

CH1 ～ CH4 CH1 ～ CH4 1.5ns ～ 10s、
設定分解能 500ps

± (0.2% of 設定値 + 1ns)

PodA ～ PodD*1 PodA ～ PodD*1 1.5ns ～ 10s、
設定分解能 500ps

± (0.2% of 設定値 + 1ns)

CH1 ～ CH4 PodA ～ PodD*1 20ns ～ 10s、
設定分解能 500ps

± (0.2% of 設定値 + 10ns)

PodA ～ PodD*1 CH1 ～ CH4 20ns ～ 10s、
設定分解能 500ps

± (0.2% of 設定値 + 10ns)

20.3　トリガ部
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Serial Bus*5 FlexRay*2*3 FlexRay バスの信号に対してトリガ
モード： Frame Start、ID/Data、ID/Data OR、Error、Msg/Signal

CAN*2 CAN バスの信号に対してトリガ
モード： SOF、Error Frame、ID Std/Data、ID Ext/Data、ID/Data OR、Msg/Signal

LIN*2*3 LIN バスの信号に対してトリガ
モード： Break Synch、ID/Data、ID/Data OR、Error 

UART*2*3 UART の信号に対してトリガ
モード： Data、Error

I2C*2 I2C バスの信号に対してトリガ
モード： Every Start、ADR&DATA、NON ACK、General Call、Start byte、 

HS Mode
SPI*2 SPI(Serial Peripheral Interface) バスの信号に対してトリガ

モード： 3wire、4wire
Serial Pattern*2 汎用シリアル通信の信号に対してトリガ

最高ビットレート： 50Mbps
最大ビット長： 128bits

*1 モデルによって装備されているロジック信号入力ポートが異なります。SB5310 は PodA、SB5710 は PodA ～ PodD までを使
用できます。

*2 FlexRay と CAN は、ロジック信号入力用ポートの信号には未対応です。LIN、UART、I2C、SPI、および Serial Pattern は、ロジッ
ク信号入力用ポートのうち、PodA を選択可能です。

*3 Event Delay と Event Sequence のイベントとして、イベント 1 とイベント 2 のどちらか一方しか設定できません。また、ト
リガソースとして LINE を選択しているときも、イベント 1 とイベント 2 のどちらか一方しか設定できません。

*4 イベント 1 とイベント 2 のトリガタイプが Edge の場合です。
*5 解析機能については、20.7 節をご覧ください。

20.4	 時間軸

項目 仕様
時間軸設定範囲 500ps/div ～ 50s/div (1-2-5 ステップ )
タイムベース確度 * ± 0.001％
時間軸測定確度 * ± (0.001％ ＋ 10ps ＋ 1 サンプル時間 )

* 基準動作状態 (20-17 ページ参照 ) でウォームアップ時間経過後

20.5	 表示部

項目 仕様
ディスプレイ 8.4 型 (21.3cm) カラー TFT 液晶ディスプレイ *
表示画面サイズ 170.5mm( 横 ) × 127.9mm( 縦 )
全表示画素数 1024 × 768 (XGA)
波形表示画素数 800 × 640

* 液晶表示器は数点の欠陥を含む場合があります (RGB を含む全画素数に対して 6ppm 以内 )。
 液晶表示器に、一部に常時点灯しない画素および常時点灯する画素が存在する場合があります。これらは故障ではありません。

ご了承ください。

20.3　トリガ部 /20.4　時間軸 /20.5　表示部
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20.6	 機能

垂直軸 / 水平軸
項目 仕様
チャネルの ON/OFF CH1 ～ CH4、LOGIC を独立に ON/OFF が可能
入力フィルタ CH1 ～ CH4 を独立に帯域制限が可能
垂直ポジション設定 アナログ波形エリアの中心から± 4div の範囲で、垂直方向の移動が可能

ロジック信号エリアの最上位にある信号だけまたは最下位にある信号だけを表示するようになるま
で垂直方向に移動が可能

ロールモード トリガモードがオート、オートレベル、シングルのときに、以下の時間軸でロールモード表示になる。
100ms/div ～ 50s/div

信号の取り込み / 画面表示
項目 仕様
アクイジションモード ノーマル、アベレージ、エンベロープの 3 つの取り込みモードの選択が可能
高分解能モード 最大 12 ビットまで垂直軸分解能が向上
レコード長 2.5kW、6.25kW、12.5kW、25kW、62.5kW、125kW、250kW、625kW、1.25MW、2.5MW、6.25MW
サンプリングモード  一部の時間軸設定では、アナログ信号の実時間サンプリング / 等価時間サンプリングの切り替えが

可能
インタリーブモード アナログ信号入力

1 つの入力信号を 2 つの A/D 変換器でサンプリングし、最高サンプルレートを 2 倍にする。
ロジック信号入力

1 つの入力信号を 2 つのロジック信号変換回路でサンプリングし、最高サンプルレートを 2 倍に
する。

インタポレート 実サンプリングデータを最大 1000 倍 ( 高分解能モード時は 2000 倍 ) に補間して時間分解能 ( 最大
2.5TS/s) を上げる機能

アキュムレート 波形の重ね書きが可能、カウントモードとタイムモードの選択が可能、セーブ / ロードも可能
ズーム 電圧軸 ( 垂直軸 ) 方向または時間軸 ( 水平軸 ) 方向にアナログ波形を拡大

それぞれ独立した拡大率で 2 箇所まで可能
電圧軸方向拡大率： 1 ～ 10 倍
時間軸方向拡大率： 1 倍～ 1div あたり 1 データ

ロジック信号の表示サイズ 垂直方向にロジック信号の表示サイズを拡大：5 段階
表示フォーマット アナログ波形の 1、2、3、4 分割表示

ロジック信号のバス表示 - グループごとの Hex、Bin、または Sym 表示
アナログ波形とロジック信号の表示比率を選択可能

表示補間 サンプル点のドット表示 / サイン補間表示 / 直線補間表示 / パルス補間表示の選択が可能
グラティクル アナログ波形の 4 種類の目盛りを選択可能
補助表示の ON/OFF スケール値、信号ラベル名、トリガマークの ON/OFF が可能
スナップショット 現在表示されている波形を画面に残すことが可能

解析 / 検索
項目 仕様
カーソル測定 6 種類のカーソルを選択可能

Vertical、Horizontal、VT、H&V、Marker、Serial、ロジック信号には VT だけ対応可能
波形パラメータの自動測定 次の波形パラメータを自動測定可能。FlexRay の波形パラメータについては、20.7 節をご覧くださ

い。
設定範囲全データが対象で周期に無関係なアイテム

Max、Min、High、Low、P-P、Hi-Low、+Over、-Over、Rms、Mean、Sdev、IntegTY、V1、
V2、ΔT

設定範囲全データが対象で周期に関係するアイテム
C.Rms、C.Mean、C.Sdev、C.IntegTY、Freq、1/Freq、Count、Burst

設定範囲で一番初めに見つかったデータが対象のアイテム
+Width、-Width、Period、Duty、Rise、Fall、Delay

ただし、ロジック信号に対しては、次の項目だけを選択可能
Freq、1/Freq、Count、+Width、-Width、Period、Duty、ΔT、Delay
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項目 仕様
サーチ & ズーム 表示波形の一部を検索し、ズーム表示が可能

Auto Scroll 機能： 自動でズーム画面を時間軸方向にスクロールさせる機能
Search 機能： 現在表示されている波形の特定時間以降の特定部分を検索しズーム画面に

表示
Search Type： FlexRay*1、CAN*1、LIN*2、UART*2、I2C*2、SPI*2、Serial pattern*2、 

Edge、Edge(Qualified)、State、Pulse、Pulse(Qualified)、 Pulse State、 
Logic Edge、Logic Edge(Qualifed)、Logic State、Logic Pulse、Logic Pulse 
State 

ヒストリメモリ 最大枚数： ヒストリ使用時 2000( レコード長 2.5kW 時 )
N シングル使用時 1600( レコード長 2.5kW 時 )
インタリーブモード ON 時でもヒストリ枚数は変化しない。

ヒストリサーチ： ヒストリメモリの中から指定した条件にあった波形をサーチして表示
サーチタイプ： Rect、WAVE、POLYGON、Parameter(Measure、FFT、XY)
リプレイ： ヒストリ波形を自動で順次表示

テレコムテスト Mask Test または Eye Pattern 測定。FlexRay EyeDiagram の仕様については、20.7 節をご覧ください。
XY 解析 X 軸 ( 水平軸 ) と Y 軸 ( 垂直軸 ) にそれぞれトレースを指定し、２つのトレース信号の相関を表示
FFT 解析 FFT( 高速フーリエ変換 ) 演算を実行 ( 最大 250k 点 )
波形パラメータの解析 波形パラメータの 1 アイテムを Histogram、Trend、List 形式で表示
頻度分布の解析 繰り返し取り込む信号データから、指定した範囲内の Histogram を表示
シリアルバス信号解析 FlexRay*1、CAN*1、LIN*2、UART*2、I2C*2、SPI*2、Serial pattern*2 のデータを解析し、表示 

(FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、SPI の詳細仕様については、20.7 節参照 )
演算　 CH1 ～ CH4、 

M1 ～ M4
アナログ信号

+、－、*、Integ、Edge Count、Rotary Count、Filter (Through、Delay、Moving Avg、 
IIR Low Pass、IIR High Pass)

M1 ～ M4 アナログ信号
CAN

Stuff Bit
ユーザー定義演算 ( オプション )

次の演算子や定数を任意に組み合わせた演算式を設定可能。
演算子： +、－、*、/、ABS、SQRT、LOG、LN、EXP、P2、-( 反転 )、DELAY、BIN、SIN、 

ASIN、COS、ACOS、TAN、ATAN、DIFF、 INTEG
定数：K1 ～ K4、0 ～ 9、PI、e、fs、1/fs、Exp、Measure Item

電源解析機能 ( オプション )
標準の演算、Power、Z、I2t、ユーザー定義演算が可能

ロジック信号
DA

リファレンス機能 保存された波形データを最大４トレース (M1 ～ M4) 表示と解析 ( 演算、カーソル ) 可能
ヒストリ波形もロードでき、リプレイが可能

アクションオントリガ 指定した回数だけトリガがかかるたびに信号を取り込み、波形パラメータの自動測定値または波
形ゾーンで判定し、選択したアクションを実行。

モード OFF
アクションは実行されません。

All Condition
信号を取り込み、アクションを実行

GoNogo Zone/Param
取り込んだ信号の波形が指定したゾーンを通過したか否か、または波形の指定パラメータが指
定範囲に入ったか否かを判定し、アクションを実行
Zone の種類： Rect、WAVE、Polygon
Param の種類： Measure、FFT、XY

GoNogo Eye Diagram
「Eye Diagram」で設定した条件が成立したか否かを判定し、アクションを実行

Category の種類： Mask Test、Eye Pattern
アクション ビープ音、画面イメージの印刷 / 保存、測定データの保存、　メール送信 (/C8 または /C10 オプショ

ン付きの場合 )

*1 ロジック信号入力用ポートの信号には未対応です。
*2 ロジック信号入力用ポートのうち、PodA を選択可能です。

20.6　機能



20-8 IM 701361-01

画面イメージデータの印刷 / 保存
項目 仕様
内蔵プリンタ ( オプション ) 画面イメージを印刷
外部プリンタ USB またはイーサネット *2 経由で外部プリンタに画面イメージを出力

EPSON/HP(PCL) のインクジェットプリンタなどに対応
イーサネット経由の場合、HP(PCL) だけに対応

PC カード / 内部メモリ / 
内蔵ハードディスク *1/ 
USB ストレージメディア / 
ネットワークドライブ *2

出力データ形式： PNG、BMP、JPEG

*1 内蔵 HDD はオプション
*2 イーサネットインタフェースオプション搭載時

データの保存
項目 仕様
ヒストリメモリ 最大 2000 回分 ( レコード長 2.5kW 時 ) のヒストリ波形を自動で保持
PC カード / 内部メモリ / 
内蔵ハードディスク *1/ 
USB ストレージメディア / 
ネットワークドライブ *2

測定データ、設定データ、各種データを保存可能

*1 内蔵 HDD はオプション
*2 イーサネットインタフェースオプション搭載時

その他
項目 仕様
セットアップ イニシャライズ： 設定を工場出荷時の値に設定

オートセットアップ： 設定を入力信号に適した値に自動的に設定
シリアルバスオートセットアップ： FlexRay、CAN、LIN、UART、I2C、または SPI のトリガ、デコー

ド、および検索機能を入力信号に適した値に自動的に設定
CH オートスケール： 対象トレースの電圧軸だけを入力信号に適した値に自動的に

設定
ストア / リコール： 任意の設定内容を 12 個まで本体内部メモリに記憶、呼び出

し可能
キャリブレーション 自動キャリブレーションとマニュアルキャリブレーションが可能
環境設定 画面の色、日付・時刻、メッセージの言語、クリック音の ON/OFF を設定可能
オーバビュー システム仕様確認が可能
セルフテスト メモリテスト、キーテスト、プリンタなどのテストが可能
10 キー 数値を直接入力可能
矢印キー カーソルを上下左右に移動可能
プローブ補償信号出力 フロントパネルのプローブ補償調整用信号出力端子から信号 ( 約 1Vp-p、約 1kHz の方形波 ) を出力
ヘルプ機能 設定内容の解説文を表示

20.6　機能
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20.7	 シリアルバス信号

FlexRay バス
項目 仕様
バージョン FlexRay Protocol Version2.1
ビットレート 10Mbps、5Mbps、2.5Mbps
トリガ

トリガソース CH1 ～ CH4 から選択。FlexRay バス信号 (BP、BM の各信号を差動プローブを介して入力 )
モード Frame start： フレームのスタートでトリガ

ID/Data： Indicator/ID/Cycle Count/Data でトリガ
ID/Data OR： Indicator/ID/Cycle Count/Data の 4 つの設定の OR 条件でトリガ
Error： CRC/BSS/FES エラーが発生したフレームでトリガ 

エラー条件の OR でトリガ可能
Msg/Signal： FIBEX Message(ID) と Signal(ID/Data) でトリガ

解析
信号 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択
解析可能フレーム数 最大 600 フレーム分 ( 解析基準点前後 300 フレーム )
解析可能サンプルレート FlexRay ビットレートの 8 倍以上
解析対象セグメント Header Segment、Payload Segment、Trailer Segment
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、FrameID*1、Data(Hex)*2 の値を同時表示。
Detail( 詳細表示 )

解析番号 (No.)、Time( トリガ点からフレームの先頭までの時間 )、フレームの種類 (Static/
Dynamic Frame)、Indicator(Payload preamble/Null frame/Sync frame/Startup frame)、Frame 
ID*1、Payload length の値 ( バイト数 )、Cycle count の値、Data(Hex)*2、Information( エラーの種類 )。

ズームリンク ズームリンク
解析結果リストでハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 )
を移動可能。ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

フィールドジャンプ
ズームリンクが有効な場合、解析結果リストでハイライト表示されたフレームの指定したフィー
ルドの先頭にズーム位置をジャンプ可能。対象となるフィールドは、Frame ID/Payload length/
Header CRC/Cycle count/Data/CRC の 6 種類から選択。

波形パラメータの 
自動測定

波形パラメータ： 
統計項目：

BSS Interval、FBSS Interval、BSSFES Interval 
Max、Min、Mean、σ、Cnt

バスドライバ電気特性
コンフォーマンステスト規格に対応 (FlexRay EPL Specification V2.1)
受信特性 @TP4：
<BP-BM と RxEN 波形で測定 >

dBDRxia( 動作反応時間 )、dBDRxai( アイドル反応時間 )
<BP-BM と RxD 波形で測定 >

dBDRx10( 受信器遅延、負のエッジ )、dBDRx01( 受信器遅延、正のエッジ )
dRxAsym( 受信器遅延の差分 |dBDRx10 － dBDRx01|)

送信特性 @TP1：
<TxD と BP-BM 波形で測定 >

dBDTx10( 送信器遅延、負のエッジ )、dBusTx10( 差動電圧立ち下がり時間 )
dBDTx01( 送信器遅延、正のエッジ )、dBusTx01( 差動電圧立ち上がり時間 )
dTxAsym( 送信器遅延の差分 |dBDTx10 － dBDTx01|)
uBDTx(TP1 での差動電圧の絶対値 (|BP － BM|、動作時 / アイドル時 )

<TxEN と BP-BM 波形で測定 >
dBDTxia( アイドル→動作状態への伝搬遅延 )、dBusTxia( アイドル→動作状態への遷移時間 )
dBDTxai( 動作→アイドル状態への伝搬遅延 )、dBusTxai( 動作→アイドル状態への遷移時間 )

信号品質
dBitLengthVariation( ビット幅変動＝ dBitLong － dBitShort)
uBusTPx'(Top)(Data_1 の Top レベル (uData1Top)、または Data_0 の Top レベル (uData0Top)
dBitShort(dBitM/N の最小値 )、dBitLong(dBitM/N の最大値 )
dEdgeMax( 立ち上がり / 立ち下がり時間の最大値 (dEdge01 と dEdge10 のうち、大きいほうの値 ))
dEdge10( 立ち下がり時間：uData1Max → uData0Min に信号レベルが下がるまでの時間 )
dEdge01( 立ち上がり時間 ：uData0Min → uData1Max に信号レベルが上がるまでの時間 )
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項目 仕様
アイダイアグラムテスト Mask Test または Eye Pattern 測定

Mask Test： Wave Count、Wave Count %、Sample Point Count、Sample Point Count %
Eye Pattern： Crossing ％、Eye Height、Eye Width、Q Factor、Jitter、 Jitter2、 Duty Cycle 

Distortion％、Vtop、Vbase、σ top、σ base、Tcrossing1、Tcrossing2、
Vcrossing、Rise、Fall

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

データサーチ フィールドやフレームの条件を設定して波形をサーチ可能。条件と一致する波形がみつかると、
ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズーム波形エリアに拡大表示。

*1 「 FlexRay to Value」を有効にすると、シンボル表示「Message」になります。
*2 「 FlexRay to Value」を有効にすると、シンボル表示「Signal」と物理値になります。

CAN バス
項目 仕様
バージョン CAN Version 2.0B
ビットレート 1M、500k、250k、125k、83.3k、33.3k[bps]、または 10k ～ 1M[bps] の任意のビットレートを設定

可能 ( 設定分解能は 0.1kbps)。
High speed CAN(ISO11898)、Low speed CAN(ISO11519-2) に対応。

トリガ
トリガソース CH1 ～ CH4 から選択。
モード SOF： SOF(Start of Frame) でトリガ

Error Frame： エラーフレームでトリガ
ID Std/Data： データフレーム / リモートフレーム (ID: 標準フォーマット ) でトリガ
ID Ext/Data： データフレーム / リモートフレーム (ID: 拡張フォーマット ) でトリガ
ID/Data OR： 4 種類のデータフレーム / リモートフレームの OR 条件でトリガ 

ID ごとに標準フォーマット / 拡張フォーマットを選択可能
Msg/Signal： CAN Message(ID) と Signal(ID/Data) でトリガ

解析
信号 CH1 ～ CH4 と M1 ～ M4 から選択。
解析可能フレーム数 最大 3000 フレーム分 ( 解析基準点前後 1500 フレーム )
解析対象フレーム データフレーム、リモートフレーム、エラーフレーム、オーバーロードフレーム
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、フレームの種類 (Frame)、ID の 16 進数表示 *1(ID)、Data の 16 進数表示
*3(Data)、ACK スロットの状態 (Ack)

Detail( 詳細表示 )
解析番号 (No.)、フレームの種類 (Frame)、トリガポジションからの時間 (Time(ms))、ID の 16 進
数表示 *1(ID)、DLC の 16 進数表示 (DLC)、Data の 2 進数表示 *2(Data(Bin))、Data の 16 進数表示
*3(Data)、CRC シーケンスの 16 進数表示 (CRC)、ACK スロットの状態 (Ack)

ズームリンク ズームリンク
解析結果リストでハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 )
を移動可能。ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

フィールドジャンプ
ズームリンクが有効な場合、解析結果リストでハイライト表示されたフレームの指定したフィー
ルドの先頭にズーム位置をジャンプ可能。フィールドは、SOF、ID、Control Field、Data Field、
CRC、ACK の中から選択。

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

データサーチ フィールドやフレームの条件を指定して波形をサーチ可能。条件と一致する波形がみつかると、
ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズーム波形エリアに拡大表示。

スタッフビット CAN バス信号波形の中からスタッフビットを抽出して MATH 波形 (MATH1 ～ MATH4) として表示。
スタッフビット演算可能。デコード表示可能。

*1 「 CAN to Value」を有効にすると、シンボル表示「Message」になります。
*2 「 CAN to Value」を有効にすると、シンボル表示「Data(Sig)」になります。
*3 「 CAN to Value」を有効にすると、物理値表示「Data」になります。

20.7　シリアルバス信号
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LIN バス
項目 仕様
レビジョン LIN1.3 または LIN2.0
ビットレート 1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、19200bps、または 1k ～ 20k[bps] の任意のビットレー

トを設定可能 ( 設定分解能は 0.1kbps)。
トリガ

トリガソース CH1 ～ CH4、 PodA(A0 ～ A7) から選択。
モード Break Synch： Break に続き Synch バイトを検出した場合トリガ

ID/Data： ID と Data の組み合わせでトリガ
ID/Data OR： ID と Data の 4 つの設定の OR 条件でトリガ
Error： エラーが発生したフレームでトリガ 

エラー条件の OR でトリガ可能 
Parity、Checksum、Synch、Timeout (Slave Not Responding/Header Timeout/
Response Timeout)、Framing

解析
信号 CH1 ～ CH4、 PodA(A0 ～ A7)、および M1 ～ M4 から選択。
解析可能フレーム数 最大 3000 フレーム ( 解析基準点前後 1500 フレーム )
解析対象フィールド Break、Synch、ID、Data、Checksum
解析レビジョン LIN 2.0、LIN1.3、または Both( 両レビジョン同時 )
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、ID の 16 進数表示 (ID)、Data の 16 進数表示 (Data)、Checksum の 16 進数表示
(Checksum)

Detail( 詳細表示 )
解析番号 (No.)、トリガポジションからの時間 (Time(ms))、ID の 16 進数表示 (ID)、ID-Field の 16
進数表示 (ID-Field)、Data の 2 進数表示 (Data(Bin))、Data の 16 進数表示 (Data)、Checksum の
16 進数表示 (Checksum)、付加情報 (Information)

ズームリンク ズームリンク
解析結果リストでハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 )
を移動可能。ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

フィールドジャンプ
ズームリンクが有効な場合、解析結果リストでハイライト表示されたフレームの指定したフィー
ルドの先頭にズーム位置をジャンプ可能。フィールドは、Break、Synch、ID、Data,Checksum
の中から選択。

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

データサーチ フィールドやフレームの条件を指定して波形をサーチ可能。条件と一致する波形がみつかると、
ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズーム波形エリアに拡大表示。

20.7　シリアルバス信号
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UART
項目 仕様
ビットレート 1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、19200bps、38400bps、57600bps、115200bps、また

は 1k ～ 200k[bps] の任意のビットレートを設定可能 ( 設定分解能は 0.1kbps)。
データ形式 8bit Data  (Parity bit 無し ) 

7bit Data + Parity bit( エラートリガ時だけ選択可 ) 
8bit Data + Parity bit( エラートリガ時だけ選択可 )

トリガ
トリガソース CH1 ～ CH4 と PodA(A0 ～ A7) から選択。
モード Every Data： すべてのデータの Stop Bit の位置でトリガ

Data： 設定された 1 ～ 4 バイトデータと比較し条件が一致するフレームでトリガ
Error： Parity、Framing エラーを検出してトリガ 

エラー条件の OR でトリガ可能
解析

信号 CH1 ～ CH4、 PodA(A0 ～ A7)、および M1 ～ M4 から選択。
解析可能フレーム数 最大 3000 バイト ( 解析基準点前後 1500 バイト )
解析対象フィールド Data
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、Data の 16 進数表示 (Data)*1、付加情報 (Information)
Detail( 詳細表示 )

解析番号 (No.)、トリガポジションからの時間 (Time(ms))、Data の 2 進数表示 (Data(Bin))*1、
Data の 16 進数表示 (Data)*1、付加情報 (Information)

表示モード
16 進数の ASCII 表示、データのグループ化

ズームリンク 解析結果リストでハイライト表示されたフレームの先頭にズーム位置 ( ズームボックスの中心 ) を
移動可能。ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

データサーチ フィールドやフレームの条件を指定して波形をサーチ可能。条件と一致する波形がみつかると、
ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズーム波形エリアに拡大表示。

*1 表示モードを「ASCII」にすると、　ASCII 表示になります。

I2C バス
項目 仕様
バス転送レート 最大 3.4Mbit/s
アドレスモード 7bits/10bits
トリガ

トリガソース CH1 ～ CH4 と PodA(A0 ～ A7) から選択。
モード Every Start： スタートコンディションを検出したときにトリガ

ADR&DATA： 設定されたアドレスおよびデータとの比較でトリガ
アドレスタイプ

・7bit Address
・7bit + Sub Address
・10bit Address

NON ACK： Nack を検出したときにトリガ
General Call： ジェネラルコールアドレスのセカンドバイトパターンとの比較でトリガ
Start Byte/HS Mode： スタートバイトまたは HS モードのマスターアドレスでトリガ

解析
信号 CH1 ～ CH4、 PodA(A0 ～ A7)、および M1 ～ M4 から選択。
解析可能データ数 最大 40000 バイト分 ( 解析基準点前後 20000 バイト )
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、スタートコンディション / ストップコンディション (S/P)、データの 16 進数表
示 (Hex)、アドレス / データ (Form)、Read/Write 信号 (R/W)、Acknowledge ビット (ACK)

Detail( 詳細表示 )
解析番号 (No.)、スタートコンディション / ストップコンディション (S/P)、トリガポジションか
らの時間 (Time(ms))、データの 2 進数表示 (Binary)、データの 16 進数表示 (Hex)、アドレス / デー
タ (Form)、Read/Write 信号 (R/W)、Acknowledge ビット (ACK)、データ情報 (Info)

ズームリンク 解析結果リストでハイライト表示されたバイトにズーム位置 ( ズームボックスの中心 ) を移動可能。
ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

20.7　シリアルバス信号
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項目 仕様
データサーチ アドレスパターン / データパターン /Acknowledge ビットの状態を設定して波形をサーチ可能。

条件と一致する波形がみつかると、ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズー
ム波形エリアに拡大表示。

SPI バス
項目 仕様
トリガ

トリガソース CH1 ～ CH4 と PodA(A0 ～ A7) から選択。
モード 3 線式、4 線式

CS がアサートされてから任意のバイトカウントからのデータを比較してトリガ。比較する
データ長は 1 ～ 4 バイトから選択可能。

解析
信号 CH1 ～ CH4、 PodA(A0 ～ A7)、および M1 ～ M4 から選択。
解析可能データ数 最大 40000 バイト分 ( 解析基準点前後 20000 バイト )
解析対象フレーム Data
解析結果表示 Simple( 簡易表示 )

解析番号 (No.)、Data1 の 16 進数表示 (Data1(H))、Data2 の 16 進数表示 (Data2(H))、CS
のステータス (CS)

Detail( 詳細表示 )
解析番号 (No.)、Trigger Position から各バイトの先頭のビットまでの時間 (Time(ms))、
Data1 の 2 進数表示 (Data1(B))、Data1 の 16 進数表示 (Data1(H))、Data2 の 2 進数表示
(Data2(B))、Data2 の 16 進数表示 (Data2(H))、CS のステータス (CS)、アクティブ期間の
開始位置 / 終了位置 (S/P)

ズームリンク 解析結果リストでハイライト表示されたバイトにズーム位置 ( ズームボックスの中心 ) を移
動可能。ズーム位置を変更すると、解析結果リストのハイライト表示も連動して移動。

解析結果リストの 
データ保存

解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータを CSV 形式で保存可能 ( 拡張子：.csv)。

データサーチ データのパターンを指定して波形をサーチ可能。パターンと一致する波形がみつかると、
ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形をズーム波形エリアに拡大表示。

20.7　シリアルバス信号
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20.8	 内蔵プリンタ (/B5 オプション )

項目 仕様
印字方式 サーマルラインドット方式
発熱素子分解能 8 ドット /mm
用紙幅 112mm

20.9	 補助入出力部

外部トリガ入力 (TRIG	IN)
項目 仕様
コネクタ形式 BNC
入力帯域 * DC ～ 100MHz
入力インピーダンス 約 1MW、約 18pF
最大入力電圧 ± 40V(DC+ACpeak) または 28Vrms、周波数が 10kHz 以下のとき
トリガレベル ± 2V( 設定分解能 5mV)

* 基準動作状態 (20-17 ページ参照 ) でウォームアップ時間経過後

外部トリガ出力 (TRIG	OUT)
項目 仕様
コネクタ形式 BNC
出力レベル TTL(0-5V)
出力論理形式 負論理
出力遅延時間 50ns max
出力保持時間 Low レベル：50ns min、High レベル：50ns min

プローブインタフェース端子
項目 仕様
出力端子数 4
出力電圧 ± 12V( プローブパワー端子との合計で 1.2A まで )、± 5V( 合計 800mA まで )
使用可能プローブ アクティブプローブ (701912/701913/701914)、差動プローブ (701923/701924) 、 

電流プローブ (701928/701929)

プローブパワー端子 (/P4 オプション )
項目 仕様
出力端子数 4
出力電圧 ± 12V( プローブインタフェース端子との合計で 1.2A まで )
使用可能なプローブ / デス
キュー調整信号源

FET プローブ (700939)、電流プローブ (701932/701933)、 
差動プローブ (700924/700925/701920/701921/701922/701926)、デスキュー調整信号源 (701935)

GO/NO-GO 出力
項目 仕様
コネクタ形式 RJ-12 モジュラージャック
出力信号 GO OUT、NO-GO OUT
出力レベル TTL(0-5V)
適合ケーブル ４線式モジュラーケーブル (366973)

ビデオ信号出力 (VIDEO	OUT)
項目 仕様
コネクタ形式 D-Sub 15 ピン ( レセプタクル )
出力形式 アナログ RGB 出力
出力解像度 準 XGA 出力 1024 × 768 ドット、約 60Hz Vsync( ドットクロック周波数 62.5MHz)
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20.10	ストレージ

内部メモリ
項目 仕様
メディアタイプ Compact Flash 
容量 *1 90MB(Flash Mem*2 用：約 30MB、システム用：約 60MB)

*1 容量は変更になる場合があります。
*2 ユーザーにて、ファイル操作でデータの保存 / 読み込みが可能な領域。

内蔵ハードディスク (/C8 オプション )
項目 仕様
ドライブ数 1
サイズ 2.5 型
使用 HDD 容量 * 40GB FAT32
ファイル名 ロングファイル名 (ASCII 256 文字まで ) サポート

* 容量は変更になる場合があります。

周辺機器接続用 USB
項目 仕様
コネクタ形式 USB タイプＡコネクタ ( レセプタクル )
電気的・機械的仕様 USB Rev. 2.0 準拠
対応転送規格 LS(Low Speed) モード (1.5Mbps)、FS(Full Speed) モード (12Mbps)
対応デバイス * USB HID Class Ver. 1.1 準拠のマウス、109 キーボード (Japanese)、104 キーボード (US) 

USB Printer Class Ver. 1.0 準拠の EPSON/HP(PCL) インクジェットプリンタに対応 
USB Mass Storage Class Ver. 1.1 準拠のマスストレージデバイス 
USB HUB Device ( ただし１台だけ ) 
最大４デバイスまで接続可能

ポート数 2
供給電源 5V、500mA( 各ポート )

* 動作確認済みの機種については、お買い求め先にお問い合わせください。
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20.11	コンピュータインタフェース

PC カードインタフェース
項目 仕様
ポート数 2( フロントパネル×１、リアパネル×１)
対応カード * GP-IB カード ( オプション対応 )

National Instruments 社製 NI PCMCIA-GPIB のカードに対応
ストレージ系カード

フラッシュ ATA メモリカード (PC カード TYPE Ⅱ )
CF カード＋アダプタカード
HDD 型 PC カード各種

* 動作確認済みの機種については、お買い求め先にお問い合わせください。

PC 接続用 USB
項目 仕様
コネクタ形式 USB タイプＢコネクタ ( レセプタクル )
電気的・機械的仕様 USB Rev. 2.0 準拠
対応転送規格 HS(High Speed) モード (480Mbps)、FS(Full Speed) モード (12Mbps)
ポート数 1
対応プロトコル 次の２種類のプロトコルに同時に対応する複合デバイスとして動作

USBTMC-USB488(USB Test and Measurement Class Ver. 1.0)*1

USB バスを使用し GP-IB コマンドを使用可能
Mass Strage Class Ver. 1.1

PC から本体の内部メモリ、内蔵ハードディスク、PC カード *2*3、USB ストレージメディア *3 に
アクセス ( 読み書き ) 可能、ただしフォーマット不可

対応システム環境 OS が Windows XP または 2000 の、日本語または英語版が動作し、USB ポートが装備されている
PC

*1 別途ドライバが必要です。
*2 ドライバは必要ありません。
*3 動作確認済みの機種については、お買い求め先にお問い合わせください。

イーサネットインタフェース (/C8、/C10 オプション )
項目 仕様
コネクタ形状 RJ-45 コネクタ
ポート数 1
電気・機械的仕様 IEEE 802.3 準拠
伝送方式 Ethernet(100BASE-TX/10BASE-T)
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス DHCP、DNS、Microsoft ネットワークファイル共有サーバ＆クライアント、SMTP クライアント、

SNTP クライアント、FTP サーバ、Web サーバ、ネットワークプリント、ファイアウォール
LED インジケータ Link(Yellow：リンク確立時に点灯 )、Activity(Green：パケット送受信時点灯 ) の 2 個

LXI インタフェース (/C9、/C12 オプション )
項目 仕様
準拠規格 LXI Standard、Revision 1.2
機能クラス Class C
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20.12	一般仕様

項目 仕様
基準動作状態 周囲温度 : 23 ± 5℃

周囲湿度： 55 ± 10％ RH
電源電圧 / 周波数の誤差： 定格の 1％以内

ウォームアップ時間 30 分以上
保存環境 温度： － 20 ～ 60℃

湿度： 20 ～ 80％ RH( 結露しないこと )
動作環境 温度： 5 ～ 40℃

湿度： 20 ～ 80％ RH( プリンタ未使用時 ) ( 結露しないこと )
35 ～ 80％ RH( プリンタ使用時 ) ( 結露しないこと )

推奨校正周期 1 年
保存高度 3000m 以下
使用高度 2000m 以下
定格電源電圧 100 ～ 120VAC/220 ～ 240VAC( 自動切換え )
電源電圧変動許容範囲 90 ～ 132VAC/198 ～ 264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動許容範囲 48 ～ 63Hz
電源ヒューズ 内蔵 ( 交換不可 )
最大消費電力 300VA
耐電圧 ( 電源 - ケース間 ) 1.5kVAC、1 分間
絶縁抵抗 ( 電源 - ケース間 ) 500VDC、10MW 以上
外形寸法 350(W) × 200(H) × 285(D)mm( プリンタカバー収納時、取っ手および突起部を除く )
質量 約 7.7kg( オプション含まず、本体だけ )
機器の冷却方法 強制空冷、側面吐き出し式
設置姿勢 水平 ( ただし、スタンドを使用した傾斜設置は可能 )。垂直、重ね置き禁止
バッテリバックアップ 設定値と時計を内蔵のリチウム電池でバックアップ

電池寿命：約 5 年 ( 周囲温度 25℃時 )
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項目 仕様
安全規格 適合規格

EN61010-1
測定入力部の過電圧カテゴリ I(150Vrms)*1

汚染度 2*2

エミッション 適合規格
EN61326-1  Class A
EN61326-2-1
EN55011  Class A、Group 1
C-tick  EN55011  Class A、Group 1

(701351、 701361、 701912、 701913、 701914、 701923、701943、701974 with 701975、
701980、701981、701935*3 に適用 )

EN61000-3-2
EN61000-3-3
本製品はクラスＡ ( 工業環境用）の製品です。家庭環境においては、無線妨害を生ずることが あり、
その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となることがあります。

ケーブル条件
ロジック信号入力用ポート

ロジックプローブ用ケーブルの片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK：ZCAT2035-0930A、横
河部品：A1190MN) を取り付けてください。

プローブパワー端子
701935*3 の専用電源ケーブル B9852MJ の片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK: ZCAT1325-
0530A、横河部品：A1181MN) を取り付けてください。

外部トリガ入力 (TRIG IN) 端子
BNC ケーブル *4 を使用し、ケーブルの片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK：ZCAT2035-
0930A、横河部品：A1190MN) を取り付けてください。

トリガ出力 (TRIG OUT) 端子
上記の外部トリガ入力端子と同じです。

ビデオ信号出力 (VIDEO OUT) 端子
D-Sub 15-Pin VGA シールドケーブル *4 を使用し、ケーブルの片端 ( 本体側 ) にフェライトコ
ア (TDK：ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) を取り付けてください。

周辺機器接続用 USB コネクタ
USB ケーブル *4 の片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK: ZCAT1325-0530A、横河部品：
A1181MN) を取り付けてください。

PC 接続用 USB コネクタ
USB ケーブル *4 の片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK: ZCAT1325-0530A、横河部品：
A1181MN) を取り付けてください。

GO/NO-GO 出力端子
別売の GO/NO-GO 専用ケーブル ( 横河形名：366973) を使用し、ケーブルの片端 ( 本体側 ) に
フェライトコア (TDK: ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) を 2 巻きして取り付けてくだ
さい ( 下図参照 )。

イーサネット (ETHERNET) インタフェース用コネクタ
イーサネット通信ケーブル *4 を使用し、ケーブルの片端 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK: 
ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) を 2 巻きして取り付けてください ( 下図参照 )。

*1 本機器の予想される過度的な過電圧は 1500V です。本機器を過電圧カテゴリ II、III、IV 内の計測に使用しないでください。
*2 汚染度とは、耐電圧または表面抵抗率を低下させる固体、液体、気体の付着の程度に関するものです。汚染度 2 は、通常の

室内雰囲気 ( 非導電性汚染 ) のみに適用されます。
*3 701935 は、当社のデスキュー調整信号源です。
*4 ケーブルの長さは、3m 以下でご使用ください。

20.12　一般仕様
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項目 仕様
イミュニティ 適合規格

EN61326-1 Table 2 ( 工業立地用 ) 
EN61326-2-1

(701351、 701361、 701912、 701913、 701914、 701923、701943、701974 with 701975、
701980、701981、701935*1 に適用 )

イミュニティ環境における影響度 ( 判定 A 条件 )
ノイズ増加：± 200mV の範囲以内 (701943 使用時 )

± 200mV の範囲以内 (701974 with 701975 使用時 )
± 2V の範囲以内 (701913、701923 使用時 )
ロジック信号の極性反転が発生しないこと (701980、701981 使用時 )

試験条件： 701913、701923、701943、701974 with 701975 使用時
2.5GS/s、エンベロープモード、20MHz BWL( プローブの減衰比の設定
(Probe)10:1)、プローブ先端を 50W にて終端

701980、701981 使用時
2.5GS/s、エンベロープモード、プローブ先端を 50W にて終端

ケーブル条件： エミッションのケーブル条件と同じです。
試験項目： 1. 静電気放電：EN61000-4-2

気中放電± 8kV、接触放電± 4kV、判定 B
2. 放射イミュニティ：EN61000-4-3

80M ～ 1GHz、10V/m、1.4G ～ 2GHz、3V/m、2.0G ～ 2.7GHz、3V/m、判定 A
3. 伝導イミュニティ：EN61000-4-6

3V、判定Ａ
4. 高速過渡バースト：EN61000-4-4

電源ライン± 2kV、信号ライン± 1kV、判定 B
5. 電源周波数磁界：EN61000-4-8

30A/m、50Hz、判定 A
6. 雷サージイミュニティ：EN61000-4-5

線間± 1kV、コモン± 2kV、判定 B
7. 電圧ディップ & 瞬停：EN61000-4-11

1 サイクル、両極性、100%、判定 A
その他、判定 C

判定条件 A/B/C の定義
判定 A： 試験中、上記「イミュニティ環境における影響度」を満たします。
判定 B： 試験中、機能の停止または制御不能になりません。動作モードが変

わったり永続的なデータの変化がありません。
判定 C： 試験中、操作やシステムリセットを要する機能または性能の、一時

的な低下または欠落が発生しました。

*1 701935 は、当社のデスキュー調整信号源です。

20.12　一般仕様
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20.13	外形図

本体
単位：mm

指示無き寸法公差は、± 3％ ( ただし 10mm 未満は± 0.3mm) とする。

背 面 図

25.1 285 15.6 23.5 ±3 350 6.2
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付録

付録 1	 時間軸設定 / サンプルレート / レコード長の関
係

概要
サンプルレート、レコード長は、時間軸設定、等価時間サンプリングモード (Repetitive)、
インタリーブモード (Interleave)、データ補間 (Interporation)、高分解能モード (Hi-
Resolution) の ON/OFF によって変わります。
本機器では、等価時間サンプリング、データ補間を行うことにより、実質的なサンプル
レートを最高サンプルレート以上にすることができます。最高サンプルレートを越える
場合、以下のような処理を行います。

データ補間が ON のとき
・ 等価時間サンプリングモードが OFF のときは、データ補間してサンプルレートを上

げます。
・ 等価時間サンプリングモードが ON のときは、時間軸設定が 50ns/div 以下かつサン

プルレートが 500G/s 以上のときは等価時間サンプリングを行い、これ以外ではデー
タ補間を行います。

・ サンプルレートが 2500GS/s を超えると、2500GS/s を維持し、レコード長を短くしま
す。

データ補間が OFF のとき
・ 等価時間サンプリングモードが OFF のときは、レコード長を短くしてサンプルレー

トを上げます。レコード長が 100 ワード未満になると等価時間サンプリングを行いま
す。

・ 等価時間サンプリングモードが ON のときは、レコード長が 1.25M ワード以下で等価
時間サンプリングを行います。

・ サンプルレートが 2500GS/s を超えるような設定のときは、2500GS/s を維持し、レコー
ド長を短くします。

データ補間の ON/OFF に関わらず、最低サンプルレートは 50S/s です。

次ページ以降に時間軸設定、サンプルレート、レコード長の関係の一例を掲載します。
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付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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付録 2	 波形の面積の求め方

「IntegTY」の場合

  

正負両方の面積 : S1＋S3－S2

S1
S3

S2

XY 表示の「IntegXY」の場合
Open

  

(1)　Xデータに対し、1つのYデータが対応する場合
① ③

始点

終点

S0
面積S＝S0

X軸(Y＝0)

X軸(Y＝0)

面積S＝－S0

終点始点

S0

② ④

終点 始点

S0

面積S＝S0－S1

X軸(Y＝0)

X軸(Y＝0)

面積S＝S0

始点終点

S0

(2)　振幅に負(マイナス)の波形がある場合

X軸(Y＝0)
S0

S1

始点

終点

(3)　Xデータに対し、複数のYデータが対応する場合

X軸(Y＝0)

S0

始点

終点

面積S＝S0

X軸(Y＝0)

S0

終点
始点

面積S＝S0＋2×S1＋S2
S1

S2

面積S＝－S0

Close

  

(1)　複数ループの場合

S0

始点、終点

面積S＝n×S0
n : ループ回数

(2)　閉じない曲線の場合

S0

始点

面積S＝S0
始点と終点を結び
閉曲線とした面積

終点

(3)　8の字ループを描く場合

面積S＝｜S0－S1｜
(4)　渦巻きループを描く場合

面積S＝S0×2＋S1
ループ数が増えれ
ば、重畳部の重ね
数も変わります。

終点

S0

S1

始点
終点

始点
S0

波形

S1
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付録 3	 USB104 キーボードのキーの割り当て

   

 SB5000パネルキー USB キーボード
CH1 Ctrlを押しながら1
CH2 Ctrlを押しながら2
CH3 Ctrlを押しながら3
CH4 Ctrlを押しながら4
M1 Ctrlを押しながら5
M2 Ctrlを押しながら6
M3 Ctrlを押しながら7
M4 Ctrlを押しながら8
LOGIC Ctrlを押しながら9
START/STOP F12
ACQ Ctrlを押しながらa
SAMPLING/LENGTH Ctrlを押しながらg
POSITION/DELAY Ctrlを押しながらp
TRIG MODE/HOLD OFF Ctrlを押しながらt
ACQ COUNT/ACTION CtrlとShiftを押しながらt
EDGE/STATE Ctrlを押しながらe
SERIAL BUS Ctrlを押しながら o
WIDTH Ctrlを押しながらw
EVENT INTERVAL Ctrlを押しながらI
SOURCE Ctrlを押しながらu
LEVEL/COUPLING Ctrlを押しながらl
CURSOR Ctrlを押しながらc
PARAM Ctrlを押しながらm
EYE DIAGRAM CtrlとShiftを押しながらm
WINDOW1 Ctrlを押しながらv
WINDOW2 Ctrlを押しながらb

FORM Ctrlを押しながらd
SERIAL BUS SETUP Ctrlを押しながらn

ACCUM Ctrlを押しながらq
INTENSITY

Ctrlを押しながらPage Up
Ctrlを押しながらPage Down

ZOOM1 Ctrlを押しながらz
DISP1 CtrlとShiftを押しながらz
ZOOM2 Ctrlを押しながらx
DISP2 CtrlとShiftを押しながらx
SETUP Ctrlを押しながらs
HELP Ctrlを押しながらF1
HISTORY Ctrlを押しながらh
HISTORY CLEAR CtrlとShiftを押しながらh
PRINT PrintScreen、

またはCtrlを押しながらPrintScreen

PRINT MENU
Shiftを押しながらPrintScreen、
またはCtrlとShiftを押しながらPrintScreen

FILE Ctrlを押しながらf
SYSTEM Ctrlを押しながら/

ESC Esc
F1 F1
F2 F2
F3 F3

△
▽
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付録 3　USB104 キーボードのキーの割り当て

   

SNAP Pause
SNAP CLEAR Shiftを押しながらPause
RESET Ctrlを押しながらr
SET Ctrlを押しながらEnter

↑
↓
←
→

Numeral key ( )内はShiftを押しながら
1 (D) Num'1’(Shiftを押しながらNum'1')
2 (E) Num'2’(Shiftを押しながらNum'2')
3 (F) Num'3’(Shiftを押しながらNum'3')
4 (u) Num'4’(Shiftを押しながらNum'4')
5 (n) Num'5’(Shiftを押しながらNum'5')
6 (p) Num'6’(Shiftを押しながらNum'6')
7 (M) Num'7’(Shiftを押しながらNum'7')
8 (k) Num'8’(Shiftを押しながらNum'8')
9 (m) Num'9(’(Shiftを押しながらNum'9')
0 (A) Num'0’(Shiftを押しながらNum'0')
B Shiftを押しながらNum'.'
C CtrlとShiftを押しながらNum'+'、

またはCtrlとShiftを押しながらNum'-'

± Ctrlを押しながらNum'+'、
またはCtrlを押しながらNum'-'

. Num'.'
BS Back Space
CLEAR Ctrlを押しながらDelete
EXP F10
Enter Enter
X Shiftを押しながらF10

ノブ
V POSITION
   Right Page Up
   Left Page Down
   Fine/Coarse F8
V SCALE
   Right Home
   Left End
   Fine/Coarse F9
T/DIV
   Right Ctrlを押しながら→
   Left Ctrlを押しながら←
MAG
   Right Ctrlを押しながら↑
   Left Ctrlを押しながら↓
Rotary Knob
   Right Ctrlを押しながらHome
   Left Ctrlを押しながらEnd

△
▽

F4 F4
F5 F5
F6 F6
F7 F7

SB5000パネルキー USB キーボード
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付録 4	 波形パラメータの積分と微分

微分 / 積分
微分値の演算は、5 次のラグランジェの内挿公式を使用し、その点の前後を含んだ 5 点
の値から 1 点のデータを求めています。
サンプリングタイム x0 ～ xn に対するデータを f0 ～ fn、I0 ～ In とすると、各微分、積分
値は次のように計算されます。

	 微分 (DIFF)

   
点xk fk' =             [fk-2－8fk-1 + 8fk+1－fk+2]

　h = Dxはサンプリング周期(sec) (例　5 kHzのとき、h=200 × 10-6)

1
12h

	 積分（INTEG)

   

点x0 I0 = 0                   

点x1 I1 =      (f0 + f1)h         

点x2 I2 =       (f0 + f1)h +       (f1 + f2)h = I1 +      (f1 + f2)h

点xn In = In-1 + 　

1
2
1
2

1
2

1
2

 (fn-1 + fn)h1
2
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付録 5	 ASCII データファイルのフォーマット

アナログ信号やロジック信号を ASCII 形式で保存したときのデータファイルのフォー
マットを以下に示します。

  

データ

Header Size ヘッダの行数
Model Name 機種名
Comment データ保存時のコメント
BlockNumber このグループのブロック数

波形によってブロック数が異なる場合は最大のブロック数
TraceName 各波形の名称
BlockSize 各波形の 1 ブロックのデータ点数
VUnit 各波形の Y 軸で使用する単位 ( データへの影響なし )
Sample Rate 信号取り込み時のサンプルレート
HResolution 各波形の X 軸の変換式の係数 HResolution の値

X 軸値＝ HResolution × ( データ No. － 1) ＋ HOffset
HOffset 各波形の X 軸の変換式の係数 HOffset の値

X 軸値＝ HResolution × ( データ No. － 1) ＋ HOffset
HUnit 各波形の X 軸で使用する単位 ( データへの影響なし )
DisplayBlockSize 画面に表示されているデータ長 ( 表示レコード長 )
DisplayPointNo. 表示レコード長の左端が、メモリの何ポイント目なのかを示す値
Date 信号取り込みの終了した日付
Time 信号取り込みの終了した時刻
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